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令令和和２２年年度度  飯飯田田市市のの公公民民館館活活動動    基基本本方方針針 

  

  

１１  「「くくららしし豊豊かかななままちち」」のの実実現現にに向向けけてて公公民民館館がが果果たたすすべべききこことと  

飯田市では、人口減少、少子・高齢化が進行し、地域活力の維持・向上が持続的な地域づくりにお

ける大きな課題となっています。また、近い将来には、リニア中央新幹線の開通や三遠南信自動車道

の全通の時代を迎え、地域の大きな変貌が予想されます。こうした状況をとらえて、飯田市では、「い

いだ未来デザイン 2028」を、教育委員会では「第２次飯田市教育振興基本計画」に基づき、各施策
を展開しています。 

 

戦後まもなく発足した公民館は、地域に密着して市民の自由で主体的な文化学習活動を支援し、

地域づくりの基盤である人づくりに大きな役割を果たしてきました。地域を取り巻く状況が大きく変

容してきている今日、地域住民が学び合いを通して、地域の課題と向き合い、「私たちの地域は私た

ちの手でつくる」という住民自治の意識を高め合い、「結の心」でつながって、心豊かに暮らせ

る地域をつくっていくことがますます重要となっています。  

 

飯田市の公民館は、社会教育法に基づく教育機関であるとともに、地域の自治組織の構成団体

であるという２面性を持ち、地域の諸団体と連携協力を図りつつ、住民の自由で主体的な学習活

動の支援を通して、地域づくりを担う人材を育む役割を果たします。今後も、公民館は、「みつ

ける つながる 育てる 実現する場」として、地域に着目した学習と交流を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

みみつつけけるる  つつななががるる  育育ててるる  実実現現すするる公公民民館館  

・地域活性化の起爆剤となる地域の資源（人・もの）を発掘する 
・地域や人を知り、自己実現を図るテーマや素材を見つける 

・多様な主体が情報や課題を共有し取り組むことで相乗効果を生む 
・人と人が結びつくことで悩みや課題解決の糸口となる 

つつ
なな
がが
るる  

・地域を担うキーパーソンが生まれ後継者が育つ 
・住民相互の学びが深まりネットワークが広がる 
 
 

・地域が活性化し地域の課題解決に結びつく 
・思いが実現できる 
・新たな気づきや視点を持つ 

育育
てて
るる  

公公民民館館はは地地育育力力をを向向上上ささせせるる実実践践的的なな場場ととししてて機機能能

すするる 
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２２  公公民民館館のの具具体体的的なな役役割割  

公民館は、地域の特色ある自然や文化を基底として、地域の課題解決に向けた学習と交流を通し

て、自治意識の醸成を図り、地域づくりの担い手を育みます。また、地域で活動する各種団体と連

携し、学習活動を充実させていきます。具体的な役割は次のとおりです。  

（１）だれもが気軽に利用し活動できる「自由なたまり場」 

（２）参加者の自主性・創造性を活かし仲間づくりを図る「集団的な活動と交流の場」 

（３）先人が築いた歴史・文化を大切にして今に活かす「歴史を伝え文化を創造する場」 

（４）生涯にわたる学習や地域の課題に対応できる「学習の場」 

（５）人が人として認め合い暮らせる「人間尊重の精神を学ぶ場」 

（６）地域の絆を深め健康で心豊かな人づくりを図る「スポーツ・レクリエーションの場」 

（７) 子どもたちが健やかに育つとともに故郷に誇りと愛着を持てる「地域の良さを再発見する場」 

（８）地域のさまざまな出来事を記録し情報や地域の課題を提供・発信する「情報収集と発信の場」 

  

３３  飯飯田田市市のの公公民民館館活活動動のの基基本本理理念念「「４４つつのの運運営営原原則則」」 

昭和４８年、飯田市は文部省の委嘱を受けて、「管理運営に関する事項および運営の指針に関す

る事項」をまとめました。昭和４６年から２年間かけて実施したこの公民館運営基準の研究の中で、

次に掲げる「公民館運営の４原則」が確認されました。時代は変化してもこの理念を尊重しつつ、

公民館が果たすべき役割を担っていきます。 

  

４４  「「４４つつのの運運営営原原則則」」にに基基づづくく主主体体的的なな公公民民館館活活動動のの展展開開にに向向けけてて  

地域の自治組織の中において、地区公民館は、引き続き学習と交流を起点に地域内の連携協力を

図り、住民自治の充実に必要な地域の社会教育機関として地育力向上の拠点を担います。 
（１）各地区の公民館が設置する専門委員会は、「住民参画の原則」に基づいて地域を素材に学習

と交流を促進する事業を主体的に企画立案し運営します。 
（２）分館は、最も身近なコミュニティ形成の場であり、日常のたまり場として、身近な課題の解

決に取り組むなど住民同士のふれあいを大切にしながら主体的な活動を展開します。 

  （（１１））  地地域域中中心心のの原原則則 
まちづくりを考えるときも、日常的に身近な地域から出発することが大切である。地域ごとに
設置された公民館は常に地域を中心としてとらえた学びの場であるべきである。 

  
（（２２））  並並立立配配置置のの原原則則 

地域の規模や特徴は異なっても、公民館は２０地区に対等に配置され、それぞれの活動が等し
く尊重される。この原則は地域中心の原則を保障するものである。 

  
（（３３））  住住民民参参画画のの原原則則 

公民館を設置し、そこに職員を配置することは行政の役割であるが、公民館の事業の企画運営
は、地域住民によって組織された専門委員会や運営委員会、より身近な住民の単位である分館
活動など、それぞれの事業が自発的な住民の意思に基づいて行われることが大切である。この
様な組織や活動は、飯田市の公民館活動の原動力になっている。 

  
（（４４））  機機関関自自立立のの原原則則 

教育行政が一般行政から一定の独立性、中立性を保っていることに鑑み、公民館が地域の社会
教育機関として住民の主体的な学習活動を保証することは大切である。その意味で公民館が自
立した体制をもっていることは重要である。   
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令令和和22年年度度  飯飯田田市市のの公公民民館館活活動動  重重点点目目標標  

 

１ 次世代の地域づくりの担い手を育むために、幼保・小・中・高校生・若者と地域の大人を結び、相互

に学び合う場をつくります。 

（１）リニア時代を迎え、今後、大きく変貌することが予想される地域にあって、地域の独自性や価値

を見出し、魅力を再認識できる人を育むための学習活動をＬＧ飯田教育の視点で進めます。※注１ 

（２）地域の将来を考え、社会を切り拓いていく人を育むために、自治の意識を醸成します。 

 

２ 学校運営協議会といいだCS協働活動の取組みを通して、地域と学校と家庭が協働して子どもを育てて

いく意識を高めます。 

 

３ 地域課題をとらえた多様な学習に取り組むことで自治の意識と力を高めます。 

 

 

 

  

  

  

令令和和22年年度度  飯飯田田市市のの公公民民館館活活動動  事事業業計計画画  

 令和２年度飯田市の公民館活動基本方針及び重点目標に基づいて、主な事業を次のとおり計画します。 

  

１ 地区公民館と市公民館は合同により以下の事業を展開します。 

（１）第５８回飯田市公民館大会 

公民館関係者や広く市民を対象に、１年間の公民館活動を振り返り、今後の活動に生かしていく機

会として、令和３年２月２１日（日）に開催します。 

（２）いいだ人形劇フェスタ２０２０ 

人との繋がりや地域資源の保存継承など、様々な可能性を持つ場として捉え、８月６日（木）～８

月10日（月・祝）に開催します。地区実行委員会の活動を充実させ、地区からフェスタを盛り上げ

ます。 

（３）飯田市成人式 

①新成人の居住地域・出身地域を単位として令和３年１月１０日（日）に全市一斉で開催します。

各地区では、新成人を含めた成人式実行委員会を組織し、新成人が多様な活動を通じて地域を知

り、地域との関わりを持てる学習を深めることで、地域に誇りと愛着を持ち、将来における自己

のあり方を見つめる機会とします。 

②成年年齢引き下げに伴う成人式（成年学習）のあり方について、検討していきます。 

（４）いいだCS協働活動 

飯田コミュニティスクールを地域から支えるとともに、地域における子どもの活動を充実させ、学

校や家庭と連携した「いいだCS協働活動」に取り組みます。  

（５）高校生と地域を結ぶ事業 

①地域に誇りと愛着を持ち、自身の将来を切り拓くことのできる人材の育成を、飯田OIDE長姫高等学

校、飯田女子高等学校ほか飯田下伊那の高校との連携により実施します。 

②地域での高校生の豊かな学びを支えるためのコーディネートについて、飯田下伊那の高校との情報

交換等を通して研究します。 

※1「ＬＧ(地域・地球)飯田教育」とは… Local(地域)とGlobal(地球)を一体的、系統的に学ぶ、飯田市独自の教育実践。 

 Think Global, Act Local. Think Local, Act Global「地球規模で考え地域で実践し、地域を想い地球規模で活躍」 

できる人材を育む。 
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２ 各地区では、公民館の役割や重点目標を認識しつつ、地域の実情や課題を捉え、専門委員会が主体的

に事業を企画するほか、多様な分野の学級講座に取り組みます。 

（１）親子を対象に仲間づくりを図るとともに、子どもを安心して育てていくための継続的な学習 

（２）高齢者の経験や力を次世代育成や地域づくりに繋げる学習 

（３）平和を尊び、多様性への理解を深める学習 

（４）芸術文化に触れることで、地域独自の文化の保存・継承・創造に繋げる学習 

（５）郷土への関心を高め、愛着と誇りを育む学習 

（６）心身の健康について関心を高める相互の学習 

（７）身近な自然環境や世界規模の地球温暖化防止等について考える学習 

 

３ 市公民館は、市民の学習と交流を深めるために以下の事業を主管して展開します。 

（１）高校生講座 

   海外との比較の中でふるさと飯田の魅力を再認識することを通して、地域に誇りと愛着を持ち、グ

ローバルな視点で地域の将来ビジョンをデザインし、自身の将来を切り拓くことのできる人材を育

成します。 

（２）第４４回飯田市民大学講座 

「伊那谷の自然と文化」をテーマに、市民による運営委員会で企画運営します。 

（３）第３９回飯田市女性バレーボール大会 

バレーボール連盟の協力を得て、参加チームの主体的な運営参加により１１月１５日（日）に開催

します。 

（４）第４５回公民館コーラスグループ発表会 

   各公民館を拠点に活動するコーラスグループが実行委員会を組織し、令和３年２月２８日（日）
に開催します。 

（５）人権平和・多文化共生事業 

  平和学習を通じた人権・平和の意識向上を図るとともに、外国人住民への日本語教育を柱とした多

文化共生事業を展開します。 

（６）子育てサークル支援事業 

  子育てリーダーグループ「トライアングル」の支援を軸として、子育てネットワークの充実を図り、

地域の子育てサークルの主体的な活動を支援します。 

 

４ その他 

（１）第６８回天龍峡夏期大学講座 

地域課題や社会課題を考える契機とするとともに、地域への誇りと愛着を醸成することを目的とし

て、川路公民館が主管します。  

（２）ブロック公民館事業 

   20地区の公民館を４つに編成したブロック公民館では、スポーツ行事等を通じた他地域との交流や、

公民館役員対象の研修会及び情報交換会を実施します。 

（３）館長会・主事会 

  地域住民の学習活動を支える職員が、定期的な情報交換や研修会を開催して連携を深めるとともに、

その力量の向上に努めます。 

（４）主事会プロジェクト事業 

   公民館主事会ではプロジェクトチームを編成して、公民館を取り巻く様々な課題解決のために実践

的な学習や研究に取り組みます。 
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飯飯田田市市公公民民館館ののああゆゆみみ  

この地域は、大正期の自由画教育や青年運動から生まれた伊那自由大学などに代表され

る歴史的・風土的な教育の土壌や、戦後直後からの青年会や婦人会の自主的な学習活動な

どを背景に、全国に先駆けて公民館が設置されました。 

飯田市は、昭和12年に飯田町と上飯田町が合併し誕生しました。以来６回にわたり町村

合併が行われましたが、そのつど旧町村単位に独立公民館（以下「地区公民館」）と職員

を配置してきました。旧飯田地区（橋北・橋南・羽場・丸山・東野）は、昭和43年に１館

制から５館に分離し、それぞれ地区公民館として位置づけられました。その後も平成５年

７月１日に上郷町、平成17年10月１日に上村、南信濃村と合併し、現在は中央館の役割を

担う飯田市公民館（以下「市公民館」）と、20の地区公民館が独立、並列方式により配置

されています。 

市公民館は、全市民を対象とした事業や地区公民館相互の連絡調整を図る機関として、

また地区公民館は住民の身近な公民館として、地域課題や生活課題に対する学習や交流な

どを通じて住民の主体的な活動を支援し、地域の特色を生かした個性豊かで魅力ある地域

づくりの一端を担ってきました。 

昭和48年に文部省の委嘱を受け、公民館の運営基準について自ら研究し導き出した４つ

の運営原則「地域中心」「住民参画」「並列配置」「機関自立」の考え方は、飯田市の地域

づくりに対する公民館の姿勢を反映したものであり、今も活動の基本方針となっています。 

なお飯田市は、平成19年4月に新たな住民自治の仕組みとして「地域自治組識」を導入

しました。これにより公民館は、社会教育法に基づき市が設置する社会教育機関であると

ともに、地域自治組織を構成するまちづくり委員会の１委員会に位置付けられました。 

 

 

飯飯田田市市公公民民館館のの運運営営組組織織  
 

市公民館には、館長会の互選で選出された市公民館長（非常勤特別職）、市公民館長

を補佐する副館長（課長職）、学習支援係（係長、主事、社会教育コーディネーター）、

管理係（係長、管理係）が職員として配置されています。また、市内全ての地区公民

館の館長・主事で構成される館長会及び主事会が置かれ、公民館職員の相互研鑽の場

になっています。 

地区公民館には、非常勤特別職の館長と常勤専任の公民館主事が配置されています。

また、人口規模の大きな地区である松尾・竜丘・伊賀良・鼎・上郷公民館、自治振興

センターが併設されていない旧市５地区の公民館及び南信濃公民館には、管理係が配

置されています。 

地区公民館には、飯田市の公民館活動の４つの運営原則の一つである住民参画の原

則を保障し、住民主体の公民館活動を展開するため「専門委員会」が設置されていま

す。専門委員会の設置状況は地区によって異なりますが、主に文化委員会、体育委員

会、広報委員会、青少年育成委員会などが組織されています。専門委員会の名称、人

数、役職、任期は公民館長が定めることとなっており、町内あるいは分館からの推薦

や地区内全域から適任者を選び、公民館長が委嘱します。（詳細は、Ｐ8「専門委員会

の設置状況」を参照） 

多くの地区公民館のもとに、集落単位を基本とする「分館」が組織されています。

現在飯田市には103の分館（休館を除く）があり、住民に最も身近な公民館として、住

民の手によって主体的に運営されています。 

また地区公民館は、隣接する地域や中学校区などつながりの強い地域同士で「ブロ

ック」を組織しています。現在は20の地区公民館で４つのブロックを組織し、ブロッ

ク内で連携しながら事業を展開しています。 

 

− 5−



飯飯田田市市公公民民館館のの活活動動  
 

飯田市の公民館は、地域住民の学習、交流の場として、住民自らが自由闊達な学習活動

やグループ活動を展開しています。 

公民館が実施する学級や講座は、乳幼児やその保護者を対象としたものから高齢者の生

き甲斐づくりまで全ての世代を対象にしたものであり、学習内容も個人的な教養を高める

ものから地域課題や生活課題を捉えた組織的な学習活動まで、幅広い学習を展開していま

す。実施にあたっては、公民館職員が中心となって開催するものや、運営委員会や実行委

員会などを組織し市民参画のもと開催するものなど形態は様々ですが、学習や交流の機会

を通じて主体的な人材の育成に寄与しています。 

専門委員会の活動は、住民自らがアイデアを出し合い、それぞれの地域の特色を活かし

た様々な事業を展開しています。専門委員会は公民館運営の母体であり、住民が事業の企

画段階から主体的に関わることにより地域を知り、地域を担う人材育成の場として機能し

ています。 

（詳細は、Ｐ16「専門委員会等事業一覧表」を参照） 

分館は、住民の生活に一番身近な公民館であり、子どもから高齢者まで日常的な学習や

交流の場になっています。分館では、なによりも住民同士のふれあいや交流を大切にし、

分館独自の事業を主体的に展開しています。また、地区公民館と密接につながり、一体と

なって公民館の活動を支えています。 

 

 

飯飯田田市市公公民民館館のの事事業業  

 

市公民館事業 
・全市民を対象とした事業 
・新たな地域課題、生活課題に対応し、地区公民館に波及することをねらったモデル的な事

業の実施やそのための指導者の育成 
・地区公民館活動が円滑に展開されるためのネットワーク事業 

 

ブロック事業 
・地区公民館単独では実施困難な事業 
・地区公民館事業の継続発展した事業 
・ブロック内での情報交換、相互研鑽 

 

地区公民館事業 
・住民要望に基づく学級講座 

・専門委員会が企画する地区独自の事業 

・コミュニティを醸成する各種の事業 

・学習相談、学習情報の提供及び施設設備の提供 
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                                （人口は令和２年９月末現在） 

 

現在、102の分館が、市民の手によって自主的に運営されている。 

飯飯田田市市公公民民館館のの運運営営組組織織図図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館名 
ブロック 

体制 
人 口 
(人) 

職員体制 （人） 

公民館長※※1 副館長補※※22 公民館主事※※33  管理係 

 橋北公民館 

Ａ 

ブロック 

2,910 1 － 1 1 

 橋南公民館 2,643 1 － 1 1 

 羽場公民館 4,697 1 － 1 1 

 丸山公民館 3,394 1 － 1 1 

 東野公民館 2,823 1 － 1 1 

 座光寺公民館 

Ｂ 

ブロック 

4,322 1 1 1 － 

 山本公民館 4,668 1 1 1 － 

 伊賀良公民館 14,350 1 1 1 1 

 鼎公民館 13,150 1 1 1  2 ※※44 

 上郷公民館 13,592 1 1 1 1 

 松尾公民館 

Ｃ 

ブロック 

12,957 1 1 1 1 

 下久堅公民館 2,785 1 1 1 － 

 竜丘公民館 6,796 1 1 1 1 

 上村公民館 384 1 １ 1 － 

 南信濃公民館 1,282 1 １ 1 1 

 上久堅公民館 

Ｄ 

ブロック 

1,248 1 1 1 － 

 千代公民館 1,628 1 1 1 － 

 龍江公民館 2,718 1 1 1 － 

 川路公民館 1,984 1 1 1 － 

 三穂公民館 1,370 1 1 1 － 

計   99,701 20 人 15 人 20 人 12 人 

                                 

 

 
 

※1 公民館長は地域協議会が推薦し教育委員会が任命する。（非常勤特別職） 

※2 副館長補佐は自治振興センター所長が任命され、センター業務と公民館業務の連係調整を図る役割 

を担っている。（旧市５地区は除く） 

※3 公民館主事は常勤専任。自治振興センター職員の兼務辞令を受けている。 

※4 うち１名は社会教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ。 

飯飯田田市市公公民民館館  

飯田市公民館長 （１人） 
 

※非常勤特別職 

※飯田市公民館館長会会長 

※地区公民館長と兼任 

飯田市公民館副館長 （１人） 
 

※課長職 
 

学習支援係 
学習支援係長 （１人） 
市公主事   （１人） 
社会教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
       （２人） 

管理係 
管理係長 （１人） 
管理係  （１人） 飯田市公民館館長会 飯田市公民館主事会 

地地区区公公民民館館  

分分  館館  

公
民
館
運
営
審
議
会
（
１４
人
） 

専専門門委委員員会会のの設設置置 
※委員は館長が委嘱。名称、委員数、役職及び任期は館長が定める。  

～住民参加による主体的な企画・運営～（20館共通） 
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地区公民館の専門委員会設置状況

公公  民民  館館  名名 名名　　称称 人人数数 任任期期
（（年年））

公公  民民  館館  名名 名名　　称称 人人数数
任任期期
（（年年））

文化部 10 2 文化部 7 2

体育部 10 2 体育部 8 2

広報部 10 2 青少年健全育成部 6 2

育成部 10 2 新聞部 12 2

文化委員会 8 2
ホームページ運営委員
会 4 2

体育委員会 12 2 文化委員会 15 2

館報委員会 5 2 体育委員会 24 2

文化委員会 11 2 広報委員会 10 2

体育委員会 13 2 民俗資料保存委員会 9 2

広報委員会 10 2 育成委員会 7 2

育成委員会 12 2 文化部会 10 2

文化部会 11 2 体育部会 14 2

体育部会 13 2 広報部会 9 2

広報部会 5 2 文化委員会 14 2

青少年健全育成部会 14 2 体育委員会 15 2

文化部 7 2 女性委員会 14 2

体育部 15 2 広報委員会 8 2

広報部 6 2 文化委員会 18 2

育成部 10 2 体育委員会 20 2

文化部 19 2 文化部 23 2

体育部 14 2 体育部 27 2

広報部 11 2 広報部 21 2

健全育成部 17 2 文化委員会 13 2

文化委員会 20 2 体育委員会 15 2

スポーツ委員会 21 2 広報委員会 12 2

広報委員会 19 2 文化部会 12 2

総務企画委員会 8 2 スポーツ部会 13 2

文化部 15 2 広報部会 10 2

体育部 18 2 青少年健全育成部会 10 2

広報部 9 2 地域を育む委員会 10 2

育成部 15 2 企画委員会 8 2

文化委員会 11 2 広報委員会 5 2

体育委員会 12 2 文化委員会 8 2

広報委員会 10 2 体育委員会 11 2

文化委員会 10 2 広報委員会 6 2

体育委員会 10 2 計 893

広報委員会 8 2

青少年育成委員会 8 2

上村公民館

橋北公民館

上郷公民館

南信濃公民館

竜丘公民館

川路公民館

三穂公民館

山本公民館

伊賀良公民館

鼎公民館

松尾公民館

下久堅公民館

上久堅公民館

千代公民館

龍江公民館

橋南公民館

羽場公民館

丸山公民館

東野公民館

座光寺公民館
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地 区 名 分 館 名 分館世帯数 地 区 名 分 館 名 分館世帯数 地 区 名 分 館 名 分館世帯数

橋 北 ★ 江 戸 浜 119 法 山 77 ★東 鼎 172

橋 南 な し 大 郡 57 ★西 鼎 132

羽 場 な し 米 峰 27 ★ 下 茶 屋 210

丸 山 な し 毛 呂 窪 67 ★中 平 644

吾 妻 町 南 50 八 ノ 倉 22 ★ 上 茶 屋 156

東 新 町 １ 84 下 村 81 ★切 石 914

錦 町 休館 第 一 255 ★上 山 1000

高 羽 町 東 243 第 二 303 ★一 色 564

宮 ノ 上 264 第 三 258 ★ 名 古 熊 777

諏 訪 町 58 第 四 155 ★ 上 黒 田 659

鈴 加 東 新 41 駄 科 979 ★下黒田北 1014

座 光 寺 な し 長 野 原 494 ★下黒田南 820

上 溝 343 ★時 又 388 ★下黒田東 684

久 井 182 桐 林 594 ★丹 保 354

★水 城 350 上 川 路 127 ★北 条 386

★新 井 472 ２ 52 ★ 飯 沼 南 347

寺 所 230 ３ 57 ★南 条 308

★  明   590 ４ 110 ★ 別 府 上 371

★清 水 228 ５ 44 ★ 別 府 下 607

城 538 ６ 111 上 町 64

八 幡 町 387 ７ 116 中 郷 33

代 田 746 ８ 189 程 野 52

毛 賀 691 三穂 な し 下 栗 40

常 盤 台 334 東 平 269 和 田 橋 北 241

知 久 平 238 大 明 神 80 和 田 橋 南 213

★ 虎 岩 135 北 平 155 八 重 河 内 66

柿 野 沢 88 中 平 62 木 沢 87

稲 葉 12 西 平 35 南 和 田 61

小 林 46 南 湯 川 114

南 原 159 竹 佐 148

下 虎 岩 295 箱 川 65

１ 104 久 米 83 　以以下下110022分分館館（（休休館館をを除除くく））

２ 74 二 ツ 山 休館

３ 102 下 殿 岡 402 　※うち条例分館は２７館

４ 85 上 殿 岡 491 　（★の印）

５ 77 三 日 市 場 389

６ 48 北 方 2032 　※世帯数は、令和２年度分館

北 部 44 大 瀬 木 1420 　　世帯数（令和２年９月末時点）

野 池 中 村 159
＊芋平区と野池区
の合区（2018.4） 三 尋 石 663

米 川 116 鼎 ★下 山 810

飯 田 市 の 分 館

千 代

鼎

龍 江

松 尾

南 信 濃

下 久 堅

竜丘

川路

伊賀良

上郷

上村

上 久 堅

千 代 92

東野

山本
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管理費 事業費 面積　（㎡） 建設年月 構造

橋北公民館 84,000 262,000 2,232,000 2,578,000 594.6 S55. 3 鉄骨３

橋南公民館 206,000 397,000 2,023,000 2,626,000 550.9 S59. 3 鉄骨３

羽場公民館 554,000 291,000 2,592,400 3,437,400 937.2 S54. 3 鉄骨２

丸山公民館 282,000 258,000 1,813,000 2,353,000 896.0 S55. 3 鉄骨２

東野公民館 132,000 250,000 1,850,000 2,232,000 644.9 S60. 3 鉄骨２

座光寺公民館 370,000 267,000 4,921,000 5,558,000 901.6 S61. 4 鉄骨２

松尾公民館 546,000 523,000 7,627,000 8,696,000 2114.7 H 2. 3 鉄骨２

下久堅公民館 104,000 227,000 1,875,000 2,206,000 993.1 H26.12 鉄骨２

上久堅公民館 111,000 188,000 1,976,000 2,275,000 952.2 S56. 3 鉄骨２

千代公民館 47,000 197,000 2,330,000 2,574,000 797.1 H26.7 木造２

龍江公民館 164,000 226,000 6,554,000 6,944,000 912.7 S59. 3 鉄骨２

竜丘公民館 185,000 329,000 6,714,000 7,228,000 1699.1 H13. 5 鉄骨２

川路公民館 144,000 206,000 3,043,000 3,393,000 777.0 S57. 3 鉄骨２

三穂公民館 184,000 191,000 2,749,000 3,124,000 731.7 S59. 1 鉄骨２

山本公民館 261,000 302,000 3,397,000 3,960,000 1263.6 H 6. 3 鉄骨２

伊賀良公民館 375,000 576,000 8,115,000 9,066,000 1697.4 S63. 3 鉄骨２

鼎公民館 2,748,000 516,000 3,836,000 7,100,000 3678.7 S55. 2 鉄筋４

上郷公民館 172,000 547,000 9,929,000 10,648,000 2217.8 H31. 3 鉄骨２

上村公民館 0 241,000 820,000 1,061,000 582.95
H1.12

H29.3改修
鉄筋２
鉄骨２

南信濃公民館 38,000 151,000 1,706,000 1,895,000 1,548.4 H19.11 鉄筋２

小計 6,707,000 6,145,000 76,102,400 88,954,400 24491.7

飯田市公民館 － 0 3,059.80 S51.11 鉄筋４

合計 6,707,000 6,145,000 76,102,400 88,954,400 27551.5

総　　計

〈説明〉
　・ブロック事業分の予算はブロック幹事の館へ配分している
　・「公費」は地区へ配分している金額のみで飯田市公民館で一括管理の予算（人件費、修繕費等）は含まれない
　・「地区費」は地区内における振興交付金からの配分額等であるため地区毎に積算根拠が異なる

公公民民館館のの予予算算及及びび施施設設のの現現状状一一覧覧表表　　

公民館名

　　　　　令和２年度当初予算　　（単位：円）
施設の現状

公　　費
地区費
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（令和元年度）

件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員

飯田市公民館 104 155 10,886 37 101 19,700 732 1,365 33,211 873 1,621 63,797

　　　　ホール 32 44 6,930 24 66 13,350 86 133 16,298 142 243 36,578

　　　　会議室 72 111 3,956 13 35 6,350 646 1,232 16,913 731 1,378 27,219

橋北公民館 162 187 2,222 177 182 3,451 1451 1,470 12,285 1,790 1,839 17,958

橋南公民館 9 9 329 97 98 1,737 572 604 6,375 678 711 8,441

羽場公民館 143 148 1,838 354 365 5,963 1936 2,127 24,942 2,433 2,640 32,743

丸山公民館 62 62 935 414 741 10,065 1098 1,154 8,657 1,574 1,957 19,657

東野公民館 28 30 382 176 197 2,476 1426 1,508 16,641 1,630 1,735 19,499

座光寺公民館 37 41 815 598 612 7,349 622 1,322 14,637 1,257 1,975 22,801

松尾公民館 112 144 1,701 433 515 11,237 2202 2,361 31,036 2,747 3,020 43,974

下久堅公民館 27 27 611 657 667 11,701 179 352 6,324 863 1,046 18,636

上久堅公民館 3 3 55 123 217 2,975 261 268 3,567 387 488 6,597

千代公民館 11 11 155 128 128 2,815 375 382 4,895 514 521 7,865

龍江公民館 20 20 567 476 598 5,643 886 1,455 16,869 1,382 2,073 23,079

竜丘公民館 40 51 1,075 317 392 8,081 1347 1,619 26,800 1,704 2,062 35,956

川路公民館 9 19 335 368 457 6,149 289 358 3,509 666 834 9,993

三穂公民館 18 18 549 189 250 3,349 431 560 11,555 638 828 15,453

山本公民館 25 25 763 172 203 6,508 482 929 10,573 679 1,157 17,844

伊賀良公民館 171 194 10,471 297 388 9,601 301 1,822 26,265 769 2,404 46,337

鼎公民館 166 222 5,516 162 226 18,928 2,272 2,320 33,929 2,600 2,768 58,373

　　　　ホール 13 18 2,398 68 124 16,678 61 84 5,060 142 226 24,136

　　　　会議室 153 204 3,118 94 102 2,250 2211 2,236 28,869 2,458 2,542 34,237

上郷公民館 274 358 8,184 585 726 11,363 2249 2,681 33,071 3,108 3,765 52,618

上村公民館 0 0 0 18 136 1,703 5 51 442 23 187 2,145

南信濃公民館 5 5 160 110 110 1,688 191 191 4,966 306 306 6,814

南信濃学習
交流センター

4 4 85 63 63 936 115 148 4,679 182 215 5,700

地区館計 1,326 1,578 36,748 5,914 7,271 133,718 18,690 23,682 302,017 25,930 32,531 472,483

合計 1,430 1,733 47,634 5,951 7,372 153,418 19,422 25,047 335,228 26,803 34,152 536,280

飯田市各地区公民館利用状況

有  料  団  体 減  免  団  体 無  料  団  体 合        計
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令
和
２
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文文
化化

事事
業業

体体
育育

事事
業業

広広
報報

事事
業業

育育
成成

事事
業業

橋橋
北北

公公
民民

館館

　
（
P
3
1
～
3
7
参
照
）

・
橋

北
地

区
文

化
祭

（
中

止
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
0
　

橋
北

地
区

公
演

（
中

止
）

・
文

化
研

修
旅

行
（
中

止
）

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

（
中

止
）

・
第

4
3
回

橋
北

市
民

運
動

会
（
中

止
）

・
橋

北
地

区
ス

ポ
ー

ツ
大

会
・
ボ

ウ
リ
ン

グ
大

会
（
中

止
）

・
館

報
橋

北
発

行
・
工

作
・
実

験
教

室
（
中

止
）

・
第

６
回

橋
北

再
発

見
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
「
す

た
て

く
さ

っ
さ

」
・
し

め
飾

り
講

習
会

 も
ち

つ
き

交
流

会
（
中

止
）

・
新

春
書

き
初

め
大

会
（
中

止
）

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

（
延

期
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
中

止
）

　
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
3
館

合
同

）
・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
合

同
）

橋橋
南南

公公
民民

館館

　
（
P
3
8
～
4
7
参
照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
0
　

橋
南

地
区

公
演

（
中

止
）

・
第

2
5
回

橋
南

文
化

祭
（
中

止
）

・
橋

南
史

跡
め

ぐ
り

（
中

止
）

・
橋

南
史

跡
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

・
第

3
5
回

橋
南

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ
ー

大
会

（
中

止
）

・
橋

南
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
第

3
3
回

橋
南

連
合

大
運

動
会

（
中

止
）

・
館

報
橋

南
発

行
・
コ

ロ
ナ

に
負

け
る

な
！

言
葉

を
飾

ろ
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
3
館

合
同

）
（
中

止
）

・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋
南

、
東

野
合

同
）

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
・
夏

休
み

子
ど

も
教

室
（
中

止
）

・
し

め
縄

作
り

講
習

会
・
お

ひ
ま

ち
・
も

ち
つ

き
大

会
・
飯

ご
う

炊
さ

ん
（
中

止
）

・
第

1
6
回

橋
南

夏
ま

つ
り

（
中

止
）

・
書

き
初

め
・
天

龍
太

鼓
子

ど
も

教
室

（
中

止
）

・
松

一
獅

子
舞

教
室

羽羽
場場

公公
民民

館館

　
（
P
4
8
～
5
7
参
照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
0
羽

場
地

区
公

演
（
中

止
）

・
羽

場
地

区
文

化
祭

（
中

止
）

・
飯

田
西

中
学

校
吹

奏
楽

コ
ン

サ
ー

ト
・
学

校
作

品
等

展
示

会
・
夜

の
講

座
・
か

ざ
こ

し
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト
(羽

場
・
丸

山
地

区
合

同
)（

中
止

）

・
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

（
中

止
）

・
ふ

れ
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
祭

（
中

止
）

・
ペ

タ
ン

ク
大

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

（
中

止
）

・
広

報
「
あ

け
ぼ

の
」
の

発
行

・
き

の
こ

山
保

全
活

動
・
魚

の
つ

か
み

取
り

（
中

止
）

・
お

や
す

・
し

め
縄

作
り

交
流

会
・
新

春
お

楽
し

み
会

（
中

止
）

・
公

民
館

ア
ン

ケ
ー

ト
推

進
委

員
会

・
公

民
館

活
動

を
考

え
る

会
・
羽

場
丸

山
地

区
成

人
式

(羽
場

・
丸

山
地

区
合

同
)（

延
期

）
・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

(青
空

ス
ク

ー
ル

)(
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
合

同
)

丸丸
山山

公公
民民

館館

　
（
P
5
8
～
6
6
参
照
）

・
丸

山
地

区
文

化
祭

・
お

と
な

の
サ

ロ
ン

・
丸

山
く

ら
す

・
か

ざ
こ

し
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト
(羽

場
・
丸

山
合

同
)（

中
止

）

・
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
大

会
・
ク

ッ
ブ

大
会

・
丸

山
地

区
運

動
会

（
中

止
）

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

（
中

止
）

・
広

報
ま

る
や

ま
の

編
集

・
ス

ポ
ー

ツ
文

化
教

室
保

護
者

研
修

会
・
お

正
月

飾
り

教
室

・
親

子
交

流
体

験
事

業
・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
・
正

月
遊

び
・
も

ち
つ

き
体

験
（
中

止
）

・
羽

場
丸

山
地

区
成

人
式

(羽
場

・
丸

山
合

同
)

（
延

期
）

・
風

越
山

麓
公

園
で

遊
ぼ

う
（
中

止
）

東東
野野

公公
民民

館館

　
（
P
6
7
～
7
6
参
照
）

・
し

め
縄

づ
く

り
・
第

4
8
回

東
野

区
民

文
化

祭
（
展

示
発

表
会

は
中

止
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
0
東

野
地

区
公

演
（
中

止
）

・
シ

ト
ラ

ス
リ
ボ

ン
・
エ

ー
ル

の
さ

く
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
お

正
月

行
事

（
中

止
）

・
ク

ッ
ブ

大
会

・
第

3
1
回

東
野

区
民

大
運

動
会

・
ペ

タ
ン

ク
大

会
・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

（
中

止
）

・
ま

ち
づ

く
り

会
報

東
野

の
発

行
・
小

学
校

、
中

学
校

卒
業

生
へ

記
念

品
の

贈
呈 ・
親

と
子

の
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

（
中

止
）

・
キ

ッ
ズ

チ
ャ

レ
ン

ジ
手

作
り

体
験

・
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
地

域
人

教
育

・
図

書
館

お
楽

し
み

会
・
明

日
の

東
野

を
つ

く
る

集
い

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

（
延

期
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
中

止
）

　
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
合

同
）

・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

(羽
場

・
丸

山
・
東

野
地

区
合

同
)

公公
民民

館館
名名

専専
　　
門門

　　
委委

　　
員員

　　
会会

　　
事事

　　
業業

そそ
のの

他他
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令
和
２
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文文
化化

事事
業業

体体
育育

事事
業業

広広
報報

事事
業業

育育
成成

事事
業業

公公
民民

館館
名名

専専
　　
門門

　　
委委

　　
員員

　　
会会

　　
事事

　　
業業

そそ
のの

他他

座座
光光

寺寺
公公

民民
館館

　
（
P
7
7
～
8
5
参
照
）

・
座
光
寺
人
形
劇
ま
つ
り
(中

止
)

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
座
光
寺
保
育
園

公
演
(中

止
)

・
座
光
寺
地
域
文
化
祭
(中

止
)

・
麻
績
の
里
種
ま
き
大
賞
(中

止
)

・
座
光
寺
地
域
成
人
式
(延

期
)

・
春
季
・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(中

止
)

・
座
光
寺
地
域
市
民
運
動
会
(中

止
)

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
in
座
光
寺

・
地
区
交
流
月
間

・
座
お
う
ち
d
eス

ト
レ
ッ
チ

・
高
陵
地
区
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
(合

同
)(
中
止
)

・
広
報
座
光
寺
発
行

・
広
報
座
光
寺
お
知
ら
せ
版
発
行

・
子
ど
も
桜
ガ
イ
ド
(中

止
)

・
お
茶
摘
み
体
験
学
習
(中

止
)

・
ホ
タ
ル
を
見
る
会
(中

止
)

・
水
辺
の
広
場
で
遊
ぼ
う
(中

止
)

・
星
空
観
察
会

・
ふ
る
さ
と
体
験

・
子
ど
も
科
学
教
室

・
体
験
学
校
ま
と
め
の
会
(中

止
)

・
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
(中

止
)

・
座
光
寺
の
子
ど
も
を
語
る
会

・
座
光
寺
の
子
ど
も
を
語
る
会
推
進
委
員
会

・
公
民
館
女
性
委
員
交
流
会

・
総
合
的
な
学
習
の
支
援

・
麻
績
っ
子
ク
ラ
ブ
(小

学
校
ク
ラ
ブ
活
動
)支

援

松松
尾尾

公公
民民

館館

　
（
P
8
6
～
9
2
参
照
）

・
親
子
映
画
鑑
賞
会
（
中
止
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
松
尾
地
区

公
演
（
中
止
）

・
第
1
8
回
松
尾
踊
っ
て
み
よ
う
会
（
中
止
）

・
松
尾
地
区
文
化
祭
（
中
止
）

・
松
尾
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
松
尾
地
区
市
民
運
動
会
（
中
止
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
（
中
止
）

・
分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
分
館
交
流
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会
（
中

止
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
中
止
）

・
「
ま
つ
お
新
聞
」
の
発
行

・
松
尾
地
区
学
習
会
（
中
止
）

・
公
民
館
役
員
研
修
会
（
中
止
）

・
分
館
役
員
研
修
会
（
中
止
）

・
松
尾
地
区
還
暦
の
会

下下
久久

堅堅
公公

民民
館館

　
（
P
9
3
～
9
8
参
照
）

・
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
(中

止
)

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
（
中
止
）

・
ひ
さ
か
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
中
止
）

・
下
久
堅
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
下
久
堅
地
区
文
化
祭
（
中
止
）

・
ひ
さ
か
た
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

・
常
会
対
抗
盆
野
球
大
会
（
中
止
）

・
下
久
堅
地
区
市
民
運
動
会
（
中
止
）

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
「
ひ
さ
か
た
」
の
発
行

・
魚
つ
か
み
ど
り
体
験
（
中
止
）

・
ひ
さ
か
た
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
書
き
初
め
教
室
（
中
止
）

・
下
久
堅
放
課
後
子
ど
も
教
室

上上
久久

堅堅
公公

民民
館館

　
（
P
9
9
～
1
0
7
参
照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
た
学
習
会

（
中
止
）

・
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
上
久
堅
地
区
公
演

（
中
止
）

・
上
久
堅
地
区
文
化
展

・
上
久
堅
う
た
の
祭
典
（
中
止
）

・
上
久
堅
を
知
る

・
分
館
対
抗
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

・
上
久
堅
地
区
運
動
会
（
中
止
）

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
囲
碁
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
（
中
止
）

・
館
報
「
か
み
ひ
さ
か
た
」
発
行

・
館
報
編
集
学
習
会

・
館
報
発
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
上
久
堅
写
真
展

・
【
合
同
事
業
】
竜
東
中
学
校
地
区
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会

・
分
館
自
主
活
動
（
中
止
）

・
世
代
交
流
し
め
縄
飾
り
講
習
会

・
第
2
8
回
ひ
さ
か
た
の
火
ま
つ
り
（
中
止
）

・
上
久
堅
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
・
総
合
学
習
の
支
援

千千
代代

公公
民民

館館

　
（
P
1
0
8
～
1
1
5
参
照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
千
代
地
区

公
演
(中

止
)

・
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
か
ん
げ
き
バ
ス
ツ
ア
ー

(中
止
)

・
千
代
峠
交
流
会

・
千
代
峠
(旧

千
遠
線
)整

備
事
業

・
千
代
地
区
文
化
祭

・
千
代
地
区
成
人
式
(延

期
)

・
第
1
1
回
ワ
ン
ふ
ら
バ
レ
ー
大
会
(中

止
)

・
千
代
地
区
市
民
運
動
会
(中

止
)

・
第
7
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
(中

止
)

・
千
代
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
(中

止
)

・
館
報
千
代
の
発
行
（
６
回
）

・
ふ
る
さ
と
の
便
り
発
送
事
業

・
万
古
渓
谷
栃
の
木
ツ
ア
ー

・
第
2
2
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

・
創
作
教
室

・
【
合
同
事
業
】
竜
東
中
学
校
地
区
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会

龍龍
江江

公公
民民

館館

　
（
P
1
1
6
～
1
2
3
参
照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
龍
江
地
区

公
演
（
中
止
）

・
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
観
劇
バ
ス
ツ
ア
ー
（
中
止
）

・
龍
江
地
区
文
化
祭
・
芸
能
祭
（
中
止
）

・
龍
江
地
区
文
化
作
品
展

・
ペ
タ
ン
ク
大
会
（
中
止
）

・
龍
江
地
区
市
民
運
動
会
（
中
止
）

・
龍
江
絆
駅
伝

・
龍
江
新
聞
発
行

・
龍
江
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

・
ふ
る
さ
と
探
検
（
中
止
）

・
水
辺
の
楽
校
魚
釣
り
つ
か
み
取
り
大
会
（
中

止
）

・
百
人
一
首
大
会
・
龍
江
か
る
た
会
（
中
止
）

・
ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
の
森

・
武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー

・
龍
江
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
【
合
同
事
業
】
竜
東
中
学
校
地
区
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会
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令
和

２
年

度
　

専
門

委
員

会
等

事
業

一
覧

表

文文
化化

事事
業業

体体
育育

事事
業業

広広
報報

事事
業業

育育
成成

事事
業業

公公
民民

館館
名名

専専
　　

門門
　　

委委
　　

員員
　　

会会
　　

事事
　　

業業
そそ

のの
他他

竜竜
丘丘

公公
民民

館館

　
（
P

1
2
4
～

1
2
9
参

照
）

・
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
（
中
止
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
竜
丘
地
区

公
演
（
中
止
）

・
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
2
1
o
n
li
n
e

・
竜
丘
地
区
文
化
作
品
展

・
竜
丘
市
民
大
学
講
座

・
成
人
式
（
延
期
）

・
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
竜
丘
市
民
運
動
会
（
中
止
）

・
館
報
た
つ
お
か
発
行

・
水
辺
の
楽
校
整
備
作
業

・
川
で
遊
ぼ
う
（
中
止
）

・
竜
丘
あ
い
さ
つ
運
動

・
古
墳
ま
つ
り
（
中
止
）

専
門
委
員
会

・
民
俗
資
料
保
存
委
員
会

特
別
委
員
会

・
竜
丘
古
墳
の
会

・
竜
丘
児
童
自
由
画
保
存
顕
彰
委
員
会

川川
路路

公公
民民

館館

　
（
P

1
3
0
～

1
3
4
参

照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
川
路
地
区

公
演
（
中
止
）

・
第
6
8
回
天
龍
峡
夏
期
大
学
（
中
止
）

・
川
路
地
区
文
化
祭
（
中
止
）

・
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

・
分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

・
川
路
ワ
ン
ふ
ら
大
会
（
中
止
）

・
館
報
か
わ
じ
発
行

・
館
報
か
わ
じ
縮
刷
版
第
２
号
発
刊

・
南
信
州
新
聞
社
視
察
研
修

・
川
路
地
区
成
人
式

三三
穂穂

公公
民民

館館
　  （

P
1
3
5
～

1
4
1
参

照
）

・
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
in
三
穂
(中

止
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
三
穂
地
区

公
演
(中

止
）

・
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
(中

止
）

・
三
穂
地
区
打
ち
上
げ
花
火

・
三
穂
文
化
祭
(中

止
）

・
文
化
セ
ミ
ナ
ー
(中

止
）

・
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
三
穂
(中

止
）

・
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会
(中

止
）

・
お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(中

止
）

・
三
穂
市
民
運
動
会
(中

止
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(中

止
）

・
体
育
施
設
整
備
作
業
(中

止
）

・
館
報
「
み
ほ
」
の
発
行

・
新
春
放
談
会
(中

止
)

・
ほ
っ
と
け
な
い
楽
習
会
(中

止
）

・
女
性
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(中

止
）

・
三
穂
地
区
成
人
式
(延

期
）

山山
本本

公公
民民

館館
　 　

（
P

1
4
2
～

1
4
8
参

照
）

・
山
本
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
中
止
）

・
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
山
本
地
区
公
演
（
中

止
）

・
山
本
地
区
文
化
祭
（
中
止
）

・
国
際
ふ
れ
あ
い
交
流
会
（
中
止
）

・
分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中
止
）

・
体
力
促
進
会
（
中
止
）

・
山
本
地
区
市
民
大
運
動
会
（
中
止
）

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
中
止
）

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

・
山
本
地
区
夏
祭
り
（
中
止
）

・
武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー

・
山
本
地
区
成
人
式
（
延
期
）

伊伊
賀賀

良良
公公

民民
館館

　
（
P

1
4
9
～

1
5
6
参

照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
伊
賀
良
地

区
講
演
（
中
止
）

・
ふ
る
さ
と
ゲ
ー
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
中
村
の

巻
～
（
中
止
）

・
伊
賀
良
地
区
文
化
祭

・
伊
賀
良
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
人
形
劇
公
演

・
分
館
対
抗
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
中
止
）

・
山
本
地
区
と
の
交
流
会
（
中
止
）

・
伊
賀
良
地
区
大
運
動
会
（
中
止
）

・
分
館
対
抗
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
中
止
）

・
広
報
い
が
ら
発
行

・
米
寿
記
念
写
真
撮
影
、
贈
呈

・
学
校
体
育
施
設
運
営
委
員
会
、
調
整
会
議

・
展
示
コ
ー
ナ
ー
運
営
委
員
会

・
飯
田
O
ID
E
長
姫
高
校
地
域
人
教
育

鼎鼎
公公

民民
館館

　 　
（
P

1
5
7
～

1
6
7
参

照
）

・
ふ
る
さ
と
再
発
見
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
（
中
止
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
（
中
止
）

・
鼎
打
ち
水
大
作
戦
（
中
止
）

・
ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い
広
場
・
文
化
祭
（
中

止
）

・
鼎
地
区
文
化
活
動
ロ
ビ
ー
展
示

・
鼎
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
鼎
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
ふ

る
さ
と
鼎

コ
マ
ー

シ
ャ
ル

・
鼎
地
区
体
育
祭
（
ペ
タ
ン
ク
大
会
）
（
中
止
）

・
鼎
地
区
縦
断
駅
伝
大
会
（
中
止
）

・
鼎
地
区
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

・
鼎
公
民
館
長
杯
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
中

止
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
（
中
止
）

・
体
育
委
員
・
役
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講

習
会

・
「
公
民
館
報
か
な
え
」
の
発
行

・
高
校
生
の
学
習
活
動
支
援

・
鼎
の
子
ど
も
を
語
る
会
（
中

止
）

・
鼎
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
公
民
館
合
同
講
演
会

・
鼎
公
民
館
役
員
研
究
集
会

・
あ
ん
じ
ゃ
ぁ
な
い
会
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令
和

２
年

度
　

専
門

委
員

会
等

事
業

一
覧

表

文文
化化

事事
業業

体体
育育

事事
業業

広広
報報

事事
業業

育育
成成

事事
業業

公公
民民

館館
名名

専専
　　

門門
　　

委委
　　

員員
　　

会会
　　

事事
　　

業業
そそ

のの
他他

上上
郷郷

公公
民民

館館
　 　

（
P

1
6
8
～

1
7
6
参

照
）

・
上
郷
地
区
文
化
祭

・
春
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
中
止
）

・
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

・
上
郷
地
区
大
運
動
会
（
中
止
）

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

・
高
陵
地
区
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
中

止
）

・
「
広
報
か
み
さ
と
」
発
刊
事
業

・
あ
い
さ
つ
運
動

・
文
化
祭
工
作
教
室

・
高
松
の
丘
音
楽
会
（
中
止
）

・
小
学
校
音
楽
鑑
賞
教
室
（
中
止
）

・
今
年
限
り
の
夏
の
音
楽
フ
ェ
ス
タ

・
上
郷
歩
こ
う
会

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
郷
地
区
公
演

（
中
止
）

・
地

域
を
知

る
会

・
分
館
役
員
研
修
会

・
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
の
取
り
組
み

・
上
郷
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

上上
村村

公公
民民

館館

 （
P

1
7
7
～

1
8
3
参

照
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
上
村
地
区

講
演
（
中
止
）

・
し
ゃ
く
な
げ
祭
（
文
化
祭
）
（
中
止
）

・
遠
山
地
区
成
人
式

・
食
レ
ポ
！
遠
山
郷
３
種
の
神
ギ
ス

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
か
み
む
ら
大
運
動
会
（
中
止
）

・
第
2
7
回
小
学
生
、
公
民
館
卓
球
大
会

・
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
健
康
講
座

・
「
館
報
か
み
む
ら
」
発
行

南南
信信

濃濃
公公

民民
館館

　 　
（
P

1
8
4
～

1
9
1
参

照
）

・
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
in
か
ぐ
ら
の
湯
（
中
止
）

・
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
南
信
濃
地

区
公
演
（
中
止
）

・
親
子
映
画
の
夕
べ
（
中
止
）

・
生
活
改
善

・
天
体
観
測
会

・
食
レ
ポ
！
遠
山
郷
３
種
の
神
ギ
ス

・
遠
山
地
区
成
人
式
（
延
期
）

・
南
信
濃
地
区
野
球
大
会
（
盆
野
球
）
（
中
止
）

・
南
信
濃
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
御
射
山
ソ
フ

ト
）
（
中
止
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

（
み

な
み

し
な
の
健

康
ま
つ

り
）
（
中

止
）

・
毎

週
月

曜
日

は
み

な
み

し
な
の
健

康
の
日

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ほ
か
）
（
中
止
）

・
南
信
濃
地
区
運
動
の
集
い

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
2
0
2
0

・
保
・
小
・
公
民
館
合
同
運
動
会
の
あ
り
方
検

討
協
議
会

・
館

報
や

ま
な
み

の
発

刊

AA
ブブ

ロロ
ッッ

クク
公公

民民
館館

　
（
P

1
9
2
～

1
9
3
参

照
）

・
旧
市
５
地
区
芸
能
祭
（
延
期
）

・
旧
市
5
地
区
野
球
大
会
（
中
止
）

・
丘
の
上
5
地
区
ク
ッ
ブ
大
会

・
A
ブ
ロ
ッ
ク
広
報
・
館
報
研
修
会
（
中
止
）

・
A
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ニ
ア
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
中
止
）

・
A
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
中
止
）

BB
ブブ

ロロ
ッッ

クク
公公

民民
館館

　
（
P

1
9
4
参

照
）

B
ブ
ロ
ッ
ク
館
長
・
主
事
学
習
会

CC
ブブ

ロロ
ッッ

クク
公公

民民
館館

　
（
P

1
9
4
参

照
）

C
ブ
ロ
ッ
ク
情
報
交
換
会
（
中
止
）

DD
ブブ

ロロ
ッッ

クク
公公

民民
館館

　
（
P

1
9
5
参

照
）

・
D
ブ
ロ
ッ
ク
文
化
部
情
報
交
換
会

・
D
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
中
止
）

・
D
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
延
期
）

・
D
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
交
流
会
（
中
止
）
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飯
田
市
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

市
費

継
続

1
6

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

―
5
月

（
中

止
）
1
0
月

（
中

止
）

三
日

市
場

　
運

動
公

園

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

主
に
子

育
て
に
関
す
る
ア

イ
テ
ム
(衣

料
・
靴

・
お
も

ち
ゃ
等

)の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
は
か
る
。

実 施 内 容

子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

が
毎

年
春

・
秋

の
2
回

行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

子
育

て
世

代
の

リ
サ

イ
ク
ル

・
リ
ユ
ー
ス
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
交

流
の

場
と
な
る
こ
と
を

目
的

と
し
て
い
る
。
公

民
館

で
は

、
出

店
申

し
込

み
の

受
付

、
当

日
の

会
場

準
備

等
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
毎
年
応
募
開
始
日
に
す
ぐ
に
定
員
に
達
す
る
人
気
の
あ
る
事
業
だ
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

関
係

で
2
回
と
も
開

催
中

止
と
し
た
。
子

育
て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

が
今

年
度

で
活

動
休

止
と
な
り
、
来

年
度

以
降

市
公

と
し
て
ど
う
す
る
か

検
討

す
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
✓

縮
小

子
育

て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

の
活

動
停

止
に
伴

い
来

年
度

は
実

施
し
な
い
。
し
か

し
子

育
て
世

代
の

交
流

の
場

と
し
て
要

望
の

高
い
授

業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
開

催
す
る
か

要
検

討
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
6
1

初
夏

（
中

止
）
・
初

秋
（
9
月

）
・
初

冬
（
1
1
月

）
羽

場
中

央
公

会
堂

目 的

出
産
や
育
児
等
の

不
安
を

解
消

し
、
飯

田
で
安

心
し
て

出
産
・
育
児
に
向
か
っ
て
い

け
る
よ
う
な
妊

婦
期

を
過

ご
し
て
も
ら
う
。

実 施 内 容

3
回
連
続
講
座
を
初
夏

1
回
・
初
秋
1
回
・
初
冬
1
回
開
催
。
ど
ち
ら
も
マ
マ
の
為
の
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ベ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
製
作
、
助
産
師
さ
ん
や
他
の
参
加
者
と
出
産
の
相
談
や
出
産
後
の

子
育

て
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合

う
機

会
と
す
る
。

〈
開
催
概
要
〉

【
初
夏
】
中
止

【
初
秋
】
「
赤
ち
ゃ
ん
と
私

の
時
間
」

①
9
月
1
4
日
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
講
師
：
宮
澤
恵
子
氏
（
助
産
師
）

②
9
月
2
3
日
「
ス
タ
イ
作
り
」
講
師
：
木
下
順
子
氏
　
下
平
佳
世
子
氏

③
9
月
2
8
日
「
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
講

師
：
松

原
千

尋
氏

（
助

産
師

）
松

村
由

美
子

氏
（
子

育
て
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ
）

【
初
冬
】
「
赤
ち
ゃ
ん
と
私

の
時
間
」

①
1
1
月
9
日
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
講
師
：
宮
澤
恵
子
氏
（
助
産
師
）

②
1
1
月
2
5
日
「
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
講

師
：
松

原
千

尋
氏

（
助

産
師

）
松

村
由

美
子

氏
（
子

育
て
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ
）

③
1
1
月
3
0
日
「
ス
タ
イ
作
り
」
講
師
：
木
下
順
子
氏
　
下
平
佳
世
子
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

今
年

度
か

ら
3
回

開
催

予
定

で
あ
っ
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
【
初

夏
】
の

講
座

は
中

止
。
【
初

秋
】
を

開
催

す
る
に
あ
た
り
、
病

院
で
の

学
級

な
ど
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
よ
り
も
不

安
が

大
き
い
の

で
は

な
い
か

と
い
う
事

で
感

染
予

防
を
し
開

催
を
し
た
。
参

加
者

は
少

な
か

っ
た
が

、
コ
ロ
ナ
で
生

活
と
妊

娠
に
不

安
な
事

が
あ
っ
た
が

赤
ち
ゃ
ん
に
会
え
る
の

が
楽

し
み

に
な
っ
た
。
つ
わ
り
で
予
定
よ
り
早
く
に
産
休
に
入
り
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
と
て
も
心
地

の
良
い
時
間
だ
っ
た
。
産
後
相
談
し
や
す
い
場
所
や
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
困
っ
た
時
に

支
援
が
あ
る
と
思
う
と
心
が
楽
に
な
っ
た
。
講
座
の
そ
の
後
　
受
講
生
の
中
で
も
予
定
日
の
早

い
方
が
後
の
方
に
情
報
を
伝
え
た
い
と
連
絡
先
を
聞
い
て
こ
ら
れ
、
講
座
の
後
も
繋
が
り
が
出

来
た
。
今
年
、
飯
田
に
引
っ
越
し
て
来
た
方
も
お
ら
れ
、
里
帰
り
出
産
も
出
来
ず
、
自
分
の
親
を

呼
ぶ
こ
と
も
難
し
く
、
友
達
も
い
な
い
く
て
、
飯
田
で
の
出
産
に
不
安
が
あ
っ
た
が
色
々
な
支
援

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
少
し
不
安
が
和
ら
い
だ
と
の
感
想
も
あ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
✓

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
育

て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

が
活

動
休

止
と
な
っ
た
が

、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

の
メ
ン
バ

ー
が

関
わ
る
、
N
P
O
法
人
お
し
ゃ
べ
り
サ
ラ
ダ
と
連
携
を
し
て
妊
婦
さ
ん
講
座
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

学 級 ・ 講 座

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

妊
婦

さ
ん
向

け
講

座
市
費

継
続

8
4
7

5

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

子
育

て
講

座
市

費
継

続
―

―
―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

―
（
中
止
）

飯
田
市
公
民
館

目 的

未
就
学
児
を
持
つ
親
を
対

象
に
、
日

々
の

子
育

て
の

中
で
、
親
子
が
生
き
生
き
と

自
分
ら
し
く
い
れ
る
為
に
大

切
な
こ
と
を
学

ぶ
機

会
と
す

る
。

実 施 内 容

乳
幼
児
を
持
つ
親
に
向

け
て
3
回
連
続
講
座
を
開
催
。
心
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、

明
日
か
ら
の
子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
、
や
り
が
い
に
感

じ
て
も
ら
う
機
会
と
す
る
。

【
コ
ロ
ナ
禍

の
防

災
講

座
】

防
災
食
・
防
災
グ
ッ
ズ
・
避
難
所
等
の
連
続
講
座

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
子

育
て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

の
メ
ン
バ

ー
の

減
少

に
伴

い
、
今

年
度

か
ら
飯

田
市

公
民

館
で
開

催
予
定
で
あ
っ
た
。
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
✓

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
ま
で
は

子
育

て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

と
共

催
し
て
い
た
た
め
、
未

就
園

児
の

親
を
対

象
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
小
学
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
中
学
生
の
部
活
に
関
わ
る
話
な
ど
色
々

な
年
代

の
子
供
に
関
す
る
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
。

− 20 −



飯
田
市
公
民
館
の
事
業
報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

―
）

止
中

（
ル

ク
ー

サ
8

目 的

自
主
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

リ
ー
ダ
ー
が
一
同
に
会
し
、

交
流
や
情
報
交
換
を
す
る

こ
と
で
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
活
性
化
し
、
市
全
体

の
子
育
て
環
境
の
改
善
を

図
る
。

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
で
き
る
か

不
透

明
で
あ
っ
た
た
め
、
市
内
で
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
活
動
、
各
サ
ー
ク
ル
で
の
工
夫
、
悩
み
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す

る
事
で
今
後
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

に
活
か
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
、
と
り
ま
と
め
た
情
報
を
共
有
す
る
事
で
今
後
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

に
活
か
し
て
も
ら

う
。
ま
た
今
後
の
子
育
て
講
座
の
計
画
に
向
け
た
現
状
把
握
を
行
っ
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
交
流
会
へ
の
参
加
希
望
を
と
っ
た
が
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
け
ば

と
の
回
答
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
、
知
り
た
い
事
へ
の
回
答
も
つ
け
各
サ
ー
ク
ル
に

送
付
。
子
育
て
サ
ー
ク
ル
も
減
少
し
参
加
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
こ

と
で
コ
ロ
ナ
禍
で
他
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
参
考
に
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
✓

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
ま
で
に
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
他
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
も
関
心
が
向
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
交
流
会
を
行
い
お
互
い
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
・
情
報
交
換
す
る

場
が
必
要
。

学 級 ・ 講 座

続
継

費
市

会
流

交
ー

ダ
ー

リ
ル

ク
ー

サ
て

育
子

―
―

―

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

続
継

費
市

行
発

・
集

編
の

」
ま

さ
ひ

お
「

誌
報

情
て

育
子

9
2
4

1
,1

0
0
部
発
行

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

館
民

公
場

羽
・

市
田

飯
行

発
回

4
年

7
8

8,
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を

発
信

す
る
。

実 施 内 容

“
子
育
て
中
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
2
ヶ
月
に

1
回
手
書
き
で
編
集
・
発
行
し
て
い
る
。
今
年
度
は

1
1
3

～
1
1
5
号

を
発

行
。
毎

回
1
1
0
0
部

印
刷

し
、
市

内
の

公
共

施
設

や
病

院
、
つ
ど
い
の

広
場

な
ど
へ

設
置

し
て
い
る
。

1
1
3
号
特
集
「
お
う
ち
時
間
を
楽

し
も
う

!!」
1
1
4
号
特
集
「
私
の
周
り
の
小
さ
な
N

e
w

s!
!　
」

1
1
5
号
特
集
「
子
供
の
お
祝
い
ご
と
」

評 価

【
成
果
と
課
題
】

平
成

9
年
の
創
刊
か
ら
休
む
こ
と
な
く
発
行
し
て
い
る
毎
号
メ
ン
バ
ー
が

し
っ
か
り
取
材
し
た
情

報
を
載
せ
て
お
り
、
子
育
て
中
の
方
々
が
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
が
、
近
年
そ
の
場
で
は
読

む
が
持

ち
帰
る
人
が
減
少
。

【
次
年
度
の
方
向
性

と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
✓

縮
小

子
育

て
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

の
休

止
に
伴

い
発

行
終

了
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

館
民

公
市

田
飯

日
１

３
月

３
～

日
１

月
６

8
1
2,

2

目 的

地
域
在
住
の
外
国

人
に
日

本
語
学
習
の
機
会

と
生
活

情
報
を
提
供
し
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
図

る
。

実 施 内 容

通
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
在
住
の
外
国
人
が
気
軽
に
訪
れ
、
日
本
語
学
習

を
軸
に
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
生
活
情
報
、
防
災
な
ど
に
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
り
、
日

本
語
学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
も
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
対
策
や
、
感
染
拡
大
状
況

に
関
連
す
る
日
本
語
、
給
付
金
な

ど
の
生
活
支
援
策
に
つ
い
て
情
報
共
有
も
行
っ
た
。
。
ま
た
来
日
し
た
ば
か
り
、
あ
る
い

は
こ
の
土
地
へ
転
入
し
て
き
た
ば
か
り
の
外
国
人
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
連
結
や
、

子
供
の
就
学
や
就
職
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
相
談
も
行
っ
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

4
月
～

5
月
と

1
月
～
2
月
公
民
館
が
休
館
と
な
っ
た
た
め
休
講
と
な
っ
た
が
、
開
館
中
は
教
室
を

開
き
継
続
的
な
学
習
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
学
習
者
が
仕
事
を
始
め
る
こ
と
で
学
習

を
休
止
せ
ざ
る
を
得

ず
、
せ
っ
か
く
積
み
上
げ
て
き
た
日
本
語
力
が
減
退
し
て
し
ま
う
と
い
う
心

配
も
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
で
き
な
か
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
で
の
交
流
や
地
域
散
策
も
実
施
で
き
れ
ば
と
思
う
。

学 級 ・ 講 座

続
継

円
０

ン
ロ

サ
い

わ
い

わ
室

教
語

本
日

3
2

1
6
0

5

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

続
継

計
会

他
わ
い
わ
い
情
報
交
換
会

2
2
5

1
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3

６
月
６
日
、
１
１
月
２
８
日

市
公

/
飯
田
市
役
所

目 的

多
文
化
共
生
事
業

全
体
を

推
進
す
る
た
め
の
企
画
会

議

実 施 内 容

飯
田
市
公
民
館
や
飯
田
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
語
教
育
事
業
や
多
文
化
共
生
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
、
市
内
の
日
本
語
教
室
の
代
表
者
か
ら
は
、
各
団
体
の
近
況
報
告

を
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
講
師
と
し
て
第
１
回
は
長
野
県
多
文
化
共
生
相
談
セ
ン
タ
ー
長
、

第
２
回
は
長
野
県
国
際
課
担
当
職
員
を
招
き
国
政
、
県
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
共
有
し

て
も
ら
っ
た
。

年
度
始
め
、
下
半
期
始
め
、
年
度
末
と
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
の
日
本
語
教
育
や
国

際
交
流
団
体
の
代
表
者
が
集
い
情
報
交
換
は
じ
め
、
多
文
化
共
生
に
お
け
る
課
題
を
共

有
し
、
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
う
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

飯
田
市
の
取
組
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
各
日
本
語
教
室
の
活
動
状
況
を
知
っ
た
り
、
講
師

か
ら
国

政
や
県
政
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
課
題
共
有
や
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

う
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で
年
度
末
の
会
議
が
出
来
ず
残
念
だ
っ
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

３
回
実
施
し
、
県
内
外
の
有
識
者
を
講
師
と
し
て
招
き
、
地
域
の
代
表
者
と
と
も
に
地
域
の
多
文

化
共
生
推
進
の
た
め
の
中
心
的
会
議
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

9
9
,7

0
1

1
0
月

1
8
日

飯
田

市
公

民
館

目 的

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
に

つ
い

て
学

び
、

よ
り

実
践

的
な

演
習

を
行

い
、

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
の

さ
ら

な
る

普
及

を
目

指
す

実 施 内 容

昨
年

に
引

き
続

き
、

専
門

の
講

師
を

招
き

、
「
や

さ
し

い
日

本
語

」
の

目
的

や
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

説
明

。
そ

の
後

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

現
場

で
の

や
り

と
り

に
近

い
実

践
的

な
演

習
を

数
多

く
行

っ
た

。
グ

ル
ー

プ
学

習
を

通
じ

て
、

地
域

の
日

本
語

教
室

の
関

係
者

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

悩
み

を
分

か
ち

合
っ

た
り

、
活

動
を

紹
介

し
あ

う
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
内

の
日

本
語

教
室

の
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

が
多

か
っ

た
が

、
介

護
施

設
な

ど
で

外
国

人
と

仕
事

を
し

て
い

る
人

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
学

び
に

来
た

人
も

い
た

。
継

続
的

に
講

習
会

を
行

う
こ

と
で

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
が

支
援

者
だ

け
で

な
く
市

民
に

も
受

け
入

れ
ら

れ
て

き
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
2
，

3
回

実
施

し
、

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
の

さ
ら

な
る

普
及

を
目

指
す

。

学 級 ・ 講 座

「
や

さ
し

い
日

本
語

」
講

習
会

他
会

計
継

続
1

1
5

1
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II 
(鼎

教
室

)
他

会
計

継
続

8
1
0
0

1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,2

1
8

６
月

２
９

日
～

８
月

２
４

日
鼎

公
民

館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

日
本

語
学

習
を

通
じ

て
、

地
域

住
民

と
外

国
人

を
対

象
に

、
互

い
に

学
び

あ
う

こ
と

で
異

文
化

理
解

を
促

進
さ

せ
、

多
文

化
共

生
社

会
を

醸
成

さ
せ

る
。

実 施 内 容

「
い

い
だ

に
つ

い
て

」
を

テ
ー

マ
に

、
前

半
は

健
康

な
暮

ら
し

、
後

半
は

こ
の

地
域

の
文

化
や

学
校

制
度

に
つ

い
て

講
座

を
実

施
し

た
。

講
座

の
内

容
①

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

つ
い

て
（
三

密
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

な
ど

の
用

語
理

解
）

②
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

（
大

雨
の

た
め

中
止

し
、

③
と

合
体

さ
せ

た
）

③
体

の
不

調
を

訴
え

る
（
体

操
講

師
を

招
き

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
体

操
も

行
っ

た
）

④
世

界
の

学
校

を
知

ろ
う

（
外

国
人

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
実

施
）

⑤
も

し
家

族
が

年
を

取
っ

た
ら

？
（
特

養
や

介
護

用
品

の
経

営
者

を
講

師
と

し
て

招
き

、
介

護
保

険
や

介
護

施
設

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
た

だ
い

た
）

⑥
七

夕
（
新

た
な

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

が
講

師
と

な
っ

て
七

夕
の

由
来

や
短

冊
に

日
本

語
で

願
い

事
を

書
い

た
り

、
折

り
紙

で
飾

り
を

作
っ

た
）

⑦
盆

踊
り

（
現

代
舞

踊
の

会
の

方
に

よ
る

演
技

を
鑑

賞
し

、
講

師
に

な
っ

て
い

た
だ

き
“
り

ん
ご

ん
”
“
竜

峡
小

唄
”
を

教
わ

っ
た

）
⑧

好
き

な
本

や
映

画
に

つ
い

て
 （

外
国

人
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
が

中
心

と
な

っ
て

実
施

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
日

本
語

学
習

を
軸

に
体

操
講

師
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

経
営

者
、

日
本

舞
踊

グ
ル

ー
プ

と
い

っ
た

地
域

で
活

躍
す

る
人

を
講

師
に

招
き

、
こ

の
地

域
で

健
康

に
暮

ら
す

ヒ
ン

ト
と

な
る

講
座

を
実

施
し

た
。

長
年

日
本

語
支

援
を

し
て

い
る

サ
ポ

ー
タ

ー
に

も
講

座
を

運
営

す
る

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

を
務

め
て

も
ら

っ
た

り
、

ま
た

学
ぶ

側
で

あ
っ

た
外

国
人

に
も

講
座

の
企

画
運

営
に

入
っ

て
も

ら
う

な
ど

、
人

材
育

成
に

も
力

を
入

れ
る

こ
と

で
き

た
。

コ
ロ

ナ
対

策
で

会
場

を
二

部
屋

取
り

三
密

を
避

け
た

り
、

消
毒

、
飲

食
禁

止
な

ど
コ

ロ
ナ

対
策

を
行

っ
て

実
施

し
た

が
、

参
加

者
は

前
年

の
半

分
く
ら

い
で

あ
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

育
っ

て
き

た
支

援
者

や
教

え
る

側
に

な
っ

た
外

国
人

に
、

来
年

度
も

講
座

の
企

画
運

営
に

し
っ

か
り

携
わ

っ
て

も
ら

い
、

日
本

語
学

習
の

高
ま

る
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

、
日

本
語

教
室

の
拡

充
に

つ
な

げ
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
,2

1
8

１
０

月
５

日
～

１
１

月
３

０
日

松
尾

公
民

館

目 的

日
本

語
学

習
を

通
じ

て
、

地
域

住
民

と
外

国
人

を
対

象
に

、
互

い
に

学
び

あ
う

こ
と

で
異

文
化

理
解

を
促

進
さ

せ
、

多
文

化
共

生
社

会
を

醸
成

さ
せ

る
。

実 施 内 容

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II松
尾

教
室

「
い

い
だ

の
こ

と
を

し
ょ

う
か

い
し

よ
う

」
を

テ
ー

マ
に

、
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

飯
田

市
の

P
R

ビ
デ

オ
を

製
作

し
た

。
外

国
人

２
~３

名
、

日
本

人
サ

ポ
ー

タ
ー

２
~３

名
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
取

材
旅

行
、

写
真

や
動

画
の

編
集

、
日

本
語

に
よ

る
原

稿
作

成
、

ナ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
収

録
し

、
５

分
ほ

ど
の

Ｐ
Ｒ

動
画

に
し

た
。

グ
ル

ー
プ

①
「
開

善
寺

と
飯

田
動

物
園

」
グ

ル
ー

プ
②

「
丘

の
上

の
街

飯
田

」
グ

ル
ー

プ
③

「
天

竜
峡

そ
ら

さ
ん

ぽ
」

評 価

【
成

果
と

課
題

】
外

国
人

が
中

心
と

な
っ

て
作

品
の

テ
ー

マ
や

取
材

す
る

場
所

を
決

め
、

市
内

の
各

地
に

取
材

に
で

か
け

た
。

地
元

住
民

と
は

違
っ

た
視

点
で

の
P

R
作

品
が

で
き

た
。

学
習

成
果

発
表

会
で

作
品

を
上

映
す

る
予

定
だ

っ
た

が
、

開
催

で
き

な
か

っ
た

た
め

学
習

者
全

員
に

D
V

D
を

配
布

し
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
来

年
度

も
学

習
者

が
積

極
的

に
地

域
と

関
わ

る
事

業
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
が

外
国

人
と

も
っ

と
関

わ
れ

る
よ

う
な

講
座

を
実

施
し

た
い

。

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II 
(松

尾
教

室
)

他
会

計
継

続
8

8
0
名

1
0
名
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II 
学

習
成

果
発

表
会

他
会

計
継

続
1

－
－

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

9
9
,7

0
1

２
月

７
日

（
中

止
）

飯
田

市
役

所

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

日
本

語
教

室
の

活
動

を
広

く
市

民
に

公
開

し
、

外
国

人
と

地
域

住
民

と
の

交
流

を
行

う
こ

と
で

、
地

域
の

多
文

化
共

生
の

意
識

を
醸

成
さ

せ
る

。

実 施 内 容

日
本

語
教

室
わ

い
わ

い
サ

ロ
ン

II松
尾

教
室

で
制

作
し

た
D

V
D

を
上

映
し

た
り

、
参

加
者

同
士

の
グ

ル
ー

プ
ト

ー
ク

や
ゲ

ー
ム

を
通

じ
で

、
地

域
に

暮
ら

す
外

国
人

と
日

本
人

住
民

と
交

流
し

た
り

、
地

域
の

日
本

語
教

室
や

国
際

交
流

団
体

の
代

表
者

か
ら

活
動

報
告

を
す

る
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

の
た

め
中

止
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
日

本
語

教
室

の
活

動
が

地
域

社
会

に
認

知
さ

れ
、

日
本

語
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

獲
得

や
学

習
者

の
獲

得
に

つ
な

げ
る

た
め

、
次

年
度

は
開

催
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
,2

1
8

通
年

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

外
国

人
中

高
生

に
自

己
の

ル
ー

ツ
を

学
び

、
多

様
性

を
活

か
し

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
が

で
き

る
た

め
の

支
援

を
行

う

実 施 内 容

（
現

状
調

査
）

地
域

内
の

高
校

に
現

状
把

握
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

高
校

や
中

学
へ

母
語

支
援

を
行

っ
て

い
る

教
諭

に
聞

き
取

り
国

際
交

流
団

体
の

関
係

者
、

外
国

人
リ

ー
ダ

ー
か

ら
聞

き
取

り
（
各

事
業

）
①

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
３

世
に

よ
る

講
演

会
（
８

月
１

３
日

）
ブ

ラ
ジ

ル
移

民
の

歴
史

や
日

系
ブ

ラ
ジ

ル
人

社
会

に
つ

い
て

②
中

国
帰

国
者

２
世

に
よ

る
講

演
会

（
９

月
１

３
日

）
中

国
か

ら
来

日
し

た
時

の
戸

惑
い

と
そ

の
克

服
、

現
在

に
至

る
ま

で
の

思
い

に
つ

い
て

③
若

者
へ

応
援

メ
ッ

セ
ー

ジ
ビ

デ
オ

制
作

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
の

２
０

代
の

若
者

と
大

学
受

験
を

目
指

す
高

校
生

か
ら

応
援

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

話
し

て
も

ら
い

ビ
デ

オ
に

収
録

④
日

系
ブ

ラ
ジ

ル
人

３
世

の
職

場
見

学
と

講
演

会
（
１

２
月

６
日

）
外

国
人

親
子

を
対

象
に

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
が

工
場

長
を

務
め

る
工

場
の

見
学

と
講

演
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

参
加

者
が

少
な

か
っ

た
が

初
年

度
と

し
て

は
良

い
内

容
の

も
の

が
で

き
た

。
①

で
は

「
自

分
の

ル
ー

ツ
に

誇
り

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
」
と

い
う

感
想

が
得

ら
れ

た
。

②
で

は
「
昔

は
中

国
人

で
あ

る
こ

と
を

打
ち

明
け

る
の

に
勇

気
が

必
要

だ
っ

た
こ

と
を

知
ら

な
か

っ
た

」
と

い
う

感
想

が
得

ら
れ

た
。

③
で

は
「
地

域
の

人
が

助
け

て
く
れ

て
頑

張
れ

た
」
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

収
録

し
た

。
④

で
は

、
「
頑

張
れ

ば
道

は
拓

け
る

」
と

い
う

力
強

い
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

参
加

者
そ

れ
ぞ

れ
は

自
分

の
ル

ー
ツ

を
知

り
そ

れ
を

強
み

と
し

て
将

来
に

生
か

す
こ

と
を

理
解

し
、

自
分

の
多

様
性

を
前

向
き

に
に

捉
え

ら
れ

る
良

い
機

会
と

な
っ

た
と

思
う

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
学

校
教

育
課

、
男

女
共

同
参

画
課

、
市

内
の

関
連

団
体

、
県

内
中

高
校

と
も

連
携

し
、

事
業

を
拡

大
し

て
い

き
た

い
。

講
演

会
後

に
予

定
し

て
い

た
懇

談
会

が
で

き
な

か
っ

た
為

、
次

年
度

に
は

ぜ
ひ

行
い

た
い

。
各

講
演

会
の

様
子

を
D

V
D

に
収

め
て

い
る

の
で

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

ビ
デ

オ
と

と
も

に
「
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
な

ど
の

行
事

で
上

映
し

た
い

。

学 級 ・ 講 座

外
国

人
高

校
生

キ
ャ

リ
ア

支
援

事
業

他
会

計
新

規
4

6
0

1
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

高
校

生
講

座
「
カ

ン
ボ

ジ
ア

・
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

」
市

費
継

続
5

7
3

1
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

―
４

月
～

８
月

飯
田

市
公

民
館

他

目 的

飯
田

・
下

伊
那

在
住

の
高

校
生

を
対

象
に

、
ふ

る
さ

と
飯

田
を

知
る

学
習

会
や

カ
ン

ボ
ジ

ア
で

の
学

び
を

通
じ

て
、

社
会

の
観

方
に

つ
い

て
の

視
点

を
持

つ
、

ま
た

、
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
身

の
あ

り
方

を
考

え
る

時
間

を
つ

く
る

。

実 施 内 容

令
和

２
年

３
月

に
予

定
し

た
カ

ン
ボ

ジ
ア

・
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
代

替
と

し
て

８
月

に
東

北
ス

タ
デ

ィ
ツ

ア
ー

を
検

討
し

た
が

、
東

北
で

の
感

染
拡

大
も

踏
ま

え
た

結
果

、
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

受
講

者
の

希
望

も
あ

り
、

８
月

1
0
日

に
最

終
の

学
習

会
を

開
催

し
、

飯
田

で
の

事
前

学
習

の
ま

と
め

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

現
地

の
動

画
視

聴
、

ス
タ

デ
ィ

ツ
ア

ー
を

手
掛

け
る

地
元

出
身

者
の

講
演

を
実

施
し

た
。

・
グ

ル
ー

プ
有

志
に

よ
る

飯
田

学
習

の
深

化
も

行
っ

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
海

外
や

ふ
る

さ
と

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

地
域

を
観

る
か

、
と

い
う

視
点

や
意

識
を

持
つ

契
機

に
な

る
と

と
も

に
、

ふ
る

さ
と

飯
田

へ
の

理
解

を
深

め
、

自
身

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。
コ

ロ
ナ

収
束

の
際

に
は

海
外

に
学

ん
で

み
た

い
と

い
う

意
欲

を
改

め
て

抱
い

た
生

徒
も

い
た

。
ま

た
、

現
地

に
行

け
な

か
っ

た
か

ら
こ

そ
、

な
ぜ

自
分

が
海

外
に

行
き

た
い

の
か

、
な

ぜ
故

郷
を

見
つ

め
る

必
要

が
あ

る
の

か
を

し
っ

か
り

考
え

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

た
生

徒
も

い
た

。
一

方
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
現

地
に

行
け

な
い

こ
と

が
重

く
の

し
か

か
り

、
動

機
を

見
つ

け
ら

れ
な

い
ま

ま
学

習
を

終
え

た
生

徒
も

お
り

、
進

行
が

非
常

に
困

難
で

あ
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
現

地
研

修
実

施
の

見
通

し
は

未
だ

立
た

な
い

が
、

地
域

を
観

る
目

を
養

い
、

地
域

社
会

を
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

よ
う

な
学

習
会

を
実

施
し

た
い

。
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

9
9
,7

0
1

1
0
月

～
1
1
月

飯
田

市
公

民
館

目 的

市
民

を
対

象
に

、
郷

土
の

歴
史

や
自

然
・
風

土
を

始
め

幅
広

く
学

習
す

る
こ

と
で

、
教

養
を

得
る

と
と

も
に

、
ふ

る
さ

と
飯

田
の

す
ば

ら
し

さ
を

再
認

識
し

、
こ

の
地

域
の

将
来

展
望

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

・
昭

和
5
2
年

に
開

講
し

て
以

来
4
4
回

目
を

迎
え

た
令

和
２

年
度

は
、

感
染

症
や

災
害

に
先

人
た

ち
は

ど
の

よ
う

な
対

処
を

し
て

き
た

の
か

、
こ

の
コ

ロ
ナ

禍
を

ど
う

生
き

る
の

か
を

考
え

る
機

会
と

し
て

開
催

し
た

。
テ

ー
マ

：
伊

那
谷

の
自

然
と

文
化

V
O

L
.3

6
 ～

郷
土

の
先

人
に

学
ぶ

～
第

１
講

　
1
0
/
1
0
　

疫
病

流
行

と
民

俗
　

-
人

々
は

病
魔

と
い

か
に

向
き

合
っ

て
き

た
か

-
　

柳
田

國
男

記
念

伊
那

民
俗

学
研

究
所

　
会

員
　

櫻
井

弘
人

 氏
第

２
講

　
1
0
/
2
4
　

感
染

症
と

下
伊

那
の

人
々

　
-
狂

犬
病

か
ら

ス
ペ

イ
ン

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

-
　

高
森

北
小

学
校

　
教

諭
　

前
澤

　
健

 氏
第

３
講

　
1
1
/
7
　

江
戸

時
代

飯
田

町
の

火
災

復
興

と
消

防
体

制
　

松
川

町
資

料
館

　
学

芸
員

　
伊

坪
達

郎
 氏

第
４

講
　

1
1
/
2
1
　

コ
ロ

ナ
時

代
の

学
び

直
し

昭
和

史
　

飯
田

市
美

術
博

物
館

　
専

門
研

究
員

　
青

木
隆

幸
 氏

評 価

【
成

果
と

課
題

】
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

へ
の

不
安

が
あ

っ
た

が
、

市
民

有
志

で
組

織
す

る
実

行
委

員
会

の
学

び
に

対
す

る
強

い
意

欲
か

ら
、

例
年

の
半

数
の

４
回

で
は

あ
っ

た
が

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
短

期
の

企
画

、
周

知
で

あ
っ

た
が

、
１

回
あ

た
り

の
参

加
者

数
は

例
年

と
ほ

ぼ
同

様
で

あ
っ

た
。

こ
れ

は
訴

求
力

の
あ

る
内

容
や

講
師

を
選

定
し

た
こ

と
に

よ
る

と
思

わ
れ

る
。

・
土

曜
日

午
後

の
時

間
帯

を
初

め
て

設
定

し
た

が
、

参
加

者
に

は
概

ね
好

評
で

あ
っ

た
。

新
た

な
参

加
者

を
獲

得
す

る
こ

と
も

で
き

た
。

・
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
の

こ
と

が
あ

り
、

内
容

が
感

染
症

に
偏

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

来
年

度
は

例
年

同
様

、
幅

広
い

分
野

の
学

び
と

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

青
壮

年
が

聴
講

す
る

よ
う

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
・
リ

ニ
ア

な
ど

の
社

会
資

本
の

整
備

や
コ

ロ
ナ

に
よ

る
社

会
環

境
の

変
化

な
ど

、
時

代
の

変
化

は
必

然
と

な
っ

て
き

た
。

新
た

な
時

代
に

向
け

て
、

残
す

も
の

・
変

わ
る

も
の

を
学

ぶ
機

会
と

し
て

い
き

た
い

。

学 級 ・ 講 座

第
4
4
回

飯
田

市
民

大
学

講
座

市
費

継
続

4
2
8
0

1
2
5

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

第
5
8
回

飯
田

市
公

民
館

大
会

市
費

継
続

2
7

1
8
6

－

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

9
9
,7

0
1

２
月

2
1
日

（
中

止
）

市
公

・
鼎

公
・
上

郷
公

・
市

役
所

目 的

公
民

館
関

係
者

や
市

民
一

般
を

対
象

に
、

一
年

間
の

活
動

を
総

括
す

る
と

と
も

に
、

公
民

館
が

担
う

役
割

を
確

認
す

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

・
第

5
8
回

と
な

る
飯

田
市

公
民

館
大

会
で

あ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

拡
大

傾
向

に
あ

っ
た

た
め

、
中

止
。

テ
ー

マ
：
公

民
館

の
今

と
こ

れ
か

ら
を

考
え

る
　

　
　

　
　

-
コ

ロ
ナ

禍
の

経
験

か
ら

見
え

て
き

た
「
つ

な
が

り
」
に

つ
い

て
語

り
合

お
う

－
【
経

過
】

第
１

分
科

会
打

合
せ

：
1
0
/
2
0
、

1
1
/
1
2
、

1
1
/
2
6
、

1
1
/
3
0
、

1
2
/
2
、

1
/
1
3
、

2
/
3
（
計

７
回

、
4
8
人

）
第

２
分

科
会

打
合

せ
：
1
0
/
2
7
、

1
1
/
1
3
、

1
2
/
4
、

1
/
6
、

1
/
1
8
、

1
/
2
9
（
計

６
回

、
3
4
人

）
第

３
分

科
会

打
合

せ
：
1
0
/
2
9
、

1
1
/
1
8
、

1
2
/
4
、

1
/
6
（
計

４
回

、
2
8
人

）
第

４
分

科
会

打
合

せ
：
1
0
/
2
8
、

1
1
/
1
0
、

1
1
/
1
8
、

1
2
/
2
、

2
/
8
（
計

５
回

、
3
6
人

）
第

５
分

科
会

打
合

せ
：
1
1
/
1
0
、

1
1
/
2
6
、

1
2
/
2
、

1
2
/
2
1
、

1
/
2
5
（
計

５
回

、
4
0
人

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

十
分

な
活

動
が

で
き

な
か

っ
た

専
門

委
員

会
を

は
じ

め
と

す
る

諸
活

動
。

各
地

区
が

悩
み

な
が

ら
も

取
り

組
ん

だ
今

年
一

年
の

活
動

や
課

題
を

皆
で

共
有

し
次

年
度

に
つ

な
げ

て
い

き
た

か
っ

た
が

、
コ

ロ
ナ

の
感

染
拡

大
が

懸
念

さ
れ

開
催

を
断

念
。

・
zo

o
m

等
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
が

会
議

の
主

流
と

な
る

中
で

、
公

民
館

の
ネ

ッ
ト

環
境

整
備

の
遅

れ
が

あ
り

、
細

分
化

し
た

参
集

も
不

可
能

で
あ

っ
た

。
次

年
度

に
向

け
た

検
討

事
項

と
考

え
る

。
・
分

科
会

で
話

し
合

い
た

か
っ

た
内

容
、

伝
え

た
か

っ
た

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

資
料

と
し

て
整

備
し

、
委

員
改

選
と

な
る

次
年

度
の

各
公

民
館

総
会

で
活

用
す

る
こ

と
と

し
た

。
・
市

公
大

会
は

開
催

で
き

な
か

っ
た

が
主

事
の

力
量

形
成

と
し

て
、

基
調

講
演

講
師

の
石

井
山

竜
平

先
生

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
を

主
事

会
が

企
画

し
実

施
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
で

の
開

催
方

法
を

検
討

し
実

施
す

る
。
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

開
催

期
日

飯
田

市
公

民
館

　
他

－
通

年
飯

田
市

公
民

館
　

他

目 的

J
IC

A
か

ら
委

託
さ

れ
た

草
の

根
技

術
協

力
事

業
に

よ
っ

て
進

め
る

途
上

国
で

の
住

民
自

治
の

仕
組

み
づ

く
り

を
支

援
す

る
取

組
を

通
じ

て
、

飯
田

の
地

域
づ

く
り

に
共

通
す

る
課

題
と

解
決

の
方

策
を

学
ぶ

実 施 内 容

【
交

流
と

学
び

の
会

へ
の

支
援

】
・
総

会
⇒

書
面

決
議

・
三

役
会

の
開

催
 9

回
・
学

習
会

の
開

催
⇒

延
期

・
J
IC

A
 P

L
S
D

飯
田

研
修

受
入

れ
⇒

中
止

・
文

化
祭

へ
の

参
加

（
竜

丘
・
上

久
堅

・
駄

科
）
⇒

中
止

・
国

際
交

流
の

夕
べ

参
加

⇒
中

止

学
習

会
⇒

延
期

　
こ

れ
か

ら
の

世
界

・
時

代
と

「
地

域
づ

く
り

」
第

一
部

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
「
新

た
な

時
代

に
お

け
る

地
域

づ
く
り

の
あ

り
方

」
　

長
谷

部
　

三
弘

氏
　

他
「
交

流
と

学
び

の
会

」
会

員
第

二
部

講
演

会
　

『
新

た
な

時
代

を
拓

く
「
地

域
づ

く
り

」
』

～
飯

田
の

地
域

自
治

と
「
参

加
型

地
域

社
会

開
発

（
P

L
S
D

）
」
の

出
会

い
か

ら
～

講
師

　
大

濱
　

裕
　

氏
　

　
Ｊ
ＩＣ

Ａ
　

Ｐ
Ｌ

Ｓ
Ｄ

研
修

コ
ー

ス
リ

ー
ダ

ー
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
日

本
福

祉
大

学
 社

会
福

祉
学

部
 教

授
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
任

意
団

体
「
地

域
づ

く
り

の
学

び
舎

」
理

事

評 価

そ の 他

交
流

と
学

び
の

会
他

会
計

継
続

9
5
7

4
0

【
成

果
と

課
題

】
地

区
文

化
祭

、
国

際
交

流
の

夕
べ

は
中

止
。

　
J
IC

A
の

研
修

受
入

や
フ

ィ
リ

ピ
ン

・
レ

ガ
ス

ピ
市

と
の

交
流

を
通

し
て

、
飯

田
の

地
域

自
治

の
価

値
を

確
認

・
発

信
し

て
き

た
が

、
地

域
や

社
会

の
在

り
方

、
そ

し
て

コ
ロ

ナ
の

状
況

な
ど

で
、

価
値

観
も

確
実

に
変

化
し

た
。

日
々

の
く
ら

し
や

地
域

で
の

様
々

な
活

動
を

通
し

て
、

飯
田

の
地

域
自

治
の

基
盤

に
あ

る
も

の
が

薄
れ

て
き

て
し

ま
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

　
そ

う
し

た
「
変

化
」
に

つ
い

て
ど

う
考

え
、

ど
う

し
て

い
け

ば
い

い
の

を
考

え
る

時
間

に
し

た
い

と
、

学
習

会
を

計
画

し
た

。
補

助
金

申
請

も
通

り
、

開
催

の
準

備
を

進
め

て
い

た
が

、
コ

ロ
ナ

の
状

況
と

講
師

の
事

情
に

よ
り

延
期

す
る

こ
と

と
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

J
IC

A
の

研
修

が
リ

モ
ー

ト
の

講
座

の
み

に
な

り
、

今
年

の
研

修
生

は
来

年
度

以
降

の
飯

田
研

修
の

研
修

員
と

共
に

来
飯

予
定

。
　

学
習

会
に

つ
い

て
は

今
年

度
末

ギ
リ

ギ
リ

の
開

催
も

検
討

し
た

が
来

年
度

は
地

区
の

分
館

役
員

改
選

、
地

区
の

公
民

館
長

も
改

選
の

時
期

に
あ

た
る

こ
と

か
ら

、
新

役
員

に
な

っ
た

来
年

度
早

々
に

開
催

で
き

る
よ

う
に

今
年

度
中

に
準

備
を

進
め

て
お

く
。

　
昨

年
度

作
成

し
た

記
念

誌
の

映
像

化
、

学
習

会
も

今
年

度
は

開
く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

が
、

準
備

だ
け

は
進

め
て

お
り

、
映

像
化

に
つ

い
て

は
、

実
施

地
区

で
の

模
擬

研
修

を
開

催
し

録
画

し
た

も
の

を
残

し
て

い
け

れ
ば

と
準

備
を

進
め

て
い

る
。

目 的

成
人

式
を

新
成

人
た

ち
の

「
学

習
の

機
会

」
と

し
て

捉
え

、
実

行
委

員
会

の
活

動
を

通
じ

て
地

域
に

愛
着

と
誇

り
を

持
ち

、
将

来
に

お
け

る
自

己
の

あ
り

方
を

見
つ

め
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

居
住

地
区

、
出

身
地

区
を

基
本

単
位

に
全

市
一

斉
に

開
催

す
る

。
開

催
単

位
ご

と
に

成
人

式
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
地

域
を

挙
げ

て
新

成
人

を
祝

福
す

る
と

と
も

に
、

新
成

人
自

ら
が

成
人

式
の

企
画

運
営

に
関

わ
る

こ
と

で
、

一
生

の
思

い
出

に
残

る
よ

う
な

成
人

式
と

な
る

よ
う

に
取

り
組

む
。

新
成

人
が

実
行

委
員

会
の

活
動

を
通

じ
て

地
域

を
知

り
、

地
域

と
の

か
か

わ
り

を
持

つ
と

い
っ

た
「
学

習
の

機
会

」
と

位
置

づ
け

、
各

公
民

館
で

様
々

な
地

域
学

習
の

機
会

を
つ

く
り

、
そ

の
内

容
を

成
人

式
記

念
誌

「
W

is
h
」
に

「
地

域
の

魅
力

再
発

見
」
と

し
て

掲
載

す
る

。

・
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え
、

主
事

会
に

お
い

て
飯

田
保

健
所

長
を

講
師

と
し

て
学

習
会

を
開

き
、

各
会

場
で

の
感

染
対

策
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
抗

原
定

量
検

査
費

用
の

補
助

制
度

を
設

け
、

新
成

人
が

安
心

し
て

参
加

で
き

る
環

境
を

整
え

た
。

・
8
0
6
名

が
出

席
予

定
で

あ
っ

た
が

、
飯

田
市

の
専

門
家

会
議

の
要

請
も

踏
ま

え
、

や
む

を
得

ず
令

和
３

年
８

月
以

降
に

延
期

と
し

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

の
理

解
が

深
ま

り
、

各
会

場
で

も
安

心
し

て
成

人
式

を
運

営
で

き
る

素
地

を
つ

く
っ

た
。

一
方

、
成

人
式

開
催

へ
の

地
域

の
理

解
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
延

期
先

に
お

い
て

、
感

染
状

況
に

よ
り

式
典

が
開

催
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

で
も

、
成

人
の

節
目

を
祝

う
と

い
う

対
応

が
必

要
に

な
る

。
各

地
区

実
行

委
員

会
の

取
組

み
を

共
有

し
な

が
ら

、
様

々
な

状
況

を
想

定
し

て
対

応
し

て
い

く
こ

と
と

す
る

。

開
催

会
場

そ の 他

飯
田

市
成

人
式

市
・
地

継
続

―
―

―
1
,2

5
1

１
月

１
０

日
（
中

止
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

第
4
5
回

コ
ー

ラ
ス

グ
ル

ー
プ

発
表

会
市

費
継

続
3

5
4

―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
8
グ

ル
ー

プ
２

月
２

８
日

（
延

期
）

飯
田

市
公

民
館

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

各
地

区
の

コ
ー

ラ
ス

グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

、
日

頃
の

成
果

発
表

と
交

流
の

機
会

を
つ

く
る

実 施 内 容

各
地

区
公

民
館

で
活

動
し

て
い

る
コ

ー
ラ

ス
グ

ル
ー

プ
が

一
堂

に
会

し
、

日
頃

の
練

習
の

成
果

を
発

表
す

る
機

会
。

参
加

グ
ル

ー
プ

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
計

画
段

階
か

ら
当

日
の

運
営

ま
で

実
行

委
員

会
の

主
体

性
を

大
切

に
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

コ
ロ

ナ
禍

を
踏

ま
え

、
早

期
に

代
表

者
会

を
開

催
し

、
発

表
会

の
参

加
意

思
を

確
認

し
、

後
日

、
参

加
希

望
の

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
運

営
検

討
を

行
っ

た
。

感
染

拡
大

に
よ

り
１

月
下

旬
か

ら
公

民
館

施
設

が
休

館
と

な
り

、
多

く
の

グ
ル

ー
プ

が
練

習
を

で
き

て
い

な
い

状
況

を
踏

ま
え

、
令

和
３

年
７

月
か

ら
８

月
へ

の
延

期
を

決
定

し
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
、

慣
れ

親
し

ん
だ

飯
田

市
公

民
館

で
、

自
分

た
ち

が
で

き
る

範
囲

で
対

策
を

と
っ

て
手

作
り

の
発

表
会

を
開

催
す

る
と

い
う

気
持

ち
を

つ
く
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
改

め
て

実
行

委
員

会
を

開
き

、
感

染
対

策
を

徹
底

し
な

が
ら

、
開

催
を

模
索

す
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
0
地

区
1
1
月

1
5
日

（
中

止
）

上
郷

体
育

館
　

他

目 的

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
親

し
む

女
性

を
対

象
に

、
健

康
保

持
、

体
力

増
進

と
あ

わ
せ

て
、

相
互

の
親

睦
と

底
辺

拡
大

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
実

施
す

る

実 施 内 容

飯
伊

マ
マ

さ
ん

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

連
盟

に
協

力
い

た
だ

き
、

参
加

チ
ー

ム
の

主
体

性
を

大
切

に
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

コ
ロ

ナ
禍

を
踏

ま
え

、
早

期
に

代
表

者
会

を
開

催
し

、
開

催
に

つ
い

て
意

見
交

換
し

た
と

こ
ろ

、
地

域
で

は
他

の
行

事
が

中
止

と
な

っ
て

い
る

中
、

自
分

た
ち

だ
け

大
会

を
開

く
と

い
う

の
は

理
解

が
得

ら
れ

な
い

、
来

年
に

向
け

て
我

慢
の

年
に

し
よ

う
と

合
意

し
、

中
止

を
決

定
し

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
の

事
業

が
様

々
に

心
理

的
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
早

期
に

代
表

者
会

を
開

き
、

開
催

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

体 育 事 業

第
3
9
回

飯
田

市
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
市

費
継

続
1

1
3

1
3

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

定
例

主
事

会
及

び
幹

事
会

市
費

継
続

2
4

3
3
6

3
3
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
1

幹
事

会
、

定
例

主
事

会
と

も
に

毎
月

１
回

　
飯

田
市

公
民

館
　

他

目 的

飯
田

市
公

民
館

事
業

の
企

画
・
運

営
・
調

整
を

図
る

＜
幹

事
会

＞
①

定
例

主
事

会
の

議
事

の
組

み
立

て
を

行
う

②
定

例
主

事
会

で
決

ま
ら

な
か

っ
た

こ
と

に
関

し
て

検
討

を
行

う
③

ブ
ロ

ッ
ク

主
事

会
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

情
報

提
供

及
び

意
見

集
約

を
行

う
＜

定
例

主
事

会
＞

①
業

務
に

必
要

な
情

報
の

共
有

を
図

る
②

研
修

等
を

通
じ

て
主

事
と

し
て

の
専

門
性

を
高

め
る

③
各

館
の

情
報

共
有

を
行

う

実 施 内 容

〇
幹

事
会

　
…

主
事

会
を

活
性

化
し

、
事

前
の

組
み

立
て

を
行

う
場

〇
定

例
主

事
会

　
…

午
前

　
事

務
連

絡
と

全
市

的
な

事
業

の
企

画
・
運

営
・
調

整
等

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
午

後
　

研
修

（
以

下
参

照
）
と

情
報

共
有

５
月

　
…

「
他

地
区

の
育

成
活

動
に

学
び

、
自

館
の

よ
り

よ
い

育
成

活
動

に
つ

な
げ

よ
う

」
　

　
　

　
　

担
当

：
幹

事
会

６
月

　
…

「
成

人
式

の
学

習
へ

の
理

解
を

深
め

よ
う

　
～

地
域

学
習

へ
よ

う
こ

そ
～

」
　

　
　

　
　

担
当

：
永

田
、

片
岡

、
熊

谷
（
健

）
、

岩
下

、
小

澤
、

亀
井

７
月

　
…

「
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
取

組
み

と
今

後
の

可
能

性
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

　
（
郡

市
合

同
主

事
研

修
会

）
８

月
　

…
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
報

告
９

月
　

…
「
学

芸
員

と
研

究
員

と
公

民
館

主
事

　
知

り
あ

っ
て

、
語

り
合

っ
て

、
学

び
を

つ
く

ろ
う

」
　

　
　

　
　

担
当

：
B

ブ
ロ

ッ
ク

1
0
月

　
…

「
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
公

民
館

活
動

に
つ

い
て

　
～

住
民

に
寄

り
添

う
と

は
～

」
　

　
　

　
　

担
当

：
A

ブ
ロ

ッ
ク

1
1
月

　
…

「
コ

ロ
ナ

と
上

手
く
付

き
合

う
公

民
館

」
　

　
　

　
　

担
当

：
C

ブ
ロ

ッ
ク

1
2
月

　
…

「
『
地

域
課

題
』
と

は
何

か
」

　
　

　
　

　
担

当
：
D

ブ
ロ

ッ
ク

１
月

　
…

「
公

民
館

主
事

の
引

継
書

～
実

践
か

ら
語

り
ス

ト
～

」
　

　
　

　
　

担
当

：
熊

谷
（
隆

）
、

三
舩

、
片

岡
、

山
口

、
青

山
２

月
　

…
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
総

括
に

向
け

た
意

見
交

換

評 価

【
成

果
と

課
題

】
＜

幹
事

会
＞

定
例

主
事

会
の

協
議

事
項

を
ま

ず
幹

事
会

で
検

討
し

、
そ

の
後

そ
れ

ぞ
れ

の
ブ

ロ
ッ

ク
主

事
会

で
話

し
合

い
、

各
々

が
意

見
を

持
っ

た
上

で
主

事
会

に
臨

む
と

い
う

流
れ

が
少

な
か

ら
ず

で
き

た
。

＜
定

例
主

事
会

＞
全

主
事

が
毎

月
順

番
で

自
館

の
事

業
を

報
告

す
る

「
1
館

1
事

業
報

告
」
で

は
、

自
館

の
取

り
組

み
を

自
分

の
言

葉
で

整
理

す
る

機
会

と
し

て
、

ま
た

お
互

い
の

実
践

を
も

と
に

主
事

の
役

割
や

考
え

を
話

し
合

う
機

会
と

な
っ

た
。

ま
た

主
事

会
研

修
は

主
に

自
分

た
ち

で
企

画
か

ら
組

み
立

て
ま

で
行

い
、

考
え

を
深

め
る

よ
う

な
研

修
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
7
月

は
下

伊
那

郡
の

他
町

村
の

主
事

と
、

9
月

は
美

博
・
歴

研
の

職
員

と
ま

た
1
1
月

に
は

飯
田

保
健

所
長

の
松

岡
さ

ん
を

講
師

に
行

い
、

外
部

の
知

見
に

ふ
れ

る
時

間
も

設
け

た
。

今
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

で
こ

れ
ま

で
通

り
に

い
か

な
い

中
、

他
地

区
や

他
町

村
の

活
動

、
考

え
方

を
共

有
し

た
り

、
外

部
の

知
見

に
ふ

れ
、

自
館

の
活

動
の

あ
り

か
た

を
あ

ら
た

め
て

考
え

る
機

会
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
実

践
を

も
と

に
自

分
た

ち
が

課
題

に
感

じ
る

内
容

を
議

論
し

あ
う

場
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

て
い

き
た

い
。

今
年

度
で

き
た

部
分

は
自

信
を

持
っ

て
継

続
し

な
が

ら
、

次
年

度
は

地
域

で
学

び
を

広
げ

る
主

事
た

ち
自

身
が

さ
ら

に
学

び
続

け
る

姿
勢

を
持

ち
た

い
。
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飯
田
市
公
民
館
の
事
業
報
告

№
8

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
2

館
長
会
、
幹
事
会
共
に
毎
月
１
回

飯
田
市
公
民
館
他

目 的

2
0
地
区
公
民
館
の

館
長

が
、
飯
田
市
の
公
民
館
事

業
の
企
画
・
運
営

・
調
整
を

図
る

＜
定
例
館
長
会
＞

①
公
民
館
の
役
割

、
館
長

の
職

責
に
つ
い
て
議

論
し

整
理
す
る

②
全
市
共
同
事
業

の
組
立

て
や
情
報
共
有
を
図
る

③
地
区
館
事
業
の

情
報
交

換
を
行
う

＜
幹
事
会
＞

①
定
例
館
長
会
の

議
題
を

協
議
、
整
理
し
方
向
付
け

を
行
う

実 施 内 容

・
通
年
で
行
う
館
長
会
の
協
議
テ
ー
マ
と
し
て
、
『
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
・
社
会
教
育
と
館

長
の
役
割
」
大
人
の
学
び
と
子
ど
も
の
育
ち
を
つ
な
げ
る
～
学
校
と
の
協
働
の
取
組
を
通

し
て
～
』
を
掲
げ
、
地
区
公
民
館
か
ら
の
話
題
提
供
を
通
じ
た
研
修
、
協
議
を
実
施
し
た
。

・
例

年
実

施
し
て
い
る
研

修
視

察
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中

止
。

・
毎
月
第
３
火
又
は
木
曜
日
を
基
準
に
定
例
館
長
会
を
半
日
開
催
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

影
響

に
よ
り
中

止
と
な
る
事

業
が

多
か

っ
た
が

、
そ
の

中
で
も
「
で
き

る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
す
る
公
民
館
の
方
向
性
を
館
長
会
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
は
延
期
と
な
っ
た
が
、
実
施
に
向
け
て
は
感
染
対
策
や
会

場
設

営
・
運

営
方

法
の

検
討

な
ど
、
例

を
み

な
い
様

々
な
課

題
に
対

し
て
し
っ
か

り
と
し
た
議

論
を
行
い
、
館
長
会
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
幹
事
会
を
館
長
会
と
は
別
日
の
１
週
間
程
度
前
に
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
論
点

が
明
確
化
す
る
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
全
市
共
同
事
業
の
企
画
・
運
営
・
調
整
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
地
区
館
事
業
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
い
く
。

そ の 他

定
例
館
長
会
及
び
幹
事

会
他
会
計

継
続

2
4

3
6
0

2
2

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

地
域
人
教
育

市
費

継
続

2
3

1
,8
4
0

8
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

8
0

６
月
～
２
月

飯
田
市
公
民
館
他

目 的

高
校

生
の

ふ
る
さ
と
意
識

や
社
会
貢
献
意
識

の
醸
成

を
図
る
取
組
み
を
研
究
す

る

実 施 内 容

松
本
大
学
、
飯
田
Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長
姫
高
校
、
飯
田
市
の
3
者
で
協
定
を
結
び
、
飯
田
Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長

姫
高

校
商

業
科

の
生

徒
を
対

象
に
実

施
し
て
い
る
取

組
み

。
今

年
で
9
年

目
。

事
業
の
展
開
は
地
区
公
民
館
主
事
と
商
業
科
の
担
当
教
諭
が
相
談
し
て
実
施
。
飯
田

市
公
民
館
は
全
体
調
整
を
行
う
。
今
年
度
も
担
当
地
区
公
民
館
主
事
に
よ
る
主
事
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
体

制
を
と
り
取

り
組

ん
だ
。
ま
た
、
協

定
三

者
に
よ
る
地

域
人

教
育

推
進

委
員

会
（
原

則
毎

月
１
回

）
に
よ
り
必

要
な
事

項
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
休

校
の

影
響

に
よ
り
、
例

年
よ
り
遅

れ
、
６
月

に
開

始
し
た
。

担
当

地
区

：
橋

南
、
東

野
、
座

光
寺

、
松

尾
、
竜

丘
、
伊

賀
良

、
鼎

○
全
体
講
義
等

・
６
月
1
2
日
　
「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
地
域
を
い
か
に
創
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講

師
　
牧

野
光

朗
　
飯

田
市

長
・
７
月
1
0
日
　
「
「
地
域
実
践
を
追
体
験
！
～
O
ID
E
長
姫
探
究
王
は
君
だ
！
！
～
」
（
中

止
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講

師
　
鵞

流
峡

復
活

P
J
の

皆
さ
ん
、
竜

丘
地

域
自

治
会

の
皆

さ
ん

・
1
2
月

2
3
日

　
成

果
発

表
会

○
地
域
に
と
っ
て
の
学
び
（
振
返
り
会
）
実
施

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活

動
が

制
限

さ
れ

る
中

、
全

1
0
グ
ル

ー
プ
が

、
各

自
で
設

定
し
た
研

究
テ
ー

マ
を
も
と
に
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
課

題
に
対

し
て
最

適
な
サ

ー
ビ
ス
供

給
の

実
体

験
、
地

域
へ

の
理

解
と
望

ま
し
い
社

会
の

姿
、
そ
こ
に
生
き
る
一

員
で
あ
る
私

の
生

き
方

に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
た
、
高
校
生
の
学
び
を
鏡
と
し
て
、
関
わ
っ
た
地
域
の
大
人
に
と
っ
て
も
学
ぶ
機
会
と
な
っ

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

高
校
生
の
学
び
に
つ
い
て
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
を
深
掘
り
す
る
こ
と
を

大
事

に
し
よ
う
と
、
年

度
末

の
推

進
委

員
会

で
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

校
生

の
学

び
の

充
実

を
図
る
こ
と
で
、
関
わ
る
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
自
身
の
活
動
や
暮
ら
し
を
見
直
し
た
り
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
教
育
活
動
を
地
域
で
興
し
て
い
く
契
機
と
し
た
い
。
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飯
田

市
公

民
館

の
事

業
報

告
№

9

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
0

実
施

内
容

参
照

各
公

民
館

　
他

目 的

地
域

と
高

校
生

が
共

に
学

び
、

育
ち

、
よ

り
良

い
地

域
を

創
造

し
て

い
く
た

め
に

、
公

民
館

が
で

き
る

こ
と

を
、

地
域

人
教

育
を

中
心

に
研

究
す

る
。

実 施 内 容

（
１

）
地

域
人

教
育

の
充

実
を

は
か

り
な

が
ら

、
1
年

間
実

施
を

す
る

こ
と

ア
　

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
と

の
事

業
「
地

域
人

教
育

」
の

実
施

・
３

年
生

授
業

：
長

期
休

み
を

除
く
６

月
～

１
月

の
間

に
毎

週
金

曜
日

の
授

業
を

実
施

・
６

月
 鵞

流
峡

復
活

P
J
の

曽
根

原
さ

ん
と

共
に

体
験

的
な

研
修

を
計

画
→

先
生

と
公

民
館

関
係

者
に

て
研

修
会

を
実

施
・
２

年
生

：
「
地

域
人

教
育

っ
て

誰
と

何
を

す
る

の
？

」
講

義
・
松

本
大

学
教

授
、

高
校

教
諭

、
公

民
館

関
係

者
の

３
者

が
集

ま
る

地
域

人
教

育
推

進
会

議
を

実
施

・
１

２
月

２
３

日
　

高
校

教
諭

と
公

民
館

関
係

者
に

よ
る

研
修

会
を

開
催

イ
　

主
事

や
先

生
が

、
今

後
高

校
生

と
関

わ
る

中
で

意
識

す
べ

き
「
拠

り
所

」
の

作
成

　
・
Ｐ

Ｊ
内

で
の

ケ
ー

ス
検

討
会

の
実

施
（
２

）
地

域
の

方
が

高
校

生
や

若
者

と
関

わ
る

意
義

を
整

理
す

る
ア

　
地

域
の

方
が

高
校

生
と

関
わ

る
意

義
、

さ
ら

に
良

く
す

る
た

め
の

取
り

組
み

・
地

域
の

方
の

声
を

２
月

1
9
日

の
推

進
委

員
会

で
話

題
に

す
る

た
め

、
１

月
2
9
日

に
振

り
返

り
の

会
を

計
画

し
て

い
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

で
延

期
と

な
り

3
月

1
0
日

に
改

め
て

実
施

・
地

域
の

方
と

の
振

り
返

り
を

経
て

、
地

域
関

わ
る

意
義

や
主

事
が

意
識

す
べ

き
こ

と
の

整
理

イ
　

地
域

の
方

へ
取

り
組

み
を

広
げ

る
P

R
ペ

ー
パ

ー
の

作
成

・
1
2
月

1
7
日

　
O

B
O

G
へ

の
聞

き
取

り
を

平
成

2
6
年

度
 松

尾
班

：
Iさ

ん
、

平
成

3
0
年

度
全

市
型

：
K
さ

ん
へ

実
施

評 価

【
成

果
と

課
題

】
高

校
生

や
若

者
と

の
取

り
組

み
は

、
そ

こ
に

関
わ

る
地

域
の

大
人

も
共

に
育

つ
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

想
い

を
持

っ
て

活
動

し
て

き
て

お
り

、
「
地

域
で

学
ぶ

」
学

習
を

展
開

す
る

た
め

の
足

が
か

り
と

し
て

受
け

入
れ

ら
れ

る
土

壌
（
環

境
）
を

作
る

為
に

は
、

地
域

に
高

校
生

を
は

じ
め

と
し

た
若

者
を

受
け

入
れ

、
共

に
学

び
育

つ
意

識
を

持
っ

た
人

々
が

多
く
い

る
事

が
必

要
と

考
え

た
。

そ
の

た
め

に
、

大
人

も
高

校
生

も
地

域
で

学
ぶ

土
壌

が
育

ま
れ

て
い

く
こ

と
を

具
体

的
に

整
理

し
た

い
と

い
う

想
い

の
基

、
地

域
人

教
育

を
モ

デ
ル

に
取

り
組

ん
だ

。
（
1
）
高

校
生

の
取

り
組

み
か

ら
共

に
育

つ
こ

と
を

整
理

す
る

た
め

に
、

ま
ず

は
高

校
生

の
学

び
の

充
実

を
は

か
っ

た
。

高
校

生
の

学
び

と
は

、
飯

田
の

特
徴

で
あ

る
「
自

治
」
に

触
れ

る
こ

と
で

、
地

域
社

会
へ

の
理

解
を

深
め

、
自

身
の

在
り

方
を

考
え

る
こ

と
と

整
理

し
て

い
る

。
拠

り
所

の
作

成
な

ど
か

ら
、

取
り

組
み

を
推

進
す

る
立

場
で

あ
る

主
事

が
意

識
す

べ
き

点
を

整
理

し
、

学
び

を
充

実
し

た
も

の
に

す
る

よ
う

に
心

が
け

た
。

そ
の

中
で

も
特

に
、

「
振

り
返

り
」
の

段
階

で
課

題
を

認
識

し
、

振
り

返
り

の
視

点
や

振
り

返
り

方
を

考
え

る
事

が
出

来
た

。
活

動
を

し
た

満
足

感
で

終
わ

ら
せ

る
こ

と
な

く
、

自
分

た
ち

が
考

え
た

課
題

に
対

し
て

ど
う

だ
っ

た
の

か
、

そ
こ

か
ら

ど
ん

な
こ

と
に

気
づ

い
た

の
か

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

自
身

に
で

き
る

、
ま

た
は

活
か

せ
る

こ
と

は
な

い
か

と
い

う
段

階
に

分
け

た
深

い
学

び
に

繋
げ

る
糸

口
が

で
き

た
と

考
え

て
い

る
。

（
2
）
関

わ
っ

た
地

域
の

方
へ

の
取

り
組

み
か

ら
地

域
の

方
へ

の
関

わ
り

方
も

意
識

し
て

取
り

組
ん

だ
。

主
事

の
地

域
の

方
と

の
関

わ
り

方
の

変
化

や
、

振
り

返
り

の
会

で
の

地
域

の
方

が
高

校
生

と
の

活
動

で
感

じ
た

事
、

自
身

の
気

づ
き

や
変

化
を

お
聞

き
す

る
中

で
、

高
校

生
が

学
び

な
が

ら
取

り
組

む
姿

か
ら

刺
激

を
受

け
、

高
校

生
へ

の
ま

な
ざ

し
の

変
化

と
、

そ
れ

を
鏡

に
し

た
自

分
自

身
の

変
化

が
あ

っ
た

こ
と

を
具

体
的

に
聞

く
こ

と
が

で
き

、
ま

た
そ

れ
が

関
わ

っ
た

方
の

中
で

共
通

し
て

い
る

視
点

が
数

多
く
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

き
た

。
（
3
）
高

校
生

と
大

人
が

共
に

学
ぶ

土
壌

と
は

今
年

度
の

活
動

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

Ｐ
Ｊ
で

整
理

し
て

き
た

高
校

生
の

学
び

を
深

め
て

い
く
こ

の
取

り
組

み
が

、
関

わ
っ

た
地

域
の

方
の

学
び

や
気

づ
き

に
影

響
を

及
ぼ

し
た

り
繋

が
っ

た
り

し
て

い
る

事
が

具
体

的
に

垣
間

見
る

こ
と

が
で

き
、

高
校

生
の

取
り

組
み

が
地

域
の

人
材

育
成

に
も

繋
が

っ
て

い
る

と
い

う
整

理
か

ら
、

地
域

が
関

わ
る

意
義

に
繋

が
る

の
で

は
と

考
え

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
高

校
生

を
中

心
と

し
た

地
域

人
教

育
か

ら
、

大
人

も
含

め
た

み
ん

な
の

地
域

人
教

育
と

い
う

意
識

を
持

て
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が
今

回
の

成
果

で
あ

り
、

そ
れ

が
地

域
の

土
壌

づ
く
り

そ
の

も
の

に
繋

が
っ

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

高
校

生
や

若
者

と
共

に
取

り
組

み
、

共
に

学
び

育
つ

意
識

を
持

っ
た

人
々

が
多

く
い

る
地

域
は

、
高

校
生

や
若

者
と

活
動

で
き

る
土

壌
が

育
ま

れ
て

い
く
。

高
校

生
や

若
者

と
地

域
が

共
に

育
つ

活
動

を
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く
事

で
、

ど
の

地
区

で
も

土
壌

（
環

境
）
作

り
が

実
現

で
き

る
可

能
性

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
た

。

そ の 他

高
校

生
×

地
域

共
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

市
費

継
続

2
0

2
0
0

1
0
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告
№

1
0

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

人
形

劇
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
他

会
計

継
続

2
3

1
8
4

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
通

年
地

区
公

民
館

目 的

来
年

度
以

降
の

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

向
け

て
、

「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

持
つ

意
味

を
改

め
て

考
え

、
関

わ
る

方
が

主
体

性
を

持
っ

て
取

り
組

め
る

フ
ェ

ス
タ

を
目

指
す

実 施 内 容

左
記

の
目

的
を

達
成

す
べ

く
、

下
記

の
目

標
を

設
定

し
た

。
〇

活
動

目
標

（
１

）
　

「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

土
壌

を
知

る
・
学

ぶ
〇

活
動

目
標

（
２

）
　

「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

土
壌

に
つ

い
て

、
各

地
区

で
共

有
す

る 〇
活

動
目

標
（
３

）
　

フ
ェ

ス
タ

中
止

を
受

け
て

の
支

援
を

検
討

、
実

施
す

る

上
記

の
目

標
を

達
成

す
べ

く
下

記
の

活
動

を
行

っ
た

。
（
１

）
「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

土
壌

を
知

る
た

め
の

聞
き

取
り

・
今

田
人

形
保

存
会

長
　

　
吉

澤
 健

さ
ん

（
7
/
7
）

・
今

田
人

形
座

　
　

木
下

 文
子

さ
ん

（
8
/
1
9
）

・
黒

田
人

形
保

存
会

相
談

役
　

　
髙

田
 正

男
さ

ん
（
9
/
1
0
）

・
飯

田
市

美
術

博
物

館
　

　
櫻

井
 弘

人
さ

ん
（
7
/
1
5
）

・
い

い
だ

人
形

劇
セ

ン
タ

ー
理

事
長

　
　

髙
松

 和
子

さ
ん

（
1
2
/
1
0
）

（
２

）
学

校
人

形
劇

発
表

交
流

会
「
学

人
祭

」
の

開
催

（
1
1
/
1
）

・
会

場
：
上

郷
公

民
館

・
講

評
：
獅

子
を

舞
う

男
　

後
藤

渉
・
参

加
校

６
校

（
鼎

中
学

校
、

伊
賀

良
小

学
校

、
旭

ヶ
丘

中
学

校
、

追
手

町
小

学
校

、
飯

田
西

中
学

校
、

竜
東

中
学

校
）

（
３

）
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
運

営
方

法
に

つ
い

て
検

討
・
地

区
公

演
運

営
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
定

・
主

事
向

け
の

地
区

公
演

試
験

公
演

開
催

（
1
0
/
6
）

・
地

区
企

画
の

内
容

検
討

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

企
画

助
成

金
、

電
車

バ
ス

ツ
ア

ー
助

成
金

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

、
会

場
調

査
票

の
修

正
な

ど
）

（
４

）
主

事
会

オ
リ

ジ
ナ

ル
ポ

ロ
シ

ャ
ツ

の
作

製

評 価

【
成

果
と

課
題

】
(1

) 
「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

土
壌

に
つ

い
て

「
人

形
劇

の
ま

ち
　

い
い

だ
」
の

土
壌

と
は

伝
統

人
形

劇
、

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

関
わ

る
方

に
共

通
し

て
言

え
る

の
は

「
取

り
組

む
中

で
徐

々
に

自
分

の
も

の
に

し
て

い
る

」
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
。

元
々

好
き

だ
っ

た
と

い
う

方
達

と
は

別
に

、
役

と
し

て
取

り
組

む
中

で
前

向
き

な
気

持
ち

や
責

任
感

が
育

ま
れ

、
ど

う
し

た
ら

喜
ん

で
も

ら
え

る
の

か
と

い
っ

た
思

い
も

強
く
な

っ
て

く
る

。
そ

れ
は

、
ま

ず
は

や
っ

て
み

る
と

い
っ

た
環

境
が

そ
の

よ
う

な
思

い
を

育
む

要
因

で
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

地
域

の
実

行
委

員
の

皆
さ

ん
と

も
「
ま

ず
は

や
っ

て
み

ま
し

ょ
う

」
と

い
う

思
い

が
共

有
で

き
る

よ
う

な
、

資
料

の
検

討
を

次
年

度
以

降
行

い
た

い
。

(2
) 
学

校
人

形
劇

発
表

交
流

会
「
学

人
祭

」
を

開
催

し
て

分
か

っ
た

こ
と

児
童

生
徒

は
発

表
を

通
じ

て
達

成
感

を
感

じ
、

保
護

者
・
教

員
は

児
童

生
徒

の
頑

張
り

を
認

め
る

機
会

と
な

っ
た

。
学

校
人

形
劇

の
取

り
組

み
が

来
年

度
以

降
に

つ
な

げ
る

一
つ

の
機

会
と

も
な

っ
た

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
や

講
評

で
劇

の
改

善
点

が
指

摘
さ

れ
た

こ
と

で
、

人
形

劇
の

質
を

上
げ

る
こ

と
に

も
つ

な
が

っ
た

。
劇

が
評

価
さ

れ
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

が
「
も

っ
と

良
く
し

た
い

」
と

い
う

思
い

を
持

つ
き

っ
か

け
と

な
り

、
学

校
人

形
劇

を
見

合
う

こ
と

が
児

童
生

徒
の

意
欲

を
高

め
る

こ
と

も
分

か
っ

た
。

運
営

に
つ

い
て

も
地

区
の

委
員

さ
ん

や
学

校
の

先
生

と
相

談
し

な
が

ら
進

め
、

思
い

を
共

有
し

た
こ

と
で

、
委

員
さ

ん
や

先
生

の
人

形
劇

へ
の

思
い

を
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。

(3
) 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

つ
い

て
コ

ロ
ナ

に
つ

い
て

次
々

と
新

し
い

情
報

が
も

た
ら

さ
れ

る
中

、
現

時
点

で
の

対
策

を
施

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
。

地
区

実
行

委
員

の
方

の
不

安
を

取
り

除
く
一

つ
の

材
料

と
な

り
、

次
年

度
の

フ
ェ

ス
タ

に
つ

い
て

話
す

き
っ

か
け

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
。
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告
№

1
1

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

7
通

年
各

地
区

公
民

館

目 的

こ
れ

か
ら

の
地

域
を

担
っ

て
い

く
公

民
館

に
か

か
わ

り
の

あ
る

世
代

が
、

同
じ

よ
う

な
活

動
を

し
て

い
る

人
同

士
地

域
を

超
え

て
話

し
合

う
な

ど
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
が

よ
り

主
体

的
で

前
向

き
な

活
動

に
な

る
よ

う
支

援
す

る
。

実 施 内 容

活
動

内
容

(1
)「

運
動

会
」
及

び
「
公

民
館

報
」
情

報
交

換
会

の
実

施
　

専
門

委
員

同
士

の
情

報
交

換
会

に
よ

る
問

題
意

識
な

ど
の

相
互

理
解

の
経

験
か

ら
、

特
に

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
自

館
事

業
の

目
的

や
在

り
方

を
捉

え
直

す
な

ど
、

同
じ

悩
み

を
持

つ
者

同
士

が
集

い
、

地
区

を
超

え
た

学
習

機
会

を
通

じ
て

、
既

存
事

業
の

活
性

化
と

委
員

さ
ん

一
人

ひ
と

り
の

意
欲

向
上

を
図

る
。

○
R

2
.7

.1
　

 運
動

会
情

報
交

換
会

（
7
0
名

）
○

R
2
.9

.1
7
　

公
民

館
報

情
報

交
換

会
（
6
7
名

）
(2

)文
献

調
査

及
び

研
修

　
専

門
家

の
知

見
や

歴
史

を
読

み
解

き
な

が
ら

、
今

地
域

に
必

要
な

公
民

館
や

社
会

教
育

の
役

割
を

学
び

あ
い

、
専

門
委

員
会

活
動

の
こ

れ
か

ら
を

考
え

る
。

ア
　

上
田

幸
夫

 氏
（
日

本
公

民
館

学
会

長
）
、

石
井

山
竜

平
 氏

（
日

本
公

民
館

学
会

副
会

長
）
著

書
よ

り
イ

　
文

部
科

学
省

事
業

 共
に

学
び

、
生

き
る

共
生

社
会

コ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 東

北
ブ

ロ
ッ

ク
参

加
ウ

　
飯

田
市

公
民

館
の

歴
史

調
査

エ
　

飯
田

市
公

民
館

主
事

会
研

修
　

石
井

山
氏

と
の

研
修

　
「
専

門
委

員
会

の
可

能
性

を
考

え
る

」
　

2
.2

0
(土

)
(3

)年
刊

専
門

委
員

会
の

発
刊

　
(1

)及
び

(2
)を

踏
ま

え
て

、
専

門
委

員
会

活
動

の
可

能
性

を
可

視
化

し
、

主
事

会
或

い
は

公
民

館
専

門
委

員
会

の
研

修
等

で
活

用
で

き
る

資
料

を
作

成
す

る
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
(1

)情
報

交
換

会
を

通
じ

て
分

か
っ

た
こ

と
　

運
動

会
及

び
公

民
館

報
情

報
交

換
会

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
あ

っ
て

、
悩

み
の

種
が

共
通

し
て

い
た

こ
と

も
あ

り
、

委
員

さ
ん

一
人

ひ
と

り
が

自
地

区
で

ど
ん

な
活

動
を

す
れ

ば
よ

い
か

考
え

る
契

機
に

な
っ

た
。

飯
田

市
公

民
館

大
会

の
よ

う
に

１
年

を
振

り
返

る
情

報
交

換
会

と
は

異
な

り
、

「
今

」
を

悩
む

委
員

の
皆

さ
ん

の
リ

ア
ル

な
声

を
捉

え
た

こ
と

で
活

動
目

的
の

再
考

の
機

会
に

も
な

っ
た

。
(2

)文
献

調
査

と
主

事
会

研
修

「
専

門
委

員
会

活
動

の
可

能
性

を
考

え
る

」
　

情
報

交
換

会
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

現
在

の
専

門
委

員
会

活
動

は
既

存
事

業
を

ど
う

行
う

か
に

終
始

し
て

し
ま

い
が

ち
で

、
目

指
す

人
物

像
に

向
け

た
活

動
に

は
ど

ん
な

場
に

な
れ

ば
い

い
の

か
考

え
た

。
文

献
調

査
か

ら
、

「
そ

の
地

域
に

暮
ら

す
自

分
た

ち
の

生
活

」
に

即
し

た
課

題
を

テ
ー

マ
に

し
て

い
た

元
来

の
専

門
委

員
会

の
役

割
を

確
認

し
、

こ
れ

か
ら

の
専

門
委

員
会

の
可

能
性

と
そ

れ
に

対
す

る
主

事
の

向
き

合
い

方
を

考
え

合
い

、
で

き
る

こ
と

を
見

出
す

機
会

と
し

て
研

修
を

開
催

し
た

。
講

師
か

ら
は

「
学

習
」
と

は
自

分
の

固
定

観
念

や
当

た
り

前
を

疑
い

、
新

し
い

価
値

観
を

獲
得

し
て

い
く
経

験
の

積
み

重
ね

で
あ

り
、

自
身

の
成

長
の

可
能

性
を

見
出

し
、

自
己

を
肯

定
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

で
あ

る
と

示
さ

れ
、

こ
う

し
た

視
点

を
主

事
や

委
員

さ
ん

が
持

つ
こ

と
で

専
門

委
員

会
と

い
う

組
織

で
仲

間
づ

く
り

と
学

び
合

い
を

通
じ

た
学

習
の

展
開

が
図

れ
る

の
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

(3
)年

刊
専

門
委

員
会

　
来

年
度

、
公

民
館

に
関

わ
る

委
員

の
皆

さ
ん

が
、

他
地

区
の

活
動

や
思

い
、

専
門

委
員

会
の

歴
史

か
ら

、
自

分
た

ち
に

何
が

で
き

る
か

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

る
資

料
を

作
成

し
た

。
さ

ら
に

、
石

井
山

先
生

と
の

主
事

会
研

修
で

得
た

新
た

な
視

点
で

あ
る

「
学

習
」
の

た
め

の
き

っ
か

け
と

な
る

要
素

を
意

識
し

て
作

成
し

た
。

(4
)専

門
委

員
会

の
可

能
性

①
過

去
か

ら
学

び
今

を
知

る
②

今
を

考
え

る
③

未
来

を
つ

く
る

と
い

っ
た

サ
イ

ク
ル

の
な

か
で

、
「
よ

り
良

い
暮

ら
し

を
目

指
し

て
、

今
を

見
つ

め
、

未
来

を
考

え
る

場
。

そ
し

て
、

そ
の

活
動

を
楽

し
む

場
」
を

創
り

あ
げ

た
い

。
そ

こ
に

暮
ら

す
様

々
な

職
種

、
性

別
、

年
代

を
超

え
た

人
々

が
集

う
か

ら
こ

そ
、

身
近

な
話

題
や

課
題

を
捉

え
た

活
動

を
興

せ
る

こ
と

を
意

識
し

な
が

ら
、

地
域

の

そ の 他

次
世

代
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
市

・
地

新
規

3
0

1
2
8

7

− 30 −



橋
北

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

目 的

主
に

高
齢

者
を

対
象

に
、

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
を

通
じ

た
交

流
と

健
康

増
進

を
目

指
す

。

実 施 内 容

開
講

式
：
4
/
8
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】

定
例

会
：
5
/
1
3
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
、

6
/
1
0
、

8
/
1
2
、

1
0
/
1
4

大
会

：
7
/
8
、

9
/
1
0
、

1
1
/
1
1

閉
講

式
：
1
2
/
2

運
営

委
員

会
：
1
1
/
4
、

2
/
1
9

会
場

：
下

久
堅

親
水

公
園

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

、
座

光
寺

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

、
松

尾
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
、

豊
丘

村
ア

カ
シ

ヤ
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

場
、

松
川

町
清

流
苑

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
場

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
４

・
５

月
は

中
止

し
た

が
、

そ
れ

以
降

は
、

運
営

委
員

が
中

心
と

な
っ

て
定

例
会

、
大

会
を

自
主

運
営

し
た

。
会

員
同

士
が

交
流

を
深

め
る

懇
親

会
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

月
１

回
、

会
員

が
集

ま
っ

て
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

を
行

う
こ

の
教

室
は

、
会

員
に

と
っ

て
交

流
の

場
、

健
康

増
進

の
場

と
し

て
大

事
で

あ
り

、
次

年
度

以
降

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

次
年

度
に

向
け

て
新

た
な

運
営

委
員

で
運

営
を

始
め

て
お

り
、

自
主

運
営

の
流

れ
が

で
き

て
い

る
た

め
、

そ
の

雰
囲

気
を

大
事

に
し

て
、

会
員

の
健

康
増

進
を

図
り

、
交

流
を

深
め

る
活

動
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル

フ
教

室
０

円
継

続
1
1

1
9
4

3
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,9

1
0

実
施

内
容

参
照

実
施

内
容

参
照

2
,9

1
0

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

連
帯

意
識

、
仲

間
作

り
、

交
流

と
学

習
の

場
づ

く
り

を
目

指
す

実 施 内 容

月
に

１
回

、
地

域
内

在
住

の
方

を
中

心
に

講
師

と
し

て
招

き
、

身
近

な
内

容
に

つ
い

て
学

習
し

た
。

①
4
/
2
4
　

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
】

②
5
/
2
2
　

会
員

へ
橋

北
地

区
の

歴
史

に
関

す
る

資
料

を
郵

送
③

6
/
2
6
　

夏
に

向
か

っ
て

身
体

と
心

を
整

え
よ

う
④

7
/
3
1
　

夏
に

響
き

あ
う

ハ
ン

ド
ベ

ル
の

音
色

／
ハ

ン
ド

ベ
ル

サ
ー

ク
ル

 L
ie

be
 C

h
o
ir

⑤
8
/
2
8
　

囲
碁

ボ
ー

ル
を

楽
し

も
う

！
⑥

9
/
2
5
　

イ
ス

に
座

っ
て

ら
く
ら

く
運

動
！

身
体

動
か

し
元

気
は

つ
ら

つ
！

／
健

康
運

動
指

導
士

 赤
羽

美
恵

子
氏

⑦
1
0
/
2
3
　

教
育

会
館

に
行

っ
て

み
よ

う
！

知
っ

て
み

よ
う

！
⑧

1
1
/
2
7
　

人
を

結
ぶ

 心
を

結
ぶ

 シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
／

飯
田

市
男

女
共

同
参

画
課

職
員

⑨
1
2
/
2
5
　

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
で

身
体

ぽ
か

ぽ
か

／
岡

本
文

氏
⑩

1
/
2
2
　

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
】

⑪
2
/
2
6
　

会
員

へ
季

節
の

食
に

関
す

る
資

料
を

郵
送

⑫
3
/
2
6
　

み
ん

な
で

読
む

と
も

っ
と

楽
し

い
！

日
本

語
を

味
わ

お
う

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

通
り

人
と

人
が

直
接

会
っ

て
話

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
時

期
も

あ
っ

た
た

め
、

今
年

度
は

「
受

講
者

同
士

や
講

師
と

の
交

流
」
に

主
眼

を
置

い
た

講
座

を
多

く
開

催
し

た
。

受
講

者
の

高
齢

化
が

進
む

中
で

、
月

１
回

の
こ

の
講

座
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

方
も

多
く
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
健

康
推

進
部

と
連

携
し

た
健

康
講

座
は

、
今

年
度

も
好

評
で

あ
っ

た
。

引
き

続
き

、
高

齢
者

が
地

域
で

い
き

い
き

と
暮

ら
し

て
い

く
た

め
の

一
助

と
な

る
よ

う
な

講
座

が
開

催
で

き
る

よ
う

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
の

各
委

員
会

と
も

連
携

し
て

い
き

た
い

。
一

方
で

、
受

講
者

が
固

定
化

さ
れ

て
お

り
、

新
た

な
受

講
者

を
増

や
す

よ
う

な
工

夫
も

必
要

で
あ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

受
講

者
同

士
や

講
師

と
の

交
流

に
重

点
を

置
き

な
が

ら
、

地
区

住
民

が
地

域
の

ヒ
ト

・
モ

ノ
・

コ
ト

を
知

る
講

座
と

な
る

よ
う

に
、

内
容

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
新

た
な

受
講

者
を

増
や

す
た

め
に

、
夜

の
時

間
帯

で
の

開
催

や
親

子
で

参
加

で
き

る
講

座
に

つ
い

て
も

、
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

学 級 ・ 講 座

北
斗

の
ま

ち
・
さ

わ
や

か
講

座
市

・
地

継
続

1
0

2
1
2

3
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

２
歳

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
、

親
子

、
子

ど
も

同
士

の
触

れ
合

い
の

場
、

親
同

士
の

交
流

の
場

を
作

り
、

子
ど

も
の

健
全

な
成

長
を

図
る

実 施 内 容

東
中

学
校

区
３

館
合

同
で

、
橋

北
が

２
歳

児
を

担
当

。
内

容
は

学
習

と
交

流
に

重
点

を
置

き
、

参
加

保
護

者
、

保
育

士
、

保
健

師
と

相
談

し
決

定
。

【
開

催
概

要
】

①
6
/
2
3
開

講
式

　
②

7
/
6
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
み

ん
な

で
話

そ
う

　
③

7
/
2
1
わ

ら
べ

う
た

で
ふ

れ
あ

お
う

　
④

8
/
4
み

ん
な

で
話

そ
う

【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
　

⑤
9
/
9
み

ん
な

で
ぶ

ど
う

狩
り

【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
　

⑥
9
/
1
5
図

書
館

へ
お

で
か

け
・
読

み
聞

か
せ

　
⑦

1
0
/
6
動

物
園

へ
G

O
！

　
⑧

1
0
/
2
0
秋

の
ミ

ニ
運

動
会

　
⑨

1
1
/
2
リ

ト
ミ

ッ
ク

、
み

ん
な

で
話

そ
う

　
⑩

1
1
/
1
7
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
　

⑪
1
2
/
1
X
m

as
会

の
準

備
　

⑫
1
2
/
2
3
X
m

as
パ

ー
テ

ィ
ー

　
⑬

1
/
1
9
お

正
月

遊
び

を
し

よ
う

【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
　

⑭
2
/
1
0
み

ん
な

で
イ

チ
ゴ

狩
り

【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
　

⑮
2
/
1
6
記

念
品

づ
く
り

　
⑯

3
/
2
閉

講
式

評 価

【
成

果
と

課
題

】
保

育
士

、
保

健
師

、
公

民
館

の
運

営
側

３
者

で
、

講
座

の
目

的
や

意
義

を
共

有
し

、
開

講
式

で
受

講
者

親
子

と
も

一
緒

に
約

束
事

を
確

認
し

て
始

め
た

こ
と

は
良

か
っ

た
。

３
地

区
合

同
の

開
催

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

参
加

者
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

は
課

題
で

は
あ

る
が

、
一

方
で

参
加

者
同

士
の

つ
な

が
り

は
強

く
な

り
、

運
営

側
も

個
々

の
成

長
に

目
を

向
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

参
加

者
数

が
年

々
減

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
土

日
の

講
座

開
催

で
保

育
園

に
通

っ
て

い
て

も
参

加
で

き
る

よ
う

な
工

夫
や

、
父

親
を

対
象

と
し

た
親

子
講

座
な

ど
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
）
３

館
合

同
乳

幼
児

（
２

歳
児

）
学

級
市

・
地

継
続

1
6

9
0

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
4

実
施

内
容

参
照

橋
北

公
民

館
ほ

か
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№
2

区
分

区
分

区
分

2
,9
1
0

8
月
6
日
～
8
月
1
0
日
（
中
止
）

橋
北
公
民
館
ほ
か

目 的

地
区
内
外
の
観
劇

者
を
対

象
に
、
地

区
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
フ
ェ
ス
タ
を
盛
り
上

げ
、
人
形
劇
の
楽
し
さ
を
味

わ
う
こ
と
を
目

指
す

実 施 内 容

橋
北

地
区

内
５
会

場
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
9
　
フ
ェ
ス
タ
地

区
実

行
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
の
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
公
演
に
つ
い
て
、
地
区
実
行
委
員
会
で
検
討

す
る
中

で
、
会

場
は

十
分

な
広

さ
は

な
い
も
の
の
、
劇
人
と
観
客
と
が
一
体
と
な
っ
て
人
形
劇
を

楽
し
む
地
区
公
演
の
良
さ
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
染
症
対
策
を
し
た
上
で
、
そ

の
地
区
公
演
の
良
さ
を
維
持
し
な
が
ら
、
ど
う
公
演
を
運
営
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
地
区
公
演
が
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
実
行
委
員
会
で

し
っ
か
り
話
し
合
い
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
た
い
。

文 化 事 業

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
橋

北
地

区
公

演
他

会
計

継
続

1
1
0

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

橋
北
地
区
住
民
を
対
象

に
、
各
種
団
体
の
展
示
・
発

表
を
通
じ
て
住
民
相
互
の

交
流
を
目
指
す

実 施 内 容

地
区
住
民
に
よ
る
地
区
住
民
の
た
め
の
文
化
祭
と
し
て
、
「
橋
北
人
が
く
る
！
」
を
テ
ー
マ

に
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
9
　
文

化
部

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
「
橋
北
人
」
を
文
化
祭
の
主
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
３
年
目
に
な
る
今
年
度
は
、
昨
年
度
中
か
ら
ポ

ス
タ
ー
の
構
想
や
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
公
民
館
の
教
室
・
グ
ル
ー
プ
を
は
じ

め
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
各
委
員
会
や
地
区
基
本
構
想
推
進
委
員
会
の
分
科
会
の
参
加
も

検
討
さ
れ
て
い
た
状
況
も
あ
り
、
文
化
祭
が
地
区
の
様
々
な
団
体
の
取
組
を
お
互
い
に
知
る
機

会
と
な
る
よ
う
に
、
次
年
度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
の
文
化
祭
開
催
に
向
け
て
、
今
年
度
、
他
地
区
で
開
催
さ
れ
た
文

化
祭
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
団
体
の
取
り
組
み
を
知
り
、
お
互
い
に
交
流
で
き
る
機
会
と

な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

橋
北
地
区
文
化
祭

市
・
地

継
続

1
8

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

6
月
2
0
日
、
2
1
日
（
中
止
）

浜
井
場
小
学
校

2
,9
1
0

5
月
2
1
日
、
2
3
日
（
中
止
）

伊
勢

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
他

地
区

の
文

化
に
つ
い
て
、

現
地
で
学
ぶ
機
会
の
創
出

を
図
る

実 施 内 容

文
化
部
員
が
企
画
運
営
し
、
参
加
者
が
事
前
学
習
会
で
行
先
の
歴
史
・
文
化
等
を
学
ん

だ
上

で
実

施
す
る
研

修
旅

行
と
し
て
実

施
を
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
事
前
学
習
会
】

　
5
月

2
1
日

　
（
中

止
）

【
初
夏
の
伊
勢
の
旅
】

　
5
月

2
3
日

　
（
中

止
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
始
め
た
時
期
に
募
集
し
た
た
め
、
申
込
者
も
少
な
く
、

感
染
状
況
を
鑑
み
て
中
止
を
決
め
た
。
地
区
住
民
の
交
流
の
場
、
他
地
区
を
知
る
機
会
と
し
て

の
文

化
研

修
旅

行
で
あ
る
が

、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

実
施

方
法

と
し
て
、
行

先
を
長

野
県

内
、
飯

田
・

下
伊

那
地

域
と
し
て
、
身

近
な
地

域
を
知

る
こ
と
に
重

点
を
お
く
な
ど
、
文

化
部

員
と
検

討
し
て

次
年
度
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
行

先
や

内
容

に
つ
い
て
文

化
部

員
と
検

討
し
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
し
い
文

化
研

修
旅

行
の

形
を
考

え
て
、
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

文 化 事 業

文
化
研
修
旅
行

地
区
費

継
続

3
2
4

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
3

区
分

区
分

区
分

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
の
連
帯
意
識

の
向
上

と
、
多
世
代
交
流
の
促
進

を
図
る
。

実 施 内 容

中
止
し
た
橋
北
市
民
運

動
会
の
代
替
事
業
と
し
て
実
施
。
参
加
者
は
自
由
参
加
と
し
、
気

軽
に
楽
し
め
る
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
、
橋
北
再
発
見
の
一
環

と
し
て
浜
井
場
小
学
校
円
筒
校
舎
の
見
学
等
を
組
み
合
わ
せ
た
内
容
で
行
っ
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
橋

北
市

民
運

動
会

の
中

止
を
決

め
る
際

に
、
「
地

域
で
の

活
動

が
行

わ
れ

な
く
な
る
こ
と
で
、

地
域
に
活
気
も
な
く
な
る
の
で
は
…
…
」
と
い
う
声
か
ら
、
体
育
部
が
中
心
と
な
っ
て
住
民
の
自

由
参
加
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
計
画
し
、
公
民
館
の
他
の
３
部
も
運
営
に
協
力
し
て
実
施
し

た
。
１
日

で
２
種

類
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
た
こ
と
、
小

学
生

が
案

内
し
て
浜

井
場

小
学

校
円
筒
校
舎
を
住
民
が
見
学
で
き
た
こ
と
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。
参

加
者
か
ら
の
好
評
の
声
に
よ
り
、
「
来
年
度
は
運
動
会
を
や
り
た
い
」
と
い
う
部
員
の
次
年
度
に

向
け
た
思
い
に
も
つ
な
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

　
来

年
度

は
運

動
会

を
行

う
方

向
で
検

討
を
進

め
て
い
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
し
て
は

実
施

し
な
い
。
し
か

し
、
１
日

に
複

数
の

ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
で
き
る
事

業
を
楽

し
み

に
す
る
参

加
者

の
声
も
あ
り
、
今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
参
考
に
し
た
新
た
な
体
育
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
、
体

育
部

で
検

討
予

定
で
あ
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

橋
北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
区
費

新
規

1
1

1
5
4

7
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

1
1
月
8
日

浜
井
場
小
学
校

2
,9
1
0

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

浜
井
場
小
学
校
校
庭

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
住

民
の
総
参
加
、
総
運
営
で

地
域
の
連
帯
意
識

の
向

上
、
住
民
相
互
の
交
流
促

進
を
図
る

実 施 内 容

第
４
３
回
を
迎
え
た
橋
北
市
民
運
動
会
で
あ
っ
た
が
、
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
過
程
】

6
/
1
1
　
公
民
館
企
画
会
議
で
検
討

6
/
1
5
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
協
議

6
/
2
3
　
体

育
部

会
で
運

動
会

の
中

止
、
代

替
事

業
の

ス
ポ
ー
ツ
大

会
実

施
を
決

定
評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
運
動
会
開
催
に
向
け
た
検
討
に
お
い
て
は
、
運
動
会
と
は
地
区
に
と
っ
て
ど
う
い
う
も
の
か

を
、
公

民
館

部
員

、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

役
員

が
改

め
て
考

え
る
機

会
と
な
っ
た
。
中

止
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
会
か
ら
の
規
模
縮
小
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て
お
り
、
地
区
と
し
て
ど
う

い
う
形
で
の
運
動
会
を
実
施
し
、
ど
う
い
う
機
会
と
す
る
の
か
も
含
め
て
、
次
年
度
の
開
催
に
向

け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
規
模
縮
小
の
声
も
あ
る
中
で
、
地
区
と
し
て
ど
う
い
う
形
で
の
運
動
会
を
実
施
し
、
ど
う
い
う
機

会
と
す
る
の
か
を
し
っ
か
り
検
討
し
、
運
動
会
の
合
言
葉
で
あ
る
地
域
住
民
の
総
参
加
・
総
運

営
を
活
か
し
、
様
々
な
年
齢
層
が
参
加
し
、
交
流
で
き
る
事
業
と
し
て
開
催
し
た
い
。

体 育 事 業

橋
北
市
民
運
動
会

地
区
費

継
続

3
3
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
日

頃
の
運
動
不
足
解

消
と
交

流
を
図
る

実 施 内 容

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
地
区
町
内
単
位
で
混
合
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
交
流
を
主
と
す
る

事
業

と
し
て
計

画
し
て
い
た
が

、
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、

中
止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
8
　
体

育
部

会
6
/
2
3
　
体

育
部

会
評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
昨
年
度
実
施
し
な
か
っ
た
事
業
の
た
め
、
今
年
度
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
地
区
の
方
た
ち
も

い
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中

止
し
た
。
し
っ
か

り
と
体
を
動

か
す
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
小

学
生

親
子
を
中
心
に
３
０
代
・
４
０
代
の
若
い
世
代
の
参
加
が
多
い
事
業
の
た
め
、
次
年
度
以
降
も
地

区
内
の
交
流
を
主
と
し
な
が
ら
、
実
施
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
若
い
世
代
の
公
民
館
事
業
参
加
の
入
り
口
と
い
う
点
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
開
催
の
方
向
で
検

討
し
た
い
。 対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

2
1
8

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

7
月
1
2
日
（
中
止
）

浜
井
場
小
学
校
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№
4

区
分

区
分

区
分

2
,9
1
0

6
月
2
0
日
（
中
止
）

浜
井
場
小
学
校

目 的

地
域
住
民
の
親
子

（
子
ど
も

と
大
人
）
を
対
象
に
、
親
子

や
世
代
間
の
触
れ

合
い
の

機
会
創
出
を
図
る

実 施 内 容

橋
北

地
区

文
化

祭
の

中
で
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
文

化
祭

が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
中
止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
6
　
育

成
部

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
今

年
度

は
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

ー
で
の

マ
ス
ク
づ
く
り
や

簡
単

手
縫

い
マ
ス
ク
な
ど
、
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
ち
な
ん
だ
工
作
も
含
め
て
、
内
容
を
検
討
し
た
。
例
年
、
文

化
祭
の
１
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
育
成
部
が
工
作
・
実
験
教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、
次
年
度
か
ら
は

育
成
部
が
文
化
育
成
部
と
体
育
育
成
部
と
な
る
た
め
、
こ
の
教
室
を
ど
の
よ
う
に
開
催
す
る
か

に
つ
い
て
検

討
す
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
次
年
度
は
公
民
館
の
部
会
体
制
の
変
更
か
ら
、
工
作
・
実
験
教
室
の
開
催
を
ど
う
い
う
形
に

す
る
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
子
ど
も
と
大
人
が
工
作
や
実
験
の
楽
し
さ
や
お
も

し
ろ
さ
を
共
有
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
。

育 成 事 業

工
作
・
実
験
教
室

市
・
地

継
続

1
8

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
館

報
発
行
を
通
じ
た
情
報
発

信
と
地
域
を
考
え
る
き
っ
か

け
作
り
を
目
指
す
。

実 施 内 容

年
間
４
回
、
各
回
1
,5
0
0
部
を
発
行
。

　
２
５
８
号
（
6
月
3
0
日
）
、
２
５
９
号
（
9
月
1
5
日
）
、
２
６
０
号
（
1
2
月
1
5
日
）
、

　
２
６
１
号
（
2
月
9
日
）

公
民
館
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
区
の
様
々
な
事
業
・
会
議
等
に
広
報
部
員
が
積
極
的

に
参
加
し
て
情
報
を
収
集
し
、
館
報
橋
北
を
通
じ
て
そ
の
発
信
を
行
っ
た
。
１
号
発
行
に

つ
き
、
広
報
部
会
を
原

則
３
回
開
催
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
防

止
の

た
め
の

公
民

館
休

館
に
よ
り
、
発

行
時

期
が

例
年
よ
り
遅
く
な
る
号
も
あ
り
、
今
年
度
は
年
４
回
発
行
と
な
っ
た
。
事
業
の
中
止
が
相
次
ぐ
中

で
も
充

実
し
た
紙
面
と
な
る
よ
う
に
、
浜
井
場
小
学
校
、
飯
田
東
中
学
校
の
記
事
や
「
橋
北
ク
イ

ズ
」
な
ど
、
部
員
た
ち
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
の
発
行
に
努
め
た
。
地
域
に
根
差
し
た
情
報

発
信

を
続

け
る
中

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
み

え
て
き
た
地
域
課
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
館
報
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
今
年
度
と
同
じ
年
５
回
の
発
行
予
定
。
地
域
に
根
差
し
た
情
報
発
信
を
続
け
る
と
と
も
に
、
地

域
を
考

え
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
な
館

報
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
橋
北

地
区
費

継
続

1
7

1
0
5

9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

通
年

橋
北
公
民
館

2
,9
1
0

1
月
3
1
日
（
中

止
）

ア
ス
ト
ロ
ボ
ウ
ル

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
冬

場
の
運
動
不
足
と
住
民
間

の
親
睦
交
流
を
図
る
。

実 施 内 容

運
動

不
足

に
な
り
が

ち
な
冬

季
の

ス
ポ
ー
ツ
事

業
と
し
て
、
橋

北
地

区
に
近

い
ア
ス
ト
ロ

ボ
ウ
ル

で
行

う
よ
う
に
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
過
程
】

1
1
/
1
7
　
体

育
部

会
1
/
1
3
　
体

育
部

会
評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
の
も
の
の
、
申
込
者
は
大
人
・
子
ど
も
合
わ
せ
て
３
０
名
ほ
ど
あ
り
、
冬

の
恒
例
行
事
と
し
て
地
区
住
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
状
況
が
掴
め
た
。
し
か
し
、
年
齢
の
大
き

い
方
の
申
込
は
少
な
く
、
世
代
間
交
流
の
場
に
感
染
症
の
影
響
が
大
き
く
及
ん
で
い
る
こ
と
も

感
じ
た
。
冬
季
の
運
動
の
機
会
、
地
区
内
の
世
代
間
交
流
の
機
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
か

を
検

討
し
て
、
次

年
度

に
つ
な
げ
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
幅
広
い
世
代
の
地
区
住
民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
を
と
っ
た
上
で
の
実

施
で
あ
る
旨

の
周

知
も
含

め
て
、
実

施
に
向

け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

地
区

費
継

続
2

1
8

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
5

区
分

区
分

区
分

目 的

小
学
生
か
ら
一
般
を
対
象

に
、
書
初
め
を
通
じ
て
世
代

間
交
流
を
し
、
正

月
行
事

の
大

切
さ
に
触

れ
る
こ
と
を

目
指
す

実 施 内 容

地
区
住
民
を
講
師
に
招
き
、
書
初
め
指
導
や
筆
の
使
い
方
な
ど
を
習
う
と
と
も
に
、
正
月

行
事
の
意
味
を
話
し
、
伝
統
的
な
遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
の
促
進
を
図

る
事

業
と
し
て
計

画
し
て
い
た
が

、
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、
中
止
。

講
師
：
田
中
美
智
子
さ
ん
、
三
浦
真
弓
さ
ん
（
南
信
書
道
会
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
冬
休
み
中
の
平
日
に
開
催
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
小
・
中
学
生
か
ら
例
年
よ
り
も
多
く
の
申
込

が
あ
っ
た
。
事
業
を
開
催
に
あ
た
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
大

人
と
合

わ
せ

て
の

参
加

者
数

が
多

く
な
り
、
密

な
状

況
に
な
る
と
い
う
判

断
か

ら
、
中

止
と
な
っ
た
。
お
正
月
の
恒
例
事
業
と
し
て
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
小
学
生
や
大
人
の
方
々
も
お

り
、
来
年
度
も
実
施
の
方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
小
・
中
学
生
が
参
加
し
や
す
い
日
程
も
考
慮
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
実
施
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

新
春
書
初
め
大
会
・
正
月
遊
び
の
会

市
・
地

継
続

2
2
8

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

1
月
5
日
（
中
止
）

橋
北
公
民
館

2
,9
1
0

1
2
月

浜
井
場
小
学
校

目 的

地
元
住
民
を
講
師
に
招

き
、
地
域
住
民
を
対
象
に
、

伝
統
行
事
の
継
承

と
多
世

代
交
流
の
場
づ
く
り
を
目
指

す

実 施 内 容

以
下

の
内

容
を
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、

中
止
。

【
し
め
飾
り
講
習
会
】

地
区
住
民
２
名
を
講
師
と
す
る
講
習
会
。

講
師

：
宮

﨑
　
栄

治
氏

、
上

原
　
伸

彦
氏

【
も
ち
つ
き
交
流
会
】

各
家
庭
で
行
う
こ
と
が
珍
し
く
な
っ
た
杵
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
体
験
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
し
め
飾
り
講
習
会
だ
け
で
も
で
き
な
い
か
と
検
討
を
重
ね
た

が
、
教
え
る
際
に
ど
う
し
て
も
密
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
考

慮
し
て
、
中

止
と
し
た
。
農

家
が

少
な
い
地

区
で
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
世

代
が

わ
ら
に
触

れ
て
し
め
飾

り
を
作

る
機

会
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
伝
統
行
事
の
継
承
と
い
う
面
か
ら
も
貴
重
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
次
年
度
以
降
実
施
の
方
向
で
検
討
を
進
め
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
浜
井
場
小
学
校
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
検

討
を
進

め
る
。

育 成 事 業

し
め
飾
り
講
習
会
・
も
ち
つ
き
交
流
会

市
・
地

継
続

3
2
4

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
地

域
内

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
し
て
、
健

康
促

進
と
地

域
資
源
の
再
発
見
を
目
指
す

実 施 内 容

当
初
は
寺
社
や
歴
史
的

建
造
物
、
公
園
な
ど
の
橋
北
地
区
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
機

会
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が

ら
地

区
内

を
巡

る
企

画
と
し
て
計

画
し
て
い
た
が

、
運

動
会

の
代

替
事

業
で
あ
る
橋

北
地

区
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の

休
憩

時
間

を
使

い
、
浜

井
場

小
学
校
円
筒
校
舎
を
見

学
す
る
内
容
に
変
更
し
て
実
施
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
地

区
の

シ
ン
ボ
ル

的
存

在
で
も
あ
る
浜

井
場

小
学

校
円

筒
校

舎
で
は

あ
る
が

、
地

区
住

民
が
見
学
す
る
機
会
は
少
な
く
、
建
築
物
と
し
て
も
円
筒
校
舎
の
様
子
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
小

学
校
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
す

る
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の

中
に
取

り
入

れ
た
こ
と
で
、
小

学
生

が
大

人
た
ち
に
小

学
校

の
案

内
・
説

明
を
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
円
筒
校
舎
を
通
じ
た
多
世
代
交
流
の
場
に
も
な
っ
た
。
次
年
度
も
、

地
区

住
民

が
地

域
の

身
近

な
資

源
に
目

を
向

け
、
交

流
で
き
る
機

会
と
し
て
、
検

討
し
て
い
き

た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
次
年
度
は
公
民
館
の
部
会
体
制
の
変
更
か
ら
、
ど
う
い
う
形
で
の
実
施
す
る
か
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
今
年
度
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
区
の
身
近
に
あ
る
も
の
の
魅
力
を
改
め
て
知
り
、

資
源
と
し
て
活
か
し
て
い
く
た
め
の
機
会
と
し
て
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
参
加
・
交
流
で
き

る
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

橋
北
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
す
た
て
く
さ
っ
さ
」

市
・
地

継
続

4
9
7

7
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

1
1
月
8
日

浜
井
場
小
学
校
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№
6

区
分

区
分

区
分

8
,3
7
6

3
月
1
4
日

飯
田
市
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
地

域
を
知
り
愛
着
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
す
。

実 施 内 容

東
中
学
校
区
三
館
合
同
事
業
と
し
て
実
施
。
2
0
1
9
年

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃

撃
さ
れ

て
死

去
し
た
中

村
哲

さ
ん
の

活
動

や
、
私

た
ち
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
行
っ
た
。

演
題
：
「
追
悼
　
中
村
哲
医
師
が
遺
し
た
も
の
」

講
師
：
青
木
隆
幸
氏
（
飯
田
市
美
術
博
物
館
専
門
研
究
員
）

【
検
討
経
過
】

1
2
/
1
6
　
３
館
正
副
委
員

長
打
合
せ

評 価

合 同 事 業

(橋
北
・
橋
南
・
東
野
）
３
館
合
同
文
化
講
演
会

地
区
費

継
続

3
8
2

6
2

【
成
果
と
課
題
】

中
村
さ
ん
の
生
き
方
か
ら
、
今
の
社
会
に
つ
い
て
、
豊
か
さ
と
は
何
か
、
人
間
の
仕
事
と
は
何

か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
生

き
る
か

な
ど
、
様

々
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
実
施
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
の
声
も
聞

か
れ
、
学
び
の
機
会
を
欲
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
う
か
が
え
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

３
館
文
化
部
で
話
し
合
い
、
地
域
に
つ
い
て
学
び
直
す
機
会
や
、
新
し
い
物
を
得
ら
れ
る
機
会

と
な
る
よ
う
に
企

画
し
て
い
く
。
丘

の
上

５
館

で
取

り
組

む
こ
と
も
視

野
に
入

れ
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
学
習

の
場
を
つ
く
り
、
活
動
を
通

じ
て
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り

を
持

て
る
よ
う
な
機

会
と
す

る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区

成
人
式
は
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
し
た
が
、
新
成
人
有

志
、
公
民
館
委
員
等
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
体
制
で
次
の
内
容
を
実
施
。

・
成
人
式
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、
成
人
式
の
企
画
、
準
備

・
成
人
実
行
委
員
に
よ
る
地
域
学
習
の
実
施

　
（
学

習
テ
ー
マ
「
お
練

り
ま
つ
り
を
学

ぼ
う
」
）

【
実
行
委
員
会
】

９
月
～
３
月
ま
で
に
計
1
1
回
開
催
し
、
延
べ
8
3
人
参
加

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
新
成
人
実
行
委
員
は
、
1
月
1
0
日
の
開
催
に
向
け
て
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
も
思
い
出

に
残
る
成

人
式

と
な
る
よ
う
、
工

夫
を
凝

ら
し
た
内

容
で
主

体
的

に
計

画
を
進

め
、
地

区
実

行
委
員
も
新
成
人
た
ち
の
想
い
に
出
来
る
限
り
添
え
る
形
で
の
式
典
準
備
を
進
め
た
。
延
期
が
決

定
し
、
準
備
期
間
が
長
く
な
る
た
め
、
新
成
人
の
地
域
活
動
へ
参
加
等
も
含
め
て
、
よ
り
地
域
と

の
関
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、
成
人
式
開
催
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
さ
れ
た
成
人
式
に
向
け
て
、
新
成
人
実
行
委
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
、
開
催
に
向
け
た
企
画
・
準
備
を
進
め
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地

区
成
人
式

市
・
地

継
続

1
1

8
3

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
0
5

1
月
1
0
日
（
延
期
）

飯
田
市
公
民
館

8
,3
7
6

7
月
1
8
日
（
中
止
）

橋
南
地
区

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
場

所
で
プ
ロ
の

演
奏

家
に
よ
る
音

楽
を
楽

し
め
る

機
会
の
創
出
を
図
る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区
の
３
公
民
館
が
共
催
し
、
各
公
民
館
の
文
化
委
員
を
中
心
と
し

た
専

門
委

員
が

協
力

し
て
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

演
奏
予
定
者
：
F
lo
re
sc
e
r（
フ
ロ
ー
ル
セ
ー
ル
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
例

年
、
高

レ
ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を
身

近
な
場

所
で
楽

し
む
機

会
と
し
て
、
地

区
の

方
々

に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
と
な
っ
た
。
プ
ロ
の

音
楽

家
に
よ
る
演

奏
を
聴

く
機

会
の

提
供

は
、
地

区
公

民
館

に
と
っ
て
貴

重
な
機

会
で
あ
る
た

め
、
次
年
度
も
３
公
民
館
で
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
地
区
住
民
に
プ
ロ
の
音
楽
家
の
演
奏
を
身
近
な
場
所
で
聴
く
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
３
公
民

館
で
相
談
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

合 同 事 業

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ

ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

－
－

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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報
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№
7

区
分

区
分

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
知

る
こ
と
、
残

す
こ
と
、
賑

わ
う

こ
と
を
目
的
に
地
域
資
源

の
活
用
を
目
指
す
。

実 施 内 容

地
区

内
の

あ
ま
り
知

ら
れ

て
い
な
い
資

源
を
光
ら
せ
て
、
地
域
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
語

れ
る
よ
う
に
学

習
や

イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
そ
れ

ら
を
通

じ
て
、
研

究
会

に
所

属
す
る
会

員
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
住
民
へ
の
地
域
資
源
に
対
す
る
更
な
る
意
識
啓
発
を
図
る
。

4
月
1
6
日
：
大
雄
寺
見
学

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
）

6
月
～
2
月
：
浜
井
場
小

学
校
６
年
生
の
地
域
学
習
に
講
師
と
し
て
参
加

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
今

年
度

は
予

定
し
て
い
た
活

動
が

な
か

な
か

で
き
な
い
状

況
で
あ
っ
た

が
、
浜
井
場
小
学
校
６
年
生
の
地
域
学
習
の
講
師
と
し
て
、
年
間
を
通
し
て
小
学
校
の
授
業
に

関
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
作
成
し
た
『
橋
北
を
襲
っ
た
三
大
災
害
の
記
憶
』
の
冊
子
を
活
用
し
た
り
、

飯
田
城
跡
～
春
草
通
り
の
見
学
を
し
た
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の

魅
力

を
小

学
生

た
ち
に
伝

え
る
良

い
機

会
と
な
っ
た
。
公

民
館

は
側

面
的

な
サ

ポ
ー
ト
が

主
と

な
る
が
、
小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
他
団
体
と
も
つ
な
げ
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
次

年
度

は
春

草
通

り
の

ア
ピ
ー
ル

や
地

区
内

の
寺

社
見

学
な
ど
が

計
画

さ
れ

て
お
り
、
公

民
館
も
地
域
の
学
び
を
進
め
る
な
か
で
、
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

橋
北
ま
る
ご
と
博
物
館
研
究
会
事
業

０
円

継
続

1
5

3
0
0

2
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,9
1
0

実
施
内
容
参
照

橋
北
地
区
内

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
横

笛
等
を
練
習
し
、
お
練
り
祭

り
で
の

お
囃

子
復

活
を
目

指
す
。

実 施 内 容

橋
北

地
区

伝
統

文
化

保
存

継
承

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
橋

北
屋

台
囃

子
保

存
会

）
、
橋

北
ま
ち

づ
く
り
委

員
会

が
主

体
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
る
。
公

民
館

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
側

面
的

支
援

と
い
う
形

で
関

わ
っ
て
い
る
。

今
年
度
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
浜
井
場

小
学
校
４
年
生
の
「
生
活
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
お
囃
子
演
奏
を
行
っ
た
。
お
囃

子
を
体
験
す
る
計
画
も
あ
っ
た
が
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
橋
北
屋
台
囃
子
が
地
区
内
で
文
化
と
し
て
根
付
き
、
地
区
住
民
が
誇

れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
浜
井
場
小
学
校
で
の
演
奏
も
、
そ
の
一
環
で

あ
る
。
な
か

な
か

地
区

住
民

の
参

加
者

が
増

え
な
い
中

で
、
来

年
度

末
の

お
練

り
ま
つ
り
へ

の
参

加
に
向

け
て
、
地

区
住

民
が

よ
り
お
囃

子
に
親

し
み

、
参

加
で
き
る
よ
う
な
働

き
か

け
を
検

討
す
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
お
練

り
ま
つ
り
へ

の
参

加
に
向

け
て
、
浜

井
場

小
学

校
体

育
館

で
毎

週
練

習
を
行

う
よ
う
に

計
画
し
て
い
る
。
地
区
住
民
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
浜
井
場
小
学
校
と
連

携
し
た
活
動
も
検
討
し
た
い
。

開
催
会
場

そ の 他

橋
北
地
区
伝
統
文
化
保
存
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

０
円

継
続

1
6

4
8
0

6
0

2
,9
1
0

通
年

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

飯
田
市
公
民
館
ほ
か
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

【
成

果
と

課
題

】
保

育
士

、
保

健
師

、
主

事
で

１
歳

児
学

級
の

目
的

や
学

ん
で

ほ
し

い
事

な
ど

の
思

い
を

共
有

し
な

が
ら

学
級

の
組

み
立

て
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
成

長
段

階
に

応
じ

た
知

識
を

学
ぶ

機
会

や
、

親
同

士
の

交
流

や
情

報
交

換
を

す
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
土

日
の

講
座

開
催

で
保

育
園

に
通

っ
て

い
て

も
参

加
で

き
る

よ
う

な
工

夫
や

、
父

親
を

対
象

と
し

た
親

子
講

座
な

ど
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。

【
成

果
と

課
題

】
受

講
者

の
口

コ
ミ

か
ら

、
新

規
の

参
加

者
も

毎
年

あ
り

、
作

成
す

る
作

品
も

完
成

度
の

高
い

創
作

性
の

あ
る

も
の

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
途

中
か

ら
の

参
加

者
に

は
、

長
く
や

っ
て

い
る

人
が

丁
寧

に
教

え
る

姿
も

数
多

く
見

ら
れ

、
参

加
者

同
士

で
教

え
合

う
こ

と
に

よ
り

、
参

加
者

同
士

の
連

帯
感

も
で

き
、

仲
間

作
り

の
場

に
も

な
っ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
た

だ
作

品
を

作
る

だ
け

で
な

く
、

小
学

校
の

入
学

式
と

卒
業

式
で

児
童

と
両

親
に

贈
る

ブ
ロ

ー
チ

の
作

成
を

し
た

り
、

小
学

校
の

ク
ラ

ブ
活

動
の

講
師

と
し

て
地

域
と

学
校

を
つ

な
ぐ

役
割

も
担

っ
て

お
り

、
や

り
が

い
に

繋
が

っ
て

い
る

だ
け

で
な

く
、

地
区

行
事

へ
の

参
加

意
識

も
高

く
な

っ
て

い
る

と
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

。
次

年
度

以
降

も
、

継
続

し
て

活
動

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

【
成

果
と

課
題

】
親

子
で

参
加

し
や

す
い

内
容

も
追

加
し

て
計

画
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
来

年
度

は
、

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

環
境

委
員

会
と

協
力

し
、

新
し

い
環

境
講

座
な

ど
に

も
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

１
歳

児
学

級
「
い

ち
ご

」
（
橋

南
・
橋

北
・
東

野
地

区
合

同
）

市
・
地

継
続

1
2

3
8
6

5
0

1
1
0

原
則

第
2
、

第
4
火

曜
日

保
健

セ
ン

タ
ー

　
他

目 的

１
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

と
し

て
行

い
、

子
ど

も
の

健
全

な
成

長
を

は
か

る
た

め
の

遊
び

、
活

動
を

行
う

ほ
か

、
親

の
知

識
習

得
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る

実 施 内 容

東
中

学
校

区
３

館
合

同
で

、
橋

南
地

区
は

１
歳

児
を

担
当

。
内

容
に

つ
い

て
は

、
お

母
さ

ん
方

の
学

習
と

交
流

を
重

点
に

保
育

士
、

保
健

師
、

主
事

で
話

し
合

い
を

行
い

決
定

。
【
開

催
概

要
】

①
6
/
3
0
開

講
式

 仲
良

し
ゲ

ー
ム

②
7
/
1
4
助

産
師

さ
ん

に
聞

い
て

み
よ

う
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
③

7
/
2
8
離

乳
食

に
つ

い
て

お
話

し
し

よ
う

④
8
/
2
5
み

ん
な

で
お

話
を

し
よ

う
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
⑤

9
/
8
動

物
に

会
い

に
行

こ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
⑥

9
/
2
9
子

ど
も

の
言

葉
を

育
て

よ
う

⑦
1
0
/
1
3
ミ

ニ
運

動
会

⑧
1
0
/
2
7
み

ん
な

で
身

体
を

動
か

そ
う

⑨
1
1
/
1
0
わ

ら
べ

う
た

で
触

れ
合

お
う

⑩
1
1
/
2
4

親
子

で
一

緒
に

リ
ト

ミ
ッ

ク
⑪

1
2
/
8
ク

リ
ス

マ
ス

準
備

（
簡

単
な

お
も

ち
ゃ

作
り

）
⑫

1
2
/
1
6

ク
リ

ス
マ

ス
会

⑬
1
/
2
5
絵

本
で

子
ど

も
の

心
を

育
て

よ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
⑭

2
/
2
4
記

念
品

作
り

（
１

年
の

成
長

記
録

を
残

そ
う

）
、

足
形

を
と

ろ
う

⑮
3
/
9
親

子
で

リ
ト

ミ
ッ

ク
、

み
ん

な
で

お
話

を
し

よ
う

⑯
3
/
2
3
閉

講
式

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

伝
統

・
文

化
継

承
講

座
「
手

の
芸

の
会

」
地

区
費

継
続

1
6

2
8
8

1
8

2
,6

4
3

原
則

毎
月

第
1
、

第
3
木

曜
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

地
域

の
伝

統
、

文
化

の
継

承
と

、
そ

れ
ら

を
通

じ
た

仲
間

づ
く

り
の

場
を

設
け

る

実 施 内 容

地
域

の
伝

統
工

芸
で

あ
る

水
引

を
使

っ
た

「
も

の
づ

く
り

」
と

、
そ

れ
を

通
じ

た
「
仲

間
づ

く
り

」
の

場
と

す
る

。
ま

た
、

学
級

で
作

成
し

た
水

引
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

橋
南

地
区

公
演

で
の

配
布

や
、

水
引

ブ
ロ

ー
チ

の
追

手
町

小
学

校
の

新
入

生
や

卒
業

生
へ

贈
呈

を
行

っ
た

。
加

え
て

、
夏

休
み

子
供

教
室

へ
の

講
師

、
小

学
校

の
ク

ラ
ブ

活
動

へ
の

講
師

と
し

て
参

画
し

た
。

【
開

催
概

要
】

①
水

引
で

小
物

を
作

ろ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
②

か
わ

い
い

小
物

を
作

ろ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
③

か
わ

い
い

小
物

を
作

ろ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
④

水
引

で
ふ

く
ろ

う
の

「
根

付
」
を

作
ろ

う
⑤

水
引

で
「
ひ

ょ
う

た
ん

」
を

作
ろ

う
⑥

水
引

で
「
ひ

ょ
う

た
ん

」
を

作
ろ

う
(2

)⑦
水

引
で

色
々

な
ト

ン
ボ

を
作

ろ
う

⑧
水

引
で

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
を

作
ろ

う
⑨

水
引

で
干

支
を

作
ろ

う
⑩

水
引

で
春

の
花

を
作

ろ
う

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
⑪

水
引

で
花

の
ブ

ロ
ー

チ
を

作
ろ

う
⑫

水
引

で
い

ろ
い

ろ
な

花
を

作
ろ

う

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ラ
ベ

ン
ダ

ー
関

連
講

座
市

費
継

続
1

2
7

-
2
,6

4
3

6
月

1
0
日

（
中

止
）

橋
南

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
環

境
に

関
す

る
意

識
の

向
上

、
知

識
の

習
得

を
図

る

実 施 内 容

橋
南

地
区

内
で

取
り

組
ん

で
い

る
生

ご
み

の
分

別
回

収
と

、
生

ご
み

を
も

と
に

作
っ

た
堆

肥
を

使
用

し
た

ラ
ベ

ン
ダ

ー
植

栽
事

業
に

つ
い

て
の

関
連

講
座

と
し

て
例

年
実

施
。

ご
み

の
廃

棄
処

理
方

法
が

変
わ

っ
た

現
在

で
は

、
当

初
の

目
的

と
は

違
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
が

、
参

加
者

か
ら

の
希

望
も

あ
り

、
昨

年
に

引
き

続
き

計
画

を
し

た
。

①
「
ラ

ベ
ン

ダ
ー

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

作
ろ

う
」

　
講

師
　

松
下

　
啓

子
氏

地
区

の
植

物
か

ら
環

境
を

考
え

て
も

ら
う

き
っ

か
け

づ
く
り

と
し

て
、

ラ
ベ

ン
ダ

ー
の

花
を

利
用

し
た

ラ
ベ

ン
ダ

ー
ス

テ
ィ

ッ
ク

を
作

る
講

座
を

計
画

し
た

。
【
検

討
過

程
】

4
/
2
4
（
金

）

評 価
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

2
0

2
0

エ
ン

ゼ
ル

パ
ン

1
4
5

1
1
月

8
日

対
象

数
開

催
会

場

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

は
ゲ

ー
ム

機
器

な
ど

で
当

た
り

前
に

使
っ

て
い

る
機

能
も

、
親

御
さ

ん
の

中
に

は
そ

の
能

力
や

内
容

を
知

ら
な

い
方

も
多

か
っ

た
。

や
は

り
こ

の
よ

う
な

講
演

会
で

「
知

る
」
、

そ
の

後
家

庭
で

「
話

し
合

っ
て

も
ら

う
」
こ

と
が

非
常

に
重

要
だ

と
感

じ
た

。
そ

の
よ

う
な

き
っ

か
け

に
な

る
講

演
会

（
学

習
の

場
）
で

あ
り

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
内

容
に

つ
い

て
も

他
の

テ
ー

マ
（
例

え
ば

多
文

化
や

社
会

的
弱

者
（
高

齢
者

や
障

が
い

者
な

ど
）
に

関
す

る
学

習
会

も
検

討
し

て
い

き
た

い

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
地

元
の

住
民

の
方

か
ら

の
ゴ

ミ
に

つ
い

て
の

疑
問

か
ら

、
環

境
委

員
会

と
協

力
し

て
実

施
。

参
加

者
か

ら
、

説
明

す
る

職
員

に
積

極
的

に
質

問
す

る
場

面
も

あ
り

、
関

心
の

高
さ

を
伺

え
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
ゴ

ミ
の

問
題

は
、

た
び

た
び

地
区

で
も

課
題

に
な

っ
て

い
る

。
次

年
度

以
降

も
該

当
す

る
委

員
会

と
協

力
し

な
が

ら
身

近
な

課
題

を
テ

ー
マ

に
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

開
催

期
日

事
業

名

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

環
境

講
座

市
・
地

新
規

1
3
0

3
0

2
,6

4
3

9
月

2
8
日

グ
リ

ー
ン

バ
レ

ー
千

代
　

他

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
環

境
に

関
す

る
意

識
の

向
上

、
知

識
の

習
得

を
図

る

実 施 内 容

橋
南

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
環

境
委

員
会

と
共

催
し

、
開

催
日

頃
ゴ

ミ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

管
理

を
す

る
中

で
、

住
民

の
方

に
知

っ
て

お
い

て
も

ら
い

た
い

内
容

を
話

し
て

も
ら

っ
た

上
で

、
埋

め
立

て
ゴ

ミ
が

ど
う

や
っ

て
処

理
さ

れ
て

い
る

か
を

見
学

し
た

。
環

境
委

員
会

が
実

施
し

て
い

る
組

成
調

査
に

つ
い

て
も

体
験

し
た

。
・
環

境
委

員
会

か
ら

ご
み

に
つ

い
て

の
お

話
・
グ

リ
ー

ン
バ

レ
ー

千
代

に
て

組
成

調
査

体
験

・
桐

林
環

境
産

業
団

地
見

学

評 価

学 級 ・ 講 座

目 的

親
子

を
対

象
に

共
同

作
業

を
行

う
こ

と
で

、
親

子
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

食
文

化
連

続
講

座
と

連
動

し
て

実
施

。
地

区
内

の
製

パ
ン

店
に

協
力

し
て

い
た

だ
き

、
親

子
で

作
る

パ
ン

教
室

を
開

催
し

た
。

成
形

、
発

酵
、

焼
き

上
げ

ま
で

を
行

っ
た

。

親
子

体
験

教
室

市
・
地

継
続

1

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
家

庭
で

の
実

践
を

意
識

し
、

全
て

の
行

程
を

体
験

し
て

い
た

だ
い

た
。

親
子

で
話

し
な

が
ら

楽
し

く
パ

ン
作

り
が

で
き

、
参

加
者

の
満

足
度

も
高

か
っ

た
。

親
子

で
ゆ

っ
く
り

と
話

し
合

い
な

が
ら

の
共

同
作

業
を

行
え

る
良

い
機

会
に

な
っ

た
と

思
う

。
加

え
て

、
親

同
士

、
子

供
同

士
、

親
子

間
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

て
い

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
親

子
が

会
話

を
し

な
が

ら
集

中
し

て
一

緒
に

活
動

す
る

良
い

機
会

な
の

で
、

地
元

企
業

の
協

力
を

頂
き

な
が

ら
実

施
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

食
文

化
連

続
講

座
市

・
地

新
規

3
4
5

1
5

2
,6

4
3

9
月

1
2
日

、
1
1
月

8
日

、
3
月

2
1
日

か
ざ

こ
し

　
他

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
日

常
生

活
に

関
す

る
意

識
の

向
上

、
知

識
の

習
得

を
図

る

実 施 内 容

地
域

に
数

多
く
い

る
食

の
プ

ロ
に

講
師

を
依

頼
し

、
家

庭
で

も
で

き
る

レ
シ

ピ
と

そ
の

食
べ

物
が

持
つ

歴
史

や
特

色
な

ど
の

食
文

化
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
。

①
「
そ

ば
を

学
ぼ

う
」

　
講

師
　

平
野

　
正

晃
　

氏
　

（
か

ざ
こ

し
オ

ー
ナ

ー
）

②
「
パ

ン
を

学
ぼ

う
」

　
講

師
　

福
澤

伊
代

美
　

氏
　

（
エ

ン
ゼ

ル
パ

ン
オ

ー
ナ

ー
）

③
「
お

菓
子

を
学

ぼ
う

」
　

講
師

　
佐

々
木

悟
　

氏
　

（
マ

ロ
ン

オ
ー

ナ
ー

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
家

庭
で

の
実

践
を

意
識

し
、

全
て

の
行

程
を

体
験

し
て

い
た

だ
い

た
。

ま
た

、
そ

の
食

品
が

持
つ

歴
史

や
特

徴
、

雑
学

な
ど

も
併

せ
て

教
え

て
い

た
だ

き
、

料
理

教
室

と
は

違
っ

た
内

容
も

追
加

し
学

び
を

深
め

よ
う

と
し

た
。

講
座

後
の

参
加

者
が

、
実

際
に

自
宅

で
行

っ
た

と
の

感
想

も
い

た
だ

き
、

よ
り

良
い

生
活

に
繋

が
っ

た
と

感
じ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

区
に

は
食

の
プ

ロ
が

多
く
い

る
。

特
徴

を
活

か
し

て
来

年
度

も
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

人
権

講
演

会
市

費
継

続
1

1
5
0

1
5
0

2
,6

4
3

1
1
月

1
7
日

追
手

町
小

学
校

目 的

小
学

校
児

童
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

地
域

住
民

を
対

象
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
通

じ
て

、
人

権
侵

害
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

追
手

町
小

学
校

と
追

手
町

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

共
催

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

潜
む

危
険

性
と

親
（
大

人
）
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

の
講

演
会

を
Ｐ

Ｔ
Ａ

講
習

会
に

併
せ

て
開

催
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

で
、

実
施

日
を

学
期

後
半

に
移

動
さ

せ
て

実
施

。

「
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
に

活
き

る
み

な
さ

ん
へ

～
安

全
に

、
便

利
に

、
楽

し
く
利

用
し

て
い

く
た

め
に

大
切

な
事

～
」

　
講

師
：
　

南
澤

 信
之

　
先

生
　

（
一

社
）
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
総

合
研

究
所

　
代

表
理

事
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
潜

む
危

険
性

と
親

（
大

人
）
の

関
わ

り
方

に
つ

い
て

講
演

評 価
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,6
4
3

原
則

第
4
木

曜
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
日

頃
の
運
動
不
足
の
解

消
、

健
康
の
増
進
と
、
住

民
同

士
の
親
睦
を
図
る
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん

で
も
ら
う
場
を
作
る
。

実 施 内 容

地
域

で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
仲

間
づ
く
り
の

た
め
の

学
級

を
実

施
。

少
人

数
な
が

ら
、
技

術
の

向
上

と
地

区
で
の

仲
間

づ
く
り
を
意

識
し
て
行

っ
た
。

【
実

施
日

】
4
/
2
3
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

影
響

で
中

止
）
、
5
/
2
8
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

影
響

で
中

止
）
、

6
/
2
5
、
7
/
3
0
、
8
/
2
0
、
9
/
2
4
、
1
0
/
2
9
、
1
1
/
2
6
、
1
2
/
2
4
、
1
/
2
8
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

影
響

で
中

止
）
、
2
/
2
5
、
3
/
1
8

評 価

【
成

果
と
課

題
】

昨
年

度
か

ら
少

し
ず
つ
参

加
人

数
も
増

え
て
き
て
お
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気

で
活

動
を
行

え
て
い
る
。
日

頃
、
運

動
を
す
る
機

会
が

な
い
参

加
も
お
り
、
健

康
の

増
進

に
寄

与
し

て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

来
年

度
は

、
さ
ら
に
参

加
人

数
を
増

や
し
な
が

ら
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
仲

間
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

囲
碁
ボ
ー
ル
講
座

地
区

費
継

続
9

5
4

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

-
2
,6
4
3

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

橋
南

公
民

館

目 的

市
民
を
対
象
に
、
人

形
劇

に
親

し
む
、
参

加
す
る
、
支

え
る
機

会
と
す
る

実 施 内 容

橋
南

地
区

内
２
会

場
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

講
演

場
所

：
8
/
7
　
仏
教
保
育
園
プ
レ
イ
ル
ー
ム

8
/
8
　
追

手
町

小
学

校
講

堂

【
検

討
過

程
】

4
/
6
（
月

）
、
4
/
2
4
（
金

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

感
染

症
対

策
を
し
な
が

ら
の

人
形

劇
公

演
に
つ
い
て
、
公

民
館

委
員

と
検

討
。
フ
ェ
ス
タ
本

部
が

中
止

を
決

定
し
た
こ
と
、
観

劇
で
き
る
状

況
で
は

な
い
と
の

判
断

か
ら
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

地
区

と
し
て
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

フ
ェ
ス
タ
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。
会

場
に
は

保
育

園
も
含

ま
れ

て
い
る
た
め
、
連

絡
を
密

に
し
な
が

ら
実

施
に
向

け
て
検

討
し
て
く
。

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
橋

南
地

区
公

演
市

・
地

継
続

2
2
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

対
象

数

開
催

期
日

開
催

会
場

【
成

果
と
課

題
】

水
引

に
よ
る
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
作

成
に
共

感
し
、
学

級
講

座
に
て
実

施
。
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
作

成
す
る
意

味
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
罹

患
者

に
対

す
る
差

別
を
な
く
す
意

識
を
醸

成
す
る

こ
と
が

で
き
た
。
作

成
し
た
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
は

、
成

人
式

に
て
成

人
該

当
者

に
配

布
予

定
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

感
染

状
況

に
つ
い
て
、
全

国
的

に
落

ち
着

く
ま
で
も
う
し
ば

ら
く
時

間
が

か
か

る
事

が
見

込
ま
れ

る
。
今

後
も
必

要
に
応

じ
て
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

【
成

果
と
課

題
】

講
師

の
分

か
り
や

す
い
解

説
と
現

地
研

修
が

好
評

で
、
例

年
リ
ピ
ー
タ
ー
を
含

む
多

く
の

参
加

が
あ
る
。
委
員

会
や

講
師

と
の

打
ち
合

わ
せ

に
て
訪

問
地

を
決

定
す
る
際

は
、
飯

田
下

伊
那

と
の

繋
が
り
を
重

要
視

し
、
単

に
観

光
す
る
だ
け
で
は

な
く
自

分
た
ち
が

住
ん
で
い
る
地

域
の

歴
史

と
併

せ
て
説

明
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
参

加
者

が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
学

習
機

会
と
な
る
よ
う

に
心

が
け
て
計

画
し
た
が

、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

影
響

で
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

来
年

度
も
現

地
で
学

ん
だ
も
の

を
自

分
の

地
域

に
生

か
せ

る
よ
う
な
学

習
題

材
を
提

案
し
つ

つ
、
継

続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数

開
催

会
場

橋
南

公
民

館

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分
開

催
期

日

1
1
月

1
9
日

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
・
地

新
規

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
8

学 級 ・ 講 座

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
地

域
の
伝
統
、
文
化
の
継

承
と
、

そ
れ
ら
を
通
じ
た
仲

間
づ
く

り
の
場
を
設
け
る

実 施 内 容

「
人

を
結

ぶ
　
心

を
結

ぶ
　
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

が
広

が
る
中

で
、
「
差

別
や

偏
見

を
防

い
で
、
思

い
や

り
の

あ
る
地

域
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
成

人
を
迎

え
る
子

供
た
ち
に
向

け
て
、
学

級
講

座
の

中
で
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
作

成
し
た
。

1
8

1

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

橋
南
史
跡
め
ぐ
り

市
・
地

継
続

1
2
7

-
2
,6
4
3

7
月

5
日

（
中

止
）

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
飯

田
と
つ
な
が

り
の

あ
る
史

跡
、
街
並
み
を
見
学
し
、
そ

の
文

化
や

歴
史

に
つ
い
て

学
ぶ

実 施 内 容

橋
南

地
区

外
で
の

現
地

学
習

の
機

会
と
し
て
計

画
し
、
飯

田
と
同

じ
城

下
町

の
街

並
み

な
ど
を
巡

る
た
め
に
埼

玉
方

面
を
検

討
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

講
師

：
今

村
光

利
　
氏

【
検

討
過

程
】

4
/
2
4
（
金

）

評 価
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,6
4
3

1
1
月

1
5
日

飯
田

東
中

学
校

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
日

頃
の
運
動
不
足
の
解

消
、

健
康
の
増
進
と
、
住

民
同

士
の
親
睦
を
図
る

実 施 内 容

地
区

内
で
募

集
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

。
参
加
チ
ー
ム
：
公
民
館
＆
消
防
団
＆
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
地
元
有
志
チ
ー

ム
、
近
隣
地
区
チ
ー
ム
、
地
元
企
業
チ
ー
ム
　
の
４
チ
ー
ム
参
加

評 価

【
成

果
と
課

題
】

企
業

や
地

元
有

志
な
ど
多

く
の

チ
ー
ム
が

参
加

し
て
く
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
賑

や
か

に
大

会
を
開

催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
日

頃
あ
ま
り
公

民
館

と
関

り
が

な
い
若

い
世

代
も
声

か
け
に
よ
っ
て
参

加
を
し
て
く
れ

、
公

民
館

委
員

と
の

良
い
交

流
の

機
会

に
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

日
頃

、
公

民
館

に
関

わ
り
が

薄
い
方

も
多

く
集

ま
り
交

流
す
る
良

い
機

会
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

来
年

度
も
継

続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

橋
南
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区

費
継

続
1

6
0

6
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

5
月

2
4
日

（
中

止
）

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の

体
力

増
進
お
よ
び
、
橋

南
地

区
の
街
並
み
・
歴
史

・
文

化
を

再
発
見
す
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

設
定

さ
れ

た
コ
ー
ス
を
、
交

差
点

の
略

図
の

み
が

書
か

れ
た
地

図
を
頼

り
に
、
コ
ー
ス
上

の
各

所
に
地

域
の

歴
史

や
文

化
に
因

ん
だ
問

題
を
設

定
し
、
解

き
な
が

ら
歩

く
よ
う
意

識
し
て
計

画
。

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
の

追
手

町
小

学
校

講
堂

で
は

、
橋

南
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

育
成

部
、
日

赤
奉

仕
団

、
商

店
な
ど
の

協
力

も
得

て
、
お
楽

し
み

企
画

を
実

施
す
る
べ

く
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検

討
過

程
】

4
/
6
（
月

）
、
4
/
2
4
（
金

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

普
段

の
生

活
の

中
で
は

見
落

と
し
が

ち
な
も
の

が
、
問

題
を
解

き
な
が

ら
歩

く
こ
と
で
見

え
て
き

て
、
地

域
を
再

発
見

で
き
る
行

事
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
性

の
お
も
し
ろ
さ
と
共

に
、
問

題
の

中
に
は

防
火

・
防

災
関

連
の

施
設

や
歴

史
的

な
建

造
物

も
出

題
さ
れ

て
お
り
、
楽

し
み

な
が

ら
学

べ
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

親
子

で
地

域
を
学

ぶ
貴

重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
継

続
し
て
実

施
し
た
い
。
コ
ー
ス
作

り
や

問
題

作
り
を
行

う
際

に
、
公

民
館

委
員

で
下

見
や

打
ち
合

わ
せ

な
ど
を
重

ね
て
制

作
す
る
こ

と
が

学
習

の
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
の

で
、
今

後
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
３
５
回
橋
南
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
地

区
費

継
続

1
2
8

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

3
月

2
8
日

橋
南

地
区

内

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
飯

田
街
の
街
の
作
り
や

史
跡

を
実

際
に
歩

い
て
見

学
し
、

先
人

達
が

ま
ち
づ
く
り
に
込

め
た
考
え
方
や
知

恵
を
学

ぶ

実 施 内 容

橋
南

地
区

内
に
残

る
桜

の
銘

木
に
つ
い
て
、
周

辺
史

跡
な
ど
の

見
学

、
解

説
を
交

え
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

っ
た
。

「
橋

南
桜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
　
ガ
イ
ド
：
伊

丹
　
和

香
　
氏

評 価

【
成

果
と
課

題
】

今
年
度
は
、
橋
南
だ
け
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の

分
一

つ
の

場
所

を
丁

寧
に
説

明
す
る
よ
う
に
講

師
と
打

ち
合

わ
せ

を
行

っ
て
実

施
し
た
。
桜

だ
け
で
な
く
、
周

辺
の

史
跡

や
歴

史
も
同

時
に
説

明
し
て
も
ら
い
学

ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
も
講

師
と
相

談
し
な
が

ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
参

加
し
て
い
な
い
層

に
も
参

加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
事

業
内

容
も
講

師
と
相

談
し
な
が

ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

橋
南
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

市
・
地

継
続

1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

1
1
月

2
8
日

～
1
2
月

4
日

り
ん
ご
庁

舎

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
公

民
館
活
動
の
学
習
成

果
の

発
表

と
地

域
学

習
の

場
を

提
供

す
る
こ
と
を
目

的
と
す

る

実 施 内 容

例
年

で
あ
れ

ば
、
地

区
内

の
多

く
の

団
体

に
協

力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
盛

大
に
実

施
を

し
て
い
る
が

、
今

年
度

は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
団

体
ま
た
個

人
の

作
品

展
示

の
み

で
の

実
施

と
し
た
。

例
年
は
２
日
間
の
開
催
だ
が
、
密
を
避
け
て
の
見
学
を
実
施
す
る
た
め
に
り
ん
ご
庁
舎

３
階

を
借

り
て
１
週

間
連

続
し
て
展

示
を
行

っ
た
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
対

策
の

た
め
、
今

年
度

は
展

示
の

み
実

施
し
た
。
来

場
者

か
ら
は

、
自

分
の

時
間

が
で

き
た
時

に
ゆ
っ
く
り
見

る
こ
と
が

で
き
て
よ
か

っ
た
な
ど
の

感
想

を
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
展

示
の

み
に
な
っ
た
こ
と
で
寂

し
さ
を
言

葉
に
し
た
方

も
い
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
の

状
況

も
見

な
が

ら
例

年
通

り
の

催
し
物

や
展

示
を
実

施
し
た
い
。
参

加
者

の
意

見
を
取

り
入

れ
な
が

ら
企

画
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

第
２
５
回
橋
南
文
化
祭

市
・
地

継
続

1
2
0
0

2
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

8
,3
7
6

7
月

1
8
日

（
中

止
）

橋
南

地
区

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
場
所
で
プ
ロ
の

演
奏

家
に
よ
る
音

楽
を
楽

し
め

る
機
会
の
創
出
を
図

る
。

実 施 内 容

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
の

３
公

民
館

が
共

催
し
、
各

公
民

館
の

文
化

委
員

を
中

心
と
し

た
専

門
委

員
が

協
力

し
て
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

演
奏

予
定

者
：
F
lo
re
sc
e
r（
フ
ロ
ー
ル

セ
ー
ル

）
評 価

【
成

果
と
課

題
】

　
例

年
、
高

レ
ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を
身

近
な
場

所
で
楽

し
む
機

会
と
し
て
、
地

区
の

方
々

に
親

し
ま
れ

て
い
た
が

、
感

染
症

の
拡

大
防

止
の

た
め
、
今

年
度

は
中

止
と
な
っ
た
。
プ
ロ
の

音
楽

家
に
よ
る
演

奏
を
聴

く
機

会
の

提
供

は
、
地

区
公

民
館

に
と
っ
て
貴

重
な
機

会
で
あ
る
た

め
、
次

年
度

も
３
公

民
館

で
相

談
し
な
が

ら
進

め
て
い
き
た
い
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

　
地

区
住
民

に
プ
ロ
の

音
楽

家
の

演
奏

を
身

近
な
場

所
で
聴

く
貴

重
な
機

会
と
し
て
、
３
公

民
館

で
相

談
し
な
が

ら
、
前

向
き
に
取

り
組

ん
で
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

9
月

2
8
日

～
2
月

2
8
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
コ

ロ
ナ
禍

で
も
負
け
な
い
機

運
の
醸
成
を
図
り
、
も
っ
て

当
地
区
の
活
性
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
館

報
の

誌
面

づ
く
り
か

ら
発

展
し
た
取

り
組

み
。

コ
ロ
ナ
禍

で
地

区
全

体
に
閉

塞
感

を
感

じ
る
と
い
う
意

見
か

ら
、
同

じ
く
つ
ら
い
思

い
を
し

て
い
る
追

手
町

小
学

校
の

6
年

生
に
協

力
を
依

頼
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
お
互

い
に
頑

張
れ

る
言

葉
を
募

集
し
た
。
標
語

は
公

民
館

の
掲

示
板

に
1
週

間
ご
と
掲

示
し
た
。

６
年

生
参

加
人

数
：
2
0
名

評 価

【
成

果
と
課

題
】

子
ど
も
達
が

地
域

に
か

け
る
言

葉
は

と
て
も
評

判
が

よ
く
、
公

民
館

の
前

の
交

差
点

を
通

る
た

び
に
「
頑

張
ろ
う
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
と
の

声
を
い
た
だ
い
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
☑
縮
小

日
頃

の
公

民
館

活
動

か
ら
生

ま
れ

た
事

業
で
あ
る
た
め
今

回
で
区

切
り
と
な
る
が

、
掲

示
板

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲

示
す
る
事

は
有

効
だ
と
感

じ
て
い
る
の

で
、
こ
れ

か
ら
も
活

用
し
て
い
き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

言
葉

を
飾

ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
区

費
新

規
2
2

3
2

3
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

実
施

内
容

参
照

橋
南

公
民

館
　
他

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
を
知
り
、
考
え
る
き
っ
か

け
作
り
を
目
指
す

実 施 内 容

公
民

館
館

報
委

員
を
中
心

に
企

画
や

編
集

作
業

を
実

施
。
単

な
る
広

報
で
な
く
、
地

域
の

課
題

に
目

を
向

け
た
紙

面
作

り
を
心

掛
け
て
発

行
。
１
号

発
行

に
つ
き
、
館

報
委

員
会
を
原
則
３
回
開
催
。

【
発

行
日

】
1
7
号

（
6
/
3
0
）
、
1
8
号

（
9
/
1
0
）
、
1
9
号

（
1
0
/
2
7
）
、
2
0
号

（
2
/
2
2
）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
禍

で
例

年
と
同

じ
誌

面
が

難
し
い
か

ら
こ
そ
、
委

員
全

員
で
話

し
合

い
が

生
ま
れ

、
こ
れ

ま
で
に
な
い
記

事
が

い
く
つ
も
生

ま
れ

た
。
こ
れ

に
よ
り
、
委

員
全

員
で
作

り
上

げ
る
意

識
が

高
ま
っ
た
と
感

じ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

誌
面

を
モ
ノ
ク
ロ
か

ら
カ
ラ
ー
に
変

更
し
、
住

民
の

方
に
見

や
す
い
誌

面
と
し
た
い
。
ま
た
、
日

常
の

生
活

か
ら
地

域
課

題
を
掘

り
起

こ
せ

る
よ
う
な
館

報
づ
く
り
を
意

識
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報
橋
南
の
編
集

地
区

費
継

続
1
6

9
6

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
1

-

事
業

名

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
各

町
総
参
加
で
健
康
の

増
進

と
住
民
相
互
の
交

流
を
図

り
、
も
っ
て
当
地
区
の
活
性

化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る

実 施 内 容

橋
南

地
区

全
体

で
取

り
組

む
年

一
度

の
一

大
事

業
と
し
て
計

画
。
単

独
町

内
、
ま
た
は

近
隣
町
内
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
４
１
あ
る
全
町
内
が
参
加
す
る
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り

ま
で
参

加
で
き
る
各

種
競
技

、
い
く
つ
か

の
町

内
で
組

ん
だ
チ
ー
ム
対

抗
の

競
技

を
計

画
。
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

が
主

催
し
、
公

民
館

が
主

管
す
る
。
体

育
委

員
が

主
導

し
、
公

民
館

、
育

成
部

、
各

町
内
選

出
の

運
営

委
員

が
運

営
に
あ
た
る
計

画
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検

討
過

程
】

6
/
2
4
（
水

）
、
7
/
2
2
（
水

）
、
7
/
2
1
（
火

）
、
8
/
2
7
（
木

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

感
染

症
対

策
を
し
な
が

ら
の

運
動

会
の

実
施

に
つ
い
て
、
公

民
館

委
員

と
検

討
。
高

齢
な
方

が
多

い
事

、
運

営
に
不

安
が

あ
り
実

施
で
き
る
状

況
で
は

な
い
と
の

判
断

か
ら
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

地
区

と
し
て
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

運
動

会
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。
競

技
の

変
更

な
ど
の

開
催

内
容

を
地

区
全

体
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
３
３
回
橋
南
連
合
大

運
動

会
地

区
費

継
続

3
1
0
月

1
1
日

（
中

止
）

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

− 42 −



橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

1
4
5

夏
休

み
期

間
の

月
曜

、
水

曜
、

金
曜

（
お

盆
は

除
く
）

橋
南

公
民

館

目 的

夏
休

み
中

の
子

ど
も

た
ち

を
対

象
に

安
全

・
安

心
な

活
動

拠
点

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
社

会
性

、
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

夏
休

み
中

の
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

を
行

い
、

あ
わ

せ
て

、
異

年
齢

の
子

ど
も

達
が

団
結

、
協

力
し

て
取

り
組

む
こ

と
の

で
き

る
さ

ま
ざ

ま
な

企
画

を
行

う
予

定
で

あ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
。

・
開

催
予

定
日

：
夏

休
み

期
間

中
の

1
0
日

間
前

後
（
お

盆
、

休
日

な
ど

は
除

く
）

・
開

催
時

間
：
９

時
か

ら
1
1
時

3
0
分

ま
で

・
運

営
体

制
：
放

課
後

子
ど

も
教

室
ス

タ
ッ

フ
及

び
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
各

部
の

委
員

。
追

手
町

小
学

校
か

ら
毎

日
1
名

、
先

生
が

参
加

し
子

ど
も

達
の

学
習

の
補

助
を

行
う

。
【
検

討
過

程
】

7
/
2
1
（
火

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

実
施

に
つ

い
て

、
小

学
校

並
び

に
放

課
後

子
ど

も
教

室
ス

タ
ッ

フ
と

検
討

。
ス

タ
ッ

フ
が

高
齢

な
方

が
多

い
事

、
運

営
に

不
安

が
あ

り
実

施
で

き
る

状
況

で
は

な
い

と
の

判
断

か
ら

中
止

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
子

ど
も

達
の

夏
休

み
の

居
場

所
と

し
て

、
感

染
症

対
策

を
し

た
う

え
で

の
実

施
を

検
討

し
て

い
く
。

内
容

の
変

更
な

ど
を

ス
タ

ッ
フ

で
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

夏
休

み
子

ど
も

教
室

市
・
地

継
続

1
2
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
5

原
則

第
１

、
第

３
水

曜
日

追
手

町
小

学
校

目 的

放
課

後
の

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
、

安
全

・
安

心
な

活
動

拠
点

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
社

会
性

、
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

放
課

後
の

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

を
行

い
、

あ
わ

せ
て

、
異

世
代

と
の

活
動

の
中

で
、

社
会

性
、

協
調

性
を

育
む

こ
と

が
で

き
る

さ
ま

ざ
ま

な
企

画
を

行
っ

た
。

他
の

学
校

で
の

教
室

と
は

異
な

り
、

登
録

制
は

取
ら

ず
、

毎
回

申
込

制
と

し
て

い
る

。
【
開

催
概

要
】

4
月

～
9
月

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
 ①

1
0
/
7
開

講
式

 仲
良

し
ゲ

ー
ム

②
1
1
/
4
シ

ー
ル

ア
ー

ト
を

楽
し

も
う

③
1
1
/
2
5
シ

ー
ル

ア
ー

ト
を

楽
し

も
う

(2
)、

ボ
ー

ル
遊

び
④

1
2
/
9
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
を

楽
し

も
う

⑤
1
2
/
1
6
ボ

ー
ル

遊
び

を
楽

し
も

う
⑥

3
/
3
バ

ト
ミ

ン
ト

ン
を

楽
し

も
う

、
閉

講
式

運
営

体
制

：
地

域
住

民
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

に
よ

り
運

営
。

定
期

的
に

運
営

委
員

会
、

ス
タ

ッ
フ

会
を

開
催

。
（
3
/
1
1
、

7
/
2
1
、

9
/
1
7
、

1
1
/
1
8
、

2
/
2
4
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
参

加
す

る
子

ど
も

達
に

つ
い

て
、

接
す

る
中

で
様

々
な

課
題

な
ど

が
出

て
く
る

と
ス

タ
ッ

フ
の

中
で

ど
う

し
た

ら
い

い
か

の
話

し
合

い
や

共
有

が
図

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
子

供
を

ス
タ

ッ
フ

全
員

で
見

守
る

機
運

が
高

ま
っ

て
い

る
と

感
じ

て
い

る
。

今
後

も
、

前
例

踏
襲

で
は

な
く
ス

タ
ッ

フ
と

知
恵

を
出

し
合

い
な

が
ら

運
営

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
学

校
と

自
宅

以
外

で
の

居
場

所
と

し
て

、
子

ど
も

達
に

と
っ

て
も

充
実

し
た

時
間

に
な

っ
て

い
る

と
感

じ
て

い
る

た
め

、
来

年
度

も
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

放
課

後
子

ど
も

教
室

市
・
地

継
続

1
1

2
2
0

3
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
,3

7
6

3
月

1
4
日

飯
田

市
公

民
館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
を

知
り

愛
着

を
深

め
る

こ
と

を
目

指
す

。

実 施 内 容

東
中

学
校

区
三

館
合

同
事

業
と

し
て

実
施

。
2
0
1
9
年

に
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

で
銃

撃
さ

れ
て

死
去

し
た

中
村

哲
さ

ん
の

活
動

や
、

私
た

ち
に

伝
え

よ
う

と
し

て
い

た
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
つ

い
て

の
講

演
会

を
行

っ
た

。
演

題
：
「
追

悼
　

中
村

哲
医

師
が

遺
し

た
も

の
」

講
師

：
青

木
隆

幸
氏

（
飯

田
市

美
術

博
物

館
専

門
研

究
員

）

【
検

討
経

過
】

1
2
/
1
6
　

３
館

正
副

委
員

長
打

合
せ

評 価

【
成

果
と

課
題

】
中

村
さ

ん
の

生
き

方
か

ら
、

今
の

社
会

に
つ

い
て

、
豊

か
さ

と
は

何
か

、
人

間
の

仕
事

と
は

何
か

、
こ

れ
か

ら
ど

う
生

き
る

か
な

ど
、

様
々

な
こ

と
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
こ

と
が

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

分
か

っ
た

。
コ

ロ
ナ

対
策

を
し

な
が

ら
実

施
し

た
こ

と
に

対
し

感
謝

の
声

も
聞

か
れ

、
学

び
の

機
会

を
欲

し
て

い
る

人
が

多
い

こ
と

も
う

か
が

え
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
３

館
文

化
部

で
話

し
合

い
、

地
域

に
つ

い
て

学
び

直
す

機
会

や
、

新
し

い
物

を
得

ら
れ

る
機

会
と

な
る

よ
う

企
画

し
て

い
く
。

丘
の

上
５

館
で

取
り

組
む

こ
と

も
視

野
に

い
れ

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

(橋
北

・
橋

南
・
東

野
）
３

館
合

同
文

化
講

演
会

地
区

費
継

続
3

8
2

6
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0
5

1
月

1
0
日

（
延

期
）

飯
田

市
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

学
習

の
場

を
つ

く
り

、
活

動
を

通
じ

て
地

域
へ

の
愛

着
、

誇
り

を
持

て
る

よ
う

な
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

は
令

和
３

年
８

月
以

降
に

延
期

し
た

が
、

新
成

人
有

志
、

公
民

館
委

員
等

で
組

織
す

る
実

行
委

員
会

体
制

で
次

の
内

容
を

実
施

。
・
成

人
式

実
行

委
員

会
を

開
催

し
、

成
人

式
の

企
画

、
準

備
・
成

人
実

行
委

員
に

よ
る

地
域

学
習

の
実

施
　

（
学

習
テ

ー
マ

「
お

練
り

ま
つ

り
を

学
ぼ

う
」
）

【
実

行
委

員
会

開
催

】
９

月
～

３
月

ま
で

に
計

1
1
回

開
催

し
、

延
べ

8
3
人

参
加

評 価

【
成

果
と

課
題

】
1
月

1
0
日

の
開

催
に

向
け

て
、

感
染

症
対

策
を

し
な

が
ら

も
思

い
出

に
残

る
成

人
式

と
な

る
よ

う
、

工
夫

を
凝

ら
し

た
内

容
で

主
体

的
に

計
画

し
、

地
区

実
行

委
員

も
新

成
人

た
ち

の
想

い
に

出
来

る
限

り
添

え
る

形
で

の
式

典
準

備
を

進
め

た
。

新
成

人
の

地
域

活
動

へ
参

加
等

も
含

め
て

、
地

域
と

の
関

わ
り

を
深

め
な

が
ら

、
延

期
日

で
の

開
催

に
向

け
て

活
動

し
て

い
く
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

令
和

３
年

８
月

以
降

に
延

期
さ

れ
た

成
人

式
に

向
け

て
、

新
成

人
実

行
委

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

し
な

が
ら

、
開

催
に

向
け

た
企

画
・
準

備
を

進
め

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

橋
北

・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

1
1

8
3

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

1
4
5

8
月

8
日

（
中

止
）

橋
南

公
民

館

目 的

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、

多
様

な
体

験
活

動
を

提
供

し
、

児
童

の
協

調
性

を
育

む

実 施 内 容

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
の

方
に

講
師

を
依

頼
し

、
現

在
で

は
小

学
校

で
行

わ
れ

な
く
な

っ
た

飯
ご

う
炊

さ
ん

を
実

施
す

る
べ

く
計

画
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
。

講
師

：
福

澤
勝

 氏
（
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

飯
田

第
一

団
 団

員
長

）
　

　
　

　
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

飯
田

第
一

団
の

皆
様

公
民

館
委

員
だ

け
で

な
く
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
ス

タ
ッ

フ
や

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

役
員

も
運

営
に

携
わ

っ
た

。
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

に
所

属
す

る
中

学
生

や
高

校
生

も
各

班
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
入

っ
て

も
ら

い
、

小
学

生
の

指
導

を
依

頼
し

た
。

【
検

討
過

程
】

6
/
2
4
（
水

）
、

7
/
2
2
（
水

）
、

8
/
5
（
水

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

実
施

に
つ

い
て

、
小

学
校

並
び

に
公

民
館

委
員

、
育

成
部

員
と

検
討

。
事

前
の

参
加

者
と

の
約

束
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

者
が

市
内

で
発

生
し

て
い

な
い

事
が

条
件

だ
っ

た
た

め
、

実
施

で
き

る
状

況
で

は
な

い
と

の
判

断
か

ら
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
学

校
・
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
「
体

験
」
を

さ
せ

て
あ

げ
る

こ
と

が
非

常
に

重
要

だ
と

感
じ

て
い

る
。

夏
休

み
に

子
供

た
ち

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
事

業
と

し
て

、
感

染
症

対
策

を
し

た
う

え
で

の
実

施
を

検
討

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

飯
ご

う
炊

さ
ん

地
区

費
継

続
3

5
5

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
5

4
月

1
0
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
飯

田
の

大
火

を
忘

れ
ず

、
日

々
の

生
活

の
中

で
も

防
火

の
意

識
を

高
め

る

実 施 内 容

例
年

、
飯

田
大

火
が

発
生

し
た

４
月

下
旬

に
地

区
内

の
各

種
団

体
が

協
力

し
て

、
防

火
啓

発
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
防

火
に

関
す

る
標

語
の

募
集

の
み

実
施

。
・
防

火
に

関
す

る
標

語
の

募
集

　
追

手
町

小
学

校
児

童
を

対
象

に
防

火
標

語
を

募
集

評 価

【
成

果
と

課
題

】
防

火
標

語
を

地
元

小
学

生
か

ら
募

集
す

る
こ

と
で

、
子

供
た

ち
が

地
域

の
歴

史
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

に
な

っ
て

い
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
大

火
発

生
か

ら
長

い
年

月
が

経
過

し
、

経
験

を
伝

え
ら

れ
る

方
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

中
で

、
橋

南
地

区
の

歴
史

を
学

習
を

す
る

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
継

続
し

て
実

施
を

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

お
ひ

ま
ち

地
区

費
継

続
1

1
4
5

1
4
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
5

原
則

第
2
金

曜
橋

南
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
に

伝
わ

る
伝

統
文

化
・

芸
能

の
継

承
を

目
指

す
と

共
に

、
郷

土
へ

の
愛

情
を

育
む

機
会

と
す

る

実 施 内 容

松
尾

町
１

丁
目

に
伝

わ
る

伝
統

芸
能

の
「
松

一
獅

子
舞

」
を

復
活

さ
せ

、
後

世
に

伝
え

て
い

く
た

め
、

地
元

自
治

会
と

協
力

し
な

が
ら

、
獅

子
舞

を
学

び
、

技
を

継
承

し
て

い
く
。

小
学

生
か

ら
一

般
を

対
象

に
参

加
者

を
募

集
し

、
毎

月
第

２
金

曜
日

に
練

習
を

実
施

。
講

師
：
松

尾
町

１
丁

目
自

治
会

、
森

田
梅

泉
氏

【
実

施
日

】
4
/
1
0
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

5
/
8
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

6
/
2
6
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

7
/
1
7
、

7
/
2
8
、

8
/
7
、

9
/
1
1
、

1
0
/
9
、

1
1
/
6

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

1
2
/
1
1
（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

1
/
8

（
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

）
、

2
/
1
9
、

3
/
1
2

評 価

【
成

果
と

課
題

】
舞

い
の

練
習

と
お

囃
子

の
練

習
を

そ
れ

ぞ
れ

別
の

日
に

開
催

す
る

こ
と

で
、

練
習

量
の

増
加

を
目

指
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

十
分

な
練

習
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
が

地
区

内
外

で
知

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
声

が
か

か
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
子

ど
も

達
の

中
で

は
小

学
校

や
中

学
校

を
卒

業
し

て
も

続
け

て
く
れ

る
子

が
お

り
、

伝
統

文
化

継
承

に
向

け
て

少
し

ず
つ

進
ん

で
い

る
と

思
う

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
高

齢
化

な
ど

に
よ

り
伝

統
を

伝
え

る
側

の
体

制
の

不
安

定
さ

は
変

わ
っ

て
お

ら
ず

、
今

後
長

く
活

動
を

継
続

し
て

い
く
た

め
の

方
法

を
引

き
続

き
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

伝
統

文
化

教
室

　
「
松

一
獅

子
舞

教
室

」
地

区
費

継
続

7
7
0

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
5

原
則

第
3
金

曜
日

（
中

止
）

追
手

町
小

学
校

講
堂

目 的

青
少

年
を

対
象

に
、

地
区

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

・
芸

能
の

継
承

を
目

指
す

と
共

に
、

郷
土

へ
の

愛
情

を
育

み
、

健
全

育
成

を
図

る

実 施 内 容

中
央

通
り

に
伝

わ
る

伝
統

芸
能

の
「
天

龍
太

鼓
」
を

学
び

、
そ

の
技

を
継

承
す

る
。

練
習

を
通

じ
て

、
礼

儀
作

法
を

身
に

つ
け

、
青

少
年

の
健

全
育

成
に

つ
な

げ
る

ほ
か

、
異

年
齢

間
交

流
の

場
と

し
て

実
施

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

今
年

度
は

実
施

せ
ず

。
講

師
：
天

龍
太

鼓
打

ち
手

会
評 価

【
成

果
と

課
題

】
文

化
継

承
と

い
う

点
か

ら
み

る
と

、
中

学
生

に
な

る
と

卒
業

し
て

し
ま

う
子

が
多

く
い

る
の

で
、

長
い

目
で

見
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
天

龍
太

鼓
の

打
ち

手
会

の
方

も
高

齢
化

や
人

数
の

減
少

と
い

う
課

題
を

持
っ

て
お

り
、

ど
の

よ
う

な
や

り
方

が
良

い
の

か
考

え
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
実

施
に

つ
い

て
課

題
が

多
く
あ

り
、

今
後

に
つ

い
て

検
討

を
重

ね
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

伝
統

文
化

教
室

　
「
天

龍
太

鼓
子

ど
も

教
室

」
地

区
費

継
続

-
-

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

− 44 −



橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
8

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,6
4
3

1
2
月

6
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
伝

統
文

化
の

継
承

と
世

代
間

の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

地
元

の
住

民
の

方
を
講

師
に
迎

え
、
若

い
世

代
が

ほ
と
ん
で
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
伝

統
的

な
正

月
行

事
の

一
つ
で
あ
る
「
し
め
縄

」
を
伝

え
る
機

会
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。
参

加
対

象
を
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で
と
す
る
こ
と
で
、
地

域
の

中
で
の

生
活

の
技

の
伝

承
と
、

世
代

間
交

流
の

場
と
し
た
。

講
師
　
林
　
清
實
　
氏

評 価

【
成

果
と
課

題
】

子
ど
も
か
ら
高

齢
の

方
ま
で
幅

広
い
年

代
の

参
加

が
あ
り
、
作

成
を
し
な
が

ら
昔

話
を
話

し
た

り
す
る
な
ど
、
世

代
間

交
流

の
面

か
ら
も
良

い
機

会
と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

正
月

の
伝

統
を
子

供
達

に
伝

え
て
い
く
こ
と
は

大
切

な
こ
と
だ
と
感

じ
る
の

で
、
育

成
部

と
相

談
を
し
な
が

ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

し
め
縄

づ
く
り
講

習
会

地
区

費
継

続
1

2
6

2
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

7
月

1
8
日

（
中

止
）

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
に
暮
ら
す
、
全
て
の

住
民

が
幅

広
く
参

加
し
、
夏

の
一
夜
を
楽
し
み
、
ふ

れ
あ

い
、
交
流
す
る
機

会
と
す

る
。
併
せ
て
橋
南
地

域
の

活
性

化
の

一
助

と
す
る
。

実 施 内 容

月
1
回

行
わ

れ
て
い
る
「
り
ん
ご
並

木
歩

行
者

天
国

」
の

7
月

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
計

画
。

公
民

館
、
自

治
委

員
会

（
各

町
自

治
会

長
）
に
よ
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
橋

南
連

合
青

壮
年

会
の

屋
台

、
ス
テ
ー
ジ
で
は

太
鼓

の
演

奏
や

子
供

向
け
の

科
学

実
験

教
室

、
り
ん
ご

並
木

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
各

種
販

売
ブ
ー
ス
、
仕

掛
け
花

火
な
ど
、
地

域
住

民
の

交
流

の
場

と
す
る
と
共

に
、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

に
向

け
た
取

り
組

み
と
し
て

計
画

し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

・
運

営
体

制
：
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

主
催

、
公

民
館

は
主

管
。
飯

田
東

中
学

校
の

生
徒

も
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。

【
検

討
過

程
】

4
/
2
4
（
金

）
、
6
/
1
6
（
火

）
、
6
/
2
4
（
水

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

感
染

症
対

策
を
し
な
が

ら
の

夏
祭

り
の

実
施

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

、
公

民
館

委
員

と
検

討
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

延
期

と
な
っ
た
こ
と
、
参

加
者

が
不

特
定

多
数

と
な
る
こ
と
か

ら
運

営
に
不

安
が

あ
り
実

施
で
き
る
状

況
で
は

な
い
と
の

判
断

か
ら
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

地
区

と
し
て
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

夏
祭

り
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。
開

催
内

容
に

つ
い
て
地

区
全

体
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

第
１
６
回
橋
南
夏
ま
つ
り

地
区

費
継

続
3

7
4

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
4

7
月

1
4
日

、
1
1
月

3
0
日

追
手

町
小

学
校

　
他

目 的

子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
科

学
教
室
を
行
い
、
科
学
を

身
近

に
感

じ
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
地

域
の

様
々

な
人

た
ち
と
の

交
流

を
通

じ
て
、

ふ
る
さ
と
へ

の
愛

着
や

生
き
る
力
を
育
む
。

実 施 内 容

子
ど
も
達

に
日

頃
で
き
な
い
体

験
す
る
こ
と
で
、
科

学
へ

の
興

味
の

向
上

、
リ
ニ
ア
時

代
に
向

け
た
将

来
の

希
望

を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実

施
。

7
/
1
4
　
　
小
学
5
年
生
　
　
　
　
　
｢ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
制
作
｣

　
　
　
　
　
小
学
4
年
生
　
　
　
　
　
「
リ
ニ
ア
実
験
と
超
低
温
の
不
思
議
な
世
界
」

1
1
/
3
0
　
小

学
6
年

生
　
　
　
　
　
「
モ
デ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
制

作
と
打

上
げ
」

共
催

：
追

手
町

小
学

校
、
お
も
し
ろ
科

学
工

房
、
橋

南
公

民
館

・
育

成
委

員
会

講
師

：
お
も
し
ろ
科

学
工
房

【
検

討
過

程
】

7
/
1
3
（
月

）
、
1
1
/
4
（
水

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

普
段

で
き
な
い
体

験
を
す
る
中

で
、
科

学
へ

の
興

味
を
高

め
る
機

会
と
な
っ
た
。
科

学
の

面
白

さ
や

不
思

議
さ
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ア
新

幹
線

開
通

時
の

将
来

に
思

い
を
巡

ら
せ

る
時

間
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
４
～

６
年

生
と
学

年
が

あ
が
る
た
び
に
内
容
の
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
ベ
ル

も
変

わ
っ
て
い
く
の

で
、
下

級
生

が
楽

し
み

に
し
て
い
る
要

因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

小
学

生
に
と
っ
て
有

意
義

な
時

間
と
な
る
よ
う
、
各

団
体

と
連

携
を
と
っ
て
い
く
。
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

追
手
町
小
学
校
科
学
実

験
教

室
地

区
費

継
続

4
7
4

6
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
5

8
月

8
日

橋
南

地
区

内

目 的

小
学
校
児
童
を
対
象

に
、

多
様
な
体
験
活
動
を
提

供
し
、
児
童
の
協
調
性

を
育

む

実 施 内 容

飯
ご
う
炊

さ
ん
に
関

連
し
た
事

業
と
し
て
実

施
。
飯

ご
う
炊

さ
ん
で
使

用
す
る
野

菜
を
収

穫
か

ら
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
地

元
農

家
に
協

力
を
依

頼
し
実

施
し
た
。

講
師

：
平

沢
庄

司
　
氏

【
検

討
過

程
】

6
/
2
4
（
水

）
、
7
/
2
2
（
水

）
、
8
/
5
（
水

）
評 価

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
禍

で
出

か
け
ら
れ

な
い
子

供
た
ち
に
と
っ
て
、
夏

休
み

の
思

い
出

と
な
る
貴

重
な
事

業
で
あ
り
、
日
頃

食
べ

て
い
る
食

べ
物

を
作

る
方

の
大

変
さ
を
知

る
機

会
に
も
な
っ
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

学
校

・
家

庭
で
は

な
か

な
か

で
き
な
い
「
体

験
」
を
さ
せ

て
あ
げ
る
こ
と
が

非
常

に
重

要
だ
と
感

じ
て
い
る
。
夏

休
み

に
子

供
た
ち
が

楽
し
み

に
し
て
い
る
事

業
と
し
て
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う

え
で
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

い
も
ほ
り
体
験

地
区

費
新

規
4

7
8

2
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

− 45 −



橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
9

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,6
4
3

1
月

4
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
伝

統
文

化
の

継
承

と
世

代
間

の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

小
学

生
か

ら
高

齢
者

を
対

象
に
、
正

月
行

事
で
あ
る
書

初
め
を
実

施
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
対

策
の

た
め
、
書

き
初

め
が

終
わ

っ
た
後

の
お
し
る
こ
や

お
雑

煮
を
食

べ
る
こ
と
は

取
り
止

め
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の

み
実

施
し
交

流
し
た
。
完

成
し
た
書

き
初

め
は

、
１
枚

を
公

民
館

に
展

示
し
、
地

域
の

人
に
見

て
頂

い
た
。

講
師

：
芙

蓉
の

会
（
社

会
教

育
団

体
の

書
道

グ
ル

ー
プ
）

【
検

討
過

程
】

1
1
/
1
8
（
水

）
、
1
1
/
2
6
（
木

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

今
年

度
は

コ
ロ
ナ
禍

で
外

出
を
控

え
て
い
る
事

も
あ
り
、
多

く
の

小
中

学
生

の
参

加
が

あ
っ

た
。
子

供
達

は
張

り
詰

め
た
空

気
の

中
で
真

剣
に
創

作
し
て
お
り
、
普

段
は

長
時

間
の

集
中

が
難

し
い
子

も
一

生
懸

命
に
書

い
て
い
る
姿

が
見

ら
れ

る
。
大

勢
が

集
ま
っ
て
も
集

中
し
て
行

う
こ
と
は

非
常

に
素

晴
ら
し
い
事

だ
と
、
参

加
し
た
大

人
も
驚

い
て
い
る
場

面
が

あ
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

参
加

者
の

親
か

ら
も
評

判
が

よ
い
の

で
継

続
し
て
実

施
す
る
。
「
宿

題
を
片

づ
け
る
場

」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
年

中
行

事
と
し
て
の

意
味

も
考

え
る
場

と
し
て
行

え
る
と
良

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

書
き
初
め

地
区

費
継

続
3

7
1

3
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

1
2
月

1
3
日

橋
南

公
民

館

目 的

地
域
住
民
、
特
に
青

少
年

を
対
象
に
、
伝
統
的

な
行

事
で
あ
る
も
ち
つ
き
を
体

験
し
異
年
齢
間
の
交

流
、
健

全
育
成
を
図
る

実 施 内 容

家
庭

で
は

行
わ

な
く
な
っ
た
臼

と
杵

を
使

っ
て
の

も
ち
つ
き
を
体

験
で
き
る
よ
う
計

画
。
例

年
小

学
生

と
そ
の

親
を
中

心
に
多

く
の

参
加

者
が

あ
り
、
1
2
月

の
地

域
行

事
と
し
て
子

供
か

ら
大

人
ま
で
家

族
み

ん
な
で
楽

し
む
こ
と
の

で
き
る
行

事
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
米

も
釜

と
セ
イ
ロ
を
使

い
薪

の
火

で
蒸

す
こ
と
で
、
昔

な
が

ら
の

も
ち
つ
き
を
体

験
し

た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感

染
防

止
の

た
め
、
つ
い
た
餅

を
そ
の

場
で
食

べ
る
事

は
せ

ず
、
正

月
の

お
供

え
も
ち
の

み
を
作

り
各

家
庭

へ
持

ち
帰

っ
た
。

【
検

討
過

程
】

1
0
/
3
0
（
金

）
、
1
1
/
1
8
（
水

）
、
1
1
/
2
6
（
木

）

評 価

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
禍

で
の

実
施

に
つ
い
て
、
委

員
で
話

し
合

い
を
重

ね
て
実

施
が

で
き
た
。
参

加
者

も
日

頃
で
き
な
い
体

験
が

で
き
る
た
め
臼

の
周

り
に
集

ま
り
積

極
的

に
参

加
す
る
姿

が
見

ら
れ

た
。

か
が

み
餅

を
家

に
飾

り
、
家

族
の

会
話

創
出

に
も
繋

が
っ
た
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

橋
南

地
区

は
そ
の

土
地

柄
か

ら
、
各

家
庭

で
も
ち
つ
き
を
行

わ
な
い
世

帯
が

多
い
。
家

庭
で

難
し
く
な
っ
て
い
る
体

験
を
地

域
が

担
う
こ
と
は

重
要

だ
と
考

え
る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

も
ち
つ
き
大
会

地
区

費
継

続
4

1
4
6

8
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

実
施

内
容

参
照

橋
南

地
区

内

目 的

飯
田
O
ID
E
長
姫
高
校
生
と

地
域
住
民
が
、
活
動
を
通

じ
て
学

び
育

ち
合

う
こ
と
で

よ
り
よ
い
地
域
を
作
る

実 施 内 容

高
校

生
が

地
域

を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
飯

田
の

特
徴

で
あ
る
「
自

治
」
に
触

れ
る
こ
と
で
、
地

域
社

会
へ

の
理

解
を
深
め
、
自

身
の

在
り
方

を
考

え
る
こ
と
を
目

的
に
実

施

6
月

～
8
月

　
　
橋

南
地

区
を
実

際
に
歩

い
て
、
橋

南
地

区
を
調

べ
る
。

9
月

～
1
1
月

　
橋

南
地

区
将

来
構

想
推

進
Ｐ
Ｊ
と
共

に
、
動

物
園

を
中

心
と
し
た
街

中
の

回
遊

に
つ
い
て
な
に
か

で
き
な
い
か

検
討

1
2
月
1
2
日
、
1
2
月
1
3
日
　
子
ど
も
祭

り
　
を
2
日
間
実
施

こ
の

活
動

に
は

、
橋

南
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

、
橋

南
地

区
将

来
構

想
推

進
Ｐ
Ｊ
、
飯

田
市

立
動

物
園

、
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
、
飯

田
市

美
術

博
物

館
、
信

南
交

通
㈱

、
長

姫
製

印
社

な
ど
の

協
力

を
得

て
実

施
し
た
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

橋
南

地
区

の
将

来
構

想
に
掲

載
し
て
あ
る
課

題
に
つ
い
て
解

決
し
た
い
と
い
う
想

い
の

基
、

様
々

な
方

の
協

力
を
得

な
が

ら
活

動
を
行

っ
た
。
高

校
生

が
地

域
の

大
人

と
関

わ
り
な
が

ら
、

大
変

な
が

ら
も
楽
し
く
活

動
し
て
い
く
中

で
、
高

校
の

日
常

生
活

で
は

学
ぶ

こ
と
の

で
き
な
い
社

会
の

リ
ア
ル

を
経

験
を
し
て
い
く
姿

を
見

る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
も
、
「
関

わ
る
方

全
員

で
楽

し
く
」
「
地

域
の

方
と
の

繋
が

り
を
深

く
持

ち
な
が

ら
」
「
振

り
返

り
」
を
大
切

に
、
事

業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域
人
教
育

地
区

費
継

続
2
6

2
0
8

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

橋
南
公
民
館
移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
区

費
新

規
6

2
,6
4
3

1
3
5

実
施

内
容

参
照

橋
南

公
民

館
　
他

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
橋

南
公
民
館
の
移
転
を
検

討
し
て
い
く
中

で
、
今

後
の

橋
南

地
区

と
公

民
館

活
動

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作

る

実 施 内 容

こ
れ

ま
で
多

く
の

課
題

が
あ
っ
た
橋

南
公

民
館

に
つ
い
て
、
り
ん
ご
庁

舎
へ

の
移

転
を

目
的

に
検

討
を
実

施
。

【
会

議
過

程
】

8
/
3
、
9
/
2
、
1
0
/
1
3
、
1
1
/
1
2
、
2
/
2
4

公
民

館
利

用
者

へ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
配

布
し
、
広

く
意

見
を
募

集
し
た
。

評 価2
7

【
成

果
と
課

題
】

ハ
ー
ド
面

だ
け
を
考

え
る
の

で
は

な
く
、
移

転
後

の
活

動
に
つ
い
て
検

討
を
行

っ
た
。
そ
の

結
果

、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の

作
成

に
繋

が
り
、
基

本
的

な
方

針
を
確

認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

☑
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

来
年

度
の
移

転
を
目

指
し
、
具

体
的

な
検

討
に
入

っ
て
い
く
。
今

後
の

公
民

館
の

在
り
方

も
含

め
て
、
地

区
全

体
で
検

討
で
き
る
よ
う
意

識
し
て
い
き
た
い
。
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橋
南

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1
0

区
分

区
分

区
分

2
,6
4
3

実
施

内
容

参
照

追
手

町
小

学
校

　
他

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
小

学
校
の
思
い
出
を
語
り
合

う
中
で
、
学
校
、
地
域
が
共

に
学

び
育
ち
合

う
こ
と
で
よ

り
よ
い
地
域
を
作
る

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め
、
学

校
と
地

域
が

密
に
触

れ
合

い
な
が

ら
事

業
を
す
る
こ
と
が

難
し
い
今

、
ま
と
め
た
思

い
出

を
通

じ
て
児

童
の

地
域

住
民

の
ふ

れ
あ

い
を
創

出
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
実

施
。

【
会

議
過

程
】

1
0
/
2
7
、
1
1
/
1
6
、
1
2
/
7
、
1
/
1
4
、
2
/
2
6
、
3
/
2
9
に
会

議
を
実

施
。

そ
れ

ぞ
れ

の
追

手
町

小
学

校
の

思
い
出

を
話

す
中

で
、
活

動
内

容
を
決

定
。

①
追

手
町

小
学

校
の

歴
史

的
な
経

過
を
調

べ
な
が

ら
ま
と
め
る

②
追

手
町

小
学

校
に
関
わ

る
方

へ
広

く
呼

び
か

け
、
「
小

学
校

の
１
番

の
思

い
出

」
を

葉
っ
ぱ

の
形

の
紙

に
書
い
て
集

め
、
そ
れ

を
大

き
な
幹

に
貼

り
付

け
て
１
本

の
大

き
な

木
を
作
る
。

③
小

学
校

時
代

の
「
給

食
」
や

「
修

学
旅

行
」
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
て
も

ら
い
、
年

代
ご
と
の

変
化

を
ま
と
め
る

評 価

【
成

果
と
課

題
】

・
参

加
者

が
楽

し
み

な
が

ら
、
で
き
る
事

を
考

え
、
実

践
や

体
験

す
る
こ
と
を
大

切
に
し
た
取

り
組

み
を
心

が
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
参

加
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

高
い
と
感

じ
る
。
話

を
す
る

中
で
、
子

供
た
ち
に
追

手
町

小
学

校
の

こ
と
を
本

当
に
大

切
に
思

っ
て
い
る
、
誇

り
に
思

っ
て

い
る
、
こ
れ

か
ら
も
脈

々
と
続

い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
地

域
の

想
い
を
伝

え
て
、
そ
れ

を
基

に
子

供
た
ち
も
考

え
感

じ
て
ほ

し
い
と
い
う
願

い
の

醸
成

に
繋

が
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

参
加

し
て
い
る
メ
ン
バ

ー
が

楽
し
み

な
が

ら
、
で
き
る
事

を
考

え
、
実

践
や

体
験

す
る
こ
と
を
大

切
に
し
た
取

り
組

み
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
想

い
の

共
有

か
ら
、
来

年
度

も
引

き
続

き
取

り
組

み
は

進
ん
で
い
く
。
ま
た
、
活

動
後

も
メ
ン
バ

ー
の

繋
が

り
を
大

切
に
し
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

追
手
町
小
学
校
の
思
い
出

を
写

真
や

文
章

で
残

そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
・
地

新
規

6
7
2

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

実
施

内
容

参
照

追
手

町
小

学
校

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
追

手
町
小
学
校
の
1
5
0
周

年
を
記
念
す
る
事
業
を
行
う

事
で
、
活

動
を
通

じ
て
学

校
、
地
域
が
共
に
学

び
育

ち
合

う
こ
と
で
よ
り
よ
い
地

域
を
作
る

実 施 内 容

再
来

年
度

、
追

手
町

小
学

校
が

1
5
0
周

年
を
迎

え
る
こ
と
に
合

わ
せ

て
、
記

念
事

業
を
地

域
主

導
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
実

施
。

【
会

議
過

程
】

4
/
2
2
、
8
/
6
、
9
/
2
8
、
1
0
/
2
2
、
1
1
/
3
0

記
念

事
業

の
基

本
的

な
考

え
方

の
整

理
、
大

切
に
し
た
い
こ
と
の

整
理

、
具

体
的

な
事

業
内
容
の
検
討
な
ど
を
議
論
し
た
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

全
６
回

の
会

議
の

中
で
、
再

来
年

度
行

う
具

体
的

な
計

画
を
検

討
し
て
き
た
。
検

討
す
る
中

で
、
小

学
校

の
思

い
出

を
語

っ
た
り
、
当

日
の

楽
し
い
情

景
を
思

い
浮

か
べ

た
り
す
る
こ
と
で

地
区

や
小

学
校

へ
の

愛
着

を
育

む
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

再
来

年
度

に
向

け
、
地

域
全

体
で
関

わ
っ
て
い
け
る
よ
う
意

識
し
な
が

ら
取

り
組

ん
で
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

追
手

町
小

学
校

１
５
０
周

年
記

念
事

業
地

区
費

新
規

6
1
2
0

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,6
4
3

実
施

内
容

参
照

橋
南

地
区

内

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
橋

南
地
区
の
今
後
1
0
年

後
を

考
え
る
こ
と
で
、
今

後
の

橋
南
を
学
習
し
デ
ザ

イ
ン
す
る

機
会
と
す
る

実 施 内 容

一
昨

年
策

定
さ
れ

た
「
橋
南

地
区

将
来

構
想

」
を
基

に
、
活

動
を
推

進
し
て
い
く
取

り
組

み
と
し
て
実

施
。

地
域

人
教

育
の

高
校

生
と
の

「
子

ど
も
祭

」
を
合

同
で
計

画
、
実

施
し
た
。

動
物

園
や

美
術

博
物

館
、
川

本
喜

八
郎

人
形

美
術

館
と
の

定
期

的
な
話

し
合

い
も
実

施
。

【
会

議
、
活

動
過

程
】

1
0
/
2
3
、
1
1
/
9
、
1
2
/
1
2
、
1
2
/
1
3
、
1
2
/
1
4

評 価

【
成

果
と
課

題
】

普
段

で
き
な
い
体

験
を
す
る
中

で
、
科

学
へ

の
興

味
を
高

め
る
機

会
と
な
っ
た
。
科

学
の

面
白

さ
や

不
思

議
さ
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ア
新

幹
線

開
通

時
の

将
来

に
思

い
を
巡

ら
せ

る
時

間
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
４
～

６
年

生
と
学

年
が

あ
が
る
た
び
に
内
容
の
メ
ニ
ュ
ー
や
レ
ベ
ル

も
変

わ
っ
て
い
く
の

で
、
下

級
生

が
楽

し
み

に
し
て
い
る
要

因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

小
学

生
に
と
っ
て
有

意
義

な
時

間
と
な
る
よ
う
、
各

団
体

と
連

携
を
と
っ
て
い
く
。
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

橋
南
地
区
将
来
構
想
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
区

費
継

続
5

7
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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羽
場
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

0
-
1
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

1
3

3
6
0

3
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
1
8

6
/
2
4
～

3
/
3

羽
場

中
央

公
会

堂

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

0
-
1
歳
児
と
そ
の
親
を
対
象

に
発
達
段
階
に
応
じ
た
遊

び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す

る
助

言
が

で
き
る
よ
う
図

る

実 施 内 容

常
任
講
師
：
松
村
由
美

子
先
生

【
実

施
内

容
】
①

6
/
2
4
始
ま
り
の

会
、
図

書
分

館
の

紹
介

　
②

7
/
8
栄

養
士

さ
ん
に
聞

い
て
み

よ
う
（
講

師
：
保

健
課

栄
養

士
）
　
③

7
/
2
2
お
ん
ぶ

紐
の

使
い
方

講
座

（
講

師
：
ひ
ょ
う

ど
う
人

形
店

）
　
④

9
/
3
0
小

児
科

医
の

先
生

に
聞

い
て
み

よ
う
（
講

師
：
和

田
浩

氏
）
　
⑤

1
0
/
1
4
文

化
祭

の
作

品
を
作

ろ
う
　
⑥

1
0
/
3
0
秋

の
お
散

歩
へ

出
か

け
よ
う
　
⑦

1
1
/
1
1
マ

マ
企

画
（
講

師
：
羽

場
分

署
職

員
）
　
⑧
1
1
/
2
7
栄

養
士

さ
ん
に
聞

い
て
み

よ
う
（
講

師
：
保

健
課

栄
養

士
）
　
⑨

1
2
/
6
家

族
参

加
デ
イ
（
講

師
：
宮

澤
恵

子
氏

）
　
⑩

1
2
/
9
ク
リ
ス
マ
ス

会
（
講

師
：
環

境
文

化
教

育
機

構
（
株

）
）
　
⑪

1
/
1
3
ふ

れ
あ
い
遊

び
　
⑫

3
/
3
お
別

れ
会

・
思
い
出
カ
ー
ド
づ
く
り

【
検
討
過
程
】

4
/
2
8
　
乳

幼
児

学
級

講
師

・
保

健
師

打
ち
合

わ
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

発
達
段
階
に
応
じ
た
遊
び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す
る
助
言
が
で
き
る
内
容
が
実
施
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
学
び
と
な
る
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
3
4

6
/
1
6
～
3
/
9

羽
場
中
央
公
会
堂
・
丸
山
公
民
館

目 的

2
-
3
歳
児
と
そ
の
親
を
対
象

に
発
達
段
階
に
応
じ
た
遊

び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す

る
助

言
が

で
き
る
よ
う
図

る

実 施 内 容

常
任
講
師
：
上
沼
和
子

先
生

【
実

施
内

容
】
①

6
/
1
6
始

ま
り
の

会
　
②

6
/
3
0
絵

本
を
楽

し
も
う
（
講

師
：
下

澤
洋

子
氏

）
③

7
/
2
8
栄

養
士

さ
ん
に
聞

い
て
み

よ
う
（
講

師
：
保

健
課

栄
養

士
）
　
④

9
/
1
5
お
散

歩
を

楽
し
も
う
　
⑤

1
0
/
1
3
文

化
祭

の
作

品
作

り
　
⑥
1
1
/
1
7
秋

の
お
散

歩
を
楽

し
も
う
　
⑦

1
2
/
1
5
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
⑧

2
/
1
6
森

っ
子
さ
ん
と
手

形
・
足

形
の

作
品

作
り
（
講

師
：
環

境
文

化
教

育
機

構
（
株

）
）
　
⑨

3
/
9
お
別

れ
会

【
検
討
過
程
】

4
/
2
8
　
乳

幼
児

学
級

講
師

・
保

健
師

打
ち
合

わ
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

発
達
段
階
に
応
じ
た
遊
び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す
る
助
言
が
で
き
る
内
容
が
実
施
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
学
び
と
な
る
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
た
い
。

学 級 ・ 講 座

2
-
3
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

1
0

3
2
4

3
6

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋

市
・
地

継
続

4
1
0
2

2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
4
3

８
月
６
日
、
８
月
７
日

羽
場
公
民
館

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

感
染
症
対
策
講
座

市
・
地

新
規

2
7
7

6
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

1
1
月
1
日

羽
場
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症
の
正
し
い
知
識
を
知
り
、

予
防
策
を
学
ぶ
機
会
と
す

る

実 施 内 容

文
化
祭
の
代
替
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
健
康
福
祉
部
と
の
共
催
で
実

施
。
感
染
症
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
を
講
師
と
し
て
招
き
、
住
民
が
感
染

症
を
正
し
く
恐
れ
効
果

的
な
対
策
に
つ
い
て
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

講
師
：
飯
田
病
院
　
感
染
管
理
認
定
看
護
師
　
永
松
さ
ゆ
り
氏

演
題
：
冬
季
に
流
行
す
る
感
染
症
対
策
講
座
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
冬
季

流
行
感
染
症
の
対
策
を
行
お
う
！
～

【
検
討
過
程
】

9
/
4
　
文

化
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

住
民
の
感
染
予
防
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、
冬
季
に

流
行

が
見

込
ま
れ

る
感

染
症

に
つ
い
て
の

解
説

も
あ
り
、
よ
り
効

果
的

に
感

染
予

防
す
る
方

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

文
化
祭
代
替
事
業
で
あ
る
た
め
来
年
度
は
実
施
し
な
い
が
、
文
化
祭
の
中
の
一
企
画
と
し
て

講
座
を
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

目 的

丸
山
小
学
校
児
童

を
対
象

に
、
夏
休
み
の
規
則
正
し

い
生
活
の
支
援
と
地
域
を

学
ぶ
活
動
を
通
し
て
誇
り
と

愛
着
の
醸
成
を
図
る

実 施 内 容

専
門

委
員

や
ま
ち
づ
く
り
役

員
、
民

生
委

員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
参

加
し
た

小
学
生
の
勉
強
・
遊
び
の
見
守
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の
中
で
子
ど
も
に
教
え
ら
れ

る
特
技
を
持
っ
て
い
る
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
遊
び
や
そ
こ
に
関
わ
る
心
構
え
な
ど
を

指
導
し
た
。

講
師
：
池
戸
通
徳
氏
、
片
桐
文
夫
氏
、
羽
場
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

実
施

内
容

　
1
日

目
　
学

習
、
囲

碁
ボ
ー
ル

、
け
ん
玉

講
座

　
　
　
　
　
　
　
2
日

目
　
学

習
、
囲

碁
ボ
ー
ル

、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
講

座
【
検
討
過
程
】

7
/
1
5
、
7
/
3
0
　
寺

子
屋

ス
タ
ッ
フ
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

普
段
の
遊
び
や
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
地
域
の
方
か
ら
教
わ
り
、
地
域
と
の
結
び
つ

き
や
違
う
年
代
の
方
と
の
交
流
が
で
き
た
。
よ
り
地
域
を
学
べ
る
内
容
の
検
討
が
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

夏
休
み
の
規
則
正
し
い
生
活
の
支
援
と
地
域
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

も
内
容
の
協
議
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日
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№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
お

正
月
の
伝
統
文
化

に
触
れ

る
機

会
を
設

け
る
と
と
も

に
、
社
教
団
体
や
親
子
間

の
交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
時

間
と
す
る

実 施 内 容

社
教
団
体
「
花
の
わ
華

道
教
室
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
お
正
月
に
向
け
た
生
け
花

の
講
座
を
開
催
し
た
。
子
ど
も
の
部
（
８
名
参
加
）
と
大
人
の
部
（
３
名
参
加
）
の
２
部
制
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

に
応
じ
た
内
容
で
講
座
を
展
開
し
た
。

講
師
：
花
の
わ
華
道
教

室
の
皆
さ
ん

評 価

【
成
果
と
課
題
】

参
加

者
同

士
の

み
な
ら
ず
、
公

民
館

で
活

動
し
て
い
る
社

教
団

体
と
の

交
流

が
で
き
る
機

会
と

な
り
、
講
座
後
に
生
け
花
に
興
味
を
持
ち
、
教
室
に
入
会
し
た
参
加
者
も
い
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

親
子
、
参
加
者
、
講
師
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
交
流
し
な
が
ら
伝
統
文
化
を
学
習

で
き
る
講

座
と
し
て
、
継

続
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

実 施 内 容

地
区
内
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
、
羽
場
蕎
麦
の
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
そ
ば
の
種

ま
き
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
体
験
し
た
。
第
５
回
目
の
そ
ば
打
ち

は
新
た
に
参
加
者
を
募

集
し
、
交
流
を
し
な
が
ら
年
越
し
に
向
け
て
自
分
た
ち
で
育
て
た

そ
ば
粉
を
使
っ
て
そ
ば
を
打
っ
た
。

講
師
：
羽
場
蕎
麦
の
会

の
皆
さ
ん

①
6
/
2
8
畑
作
り
と
種
ま
き
　
②

8
/
8
草
取
り
　
③
9
/
2
1
草
取
り
・
花
見
　
④
9
/
2
7
収
穫
・
脱

穀
　
⑤
1
2
/
2
9
そ
ば
打
ち

目 的

地
区
内
の
住
民
と
外
国
籍

住
民
を
対
象
に
日

本
語
学

習
を
通
し
て
、
交
流
を
図
る

機
会
と
す
る

実 施 内 容

毎
週
火
曜
日
　
1
9
：
0
0
～

2
1
：
0
0

【
実

施
内

容
】
①

7
/
2
8
自

己
紹

介
・
他

己
紹

介
　
②

体
の

パ
ー
ツ
・
病

院
で
の

対
応

、
熱

中
症

対
策

（
講

師
：
保

健
師

）
　
③

8
/
1
1
買

い
物

に
関

す
る
言

葉
　
④

8
/
1
8
ス
ト
レ
ス
・
ヨ

ガ
体

験
、
う
ち
わ

づ
く
り
　
⑤

8
/
2
5
災

害
対

応
、
防

災
グ
ッ
ズ
の

中
身

　
⑥

9
/
1
地

震
が

起
き
た
時

の
対

応
（
講

師
：
羽

場
分

署
職

員
）
　
⑦

9
/
8
水

引
で
の

ア
マ
ビ
エ
づ
く
り
（
講

師
：

（
株

）
田

中
宗

吉
商

店
）
　
⑧

9
/
1
5
獅

子
舞

保
存

会
と
の

交
流

（
講

師
：
羽

場
獅

子
舞

保
存

会
）
　
⑨

9
/
2
9
日

本
の

伝
統

文
化

　
⑩

1
0
/
6
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
ふ

り
か

え
り

【
検
討
過
程
】

5
/
1
1
、
7
/
2
1
　
講

師
・
日

本
人

サ
ポ
ー
タ
ー
打
ち
合
わ
せ
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

外
国
籍
住
民
と
地
域
住
民
の
関
係
づ
く
り
が
で
き
、
日
常
生
活
に
お
い
て
地
域
に
知
り
合
い
が

い
る
と
い
う
安
心
感
が
生
ま
れ
た
。
講
座
内
で
取
り
扱
っ
た
獅
子
舞
や
、
社
教
団
体
の
活
動
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
講
座
以
外
の
つ
な
が
り
を
作
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
外
国
籍
住

民
へ

の
効

果
的

な
周

知
方

法
が

課
題

で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
住
民
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
来
年
度
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
講
座
で
作
ら
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
他
事
業
へ
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

羽
場
日
本
語
講
座

市
・
地

継
続

1
2

4
9

9
4
,6
9
7

4
,6
9
7

6
/
2
8
～

1
2
/
2
9

羽
場

公
民

館
、
地

区
内

そ
ば

畑

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
遊
休

農
地
を
利
用
し
、
そ
ば
作
り

の
一

連
を
体

験
し
、
育

て
る

楽
し
さ
、
食
の
大
切
さ
を
感

じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
共
同

作
業
を
通
し
て
人
と
の
つ
な

が
り
を
図
る

評 価

【
成
果
と
課
題
】

食
の

大
切

さ
と
育
て
る
楽

し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
天

候
に
よ
り
日

程
が

変
更

に
な
る
こ
と

が
多
く
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

そ
ば
を
一
か
ら
作
り
食
べ
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
社
教
団
体
と
も
連
携
を
し
な
が

ら
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

学 級 ・ 講 座

食
育
体
験
講
座
「
そ
ば
を
作
っ
て
み
よ
う
」

市
・
地

継
続

5
2
2

6

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

1
2
月
5
日

羽
場
中
央
公
会
堂

学 級 ・ 講 座

生
け
花

講
座

「
お
正

月
の

花
を
生

け
ま
し
ょ
う
」

市
費

継
続

1
1
1

1
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

1
2
月
2
7
日

羽
場
公
民
館

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

図
書
館
お
楽
し
み
会

市
・
地

継
続

1
3
9

3
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
図

書
館
の
利
用
促
進

を
図
る

と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の

交
流
の
場
と
す
る

実 施 内 容

乳
幼
児
～
小
学
生
を
対

象
と
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
実
施
し

た
。
夏
休
み
子
ど
も
寺

子
屋
と
同
じ
講
師
を
招
き
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
体
験
会
と
分
館

職
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
企
画
・
実
施
し
た
。

講
師
：
片
桐
文
夫
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
を
中
心
に
住
民
が
図
書
分
館
に
よ
り
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
大
人
と
子

ど
も
が
交
流
を
通
し
て
顔
見
知
り
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

図
書
分
館
職
員
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
大
人
が
活
躍
し
、
子
ど
も
と
や
親
子
と
交
流
で
き
る
機

会
と
す
る
た
め
継
続
す
る
。
。

7
/
2
8
～

1
0
/
6

羽
場

公
民

館

学 級 ・ 講 座
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№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
お

正
月
の
伝
統
文
化

を
体

験
・
学
習
し
な
が
ら
、
地
域

の
講
師
と
交
流
す
る
機
会

と
す
る
。

実 施 内 容

地
域
か
ら
書
道
の
心
得
が
あ
る
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
小
中
学
校
の
宿
題
に
も
な
っ
て

い
る
書
初
め
を
皆
で
や
り
な
が
ら
、
住
民
同
士
が
交
流
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
た
。
完

成
し
た
作
品
は
公
民
館
に
展
示
し
、
来
館
者
に
鑑
賞
し
て
も
ら
っ
た
。

講
師
：
吉
澤
之
榮
氏
、
大
霜
睦
男
氏
、
河
合
美
恵
子
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
域
の
講
師
と
子
ど
も
の
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
の
講
師
と
交
流
し
、
集
中
し
て
物
事
に
取
り
組
む
機
会
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

書
初
め
大
会

市
・
地

継
続

1

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

1
月
3
日

羽
場
公
民
館

4
,6
9
7

3
月
2
5
日

羽
場
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

元
の
史
跡
を
知
り
、
近
隣

の
歴
史
の
学
習
を
図
る

実 施 内 容

社
教
団
体
「
羽
場
の
昔
を
学
ぶ
会
」
と
共
催
し
地
域
の
歴
史
・
風
土
・
地
名
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
座
を
実
施
し
た
。
講
師
と
参
加
者
が
と
も
に
学
び
な
が
ら
交
流
す
る
機
会
と
し

て
い
る
。

講
師
：
羽
場
の
昔
を
学
ぶ
会

内
容
：
日
樹
上
人
と
墓

所

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
元

の
歴

史
に
つ
い
て
知

る
機

会
と
す
る
こ
と
が

で
き
、
講

師
の

社
教

団
体

に
と
っ
て
も
日

頃
の
活
動
を
住
民
に
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

羽
場

地
区

内
に
あ
る
様

々
な
資

源
に
つ
い
て
、
各

団
体

と
も
協

力
し
な
が

ら
住

民
が

改
め
て
学

べ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

学 級 ・ 講 座

曙
の
里
講
座
　
郷
土
講
座

市
・
地

継
続

1
2
0

2
0

1
8

1
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

1
0
月
3
1
日
、
1
1
月
１
日
（
中
止
）

羽
場
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
文

化
・
芸
術
を
と
お
し
、
日
頃

の
成

果
発

表
と
多

様
な
人

と
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

感
染
症
対
策
を
施
し
た
う
え
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
作
品
展
示
の
み
実
施

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
た
が
、
委
員
会
内
で
協
議
の
う
え
中
止
を
決
定
し
た
。

【
検
討
過
程
】

9
/
4
、
1
0
/
1
7
　
文

化
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

文
化
祭
と
し
て
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
有
志
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
も
と
実
行
委
員
会
体

制
で
代
替
事
業
を
実
施
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

社
教
団
体
の
日
頃
の
活
動
成
果
の
発
表
や
住
民
が
地
域
の
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
、
実

施
で
き
る
よ
う
年
度
当
初
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

文 化 事 業

羽
場
地
区
文
化
祭

地
区
費

継
続

2
1
9

-

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

飯
田
西
中
学
校
吹
奏

楽
コ
ン
サ
ー
ト

地
区
費

新
規

4
9
3

6
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

1
0
月
3
1
日

飯
田
西
中
学
校

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
地

域
の
楽
団
の
生
演

奏
を
聴

く
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、
中

学
生
が
練
習
の
成

果
を
発

表
す
る
こ
と
で
、
目

標
と
達

成
感
を
得
る

実 施 内 容

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
予
定
で
あ
っ
た
、
飯
田
西
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
地
域
へ
の
発
表
の
機
会
と
し
て
実
行
委
員
会
体
制
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
飯

田
市

民
吹

奏
楽

団
を
招

き
、
中

学
生

の
目

標
と
な
る
よ
う
な
演

奏
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

【
検
討
過
程
】

1
0
/
1
7
　
文
化
委
員
会

1
0
/
2
3
　
学
校
・
楽
団
と
の
打
ち
合
わ
せ

1
0
/
2
7
　
吹

奏
楽

コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委

員
会

評 価

数
量
的
成
果

（
項
目
名
と
数

値
）
来

場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
満

足
度

　
4
.6
3
/
5

【
成
果
と
課
題
】

文
化
祭
が
中
止
と
な
っ
て
も
代
替
事
業
で
発
表
の
機
会
を
設
け
た
い
と
い
う
委
員
の
気
持
ち
の

掘
り
起
こ
し
が
で
き
た
。
発
表
し
た
中
学
生
に
と
っ
て
も
、
達
成
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
大
人
の
楽

団
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
で
憧
れ
や
目
標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

文
化

祭
・
か

ざ
こ
し
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
内

で
の

発
表

が
で
き
る
よ
う
、
調

整
を
進

め
て
い
く
。
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羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

８
月

６
日

～
８

月
1
0
日

（
中

止
）

羽
場

公
民

館
ほ

か
3

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

9
7

目 的

市
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

の
す

ば
ら

し
さ

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
演

じ
る

側
、

支
え

る
側

と
し

て
も

楽
し

め
る

フ
ェ

ス
タ

と
す

る

実 施 内 容

羽
場

地
区

内
４

会
場

５
公

演
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

。
【
検

討
過

程
】

文
化

正
副

委
員

長
打

ち
合

わ
せ

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

区
実

行
委

員
会

単
位

で
話

し
合

う
機

会
が

持
て

ず
、

正
副

委
員

長
の

意
見

を
聞

く
に

と
ど

ま
っ

て
し

ま
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
羽

場
地

区
で

は
病

院
や

高
齢

者
施

設
等

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
開

催
に

あ
た

り
十

分
に

検
討

を
要

す
る

会
場

が
あ

る
の

で
、

会
場

担
当

者
や

地
区

実
行

委
員

と
感

染
症

対
策

に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
本

番
を

迎
え

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
0
羽

場
地

区
公

演
市

・
地

継
続

1

開
催

期
日

羽
場

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
学

校
作

品
等

を
館

内
に

展
示

し
、

小
中

学
生

等
の

活
動

を
身

近
に

感
じ

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

文
化

祭
で

例
年

実
施

し
て

い
る

作
品

展
示

の
う

ち
、

小
中

学
生

の
絵

画
・
書

道
、

い
き

い
き

健
康

教
室

、
青

空
ス

ク
ー

ル
、

あ
い

さ
つ

運
動

等
の

作
品

を
一

定
期

間
館

内
に

展
示

し
、

公
民

館
利

用
者

に
鑑

賞
し

て
も

ら
っ

た
。

【
検

討
過

程
】

9
/
4
、

1
0
/
1
7
　

文
化

委
員

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
学

校
で

の
活

動
を

公
民

館
利

用
者

が
身

近
に

感
じ

る
機

会
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
あ

い
さ

つ
運

動
等

の
活

動
の

周
知

に
も

つ
な

が
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
文

化
祭

内
で

の
展

示
を

予
定

し
て

い
る

が
、

一
定

期
間

作
品

展
示

用
の

部
屋

を
用

意
す

る
方

法
は

今
後

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

文 化 事 業

学
校

作
品

等
展

示
会

市
・
地

新
規

2
6
9
4

-
4
,6

9
7

1
0
/
3
0
～

1
1
/
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

夜
の

講
座

市
・
地

継
続

3
5
4

3
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

9
7

3
月

2
2
日

羽
場

中
央

公
会

堂

目 的

地
域

課
題

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

講
座

を
通

し
て

地
区

住
民

の
交

流
を

図
り

、
地

域
へ

の
関

心
を

高
め

る

実 施 内 容

文
化

委
員

会
で

内
容

を
協

議
し

、
コ

ロ
ナ

禍
の

差
別

・
誹

謗
中

傷
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

た
講

座
内

容
で

実
施

。
あ

わ
せ

て
飯

田
の

特
産

品
で

あ
る

水
引

を
つ

か
っ

た
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
人

を
思

い
や

る
気

持
ち

を
育

む
機

会
と

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
。

休
館

に
よ

り
１

度
は

中
止

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

文
化

委
員

会
で

の
実

施
要

望
が

あ
っ

た
た

め
日

程
を

変
更

し
て

実
施

し
た

。
講

師
：
飯

田
人

権
擁

護
委

員
協

議
会

演
題

：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
私

た
ち

の
向

き
合

い
方

 ～
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

を
作

っ
て

考
え

て
み

よ
う

～
【
検

討
過

程
】

1
2
/
1
4
、

2
/
2
2
　

文
化

委
員

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

生
ま

れ
た

感
染

者
や

そ
の

家
族

に
対

す
る

差
別

・
誹

謗
中

傷
に

つ
い

て
住

民
が

考
え

る
機

会
と

な
り

、
学

校
・
会

社
、

地
域

、
家

庭
で

お
互

い
を

思
い

や
れ

る
羽

場
地

区
を

め
ざ

す
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
文

化
委

員
会

内
で

地
域

課
題

を
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

り
、

住
民

に
も

関
心

を
寄

せ
て

も
ら

う
場

と
し

て
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ふ
れ

あ
い

ス
ポ

ー
ツ

祭
地

区
費

継
続

2
6
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

9
7

1
0
月

1
1
日

（
中

止
）

飯
田

西
中

学
校

目 的

地
区

住
民

が
一

堂
に

集
い

、
健

康
的

に
交

流
す

る
こ

と
を

図
る

実 施 内 容

実
行

委
員

会
を

立
ち

上
げ

ス
ポ

ー
ツ

祭
を

実
施

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

を
決

定
。

【
検

討
過

程
】

7
/
1
0
　

体
育

委
員

会
7
/
1
7
　

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
理

事
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
人

口
減

少
か

ら
各

町
内

で
参

加
者

を
募

る
方

法
を

疑
問

視
す

る
意

見
も

多
く
あ

り
、

開
催

方
法

や
参

加
者

の
集

め
方

に
つ

い
て

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く
必

要
が

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
参

加
方

法
や

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
検

討
を

し
な

が
ら

、
来

年
度

の
実

施
に

向
け

て
準

備
を

進
め

て
い

き
た

い
。
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羽
場
公
民
館
の
事
業
報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

評 価

【
成
果
と
課
題
】

各
町
内
か
ら
選
手
を
集
め
る
方
法
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
あ
る
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
性
か

ら
、
気
軽
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
く
感
じ
る
人
も
多
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

運
営
を
徐
々
に
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
運
営
委
員
会
に
移
管
し
て
い
く
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
公
民

館
も
主
体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

1
3

-

実 施 内 容

夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
運

営
委
員
会
と
羽
場
連
合
青
壮
年
会
と
協
力
し
て
、
新
し
い
層
の
開

拓
と
地
域
が
一
丸
と
な
れ
る
行
事
の
促
進
の
た
め
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
を
決
定
。

【
検
討
過
程
】

4
/
7
　
正

副
体

育
委

員
長

打
ち
合
わ
せ

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

6
/
1
4
（
中
止
）

押
洞
運
動
場

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
推
進
と
親
睦

を
図
る

4
,6
9
7

1
1
月
2
2
日

飯
田
西
中
学
校

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る

機
会
を
設
け
、
住

民
同
士

の
交
流
の
場
と
す
る

実 施 内 容

中
止

と
な
っ
た
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
祭

の
代

替
事

業
と
し
て
、
羽

場
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

厚
生
部
と
の
共
催
で
実
施
。
各
町
内
か
ら
参
加
者
を
集
め
る
方
法
で
は
な
く
、
個
人
・

チ
ー
ム
で
申
し
込
み
が

で
き
る
自
由
参
加
型
の
大
会
と
し
て
開
催
し
た
。
9
チ
ー
ム
2
8
名

が
参
加
し
、
３
コ
ー
ト
内

で
順
位
を
決
め
る
ゲ
ー
ム
の
他
、
全
員
参
加
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。

【
検
討
過
程
】

7
/
2
7
、
8
/
1
9
、
9
/
2
3
　
体

育
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ル
ー
ル
説
明
等
に
社
教
団
体
を
招
き
、
よ
り
幅
広
い
層
と
の
交
流
が
で
き
た
。
ま
た
、
正
副
委

員
長
発
案
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
実
施
し
、
初
め
て
参
ペ
タ
ン
ク
に
触
れ
た
人
も
楽
し
め
る
内
容
に

な
っ
た
。
自
由
参
加
型
と
す
る
と
、
参
加
者
は
限
ら
れ
た
人
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が

判
明
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

ス
ポ
ー
ツ
祭

の
代

替
事

業
で
あ
る
た
め
来

年
度

は
実

施
し
な
い
方

向
だ
が

、
住

民
が

気
軽

に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

ペ
タ
ン
ク
大
会

地
区
費

継
続

4
5
8

2
8

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

1
1
2

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

２
月
７
日
（
中
止
）

羽
場
公
民
館

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る

機
会
を
設
け
、
住

民
同
士

の
交
流
の
場
と
す
る

実 施 内 容

感
染
症
対
策
を
施
し
た
う
え
で
自
由
参
加
型
の
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
を
検
討
し
て

い
た
が
、
市
内
感
染
者
増
加
に
よ
る
休
館
の
た
め
中
止
。

【
検
討
過
程
】

1
2
/
1
1
　
体
育
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ペ
タ
ン
ク
大

会
が

実
施

で
き
た
こ
と
で
委

員
会

で
も
事

業
実

施
に
向

け
て
前

向
き
に
考
え
る
雰

囲
気
と
な
っ
て
い
た
。
チ
ラ
シ
を
地
区
内
回
覧
し
た
が
、
感
染
症
の
増
加
も
あ
り
参
加
申
し
込
み

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ペ
タ
ン
ク
大
会
同
様
、
自
由
参
加
型
体
育
事
業
の
課
題
で

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

住
民

が
気

軽
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
る
機

会
と
し
て
継

続
し
て
い
き
た
い
が

、
周

知
や

参
加

者
集

め
の

方
法

に
つ
い
て
は

検
討

を
要

す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

通
年

羽
場
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
情
報
や
課
題
を
広
報

誌
に
掲
載
し
、
地
区
へ
の

興
味
や
課
題
解
決

に
向
け

た
意
識
の
高
揚
を
図
る

実 施 内 容

地
区
内
の
出
来
事
や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
公
民
館
の
活
動
報
告
、
小
中
学
校
・
保
育
園

の
取
り
組
み
、
乳
幼
児
の
紹
介
、
図
書
分
館
・
社
教
団
体
の
記
事
等
を
掲
載
し
た
。
発
行

１
回
に
つ
き
、
企
画
・
編
集
・
校
正
の
３
回
会
議
を
開
催
し
、
広
報
委
員
が
内
容
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
7
9
号
か
ら
8
4
号
ま
で
、
計
６
号
発
行
し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

依
頼
記
事
が
紙
面
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
委
員
が
取
材
・
企
画
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
一

方
で
１
回

の
発

行
に
３
回

の
会

議
が

必
要

な
状

況
に
負

担
を
感

じ
て
い
る
委

員
も

多
い
た
め
、
発

行
に
至

る
会

議
の

持
ち
方

に
つ
い
て
検

討
が

必
要

で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

広
報
委
員
の
負
担
感
と
達
成
感
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
、
読
み
手
が
楽
し
く
読
め
る
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

広 報 事 業

広
報
「
あ
け
ぼ
の
」
の
発

行
地
区
費

継
続

1
8

1
8
0

1
8
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羽
場
公
民
館
の
事
業
報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

き
の
こ
山
保
全
活
動

地
区
費

継
続

3
4
0

2
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

3
7
5

５
月
2
4
日
～
1
1
月
1
5
日

き
の
こ
山
ほ
か

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

子
ど
も
に
菌
打
ち
か
ら
収

穫
、
伏
せ
込
み
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
山
の
保
全
の
大
切

さ
を
学

び
、
自

然
を
考

え
る

機
会
と
す
る

実 施 内 容

羽
場
曙
友
会
協
力
の
も
と
、
年
間
を
通
し
て
き
の
こ
の
保
全
活
動
と
収
穫
を
行
い
、
ま
た

自
然
の
中
で
の
芋
煮
会
を
行
っ
た
。
５
月
の
菌
打
ち
は
休
館
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
子

ど
も
の
参
加
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
有
志
委
員
協
力
の
も
と
実
施
し
た
。
1
1
月
の
き
の
こ

狩
り
と
芋

煮
会

で
は

、
県

認
定

の
き
の

こ
鑑

定
士

が
参

加
し
、
き
の

こ
山

等
に
つ
い
て
大

人
も
学
べ
る
内
容
と
な
っ
た
。

①
5
/
2
4
菌

打
ち
　
②

1
1
/
8
き
の

こ
狩

り
と
芋

煮
会

　
③

1
1
/
1
5
菌

木
伏

込
み

評 価

【
成
果
と
課
題
】

日
常
で
は
体
験
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
体
験
が
で
き
た
。
地
域
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
き
の

こ
を
収

穫
す
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
は
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き
な
か
っ
た
菌
駒
打
ち
も
含
め
て
、
自
然
の
中
で
活
動
す
る

楽
し
さ
を
味
わ
え
る
事
業
と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

1
2
月
1
3
日

羽
場
公
民
館

目 的

地
域
の
大
人
・
小

中
学
生

を
対
象
に
、
正
月
の
伝
統

行
事

を
伝

え
る
と
と
も
に
、

世
代
間
交
流
の
場

と
す
る

実 施 内 容

地
域
の
方
を
講
師
と
し
て
、
お
や
す
・
し
め
縄
の
作
り
方
を
教
わ
る
交
流
会
を
実
施
。
今

年
度
は
中
学
生
６
名
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
役
割
を
依
頼
し
、
前
日
準
備
か
ら
関
わ
っ
て
も

ら
っ
た
。

講
師
：
栗
林
一
彦
氏
、
小
林
克
郎
氏

【
検
討
過
程
】

1
1
/
2
5
　
育
成
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

育
成
事
業
へ
の
中
学
生
関
わ
り
が
薄
い
と
い
う
課
題
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、

主
体
的
な
関
わ
り
の
中
で
自
己
有
用
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
行
事
へ
の
関
心
も
高

ま
り
、
今
後
の
事
業
に
も
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

中
学
生
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
事
業
展
開
は
育
成
以
外
の
他
の
事
業
に
も
応
用
し
つ
つ
、
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

育 成 事 業

お
や
す
・
し
め
縄
作
り
交
流
会

市
・
地

継
続

3
3
4

1
8

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

新
春
お
楽
し
み
会

地
区
費

継
続

2
2
5

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

3
7
5

１
月
1
1
日
（
中
止
）

羽
場
公
民
館

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

小
中
学
生
を
対
象
に
、
正

月
の
伝
統
行
事
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
世
代
間
の
交
流

の
場
と
す
る

実 施 内 容

正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る
お
餅
つ
き
と
、
お
正
月
の
伝
統
遊
び
を
体
験
す
る
機
会
と
し

て
、
育

成
委

員
会

・
体

育
委

員
会

・
羽

場
文

化
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

協
力

し
て
開

催
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
を
決
定
し
た
。

【
検
討
過
程
】

1
1
/
2
5
　
育
成
委
員
会

1
2
/
2
2
　
３
団
体
合
同
会
議

評 価

【
成
果
と
課
題
】

開
催

に
向

け
て
具

体
的

な
感

染
症

対
策

を
委

員
会

の
中

で
検

討
で
き
、
次

年
度

の
開

催
に
も

活
か

す
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

小
中
学
生
に
伝
統
行
事
を
体
験
さ
せ
、
地
域
の
大
人
と
の
交
流
が
で
き
る
機
会
と
し
て
継
続
し

て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
,6
9
7

７
月
1
2
日
（
中
止
）

円
悟
沢
川

目 的

中
学
生
以
下
の
子

供
を
対

象
に
、
自

然
に
触

れ
、
命

の
大
切
さ
や
自
然

へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
す
る

実 施 内 容

円
悟
沢
川
に
魚
を
放
流

し
、
つ
か
み
取
り
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
川
に
親
し
む
機
会
と
し

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
子
ど
も
同
士
の
接
触
が
避
け
ら
れ

ず
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
難
し
い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
止
を
決
定
。

【
検
討
過
程
】

6
/
1
1
　
育

成
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果

か
ら
賛

否
両

論
あ
る
事

業
で
あ
る
こ
と
が

見
え
て
き
た
。
子

ど
も
た
ち
が

自
然
を
感
じ
楽
し
み
な
が
ら
、
何
か
を
学
べ
る
事
業
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
の
育
成
委
員
会
で
事
業
の
目
的
か
ら
話
し
合
い
、
実
施
の
方
法
や
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

育 成 事 業

魚
の
つ
か
み
取
り

地
区
費

継
続

1
1
0

-

− 53 −



羽
場
公
民
館
の
事
業
報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

丸
山
小
学
校
ほ
か

目 的

地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
と
見
守
り
に
よ

り
、
安
全
な
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
を
目
指
す

実 施 内 容

丸
山
小
学
校
区
の
羽
場
・
丸
山
・
東
野
地
区
合
同
事
業
。
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
と
見
守
り
を
行
う
。
学
期
ご
と
に
運
営
委

員
会
・
ス
タ
ッ
フ
会
を
開

催
し
、
運
営
や
児
童
の
様
子
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

【
通
常
の
活
動
】

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

（
2
5
回

）
活
動
内
容
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
体
育
館
）
・
卓
球
（
プ
レ
ー
ル
ー
ム
）
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
・
制
作
（
図
工
室
）

【
そ
の
他
の
活
動
】

・
各
地
区
の
文
化
祭
で
の
作
品
の
展
示

・
学
期
に
１
回
の
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
に
参
観
日
を
兼
ね
た
お
楽
し
み
会

8
月
　
な
が
し
そ
う
め
ん
大
会
（
中

止
）
　
1
2
/
1
9
お
楽

し
み

会
　
3
/
7
ま
と
め
の

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
顔
見
知
り
に
な
り
、
学
校
外
で
出
会
っ
て
も
あ
い
さ

つ
し
合

え
る
関

係
作

り
が

で
き
た
。
ま
た
、
異

学
年

と
の

活
動

に
よ
り
、
学

年
を
越

え
た
つ
な
が

り
が
で
き
、
普
段
学
校
や
家
庭
で
見
せ
な
い
一
面
が
見
え
た
児
童
も
い
た
。

お
楽

し
み

会
で
は

、
保

護
者

と
懇

談
の

時
間

を
と
り
、
地

域
の

人
、
保

護
者

が
感

じ
て
い
る
こ
と

を
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者
か
ら
聞
か
れ
る
感
謝
の
言
葉
や
子
ど
も
達
が
声
を

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が

、
ス
タ
ッ
フ
の

や
り
が

い
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域

の
大

人
が

子
供

の
成

長
を
見

守
る
大

切
な
事

業
で
あ
る
た
め
、
安

全
に
実

施
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
や
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

合 同 事 業

丸
山
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室

他
会
計

継
続

2
7

1
,7
0
1

5
3

4
7
7

通
年

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

公
民

館
ア
ン
ケ
ー
ト
推

進
委

員
会

地
区

費
新

規
5

5
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
9
7

8
/
2
4
～

3
/
9

羽
場

公
民

館

開
催
期
日

羽
場
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
公

民
館
活
動
全
般
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
公

民
館

に
つ
い
て
考

え
る
き
っ

か
け
に
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
事
業
の
検
討

材
料
と

す
る

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
専

門
委

員
会

を
含

む
公

民
館

事
業

が
な
か

な
か

実
施

で
き
な
い
状

況
の
中
、
育
学
・
公
民
館
部
会
長
の
発
案
で
羽
場
地
区
全
戸
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実

施
し
た
。
専

門
委

員
を
含

む
有

志
1
0
人
で
実

行
委

員
会

を
発

足
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
作
り
か
ら
ま
と
め
・
考
察
、
広
報
誌
づ
く
り
ま
で
行
っ
た
。

【
検
討
過
程
】

8
/
2
4
、
1
0
/
1
2
、
1
1
/
4
、
2
/
1
0
、
3
/
9
　
ア
ン
ケ
ー
ト
推

進
委

員
会

評 価

数
量
的

成
果

（
項
目
名
と
数

値
）
有

効
回

答
数

　
7
2
9
枚

　
（
回

収
率

　
5
0
.8
%
）

【
成
果
と
課
題
】

地
区

住
民

が
公

民
館

活
動

に
つ
い
て
改

め
て
関

心
を
持

っ
て
考

え
る
機

会
と
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
専
門
委
員
に
と
っ
て
自
分
た
ち
が
実
施
し
て
き
た
事
業
に
対
し
て
の
住
民
の
思
い
に

触
れ

、
事

業
改

善
を
考

え
る
き
っ
か

け
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
民
全
員
で
は
な
く
各
戸
配
布

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
世

帯
主

（
主

に
高

齢
者

）
の

回
答

が
多

く
な
っ
て
し
ま
い
、
若

者
世

代
の

意
見

を
拾

う
こ
と
は

十
分

と
い
え
な
い
結

果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

単
年
度
事
業
で
あ
る
た
め
来
年
度
は
実
施
し
な
い
が
、
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
た
め
、
数
年
お
き
に
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

目 的

地
域
内
の
学
校
・
P
T
A
、
各

種
団
体
の
代
表
者
か
ら
公

民
館

活
動

に
つ
い
て
意

見
を
も
ら
う
機
会
を
設
け
、
今

後
の
事
業
展
開
に
反
映
さ

せ
る
。

実 施 内 容

小
中
学
校
教
頭
、
P
T
A
会
長
、
連
合
青
壮
年
会
長
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
代
表
者
等
を
招

き
、
専
門
委
員
会
正
副

委
員
長
と
今
後
の
公
民
館
活
動
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
実
施
内
容
】

・
公
民
館
事
業
報
告

・
公

民
館

ア
ン
ケ
ー
ト
の

報
告

・
事
例
発
表
「
お
や
す
・
し
め
縄
づ
く
り
交
流
会
」
に
つ
い
て

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
公
民
館
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
と
、
委
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
」

【
検
討
経
過
】

1
2
/
8
、
2
/
1
0
　
企

画
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
域
住
民
が
公
民
館
活
動
に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
直
接
話
を
聞
く
機
会
と
な
っ
た
。
今

後
の

事
業

改
善

に
役

立
た
せ

る
こ
と
が

で
き
る
と
感
じ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

参
加
す
る
団
体
が
固
定
化
し
て
お
り
、
よ
り
幅
広
い
層
か
ら
意
見
を
聞
く
た
め
に
多
様
な
団
体
・

個
人

を
招

き
、
よ
り
有

意
義

な
会

と
な
る
よ
う
継

続
し
て
い
き
た
い
。

開
催
会
場

企 画 事 業

公
民

館
活

動
を
考

え
る
会

市
・
地

継
続

3
3
2

2
2

2
7

2
月
2
6
日

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数
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№
8

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

明
る
い
か
ざ
こ
し
の
子
ら
を
育
て
る
会

地
区
費

継
続

7
1
0
0

7
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

7
0

6
月
2
3
日
、
2
月
1
7
日
（
中
止
）

丸
山
小
学
校

目 的

地
区
役
員
、
教
職
員
、
P
T
A

役
員
を
対
象
に
、
目
指
す

子
ど
も
像
の
共
有
を
行
い
、

3
者
の
連
携
を
深
め
る

実 施 内 容

学
校
運
営
協
議
会
で
確
認
し
た
「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
の
実
現
に
向
け
て
話
し
合
う
会
。

平
成

2
9
年
よ
り
始

ま
り
、
今

年
で
4
年

目
。
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
役

員
と
丸

山
小

・
西

中
の
教
職
員
、
丸
山
小
・
西
中
の
P
T
A
役
員
が
参
加
し
て
い
る
。
「
安
心
安
全
部
会
」
「
学

習
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
「
地
域
連
携
部
会
」
の
３
つ
の
部
会
が
あ
る
。

当
初

5
月

に
第

1
回

目
を
予

定
し
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
6
月

に
延

期
し
て
開

催
。
各

教
室
を
つ
な
い
だ
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
。

第
2
回

目
は

コ
ロ
ナ
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
が

、
代

わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。

教
頭

先
生

、
主

事
に
よ
る
打

合
せ

　
4
/
1
6
、
6
/
9
、
7
/
1
0
、
1
/
1
3
、
2
/
4
、
2
/
2
6

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区

役
員

、
教

職
員

、
保

護
者

が
一

堂
に
会

し
、
顔

を
合

わ
せ

て
話

を
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
を

知
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
話

し
合
い
の

中
か

ら
共

通
の

課
題

を
見

出
し
、
具

体
的

な
活

動
に
つ
な
が

る
こ
と
が

少
な
く
、
全

体
と
し
て
言

い
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
負

担
感

を
感

じ
て
い
る
参

加
者

も
い
る
。
話

し
合

わ
れ

た
こ
と
が

具
体

化
で
き
る
よ
う
な
工

夫
が

必
要

。
【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
具
体
的
な
話
が
で
き
る
機
会
に
し
た
い
。
学
習
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
域
の
方
に
「
学
習
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
調
整

し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

羽
場
・
丸
山
地
区
成
人

式
市
・
地

継
続

1
1

1
5
0

1
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
1
7

1
月
1
0
日
（
延
期
）

丸
山
小
学
校

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

新
成
人
を
対
象
に
「
地
域

に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
将

来
に
お
け
る
自

己
の

あ
り

方
を
見
つ
め
る
」
機
会
と
す

る

実 施 内 容

羽
場
・
丸
山
地
区
合
同

で
各
種
団
体
の
代
表
と
新
成
人
有
志
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
い
る
。
今
年
度

は
持
ち
回
り
に
よ
り
丸
山
公
民
館
長
が
実
行
委
員
長
と
な
っ
た
。

①
地

域
学

習
「
丸

三
焼

肉
店

に
つ
い
て
」
　
1
0
/
1
7

社
長
の
原
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
、
実
際
に
出
前
焼
肉
を
体
験
し
た
。

②
式
典
、
祝
賀
会
内
容
の
検
討

・
会
場
を
丸
山
小
体
育

館
に
変
更
。

・
祝
賀
会
を
中
止
と
し
、
代
わ
り
に
ク
イ
ズ
大
会
を
企
画
。

・
参

加
で
き
な
い
人

向
け
に
、
新

成
人

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
集

め
た
動

画
の

作
成

を
計

画
。

【
検
討
過
程
】

成
人

式
準

備
会

　
9
/
5
、
9
/
2
7
、
1
0
/
1
4
、
1
0
/
2
5
、
1
2
/
1
0
、
1
2
/
2
1
、
3
/
4

成
人
式
実
行
委
員
会
　
1
0
/
2
8
　
　
新

成
人

と
主
事
の
打
合
せ
　
1
1
/
1
2
、
1
2
/
7

評 価

【
成
果

と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催

に
つ
い
て
、
新

成
人

、
地

区
役

員
が

何
度

も
話

を
す
る
中

で
、
開

催
に
向

け
て
思

い
を
高

め
る
こ
と
が

で
き
た
。
地

域
学

習
に
お
い
て
も
、
原

さ
ん
の

思
い
や

出
前

焼
肉

の
歴
史

を
知
る
中
で
、
地
域
の
良
さ
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

延
期

先
の

成
人

式
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
が

予
想

さ
れ

る
た
め
、
地

域
や

家
族

の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
得
る
か
が
課
題
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

役
員
改

選
期
で
は
あ
る
が
、
延
期
先
の
成
人
式
に
つ
い
て
も
今
年
度
の
「
準
備
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
。
多
く
の
新
成
人
が
参
加
し
、
思
い
出
に
残
る
良
い
式
に
す
べ
く
、
検
討
し

て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

8
0

2
月
1
8
日

飯
田
西
中
学
校

未
来
の
自
分
と
地
域
を
考
え
る
会

地
区
費

継
続

4
1
0
0

8
0

目 的

中
学
３
年
生
を
対

象
に
、
成

人
式
へ
の
理
解
を
深
め
、

自
身
の
生
き
方
を
考
え
る

機
会

実 施 内 容

平
成
2
8
年
度
か
ら
始
め
、
5
年
目
の
取
り
組
み
。
今
ま
で
は
「
成
人
式
」
の
説
明
に
終
始
し

て
い
た
が
、
今
年
度
は
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
実
施
。

①
成
人
式
に
つ
い
て
の

説
明
　
　
伊
藤
文
化
部
長
（
丸
山
）
、
小
池
主
事
（
丸
山
）

②
中
学
生
と
高
校
生
の
違
い
に
つ
い
て
　
　
宮
嶋
愛
里
さ
ん
（
新
成
人
）

③
学
生
と
社
会
人
の
違

い
に
つ
い
て
　
　
河
手
梨
奈
さ
ん
・
本
郷
亜
弥
音
さ
ん
（
新
成
人
）

④
2
0
歳
の
自
分
に
向
け
た
手
紙
、
成
人
式
連
絡
員
に
つ
い
て
　
　
平
澤
主
事
（
羽
場
）

※
手
紙
は
5
年
後
の
成
人
式
で
本
人
に
返
却
す
る

※
成
人
式
該
当
年
度
に
な
っ
た
際
、
連
絡
員
を
通
じ
て
実
行
委
員
を
募
集
す
る

公
民

館
と
学

校
の

打
合

せ
　
1
/
2
0
　
　
　
　
公
民
館
と
新
成
人
の
打
合
せ
　
1
/
2
4
、
2
/
7

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
学
生
が
成
人
式
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
成
人
か
ら
は
、
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
て
「
社

会
で
は

自
分

か
ら
聞

い
た
り
行

動
し
な
い
と
い
け
な
い
」
「
自

分
1
人

の
ミ
ス
が

会
社

全
体

に
影

響
す
る
責

任
を
感

じ
る
」
「
お
酒

が
飲

め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
様

々
な
年

代
や

職
種
の
人
と
深
い
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
新
成
人
が

自
身
を
振
り
返
る
機
会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

身
近
な
先
輩
か
ら
の
話
は
中
学
生
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
お
り
、
新
成
人
に
と
っ
て
も
良

い
機
会
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
次
年
度
も
継
続
開
催
し
た
い
。
時
期
も
手
紙
を
書
く
前
の
2
月
に

開
催
し
た
い
。

合 同 事 業
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羽
場

公
民

館
の

事
業

報
告

№
9

区
分

区
分

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

か
ざ

こ
し

ふ
れ

あ
い

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数

8
,0

9
1

5
月

1
7
日

（
中

止
）
、

1
1
月

2
8
日

実
施

内
容

参
照

目 的

中
学

生
・
地

区
住

民
を

対
象

に
、

野
鳥

観
察

を
通

し
て

風
越

山
麓

の
自

然
に

触
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
意

識
の

高
揚

を
図

る

実 施 内 容

羽
場

公
民

館
・
丸

山
公

民
館

・
飯

田
西

中
学

校
生

徒
会

（
愛

鳥
園

芸
委

員
会

）
共

催
事

業
。

元
々

西
中

の
事

業
で

あ
る

が
、

平
成

1
6
年

か
ら

公
民

館
も

共
催

。
講

師
か

ら
鳥

の
観

察
や

自
然

に
つ

い
て

説
明

し
て

も
ら

い
な

が
ら

歩
く
。

講
師

：
教

員
O

B
な

ど
1
0
名

程
度

【
春

】
　

5
月

1
7
日

（
日

）
（
中

止
）
　

　
場

所
：
西

中
～

滝
の

沢
～

石
灯

籠
【
冬

】
　

1
1
月

2
8
日

（
土

）
　

　
場

所
：
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

～
丸

山
公

民
館

【
検

討
過

程
】

学
校

、
公

民
館

の
打

合
せ

　
4
/
2
0
、

1
1
/
1
9

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

区
住

民
、

中
学

生
が

地
元

の
自

然
に

触
れ

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

西
中

教
員

の
参

加
率

も
高

く
、

地
域

を
知

る
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
た

だ
、

一
般

の
参

加
者

が
少

な
い

の
で

、
地

域
の

方
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
工

夫
が

必
要

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

年
度

は
西

中
担

当
教

諭
、

主
事

で
組

み
立

て
を

行
っ

た
が

、
来

年
度

は
中

学
生

、
地

区
役

員
、

講
師

の
意

見
も

踏
ま

え
て

内
容

を
計

画
し

て
い

き
た

い
。

合 同 事 業

探
鳥

会
市

費
継

続
3

1
1
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分

目 的

市
民

を
対

象
に

、
地

元
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
音

楽
家

に
よ

る
生

の
演

奏
を

楽
し

む
機

会
を

提
供

し
、

芸
術

文
化

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

羽
場

・
丸

山
地

区
の

文
化

委
員

会
（
文

化
部

会
）
が

主
体

と
な

り
、

感
染

症
対

策
も

含
め

た
運

営
方

法
を

検
討

し
た

が
、

飯
田

保
健

所
管

内
で

の
感

染
例

が
あ

り
、

参
加

団
体

と
も

協
議

の
う

え
中

止
を

決
定

し
た

。
【
検

討
過

程
】

6
/
1
5
、

7
/
7
　

 羽
場

・
丸

山
地

区
文

化
正

副
長

会
議

7
/
2
9
　

代
表

者
合

同
会

議

評 価

【
成

果
と

課
題

】
検

討
の

過
程

で
消

毒
・
換

気
の

方
法

や
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

等
、

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
十

分
協

議
し

た
こ

と
で

、
今

回
の

検
討

結
果

を
以

降
の

地
区

事
業

へ
活

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
開

催
時

期
と

会
場

の
関

係
か

ら
、

猛
暑

対
策

が
必

要
に

な
る

と
考

え
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
住

民
が

地
元

音
楽

家
の

演
奏

に
触

れ
、

ま
た

各
楽

団
の

地
域

住
民

へ
の

発
表

の
機

会
と

す
る

た
め

継
続

し
て

い
き

た
い

。

2
1

-

1
回

参
加

・
登

録
数

1
2
0

1
1
月

1
6
日

丸
山

小
学

校

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

8
,0

9
1

９
月

５
日

（
中

止
）

丸
山

小
学

校

開
催

期
日

開
催

会
場

家
庭

教
育

講
演

会
(P

T
A

講
演

会
)

他
会

計
継

続
3

1
1
6

9
4

事
業

名

目 的

小
中

学
生

を
持

つ
家

庭
を

対
象

に
、

家
庭

教
育

の
充

実
を

図
る

実 施 内 容

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

小
学

校
、

公
民

館
が

そ
れ

ぞ
れ

の
関

わ
り

の
中

か
ら

見
る

子
ど

も
と

取
り

巻
く
課

題
を

共
有

し
、

三
者

が
集

ま
る

会
議

の
中

で
内

容
の

検
討

、
講

師
の

選
定

を
行

い
講

演
会

を
実

施
し

た
。

例
年

、
地

域
の

一
般

参
加

者
も

対
象

と
し

て
い

た
が

、
感

染
症

対
策

の
た

め
保

護
者

と
教

員
の

み
を

対
象

と
し

た
。

講
師

：
飯

田
市

教
育

長
　

代
田

昭
久

氏
演

題
：
こ

れ
か

ら
の

Ａ
Ｉ時

代
を

生
き

る
子

供
た

ち
に

必
要

な
力

～
一

人
一

台
パ

ソ
コ

ン
を

ど
う

生
か

す
か

～
【
検

討
過

程
】

9
/
1
0
、

1
0
/
2
9
　

P
T
A

講
演

会
準

備
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
「
全

児
童

に
配

布
さ

れ
る

情
報

機
器

に
つ

い
て

」
と

い
う

保
護

者
や

教
員

に
と

っ
て

非
常

に
関

心
が

強
い

テ
ー

マ
で

講
演

会
が

実
施

で
き

、
教

育
長

か
ら

直
接

、
IC

T
教

育
の

意
義

や
そ

れ
に

よ
る

弊
害

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

当
日

の
運

営
は

教
員

が
主

体
と

な
っ

て
お

り
、

保
護

者
が

あ
ま

り
関

わ
れ

て
い

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
も

三
者

に
と

っ
て

有
益

な
情

報
を

学
習

・
共

有
す

る
機

会
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数

合 同 事 業

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
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羽
場
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1
0

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
2
9

8
月
2
7
日

飯
田
西
中
学
校

目 的

飯
田
西
中
学
校
生

徒
を
対

象
に
、
学
校
・
地
域
が
連
携

し
た
防
災
学
習
の
機
会
を

提
供

し
、
よ
り
実

生
活

に
即

し
た
自
然
災
害
へ
の
備
え

を
学
ぶ
。

実 施 内 容

羽
場
・
丸
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
役
員
が
飯
田
西
中
学
校
の
防
災
訓
練
・
防
災
学
習
に

参
加
し
、
中
学
生
の
避
難
訓
練
の
見
学
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
地
域
の
危
険
箇

所
や
避
難
す
る
場
所
等
の
指
導
を
行
っ
た
。

事
前
準
備
の
段
階
で
公
民
館
が
両
者
の
打
ち
合
わ
せ
に
入
り
、
実
施
内
容
や
地
域
側

に
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
検
討
し
た
。

【
当
日
実
施
内
容
】

・
飯

田
市

危
機

管
理

室
職

員
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
講

演
会

・
地
震
避
難
訓
練

・
居
住
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
役
員
か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
・
避
難
所
等
を
教
わ
る

【
検
討
過
程
】

ま
ち
づ
く
り
役

員
、
学

校
、
主

事
と
の

打
合

せ
　
7
/
2
2

危
機

管
理

室
、
教

頭
、
主

事
の

打
合

せ
　
8
/
5

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
学

校
の

避
難

訓
練

に
地

域
の

大
人

が
参

加
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
に
顔

見
知

り
に
な
り
、
実

際
の
災
害
時
の
連
携
・
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
役
員
も
中
学
生
に
指
導
す

る
こ
と
を
通

し
て
、
改

め
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
て
災
害
に
備
え
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
中
学
生
が
出
席
す
る
こ
と
に
両
者
の
希
望
が
あ
る
た
め
、
公
民
館
が
つ

な
ぎ
役

と
な
り
実

現
し
た
い
。

そ の 他

飯
田
西
中
学
校
防
災
学
習

他
会
計

新
規

3
2
2
9

2
2
9

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

飯
田
西
中
学
校
地
域
貢
献
学
習

他
会
計

継
続

4
8
1

8
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

8
1

1
0
月
1
6
日

集
会
所
・
公
民
館
等

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

飯
田
西
中
学
校
生

徒
を
対

象
に
、
地
域
へ
の
貢
献
活

動
を
通

し
て
、
自

分
た
ち
が

で
き
る
事

を
考
え
た
り
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
育

ん
だ
り
す
る
。

実 施 内 容

西
中
学
校
３
年
生
の
生

徒
が
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
体
験
な
ど
の
学
習
を
振
り
返
り
、
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
実
施
し
た
。
羽
場
・
丸
山
地
区
内
の
集
会

所
、
公
園
、
神
社
等
1
3
か
所
に
行
き
、
そ
の
施
設
関
係
者
と
一
緒
に
掃
除
や
美
化
活
動

を
行
っ
た
。

事
前
準
備
の
段
階
で
公
民
館
長
・
主
事
が
学
校
へ
行
き
、
生
徒
と
地
域
や
各
施
設
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
活
動
場
所
や
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

【
検
討
過
程
】

学
校
、
公
民
館
の
打
合
せ
　
7
/
1
3
、
8
/
6

生
徒

、
公

民
館

の
打

合
せ

　
9
/
3
0

評 価

【
成
果
と
課
題
】

美
化

活
動

等
を
通

じ
て
地

域
内

の
施

設
や

そ
こ
に
関

わ
る
人

を
改

め
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
地

域
に
対

す
る
愛
着
と
誇
り
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
側
に
と
っ
て
も
中
学
生
を
身
近
に
感

じ
る
機

会
と
な
り
、
学

校
で
の

活
動

を
知

る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。

今
年
度
は
独
居
高
齢
者
へ
の
訪
問
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
双
方
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

8
,0
9
1

実
施
内
容
参
照

飯
田
西
中
学
校
　
ほ
か

目 的

小
学

生
、
中

学
生

、
羽

場
・

丸
山
地
区
住
民
を
対
象

に
、
人

と
人

の
つ
な
が

り
づ

く
り
を
推
進
し
、
４
者
の
連

携
を
深
め
る

実 施 内 容

「
コ
ロ
ナ
禍

で
人

と
会

う
機

会
が

減
っ
て
い
る
今

だ
か

ら
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本

で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
」
を
盛

り
上

げ
た
い
」
と
い
う
西

中
生

の
思

い
を
受

け
、
西

中
生

徒
会
（
編
集
委
員
会
）
が
中
心
と
な
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
案
を
作
成
。
西
中
生
徒
、
丸
山
小
児

童
、
羽
場
地
区
・
丸
山
地
区
住
民
の
投
票
に
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
定
し
た
。
最
終
デ

ザ
イ
ン
は

丸
山

地
区

在
住

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
近

藤
敏

範
さ
ん
）
に
依

頼
し
、
仕

上
げ

て
い
た
だ
い
た
。

【
生
徒
会
役
員
の
動
き
】

地
区

役
員

と
の

打
合

せ
（
7
/
1
6
、
1
0
/
1
）
、
羽

場
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

理
事

会
参

加
（
1
0
/
1
6
）
、
丸

山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
本
部
委
員
会
参
加
（
1
0
/
1
5
）
、
羽

場
ま
ち
づ
く
り
座

談
会

参
加

（
1
0
/
3
1
）
、
丸
山
地
区
文
化
祭
参
加
（
1
1
/
7
）

【
検
討
過
程
】

地
区

役
員

、
近

藤
さ
ん
、
学

校
と
の

打
合

せ
　
1
2
/
7
、
1
2
/
2
4
、
1
/
1
3
、
1
/
2
0
、
2
/
4

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
学
生
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
会
役
員
に

と
っ
て
も
、
地

区
役

員
と
話

し
合

い
な
が

ら
一

緒
に
作

り
上

げ
て
い
く
経

験
を
し
た
こ
と
で
、
自

身
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
「
あ
い
さ
つ
運
動
の
旗
」
を
4
者
で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。
特
に
中
学
生
の
思
い
を
大

切
に
し
て
い
く
。
た
だ
、
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
生
徒
会
役
員
と
先
生
が
卒
業
し
て
し
ま
う
た

め
、
思
い
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
が
課
題
。

そ の 他

羽
場
・
丸
山
地
区
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成

地
区
費

新
規

1
1

9
0

1
0
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丸
山
公
民
館
の
事
業
報
告

N
o
.1

区
分

区
分

区
分

目 的

2
-
3
歳
児
と
そ
の
親
を
対
象

に
発
達
段
階
に
応
じ
た
遊

び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す

る
助

言
が

で
き
る
よ
う
図

る

実 施 内 容

感
染

症
に
よ
る
休

館
の

た
め
、
６
月

か
ら
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
今

年
度

よ
り
羽

場
・
丸

山
合
同
開
催
と
し
た
。

常
任
講
師
：
上
沼
和
子

先
生

【
実

施
内

容
】
①

6
/
1
6
始

ま
り
の

会
　
②

6
/
3
0
絵

本
を
楽

し
も
う
（
講

師
：
下

澤
洋

子
氏

）
③

7
/
2
8
栄

養
士

さ
ん
に
聞

い
て
み

よ
う
（
講

師
：
保

健
課

栄
養

士
）
　
④

9
/
1
5
お
散

歩
を

楽
し
も
う
　
⑤

1
0
/
1
3
文

化
祭

の
作

品
作

り
　
⑥
1
1
/
1
7
秋

の
お
散

歩
を
楽

し
も
う
　
⑦

1
2
/
1
5
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
⑧

2
/
1
6
森

っ
子
さ
ん
と
手

形
・
足

形
の

作
品

作
り
（
講

師
：
環

境
文

化
教

育
機

構
（
株

）
）
　
⑨

3
/
9
お
別

れ
会

【
検
討
過
程
】

4
/
2
8
　
乳

幼
児

学
級

講
師

・
保

健
師

打
ち
合

わ
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
、
開

始
時

期
が

遅
れ

た
こ
と
や

休
館

に
よ
る
一

時
中

断
に
よ
り
開
催
回
数
は
例
年
よ
り
減
少
と
な
っ
た
が
、
講
師
や
保
健
師
と
内
容
や
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
を
検
討
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
遊
び
や
学
び
、
悩
み
に
対
す
る
助
言
が
で
き
る
内

容
が
実
施
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

乳
幼
児
や
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
学
び
と
な
る
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
た
い
。

学 級 ・ 講 座

2
-
3
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

1
0

羽
場
中
央
公
会
堂
・
丸
山
公
民
館

2
3
4

6
/
1
6
～
3
/
9

3
2
4

3
6

目 的

０
･１

歳
児
と
そ
の
親
を
対

象
に
し
た
交
流
の

場
、
育

児
学
習
を
図
る
。

実 施 内 容

保
健

課
と
の

共
催

。
5
月
よ
り
開

始
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が

、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
6
月

か
ら
の

開
講
と
な
っ
た
。

講
師
：
松
村
由
美
子
さ
ん
（
保
育
士
）
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
：
伊
坪
和
代
さ
ん

6
/
1
8
は

じ
ま
り
の

会
・
図

書
分

館
紹

介
、
7
/
2
七

夕
飾

り
を
作
ろ
う
、
7
/
1
6
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
（
宮

澤
助

産
師

）
、
8
/
2
8
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ

り
、
9
/
1
7
こ
ど
も
の

安
全

と
防

災
に
つ
い

て
考

え
よ
う
、
1
0
/
1
秋

の
お
散

歩
、
1
0
/
1
5
文
化
祭
展
示
作
品
製
作
、
1
1
/
5
み

ん
な
で
お

し
ゃ
べ

り
、
1
1
/
1
9
お
や

つ
と
食

事
に
つ
い
て
（
佐

々
木

栄
養

士
）
、
1
2
/
1
0
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
森
っ
こ
）
、
1
/
2
1
か
ら
だ
を
動
か
し
て
遊

ぼ
う
【
中
止
】
、
2
/
4
マ
マ
企

画
（
子

ど
も
の

散
髪

に
つ
い
て
）
【
中
止
】
、
2
/
1
8
手

形
・
足

型
を
と
ろ
う
、
3
/
5
終

わ
り
の

会

学 級 ・ 講 座

0
・
1
歳
児
学
級
　
「
す
く
す
く
学
級
」

市
・
地

継
続

1
1

2
5
0

4
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
人

と
会
う
機

会
が

減
る
中

、
マ
マ
同

士
の

つ
な
が

り
づ
く
り
や

不
安

解
消

に
つ
な
が

る
活
動
が
で
き
た
。
（
お
し
ゃ
べ
り
の
会
を
増
や
す
、
体
を
動
か
す
機
会
を
設
け
る
な
ど
）

ま
た
、
例
年
に
比
べ
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容
を
保
育
士
さ
ん
、
保
健
師
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

1
6
0

6
月
～
3
月
（
実
施
内
容
参
照
）

丸
山
公
民
館

対
象
数

開
催
期
日

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋

市
・
地

継
続

4
4
5

1
8

3
,3
9
4

8
月
6
日
、
7
日

丸
山
公
民
館

目 的

丸
山
小
学
校
児
童

を
対
象

に
、
夏
休
み
期
間
の
居
場

所
づ
く
り
と
学
習
支

援
を

し
、
地
域
を
学
ぶ

こ
と
で
誇

り
と
愛
着
の
醸
成
を
図
る

実 施 内 容

昨
年

度
ま
で
丸

山
小

学
校

区
（
羽

場
・
丸

山
・
東

野
）
で
行

っ
て
い
た
が

、
今

年
度

よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
開

催
と
な
っ
た
。
当
初
、
7
月
末
の
3
日
間
を
予
定
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
休

校
の

影
響

で
小

学
校

の
夏

休
み

が
短

縮
さ
れ

、
日
程
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
2
日
間
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

8
月
6
日
（
木
）

液
体
窒
素
を
使
っ
た
実
験
（
講
師
：
お
も
し
ろ
科
学
工
房
）

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
（
講
師
：
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
嶽
野
英
樹
）

8
月
7
日
（
金
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
講
師
：
飯
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
）

水
引
で
ア
マ
ビ
エ
づ
く
り
（
講
師
：
田
中
宗
吉
商
店
　
田
中
秀
明
）

参
加

児
童

：
1
8
名

（
1
年

2
人

、
2
年

3
名

、
3
年

3
人

、
4
年

6
人

、
5
年

2
人

、
6
年

2
人

）
ス
タ
ッ
フ
：
2
7
名
（
う
ち
講

師
9
名

）
実

行
委

員
会

　
7
/
3
0
、
9
/
1

評 価

【
成
果
と
課
題
】

小
学

生
が

地
域

の
資

源
を
活

用
し
た
体

験
学

習
を
通

じ
、
地

域
の

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
を
知

る
機

会
と
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

主
任
児
童
委
員
と
主
事
が
中
心
と
な
っ
て
内
容
を
検
討
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
全
体
で

内
容

を
検

討
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
話

し
合

い
の

機
会

を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

春
休

み
の

開
催

に
つ
い
て
要

望
が

出
て
い
る
た
め
、
開

催
に
向

け
て
検

討
を
進

め
る
。
ま
た
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
る
。
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丸
山

公
民

館
の

事
業

報
告

N
o
.2

区
分

区
分

区
分

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
自

分
た

ち
の

住
む

地
域

を
体

験
を

通
し

て
知

り
学

ぶ

3
0

事
業

名

文 化 事 業

丸
山

く
ら

す
地

区
費

文 化 事 業

丸
山

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
0

実 施 内 容

例
年

、
食

を
通

じ
た

学
習

を
行

っ
て

い
る

が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
内

容
を

変
更

。
「
郷

土
か

ら
地

球
ま

で
、

原
点

に
触

れ
る

旅
」
と

し
て

、
昨

年
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
さ

れ
た

美
術

博
物

館
を

見
学

し
た

。

①
文

化
ト

ピ
ッ

ク
展

示
「
国

学
っ

て
何

」
に

つ
い

て
の

解
説

講
師

：
青

木
隆

幸
さ

ん
（
美

博
専

門
研

究
員

）
②

常
設

展
見

学
（
竜

丘
児

童
自

由
画

1
0
0
周

年
展

な
ど

）
③

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
観

賞
「
fe

e
l 
th

e
 e

ar
th

」
「
生

き
て

い
る

大
地

～
赤

石
山

脈
中

央
構

造
線

～
」

文
化

部
会

で
の

内
容

検
討

　
9
/
2

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

【
成

果
と

課
題

】
「
飯

田
」
に

つ
い

て
「
丸

山
」
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

地
域

に
対

す
る

誇
り

と
愛

着
を

も
つ

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
丸

山
連

合
青

壮
年

会
と

相
談

し
な

が
ら

内
容

は
検

討
す

る
。

開
催

期
日

5
7
0

4
2
0

事
業

名

市
・
地

継
続

3
5
0

開
催

会
場

丸
山

公
民

館

飯
田

市
美

術
博

物
館

対
象

数
開

催
期

日

【
成

果
と

課
題

】
普

段
な

か
な

か
行

く
機

会
の

な
い

美
術

博
物

館
を

満
喫

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
た

だ
、

参
加

者
が

少
な

く
、

関
係

者
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

っ
た

た
め

、
様

々
な

人
が

参
加

で
き

る
よ

う
な

事
業

の
組

み
立

て
が

必
要

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
体

験
を

通
じ

た
学

習
に

主
眼

を
お

い
た

組
み

立
て

を
行

い
た

い
。

対
象

数

3
,3

9
4

1
0
月

4
日

4
0

2
0

3
,3

9
4

3
月

2
1
日

対
象

数

丸
山

小
学

校
体

育
館

開
催

会
場

3
,3

9
4

開
催

会
場

1
1
月

8
日

開
催

期
日

文 化 事 業

お
と

な
の

サ
ロ

ン

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

文
化

活
動

の
発

表
の

場
や

地
域

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

主
催

：
文

化
祭

実
行

委
員

会
（
実

行
委

員
長

：
小

澤
ま

ち
づ

く
り

会
長

）
主

管
：
公

民
館

文
化

部
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
会

場
を

丸
山

小
学

校
体

育
館

に
変

更
し

て
日

程
を

短
縮

。
飲

食
が

伴
う

催
事

を
中

止
と

し
、

各
種

団
体

に
よ

る
展

示
発

表
と

保
育

園
・
小

中
学

校
関

係
団

体
に

よ
る

芸
能

発
表

の
み

と
し

た
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

で
は

地
区

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

「
ふ

う
く
ん

」
の

紹
介

も
行

っ
た

。

【
展

示
】

社
教

団
体

活
動

報
告

・
作

品
展

示
、

個
人

作
品

展
示

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
各

委
員

会
活

動
報

告
展

示
な

ど
　

2
1
団

体
、

2
個

人
【
芸

能
発

表
】

丸
山

保
育

園
（
ダ

ン
ス

、
人

形
劇

）
、

丸
山

小
学

校
ク

ラ
ブ

（
金

管
バ

ン
ド

、
合

唱
、

人
形

劇
）
、

飯
田

西
中

学
校

（
人

形
劇

）

各
種

会
議

　
6
/
2
6
、

7
/
1
6
、

7
/
2
0
、

9
/
2
、

9
/
7
、

9
/
1
8
、

1
0
/
5
、

1
0
/
9
、

1
1
/
2
5

前
日

準
備

　
1
1
/
7

【
成

果
と

課
題

】
来

年
度

に
延

期
す

る
と

メ
ン

バ
ー

が
変

わ
っ

て
し

ま
う

保
育

園
児

や
小

中
学

生
の

た
め

に
、

発
表

の
機

会
を

設
け

た
い

と
の

思
い

で
企

画
・
実

施
。

文
化

祭
が

各
団

体
の

目
標

と
な

る
こ

と
で

、
団

体
の

活
動

を
活

性
化

し
、

意
欲

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
例

年
参

加
し

て
い

な
い

団
体

か
ら

の
展

示
参

加
も

あ
り

、
新

た
な

活
動

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

一
方

で
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
文

化
祭

の
大

き
な

目
的

で
あ

る
「
人

と
人

の
交

流
」
が

例
年

に
比

べ
て

難
し

く
、

物
足

り
な

さ
を

感
じ

た
。

役
員

の
一

体
感

も
生

ま
れ

に
く
く
、

み
ん

な
で

準
備

し
て

い
く
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

る
が

、
発

表
の

機
会

だ
け

で
は

な
く
、

住
民

の
交

流
が

促
進

さ
れ

る
よ

う
な

内
容

も
検

討
し

て
い

く
。

役
員

が
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

め
る

よ
う

に
話

し
合

い
を

重
ね

て
い

く
。

継
続

2

事
業

区
分

評 価

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

評 価

丸
山

連
合

青
壮

年
会

と
共

催
。

テ
ー

マ
：
飯

田
の

深
イ

イ
話

～
飯

田
の

昔
を

探
り

な
が

ら
今

を
知

る
話

～
講

師
：
今

村
光

利
さ

ん
（
飯

田
市

美
術

博
物

館
評

議
員

）

文
化

部
会

で
の

検
討

　
1
2
/
1
7
　

　
　

講
師

と
の

打
合

せ
　

1
/
2
6

予
算

区
分

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
１

つ
の

こ
と

を
じ

っ
く
り

と
考

え
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
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区
分

区
分

区
分

区
分体 育 事 業

事
業
名

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

と
広

い
年

代
層

で
の

親
睦

と
交
流
を
図
る

実 施 内 容

運
動

会
中

止
に
よ
る
代

替
事

業
。
コ
ロ
ナ
禍

が
今

後
も
続

く
こ
と
を
見

据
え
、
屋

外
で
老

若
男
女
が
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ク
ッ
ブ
」
の
普
及
を
狙
っ
て
企
画
。

参
加
チ
ー
ム
：
1
6

Ａ
リ
ー
グ
優

勝
：
丸

４
Ａ
チ
ー
ム
　
　
　
Ｂ
リ
ー
グ
優

勝
：
今

２
Ｂ
チ
ー
ム

体
育

部
で
の

検
討

　
8
/
7
、
9
/
1
0
、
1
0
/
6

体 育 事 業

ク
ッ
ブ
大
会

地
区
費

新
規

4

対
象
数

【
成
果
と
課
題
】

初
め
て
の
競
技
に
よ
る
大
会
で
あ
っ
た
が
、
小
学
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
多
く
の
方
が
参
加
し

て
く
れ
た
。
ク
ッ
ブ
の
普
及
に
も
つ
な
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
来
年
度
も
開
催
す
る
予
定
。

開
催
期
日

丸
山
小
学
校
校
庭

開
催
会
場

1
0
月
1
1
日

評 価

予
算
区
分

5
0

7
0

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

と
広

い
年

代
層

で
の

親
睦

と
交
流
を
図
る

実 施 内 容

ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
バ

レ
ー
を
６
チ
ー
ム
で
実

施
。
中

学
生

・
高

校
生

・
2
0
代

の
参

加
も
あ
っ
た
。

優
勝
：
マ
ル
ヨ
ン
排
球
部

　
　
２
位
：
滝
の
沢
　
　
３
位
：
丸
４
Ｂ

体
育

部
で
の

検
討

　
1
0
/
6
、
1
1
/
1
7

体 育 事 業

丸
山
地
区
市
民
大
運
動
会

地
区
費

継
続

4
4
0

地
区
費

継
続

3
7
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

丸
山
小
学
校

開
催
会
場

開
催
会
場

開
催
期
日

開
催
会
場

押
洞

グ
ラ
ウ
ン
ド

評 価

【
成
果
と
課
題
】

経
験

者
が

い
な
い
と
運

営
で
き
な
い
状

態
。
や

る
こ
と
を
明

文
化

し
、
誰

が
何

を
や

れ
ば

い
い

か
分

か
る
よ
う
に
す
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
区

住
民

が
一

堂
に
会

す
る
貴

重
な
機

会
で
あ
る
た
め
、
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
明

確
に
し
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
。

3
,3
9
4

対
象
数

開
催
期
日

3
,3
9
4

丸
山
小
学
校
体
育
館

3
,3
9
4

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

対
象
数

3
,3
9
4

1
1
月
2
2
日

【
成
果

と
課
題
】

気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
参
加

チ
ー
ム
が

年
々

減
っ
て
い
る
の

で
、
若

者
の

参
加

が
増

え
る
よ
う
に
呼
び
か

け
を
工

夫
し
て
い

く
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

開
催
時

期
を
2
月
に
変
更
予
定
。

6
月
2
1
日

開
催
期
日

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
対

策
を
十

分
に
行

い
、
安

全
に
大

会
を
開

催
で
き
た
こ
と
で
、
地

域
活

動
の

再
開

を
後

押
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
同
士
が
で
楽
し
そ
う
に
話
し
合
う
様
子
も
あ
り
、
直
接
会
っ
て

交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

参
加
チ
ー
ム
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
自
治
会
を
超
え
た
連
携
の
中
で
参
加
チ
ー
ム
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

1
回
参
加
・
登
録
数

主
催
：
運
動
会
実
行
委

員
会
（
実
行
委
員
長
：
小
澤
ま
ち
づ
く
り
会
長
）

主
管
：
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
厚
生
委
員
会

コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

【
検
討
経
過
】

公
民
館
体
育
部
で
の
検
討
　
6
/
1
6
、
8
/
7

公
民

館
正

副
部

長
会

で
の

検
討

　
7
/
2
0

ま
ち
づ
く
り
委

員
会

、
公

民
館

の
打

合
せ

　
7
/
2
7

体 育 事 業

丸
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

2
7
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

町
内
対
抗
形
式
で
開
催

。
各
町
体
育
部
員
を
中
心
に
チ
ー
ム
を
編
成
。

コ
ロ
ナ
の

緊
急

事
態

宣
言

明
け
直

後
で
あ
っ
た
が

、
公

民
館

活
動

を
率

先
し
て
再

開
す

る
こ
と
で
地
域
の
活
動
再
開
を
後
押
し
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
対
策
を
万
全
に
し
て
開

催
。
ま
ち
づ
く
り
会
長
や

各
自
治
会
長
の
理
解
も
得
た
う
え
で
開
催
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
：
４
チ
ー
ム
（
今
宮
町
２
、
今
宮
町
４
、
丸
山
町
１
＋
滝
の
沢
、
丸
山
町
４
）

優
勝
：
丸
山
町
４
　
　
準
優
勝
：
丸
山
町
１
＋
滝
の
沢

体
育

部
で
の

検
討

　
5
/
2
9
、
6
/
1
6
、

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

町
内
の
親
睦
と
交

流
を
図

る

実 施 内 容

9
0

1
回
参
加
・
登
録
数

5
0

1
回
参
加
・
登
録
数

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
大
会

対
象
数

評 価

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

親
睦
と
交
流
を
地
区
の
結

び
つ
き
や
活
性
化
を
図
る

実 施 内 容
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区
分

区
分

区
分

区
分 育 成 事 業

お
正
月
飾
り
教
室

市
費

継
続

2
3
5

育 成 事 業

ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
教

室
支

援
事

業
地

区
費

継
続

3
4
0

丸
山
公
民
館

丸
山
公
民
館

開
催
会
場

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

子
ど
も
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
充
実
を
目
的
に
各

教
室

の
連

携
を
深

め
な
が

ら
支
援
し
て
い
く
。

実 施 内 容

丸
山
公
民
館
に
登
録
の
あ
る
小
学
生
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
支
援
。
「
飯
田
フ
ァ
イ
ブ
ス

タ
ー
ズ
」
「
丸
山
Ｊ
Ｆ
Ｃ
」
「
丸
山
剣
道
教
室
」
の
３
団
体
が
登
録
し
て
い
る
。

4
/
5
閉
校
式
（
中
止
）

9
/
4
指

導
者

・
保

護
者

研
修

会
「
ス
ポ
ー
ツ
食

育
講

座
」

講
師
：
友
竹
浩
之
（
飯
田

女
子
短
期
大
学
教
授
）
、
岩
瀬
彩
香
（
飯
田
女
子
短
期
大
学
助

教
）

3
/
7
閉
校
式
（
中
止
）

※
上
記
以
外
に
代
表
者
会
を
年
1
回
開
催

4
0
号

（
6
月

）
、
4
1
号

（
9
月
）
、
4
2
号

（
1
2
月

）
、
4
3
号
（
3
月

）
。
発

行
部

数
1
5
0
0
部

ま
ち
づ
く
り
委

員
会

と
合

同
で
発

行
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行

事
が

減
る
中

で
も
、
計

画
通

り
4
回

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

広
報

部
会

で
の

検
討

　
4
/
2
8
、
6
/
1
0
、
7
/
2
2
、
8
/
1
8
、
1
0
/
2
0
、
1
1
/
1
8
、
1
/
1
9
、
2
/
1
6

評 価

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

3
0

実 施 内 容

広 報 事 業

広
報

ま
る
や

ま
の

編
集

地
区

費
継

続
1
2

4
0

体 育 事 業

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

3
1
5

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
運

動
不
足
の
解
消
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

と
健

康
増
進
を
図
る

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

区
内
の
話
題
を
伝
え
地
域

課
題

を
提

起
し
て
い
く

実 施 内 容

お
正
月
飾
り
、
し
め
縄
づ
く
り
を
講
師
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
自
分
で
作
成
す
る
。

講
師
：
久
保
田
浩
史
さ
ん
（
丸
山
町
３
丁
目
、
農
家
）

育
成

部
で
の

打
合

せ
　
1
0
/
2
7

【
成
果
と
課
題
】

育
成
部
に
経
験
者
が
多
く
、
講
師
の
補
助
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
が
、
継
続
開
催
の
た
め
に

は
指
導
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

伝
統
行
事
、
わ
ら
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
引
き
続
き
開
催
す
る
。

評 価

実 施 内 容

年
配
の
方
が
多
く
参
加
す
る
大
会
で
あ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
と
し
た
。

体
育

部
で
の

検
討

　
1
1
/
1
7

正
副

部
長

と
の

打
合

せ
　
1
/
1
8
、
2
/
6

評 価

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

3
,3
9
4

通
年

丸
山
公
民
館

対
象
数

開
催
期
日

3
,3
9
4

2
月
2
8
日

丸
山
公
民
館

開
催
会
場

【
成
果
と
課
題
】

保
護
者
や
指
導
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
研
修
会
や
募
集
案
内
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
お
り
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
引
き
続
き
保
護
者
・
指
導
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
丘
の
上
５
地
区
で
も
情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

3
,3
9
4

2
5

対
象
数

開
催
期
日

3
,3
9
4

1
2
月
1
3
日

評 価

【
成
果
と
課
題
】

役
員

が
多

く
出

場
す
る
大

会
と
な
っ
て
お
り
、
新

た
な
参

加
者

増
え
な
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

ま
ち
づ
く
り
委

員
会

へ
移

管
す
る
予

定
。

【
成
果
と
課
題
】

広
報
の
役
割
は
何
か
を
考
え
、
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
発
信
す
べ
き
情
報
を
掲
載
し
て

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
、
紙

媒
体

に
よ
る
情

報
発

信
が

重
要

に
な
る
。
事

業
の

紹
介

に
限

ら
ず
、

必
要
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

実
施
内
容
参
照

5

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

伝
統
行
事
の
継
承

と
地
域

の
交
流
と
親
子
の

ふ
れ
あ

い
を
図
る
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区
分

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

対
象
数

丸
山
公
民
館
　
ほ
か

開
催
会
場

開
催
期
日

3
,3
9
4

2
0

1
回
参
加
・
登
録
数

育 成 事 業

丸
山

地
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

地
区

費
継

続
3

実 施 内 容

昨
年

ま
で
は

健
康

福
祉

委
員

会
と
共

催
で
あ
っ
た
が

、
今

年
度

は
公

民
館

単
独

で
開

催
。
例
年
の
豚
汁
無
料
配
布
を
止
め
、
地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
「
史
跡

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
行
う
。

雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

講
師
：
木
下
勝
臣
さ
ん
（
白
山
社
総
代
長
）
、
伊
藤
晃
さ
ん
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
）

参
加
賞
：
「
ふ

う
く
ん
」
缶
バ
ッ
チ

育
成

部
で
の

検
討

　
1
/
1
2
、
2
/
9

現
地

下
見

　
3
/
1
7

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

伝
統
行
事
の
継
承

と
地
域

の
交
流
と
親
子
の

ふ
れ
あ

い
を
図
る

実 施 内 容

公
民

館
全

館
を
利

用
し
て
お
正

月
遊

び
と
も
ち
つ
き
体

験
会

を
行

う
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し

て
、
今

年
度

に
限

り
、
お
も
ち
は

既
製

品
と
す
る
。

中
学
生
が
講
師
か
ら
事

前
に
凧
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
当
日
、
参
加
者
に
講
師
と
し
て
指

導
し
て
い
る
。

今
年

度
は

コ
ロ
ナ
で
中

止
と
な
っ
た
。

育
成

部
で
の

検
討

　
1
0
/
2
7
、
1
/
1
2

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
た
ち
が
伝
統
行
事
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

中
学

生
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
、
地

域
と
つ
な
が

る
貴

重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
開

催
で
き
る
方
法
の
検
討
が
必
要
。

開
催
会
場

予
算
区
分

事
業
区
分

育 成 事 業

親
子
交
流
体
験
事
業

　
「
藍
染
め
体
験
」

地
区
費

継
続

8
7
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

育 成 事 業

正
月
あ
そ
び
・
も
ち
つ
き
体
験

市
・
地

継
続

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
期
日

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

開
催
会
場

1
2
0

事
業
名

開
催
期
日

3
,3
9
4

1
月
1
7
日
（
中
止
）

3
月
2
1
日
（
中
止
）

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
の
自
然
・
文
化

に
触
れ

な
が
ら
健
康
増
進

を
図
る

丸
山
公
民
館

対
象
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
遠

出
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
の

た
め
に
何

か
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思

い
で
、
育

成
部
で
検
討
を
重
ね
て
実
施
。
当
日
の
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
育
成
部
員
が
自
ら
学
ん
だ
こ

と
を
子

ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
た
ち
に
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
こ
と
を
育
成
部
で
検
討
し
な
が
ら
内
容
を
決
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
森
公
園
を
活
用
で
き
る
と
良
い
。

3
,3
9
4

7
月
2
6
日

評 価

【
成
果
と
課
題
】

親
子

の
交

流
機

会
と
し
て
実

施
し
て
い
る
が

、
年

々
参

加
者

が
減

少
し
て
い
る
。
文

化
部

的
要

素
（
地
域
を
知
る
機
会
に
し
た
い
）
、
体
育
部
的
要
素
（
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

な
ど
様

々
な
意

見
が

出
て
い
る
の

で
、
何

の
た
め
に
開

催
す
る
の

か
目

的
を
考

え
な
が

ら
内

容
を
検
討
し
て
い
く
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

主
管
を
ど
う
す
る
か
公
民
館
全
体
で
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

親
子
を
対
象
に
、
体
験
を

通
じ
て
家

庭
内

で
の

親
子

の
つ
な
が

り
を
深

め
る
こ
と

を
図
る

か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園
と
共
催
。

親
子
で
同
じ
体
験
を
し
、
会
話
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
家
庭
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
検
討
。
昨
年
ま
で
は
魚
の
つ
か
み
ど
り
と
飯
盒

炊
爨
を
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
藍
染
体
験
を
実
施
。

事
前
に
部
員
が
専
門
家

か
ら
染
色
を
学
び
、
前
日
に
部
員
全
員
で
勉
強
を
し
た
う
え
で

当
日
に
臨
ん
だ
。

染
色
講
師
：
田
中
洋
江
（
飯
田
女
子
短
期
大
学
教
授
）

育
成

部
で
の

打
合

せ
、
準

備
　
6
/
2
、
6
/
2
2
、
7
/
2
4
、
7
/
2
5

飯
田

女
子

短
期

大
学

で
の

講
習

　
6
/
1
1

子
ど
も
の

森
公

園
と
の

打
合

せ
　
6
/
4
、
6
/
1
8
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区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

丸
山

小
学

校

実
施

内
容

参
照

2
月

1
8
日

飯
田

西
中

学
校

９
月

５
日

（
中

止
）

評 価

平
成

2
8
年

度
か

ら
始

め
、

5
年

目
の

取
り

組
み

。
今

ま
で

は
「
成

人
式

」
の

説
明

に
終

始
し

て
い

た
が

、
今

年
度

は
中

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

視
点

で
実

施
。

①
成

人
式

に
つ

い
て

の
説

明
　

　
伊

藤
文

化
部

長
（
丸

山
）
、

小
池

主
事

（
丸

山
）

②
中

学
生

と
高

校
生

の
違

い
に

つ
い

て
　

　
宮

嶋
愛

里
さ

ん
（
新

成
人

）
③

学
生

と
社

会
人

の
違

い
に

つ
い

て
　

　
河

手
梨

奈
さ

ん
・
本

郷
亜

弥
音

さ
ん

（
新

成
人

）
④

2
0
歳

の
自

分
に

向
け

た
手

紙
、

成
人

式
連

絡
員

に
つ

い
て

　
　

平
澤

主
事

（
羽

場
）

※
手

紙
は

5
年

後
の

成
人

式
で

本
人

に
返

却
す

る
※

成
人

式
該

当
年

度
に

な
っ

た
際

、
連

絡
員

を
通

じ
て

実
行

委
員

を
募

集
す

る

公
民

館
と

学
校

の
打

合
せ

　
1
/
2
0
　

　
　

　
公

民
館

と
新

成
人

の
打

合
せ

　
1
/
2
4
、

2
/
7

実 施 内 容

8
0

未
来

の
自

分
と

地
域

を
考

え
る

会
地

区
費

継
続

4
1
0
0

8
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

目 的

市
民

を
対

象
に

、
地

元
で

活
躍

さ
れ

て
い

る
音

楽
家

に
よ

る
生

の
演

奏
を

楽
し

む
機

会
を

提
供

し
、

芸
術

文
化

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

羽
場

・
丸

山
地

区
の

文
化

委
員

会
（
文

化
部

会
）
が

主
体

と
な

り
、

感
染

症
対

策
も

含
め

た
運

営
方

法
を

検
討

し
た

が
、

飯
田

保
健

所
管

内
で

の
感

染
例

が
あ

り
、

参
加

団
体

と
も

協
議

の
う

え
中

止
を

決
定

し
た

。

【
検

討
過

程
】

6
/
1
5
、

7
/
7
　

 羽
場

・
丸

山
地

区
文

化
正

副
長

会
議

7
/
2
9
　

代
表

者
合

同
会

議

評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

回
は

中
止

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

検
討

の
過

程
で

両
地

区
の

文
化

正
副

委
員

長
が

中
心

と
な

り
、

消
毒

・
換

気
の

方
法

や
会

場
レ

イ
ア

ウ
ト

等
、

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
十

分
協

議
し

た
こ

と
で

、
今

回
の

検
討

結
果

を
以

降
の

地
区

事
業

へ
活

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
開

催
時

期
と

会
場

の
関

係
か

ら
、

猛
暑

対
策

が
必

要
に

な
る

と
考

え
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
住

民
が

地
元

音
楽

家
の

演
奏

に
触

れ
、

ま
た

各
楽

団
の

地
域

住
民

へ
の

発
表

の
機

会
と

す
る

た
め

継
続

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

か
ざ

こ
し

ふ
れ

あ
い

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

3
2
1

-
8
,0

9
1

目 的

中
学

生
・
地

区
住

民
を

対
象

に
、

野
鳥

観
察

を
通

し
て

風
越

山
麓

の
自

然
に

触
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
意

識
の

高
揚

を
図

る

実 施 内 容

羽
場

公
民

館
・
丸

山
公

民
館

・
飯

田
西

中
学

校
生

徒
会

（
愛

鳥
園

芸
委

員
会

）
共

催
事

業
。

元
々

西
中

の
事

業
で

あ
る

が
、

平
成

1
6
年

か
ら

公
民

館
も

共
催

。
講

師
か

ら
鳥

の
観

察
や

自
然

に
つ

い
て

説
明

し
て

も
ら

い
な

が
ら

歩
く
。

講
師

：
教

員
O

B
な

ど
1
0
名

程
度

【
春

】
　

5
月

1
7
日

（
日

）
（
中

止
）
　

　
場

所
：
西

中
～

滝
の

沢
～

石
灯

籠
【
冬

】
　

1
1
月

2
8
日

（
土

）
　

　
場

所
：
か

ざ
こ

し
子

ど
も

の
森

公
園

～
丸

山
公

民
館

学
校

、
公

民
館

の
打

合
せ

　
4
/
2
0
、

1
1
/
1
9

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

区
住

民
、

中
学

生
が

地
元

の
自

然
に

触
れ

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

西
中

教
員

の
参

加
率

も
高

く
、

地
域

を
知

る
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
た

だ
、

一
般

の
参

加
者

が
少

な
い

の
で

、
地

域
の

方
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
工

夫
が

必
要

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

年
度

は
西

中
担

当
教

諭
、

主
事

で
組

み
立

て
を

行
っ

た
が

、
来

年
度

は
中

学
生

、
地

区
役

員
、

講
師

の
意

見
も

踏
ま

え
て

内
容

を
計

画
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

探
鳥

会
市

費
継

続
3

1
1
0

1
0
0

8
,0

9
1

5
月

1
7
日

（
中

止
）
、

1
1
月

2
8
日

目 的

中
学

３
年

生
を

対
象

に
、

成
人

式
へ

の
理

解
を

深
め

、
自

身
の

生
き

方
を

考
え

る
機

会

【
成

果
と

課
題

】
中

学
生

が
成

人
式

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
新

成
人

か
ら

は
、

自
身

の
経

験
を

踏
ま

え
て

「
社

会
で

は
自

分
か

ら
聞

い
た

り
行

動
し

な
い

と
い

け
な

い
」
「
自

分
1
人

の
ミ

ス
が

会
社

全
体

に
影

響
す

る
責

任
を

感
じ

る
」
「
お

酒
が

飲
め

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

様
々

な
年

代
や

職
種

の
人

と
深

い
交

流
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
」
と

い
っ

た
話

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
新

成
人

が
自

身
を

振
り

返
る

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
身

近
な

先
輩

か
ら

の
話

は
中

学
生

に
と

っ
て

良
い

刺
激

に
な

っ
て

お
り

、
新

成
人

に
と

っ
て

も
良

い
機

会
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

次
年

度
も

継
続

開
催

し
た

い
。

時
期

も
手

紙
を

書
く
前

の
2
月

に
開

催
し

た
い

。

合 同 事 業
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丸
山
公
民
館
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事
業
報
告

N
o
.7

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

羽
場
・
丸
山
地
区
成
人

式
1
1

1
5
0

1
5

1
1
7

1
月
1
0
日
（
延
期
）

市
・
地

継
続

対
象
数

丸
山
小
学
校

丸
山
小
学
校
ほ
か

開
催
期
日

1
回
参
加
・
登
録
数

丸
山
小
学
校
区
の
羽
場

・
丸
山
・
東
野
地
区
合
同
事
業
。
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
と
見
守
り
を
行
う
。
学
期
ご
と
に
運
営
委

員
会
・
ス
タ
ッ
フ
会
を
開
催
し
、
運
営
や
児
童
の
様
子
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

【
通
常
の
活
動
】

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

（
2
5
回

）
活
動
内
容
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
体
育
館
）
・
卓
球
（
プ
レ
ー
ル
ー
ム
）
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
・
制
作
（
図
工
室
）

【
そ
の
他
の
活
動
】

・
各
地
区
の
文
化
祭
で
の
作
品
の
展
示

・
学
期
に
１
回
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
参
観
日
を
兼
ね
た
お
楽
し
み
会

8
月
　
な
が
し
そ
う
め
ん
大

会
（
中

止
）
　
1
2
/
1
9
お
楽

し
み

会
　
3
/
7
ま
と
め
の

会

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

事
業
名

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
と
見
守
り
に
よ

り
、
安
全
な
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
を
目

指
す

合 同 事 業

目 的

新
成
人
を
対
象
に
「
地
域

に
愛

着
と
誇

り
を
持

ち
、
将

来
に
お
け
る
自

己
の

あ
り

方
を
見
つ
め
る
」
機
会
と
す

る

実 施 内 容

羽
場
・
丸
山
地
区
合
同
で
各
種
団
体
の
代
表
と
新
成
人
有
志
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
い
る
。
今
年
度
は
持
ち
回
り
に
よ
り
丸
山
公
民
館
長
が
実
行
委
員
長
と
な
っ
た
。

①
地

域
学

習
「
丸

三
焼

肉
店

に
つ
い
て
」
　
1
0
/
1
7

社
長
の
原
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
、
実
際
に
出
前
焼
肉
を
体
験
し
た
。

②
式
典
、
祝
賀
会
内
容
の
検
討

・
会
場
を
丸
山
小
体
育
館
に
変
更
。

・
祝
賀
会
を
中
止
と
し
、
代
わ
り
に
ク
イ
ズ
大
会
を
企
画
。

・
参

加
で
き
な
い
人

へ
、
新

成
人

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
集

め
た
動

画
の

作
成

を
計

画
。

成
人

式
準

備
会

　
9
/
5
、
9
/
2
7
、
1
0
/
1
4
、
1
0
/
2
5
、
1
2
/
1
0
、
1
2
/
2
1
、
3
/
4

成
人
式
実
行
委
員
会
　
1
0
/
2
8
　
　
新

成
人

と
主
事
の
打
合
せ
　
1
1
/
1
2
、
1
2
/
7

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
の

開
催

に
つ
い
て
、
新

成
人

、
地

区
役

員
が

何
度

も
話

を
す
る
中

で
、
開

催
に
向

け
て
思

い
を
高

め
る
こ
と
が

で
き
た
。
地

域
学

習
に
お
い
て
も
、
原

さ
ん
の

思
い
や

出
前

焼
肉

の
歴
史
を
知
る
中
で
、
地
域
の
良
さ
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

延
期

先
の

成
人

式
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
が

予
想

さ
れ

る
た
め
、
地

域
や

家
族

の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
得
る
か
が
課
題
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

役
員
改
選
期
で
は
あ
る
が
、
延
期
先
の
成
人
式
に
つ
い
て
も
今
年
度
の
「
準
備
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
。
多
く
の
新
成
人
が
参
加
し
、
思
い
出
に
残
る
良
い
式
に
す
べ
く
、
検
討
し

て
い
く
。

開
催
会
場

丸
山
小
学
校

目 的

地
区
役
員
、
教
職
員
、
P
T
A

役
員
を
対
象
に
、
目
指
す

子
ど
も
像
の
共
有
を
行
い
、

3
者
の
連
携
を
深
め
る

実 施 内 容

学
校
運
営
協
議
会
で
確
認
し
た
「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
の
実
現
に
向
け
て
話
し
合
う
会
。

平
成

2
9
年
よ
り
始

ま
り
、
今

年
で
4
年

目
。
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
役

員
と
丸

山
小

・
西

中
の
教
職
員
、
丸
山
小
・
西
中
の
P
T
A
役
員
が
参
加
し
て
い
る
。
「
安
心
安
全
部
会
」
「
学

習
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
「
地
域
連
携
部
会
」
の
３
つ
の
部
会
が
あ
る
。

当
初

5
月

に
第

1
回

目
を
予

定
し
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
6
月

に
延

期
し
て
開

催
。
各

教
室
を
つ
な
い
だ
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
。

第
2
回

目
は

コ
ロ
ナ
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
が

、
代

わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。

教
頭

先
生

、
主

事
に
よ
る
打

合
せ

　
4
/
1
6
、
6
/
9
、
7
/
1
0
、
1
/
1
3
、
2
/
4
、
2
/
2
6

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区

役
員

、
教

職
員

、
保

護
者

が
一

堂
に
会

し
、
顔

を
合

わ
せ

て
話

を
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
を

知
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
話

し
合
い
の

中
か

ら
共

通
の

課
題

を
見

出
し
、
具

体
的

な
活

動
に
つ
な
が

る
こ
と
が

少
な
く
、
全

体
と
し
て
言

い
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
負

担
感

を
感

じ
て
い
る
参

加
者

も
い
る
。
話

し
合

わ
れ

た
こ
と
が

具
体

化
で
き
る
よ
う
な
工

夫
が

必
要

。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
具
体
的
な
話
が
で
き
る
機
会
に
し
た
い
。
学
習
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
域
の
方
に
「
学
習
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
調
整

し
て
い
く
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

明
る
い
か
ざ
こ
し
の
子
ら
を
育
て
る
会

地
区
費

継
続

7
1
0
0

7
0

7
0

【
成
果
と
課
題
】

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
顔
見
知
り
に
な
り
、
学
校
外
で
出
会
っ
て
も
あ
い
さ

つ
し
合

え
る
関

係
作

り
が

で
き
た
。
ま
た
、
異

学
年

と
の

活
動

に
よ
り
、
学

年
を
越

え
た
つ
な
が

り
が
で
き
、
普
段
学
校
や
家
庭
で
見
せ
な
い
一
面
が
見
え
た
児
童
も
い
た
。

お
楽

し
み

会
で
は

、
保

護
者

と
懇

談
の

時
間

を
と
り
、
地

域
の

人
、
保

護
者

が
感

じ
て
い
る
こ
と

を
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者
か
ら
聞
か
れ
る
感
謝
の
言
葉
や
子
ど
も
達
が
声
を

か
け
て
く
れ

る
こ
と
が

、
ス
タ
ッ
フ
の

や
り
が

い
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域

の
大

人
が

子
供

の
成

長
を
見

守
る
大

切
な
事

業
で
あ
る
た
め
、
安

全
に
実

施
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
や
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

6
月
2
3
日
、
2
月
1
7
日
（
中
止
）

事
業
名

予
算
区
分

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

丸
山
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室

他
会
計

継
続

2
7

1
,7
0
1

5
3

通
年
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丸
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館
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事
業

報
告

N
o
.8

区
分

区
分

区
分

区
分

目 的

【
成

果
と

課
題

】
「
全

児
童

に
配

布
さ

れ
る

情
報

機
器

に
つ

い
て

」
と

い
う

保
護

者
や

教
員

に
と

っ
て

非
常

に
関

心
が

強
い

テ
ー

マ
で

講
演

会
が

実
施

で
き

、
教

育
長

か
ら

直
接

、
IC

T
教

育
の

意
義

や
そ

れ
に

よ
る

弊
害

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

当
日

の
運

営
は

教
員

が
主

体
と

な
っ

て
お

り
、

保
護

者
が

あ
ま

り
関

わ
れ

て
い

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
も

三
者

に
と

っ
て

有
益

な
情

報
を

学
習

・
共

有
す

る
機

会
と

し
て

継
続

し
て

い
き

た
い

。

通
年

丸
山

公
民

館
、

風
越

山
等

実 施 内 容

・
風

の
た

よ
り

発
行

・
イ

ラ
ス

ト
マ

ッ
プ

の
販

売
・
各

種
登

山
の

計
画

・
運

営
委

員
会

の
開

催
・
各

種
イ

ベ
ン

ト
へ

の
協

力
（
わ

く
わ

く
Ｐ

Ｊ
、

登
山

マ
ラ

ソ
ン

、
文

化
祭

、
丸

山
小

登
山

な
ど

）

1
0
月

3
日

か
ざ

こ
し

子
ど

も
の

森
公

園

目 的

市
民

を
対

象
に

、
月

を
眺

め
な

が
ら

お
茶

や
音

楽
な

ど
の

芸
術

文
化

に
親

し
む

実 施 内 容

コ
ロ

ナ
対

策
の

た
め

、
佐

倉
神

社
で

開
催

し
て

い
た

抹
茶

の
提

供
を

中
止

。
例

年
参

加
し

て
い

る
「
オ

カ
リ

ナ
す

み
れ

会
」
「
中

田
岳

蒼
さ

ん
」
か

ら
出

演
不

可
の

連
絡

が
あ

っ
た

の
で

、
代

わ
り

に
今

年
度

初
め

て
飯

田
高

校
弦

楽
班

に
出

演
い

た
だ

い
た

。

主
催

：
観

月
の

夕
べ

実
行

委
員

会
（
風

越
山

を
愛

す
る

会
・
公

民
館

・
子

ど
も

の
森

公
園

）
参

加
団

体
：
飯

田
女

子
高

校
邦

楽
ク

ラ
ブ

、
た

ん
ぽ

ぽ
の

会
、

飯
田

高
校

弦
楽

班
、

M
e
n
's

 J
az

z、
に

こ
に

こ
フ

レ
ン

ズ

実
行

委
員

会
　

8
/
2
5
、

1
1
/
1
1

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

対
策

を
施

し
て

の
開

催
だ

っ
た

が
、

屋
外

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
過

去
最

多
の

来
場

数
と

な
っ

た
。

参
加

団
体

か
ら

は
コ

ロ
ナ

禍
で

発
表

す
る

機
会

が
減

っ
て

い
た

の
で

と
て

も
嬉

し
か

っ
た

と
の

感
想

も
い

た
だ

い
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
早

い
段

階
か

ら
打

合
せ

を
行

い
、

広
報

に
力

を
い

れ
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

、
み

ん
な

で
つ

く
る

事
業

に
し

て
い

き
た

い
。

3
,3

9
4

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

観
月

の
夕

べ
地

区
費

継
続

1

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

開
催

会
場

開
催

期
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

そ の 他

ま
る

や
ま

石
窯

部
他

会
計

継
続

1
2
0

家
庭

教
育

講
演

会
(P

T
A

講
演

会
)

他
会

計
継

続
3

1
1
6

9
4

そ の 他

2
2
0

2
0
0

評 価

【
成

果
と

課
題

】
各

種
事

業
を

通
じ

て
風

越
山

へ
の

愛
着

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
広

報
担

当
の

方
が

交
代

す
る

の
で

ス
ム

ー
ズ

に
引

継
ぎ

が
で

き
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

く
。

そ の 他

風
越

山
を

愛
す

る
会

事
務

局
他

会
計

継
続

1
0

3
0

3
,3

9
4

通
年

丸
山

公
民

館

目 的

誰
も

が
気

軽
に

集
え

る
ス

ペ
ー

ス
作

り
を

通
し

て
、

住
民

相
互

の
学

習
・
交

流
を

深
め

る

実 施 内 容

組
織

を
立

ち
上

げ
て

４
年

目
。

こ
の

組
織

は
、

石
窯

を
活

用
し

な
が

ら
、

「
誰

で
も

気
軽

に
集

ま
り

、
一

緒
に

楽
し

く
活

動
し

な
が

ら
、

親
睦

を
深

め
ら

れ
る

場
づ

く
り

」
を

目
指

し
て

い
る

。
公

民
館

と
し

て
は

、
石

窯
部

の
活

動
や

関
わ

る
人

の
想

い
を

広
げ

ら
れ

る
よ

う
に

事
業

を
援

助
し

て
い

く
。

今
年

度
は

コ
ロ

ナ
に

よ
り

「
食

」
に

よ
る

交
流

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

思
う

よ
う

な
活

動
が

で
き

な
か

っ
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
食

に
よ

る
交

流
を

メ
イ

ン
と

し
て

い
る

た
め

、
コ

ロ
ナ

禍
で

は
な

か
な

か
活

動
で

き
な

い
。

食
以

外
で

の
交

流
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
会

員
同

士
の

交
流

を
深

め
る

と
と

も
に

、
石

窯
の

有
効

活
用

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
0
0

1
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

飯
田

市
の

シ
ン

ボ
ル

「
風

越
山

」
の

自
然

・
歴

史
・
文

化
に

ふ
れ

る
機

会
を

と
お

し
て

、
山

の
魅

力
を

伝
え

自
然

保
護

の
意

識
を

高
め

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
,3

9
4

合 同 事 業

1
2
0

1
1
月

1
6
日

丸
山

小
学

校

小
中

学
生

を
持

つ
家

庭
を

対
象

に
、

家
庭

教
育

の
充

実
を

図
る

実 施 内 容

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

小
学

校
、

公
民

館
が

そ
れ

ぞ
れ

の
関

わ
り

の
中

か
ら

見
る

子
ど

も
と

取
り

巻
く
課

題
を

共
有

し
、

三
者

が
集

ま
る

会
議

の
中

で
内

容
の

検
討

、
講

師
の

選
定

を
行

い
講

演
会

を
実

施
し

た
。

例
年

、
地

域
の

一
般

参
加

者
も

対
象

と
し

て
い

た
が

、
感

染
症

対
策

の
た

め
保

護
者

と
教

員
の

み
を

対
象

と
し

た
。

講
師

：
飯

田
市

教
育

長
　

代
田

昭
久

氏
演

題
：
こ

れ
か

ら
の

Ａ
Ｉ時

代
を

生
き

る
子

供
た

ち
に

必
要

な
力

～
一

人
一

台
パ

ソ
コ

ン
を

ど
う

生
か

す
か

～
【
検

討
過

程
】

9
/
1
0
、

1
0
/
2
9
　

P
T
A

講
演

会
準

備
会

評 価

の
べ

参
加

数
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丸
山
公
民
館
の
事
業
報
告

N
o
.9

区
分

区
分

区
分

飯
田
西
中
学
校

集
会
所
・
公
民
館
等

飯
田
西
中
学
校
　
ほ
か

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

8
月
2
7
日

事
業
名

目 的

飯
田
西
中
学
校
生
徒
を
対

象
に
、
学
校
・
地
域

が
連
携

し
た
防
災
学
習
の

機
会
を

提
供

し
、
よ
り
実

生
活

に
即

し
た
自
然
災
害
へ

の
備
え

を
学
ぶ
。

実 施 内 容

羽
場
・
丸
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
役
員
が
飯
田
西
中
学
校
の
防
災
訓
練
・
防
災
学
習
に

参
加
し
、
中
学
生
の
避
難
訓
練
の
見
学
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
地
域
の
危
険
箇

所
や
避
難
す
る
場
所
等
の
指
導
を
行
っ
た
。

事
前
準
備
の
段
階
で
公
民
館
が
両
者
の
打
ち
合
わ
せ
に
入
り
、
実
施
内
容
や
地
域
側

に
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
検
討
し
た
。

【
当
日
実
施
内
容
】

・
飯

田
市

危
機

管
理

室
職

員
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
講

演
会

・
地
震
避
難
訓
練

・
居
住
町
内
の
ま
ち
づ
く
り
役
員
か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
・
避
難
所
等
を
教
わ
る

ま
ち
づ
く
り
役

員
、
学

校
、
主

事
と
の

打
合

せ
　
7
/
2
2

危
機

管
理

室
、
教

頭
、
主

事
の

打
合

せ
　
8
/
5

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
学

校
の

避
難

訓
練

に
地

域
の

大
人

が
参

加
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
に
顔

見
知

り
に
な
り
、
実

際
の
災
害
時
の
連
携
・
安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
役
員
も
中
学
生
に
指
導
す

る
こ
と
を
通

し
て
、
改

め
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
て
災
害
に
備
え
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
中
学
生
が
出
席
す
る
こ
と
に
両
者
の
希
望
が
あ
る
た
め
、
公
民
館
が
つ

な
ぎ
役

と
な
り
実

現
し
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

飯
田
西
中
学
校
防
災
学
習

他
会
計

新
規

3
2
2
9

2
2
9

2
2
9

目 的

飯
田
西
中
学
校
生

徒
を
対

象
に
、
地
域
へ
の
貢
献
活

動
を
通

し
て
、
自

分
た
ち
が

で
き
る
事

を
考
え
た
り
、
ふ

る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
育

ん
だ
り
す
る
。

実 施 内 容

西
中
学
校
３
年
生
の
生

徒
が
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
体
験
な
ど
の
学
習
を
振
り
返
り
、
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
実
施
し
た
。
羽
場
・
丸
山
地
区
内
の
集
会

所
、
公
園
、
神
社
等
1
3
か
所
に
行
き
、
そ
の
施
設
関
係
者
と
一
緒
に
掃
除
や
美
化
活
動

を
行
っ
た
。

事
前
準
備
の
段
階
で
公
民
館
長
・
主
事
が
学
校
へ
行
き
、
生
徒
と
地
域
や
各
施
設
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
活
動
場
所
や
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

学
校
、
公
民
館
の
打
合
せ
　
7
/
1
3
、
8
/
6

生
徒

、
公

民
館

の
打

合
せ

　
9
/
3
0

評 価

【
成
果
と
課
題
】

美
化

活
動

等
を
通

じ
て
地

域
内

の
施

設
や

そ
こ
に
関

わ
る
人

を
改

め
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
地

域
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
側
に
と
っ
て
も
中
学
生
を
身
近
に
感

じ
る
機

会
と
な
り
、
学

校
で
の

活
動

を
知

る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
に
と
っ
て
も
学
校
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
事
業
と
な
っ
た
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
。
今
年
度
は
独
居
高
齢
者
へ
の
訪
問
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
双
方
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
検
討
を
進
め
た
い
。

そ の 他

飯
田
西
中
学
校
地
域
貢
献
学
習

他
会
計

継
続

4
8
1

8
1

8
1

1
0
月
1
6
日

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

目 的

小
学

生
、
中

学
生

、
羽

場
・

丸
山
地
区
住
民
を
対
象

に
、
人

と
人

の
つ
な
が

り
づ

く
り
を
推
進
し
、
４
者
の
連

携
を
深
め
る

実 施 内 容

「
コ
ロ
ナ
禍

で
人

と
会

う
機

会
が

減
っ
て
い
る
今

だ
か

ら
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

基
本

で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
」
を
盛

り
上

げ
た
い
」
と
い
う
西

中
生

の
思

い
を
受

け
、
西

中
生

徒
会
（
編
集
委
員
会
）
が
中
心
と
な
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
案
を
作
成
。
西
中
生
徒
、
丸
山
小
児

童
、
羽
場
地
区
・
丸
山
地
区
住
民
の
投
票
に
よ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
決
定
し
た
。
最
終
デ

ザ
イ
ン
は

丸
山

地
区

在
住

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
近

藤
敏

範
さ
ん
）
に
依

頼
し
、
仕

上
げ

て
い
た
だ
い
た
。

【
生
徒
会
役
員
の
動
き
】

地
区

役
員

と
の

打
合

せ
（
7
/
1
6
、
1
0
/
1
）
、
羽

場
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

理
事

会
参

加
（
1
0
/
1
6
）
、
丸

山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
本
部
委
員
会
参
加
（
1
0
/
1
5
）
、
羽

場
ま
ち
づ
く
り
座

談
会

参
加

（
1
0
/
3
1
）
、
丸
山
地
区
文
化
祭
参
加
（
1
1
/
7
）

地
区

役
員

、
近

藤
さ
ん
、
学

校
と
の

打
合

せ
　
1
2
/
7
、
1
2
/
2
4
、
1
/
1
3
、
1
/
2
0
、
2
/
4

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
学
生
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
会
役
員
に

と
っ
て
も
、
地

区
役

員
と
話

し
合

い
な
が

ら
一

緒
に
作

り
上

げ
て
い
く
経

験
を
し
た
こ
と
で
、
自

身
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
「
あ
い
さ
つ
運
動
の
旗
」
を
4
者
で
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。
特
に
中
学
生
の
思
い
を
大

切
に
し
て
い
く
。
た
だ
、
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
生
徒
会
役
員
と
先
生
が
卒
業
し
て
し
ま
う
た

め
、
思
い
を
ど
う
引
き
継
ぐ
か
が
課
題
。

そ の 他

羽
場
・
丸
山
地
区
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成

地
区
費

新
規

1
1

9
0

1
0

8
,0
9
1

実
施
内
容
参
照
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№
1

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

（
橋
北
・
橋
南
・
東
野
）
３
館
合
同
乳
幼
児
（
３
歳
児
）
学
級

市
・
地

継
続

1
3

1
0
0

1
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

9
8

実
施
内
容
参
照

東
野
公
民
館

目 的

３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
子
ど
も
同
士
や
親

子
の
触
れ
合
い
の
場
、
親

同
士
の
交
流
の
場

を
つ
く

り
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

を
図
る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区
の
3
館
合
同
事
業
で
、
東
野
は
３
歳
・
０
歳
児
を
担
当
し
た
。

内
容
は
保
護
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
保
育
士
、
保
健
師
、
主
事
が
協
議
し
決
定
し

た
。

①
6
/
2
4
開

講
式

、
②

7
/
2
2
ご
は

ん
と
お
や

つ
の

お
話

、
③

9
/
2
3
親

子
ヨ
ガ
、
④

1
0
/
1
4
親

子
の

歯
の

お
話

、
⑤

1
0
/
2
8
ミ
ニ
運

動
会

、
⑥

1
1
/
1
7
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
⑦
1
1
/
2
5
リ

ト
ミ
ッ
ク
、
⑧

1
2
/
9
ク
リ
ス
マ
ス
会

準
備

、
⑨

1
2
/
2
3
ク
リ
ス
マ
ス
会

、
⑩

2
/
1
0
紙

粘
土

遊
び
、
⑪

2
/
2
4
運

動
遊

び
、
⑫

3
/
1
0
お
散

歩
、
⑬

3
/
1
9
記

念
品

づ
く
り
・
閉

講
式

保
育
士
：
稲
垣
奈
保
美
先
生

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
各
回
３
～
５
組
の
少
人
数
で
の
活
動
で
あ
っ
た
た
め
、
運
動
会
の
競
技
を
話
し
合
っ
て
決
め

て
も
ら
う
な
ど
、
お
母
さ
ん
同
士
話
を
し
て
も
ら
う
時
間
を
ゆ
っ
く
り
と
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
ゆ
る
い
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
３
歳
に
な
る
と
入
園
し
て
い
る
子
が
多
く
、
学
級
の
人
数
も
年
齢
が
大
き
く
な
る
度
に
減
っ
て
い

る
。
入

園
し
て
い
て
も
参

加
で
き
る
方

法
や

、
成

長
段

階
に
あ
っ
た
地

域
な
ら
で
は

の
内

容
を
考

え
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
丘

の
上

は
保

育
園

・
幼

稚
園

が
多

く
、
い
わ

ゆ
る
地

元
の

保
育

園
で
は

な
い
の

で
、
保

育
園

に
行
け
ば

地
元

の
友

達
が

で
き
る
わ

け
で
は

な
い
。
学

級
を
、
地

域
で
の

つ
な
が

り
を
つ
く
る
大

切
な
機

会
と
捉
え
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

（
橋
北
・
橋
南
・
東
野
）
３
館
合
同
乳
幼
児
（
０
歳
児
）
学
級

市
・
地

継
続

1
0

2
4
6

3
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
6

実
施
内
容
参
照

橋
北
・
橋
南
・
東
野
公
民
館

目 的

0
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
子
ど
も
同
士
や
親

子
の
触
れ
合
い
の
場
、
親

同
士
の
交
流
の
場

を
つ
く

り
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

を
図
る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区

の
3
館
合
同
事
業
で
、
東
野
は
３
歳
・
０
歳
児
を
担
当
し
た
。

親
子
と
も
に
初
め
て
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
公
民
館
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
月
替
わ
り
で
会
場

を
変
え
、
３
館
を
ま
わ
っ
た
。
内
容
は
前
年
度
の
様
子
を
踏
ま

え
、
保
育
士
、
保
健
師
、
主
事
が
協
議
し
決
定
し
た
。

①
1
0
/
1
2
開

講
式

、
②

1
0
/
2
6
産

後
マ
マ
の

ヨ
ガ
講

座
、
③

1
1
/
9
産

後
マ
マ
の

身
体

ケ
ア
、
④

1
1
/
3
0
離

乳
食

に
つ
い
て
、
⑤

1
2
/
7
X
'm
as
の

準
備

、
⑥

1
2
/
1
6
X
'm
as
パ

ー
テ
ィ
ー
、
⑦

2
/
1
5
お
ん
ぶ

紐
の

正
し
い
使

い
方

、
⑧

3
/
1
わ

ら
べ

歌
、
⑨

3
/
8
記

念
品

づ
く

り
、
⑩
3
/
1
4
閉

講
式

保
育
士
：
水
谷
幸
子
先
生

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍

で
の

出
産

・
育

児
で
親

子
だ
け
で
過

ご
す
時

間
が

長
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
毎

回
学

級
の
初
め
の
時
間
に
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
出
し
合
う
時
間
を
り
、
離
乳
食
の
食
べ
方
や

夜
泣
き
に
悩
む
お
母
さ
ん
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
子
供
達
も
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
場
に

慣
れ

て
き
て
、
子

供
同

士
が

関
わ

っ
た
り
、
長

時
間

泣
か

ず
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
参

加
者

の
お
母

さ
ん
た
ち
は

、
コ
ロ
ナ
禍

の
中

で
、
学

級
を
人

と
関

わ
れ

る
大

切
な
時

間
と
捉

え
て
く
れ
て
い
た
。
次
年
度
も
地
域
に
関
わ
る
最
初
の
入
り
口
と
し
て
、
親
子
の
不
安
を
取
り
除

き
な
が
ら
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
場
を
参
加
者
の
声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
作
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

女
性
学
級
「
め
だ
か
の

学
校
」

市
・
地

継
続

9
8
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,4
8
5

実
施
内
容
参
照

東
野
公
民
館

目 的

地
区
内
女
性
を
対
象
に
、

主
体
的
な
学
習
・
交
流
を

図
る

実 施 内 容

毎
月
第
2
ま
た
は
第
3
火
曜
日
に
実
施
し
た
。
受
講
生
の
中
か
ら
選
出
し
た
学
級
長
を
中

心
に
、
参
加
者
、
館
長
、
主
事
で
話
し
合
い
内
容
を
決
め
た
。

①
6
/
9
開

講
式

、
②

7
/
2
1
ク
ッ
ブ
、
③

8
/
1
1
囲

碁
ボ
ー
ル

、
④

9
/
2
上

郷
考

古
博

物
館

、
⑤

1
0
/
3
染

物
体

験
（
ス
ミ
ツ
ネ
）
、
⑥

1
0
/
2
7
研

修
旅

行
（
奈

良
井

宿
）
、
⑦

1
1
/
1
7
囲

碁
ボ
ー
ル

、
⑧

1
2
/
1
平

和
祈

念
館

見
学

、
⑨

3
/
1
6
閉

講
式

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
に
よ
り
急

な
変

更
も
あ
っ
た
が

、
今

年
度

は
身

近
な
産

業
や

施
設

を
学

び
直

す
こ
と

で
、
身
近
に
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
に
つ
な

が
っ
た
、

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
引
き
続
き
地
元
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
参
加
者
の
や
り
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を
大
切

に
、
集

ま
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
学

ぶ
時

間
を
作

っ
て
い
く
。
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№
2

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
0
0

実
施
内
容
参
照

東
野
公
民
館

目 的

7
0
歳
以
上
の
独
居

高
齢
者

を
対
象
に
、
健
康
づ
く
り
と

交
流
の
場
づ
く
り
を
図
る

実 施 内 容

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
に
実
施
し
た
。
講
師
を
招
く
な
ど
主
事
が
企
画
し
た
り
、
参
加
者
が

考
え
て
自
主
活
動
し
た
り
し
た
。
毎
回
最
初
に
童
謡
唱
歌
を
行
い
、
声
を
出
す
こ
と
を
練

習
を
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
公

民
館

閉
館

中
は

、
主

事
が

会
員

の
家

を
訪

問
し
て
様

子
を
聞

い
た
り
、

交
換
日
記
を
活
用
し
て
会
員
同
士
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
。

①
5
/
2
5
開

講
式

、
②

6
/
1
囲

碁
ボ
ー
ル

、
③

6
/
2
2
囲

碁
ボ
ー
ル

、
④

7
/
6
昼

食
会

、
⑤

7
/
2
0
S
バ
ー
ド
見
学
、
⑥

8
/
3
手
芸
、
⑦
9
/
7
手
芸
、
⑧
1
0
/
5
手
芸
、
⑨
1
0
/
1
9
手
芸
、
⑩

1
1
/
2
音

楽
、
⑪

1
1
/
1
6
ペ
タ
ン
ク
、
⑫

1
2
/
7
健

康
運

動
（
大

島
砂

緒
里

氏
）
、
⑬

1
2
/
2
1

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
お
話

（
浮

舟
里

子
保

健
師

）
、
⑭

1
/
1
8
お
正

月
行

事
【
中

止
】
、
⑮

2
/
1

健
康

運
動

【
中

止
】
、
⑯

2
/
1
5
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
作

り
、
⑰

3
/
1
食

事
会

・
閉

講
式

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
手
芸
で
は
講
師
を
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
に
お
願
い
し
た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
教
え
て
も
ら
っ
た

作
品
を
孫
や
子
ど
も
に
作
っ
て
あ
げ
る
な
ど
、
学
級
で
学
ん
だ
こ
と
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ

た
様
子

。
以
降
も
メ
ン
バ
ー
同
士
、
学
級
外
で
も
行
き
来
し
て
教
え
合
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
囲
碁
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
や
文
化
部
と
一
緒
に
活
動
し
た
こ
と
で
、
新
し
い
つ
な
が
り
が

生
ま
れ

た
。
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運

動
へ

の
協

力
か

ら
得

ら
れ

た
や

り
が

い
も
、
コ
ロ
ナ
自

粛
中

の
励
み
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
参
加
者
に
と
っ
て
、
仲
間
づ
く
り
の
場
、
や
り
が
い
・
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
場
に
な
っ
て
い

る
か
を
意
識
し
な
が
ら
、
参
加
者
が
や
り
た
い
こ
と
や
、
生
活
の
悩
み
を
学
級
の
内
容
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
み

ん
な
で
考

え
た
り
話

し
た
り
す
る
機

会
を
継

続
し
て
行

っ
て
い
く
。

学 級 ・ 講 座

独
居
高
齢
者
学
級
「
五

福
の
会
」

市
・
地

継
続

1
7

1
4
0

1
0

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

若
草
の
里
東
野
講
座

市
・
地

継
続

1
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

4
月
2
6
日
（
中
止
）

長
久
寺

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

住
民
を
対
象
に
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
健
康
福

祉
、
環
境
等
の
生
活
に
身

近
な
課
題
を
ﾃ
ｰ
ﾏ
に
し
て
共

に
学
び
共
に
成
長

を
図
る

実 施 内 容

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
や
時
勢
に
あ
っ
た
も
の
、
地
域
発
見
に
繋
が
る
も
の
を
年
３
回

ほ
ど
企
画
す
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
。

4
/
2
6
　
長

久
寺

の
お
話

・
座

禅
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍

の
中

人
が

集
ま
る
の

か
、
集

め
て
い
い
の

か
と
い
う
不

安
で
、
１
度

目
の

中
止

以
降

企
画

で
き
な
か

っ
た
。
一

方
コ
ロ
ナ
に
よ
り
生

活
が

変
化

し
、
身

の
回

り
の

こ
と
を
知

り
た
い
、
考

た
い
と
い
う
気

持
ち
が

で
て
き
お
り
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
で
学

び
合
え
る
よ
う
機

会
は

必
要

と
感

じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
基

本
構

想
な
ど
関

係
す
る
部

門
と
連

携
を
し
な
が

ら
、
今

必
要

な
こ
と
を
考

え
、
組

み
立

て
を

す
る
。
次
年
度
は
飯
田
東
中
学
校
の
P
T
A
と
連
携
し
て
一
緒
に
考
え
ら
れ
な
い
か
模
索
し
た

い
。
ま
た
、
東
野
地
区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
飯
田
市
内
の
他
地
区
か
ら
学
ぶ
機
会
も
作
り
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

1
月
5
日

東
野
公
民
館

目 的

小
中
学
生
を
対
象
に
、
書

道
の
上
達
を
図
る
機
会
を

設
け
る

実 施 内 容

新
年
の
書
初
め
教
室
を
実
施
。
講
師
に
よ
る
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
課
題
に
取

り
組
ん
だ
。
学
校
の
宿
題
以
外
に
、
新
年
の
抱
負
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

講
師
：
志
水
順
子
氏
、
伊
藤
武
子
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
宿
題
を
す
る
だ
け
は
な
く
、
抱
負
を
書
く
中
で
、
子

ど
も
達

が
今

考
え
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と

が
で
き
た
。
後

日
会

報
で
取

り
上

げ
、
地

区
内

に
も
子
ど
も
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
せ
っ
か
く
の
子
ど
も
が
集
ま
る
機
会
な
の
で
、
地
域
の
大
人
に
見
守
り
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ

う
、
地
域
側
に
も
声
掛
け
を
し
て
い
く
。

学 級 ・ 講 座

書
初
め
書
道
教
室

市
・
地

継
続

1
1
2

1
2
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東
野
公
民
館
の
事
業
報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

し
め
縄
づ
く
り

市
・
地

継
続

1
3
5

3
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

1
2
月
2
0
日

東
野
公
民
館

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

住
民
を
対
象
に
、
高
齢
者

の
持
つ
知
恵
や
技
術
を
次

代
に
繋
げ
る
交
流
の
機
会

を
図
る

実 施 内 容

正
月

を
迎

え
る
準

備
と
し
て
、
正

月
飾

り
を
自

分
の

手
で
作

る
こ
と
に
挑

戦
す
る
機

会
と
し

て
開
催
し
た
。
藁
す
ぐ
り
か
ら
体
験
し
、
縄
な
い
、
飾
り
の
作
成
を
行
っ
た
。

講
師
：
久
保
田
浩
史
氏

、
大
木
島
勇
司
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
３
歳
か
ら
9
0
歳
ま
で
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
た
。
小
さ
い
子
供

や
初
め
て
参
加
す
る
方
も
多
か
っ
た
が
、
講
師
2
人
で
指
導
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
毎

年
参

加
し
、
自

分
で
正

月
飾

り
を
作

る
こ
と
を
楽

し
み

、
習

慣
に
し
て
い
る
方

も
い
る
。
長

年
や

っ
て
い
る
人

に
事

前
に
協

力
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
教

え
合

い
な
が

ら
で
き
る
よ
う
、
や

り
方

を
工
夫
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

1
0
月
2
5
日

東
野
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
活

動
の
成
果
発
表
の

機
会
と

住
民
の
主
体
的
文

化
活
動

の
推
進
を
図
る

実 施 内 容

大
勢
の
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、
日
頃
練
習
を
頑
張
っ
て
い
る
地
区
住
人
が
安

心
し
て
発
表
で
き
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
に
目
的
を
絞
っ
て
行
っ
た
。
歌
い
や
す
い
よ
う
手

作
り
マ
ス
ク
を
制
作
し
て
臨
む
団
体
も
あ
り
、
発
表
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
出
演
者
の

期
待

に
応

え
ら
れ

る
よ
う
、
実

行
委

員
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か

知
恵
を
絞
っ
て
計
画
し
た
。
事
前
申
し
込
み
制
、
休
憩
な
し
で
時
間
を
短
縮
し
て
実
施
。

参
加
団
体
：
７
団
体
（
飯
田
東
中
学
校
人
形
劇
部
、
東
野
コ
ー
ラ
ス
、
ト
リ
ム
体
操
≪
新
規

≫
ほ
か
）

参
加
人
数
：

【
検
討
経
過
】

1
0
/
6
　
芸
能
発
表
会
実
行
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
今
年
度
は
最
後
ま
で
見
て
い
っ
て
く
れ
る
方
が
多
く
、
出
演
者
同
士
が
お
互
い
の
発
表
を
楽

し
ん
だ
。
蝶
ネ
ク
タ
イ
に
法
被
で
盛
り
上
げ
る
司
会
や
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
手
拍
子
を
送
る

な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
団
体
も
そ
の
雰
囲
気
を
気

に
入
り
来
年
も
ま
た
出
た
い
と
意
気
込
ん
だ
。
参
加
者
の
喜
ぶ
姿
が
、
計
画
し
た
実
行
委
員
の

や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
今
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
け
る
よ
う
、
歌

詞
カ
ー
ド
を
配

る
な
ど
、
会

場
が
一
体
と
な
る
工
夫
を
し
な
が
ら
次
年
度
も
実
行
委
員
会
で
計
画
し
て
い
く
。

　
実

行
委

員
会

の
中

に
は

、
き
ち
ん
と
し
た
発

表
の

場
だ
け
で
な
く
、
芸

能
発

表
会

を
通

し
て
参

加
者
が
楽
し
み
繋
が
れ
る
場
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
の
で
、
2
部
制
に
す
る
等
ど
ち
ら
も

担
保
で
き
る
や
り
方
を
検
討
し
た
い
。

文 化 事 業

第
4
8
回
東
野
区
民
文

化
祭
　
芸
能
発
表
会

地
区
費

継
続

2
1
0
0

1
0
0

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

第
4
8
回
東
野
区
民
文

化
祭
　
展
示
発
表
会

地
区
費

継
続

1
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

1
1
月
7
日
・
8
日
（
中
止
）

東
野
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
活

動
の
成
果
発
表
の

機
会
と

住
民
の
主
体
的
文

化
活
動

の
推
進
を
図
る

実 施 内 容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
実
行
委
員
会
で
中
止
を
決
定
。

中
止
を
残
念
が
る
声
が

届
い
た
た
め
、
展
示
発
表
会
に
出
展
予
定
で
あ
っ
た
制
作
済
の

作
品
を
組
合
回
覧
で
募
集
し
、
希
望
者
の
作
品
を
1
か
月
間
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し

た
。

【
検
討
経
過
】

9
/
1
5
　
展
示
発
表
会
実
行
委
員
会

【
代
替
展
示
】

期
間
：
1
2
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

出
展
：
高
羽
町
南
サ
ー
ク
ル
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
東
野
公
民
館
五
福
の
会
、
個
人
７
名

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
中
止
に
よ
り
、
各
分
館
か
ら
出
展
さ
れ
る
多
才
な
才
能
を
地
域
の
方
に
見
て
も
ら
い
、
人
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
中
止
を
残
念
が
る
方
の
中
に
は
「
人
か
ら
見
て
も

ら
い
評

価
さ
れ

る
こ
と
で
張

り
合

い
が

持
て
る
」
と
、
発

表
す
る
機

会
を
求

め
る
声

が
多

く
あ
り
、

改
め
て
身

近
な
場

所
で
の

発
表

の
機

会
の

大
切

さ
を
感

じ
た
。

　
代
替
展
示
で
は
、
個
人
か
ら
の
直
接
の
応
募
で
あ
っ
た
た
め
、
分
館
が
無
い
地
区
か
ら
の
申

し
込
み

も
あ
り
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
次
年
度
作
品
募
集
を
す
る
際
に
は
、
今
年
度
直
接
申
し
込
み
を
し
て
く
れ
た
方
も
含
め
、
も
っ

と
地
区

全
体
に
募
集
が
行
き
届
く
よ
う
、
配
慮
し
た
い
。

　
芸
能
発
表
会
同
様
、
発
表
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
つ
な
が
り
を
作
る
場
、
地
区
の
秋
祭
り
の
よ

う
な
文

化
祭

に
し
た
い
と
い
う
構

想
が

あ
る
の

で
、
実

行
委

員
会

で
検

討
し
て
い
く
。
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東
野
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

8
月
6
日
～
8
月
1
0
日
（
中
止
）

東
野
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
人
形
劇
を
親

し
む
環
境
づ
く
り
と
、
住
民

の
主
体
的
文
化
活

動
の
推

進
を
図
る

実 施 内 容

東
野

地
区

内
４
会

場
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
地
区
公
演
実
施
の
可
否
の
話
し
合
い
の
際
に
、
地
区
公
演
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
東
中
学
校
人
形
劇
部
よ
り
大
舞
台
を
失
い
残
念
と
の
声
が
聞
か
れ
た
が
、
広
報
部
で
取
材
を

し
、
会
報
を
通
じ
て
地
区
内
に
人
形
劇
部
の
が
ん
ば
り
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
地

区
公

演
の

企
画

運
営

を
通

し
て
、
地

域
が

つ
な
が

る
大

切
な
機

会
と
捉

え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
た
上
で
ど
う
や
っ
た
ら
実
施
で
き
る
か
、
実
行
委
員
で
知
恵
を
出
し
合
い
準
備
を
し
て

い
き
た
い
。

文 化 事 業

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
東

野
地

区
公

演
市

・
地

継
続

-
-

-

文 化 事 業

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
・
エ
ー
ル
の
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
区
費

新
規

1
5
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

２
月
１
日
～
３
月
2
6
日

東
野
公
民
館

東
野
地
区
住
民
を
対
象

に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
、
「
お
か

え
り
」
「
た

だ
い
ま
」
と
言
い
あ
え
る
や

さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運

動
を
広

め
る

も
と
も
と
お
正
月
行
事
で
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
流

行
に
よ
り
中

止
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
文

化
部

と
し
て
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運

動
を
広

め
る
た
め
に
何

か
し
た
い
と
、
公

民
館

ロ
ビ
ー
に
て
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運

動
に
関

す
る
展

示
と
リ
ボ
ン
の
配
布
を
行
っ
た
。
合
わ
せ
て
思
い
や
り
の
心
を
広
げ
る
た
め
に
、
桜
の
付
箋

に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
、
み
ん
な
で
エ
ー
ル
の
桜
を
咲
か
せ
よ
う
と
取
り
組
ん

だ
。

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
配
布
数

：
3
0
0

関
わ
っ
た
人
：
文
化
部
、
広
報
部
、
基
本
構
想
第
1
部
会
、
五
福
の
会
、
ほ
か
地
区
有
志

の
み

な
さ
ん

広
報
：
組
合
回
覧
２
回
、
Y
o
u
tu
be
配
信
３
回
（
基
本
構
想
第
1
部
会
『
ひ
が
し
の
ま
ち
づ
く

り
T
V
』

【
成
果

と
課
題
】

　
基
本
構
想
に
も
か
か
げ
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
東
野
に
向
か
っ
て
、
口
コ
ミ
で
人
か
ら
人
へ
運

動
が
広

ま
り
、
多
く
の
人
が
関
心
を
持
ち
、
思
い
や
り
の
心
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
成
を

手
伝
っ
た
、
五
福
の
会
会
員
の
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
や
り
が
い
と
な
っ
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

今
必
要

な
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
出
て
き
た
今
年
度
特
有
の
取
組
で
あ
る
た
め
、
次
年
度
以
降

は
予

定
し
て
い
な
い
が

、
そ
の

都
度

必
要

な
こ
と
を
考

え
、
み

ん
な
で
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
東

野
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

お
正
月
行
事

地
区
費

継
続

1
6

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

1
月
1
7
日
（
中
止
）

東
野
公
民
館

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

子
ど
も
を
対
象
に
、
昔
の
遊

び
・
餅
つ
き
な
ど
を
体
験
を

通
し
て
多

世
代

交
流

と
文

化
継
承
を
図
る

実 施 内 容

毎
年

育
成

部
、
文

化
部

、
図

書
分

館
の

共
催

、
健

康
福

祉
委

員
会

の
後

援
で
行

っ
て
い

る
が

、
役

員
で
検

討
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め
中

止
と
し
た
。

【
検
討
経
過
】

1
2
/
4
　
正
副
育
成
部
長

、
文
化
部
長
、
図
書
分
館
長
打
合
せ

【
計
画
し
た
内
容
】

・
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
作

り
、
福

笑
い
作

り
、
餅

つ
き
（
持
ち
帰

り
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
検

討
過

程
で
、
子

ど
も
達

に
継

承
し
た
い
こ
と
や

さ
せ

た
い
体

験
を
再

確
認

す
る
こ
と
が
で
き

た
。
安

心
し
て
実
施
で
き
る
方
法
を
模
索
し
、
継
続
し
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
多
世
代
交
流
に
重
き
を
お
き
、
大
人
へ
も
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
ま
た
、
飯
田
高
校
カ
ル

タ
班
に
協
力
を
依
頼
し
、
子
ど
も
が
高
校
生
に
教
え
て
も
ら
う
場
を
目
指
す
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

9
月
8
日
、
1
6
日

飯
田
東
中
学
校

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
と

交
流
の
機
会
を
図
る

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
禍

の
中

、
屋

外
で
楽

し
め
る
新

競
技

に
挑

戦
し
よ
う
と
計

画
。

男
女

比
率

自
由

の
３
人

以
上

で
1
チ
ー
ム
と
す
る
町

内
対

抗
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
行

っ
た
。

用
具
は
体
育
部
長
が
自
ら
製
作
し
た
。

優
勝
：
高
羽
町
東
B
　
準
優
勝
：
鈴
加
東
新
B

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
寺
子
屋
で
ク
ッ
ブ
を
体
験
し
た
子
を
含
め
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

事
前
に
分
館
で
練
習
し
て
き
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
町
内
が
集
ま
る
き
っ
か
け
を
作
れ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
町
内
を
越
え
顔
見
知
り
に
な
る
機
会
と
し
て
、
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
。
ク
ッ
ブ
が
地
域
内

に
浸
透

す
る
よ
う
、
大
会
以
外
で
も
随
時
取
り
組
む
。

体 育 事 業

ク
ッ
ブ
大
会

地
区
費

新
規

2
1
8
0

1
5
0
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№
5

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

第
3
1
回
東
野
区
民
大

運
動
会

他
会
計

継
続

5
7
0
0

6
0
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

9
月
2
7
日

飯
田
東
中
学
校

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
運

動
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め

交
流
し
、
地
域
の
連
帯
意

識
を
高
め
る

実 施 内 容

地
区
内
2
0
自
治
会
を
4
チ
ー
ム
に
編
成
し
、
9
種
目
の
競
技
で
実
施
し
た
。
各
町
内
か
ら

人
員
を
選
出
し
て
も
ら
い
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
各
担
当
者
係
が
主
体
的
に
運
営
し

た
。
東
中
生
徒
に
放
送
係
を
依
頼
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対

策
と
し
て
、
例

年
１
日

実
施

し
て
い
る
日

程
を
半

日
に
変

更
。

競
技
内
容
も
密
を
避
け
て
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
、
会
場
も
ト
ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
か
ら
直
線

コ
ー
ス
へ
変
更
し
た
。

【
検
討
経
過
】

6
/
3
　
体

育
部

会
8
/
1
　
体

育
部

会
8
/
2
8
　
実

行
委

員
会

1
0
/
3
　
反
省
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍

で
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か

を
実

行
委

員
会

で
知

恵
を
絞

り
、
形

を
変

え
て
実

施
す
る

こ
と
が

で
き
た
。
企

画
に
あ
た
っ
て
は

、
色

ん
な
世

代
が

参
加

で
き
る
よ
う
、
実

行
委

員
が

参
加

す
る
住
人
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
企
画
し
た
。

　
参
加

者
か
ら
は
、
「
自
粛
が
続
く
中
で
久
し
ぶ
り
に
地
域
の
人
た
ち
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
集
ま
る
こ
と
の
良
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど
、
開
催
を
喜
ぶ
声
が
寄
せ
ら
れ
、
実
行
委
員
の
励
み

に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
年

に
1
度

、
地

区
住

民
が

一
同

に
会

す
る
大

切
な
機

会
な
の

で
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
て
安

心
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
の
経
験
を
活
か
し
て
各
係
連
携
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

1
0
月
2
0
日
、
2
1
日

飯
田
東
中
学
校

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
と

交
流
の
機
会
を
図
る

実 施 内 容

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
今
年
度
で
３
回
目
を
迎

え
る
。

男
女

比
率

自
由

の
３
人

以
上

で
1
チ
ー
ム
と
す
る
町

内
対

抗
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
行

っ
た
。

多
く
の
人
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
東
野
ル
ー
ル
を
作
成
し
、
適
用
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
マ
ス
ク
と
手

袋
着

用
で
競

技
し
た
。

優
勝

：
宮

の
前

D
　
準

優
勝

：
東

和
町

A

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
例
年
並
み
の
参
加
が
あ
り
、
町
内
を
越
え
て
ペ
タ
ン
ク
を
通
じ
た
交
流
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
今
後
も
誰
も
が
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

ペ
タ
ン
ク
大
会

地
区
費

継
続

2
1
7
0

1
5
0

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

1
6

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

2
月
7
日
（
中
止
）

飯
田
東
中
学
校

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
と

交
流
の
機
会
を
図
る

実 施 内 容

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
計
画
。

男
女

比
率

自
由

の
３
人

以
上

で
1
チ
ー
ム
と
す
る
町

内
対

抗
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
行

う
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中

止
と
し
た
。

【
検
討
経
過
】

1
/
1
4
　
体

育
部

会
評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
体
育
事
業
の
中
で
唯
一
の
休
日
昼
開
催
で
あ
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い
事
業

で
あ
る
。
社
会
教
育
関
係
団
体
や
公
民
館
学
級
で
も
チ
ー
ム
を
作
り
、
参
加
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
方

が
多
か
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
町

内
を
越

え
て
顔

見
知

り
に
な
る
機

会
と
し
て
、
次

年
度

以
降

も
継

続
す
る
。
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№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

通
年

-

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
地

域
の

出
来

事
を
伝

え
、
地

域
の
問
題
を
提
起
し
考
え

て
も
ら
う
機
会
を
図
る

実 施 内 容

年
間

発
行

回
数

：
５
回
　
各
回
発
行
部
数
：
1
3
0
0
部

広
報
部
員
と
ま
ち
づ
く
り
会
議
選
出
の
１
名
が
編
集
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
発
行
し

て
い
る
。
住

民
に
問

題
提

起
を
し
、
考

え
て
も
ら
う
よ
う
な
、
地

域
に
密

着
し
た
誌

面
作

り
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
禍

の
中

に
お
い
て
は

、
「
コ
ロ
ナ
に
勝
つ
！

東
野

」
と
い
う
カ
ッ
ト
を
作

成
し
、
今

必
要
な
情
報
や
、
前
向
き
に
な
れ
る
記
事
を
発
信
し
た
。

各
号

発
行

日
：
第

5
9
号

6
/
1
0
、
第

6
0
号

9
/
1
6
、
第

6
1
号

1
1
/
1
1
、
第

6
2
号

1
/
2
7
、
第

6
3
号

3
/
3
1

評 価

【
成
果

と
課
題
】

　
例

年
通

り
の

行
事

を
取

り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
中

、
紙

面
が

足
り
な
い
ほ

ど
の

ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
今
必
要
な
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。

　
特
に
、
住
民
へ
の
問
題
提
起
と
い
う
点
を
意
識
し
、
少
子
化
に
伴
う
小
中
学
校
統
廃
合
問
題

な
ど
、
住
民
と
一
緒
に
考
え
た
い
テ
ー
マ
を
投
げ
か
け
て
き
た
。
読
み
手
の
反
応
を
キ
ャ
ッ
チ
す

る
方

法
を
考

え
た
い
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
継

続
し
て
、
今

必
要

な
情

報
や

、
住

民
に
投

げ
か

け
考

え
る
き
っ
か

け
と
な
る
内

容
を
発

信
し

て
い
く
。
加

え
て
広

報
誌

を
通

し
て
ひ
と
・
ま
ち
を
知

れ
る
よ
う
な
内

容
を
充

実
し
て
い
く
。
情

報
発
信
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
構
想
第
1
部
会
の
Y
o
u
tu
be

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

広 報 事 業

ま
ち
づ
く
り
会
報
「
ひ
が

し
の
」
発
行

地
区
費

継
続

1
5

1
3
5

7

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

小
学
校
、
中
学
校
卒
業
生
へ
記
念
品
の
贈
呈

地
区
費

継
続

1
3
9

3
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

3
9

３
月

東
野
地
区
内

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

小
学
生
・
中
学
生

卒
業
者

を
対
象
に
、
地
域
に
見
守
ら

れ
て
育
っ
た
こ
と
を
実
感
す

る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

地
区
内
の
小
中
学
校
の

卒
業
生
へ
地
域
と
し
て
、
卒
業
を
祝
い
、
卒
業
後
の
活
躍
を

願
っ
て
記
念
品
を
贈
呈
を
し
た
。

小
学
校
卒
業
生
へ
は
、
り
ん
ご
並
木
清
掃
や
東
中
学
校
の
伝
統
で
あ
る
清
掃
に
関
連
し

て
ほ
う
き
を
、
中
学
校
卒
業
性
へ
は
、
責
任
が
あ
る
行
動
が
出
来
る
よ
う
に
と
印
鑑
を
そ

れ
ぞ
れ

贈
呈

す
る
。

小
学

校
卒

業
生

：
2
6
名

　
　
中

学
校

卒
業

性
：
1
3
名

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
記

念
品

贈
呈

の
趣

旨
等

を
記

載
し
た
の

し
紙
を
付

け
、
地

域
の

思
い
を
伝

え
る
こ
と
が

で
き

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
よ
り
子

供
に
地
域
住
民
の
思
い
が
伝
わ
る
渡
し
方
を
検
討
し
た
い
。
記
念
品
が
、
ニ
ー
ズ
と
乖

離
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
保
護
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
何
を
渡
す
か
検
討
し
た

い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
,8
2
3

-
浜
井
場
小
学
校

目 的

親
子
（
園
児
、
小
学
生
・
中

学
生
）
を
対
象
に
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
交

流
を

図
る

実 施 内 容

毎
年

６
月

に
親

子
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
な
が

ら
ふ

れ
あ
え
る
機

会
と
し
て
実

施
し
て
い

る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
拡

大
に
よ
り
、
年

間
計

画
を
た
て
る
段

階
で
中

止
と

し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
毎

年
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

後
に
行

う
焼

き
肉

懇
親

会
が

、
重

要
な
交

流
の

機
会

と
な
っ
て
い
た

が
、
今

後
も
コ
ロ
ナ
が

続
く
こ
と
を
考

え
る
と
、
飲

食
を
伴

わ
な
い
形

で
親

睦
を
深

め
る
方

法
を

考
え
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
よ
り
親

が
参

加
し
や

す
い
方

法
を
模

索
し
な
が

ら
継

続
し
て
実

施
す
る
。

育 成 事 業

親
と
子

の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

市
・
地

継
続

1
2

-

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
手
作
り
体
験

市
・
地

継
続

2
3
5

2
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,8
2
3

1
1
月
2
9
日

東
野
公
民
館

目 的

子
ど
も
を
対
象
に
、
様
々
な

体
験
を
す
る
機
会
を
設
け

る

実 施 内 容

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
木
の
実
や
葉
っ
ぱ
な
ど
、
全
て
自
然
の
も
の
を
使
い
、
リ
ー
ス
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

講
師
：
城
田
摂
世
氏
、
好
村
由
香
氏

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
子
ど
も
達
は
、
自
然
の
素
材
の
香
り
な
ど
に
感
動
し
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
見
守
ら
れ
作
業
を
し
た
。

一
緒
に
制
作
を
す
る
中
で
、
地
域
子
ど
も
達
の
様
子
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
作
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
の
顔
つ
な
ぎ
が

で
き
る
よ
う
、
次

年
度

も
継

続
す
る
。

親
に
も
声
か
け
を
し
、
一
緒
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
考
え
た
い
。
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東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
,8

2
3

1
1
月

1
5
日

東
野

地
区

ほ
か

目 的

地
域

住
民

を
を

対
象

に
、

地
域

を
知

り
地

域
を

見
つ

め
直

す
機

会
を

図
る

実 施 内 容

飯
田

大
火

に
つ

い
て

、
焼

失
範

囲
を

実
際

に
歩

く
こ

と
で

、
体

感
的

に
学

べ
る

よ
う

に
と

計
画

。
出

発
前

に
公

民
館

で
当

時
G

H
Q

が
録

画
し

て
い

た
実

際
の

映
像

を
全

員
で

鑑
賞

し
、

当
時

の
体

験
談

を
聞

い
た

後
に

、
自

分
た

ち
の

足
で

実
際

に
歩

い
た

。
歩

き
な

が
ら

今
と

昔
の

風
景

を
見

比
べ

ら
れ

る
よ

う
、

G
o
o
gl

e
マ

ッ
プ

を
活

用
し

、
現

在
の

地
図

の
中

に
焼

失
範

囲
と

そ
の

当
時

の
写

真
を

落
と

し
込

ん
だ

。
ま

た
、

子
ど

も
達

に
も

大
火

に
つ

い
て

覚
え

て
も

ら
え

る
よ

う
に

設
問

を
作

り
、

全
問

正
解

者
に

は
飯

田
東

中
学

校
の

り
ん

ご
ジ

ャ
ム

を
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
た

。
評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

外
部

か
ら

講
師

を
呼

ぶ
の

で
は

な
く
、

基
本

構
想

第
2
部

会
と

文
化

部
が

中
心

に
、

自
分

た
ち

で
焼

失
範

囲
、

当
時

の
様

子
、

体
験

談
を

調
べ

た
り

、
復

習
問

題
の

内
容

を
考

え
た

り
し

た
こ

と
で

、
参

加
者

に
知

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

思
い

が
増

し
た

。
参

加
者

か
ら

は
、

普
段

生
活

し
て

い
る

場
所

を
、

大
火

と
い

う
切

り
口

で
切

り
取

っ
て

歩
い

て
み

た
と

き
に

新
し

い
発

見
が

あ
っ

た
と

の
感

想
を

い
た

だ
い

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

次
年

度
は

み
ん

な
で

歩
か

ま
い

は
再

度
実

行
委

員
会

体
制

に
戻

し
、

長
距

離
を

み
ん

な
で

歩
く
こ

と
に

重
き

を
お

い
て

計
画

す
る

。
文

化
の

路
探

訪
は

、
今

年
度

の
よ

う
に

、
主

催
者

が
事

前
に

学
習

し
、

当
日

参
加

者
に

教
え

る
と

い
う

形
式

で
、

三
六

災
害

を
テ

ー
マ

に
取

り
組

み
た

い
。

計
画

に
あ

た
っ

て
は

、
文

化
の

路
と

歩
か

ま
い

の
日

程
を

ず
ら

し
、

希
望

者
が

ど
ち

ら
も

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
。

そ の 他

東
野

文
化

の
路

探
訪

会
・
み

ん
な

で
歩

か
ま

い
目

指
せ

１
万

歩
地

区
費

継
続

3
6
0

5
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
地

域
人

教
育

地
区

費
継

続
3
0

3
0
5

9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
3

通
年

東
野

公
民

館
ほ

か

目 的

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
生

徒
と

地
域

住
民

を
対

象
に

、
共

に
地

域
を

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
お

互
い

に
学

び
合

い
、

よ
り

よ
い

地
域

を
目

指
す

実 施 内 容

研
究

テ
ー

マ
：
「
さ

あ
飛

び
込

も
う

地
下

道
へ

」
東

野
地

区
を

歩
い

て
街

が
暗

い
と

感
じ

た
生

徒
た

ち
が

、
 飯

田
駅

北
側

地
下

道
へ

の
イ

メ
ー

ジ
を

変
え

、
地

下
道

か
ら

ま
ち

を
明

る
く
し

た
い

と
考

え
、

地
下

道
の

デ
ザ

イ
ン

に
取

り
組

ん
だ

。
・
自

治
会

協
力

依
頼

（
9
/
2
1
）
…

ま
ち

づ
く
り

定
例

会
に

て
説

明
、

協
力

依
頼

・
地

下
道

の
清

掃
（
1
0
/
1
7
）
…

高
羽

町
の

小
学

生
、

P
T
A

と
一

緒
に

・
企

業
へ

の
協

力
依

頼
（
1
0
/
2
0
）
…

セ
イ

コ
ー

ア
ド

バ
ン

ス
様

へ
企

画
説

明
、

協
力

依
頼

・
地

下
道

ペ
イ

ン
ト

（
1
0
月

～
1
1
月

）
…

子
ど

も
も

作
業

で
き

る
よ

う
段

ボ
ー

ル
で

ス
タ

ン
プ

を
作

成
・
お

披
露

目
会

（
1
1
月

2
2
日

）
…

協
力

し
て

く
れ

た
方

へ
感

謝
状

贈
呈

、
地

区
の

方
と

意
見

交
換

・
追

加
調

査
（
1
2
月

～
1
月

）
…

警
察

署
へ

の
聞

き
取

り
、

防
犯

カ
メ

ラ
の

映
像

チ
ェ

ッ
ク

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

高
校

生
は

最
初

は
自

分
た

ち
だ

け
で

は
で

き
な

い
と

思
っ

て
い

た
こ

と
を

、
た

く
さ

ん
の

人
を

巻
き

込
み

な
が

ら
や

り
遂

げ
ら

れ
た

こ
と

で
、

自
信

と
達

成
感

、
熱

意
を

持
っ

て
や

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ん

だ
。

地
域

に
と

っ
て

は
、

な
ん

と
か

し
た

い
と

思
っ

て
は

い
た

け
ど

手
が

つ
か

な
か

っ
た

こ
と

が
高

校
生

の
気

づ
き

か
ら

動
き

出
し

、
生

活
安

全
委

員
会

、
小

学
生

な
ど

色
ん

な
人

を
巻

き
込

み
、

地
区

と
し

て
の

取
組

に
な

っ
た

。
自

分
た

ち
が

関
わ

っ
た

こ
と

で
、

単
な

る
地

下
道

だ
っ

た
道

に
愛

着
が

生
ま

れ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

高
校

生
が

地
域

の
人

か
ら

学
び

、
地

域
の

人
が

高
校

生
か

ら
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

先
生

と
の

連
絡

を
密

に
取

り
、

目
的

を
共

有
し

な
が

ら
一

緒
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

夏
休

み
子

ど
も

寺
子

屋
ひ

が
し

の
市

・
地

継
続

4
8
8

8
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
3

8
月

7
日

～
9
日

東
野

公
民

館

目 的

東
野

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

夏
休

み
中

の
居

場
所

作
つ

く
り

と
学

習
支

援
を

し
、

地
域

を
学

ぶ
事

で
誇

り
と

愛
着

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

夏
休

み
の

３
日

間
、

基
本

構
想

推
進

部
会

と
公

民
館

が
中

心
と

な
り

コ
ロ

ナ
対

策
を

し
な

が
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

。
8
/
7
飯

田
郵

便
局

、
水

源
を

知
ろ

う
、

川
遊

び
（
清

水
可

晴
さ

ん
、

井
上

基
さ

ん
）

8
/
8
英

語
で

遊
ぼ

う
（
ノ

エ
ミ

・
ゲ

ル
ド

ラ
さ

ん
）
、

ア
マ

ビ
エ

・
日

時
計

作
り

（
米

山
照

実
さ

ん
）

8
/
9
手

話
（
大

澤
翔

さ
ん

）
、

紙
芝

居
（
J
A

さ
く
ら

の
会

）
、

紙
ひ

こ
う

き
大

会
（
育

成
部

）
、

ク
ッ

ブ
（
体

育
部

）
【
検

討
過

程
】

6
/
1
7
・
・
・
役

員
打

合
せ

会
7
/
2
7
・
・
・
ス

タ
ッ

フ
会

8
/
3
0
・
・
・
ス

タ
ッ

フ
反

省
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

地
域

住
人

、
専

門
委

員
が

教
え

る
こ

と
を

核
に

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
り

、
地

域
内

に
新

た
に

子
ど

も
に

関
わ

る
人

が
増

え
た

。
外

国
人

や
障

害
者

を
講

師
に

招
い

て
実

施
し

て
み

た
が

、
相

手
の

こ
と

を
考

え
ど

う
や

っ
た

ら
伝

わ
る

か
を

子
ど

も
達

が
真

剣
に

考
え

て
い

た
。

多
様

な
人

が
一

緒
に

い
る

こ
と

が
当

た
り

前
に

な
る

よ
う

に
、

継
続

的
に

関
わ

っ
て

い
き

た
い

。
今

回
初

め
て

、
寺

子
屋

出
身

の
中

学
生

が
、

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
を

し
て

く
れ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

寺
子

屋
を

卒
業

し
た

児
童

が
、

引
き

続
き

地
域

と
つ

な
が

り
た

い
と

思
え

る
よ

う
、

大
人

と
の

信
頼

関
係

や
地

域
へ

の
愛

着
を

育
め

る
よ

う
関

わ
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

に
、

企
画

に
子

ど
も

達
の

声
も

反
映

さ
れ

る
よ

う
な

一
緒

に
組

み
立

て
を

す
る

や
り

方
を

検
討

し
た

い
。

− 73 −



東
野

公
民

館
の

事
業

報
告

№
8

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
,8

2
3

3
月

2
4
～

2
6
日

東
野

公
民

館
ほ

か

目 的

東
野

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

春
休

み
中

の
居

場
所

作
つ

く
り

と
学

習
支

援
を

し
、

地
域

を
学

ぶ
事

で
誇

り
と

愛
着

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

春
休

み
の

３
日

間
、

基
本

構
想

推
進

部
会

と
公

民
館

が
中

心
と

な
り

コ
ロ

ナ
対

策
を

し
な

が
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

。
3
/
2
4
大

火
の

学
習

（
日

赤
奉

仕
団

）
、

手
話

ゲ
ー

ム
、

外
で

遊
ぼ

う
3
/
2
5
環

境
に

優
し

い
扇

風
機

作
り

（
基

本
構

想
第

第
5
部

会
）
、

水
引

細
工

3
/
2
6
け

ん
玉

チ
ャ

レ
ン

ジ
（
ア

ッ
プ

ル
け

ん
玉

ク
ラ

ブ
）
、

消
防

署
見

学
【
検

討
過

程
】

1
/
2
1
・
・
・
役

員
打

合
せ

会
3
/
1
9
・
・
・
ス

タ
ッ

フ
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
 ス

タ
ッ

フ
の

中
で

３
日

間
の

統
括

を
一

人
が

担
当

す
る

の
で

は
な

く
、

１
日

ず
つ

当
番

制
に

す
る

こ
と

で
色

ん
な

大
人

が
主

体
的

に
関

わ
り

運
営

し
た

。
寺

子
屋

を
卒

業
し

た
中

学
生

が
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

し
た

。
　

企
画

に
あ

た
っ

て
、

基
本

構
想

の
部

会
と

連
携

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
が

め
ざ

す
ま

ち
の

姿
に

向
か

っ
て

子
ど

も
達

と
や

り
た

い
こ

と
を

、
一

緒
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

寺
子

屋
を

卒
業

し
た

児
童

が
、

引
き

続
き

地
域

と
つ

な
が

り
た

い
と

思
え

る
よ

う
、

大
人

と
の

信
頼

関
係

や
地

域
へ

の
愛

着
を

育
め

る
よ

う
関

わ
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

に
、

企
画

に
子

ど
も

達
の

声
も

反
映

さ
れ

る
よ

う
な

一
緒

に
組

み
立

て
を

す
る

や
り

方
を

検
討

し
た

い
。

そ の 他

春
休

み
子

ど
も

寺
子

屋
ひ

が
し

の
市

・
地

継
続

3
8
0

8
0

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

図
書

館
お

楽
し

み
会

地
区

費
継

続
1

1
5

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,8

2
3

1
0
月

2
5
日

大
宮

諏
訪

神
社

境
内

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
図

書
館

の
利

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

場
と

す
る

実 施 内 容

図
書

分
館

と
の

共
催

事
業

と
し

て
実

施
。

例
年

で
あ

れ
ば

年
５

回
ほ

ど
計

画
す

る
が

、
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
屋

外
で

の
読

み
聞

か
せ

会
を

1
度

だ
け

実
施

し
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

、
初

め
て

屋
外

で
の

実
施

を
試

み
た

。
読

ん
だ

こ
と

が
あ

る
絵

本
も

、
神

社
で

聞
く
と

ま
た

違
う

印
象

で
良

か
っ

た
と

い
う

感
想

が
あ

り
、

読
み

聞
か

せ
時

の
環

境
の

大
切

さ
を

実
感

し
た

。
せ

っ
か

く
い

い
環

境
で

の
読

み
聞

か
せ

会
な

の
で

、
普

段
参

加
の

な
い

子
供

に
も

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
呼

び
か

け
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

次
年

度
も

桜
の

季
節

に
屋

外
で

の
読

み
聞

か
せ

を
計

画
す

る
。

子
ど

も
向

け
の

企
画

に
と

ど
ま

ら
ず

、
読

書
会

な
ど

大
人

が
本

を
通

じ
て

学
べ

る
よ

う
な

企
画

も
考

え
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
,8

2
3

通
年

東
野

公
民

館

目 的

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
住

民
同

士
で

話
し

合
い

、
共

に
学

び
合

う
姿

勢
を

育
む

実 施 内 容

東
京

大
学

・
飯

田
市

公
民

館
共

同
調

査
・
学

習
で

行
っ

た
「
地

域
社

会
へ

の
参

加
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
の

結
果

を
も

と
に

地
区

内
で

学
習

会
を

開
催

し
た

こ
と

を
契

機
に

組
織

さ
れ

、
「
合

言
葉

は
”
な

る
ほ

ど
”
い

つ
で

も
み

ん
な

が
楽

し
い

集
い

」
と

い
う

理
念

の
も

と
月

１
回

第
4
木

曜
日

に
集

ま
り

活
動

し
て

い
る

。
今

年
度

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ス

ク
ー

ル
で

話
題

に
あ

が
っ

た
、

コ
ロ

ナ
で

広
が

る
子

ど
も

の
格

差
の

問
題

か
ら

、
子

ど
も

の
居

場
所

に
つ

い
て

取
り

上
げ

主
に

話
を

し
て

き
た

。
評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

保
護

者
も

一
緒

に
話

し
合

い
に

参
加

し
て

も
ら

い
、

子
ど

も
の

様
子

や
困

り
ご

と
な

ど
を

話
し

て
い

た
だ

い
た

。
状

況
を

聞
く
う

ち
に

、
集

い
と

し
て

考
え

る
べ

き
こ

と
は

、
貧

困
に

苦
し

む
子

供
へ

の
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
よ

り
は

、
誰

で
も

来
ら

れ
る

場
所

や
つ

な
が

り
作

り
だ

と
の

結
論

に
至

り
、

次
年

度
か

ら
気

軽
に

来
ら

れ
て

様
々

な
体

験
が

で
き

る
機

会
を

、
社

会
教

育
関

係
団

体
の

協
力

を
得

な
が

ら
取

り
組

ん
で

み
る

こ
と

に
な

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

集
い

に
参

加
す

る
自

分
た

ち
が

楽
し

い
と

思
う

こ
と

を
ベ

ー
ス

に
、

今
回

の
P

T
A

の
よ

う
に

関
係

す
る

人
の

実
際

の
声

も
取

り
入

れ
な

が
ら

、
東

野
に

と
っ

て
い

い
と

思
う

こ
と

を
探

し
、

楽
し

み
な

が
ら

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

く
。

そ の 他

明
日

の
東

野
を

つ
く
る

集
い

地
区

費
継

続
9

9
0

2
0
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東
野
公
民
館
の
事
業
報
告

№
9

区
分

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ

ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
三

館
合

同
）

市
・
地

継
続

－
－

－

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

8
,3
7
6

7
月
1
8
日
（
中
止
）

橋
南
地
区

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
場

所
で
プ
ロ
の

演
奏

家
に
よ
る
音

楽
を
楽

し
め
る

機
会
の
創
出
を
図
る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区
の
３
公
民
館
が
共
催
し
、
各
公
民
館
の
文
化
委
員
を
中
心
と
し

た
専

門
委

員
が

協
力

し
て
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

演
奏
予
定
者
：
F
lo
re
sc
e
r（
フ
ロ
ー
ル
セ
ー
ル
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
例

年
、
高

レ
ベ
ル

の
生

演
奏

の
音

楽
を
身

近
な
場

所
で
楽

し
む
機

会
と
し
て
、
地

区
の

方
々

に
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
地
区
住
民
が
プ
ロ
の
音
楽
家
の
演
奏
を
身
近
な
場
所
で
聴
く
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
３
公
民

館
で
相
談
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

合 同 事 業

丸
山
小
学
校
放
課
後

子
ど
も
教
室

他
会
計

継
続

2
7

1
,7
0
1

5
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
7
7

通
年

丸
山
小
学
校
ほ
か

地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
と
見
守
り
に
よ

り
、
安
全
な
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
づ
く
り
を
目

指
す

丸
山
小
学
校
区
の
羽
場
・
丸
山
・
東
野
地
区
合
同
事
業
。
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
と
見
守
り
を
行
う
。
学
期
ご
と
に
運
営
委

員
会
・
ス
タ
ッ
フ
会
を
開
催
し
、
運
営
や
児
童
の
様
子
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

【
通
常
の
活
動
】

活
動

日
：
毎

週
水

曜
日

（
2
5
回

）
活
動
内
容
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
体
育
館
）
・
卓
球
（
プ
レ
ー
ル
ー
ム
）
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
（
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
・
制
作
（
図
工
室
）

【
そ
の
他
の
活
動
】

・
各
地
区
の
文
化
祭
で
の
作
品
の
展
示

・
学
期
に
１
回
の
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
参
観
日
を
兼
ね
た
お
楽
し
み
会

8
月
　
な
が
し
そ
う
め
ん
大

会
（
中

止
）
　
1
2
/
1
9
お
楽

し
み

会
　
3
/
7
ま
と
め
の

会

【
成
果

と
課
題
】

　
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
顔
見
知
り
に
な
り
、
学
校
外
で
出
会
っ
て
も
あ
い

さ
つ
し
合
え
る
関

係
作

り
が

で
き
た
。
異

学
年

と
の

活
動

が
普

段
学

校
や

家
庭

で
は

見
え
な
い

成
長

に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　
お
楽

し
み

会
で
は

、
保

護
者

と
懇

談
の

時
間

を
と
り
、
地

域
の

人
、
保

護
者

が
感

じ
て
い
る
こ

と
を
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者
か
ら
聞
か
れ
る
感
謝
の
言
葉
や
子
ど
も
達
が
声

を
か

け
て
く
れ

る
こ
と
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

や
り
が

い
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
地

域
の

大
人

が
子

供
の

成
長

を
見

守
る
大

切
な
事

業
で
あ
る
た
め
、
安
全
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
や
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

家
庭
教
育
講
演
会
(P
T
A
講
演
会
)

他
会
計

継
続

3
1
1
6

9
4

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
2
0

1
1
月
1
6
日

丸
山
小
学
校

目 的

小
中
学
生
を
持
つ
家
庭
を

対
象
に
、
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
る

実 施 内 容

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
学
校
、
公
民
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
の
中
か
ら
見
る
子
ど
も
と
取
り
巻
く
課

題
を
共
有
し
、
三
者
が
集
ま
る
会
議
の
中
で
内
容
の
検
討
、
講
師
の
選
定
を
行
い
講
演

会
を
実
施
し
た
。

例
年
、
地
域
の
一
般
参
加
者
も
対
象
と
し
て
い
た
が
、
感
染
症
対
策
の
た
め
保
護
者
と

教
員
の
み
を
対
象
と
し
た
。

講
師
：
飯
田
市
教
育
長
　
代
田
昭
久
氏

演
題
：
こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｉ時

代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
必
要
な
力
～
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
を

ど
う
生
か
す
か
～

評 価

【
成
果
と
課
題
】

「
全

児
童

に
配

布
さ
れ

る
情

報
機

器
に
つ
い
て
」
と
い
う
保

護
者

や
教

員
に
と
っ
て
非

常
に
関

心
が
強
い
テ
ー
マ
で
講
演
会
が
実
施
で
き
、
教
育
長
か
ら
直
接
、
IC
T
教
育
の
意
義
や
そ
れ
に
よ

る
弊

害
を
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当

日
の

運
営

は
教

員
が

主
体

と
な
っ
て
お
り
、
保

護
者

が
あ
ま
り
関

わ
れ

て
い
な
い
と
い
う
課

題
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
後
も
三
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
学
習
・
共
有
す
る
機
会
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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東
野
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1
0

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

7
0

6
月
2
3
日
、
2
月
1
7
日
（
中
止
）

丸
山
小
学
校

目 的

地
区
役
員
、
教
職
員
、
P
T
A

役
員
を
対
象
に
、
目
指
す

子
ど
も
像
の
共
有
を
行
い
、

3
者
の
連
携
を
深
め
る

実 施 内 容

学
校
運
営
協
議
会
で
確
認
し
た
「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
の
実
現
に
向
け
て
話
し
合
う
会
。

平
成

2
9
年
よ
り
始

ま
り
、
今

年
で
4
年

目
。
羽

場
・
丸

山
・
東

野
地

区
役

員
と
丸

山
小

・
西

中
の
教
職
員
、
丸
山
小
・
西
中
の
P
T
A
役
員
が
参
加
し
て
い
る
。
「
安
心
安
全
部
会
」
「
学

習
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
「
地
域
連
携
部
会
」
の
３
つ
の
部
会
が
あ
る
。

当
初

5
月

に
第

1
回

目
を
予

定
し
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
6
月

に
延

期
し
て
開

催
。
各

教
室
を
つ
な
い
だ
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
。

第
2
回

目
は

コ
ロ
ナ
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
が

、
代

わ
り
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。

教
頭

先
生

、
主

事
に
よ
る
打

合
せ

　
4
/
1
6
、
6
/
9
、
7
/
1
0
、
1
/
1
3
、
2
/
4
、
2
/
2
6

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区

役
員

、
教

職
員

、
保

護
者

が
一

堂
に
会

し
、
顔

を
合

わ
せ

て
話

を
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
を

知
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
話

し
合
い
の

中
か

ら
共

通
の

課
題

を
見

出
し
、
具

体
的

な
活

動
に
つ
な
が

る
こ
と
が

少
な
く
、
全

体
と
し
て
言

い
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
負

担
感

を
感

じ
て
い
る
参

加
者

も
い
る
。
話

し
合

わ
れ

た
こ
と
が

具
体

化
で
き
る
よ
う
な
工

夫
が

必
要

。
【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
具
体
的
な
話
が
で
き
る
機
会
に
し
た
い
。
学
習
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
支
援
を
行
っ
て
い
る
地
域
の
方
に
「
学
習
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
会
」
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
調
整

し
て
い
く
。

合 同 事 業

明
る
い
か
ざ
こ
し
の
子
ら
を
育
て
る
会

地
区
費

継
続

7
1
0
0

7
0

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地

区
成
人
式

市
・
地

継
続

1
1

8
3

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
0
5

1
月
1
0
日
（
延
期
）

飯
田
市
公
民
館

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
学
習

の
場
を
つ
く
り
、
活
動
を
通

じ
て
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り

を
持

て
る
よ
う
な
機

会
と
す

る
。

実 施 内 容

橋
北
・
橋
南
・
東
野
地
区

成
人
式
は
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
し
た
が
、
新
成
人
有

志
、
公
民
館
委
員
等
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
体
制
で
次
の
内
容
を
実
施
。

・
成
人
式
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、
成
人
式
の
企
画
、
準
備

・
成
人
実
行
委
員
に
よ
る
地
域
学
習
の
実
施

　
（
学

習
テ
ー
マ
「
お
練

り
ま
つ
り
を
学

ぼ
う
」
）

【
実
行
委
員
会
】

９
月
～
３
月
ま
で
に
計
1
1
回
開
催
し
、
延
べ
8
3
人
参
加

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
新
成
人
実
行
委
員
は
、
1
月
1
0
日
の
開
催
に
向
け
て
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
も
思
い
出

に
残
る
成

人
式

と
な
る
よ
う
、
工

夫
を
凝

ら
し
た
内

容
で
主

体
的

に
計

画
を
進

め
、
地

区
実

行
委
員
も
新
成
人
た
ち
の
想
い
に
出
来
る
限
り
添
え
る
形
で
の
式
典
準
備
を
進
め
た
。
延
期
が
決

定
し
、
準
備
期
間
が
長
く
な
る
た
め
、
新
成
人
の
地
域
活
動
へ
参
加
等
も
含
め
て
、
よ
り
地
域
と

の
関
わ
り
を
深
め
な
が
ら
、
成
人
式
開
催
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
さ
れ
た
成
人
式
に
向
け
て
、
新
成
人
実
行
委
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
、
開
催
に
向
け
た
企
画
・
準
備
を
進
め
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

8
,3
7
6

3
月
1
4
日

飯
田
市
公
民
館

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
地

域
を
知
り
愛
着
を
深
め
る
こ

と
を
目
指
す
。

実 施 内 容

東
中
学
校
区
３
館
合
同
事
業
と
し
て
実
施
。
2
0
1
9
年

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃

撃
さ
れ

て
死

去
し
た
中

村
哲

さ
ん
の

活
動

や
、
私

た
ち
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
行
っ
た
。

演
題
：
「
追
悼
　
中
村
哲
医
師
が
遺
し
た
も
の
」

講
師
：
青
木
隆
幸
氏
（
飯
田
市
美
術
博
物
館
専
門
研
究
員
）

【
検
討
経
過
】

1
2
/
1
6
　
３
館
正
副
委
員

長
打
合
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
村
さ
ん
の
生
き
方
か
ら
、
今
の
社
会
に
つ
い
て
、
豊
か
さ
と
は
何
か
、
人
間
の
仕
事
と
は
何

か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
生

き
る
か

な
ど
、
様

々
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
実
施
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝
の
声
も
聞

か
れ
、
学
び
の
機
会
を
欲
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
も
う
か
が
え
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

３
館
文
化
部
で
話
し
合
い
、
地
域
に
つ
い
て
学
び
直
す
機
会
や
、
新
し
い
物
を
得
ら
れ
る
機
会

と
な
る
よ
う
企

画
し
て
い
く
。
丘

の
上

５
館

で
取

り
組

む
こ
と
も
視

野
に
い
れ

て
い
く
。

合 同 事 業

(橋
北
・
橋
南
・
東
野
）
３
館
合
同
文
化
講
演
会

地
区
費

継
続

3
8
2

6
2
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座
光
寺
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,3
2
2

実
施
内
容
参
照

座
光
寺
公
民
館
他

目 的

高
齢
者
の
生
涯
学

習
推
進

を
目
的
に
「
と
も
に
学
び
、
と

も
に
成
長
す
る
」
場

と
す

る
。

実 施 内 容

陶
芸
部
、
合
唱
部
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
部
、
水
墨
画
部
、
詩
吟
部
、
ｷ
ｰ
ﾎ
ﾞｰ
ﾄﾞ
ｱ
ﾝ
ｻ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾙ
に
入

部
し
、
各
部
で
自
主
的

な
運
営
企
画
を
随
時
行
う
。
全
体
活
動
と
し
て
一
般
教
養
講
座
を

開
催
。

（
実
施
内
容
）

第
１
回

：
1
0
/
2
2
　
「
座

光
寺

地
域

の
出

土
遺

物
を
巡

る
」
、
開

校
式

現
地
見
学
：
飯
田
市
考
古
資
料
館
（
上
川
路
）
、
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物
館
（
上
郷
）

参
加
者
：
2
2
名

第
２
回
：
1
/
2
7
（
延
期
）
⇒
3
/
2
3
「
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
作
ろ
う
」
、
閉

校
式

講
師
：
座
光
寺
地
区
人
権
擁
護
委
員
、
公
民
館
女
性
委
員
　
参

加
者

：
2
0
名

評 価

【
成
果

と
課
題
】

第
１
回

講
座
は
昨
年
度
恒
川
官
衙
遺
跡
を
見
学
し
た
第
2
弾
と
し
て
、
実
施
し
、
講
座
に
つ
な

が
り
を
持
て
た
と
い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
座
光
寺
の
こ
と
を
広
く
知
り
た
い
と
新

し
い
会

員
の

方
も
増

え
て
今

後
の

講
座

実
施

を
多

角
的

に
考

え
る
可

能
性

を
感

じ
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

高
齢
者

の
生
涯
現
役
と
い
う
考
え
を
尊
重
で
き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
学
び
た
い
こ
と
を
広
く

集
め
、
と
も
に
学
び
、
と
も
に
成
長
し
、
次
の
世
代
へ
の
足
が
か
り
と
な
る
講
座
を
目
指
し
た

い
。

学 級 ・ 講 座

麻
績
い
き
い
き
大
学
（
一
般
教
養
講
座
）

市
・
地

継
続

4
5
2

2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

子
育
て
世
代
の
保
護
者
を

対
象
に
学
習
会
を
開
催

し
、
子
育
て
の
悩
み
を
解
消

す
る
だ
け
で
な
く
、
自

主
的

な
グ
ル
ー
プ
発
足
を
目
指

し
て
い
く
。

実 施 内 容

現
在

、
母

親
が

抱
え
て
い
る
不

安
や

悩
み

の
を
解

決
で
き
る
よ
う
な
講

座
を
2
回

開
催

。
乳
幼
児
学
級
に
参
加
し
て
い
る
0
～
3
歳
児
親
子
を
対
象
と
し
、
親
子
と
も
に
地
域
の
異

年
齢
交
流
の
機
会
と
し
た
。

（
実
施
内
容
）

第
1
回

　
1
0
/
9
　
飯

田
動

物
園

へ
行

こ
う
　
（
雨

天
中

止
）

第
2
回

　
1
/
1
4
　
こ
ど
も
の

救
急

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
処
法

　
　
　
　
　
講

師
：
高

森
消

防
署

救
急

係

評 価

【
成
果
と
課
題
】

学
級
の
母
親
達
と
の
会
話
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
家
籠
り
し
て
い
る
」
、
「
歩
き
出
す
よ
う
に
な
っ
て

目
が
離
せ
な
い
」
な
ど
多
く
聞
く
中
で
、
内
容
を
企
画
し
て
き
た
。
第
2
回
目
は
参
加
人
数
は
少

な
か
っ
た
が
、
真
剣
に
参
加
す
る
方
が
多
く
、
不
安
解
消
の
糸
口
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

保
育
士
の
先
生
方
と
の
話
題
共
有
を
大
切
に
し
、
今
後
も
子
育
て
に
必
要
な
講
座
計
画
を
し

て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

子
育
て
応
援
講
座

市
・
地

継
続

2
1
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
8
2

実
施
内
容
参
照

座
光
寺
公
民
館
　
他

1
2
4

実
施
内
容
参
照

座
光
寺
公
民
館
　
他

目 的

2
～
3
歳
児
と
そ
の
親
を
対

象
に
｢子

供
の
成
長
発
達

に
つ
い
て
理

解
す
る
た
め

の
学
習
」
「
子
育
て
を
す
る

親
を
支

え
る
」
「
仲

間
づ
く

り
｣の

場
づ
く
り
。

実 施 内 容

保
健

師
・
保

育
士

が
中

心
と
な
り
、
幼

児
の

健
康

や
発

育
指

導
、
母

親
の

子
育

て
に
関

す
る
相

談
を
、
保

健
面

、
保

育
面

よ
り
実

施
。

（
実

施
内

容
）
①

6
/
1
9
開

校
式

、
図

書
分

館
案

内
②

8
/
2
1
読

み
聞

か
せ

(下
沢

先
生

)中
止

③
9
/
1
7
歯

科
衛

生
士

の
話

④
1
0
/
1
5
消

防
署

見
学

⑤
1
1
/
1
2
栄

養
士

の
話

⑥
1
1
/
1
9

焼
き
芋
(保

育
園
合
同
)⑦

1
2
/
1
8
ク
リ
ス
マ
ス
会

⑧
1
/
2
1
文
化
祭
の
作
品
作
り
(中

止
)⑨

2
/
1
9
親

子
体

操
⑩

3
/
4
手

が
た
足

が
た

評 価

【
成
果
と
課
題
】

保
育
士
と
保
健
師
と
と
も
に
幼
児
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
体
を
使
っ
た
遊
び
や
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
内
容
を
企
画
し
実
施
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
参
加
者
に
子
ど
も
の
様
子
を

毎
回
一
言
ず
つ
言
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
成
長
を
母
親
同
士
が
共
感
し
、
交
流
を
深
め
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
の
成
長
を
一
番
に
考
え
、
参
加
者
同
士
、
ま
た
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
機
会
に
な

る
よ
う
に
今

後
も
実

施
し
て
い
く
。
ま
た
、
保

育
園

へ
上

が
る
準

備
期

間
と
し
て
、
座

光
寺

保
育

園
の
未
就
園
児
交
流
を
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

学 級 ・ 講 座

た
ん
ぽ

ぽ
学

級
（
2
-
3
歳

学
級

）
市

・
地

継
続

1
0

1
2
0

1
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

0
～
1
歳
児
と
そ
の
親
を
対

象
に
｢子

供
の
成
長
発
達

に
つ
い
て
理

解
す
る
た
め

の
学
習
」
「
子
育
て
を
す
る

親
を
支

え
る
」
「
仲

間
づ
く

り
｣の

場
づ
く
り
。

実 施 内 容

保
健

師
・
保

育
士

が
中

心
と
な
り
、
幼

児
の

健
康

や
発

育
指

導
、
母

親
の

子
育

て
に
関

す
る
相

談
を
、
保

健
面

、
保

育
面

よ
り
実

施
。

（
実

施
内

容
）
①

6
/
2
9
開

校
式

②
7
/
1
7
つ
ど
い
の

広
場

訪
問

③
8
/
2
8
栄

養
士

の
話

④
9
/
1
8
わ

ら
べ

歌
⑤

1
0
/
1
9
読
み
聞
か
せ
(下

沢
先
生
)⑥

1
1
/
6
ミ
ニ
運

動
会

⑦
1
1
/
2
7
歯

科
衛
生
士
の
話
⑧
1
2
/
1
5
ク
リ
ス
マ
ス
会

⑨
2
/
5
文
化
祭
の
作
品
作
り
(中

止
)⑩

2
/
1
6
新

聞
遊
び
⑪
3
/
5
手
が
た
足
が
た

評 価

【
成
果
と
課
題
】

保
育
士
と
保
健
師
と
と
も
に
幼
児
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
体
を
使
っ
た
遊
び
や
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
内
容
を
企
画
し
実
施
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
参
加
者
に
子
ど
も
の
様
子
を

毎
回
一
言
ず
つ
言
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
成
長
を
母
親
同
士
が
共
感
し
、
交
流
を
深
め
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
の
成
長
を
一
番
に
考
え
、
参
加
者
同
士
、
ま
た
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
機
会
に
な

る
よ
う
に
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

ぴ
よ
ぴ
よ
学

級
（
0
-
1
歳

学
級

）
市

・
地

継
続

1
1

1
9
8

1
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

5
8

実
施
内
容
参
照

座
光
寺
公
民
館
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

4
8

1
月

1
0
日

（
延

期
）

エ
ス

・
バ

ー
ド

目 的

2
0
歳

を
迎

え
る

新
成

人
を

対
象

に
地

域
で

お
祝

い
し

、
地

域
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
実

施
す

る
。

実 施 内 容

座
光

寺
地

域
の

新
成

人
代

表
（
6
名

）
と

文
化

部
員

が
中

心
に

な
っ

て
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
当

日
ま

で
の

計
画

を
一

緒
に

考
え

て
い

く
。

座
光

寺
地

域
単

独
開

催
と

し
て

6
年

目
。

（
実

施
内

容
）

・
8
月

～
1
2
月

　
成

人
式

実
行

委
員

会
（
7
回

）
（
内

、
1
回

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
生

と
懇

談
）

・
1
1
/
1
5
　

地
域

学
習

「
シ

ー
ド

ル
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

」
・
1
月

下
旬

　
成

人
を

祝
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
集

、
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

　
送

付

評 価

【
成

果
と

課
題

】
文

化
部

の
皆

さ
ん

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
な

が
ら

、
新

成
人

が
中

心
と

な
っ

て
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

対
策

を
し

た
開

催
を

考
え

て
こ

れ
た

。
延

期
に

な
っ

た
が

、
成

人
式

に
寄

せ
ら

れ
た

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

今
時

点
で

の
記

念
品

と
し

て
編

集
し

送
付

し
た

。
こ

の
活

動
に

よ
り

、
実

行
委

員
は

成
人

式
に

同
級

生
と

再
会

し
た

い
と

い
う

思
い

を
強

く
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

地
域

学
習

で
は

、
高

校
生

の
シ

ー
ド

ル
の

取
り

組
み

か
ら

地
元

の
名

産
を

同
級

生
に

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

準
備

し
て

い
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
現

在
の

新
成

人
実

行
委

員
が

引
き

続
き

担
っ

て
く
れ

る
の

で
、

気
持

ち
が

続
く
よ

う
に

文
化

部
始

め
地

域
で

支
え

、
と

も
に

活
動

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

地
域

学
習

の
さ

ら
な

る
取

り
組

み
を

考
え

て
い

き
た

い
。

文 化 事 業

座
光

寺
地

域
成

人
式

市
・
地

継
続

1
1

8
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

座
光

寺
地

域
住

民
を

対
象

に
人

形
劇

を
通

じ
て

芸
術

文
化

振
興

を
図

る
。

実 施 内 容

公
民

館
の

2
会

場
で

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

組
み

、
多

く
の

劇
団

を
リ

レ
ー

公
演

で
実

施
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

・
5
/
2
7
　

文
化

部
正

副
部

長
会

・
7
/
1
0
　

フ
ェ

ス
タ

実
行

委
員

会
（
文

化
部

会
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
小

学
生

の
人

形
劇

の
披

露
の

場
に

も
な

っ
て

い
る

の
で

、
そ

の
機

会
と

し
て

の
実

施
、

ま
た

、
「
ま

つ
り

」
と

し
て

行
う

本
事

業
の

飲
食

を
伴

う
屋

台
に

つ
い

て
も

コ
ロ

ナ
対

応
を

重
視

し
た

検
討

が
必

要
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
公

民
館

の
建

物
の

中
で

リ
レ

ー
公

演
と

し
て

行
っ

て
き

た
が

、
３

密
の

回
避

と
し

て
公

民
館

周
辺

の
施

設
の

利
用

も
考

え
て

の
実

施
を

広
く
考

え
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

座
光

寺
人

形
劇

ま
つ

り
地

区
費

継
続

2
2
5

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

8
月

8
日

（
中

止
）

座
光

寺
公

民
館

4
,3

2
2

8
月

7
日

（
中

止
）

座
光

寺
保

育
園

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
人

形
劇

を
通

じ
て

芸
術

文
化

振
興

を
図

る
。

実 施 内 容

保
育

園
、

保
護

者
会

、
公

民
館

が
連

携
し

て
開

催
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

・
5
/
2
7
　

文
化

部
正

副
部

長
会

・
7
/
1
0
　

フ
ェ

ス
タ

実
行

委
員

会
（
文

化
部

会
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
収

容
人

数
と

園
児

数
の

調
整

が
課

題
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
世

界
人

形
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
か

ら
公

演
会

場
と

し
て

実
施

し
て

お
り

3
年

目
。

運
営

体
制

も
定

着
し

つ
つ

あ
る

た
め

、
園

児
が

身
近

に
人

形
劇

に
触

れ
あ

え
る

機
会

と
し

て
次

年
度

も
継

続
し

て
い

く
。

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

座
光

寺
保

育
園

公
演

地
区

費
継

続
2

2
5

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

現
状

で
感

じ
て

い
る

不
安

や
悩

み
を

解
決

し
、

よ
り

良
い

く
ら

し
に

つ
な

げ
る

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

。

実 施 内 容

公
民

館
企

画
委

員
会

が
中

心
と

な
っ

て
、

地
域

で
不

安
に

感
じ

て
い

る
こ

と
を

解
消

す
る

た
め

の
学

習
会

を
実

施
。

（
実

施
内

容
）

テ
ー

マ
：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
つ

い
て

正
し

く
知

ろ
う

講
師

：
桜

井
一

彰
さ

ん
（
飯

田
市

立
病

院
 感

染
管

理
認

定
看

護
師

）
評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

の
生

活
に

不
安

を
抱

え
て

い
る

こ
と

、
ま

た
、

事
業

を
ど

う
考

え
て

い
っ

た
ら

い
い

の
か

と
の

意
見

,が
多

く
出

さ
れ

、
コ

ロ
ナ

に
つ

い
て

正
し

い
理

解
を

得
た

い
と

企
画

。
こ

の
企

画
に

携
わ

っ
た

企
画

委
員

自
身

が
、

今
感

じ
て

い
る

こ
と

、
み

ん
な

で
考

え
た

い
事

に
つ

い
て

向
き

あ
う

機
会

に
な

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
全

国
的

に
も

影
響

を
及

ぼ
し

た
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

た
の

で
、

地
域

の
関

心
事

と
し

て
分

か
り

や
す

か
っ

た
。

が
、

ま
だ

ま
だ

地
域

で
学

習
し

た
い

と
い

う
機

運
は

高
く
な

い
の

で
、

各
人

の
関

心
事

を
共

有
で

き
る

場
を

設
け

て
、

学
習

す
る

雰
囲

気
を

高
め

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

地
域

学
習

会
市

・
地

新
規

1
4
0

4
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

9
月

2
7
日

エ
ス

・
バ

ー
ド
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,3

2
2

実
施

内
容

参
照

-

目 的

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

住
民

の
健

康
推

進
及

び
体

力
増

強
を

図
る

実 施 内 容

体
育

部
員

が
家

籠
り

を
す

る
住

民
に

対
し

て
、

健
康

で
過

ご
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

家
で

で
き

る
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

を
紙

面
で

紹
介

し
、

各
戸

配
布

し
た

。
（
実

施
内

容
）

発
行

月
：
7
月

、
1
月

、
3
月

内
容

：
座

っ
て

で
き

る
ス

ト
レ

ッ
チ

な
ど

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
と

地
区

か
ら

の
健

康
推

進
の

声
に

応
え

る
形

で
、

体
育

部
で

を
考

え
て

企
画

し
た

。
事

業
を

中
止

せ
ざ

る
得

な
い

中
で

、
今

で
き

る
こ

と
を

話
し

合
い

、
紙

面
で

紹
介

で
き

た
こ

と
は

他
の

事
業

を
考

え
る

こ
と

の
糸

口
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

ま
で

目
を

向
け

に
く
か

っ
た

健
康

推
進

に
つ

い
て

地
区

の
中

に
浸

透
す

る
よ

う
に

来
年

度
も

企
画

、
発

信
し

て
い

く
。

体 育 事 業

座
お

う
ち

de
簡

単
ス

ト
レ

ッ
チ

市
・
地

新
規

6
4
8

1
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

住
民

の
体

力
増

強
と

大
会

及
び

懇
親

会
を

通
じ

て
地

区
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る

実 施 内 容

競
技

を
通

じ
て

、
日

頃
の

運
動

不
足

を
解

消
し

基
礎

体
力

の
増

加
及

び
地

区
内

の
交

流
を

図
る

。
ま

た
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

や
体

力
教

室
を

実
施

。
（
実

施
内

容
）

・
4
/
8
、

1
1
/
2
7
、

1
2
/
2
3
　

体
育

部
会

・
1
/
1
4
　

正
副

部
長

会
（
実

施
内

容
）

春
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

　
6
月

7
日

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

　
3
月

7
日

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
３

会
場

で
３

種
目

を
行

い
、

年
齢

や
体

力
に

合
わ

せ
て

種
目

を
選

べ
、

老
若

男
女

集
ま

り
多

世
代

交
流

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

体
育

部
で

コ
ロ

ナ
禍

の
開

催
方

法
を

検
討

し
て

き
た

が
、

地
区

で
人

集
め

を
し

て
も

ら
う

期
間

を
考

え
、

早
め

の
中

止
判

断
を

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
競

技
性

が
高

い
も

の
ば

か
り

で
な

く
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

て
い

る
の

で
、

地
区

に
広

め
ら

れ
そ

う
な

種
目

実
施

を
積

極
的

に
検

討
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

春
季

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
地

区
費

継
続

4
5
1

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
小

学
校

他

4
,3

2
2

2
月

6
日

、
2
月

7
日

（
中

止
）

座
光

寺
公

民
館

　
他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

文
化

活
動

の
発

表
の

場
や

地
域

の
交

流
を

図
る

場
と

す
る

。

実 施 内 容

地
域

の
皆

で
つ

く
る

地
域

最
大

の
文

化
の

祭
典

と
し

て
位

置
づ

け
多

彩
な

催
し

を
計

画
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

・
1
0
/
7
、

1
1
/
1
8
、

1
2
/
8
、

1
/
1
2
　

文
化

部
会

・
1
2
/
1
6
　

文
化

祭
実

行
委

員
会

・
3
/
6
～

3
/
1
4
 座

光
寺

地
域

作
品

展
示

　
開

催
〈
開

催
内

容
〉

座
光

寺
小

4
年

人
形

劇
人

形
展

、
座

光
寺

児
童

セ
ン

タ
ー

作
品

展
、

自
治

会
社

会
部

子
ど

も
の

桜
の

ス
ケ

ッ
チ

展
、

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

等
学

校
地

域
人

教
育

成
果

展
示

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
住

民
の

発
表

の
機

会
を

一
番

に
考

え
、

で
き

る
対

策
の

中
で

の
実

施
に

つ
い

て
話

し
合

い
を

重
ね

て
き

た
。

文
化

祭
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

地
区

か
ら

意
見

を
い

た
だ

き
、

作
品

展
示

を
す

る
機

会
を

設
け

る
こ

と
に

な
り

、
で

き
る

可
能

性
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
は

例
年

通
り

と
い

か
な

い
状

況
の

中
で

、
地

域
の

皆
さ

ん
の

文
化

活
動

の
発

表
と

交
流

の
機

会
に

つ
い

て
、

部
会

で
話

し
合

い
、

実
施

を
考

え
て

い
く
。

文 化 事 業

座
光

寺
地

域
文

化
祭

市
・
地

継
続

1
8
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
域

に
良

い
種

を
蒔

い
て

く
れ

た
方

を
表

彰
す

る
こ

と
で

新
た

な
芽

吹
き

へ
と

つ
な

げ
る

。

実 施 内 容

地
域

の
中

で
温

か
な

心
の

種
を

蒔
い

た
個

人
や

団
体

、
地

域
の

こ
と

を
思

っ
て

活
動

し
て

い
る

個
人

や
団

体
な

ど
を

紹
介

し
、

麻
績

の
里

に
蒔

か
れ

た
地

域
づ

く
り

の
種

を
大

き
く
育

て
て

い
く
こ

と
を

主
旨

に
、

家
庭

（
家

族
の

ふ
れ

あ
い

へ
の

提
言

・
行

為
）
・
環

境
（
環

境
美

化
・
環

境
浄

化
へ

の
提

案
・
行

為
）
・
地

域
（
地

域
向

上
へ

の
提

案
・
行

為
）
の

部
門

ご
と

に
文

化
祭

に
お

い
て

表
彰

す
る

。
（
実

施
内

容
）

・
1
/
1
3
　

種
ま

き
大

賞
選

考
委

員
会

※
文

化
祭

中
止

に
伴

い
、

授
賞

式
を

行
わ

な
い

の
で

、
今

年
度

の
大

賞
候

補
者

は
、

次
年

度
の

大
賞

候
補

者
と

合
わ

せ
て

次
年

度
選

考
す

る
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
の

影
で

活
動

が
自

粛
さ

れ
て

い
る

た
め

か
、

推
薦

者
が

な
か

な
か

集
ま

ら
ず

本
年

度
候

補
者

は
2
件

だ
け

で
あ

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
選

考
委

員
会

時
に

来
年

度
の

候
補

者
と

合
わ

せ
た

大
賞

選
考

と
な

っ
た

こ
と

で
、

来
年

度
も

活
動

が
維

持
さ

れ
て

い
る

か
懸

念
さ

れ
る

が
、

コ
ロ

ナ
禍

だ
か

ら
こ

そ
の

取
り

組
み

、
地

域
に

ま
か

れ
た

種
に

気
を

配
り

、
受

賞
候

補
者

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

麻
績

の
里

地
域

づ
く
り

種
ま

き
大

賞
地

区
費

継
続

1
1
7

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

2
月

7
日

（
中

止
）

座
光

寺
公

民
館

− 79 −



座
光
寺
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,3
2
2

実
施
内
容
参
照

-

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、

地
域
の
活
動
経
過

や
取
り

組
み

の
紹

介
、
身

近
な
情

報
や
課
題
を
掲
載
し
、
状

提
提
供
と
地
区
へ

の
興
味

や
課
題
解
決
に
向
け
た
意

識
の
高
揚
を
図
る

実 施 内 容

公
民
館
広
報
部
と
自
治

会
選
出
員
（
5
名
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
民
館
事
業
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
域
事
業
に
関
わ
る
内
容
を
掲
載
。

（
実
施
内
容
）

発
行

：
年

4
回

（
6
月
、
9
月

、
1
2
月
、
3
月

）
発

行
部

数
：
1
7
0
0
部
（
全

戸
配

布
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
域

事
業

が
中

止
に
な
る
中

、
掲

載
記

事
に
つ
い
て
苦

慮
し
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
の

過
ご
し

方
の
声
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど
身
近
な
生
活
の
紹
介
を
す
る
取
り
組
み
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

直
接
会
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
取
材
記
事
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
取

材
の

良
さ
に

は
、
取

材
す
る
側

が
地

域
へ

対
す
る
気

持
ち
を
育

む
機

会
に
な
る
と
考
え
る
た
め
、
積

極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
他
地
区
か
ら
学
ぶ
広
報
紙
の
学
習
会
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

広 報 事 業

広
報
座
光
寺

地
区
費

継
続

1
2

1
2
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
ま

た
は
、
健
康
推
進
に
関
わ

る
事

業
を
通

じ
て
地

区
内

の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

「
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
地
区
内
大
勢
の
皆
さ
ん
で
楽
し
く
交
流
」
を
目
指
し
て
、
住
民

相
互
の
交
流
・
親
睦
を
地
区
主
体
で
実
施
。

（
実
施
内
容
）

今
年
度
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
へ
の
参
加
を
当
事
業
へ
の
参
加
と
し
た
。

参
加

地
区

：
1
1
地

区
/
1
6
地

区
評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施

後
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
「
い
つ
も
同

じ
種

目
を
し
て
い
た
が

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
知

れ
て
よ

か
っ
た
」
「
地
区
の
交
流
会
で
取
り
入
れ
た
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
地
区
の
交
流
に
つ
な
が

る
機

会
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地

区
で
は

ス
ポ
ー
ツ
の

情
報

を
求

め
て
い
る
こ
と
が

わ
か

り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介
を
積
極
的
に
行
う
必
要
性
を
感
じ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

体
育

部
で
わ

か
り
や

す
い
ス
ポ
ー
ツ
の

紹
介

の
仕

方
を
検

討
す
る
と
と
も
に
地

区
の

交
流

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

地
区
交
流
月
間

地
区
費

継
続

1
1
5
7

1
5
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,3
2
2

1
0
月
1
1
日

水
辺
の
広
場
他

4
,3
2
2

1
0
月
1
1
日

水
辺
の
広
場
他

目 的

地
区
毎
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
機
会
及
び
地
区
交

流
ス
ポ
ー
ツ
月

間
の

推
進

を
図
る

実 施 内 容

運
動
会
開
催
予
定
日
に
地
区
毎
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
事
業
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
を
実
施
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
地
区
を
３
つ
会
場
の
会
場
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
２
種
類
を
時
間
差
で
体
験
し
た
。

（
実
施
内
容
）

会
場
：
水
辺
の
広
場
、
麻
績
ひ
ろ
ば
、
座
光
寺
小
学
校
体
育
館
・
校
庭

種
目
：
ク
ロ
リ
テ
ィ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

参
加

地
区

：
1
1
地

区
/
1
6
地

区

評 価

【
成
果
と
課
題
】

運
動
会
の
中
止
を
決
め
て
か
ら
体
育
部
で
会
議
を
重
ね
て
企
画
、
実
施
し
た
。
実
施
後
地
区

か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地

区
の

交
流

が
図

れ
て
よ
か

っ
た
」
、
「
地

区
毎

で
安

心
し
て
参

加
で
き
た
」
「
参

加
人

数
は

少
な
か

っ
た
が

み
ん
な
楽

し
そ
う
に
参

加
し
て
い

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
目
的
は
果
た
せ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

こ
の

体
験

会
で
実

施
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は

、
地

区
交

流
月

間
や

ス
ポ
ー
ツ
事

業
の

1
つ
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
in
座
光
寺

市
・
地

新
規

4
1
5
7

1
5
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

住
民
の
体
力
増
強

と
大
会

及
び
懇

親
会

を
通

じ
て
地

区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図

る

実 施 内 容

「
地

域
の

親
睦

を
深

め
活

力
を
高

め
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地

区
対

抗
で
実

施
し
て
い
る
。

（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
為

中
止

）

（
実
施
内
容
）

5
/
8
、
6
/
1
2
　
体

育
部

会
評 価

【
成
果
と
課
題
】

親
睦

と
交

流
を
図

る
地

区
最

大
の

行
事

と
し
て
認

識
さ
れ

て
お
り
、
開

催
に
つ
い
て
早

い
時

期
か

ら
話

し
合

っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
種

目
を
検

討
す
る
中

で
、
毎

年
楽

し
み

に
し
て

い
た
種

目
は

行
え
ず
、
運

動
会

で
は

な
い
こ
と
が
部
員
で
共
有
で
き
、
そ
れ
で
も
地
区
の
人

が
親
睦
と
交
流
を
図
る
機
会
は
大
事
に
し
よ
う
と
、
違
う
行
事
を
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
成
果
で

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

別
の
事
業
を
行
っ
た
こ
と
で
、
地
区
民
が
一
堂
に
会
せ
る
運
動
会
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
。
地

区
民
が
集
ま
れ
る
運
動
会
の
可
能
性
を
今
後
考
え
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

座
光
寺
地
域
市
民
運

動
会

市
・
地

継
続

1
3
2

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,3
2
2

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

座
光
寺
小
学
校

− 80 −



座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,3

2
2

7
月

1
2
日

（
中

止
）

水
辺

の
広

場

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
開

催
し

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

や
地

域
内

外
の

様
々

な
人

た
ち

と
の

交
流

、
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

水
辺

の
広

場
委

員
会

と
実

施
。

水
辺

の
生

物
を

採
取

し
生

態
系

を
学

ぶ
事

業
の

実
施

。
（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

・
5
/
1
5
　

水
辺

の
広

場
委

員
会

３
役

、
健

全
育

成
部

正
副

部
長

会
議

・
5
/
2
2
　

健
全

育
成

部
会

・
事

業
は

中
止

し
、

水
辺

の
広

場
の

草
刈

り
整

備
の

み
実

施
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
事

業
は

中
止

と
し

た
が

、
そ

れ
ま

で
の

協
議

を
水

辺
の

広
場

委
員

会
と

合
同

で
検

討
し

、
事

業
に

つ
い

て
話

し
合

い
が

で
き

た
。

ま
た

、
水

辺
の

広
場

委
員

会
と

連
携

し
、

水
辺

の
広

場
自

体
の

活
用

に
つ

い
て

も
考

え
て

い
く
必

要
を

感
じ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
実

施
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

団
体

が
関

わ
る

為
、

早
い

う
ち

か
ら

協
議

し
て

い
く
。

公
民

館
と

し
て

、
本

事
業

つ
い

て
大

事
に

す
る

こ
と

の
共

有
を

図
っ

て
い

く
。

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
水

辺
の

広
場

で
遊

ぼ
う

市
・
地

継
続

3
3
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
、

地
域

の
様

々
な

人
た

ち
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

座
光

寺
の

ほ
た

る
分

布
状

況
、

環
境

に
よ

る
繁

殖
状

況
の

違
い

や
ほ

た
る

の
生

態
を

学
習

し
、

そ
の

後
、

現
地

で
ホ

タ
ル

観
察

を
実

施
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

5
/
2
2
、

5
/
2
8
　

健
全

育
成

部
会

6
月

上
旬

『
「
座

光
寺

の
ホ

タ
ル

マ
ッ

プ
』
作

成
・
組

合
回

覧
、

保
育

園
、

小
学

校
配

布
、

中
学

校
へ

掲
示

〈
掲

載
内

〉
座

光
寺

の
ホ

タ
ル

の
生

息
地

、
ホ

タ
ル

の
種

類
、

発
生

時
時

期
な

ど

評 価

【
成

果
と

課
題

】
集

ま
っ

て
の

学
習

で
は

な
く
、

家
族

ご
と

で
ホ

タ
ル

の
生

態
を

知
り

、
生

息
地

を
訪

ね
て

郷
土

へ
の

愛
着

を
深

め
て

も
ら

い
た

い
と

、
ホ

タ
ル

マ
ッ

プ
を

作
成

し
、

配
布

し
た

。
健

全
育

成
部

員
が

自
ら

現
地

を
訪

れ
様

子
を

見
た

と
い

う
感

想
も

あ
り

、
自

分
た

ち
が

地
域

へ
の

愛
着

を
深

め
る

機
会

に
な

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
観

察
会

と
し

て
行

う
の

か
、

そ
の

他
と

し
て

行
う

の
か

、
リ

ニ
ア

整
備

に
関

係
し

て
土

地
の

景
観

も
変

化
し

て
い

く
こ

と
も

含
め

て
、

今
後

の
事

業
実

施
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ホ

タ
ル

を
見

る
会

市
・
地

継
続

2
3
2

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

6
月

2
0
日

（
中

止
）

中
河

原
会

所
周

辺

4
,3

2
2

5
月

1
0
日

(中
止

)
麻

績
の

ひ
ろ

ば

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
、

お
茶

の
摘

み
方

と
加

工
方

法
を

学
び

農
業

の
す

ば
ら

し
さ

を
知

り
、

農
業

へ
の

関
心

を
寄

せ
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

麻
績

の
館

周
辺

の
茶

葉
を

材
料

に
し

て
お

茶
づ

く
り

体
験

を
開

催
す

る
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
 ）

（
実

施
内

容
)

4
/
6
 健

全
育

成
部

班
長

会
6
/
6
 お

茶
垣

根
の

整
備

評 価

【
成

果
と

課
題

】
5
月

中
旬

ま
で

、
小

中
学

校
が

休
校

に
な

り
、

ま
た

、
そ

の
後

の
見

通
し

が
立

た
な

い
為

、
安

全
と

安
心

を
考

え
中

止
と

判
断

し
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
健

全
育

成
部

が
中

心
に

茶
葉

の
管

理
を

し
、

最
近

で
は

小
学

校
の

家
庭

科
の

授
業

と
し

て
も

派
生

し
、

部
員

が
講

師
を

務
め

て
き

て
い

る
。

が
、

目
的

に
沿

っ
た

子
ど

も
た

ち
の

地
域

で
の

学
び

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
か

ど
う

か
、

他
の

事
業

と
合

わ
せ

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
お

茶
摘

み
体

験
学

習
市

費
継

続
2

3
2

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
毎

月
地

区
内

で
行

わ
れ

る
地

区
の

情
報

を
一

本
化

し
、

各
戸

配
布

で
情

報
発

信
す

る
こ

と
で

誰
で

も
網

羅
的

に
地

区
の

情
報

を
得

ら
れ

る
こ

と
を

図
る

実 施 内 容

年
４

回
の

広
報

座
光

寺
で

は
記

事
に

乗
り

き
ら

な
い

、
毎

月
の

地
区

の
情

報
や

、
次

月
の

お
知

ら
せ

を
各

戸
へ

発
信

す
る

。
（
実

施
内

容
）

発
行

：
毎

月
最

終
木

曜
日

　
年

1
2
回

発
行

部
数

：
1
7
0
0
部

（
全

戸
配

布
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
情

報
が

集
約

さ
れ

、
地

区
の

お
知

ら
せ

を
す

る
こ

と
が

目
的

で
あ

り
、

住
民

の
皆

さ
ん

に
と

っ
て

地
区

の
情

報
を

得
ら

れ
る

媒
体

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
、

定
着

し
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
毎

月
発

行
の

た
め

、
主

事
が

中
心

に
紙

面
構

成
を

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

が
、

地
区

の
皆

さ
ん

に
漏

れ
の

な
い

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

今
後

も
必

要
な

情
報

を
発

信
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

広
報

座
光

寺
お

知
ら

せ
版

地
区

費
継

続
1
2

1
2
0

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

実
施

内
容

参
照

-
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,3

2
2

1
月

4
日

座
光

寺
公

民
館

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
、

お
正

月
行

事
の

大
切

さ
を

感
じ

、
ま

た
、

世
代

間
交

流
の

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

健
全

育
成

部
が

中
心

と
な

り
実

施
。

（
実

施
内

容
）

内
容

：
書

写
（
毛

筆
・
硬

筆
）

参
加

者
：
子

ど
も

1
1
名

、
保

護
者

7
名

、
ス

タ
ッ

フ
6
名

評 価

【
成

果
と

課
題

】
公

民
館

事
業

と
し

て
2
年

目
。

小
学

生
だ

け
で

な
く
、

中
学

生
の

参
加

が
あ

り
、

よ
い

緊
張

感
の

中
で

そ
れ

ぞ
れ

書
に

向
か

っ
て

い
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

□
現

状
維

持
　

　
　

　
□

縮
小

参
加

者
が

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

冬
休

み
の

宿
題

だ
け

で
な

く
、

お
正

月
行

事
と

し
て

の
書

初
め

に
つ

い
て

由
来

や
心

持
に

つ
い

て
も

感
じ

る
機

会
に

し
て

い
き

た
い

。

育 成 事 業

新
春

書
初

め
会

地
区

費
継

続
2

2
4

2
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
、

座
光

寺
の

歴
史

や
文

化
や

自
然

を
学

習
し

地
域

の
愛

着
心

を
育

む
。

実 施 内 容

地
域

の
文

化
や

歴
史

資
源

か
ら

自
分

た
ち

の
地

域
を

感
じ

る
事

業
の

実
施

。
（
実

施
内

容
）

『
火

お
こ

し
器

で
火

を
起

そ
う

』
講

師
：
吉

川
金

利
さ

ん
（
上

郷
考

古
博

物
館

学
芸

員
）
、

健
全

育
成

部
参

加
者

：
子

ど
も

2
9
名

、
大

人
2
1
名

、
ス

タ
ッ

フ
1
4
名

内
容

：
火

お
こ

し
を

し
て

い
た

時
代

に
つ

い
て

、
土

器
の

役
割

・
使

い
方

の
お

話
、

火
お

こ
し

体
験

、
焼

き
芋

づ
く
り

評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

健
全

育
成

事
業

は
、

親
子

で
の

学
び

を
重

視
し

、
親

子
で

の
参

加
を

呼
び

掛
け

て
き

た
。

火
お

こ
し

体
験

を
通

し
て

、
「
火

」
そ

の
も

の
へ

の
あ

り
が

た
み

を
感

じ
、

現
在

の
生

活
の

便
利

さ
を

感
じ

る
機

会
に

も
な

っ
た

。
地

域
に

あ
る

歴
史

資
源

を
生

か
す

機
会

に
な

っ
て

は
い

な
い

の
で

、
い

か
に

結
び

付
け

ら
れ

る
か

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
の

中
に

な
る

歴
史

的
遺

物
を

活
か

し
た

学
習

と
し

て
、

地
域

へ
の

関
心

・
愛

着
を

感
じ

る
こ

と
を

重
視

し
て

来
年

度
取

り
組

ん
で

行
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ふ

る
さ

と
体

験
市

・
地

継
続

3
6
4

6
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

1
1
月

1
日

麻
績

の
ひ

ろ
ば

4
,3

2
2

1
0
月

1
7
日

麻
績

の
館

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
、

ま
た

、
身

近
な

資
源

に
つ

い
て

考
え

る
力

を
育

む
。

実 施 内 容

身
近

な
環

境
学

習
の

側
面

を
入

れ
た

科
学

体
験

教
室

の
実

施
。

（
実

施
内

容
）

内
容

：
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
作

り
か

ら
感

じ
る

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
講

師
：
湯

澤
眞

理
子

さ
ん

（
環

境
わ

く
わ

く
体

験
ス

ク
ー

ル
）

参
加

者
：
子

ど
も

1
7
名

、
大

人
1
2
名

、
ス

タ
ッ

フ
1
0
名

評 価

【
成

果
と

課
題

】
ソ

ー
ラ

ー
カ

ー
作

り
を

通
し

て
親

子
で

作
る

楽
し

さ
を

感
じ

る
と

と
も

に
、

い
ろ

い
ろ

な
発

電
の

原
理

を
学

び
、

身
近

に
あ

る
電

力
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
に

な
っ

た
。

特
に

保
護

者
が

積
極

的
に

実
験

等
に

関
わ

っ
て

く
れ

環
境

に
対

す
る

意
識

が
高

ま
っ

た
の

で
は

な
い

か
い

と
感

じ
る

。
小

学
校

で
行

う
子

ど
も

科
学

教
室

と
の

調
整

検
討

が
必

要
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
目

的
、

開
催

時
期

等
、

他
の

事
業

と
合

わ
せ

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
子

ど
も

科
学

教
室

市
・
地

継
続

2
4
1

4
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

小
中

学
生

と
そ

の
保

護
者

、
地

域
住

民
を

対
象

に
、

星
空

が
見

え
る

自
然

環
境

の
素

晴
ら

し
さ

を
実

感
し

、
自

然
を

守
る

心
を

育
て

、
ま

た
、

宇
宙

に
関

心
を

持
ち

、
広

い
視

野
を

持
つ

心
を

育
む

。

実 施 内 容

星
空

観
察

を
通

じ
て

、
科

学
に

親
し

む
心

や
自

然
環

境
の

素
晴

ら
し

さ
を

実
感

し
て

も
ら

う
機

会
を

提
供

。
(実

施
内

容
)

1
回

目
：
8
月

2
9
日

第
1
部

　
美

術
博

物
館

で
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

鑑
賞

(大
人

1
5
名

、
子

ど
も

1
3
名

)
第

2
部

　
夏

の
星

空
観

察
　

（
曇

天
中

止
）

2
回

目
：
2
月

2
0
日

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
 ）

第
1
部

：
 美

術
博

物
館

で
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

鑑
賞

第
2
部

：
 冬

の
星

空
観

察

評 価

【
成

果
と

課
題

】
親

子
で

の
学

び
を

重
視

し
、

親
子

で
の

参
加

を
呼

び
掛

け
て

き
た

。
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

の
み

の
実

施
と

な
っ

た
が

、
子

ど
も

た
ち

の
感

想
か

ら
は

、
教

科
書

だ
け

で
は

わ
か

ら
な

か
っ

た
星

の
動

き
を

図
解

で
説

明
し

て
く
れ

て
と

て
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

と
、

ま
た

、
保

護
者

か
ら

は
親

子
で

星
空

を
眺

め
た

い
と

そ
れ

ぞ
れ

宇
宙

に
対

す
る

関
心

を
持

つ
機

会
が

作
れ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

と
実

際
の

観
測

を
一

緒
に

行
う

こ
と

が
関

心
を

深
め

て
い

る
と

感
じ

る
の

で
、

続
け

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
自

然
環

境
と

し
て

の
学

び
の

視
点

も
大

事
に

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
星

空
観

察
会

市
・
地

継
続

4
5
8

2
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

実
施

内
容

参
照

美
術

博
物

館
　

他

− 82 −



座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

区
分

区
分

2
2

1
2
月

1
5
日

麻
績

の
館

目 的

公
民

館
委

員
会

に
所

属
す

る
女

性
を

対
象

に
、

委
員

会
の

枠
を

超
え

た
横

の
つ

な
が

り
を

作
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

女
性

な
ら

で
は

の
柔

ら
か

い
発

想
を

、
地

域
づ

く
り

の
活

動
に

活
か

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

委
員

同
士

の
交

流
の

場
を

実
施

。
（
実

施
内

容
）

内
容

：
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

り
組

み
、

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
作

成
講

師
：
飯

田
人

権
擁

護
協

議
委

員
会

の
皆

さ
ん

、
市

・
男

女
共

同
参

画
課

評 価

【
成

果
と

課
題

】
昨

年
度

は
委

員
改

選
1
年

目
で

各
委

員
会

事
業

を
重

視
し

、
実

施
し

な
か

っ
た

が
、

今
年

度
は

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
に

つ
い

て
知

り
た

い
と

い
う

希
望

も
あ

り
実

施
。

作
っ

た
リ

ボ
ン

を
新

成
人

に
渡

す
こ

と
に

な
り

、
参

加
者

の
気

持
ち

が
つ

な
が

る
機

会
に

な
っ

た
。

し
か

し
、

委
員

会
を

超
え

て
集

ま
る

き
っ

か
け

が
持

ち
づ

ら
い

こ
と

を
感

じ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
次

年
度

は
改

選
後

の
年

度
に

な
る

の
で

、
無

理
の

な
い

ゆ
る

や
か

な
つ

な
が

り
を

考
え

て
い

き
た

い
。

そ の 他

公
民

館
女

性
委

員
交

流
会

市
・
地

継
続

1
1
3

1
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

座
光

寺
が

誇
る

「
舞

台
桜

」
「
舞

台
校

舎
」
の

学
習

を
子

ど
も

達
が

行
い

、
桜

の
観

光
者

に
ガ

イ
ド

す
る

こ
と

で
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

や
生

き
る

力
を

育
む

。

実 施 内 容

座
光

寺
の

宝
「
舞

台
桜

」
や

自
然

・
史

跡
・
施

設
に

つ
い

て
学

習
し

観
光

客
に

ガ
イ

ド
を

行
う

。
(実

施
内

容
)

・
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

　
4
月

4
-
5
日

　
(新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

・
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

の
た

め
の

事
前

学
習

会
　

日
時

：
3
月

2
1
日

（
日

）
　

講
師

：
小

林
正

明
さ

ん
　

内
容

：
麻

績
の

舞
台

桜
、

石
塚

桜
に

つ
い

て
令

和
３

年
４

月
に

桜
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
で

舞
台

桜
と

石
塚

桜
の

紹
介

を
子

ど
も

た
ち

が
行

う
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

た
ち

が
桜

に
つ

い
て

学
ん

だ
こ

と
を

人
に

伝
え

る
こ

と
で

学
び

が
深

ま
り

、
毎

年
ガ

イ
ド

と
し

て
関

わ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
年

上
の

子
が

年
下

に
教

え
学

ん
で

い
く
と

い
う

異
年

齢
交

流
の

機
会

に
も

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

令
和

３
年

の
桜

ま
つ

り
の

中
止

が
決

定
し

、
例

年
の

桜
ガ

イ
ド

は
２

年
行

わ
な

い
こ

と
に

な
り

、
子

ど
も

た
ち

の
継

続
し

た
学

び
の

機
会

が
な

く
な

る
こ

と
を

懸
念

す
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
桜

ま
つ

り
に

替
わ

り
、

桜
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

公
民

館
、

歴
史

に
学

び
の

会
他

で
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
の

一
部

で
子

ど
も

た
ち

に
桜

ガ
イ

ド
を

行
っ

て
も

ら
う

こ
と

と
し

た
。

形
は

変
え

て
も

ふ
る

さ
と

学
習

と
し

て
こ

ど
も

桜
ガ

イ
ド

は
継

続
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

市
・
地

継
続

2
3
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

実
施

内
容

参
照

4
6

1
月

2
3
日

（
中

止
）

座
光

寺
公

民
館

目 的

体
験

学
校

参
加

者
を

対
象

に
一

年
間

の
体

験
の

振
り

返
り

と
感

想
を

ま
と

め
、

次
年

度
へ

の
展

開
に

つ
な

げ
る

。

実 施 内 容

一
年

間
実

施
す

る
「
麻

績
の

里
体

験
学

校
」
の

活
動

を
振

り
返

り
、

次
年

度
の

事
業

へ
つ

な
げ

る
ま

と
め

の
会

。
（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
 ）

（
実

施
内

容
）

1
/
1
5
 健

全
育

成
部

会
評 価

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

た
ち

が
参

加
し

て
き

た
事

業
を

模
造

紙
に

ま
と

め
る

共
同

作
業

を
大

切
に

し
て

き
た

が
、

そ
の

活
動

が
で

き
な

い
た

め
中

止
と

判
断

し
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
一

年
間

の
活

動
を

振
り

返
る

こ
と

で
子

ど
も

自
身

も
、

関
わ

っ
て

き
た

ス
タ

ッ
フ

も
子

ど
も

の
成

長
を

感
じ

る
機

会
と

し
て

、
新

し
い

生
活

様
式

で
の

実
施

を
考

え
た

い
。

育 成 事 業

麻
績

の
里

体
験

学
校

　
ま

と
め

の
会

地
区

費
継

続
1

1
6

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
科

学
教

室
を

行
い

、
科

学
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
だ

け
で

な
く
地

域
の

様
々

な
人

た
ち

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
ふ

る
さ

と
へ

の
愛

着
や

生
き

る
力

を
育

む
。

実 施 内 容

お
も

し
ろ

科
学

工
房

の
皆

さ
ん

に
協

力
い

た
だ

き
な

が
ら

、
小

学
生

へ
科

学
の

面
白

さ
を

感
じ

て
も

ら
う

機
会

を
学

校
授

業
の

一
環

と
し

て
座

光
寺

小
学

校
と

共
催

実
施

。
（
実

施
内

容
）

2
年

生
：
空

気
の

実
験

、
ペ

ー
パ

ー
ジ

ャ
イ

ロ
作

成
3
年

生
：
超

低
温

の
不

思
議

な
世

界
、

リ
ニ

ア
の

し
く
み

6
年

生
：
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

作
成

・
打

ち
上

げ
主

催
：
座

光
寺

小
学

校
、

座
光

寺
公

民
館

講
師

：
お

も
し

ろ
科

学
工

房
、

座
光

寺
公

民
館

健
全

育
成

部

評 価

【
成

果
と

課
題

】
各

学
年

の
学

習
段

階
に

合
わ

せ
た

身
近

な
科

学
を

感
じ

る
機

会
と

し
て

実
施

。
特

に
6
年

生
の

ロ
ケ

ッ
ト

打
ち

上
げ

は
全

校
で

観
覧

し
一

体
感

が
生

ま
れ

て
い

る
。

3
年

生
で

超
低

温
か

ら
リ

ニ
ア

の
し

く
み

を
知

る
の

は
難

し
い

と
の

意
見

も
あ

り
、

内
容

に
は

検
討

が
必

要
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
健

全
育

成
部

で
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

の
作

り
方

を
指

導
で

き
る

ス
タ

ッ
フ

も
生

ま
れ

、
地

域
の

関
わ

り
を

維
持

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

こ
の

地
に

大
き

く
関

係
す

る
リ

ニ
ア

の
し

く
み

を
学

べ
る

機
会

な
の

で
、

ど
の

よ
う

な
形

が
望

ま
し

い
の

か
学

校
と

の
検

討
を

進
め

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

座
光

寺
小

学
校

科
学

実
験

教
室

市
・
地

継
続

1
1
3
3

1
3
3

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
3

1
1
月

2
7
日

座
光

寺
小

学
校
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座
光

寺
公

民
館

の
事

業
報

告
№

8

区
分

区
分

区
分

目 的

座
光

寺
の

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

い
て

、
学

校
・
地

域
・
家

庭
の

三
者

が
集

い
、

子
ど

も
の

育
ち

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
う

。
ま

た
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
三

者
の

協
働

活
動

に
つ

な
げ

て
い

く
。

実 施 内 容

座
光

寺
の

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

い
て

、
学

校
、

地
域

、
保

・
小

・
中

学
校

の
保

護
者

が
一

堂
に

会
し

、
情

報
共

有
と

意
見

交
換

を
行

う
。

（
実

施
内

容
）

テ
ー

マ
：
コ

ロ
ナ

第
２

波
・
休

校
に

備
え

て
、

家
庭

・
学

校
・
地

域
が

ど
う

乗
り

越
え

て
い

っ
た

ら
よ

い
か

話
題

提
供

者
：
座

光
寺

小
P

T
A

会
長

 今
村

さ
ん

、
同

副
会

長
 宮

﨑
さ

ん
参

加
者

：
7
7
名

（
保

護
者

、
保

・
小

教
員

、
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

推
進

委
員

他
）

小
学

校
の

教
室

に
1
グ

ル
ー

プ
7
～

8
人

に
分

か
れ

て
、

話
題

提
供

後
、

「
コ

ロ
ナ

禍
で

不
安

だ
っ

た
こ

と
、

困
っ

た
こ

と
」
「
休

校
中

ど
の

よ
う

に
過

ご
し

た
か

」
「
第

2
波

に
向

け
て

」
を

グ
ル

ー
プ

毎
話

し
合

い
、

最
後

に
全

体
共

有
を

し
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

と
し

て
、

休
校

を
ど

の
よ

う
に

過
ご

し
た

か
に

つ
い

て
学

校
・
地

域
・
家

庭
の

三
者

の
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

そ
の

後
、

地
域

の
方

が
校

内
消

毒
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

て
く

れ
る

よ
う

に
な

り
、

保
護

者
も

協
力

し
、

最
終

的
に

6
年

生
が

学
年

の
取

り
組

み
と

し
て

引
き

継
い

だ
。

子
ど

も
た

ち
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

こ
と

で
、

家
庭

・
地

域
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

実
行

し
、

そ
の

姿
を

見
た

子
ど

も
た

ち
自

身
が

で
き

る
取

り
組

み
と

な
っ

て
い

っ
た

の
は

成
果

で
あ

っ
た

。
し

か
し

、
保

護
者

の
参

加
が

低
い

こ
と

は
ま

だ
課

題
で

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
次

年
度

以
降

も
、

子
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く
現

状
に

つ
い

て
考

え
、

三
者

の
協

働
活

動
に

つ
な

げ
ら

れ
る

会
を

開
催

し
て

い
く
。

ま
た

、
多

く
の

保
護

者
が

参
加

で
き

る
よ

う
な

投
げ

か
け

に
つ

い
て

も
話

し
合

っ
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
市

・
地

継
続

3
1
0
0

7
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

7
月

1
8
日

座
光

寺
小

学
校

2
4

実
施

内
容

参
照

座
光

寺
公

民
館

目 的

座
光

寺
地

域
の

子
ど

も
の

健
全

育
成

に
つ

い
て

、
学

校
・
地

域
・
家

庭
の

三
者

が
め

ざ
す

子
ど

も
に

つ
い

て
考

え
、

連
携

し
、

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
実

践
す

る
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

・
学

校
、

地
域

、
家

庭
の

三
者

が
、

子
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く
現

状
と

課
題

に
対

し
て

の
取

り
組

み
と

報
告

を
行

う
。

・
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

の
運

営
に

関
す

る
企

画
・
調

整
を

行
う

。
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ス
ク

ー
ル

の
充

実
に

向
け

た
研

究
検

討
。

（
実

施
内

容
）

日
時

：
6
/
2
2
、

7
/
7
、

7
/
2
9
、

3
/
2
4

内
容

：
学

校
運

営
協

議
会

の
議

題
に

つ
い

て
、

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
に

つ
い

て

評 価

【
成

果
と

課
題

】
小

学
校

の
学

校
運

営
協

議
会

で
話

題
に

出
た

内
容

を
も

と
に

、
実

際
に

ど
の

よ
う

に
子

ど
も

た
ち

が
育

っ
て

き
た

の
か

三
者

で
話

し
合

っ
た

。
今

年
は

休
校

中
の

子
ど

も
た

ち
の

様
子

か
ら

第
２

波
、

第
３

波
に

向
け

た
子

ど
も

と
向

き
合

い
方

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
推

進
員

会
の

話
し

合
い

を
も

と
に

、
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

で
、

コ
ロ

ナ
禍

の
子

ど
も

た
ち

に
つ

い
て

話
し

合
う

こ
と

に
決

ま
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
現

状
、

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
の

企
画

・
調

整
が

主
な

実
施

内
容

に
な

っ
て

い
る

の
で

、
三

者
が

協
働

し
て

動
い

て
行

け
る

実
働

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

そ の 他

座
光

寺
の

子
ど

も
を

語
る

会
推

進
委

員
会

地
区

費
継

続
4

9
6

2
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

現
状

と
課

題
を

出
し

合
い

、
よ

り
良

く
す

る
に

は
ど

の
よ

う
に

す
べ

き
か

意
見

交
換

す
る

。

実 施 内 容

地
域

課
題

に
対

し
て

地
域

全
体

で
取

組
め

る
よ

う
「
知

る
」
「
考

え
る

」
「
実

行
す

る
」
に

つ
な

が
る

事
業

展
開

を
検

討
し

て
開

催
。

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

為
中

止
）

（
実

施
内

容
）

・
1
2
/
9
、

1
2
/
2
2
　

運
営

委
員

会
内

容
検

討
計

画
内

容
：
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

で
今

気
を

つ
け

た
い

事
基

調
講

演
：
松

岡
裕

之
さ

ん
（
飯

田
保

健
福

祉
事

務
所

長
）

基
調

講
演

後
、

参
加

者
で

の
グ

ル
ー

プ
討

議

評 価

【
成

果
と

課
題

】
9
月

に
実

施
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

学
習

か
ら

、
住

民
同

士
で

話
し

合
う

場
を

設
け

た
い

と
、

地
域

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

計
画

し
た

。
学

習
し

た
こ

と
を

お
互

い
に

話
し

合
い

た
い

と
い

う
機

運
が

高
ま

っ
た

と
感

じ
る

。
し

か
し

、
実

際
は

中
止

と
な

っ
て

し
ま

い
、

住
民

同
士

の
話

し
合

い
の

場
が

持
た

れ
な

い
こ

と
で

今
後

の
地

域
づ

く
り

へ
影

響
す

る
こ

と
を

懸
念

す
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
住

民
が

地
域

を
見

つ
め

直
し

、
解

決
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
く
機

会
と

し
て

企
画

し
て

い
る

の
で

、
住

民
同

士
が

お
互

い
に

話
し

合
う

場
が

な
く
な

ら
な

い
よ

う
に

積
極

的
に

設
け

て
い

き
た

い
。 対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

地
域

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
地

区
費

継
続

1
1
6

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,3

2
2

2
月

7
日

（
中

止
）

座
光

寺
公

民
館
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座
光
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報
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№
9

区
分

区
分

区
分

4
0

中
止

上
郷

小
学

校
体

育
館

他

目 的

座
光
寺
・
上
郷
両

地
区
の

住
民
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い
、

種
目
の
普
及
と
健

康
へ
の

関
心
を
深
め
る

実 施 内 容

高
陵

中
学

校
区

の
体

育
部

の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

。
（
実
施
内
容
）

両
地
区
ご
と
体
育
部
会
　
1
回

評 価

【
成
果
と
課
題
】

昨
年
度
よ
り
、
体
育
部
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
と
両
地
区
の
交
流
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

き
た
が
、
今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
事
業
を
ま
ず
考
え
る
こ
と
と
し
、
計
画
の
段
階
で
中
止

と
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

老
若

男
女

の
交

流
の

機
会

と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は

有
効

で
あ
り
、
ま
ず
は

体
育

部
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
す
る
こ
と
が

大
切

で
あ
る
と
確

認
し
た
。
次

年
度

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
習
得
研
鑽
と
両
地
区
の
交
流
の
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
く
。

合 同 事 業

高
陵
地
区
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

地
区
費

継
続

1
3
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

座
光
寺
小
学
校
生

徒
を
対

象
に
、
地

域
で
活

動
す
る

グ
ル
ー
プ
や
有
志
の
人
た

ち
と
の

交
流

を
通

じ
て
、
ふ

る
さ
と
へ

の
愛

着
と
誇

り
を

持
つ
心
の
醸
成
を
図
る
。

実 施 内 容

年
に
1
回
の
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
に
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
方
が
講
師
と
な
り
子

ど
も
た
ち
の
活
動
に
関
わ
る
。
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
中
止
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

休
校

措
置

で
十

分
な
時

間
の

確
保

が
で
き
な
い
こ
と
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外

部
講

師
の

制
約
の
為
、
学
校
教
諭
が
ク
ラ
ブ
活
動
を
運
営
し
た
た
め
、
地
域
の
支
援
は
中
止
と
な
っ
た
。

来
年
度
も
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
中
止
が
決
ま
っ
た
。
地
域
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る
活
動

が
、
2
年

後
、
円

滑
に
関

係
が

作
ら
れ

る
こ
と
に
懸

念
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

子
ど
も
を
通
じ
た
大
人
の
学
び
の
機
会
の
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
、
地
域
で
で
き
る
活
動
を
来

年
度

実
施

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

麻
績
っ
子
ク
ラ
ブ
（
小
学

校
ク
ラ
ブ
活
動
）
支
援

地
区
費

継
続

1
4

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
6
8

中
止

座
光
寺
小
学
校

7
6

実
施
内
容
参
照

座
光
寺
小
学
校
他

目 的

小
学
生
を
対
象
に
、
地
域

の
人

と
の

つ
な
が

り
や

様
々
な
文
化
を
学
習
す
る

こ
と
で
、
郷

土
へ

の
愛

着
と

誇
り
を
も
つ
心
を
育
む
。

実 施 内 容

総
合

的
な
学

習
の

時
間

で
、
地

域
で
の

学
び
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

つ
な
が

る
取

り
組

み
を
行

う
。

（
実
施
内
容
）

小
学
4
年
生
　
人
形
劇
活
動

協
力
：
竹
田
人
形
座

小
学
5
年
生
　
米
作
り

協
力
：
宮
澤
賢
二
さ
ん
他
J
A
青
年
部

評 価

【
成
果
と
課
題
】

米
作
り
は
田
植
え
か
ら
収
穫
発
表
会
ま
で
年
間
を
通
じ
て
J
A
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
、

農
業
へ
の
知
見
を
深
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
4
年
生
の
人
形
劇
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

い
た
い
と
地
域
の
名
所
を
舞
台
に
し
た
創
作
人
形
劇
を
作
成
し
た
。
発
表
の
機
会
が
少
な
い

こ
と
が

懸
念

さ
れ

た
が

、
学

校
運

営
協

議
会

で
、
地

域
向

け
て
発

表
が

で
き
、
非

常
に
好

評
で

あ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
た
ち
が
1
年
を
通
し
て
定
期
的
に
地
域
と
一
緒
に
活
動
し
、
学
べ
る
機
会
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
保
護
者
の
関
わ
り
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

そ の 他

総
合
的
な
学
習
の
支
援

市
・
地

継
続

4
8
0

3
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

実
施
内
容
参
照

城
集
会
所

目 的

分
館
単
位
の
住
民

を
対
象

に
、
分
館
活
動
の
活
性
化

を
図
る

実 施 内 容

地
区
内
各
分
館
が
主
催
し
本
館
の
協
力
に
よ
り
講
演
会
や
学
習
会
を
例
年
行
っ
て
い

る
。
今

年
度

は
城

分
館

の
み

が
以

下
の

内
容

で
実

施
。

1
1
/
2
7
　
文
化
教
養
講
座

テ
ー
マ
：
身

近
な
健

康
講

習
会

　
講

師
：
松

尾
地

区
担

当
保

健
師

評 価

【
成
果
と
課
題
】

松
尾

公
民

館
と
分

館
の

共
催

で
行

わ
れ

、
分

館
活

動
の

活
性

化
に
繋

が
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
分
館
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、
各
分
館
へ
開
催
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

地
域
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

市
・
地

継
続

1
2
1

2
1

1
2
,9
5
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

分
館
単
位
の
住
民
を
対
象

に
、
分
館
活
動
の

活
性
化

を
図
る

実 施 内 容

地
区
内
各
分
館
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
が
主
催
し
、
本
館
と
各
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
、
お

や
す
づ
く
り
や
し
め
飾
り
づ
く
り
を
実
施
。
今
年
度
は
３
地
区
で
行
わ
れ
た
。

1
2
/
1
3
　
久

井
区

、
明
区

1
2
/
2
0
　
寺
所
区

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
代
が
わ
ら
に
触
れ
て
し
め
飾
り
を
作
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
伝
統
行
事
の
継
承
と
い
う
面
か
ら
も
貴
重
な
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
事
業
実
施
を
通

じ
て
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
と
い
っ
た
地
区
内
の
各
種
団
体
と
連
携
が
図
れ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
各
分
館
へ
開
催
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

3
1
5
0

1
5
0

1
2
,9
5
7

実
施
内
容
参
照

久
井
集
会
所
ほ
か

【
成
果
と
課
題
】

新
た
な
参
加
者
も
加
入
し
、
年
間
を
通
じ
て
踊
り
の
技
術
を
高
め
る
と
と
も
に
参
加
者
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
化
祭
や
踊
っ
て
み
よ
う
会
の
参
加
に
よ
り
、
地
区
内
へ
の
周
知

が
図
ら
れ
参
加
者
が
増
加
す
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。
来
年
度
も
初
心
者
が
踊
り
を
始
め
る

き
っ
か

け
と
し
て
教
室
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

公
民

館
活

動
の

一
つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
で
は

所
属

メ
ン
バ

ー
が

主
体

と
な
っ
て
企

画
運

営
し
て
い
る
。
こ
の

経
過

を
大

切
に
し
、
引

き
続

き
公

民
館

は
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
体

制
で
活

動
し
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
6
0

1
3

1
2
,9
5
7

5
月
2
8
日
～
3
月
2
5
日

松
尾
公
民
館
ほ
か

目 的

住
民
を
対
象
に
、
運
動
不

足
の
解
消
と
共
通

の
趣
味

を
も
つ
仲
間
作
り
を
図
る

実 施 内 容

講
師
に
池
田
悠
貴
鳳
氏

を
招
き
、
原
則
月
２
回
男
踊
り
の
練
習
を
実
施
。
中
止
と
な
っ
た

が
、
例

年
は

松
尾

地
区

文
化

祭
や

松
尾

踊
っ
て
み

よ
う
会

に
出

演
し
て
い
る
。

評 価

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

男
踊
り
教
室

市
・
地

継
続

2
0

2
0

1
2
,9
5
7

実
施
内
容
の
と
お
り

松
尾
公
民
館
ほ
か

目 的

住
民
（
特
に
小
中
学
生
）
を

対
象
に
、
科
学
に
対
す
る

興
味
や
関
心
向
上

を
図
る

実 施 内 容

松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
が
主

催
し
、
お
も
し
ろ
科
学
工
房
の
協
力
に
よ
り
、
科
学
実
験
教
室
を

実
施
。
小
学
校
や
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
も
行
っ
た
。

9
/
1
、
1
0
/
1
3
、
1
0
/
2
7
　
松

尾
小

学
校

ク
ラ
ブ
活

動
支

援
1
1
/
5
、
1
1
/
1
7
　
松
尾
小

学
校
５
，
６
年
生
科
学
実
験
教
室

8
/
7
　
児

童
ク
ラ
ブ
科

学
工

作
教

室
6
/
1
6
、
8
/
2
0
、
1
0
/
5
、
1
0
/
2
7
、
1
./
1
3
、
2
/
1
5
　
聖

ク
ラ
ラ
幼

稚
園

科
学

あ
そ
び

2
/
2
6
　
伊
賀
良
小
学
校
出
張
科
学
実
験
教
室

1
1
/
2
8
　
松

尾
サ

イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

そ
の
他
地
区
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
や
分
館
か
ら
の
出
張
科
学
実
験
教
室
の
依
頼
が
３
件
あ
っ
た

が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民
館
で
行
う
教
室
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
や
出
張
教
室
も
行
わ
れ
、
活
動
が
地
区

内
外

に
広

が
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
も
前

向
き
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
積

極
的

に
若

い
方

を
ス
タ
ッ

フ
に
勧

誘
し
、
継
続
的
な
活
動
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
を
担
う
こ
と
が
地
域
活
動

の
担
い
手
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

公
民

館
の

活
動

の
一

つ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
で
は

ス
タ
ッ
フ
が

主
体

と
な
っ
て
企

画
運

営
し
て
い
る
。
こ
の

経
過

を
大

切
に
し
、
引

き
続

き
公

民
館

は
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
体

制
で
活

動
し
て
い
き
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

松
尾

サ
イ
エ
ン
ス

市
・
地

継
続

2
0

学 級 ・ 講 座 学 級 ・ 講 座

世
代
間
交
流
事
業
「
お
や
す
づ
く
り
」

市
・
地

継
続

1
,3
6
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数
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№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

-
1
2
,9
5
7

中
止

松
尾
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

健
康
な
ど
に
対
す
る
関
心

の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

保
健

師
と
連

携
し
て
実

施
を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

女
性

の
健

康
に
特

化
し
た
内

容
で
実

施
し
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

例
年
参
加
者
も
多
く
、
住
民
の
関
心
が
高
い
。
引
き
続
き
保
健
師
と
連
携
し
て
実
施
し
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

健
康
教
室

市
・
地

継
続

0

1
2
,9
5
7

1
1
月
（
中
止
）

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

芸
術
や
文
化
、
歴
史
に
触

れ
、
文
化
意
識
の
向
上
を

図
る

実 施 内 容

名
勝
や
史
跡
を
訪
ね
学

習
す
る
日
帰
り
旅
行
を
企
画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
文
化
度
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
文
化
祭
な
ど
の
出

展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

内
容
を
引
き
続
き
協
議
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

深
秋
の
探
勝
会

地
区
費

継
続

0
0

-

対
象
数

開
催
期
日

事
業
名

開
催
間
隔
：
２
学
級
に
分
け
、
各
学
級
毎
月
１
回
実
施

内
容

：
親

子
で
の

ふ
れ

あ
い
遊

び
、
歯

、
食

事
に
関

す
る
話

、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
講
習

な
ど

場
所
：
松
尾
公
民
館
他

運
営
：
保
健
師
、
担
当
保

育
士
主
導

評 価

【
成
果

と
課
題
】

登
録
も
、
参
加
者
数
も
多
く
、
毎
回
の
学
級
を
賑
や
か
く
で
き
、
内
容
も
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
の

親
子

の
ふ

れ
あ
い
の

機
会

を
提

供
し
た
り
、
子

育
て
に
お
い
て
必

要
な
知

識
の

学
習

機
会

を
提
供
し
た
り
充
実
し
た
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
保
健
師
、
保
育
士
と
内
容
等
を
検
討
し
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

１
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

4
2
6
0

9
6

2
4
4

評 価

【
成
果
と
課
題
】

登
録
も
、
参
加
者
数
も
多
く
、
毎
回
の
学
級
を
賑
や
か
く
で
き
、
内
容
も
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
の

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
提
供
し
た
り
充
実
し
た
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
保
健
師
、
保
育
士
と
内
容
等
を
検
討
し
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

9
8

1
0
月
～
3
月

6
月
～
3
月

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

０
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

1
3
4

5
1

松
尾
公
民
館

目 的

開
催
回
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
親
同

士
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

開
催

間
隔

：
毎

月
１
回

実
施

（
1
0
月

以
降

の
開

催
）

内
容
：
親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
成
長
の
記
録
～
手
型
・
足
型
～
、
歯
、
食
事
に
関
す

る
話

な
ど

場
所
：
松
尾
公
民
館
他

運
営
：
保
健
師
、
担
当
保
育
士
主
導

予
算
区
分

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

学 級 ・ 講 座

開
催
会
場

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

松
尾
公
民
館

目 的

１
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
親
同

士
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

事
業
名

予
算
区
分

開
催
期
日
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№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

【
成
果
と
課
題
】

入
園

な
ど
の

理
由

に
よ
り
登

録
は

２
歳

に
比

べ
て
か

な
り
下

げ
っ
て
し
ま
う
が

、
毎

回
の

学
級

を
賑
や

か
く
で
き
、
内
容
も
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
提
供
し
た

り
、
子

育
て
に
お
い
て
必

要
な
知

識
の

学
習

機
会

を
提

供
し
た
り
充

実
し
た
内

容
で
行

う
こ
と

が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
保
健
師
、
保
育
士
と
内
容
等
を
検
討
し
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

1
8

1
9
8

6
月
～
3
月

松
尾
公
民
館
ほ
か

目 的

３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、

子
ど
も
の
集
団
意
識
の
育

成
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
、

親
同
士
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

開
催
間
隔
：
毎
月
１
回
実
施

内
容

：
親

子
運

動
あ
そ
び
、
公

園
へ

お
で
か

け
な
ど

場
所
：
松
尾
公
民
館
他

運
営
：
保
健
師
、
担
当
保
育
士
主
導

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

評 価

学 級 ・ 講 座

３
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

4
3
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
2
,9
5
7

8
月
6
日
～
8
月
1
0
日
（
中
止
）

松
尾
公
民
館
ほ
か

目 的
地
区
住
民
を
対
象
に
、

文
化
意
識
の
向
上

を
図
る

実 施 内 容

松
尾

地
区

内
６
会

場
で
の

地
区

公
演

を
企

画
し
て
い
た
が

、
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染
症
対
策
を
し
た
上
で
、
そ
の
地
区
や
会
場
の
特
色
を
生
か
し
た
の
公
演
を
ど
う
運
営
し
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
地
区
公
演
が
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
実
行
委
員

と
密
に
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0

他
会

計
継

続
0

0
-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
2
,9
5
7

7
月
（
中
止
）

松
尾
公
民
館

目 的

親
子
を
対
象
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会

増
加

を
図
る

実 施 内 容

公
民

館
に
て
映

画
の

鑑
賞

を
企

画
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民
館
文
化
委
員
会
に
と
っ
て
は
年
度
最
初
の
事
業
で
あ
り
、
公
民
館
を
使
用
し
た
事
業
に

お
け
る
運

営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
場

に
も
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

初
夏
の
文
化
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
来
年
度
も
内
容
を
吟
味
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

親
子
映
画
観
賞
会

地
区
費

継
続

0
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

6
月
～
3
月

松
尾
公
民
館
ほ
か

目 的

２
歳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、

子
ど
も
の
集
団
意
識
の
育

成
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
、

親
同
士
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

開
催
間
隔
：
２
学
級
に
分

け
、
毎
月
１
回
実
施

内
容

：
親

子
運

動
あ
そ
び
、
公

園
へ

お
で
か

け
な
ど

場
所
：
松
尾
公
民
館
他

運
営
：
保
健
師
、
担
当
保
育
士
主
導

評 価

【
成
果
と
課
題
】

登
録
も
、
参
加
者
数
も
多
く
、
毎
回
の
学
級
を
賑
や
か
く
で
き
、
内
容
も
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
の

親
子

の
ふ

れ
あ
い
の

機
会

を
提

供
し
た
り
、
子

育
て
に
お
い
て
必

要
な
知

識
の

学
習

機
会

を
提
供
し
た
り
充
実
し
た
内
容
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
保
健
師
、
保
育
士
と
内
容
等
を
検
討
し
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

２
歳
児
学
級

市
・
地

継
続

5
2
0
4

4
2

2
3
4

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数
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№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

-
1
2
,9
5
7

6
月
2
1
日
（
中
止
）

松
尾

小
体

育
館

、
松

尾
公

民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

運
動
機
会
の
提
供
と

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る

実 施 内 容

分
館
単
位
の
チ
ー
ム
対
抗
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ペ
タ
ン
ク
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
キ
ン

ボ
ー
ル
）
の
大
会
を
企
画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

３
種
目
と
も
に
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
特
に
キ
ン
ボ
ー
ル
は
試
合
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
応

援
に
も
熱
が
入
っ
て
き
た
一
方
で
、
女
性
参
加
が
課
題
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
後
も
新
た
な
種
目
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
き
、
よ
り
多
く
の
住
民
が
新
た
な
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
触

れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
実

施
種

目
を
検

討
し
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
区
費

継
続

0

5
月
1
0
日
（
中
止
）

松
尾
小
学
校
体
育
館

目 的

公
民
館
役
員
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

及
び
分
館
相
互
の
情
報
交

換
を
図
る

実 施 内 容

分
館

役
員

を
対

象
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
キ
ン
ボ
ー

ル
）
の
体
験
会
を
企
画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民
館
役
員
の
中
に
も
初
め
て
体
験
す
る
方
が
お
り
、
各
種
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
学
習
し
、
楽

し
む
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
実
施
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
、
分
館
行

事
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
来
年
度
も
実
施
を
実
施
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

市
・
地

継
続

0
0

-
1
2
,9
5
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

松
尾
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

芸
能
発
表
や
文
化

展
を
通

じ
て
文
化
意
識
の
向
上
を

図
る

実 施 内 容

規
模
を
縮
小
し
、
展
示
発
表
の
み
の
文
化
祭
と
し
て
企
画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
過
程
】

9
/
1
1
　
文
化
委
員
会
役
員
会

1
0
/
2
　
文

化
委

員
会

1
0
/
2
3
　
文
化
委
員
会
役
員
会

1
0
/
3
0
　
文
化
委
員
会

1
2
/
1
6
　
文
化
委
員
会
役
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

様
々
な
事
業
が
中
止
や
延
期
と
な
る
中
で
、
感
染
対
策
を
前
提
と
し
た
文
化
祭
の
形
を
検
討
し

実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
内
容
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
感
染
症
の
状
況
に
応
じ
た
形
で
実
施
し
た

い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

松
尾
地
区
文
化
祭

市
・
地

継
続

6
1
2
,9
5
7

2
月
6
日
～
2
月
7
日
（
中
止
）

松
尾
公
民
館

目 的

住
民
を
対
象
に
、
相
互
の

踊
り
を
見

て
演

じ
る
こ
と
に

よ
る
一

層
の

技
術

向
上

を
図
る

実 施 内 容

松
尾
地
区
踊
り
連
盟
が
主
催
し
、
公
民
館
文
化
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
、
地
区
内
の
舞

踊
や

ダ
ン
ス
な
ど
の

踊
り
に
関
す
る
団

体
や

個
人

に
よ
る
発

表
会

を
企

画
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

参
加

さ
れ

る
団

体
・
個

人
が

減
少

し
て
い
る
現

状
に
あ
り
、
地

区
外

へ
参

加
を
呼

び
掛

け
る
な

ど
、
継

続
し
て
実

施
で
き
る
体

制
を
整

え
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
前
提
と
し
た
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
主
催
団
体
と
早
め
に
協
議
し
開
催
し
た

い
。

1
2
,9
5
7

1
2
月
6
日
（
中
止
）

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

第
1
8
回
松
尾
踊
っ
て
み
よ
う
会

地
区
費

継
続

0

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

体 育 事 業

7
8

1
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

0
-

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数
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№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

1
2
,9
5
7

1
0
月
1
日
、
1
月

1
日

、
3
月
3
1
日

松
尾

公
民

館

目 的

住
民
を
対
象
に
、

館
報
発
行
を
通
じ
て
、
地
域

課
題

等
の

掘
り
起

こ
し
、
意

識
の
醸
成
を
図
る

実 施 内 容

内
容
：
館
報
「
ま
つ
お
新
聞
」
の
発
行
（
１
回
発
行
に
付
４
回
会
議
を
実
施
）

1
0
/
1
　
第
2
5
1
号

1
/
1
　
第
2
5
2
号

3
/
3
1
　
第
2
5
3
号

発
行

部
数

：
4
,7
0
0
部

印
刷
会
社
：
龍
共
印
刷

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民

館
本

館
事

業
だ
け
で
な
く
、
各

分
館

で
の

行
事

や
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

事
業

に
つ
い
て
も

取
材
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
特
集
を
複
数
組
む
な
ど
前
例
踏
襲
と
な
ら
ず
広
報
委
員
が
主
体

的
に
考

え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
各
種
行
事
が
中
止
と
な
り
、
例
年
通
り
の
紙
面
内
容
と
は
い

か
な
い
状
況
が
、
逆
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

館
報
が
地
域
に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
な
の
か
（
記
録
保
存
、
住
民
へ
の
課
題

提
起
な
ど
）
、
常
に
確
認
し
な
が
ら
継
続
し
て
発
行
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
「
ま
つ
お
新
聞
」
の
発
行

地
区
費

継
続

1
2

2
2
8

1
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

中
止

松
尾
小
学
校
校
庭

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

健
康
に
対
す
る
関
心
の
向

上
を
図
る

実 施 内 容

地
区

内
約

５
㎞

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
企

画
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

運
動

不
足

の
解

消
に
つ
な
が

っ
て
い
る
一

方
で
、
例

年
参

加
者

が
少

な
い
こ
と
が

課
題

と
し
て

挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

各
分

館
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

普
及

に
一

定
の

効
果
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は
実
施
し
な
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

市
・
地

継
続

0
0

-
1
2
,9
5
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

-
1
2
,9
5
7

1
月
2
4
日
（
中
止
）

飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

運
動
機
会
の
提
供
と
ふ
ら

ば
～
る
バ
レ
ー
の

普
及
を

図
る

実 施 内 容

分
館
単
位
の
チ
ー
ム
対
抗
に
よ
る
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
企
画
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

分
館
対
抗
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
対
戦
ブ
ロ
ッ
ク
も
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の
地
区
内

の
参

加
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

冬
場
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て
、
地
区
内
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館
交
流
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会

地
区
費

継
続

0

目 的

住
民
を
対
象
に
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
交

流
と
親
睦
、
分
館
内
の
連

帯
意
識
向
上
を
図
る

実 施 内 容

分
館
単
位
の
チ
ー
ム
対
抗
に
よ
る
運
動
会
を
企
画
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施

可
否

を
検

討
す
る
中

で
、
単

な
る
感

染
対

策
だ
け
で
な
く
、
実

施
目

的
は

何
な
の

か
協

議
し
確
認
し
た
。
老
若
男
女
問
わ
ず
多
世
代
が
一
堂
に
集
い
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
区
全
体
の
つ

な
が

り
を
育

ん
で
い
る
。
一

方
で
人

口
減

や
少

子
高

齢
化

に
よ
る
チ
ー
ム
の

実
力

差
が

目
立

っ
て
き
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

よ
り
多

く
の
住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
種
目
の
あ
り
方
や
運
営
方
法
な
ど
あ
ら
ゆ
る
切
り
口

で
検

討
し
て
き
た
い
。

開
催
会
場

松
尾
地
区
市
民
運
動
会

地
区
費

継
続

0
0

-
1
2
,9
5
7

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

松
尾
小
学
校
校
庭

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

体 育 事 業

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

体 育 事 業

事
業
名

予
算
区
分
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№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

1
2
,9
5
7

3
月
（
中
止
）

飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

目 的

女
性
住
民
を
対
象
に
、

健
康
維
持
、
体
力

増
進
、

地
区
を
越
え
た
交
流
を
図

る

実 施 内 容

緑
ヶ
丘
中
学
校
区
（
松
尾

・
下
久
堅
・
竜
丘
）
の
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
大
会
交

流
を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
地
区
を
超
え
た
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

女
性
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
運
営
に
苦
労

し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
を
共
有
し
励
ま
し
合
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て

実
施
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

緑
ヶ
丘
中
学
校
区
３
地
区
合
同
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
・
地

継
続

0
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

-
1
2
,9
5
7

随
時
（
中
止
）

松
尾
公
民
館

目 的

住
民
を
対
象
に
、
子
ど
も
た

ち
に
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
大

人
が
地
域
を
学
び
、
地
域

へ
の
愛
着
心
の
向

上
を
図

る

実 施 内 容

大
人

を
対

象
に
し
た
地

域
学

習
と
し
て
例

年
行

っ
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
地
域
学
習
を
展
開
す
る
に
は
、
ま
ず
仕
掛
け
る
大
人
自
身
が
地
域

の
こ
と
を
学
び
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
確
認
を
し
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

住
民
が
何
を
学
び
た
い
か
把
握
し
、
公
民
館
だ
け
が
主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
も
主
体
と

な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

松
尾
地
区
学
習
会

市
・
地

継
続

0

-
1
9

随
時
（
中
止
）

松
尾
公
民
館

目 的

公
民
館
役
員
を
対
象
に
、

公
民
館
活
動
へ
の

理
解
と

質
の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

公
民
館
専
門
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
対
象
に
、
専
門
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上
の
た

め
に
講

演
会

や
学

習
会

を
例

年
行

っ
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
域
の
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
公
民
館
が
担
う
べ
き
役
割
を
確
認
し
て
い
る
。
各
専
門
委
員

会
が
具
体
的
な
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
そ
の
役
割
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か
考
え
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
も
地
域
に
お
け
る
公
民
館
の
担
う
役
割
に
つ
い
て
研
修
を
開
催
し
、
活
発
な
公
民
館

活
動

に
繋

が
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

公
民
館
役
員
研
修
会

市
・
地

継
続

0
0

3
6

随
時
（
中
止
）

松
尾
公
民
館

目 的

分
館
役
員
を
対
象
に
、

分
館
活
動
へ
の
理

解
と
質

の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

分
館
長
、
副
分
館
長
、
分
館
主
事
を
対
象
に
、
分
館
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上
の
た
め
に

講
演

会
や

学
習

会
を
例

年
行

っ
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
防

止
の

た
め

中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

分
館
事
業
の
実
施
上
の
課
題
や
、
分
館
事
業
の
の
在
り
方
な
ど
に
関
す
る
意
見
交
換
が
で
き

て
お
り
、
分

館
活

動
の

活
性

化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

1
3
,0
0
0
人
の
人
口
を
誇
る
松
尾
地
区
に
お
い
て
は
、
住
民
に
最
も
身
近
な
地
域
活
動
の
一
つ

が
分

館
活

動
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
様

々
な
制

約
が

地
域

活
動

に
お
い
て
も
求

め
ら
れ

る
中

、
住

民
の

暮
ら
し
に
よ
り
近

い
分

館
単

位
で
の

活
動

の
継

続
性

が
重

要
で
あ
る
た
め
、
次

年
度
は
重
点
的
に
取
り
組
む
。

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

分
館
役
員
研
修
会

市
・
地

継
続

0
-

0

の
べ
参
加
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

企 画 事 業

開
催
回
数
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№
7

区
分

区
分

区
分

目 的

2
0
6

1
1
月
5
日

緑
ヶ
丘
中
学
校

緑
ヶ
丘
中
学
校
区
生
徒
を

対
象
に
、

地
域
へ
の
愛
着
の
醸
成
と

自
己
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
能

力
・
人

間
関

係
形

成
力
・
社
会
形
成
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
図

る

実 施 内 容

緑
ヶ
丘
中
学
校
区
（
松
尾
、
下
久
堅
、
竜
丘
）
か
ら
1
5
の
企
業
や
団
体
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
生
徒
が
２
ヶ
所
を
選

び
企
業
説
明
や
地
域
に
根
差
し
た
生
き
方
や
そ
の
想
い
な
ど
を

聞
い
た
。

生
徒

、
教

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｃ
Ｓ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
関

係
企

業
お
よ
び
団

体
で
実

行
委

員
会

を
組
織
し
、
生
徒
、
教
員

を
中
心
に
全
体
の
内
容
を
検
討
。
Ｃ
Ｓ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
参
加
企
業
お
よ
び
団
体
の
選
定
。
保
護
者
も
一
企
業
お
よ
び
団
体
と
し
て
参
加
。

9
/
9
　
運

営
委

員
会

（
講

師
の

選
定

）
9
/
1
1
　
生
徒
実
行
委
員

会
立
ち
上
げ

9
/
1
8
　
合
同
実
行
委
員

会
1
0
/
7
　
講

師
説

明
会

1
0
/
1
5
　
講
師
オ
ン
ラ
イ
ン
打
ち
合
わ
せ

1
0
/
2
1
　
生

徒
実

行
委

員
会

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
打

ち
合

わ
せ

）
1
1
/
4
　
前
日
リ
ハ
ー
サ

ル
1
1
/
5
　
当
日

評 価

【
成
果
と
課
題
】

サ
ブ
テ
ー
マ
「
変
わ
ら
ず
に
飯
田
を
支
え
る
大
人
や
仕
事
と
、
変
わ
れ
る
自
分
と
自
分
の
未

来
」
を
参

加
企

業
が

よ
く
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
の

結
果

、
単

な
る
職

業
説

明
に
と
ど

ま
ら
ず
、
自
分
の
生
き
方
や
生
き
様
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒
た
ち
が
何
を
感
じ
何
を
考

え
た
の
か
、
生
徒
た
ち
自
身
の
振
り
返
り
を
し
っ
か
り
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

当
日

だ
け
の

単
発

事
業

で
は

物
足

り
な
い
。
通

年
で
の

取
組

み
に
す
る
価

値
が

あ
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
組

み
立

て
が

で
き
る
か

検
討

し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
取
り
組
む
ふ
る
さ

と
学
習

や
キ
ャ
リ
ア
学
習
（
職
業
体
験
な
ど
）
と
ど
う
関
連
付
け
る
か
。
今
年
の
内
容
は
そ
れ
ら

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
組
み
立
て
た
が
、
中
学
３
年
間
を
体
系
的
に
捉
え
、
３
年
間
の
一
連

の
学

習
が

「
結

い
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位

置
付

け
ら
れ

る
よ
う
に
整

理
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

結
い
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
w
it
h
コ
ロ
ナ
in
緑
中
2
0
2
0

市
費

継
続

8
6
0
0

2
5
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
5
4

6
月
7
日

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

目 的

地
区

内
の

還
暦

に
な
る

方
々
を
対
象
に
、

節
目

と
な
る
機

会
の

式
典

実
施
等
を
通
じ
て
、
同
年
同

士
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

内
容
：
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
で
の
式
典
（
縮
小
開
催
）

運
営
：
該
当
者
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会

場
所
：
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮

【
実
行
委
員
会
】

２
月
か
ら
５
月
ま
で
に
計
７
開
催
し
、
延
べ
4
7
人
参
加

評 価

【
成
果
と
課
題
】

同
年

代
の

結
び
つ
き
を
強

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
こ
の

会
が

き
っ
か

け
で
、
地

区
の

行
事
な
ど
の
盛
り
上
げ
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

還
暦
を
機
に
同
年
代
が
集
ま
り
、
再
び
繋
が
る
良
い
機
会
で
あ
る
の
で
引
き
続
き
実
行
委
員

会
体
制
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

松
尾
還
暦
の
会

地
区
費

継
続

6
5
6

9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
0
0

1
月
1
0
日
（
延
期
）

シ
ル
ク
ホ
テ
ル

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、

式
の
企
画
・
郷
土

の
学
習

を
通
じ
て
地
元
へ
の
愛
着

心
の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

１
月
1
0
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
成
人
式
は
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
と
な
っ
た

が
、
新
成
人
有
志
、
公

民
館
委
員
等
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
体
制
で
次
の
内
容
を
実

施
。

・
成
人
式
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
成
人
式
の
企
画
、
準
備

・
中
学
校
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
撮
影

・
新
成
人
実
行
委
員
８
名
に
よ
る
地
域
学
習
の
実
施

　
（
学
習
テ
ー
マ
「
鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
」
）

【
実
行
委
員
会
】

９
月
か
ら
３
月
ま
で
に
計
５
回
開
催
し
、
延
べ
4
0
人
参
加

評 価

【
成
果
と
課
題
】

延
期
に
伴
い
、
当
日
の
式
典
に
て
上
映
す
る
計
画
で
あ
っ
た
中
学
校
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
を
、
１
ヶ
月
間
Y
o
u
T
u
be

で
限
定
公
開
し
た
。
新
成
人
と
そ
の
親
か
ら
は
好
評
で
、
成
人
を

迎
え
た
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
一
助
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
さ
れ
た
成
人
式
に
向
け
て
、
新
成
人
実
行
委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
維

持
で
き
る
よ
う
に
、
当
日
の
企
画
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

松
尾
地
区
成
人
式

市
・
地

継
続

5
4
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

− 92 −



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
い

ち
ご

グ
ル

ー
プ

　
０

・
１

歳
）

市
・
地

継
続

8
7
4

2
2

5
4

実
施

内
容

参
照

下
久

堅
公

民
館

他

目 的

０
・
１

歳
児

と
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
事

業
展

開
を

図
る

実 施 内 容

　
乳

幼
児

学
級

ぽ
っ

か
ぽ

か
（
い

ち
ご

グ
ル

ー
プ

０
・
１

歳
）
は

、
乳

幼
児

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
子

育
て

に
対

す
る

学
習

・
体

験
・
交

流
を

通
じ

て
、

育
児

に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
を

軽
減

し
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

こ
と

を
目

的
に

開
催

す
る

。
　

下
久

堅
保

育
園

長
・
地

元
ス

タ
ッ

フ
・
保

健
師

・
公

民
館

主
事

が
連

携
し

、
実

施
す

る
。

【
開

催
概

要
】

　
6
/
4
 乳

幼
児

学
級

打
ち

合
わ

せ
　

6
/
1
8
初

め
の

会
　

8
/
5
七

夕
か

ざ
り

を
つ

く
ろ

う
　

1
0
/
8
親

子
ふ

れ
あ

い
遊

び
①

　
1
1
/
5
や

き
い

も
　

1
2
/
1
0
ク

リ
ス

マ
ス

会
　

2
/
1
8
親

子
ふ

れ
あ

い
遊

び
②

　
3
/
1
7
お

わ
り

の
会

（
手

形
・
テ

ィ
ー

タ
イ

ム
）

評 価

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

対
象

数
開

催
期

日

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
ぽ

っ
か

ぽ
か

（
あ

ひ
る

グ
ル

ー
プ

　
２

・
３

歳
）

市
・
地

継
続

9
4
0

1
8

7
4

実
施

内
容

参
照

下
久

堅
公

民
館

他

目 的

２
・
３

歳
児

と
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
事

業
展

開
を

図
る

実 施 内 容

　
乳

幼
児

学
級

ぽ
っ

か
ぽ

か
（
あ

ひ
る

グ
ル

ー
プ

２
・
３

歳
）
は

、
乳

幼
児

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
子

育
て

に
対

す
る

学
習

・
体

験
・
交

流
を

通
じ

て
、

育
児

に
関

す
る

知
識

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
を

軽
減

し
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

こ
と

を
目

的
に

開
催

す
る

。
　

下
久

堅
保

育
園

長
・
地

元
ス

タ
ッ

フ
・
保

健
師

・
公

民
館

主
事

が
連

携
し

、
実

施
す

る
。

【
開

催
概

要
】

　
6
/
4
 乳

幼
児

学
級

打
ち

合
わ

せ
　

6
/
1
8
初

め
の

会
　

7
/
2
砂

水
遊

び
　

8
/
5
七

夕
か

ざ
り

を
つ

く
ろ

う
　

1
0
/
8
親

子
ふ

れ
あ

い
遊

び
①

　
1
1
/
5
や

き
い

も
　

1
2
/
1
0
ク

リ
ス

マ
ス

会
　

2
/
1
8
親

子
ふ

れ
あ

い
遊

び
②

　
3
/
1
7
お

わ
り

の
会

（
手

形
・
テ

ィ
ー

タ
イ

ム
）

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

親
子

体
験

学
習

市
・
地

継
続

-
-

-

対
象

数
開

催
期

日

3
2
0

6
月

6
日

（
中

止
）

下
久

堅
小

学
校

目 的

子
ど

も
と

親
子

を
対

象
に

、
地

域
の

人
材

や
素

材
の

大
切

さ
と

地
域

を
見

つ
め

直
す

機
会

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

小
学

校
と

の
連

携
事

業
。

参
観

日
の

放
課

後
の

時
間

を
使

っ
て

、
地

域
の

方
々

を
講

師
に

親
子

体
験

教
室

を
開

催
す

る
。

主
な

内
容

は
、

フ
ラ

ワ
ー

ア
レ

ジ
メ

ン
ト

、
科

学
実

験
教

室
、

料
理

教
室

、
も

の
づ

く
り

、
絵

手
紙

体
験

な
ど

。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

と
な

っ
た

。

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

ひ
さ

か
た

未
来

塾
市

・
地

継
続

1
8

1
4
4

1
5

2
,7

8
5

開
催

概
要

参
照

下
久

堅
公

民
館

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

将
来

を
語

り
合

い
、

今
で

き
る

事
・
や

り
た

い
事

を
実

践
す

る
こ

と
か

ら
学

習
と

交
流

を
図

る

実 施 内 容

「
子

ど
も

が
自

慢
で

き
る

地
域

に
し

よ
う

！
」
を

テ
ー

マ
に

今
ま

で
の

活
動

か
ら

発
見

し
た

こ
と

、
下

久
堅

の
自

慢
の

種
を

伝
え

る
た

め
の

活
動

を
実

施
【
開

催
概

要
】

　
①

6
/
3
定

例
会

　
②

6
/
2
7
取

材
　

③
7
/
1
定

例
会

　
④

8
/
5
定

例
会

　
⑤

9
/
2
定

例
会

　
⑥

9
/
2
0
火

起
こ

し
体

験
　

⑦
9
/
2
7
取

材
　

⑧
1
0
/
7
定

例
会

　
⑨

1
0
/
2
1
未

来
カ

フ
ェ

検
討

会
　

⑩
1
1
/
4
定

例
会

　
⑪

1
1
/
1
6
新

成
人

と
の

懇
談

会
　

⑫
1
2
/
2
定

例
会

　
　

⑬
1
2
/
6
取

材
　

⑭
1
2
/
9
未

来
カ

フ
ェ

検
討

会
　

⑮
1
2
/
2
0
未

来
カ

フ
ェ

検
討

会
　

⑯
1
/
6
定

例
会

　
⑰

3
/
3
定

例
会

　
　

※
未

来
塾

通
信

を
３

回
発

行

評 価

【
成

果
と

課
題

】
 子

育
て

が
初

め
て

の
お

母
さ

ん
が

子
育

て
経

験
の

長
い

お
母

さ
ん

と
繋

が
り

、
相

談
し

、
交

流
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

　
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
っ

て
外

に
出

る
機

会
が

減
っ

て
し

ま
い

、
部

屋
の

中
で

の
活

動
が

ほ
と

ん
ど

で
、

閉
塞

感
が

出
て

し
ま

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
禍

で
も

講
座

の
内

容
が

マ
ン

ネ
リ

化
し

な
い

よ
う

に
参

加
者

の
声

も
聴

き
な

が
ら

検
討

を
し

て
い

く
。

年
齢

に
応

じ
た

講
座

内
容

が
出

来
る

よ
う

に
保

健
師

・
保

育
園

の
先

生
と

も
相

談
し

な
が

ら
組

み
立

て
を

行
う

【
成

果
と

課
題

】
 子

育
て

が
初

め
て

の
お

母
さ

ん
が

子
育

て
経

験
の

長
い

お
母

さ
ん

と
繋

が
り

、
相

談
し

、
交

流
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

　
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
っ

て
外

に
出

る
機

会
が

減
っ

て
し

ま
い

、
部

屋
の

中
で

の
活

動
が

ほ
と

ん
ど

で
、

閉
塞

感
が

出
て

し
ま

っ
た

。
　

０
歳

か
ら

３
歳

ま
で

が
同

じ
内

容
な

の
で

、
０

歳
よ

り
の

内
容

に
な

っ
て

し
ま

う
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
年

齢
に

応
じ

た
講

座
内

容
が

出
来

る
よ

う
に

保
健

師
・
保

育
園

の
先

生
と

も
相

談
し

な
が

ら
組

み
立

て
を

行
う

【
成

果
と

課
題

】
　

親
子

の
触

れ
合

い
や

親
子

が
地

域
の

方
と

関
わ

る
貴

重
な

機
会

で
あ

る
が

、
講

師
の

関
係

で
内

容
が

毎
年

似
て

し
ま

う
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

こ
の

事
業

で
親

子
の

時
間

を
大

事
に

し
て

い
る

こ
と

の
意

味
を

改
め

て
学

校
と

も
確

認
し

、
活

動
内

容
を

検
討

す
る

。

【
成

果
と

課
題

】
　

こ
れ

ま
で

は
ひ

さ
か

た
未

来
塾

内
で

の
活

動
で

終
始

し
て

い
た

が
、

こ
こ

で
の

活
動

を
住

民
へ

伝
え

る
た

め
の

活
動

と
し

て
「
通

信
」
を

発
行

す
る

よ
う

に
な

り
、

取
材

学
習

が
始

ま
っ

た
。

ま
た

、
子

ど
も

に
直

接
下

久
堅

の
魅

力
を

伝
え

る
た

め
の

活
動

に
挑

戦
し

、
火

起
こ

し
体

験
を

開
催

し
た

が
、

ど
ん

な
体

験
で

あ
っ

て
も

、
体

験
通

し
て

ど
ん

な
魅

力
（
自

慢
の

種
）
を

伝
え

た
い

の
か

を
確

認
し

、
全

体
で

共
有

す
る

こ
と

が
今

後
の

課
題

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

具
体

的
な

内
容

が
単

な
る

イ
ベ

ン
ト

に
と

ど
ま

ら
な

い
よ

う
み

ん
な

で
学

習
し

た
地

域
の

ヒ
ト

・
モ

ノ
・
コ

ト
を

い
か

に
伝

え
て

い
く
か

工
夫

し
て

取
り

組
む
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

区
分

開
催

会
場

ひ
さ

か
た

村
塾

市
・
地

継
続

7
8
4

1
2

開
催

概
要

参
照

2
,7

5
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

2
3

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

下
久

堅
公

民
館

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分
開

催
期

日

毎
月

２
回

第
２

・
４

木
曜

日
の

夜
間

ヨ
ガ

・
ス

ト
レ

ッ
チ

教
室

地
区

費

対
象

数
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

9

事
業

名
予

算
区

分

下
久

堅
公

民
館

開
催

期
日

学 級 ・ 講 座

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
文

化
の

発
掘

・
保

存
及

び
地

区
住

民
の

文
化

水
準

の
向

上
を

図
る

実 施 内 容

コ
ロ

ナ
禍

で
自

粛
生

活
が

多
く
な

っ
て

い
る

か
ら

こ
そ

地
域

を
改

め
て

見
る

機
会

に
な

れ
ば

と
の

思
い

か
ら

、
「
紹

介
し

た
い

下
久

堅
の

好
き

な
と

こ
ろ

の
写

真
」
を

集
め

、
ひ

さ
か

た
百

景
と

称
し

、
公

民
館

へ
展

示
【
開

催
概

要
】

　
①

6
/
1
0
運

営
委

員
会

　
②

7
/
2
1
運

営
委

員
会

　
③

9
/
2
3
運

営
委

員
会

　
④

1
1
/
3
0
運

営
委

員
会

　
⑤

1
/
1
7
新

年
の

会
講

演
会

（
中

止
）
　

⑥
2
/
1
8
運

営
委

員
会

　
⑦

3
/
1
～

3
/
1
4
ひ

さ
か

た
百

景
展

示

2
,7

8
5

評 価

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

対
象

数

学 級 ・ 講 座

ひ
さ

か
た

和
紙

講
座

市
・
地

継
続

2
7

3
3
7

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ひ

さ
か

た
和

紙
の

認
知

や
担

い
手

の
発

掘
を

図
る

実 施 内 容

1
2

2
,7

5
8

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

実
施

概
要

参
照

下
久

堅
地

区
内

 こ
の

地
の

特
色

で
あ

る
「
ひ

さ
か

た
和

紙
」
を

再
認

識
し

、
保

存
会

の
活

動
を

支
援

し
な

が
ら

、
紙

漉
き

技
術

の
継

承
や

、
和

紙
の

域
内

消
費

の
拡

大
な

ど
に

つ
な

が
る

講
座

等
を

実
施

し
、

新
た

な
担

い
手

の
育

成
を

図
る

。
【
実

施
概

要
】

5
/
2
4
、

6
/
2
1
、

7
/
1
2
、

8
/
2
3
、

9
/
6
、

9
/
2
0
、

1
0
/
1
8
　

 楮
畑

草
刈

り
作

業
1
1
/
2
1
　

 楮
収

穫
　

　
1
1
/
2
3
　

 楮
蒸

し
・
皮

む
き

1
2
/
9
、

1
2
/
1
6
、

1
2
/
2
3
、

1
/
6
、

1
/
1
3
、

2
/
1
7
、

2
/
2
4
、

3
/
3
、

3
/
1
0
、

3
/
1
7

3
/
2
4
、

3
/
3
1
 た

く
り

作
業

○
小

学
校

連
携

事
業

5
/
2
5
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

種
ま

き
指

導
（
下

久
堅

小
学

校
1
年

生
）

7
/
9
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

間
引

き
(下

久
堅

小
学

校
１

年
生

）
1
0
/
1
9
 ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
の

収
穫

(下
久

堅
小

学
校

１
年

生
）

1
1
/
2
4
 楮

の
収

穫
、

皮
む

き
体

験
指

導
（
下

久
堅

小
学

校
１

・
３

・
５

年
生

）
1
2
/
1
7
、

1
2
/
1
8
 紙

漉
き

体
験

指
導

（
下

久
堅

小
学

校
１

・
３

・
５

・
６

年
生

）

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

か
ら

だ
ケ

ア
教

室
地

区
費

継
続

1
9

3
2
4

2
1

2
,7

5
8

毎
月

２
回

　
第

１
・
第

３
金

曜
日

の
午

前
中

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

を
基

本
に

健
康

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

高
齢

者
で

も
無

理
な

く
実

施
で

き
る

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
を

基
本

と
す

る
健

康
づ

く
り

教
室

。
月

２
回

の
ペ

ー
ス

で
開

催
。

講
　

師
：
村

沢
由

美
子

先
生

評 価

学 級 ・ 講 座

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
ヨ

ガ
・
ス

ト
レ

ッ
チ

を
通

じ
自

身
の

心
や

体
を

見
つ

め
、

健
康

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

自
分

の
体

力
や

柔
軟

性
に

合
わ

せ
て

誰
で

も
無

理
な

く
参

加
で

き
る

よ
う

な
形

で
開

講
。

ヨ
ガ

・
ス

ト
レ

ッ
チ

を
通

じ
て

自
分

の
心

や
体

を
見

つ
め

、
呼

吸
法

に
よ

り
全

身
に

気
を

め
ぐ

ら
す

こ
と

に
よ

り
、

体
の

中
か

ら
元

気
に

な
っ

て
い

く
効

果
が

あ
る

。
　

講
師

：
中

塚
裕

佳
里

先
生

評 価

継
続

1
9
8

【
成

果
と

課
題

】
　

参
加

者
が

当
番

を
組

ん
で

主
体

的
に

運
営

を
し

て
い

る
。

高
齢

者
で

も
簡

単
に

出
来

る
運

動
教

室
と

し
て

好
評

で
、

交
流

の
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

休
館

に
な

っ
た

際
に

運
動

の
機

会
が

失
わ

れ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
自

宅
で

も
で

き
る

運
動

を
取

り
入

れ
た

り
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

な
ど

を
配

布
し

て
、

継
続

的
に

運
動

が
で

き
る

環
境

整
備

を
行

う
。

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
禍

で
も

ネ
ッ

ト
を

使
っ

た
動

画
配

信
で

ヨ
ガ

教
室

を
開

催
で

き
た

た
め

、
参

加
者

は
自

宅
で

も
継

続
し

て
ヨ

ガ
を

行
え

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

休
館

と
な

っ
て

も
活

動
が

継
続

で
き

る
よ

う
な

支
援

を
継

続
し

て
行

う
。

　
仕

事
終

わ
り

に
寄

れ
る

場
所

と
し

て
参

加
し

や
す

い
工

夫
な

ど
を

検
討

し
た

い
。

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
で

の
自

粛
生

活
か

ら
、

こ
の

機
会

に
地

域
に

目
を

向
け

る
活

動
と

し
て

、
写

真
展

を
開

催
し

た
こ

と
は

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
出

来
る

こ
と

を
実

践
す

る
達

成
感

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

地
域

の
状

況
を

話
し

合
い

な
が

ら
、

必
要

な
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
く
こ

と
は

来
年

度
も

引
き

続
き

行
う

。
地

域
の

課
題

に
目

を
向

け
、

考
え

る
機

会
と

し
て

講
演

会
に

限
ら

ず
様

々
な

活
動

を
模

索
す

る
。

【
成

果
と

課
題

】
　

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
や

各
団

体
と

連
携

し
、

ひ
さ

か
た

和
紙

の
材

料
づ

く
り

か
ら

体
験

ま
で

関
わ

っ
て

い
た

だ
け

る
方

は
増

え
て

き
て

い
る

。
伝

統
継

承
の

部
分

で
あ

る
具

体
的

な
材

料
の

育
て

方
や

紙
の

好
き

方
ま

で
の

学
習

は
進

ん
で

い
な

い
た

め
、

担
い

手
の

育
成

に
向

け
て

専
門

的
な

活
動

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

今
年

度
か

ら
多

く
の

方
の

協
力

も
あ

り
、

材
料

の
育

成
に

関
し

て
は

計
画

通
り

に
進

め
る

こ
と

が
出

来
て

い
る

。
し

か
し

、
ひ

さ
か

た
和

紙
を

後
世

に
伝

え
る

担
い

手
の

育
成

に
は

ま
だ

ま
だ

手
を

掛
け

れ
て

い
な

い
。

関
わ

っ
て

い
た

だ
い

て
い

る
方

に
、

材
料

の
育

て
方

や
紙

の
漉

き
方

な
ど

、
作

業
の

と
き

に
説

明
を

加
え

た
り

、
資

料
に

し
て

見
え

る
化

を
行

っ
た

り
し

な
が

ら
、

単
な

る
作

業
で

は
な

く
、

大
事

な
作

業
で

あ
る

こ
と

が
伝

わ
る

よ
う

に
し

、
誰

で
も

ひ
さ

か
た

和
紙

を
伝

え
て

い
け

る
よ

う
に

支
援

を
し

て
い

く
。
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

1
1
5

1
5

2
,7

8
5

7
月

2
5
日

（
中

止
）

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
プ

ロ
の

音
楽

に
触

れ
る

こ
と

を
通

し
て

、
文

化
的

教
養

の
充

実
を

図
る

実 施 内 容

公
民

館
委

員
会

文
化

部
が

ar
u
企

画
と

連
携

し
て

毎
年

実
施

す
し

て
い

る
事

業
で

あ
る

。
今

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
と

な
っ

た
。

【
検

討
経

過
】

　
4
月

　
 主

催
者

で
あ

る
ar

u
企

画
よ

り
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

中
止

が
決

定
さ

れ
た

　
6
/
1
5
  

文
化

部
会

　
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

の
中

止
確

認
評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

２
０

２
０

市
・
地

継
続

1
1
5

1
5

2
,7

8
5

８
月

６
日

～
１

０
日

（
中

止
）

下
久

堅
公

民
館

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

人
と

交
流

し
な

が
ら

、
共

に
フ

ェ
ス

タ
を

つ
く
り

、
地

域
の

文
化

の
高

ま
り

を
図

る

実 施 内 容

例
年

６
会

場
で

実
施

し
て

い
る

が
、

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

と
な

っ
た

。
【
検

討
経

過
】

　
4
月

　
　

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
の

中
止

が
本

部
で

決
定

さ
れ

　
6
/
1
5
　

文
化

部
会

　
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
中

止
確

認

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
禍

で
プ

ロ
の

劇
団

が
演

奏
に

来
ら

れ
な

い
状

況
も

予
想

さ
れ

る
な

か
、

例
年

通
り

の
計

画
だ

け
で

は
な

く
、

別
の

開
催

方
法

の
検

討
が

必
要

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

る
こ

と
を

ふ
ま

え
て

、
ど

の
よ

う
な

事
業

な
ら

コ
ロ

ナ
禍

で
も

開
催

で
き

る
か

を
検

討
す

る
　

小
学

校
・
中

学
校

と
の

連
携

も
視

野
に

入
れ

な
が

ら
、

事
業

計
画

を
行

う

【
成

果
と

課
題

】
  

コ
ロ

ナ
対

策
を

ふ
ま

え
た

各
会

場
の

運
営

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
対

策
を

講
じ

た
会

場
運

営
を

検
討

す
る

　
観

劇
者

数
の

減
少

に
伴

う
公

演
数

の
拡

大
も

可
能

な
限

り
検

討
す

る

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ひ
さ

か
た

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

市
・
地

継
続

1
1
3

1
5

2
,7

8
5

9
月

1
3
日

（
中

止
）

下
久

堅
地

区
内

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
内

の
史

跡
、

自
然

、
文

化
を

知
る

機
会

と
し

て
開

催

実 施 内 容

か
つ

て
の

文
化

委
員

会
で

作
成

し
た

「
ひ

さ
か

た
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
マ

ッ
プ

」
を

活
用

し
、

世
代

間
交

流
、

健
康

増
進

、
ま

た
地

区
内

の
史

跡
、

自
然

、
文

化
を

知
る

機
会

と
し

て
計

画
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
と

な
っ

た
【
検

討
過

程
】

　
8
/
1
7
　

文
化

部
会

で
開

催
に

つ
い

て
検

討
し

、
中

止
決

定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
て

も
地

区
住

民
に

地
元

の
史

跡
・
自

然
・
文

化
に

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
い

た
だ

く
た

め
に

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

事
業

に
こ

だ
わ

ら
な

い
検

討
が

必
要

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

事
業

を
行

う
目

的
を

改
め

て
確

認
し

、
地

域
住

民
が

地
域

の
史

跡
や

自
然

、
文

化
に

触
れ

る
機

会
と

し
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
出

来
る

事
業

を
柔

軟
に

検
討

す
る

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

下
久

堅
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

6
7
8

-
3
6

1
月

1
0
日

（
延

期
）

下
久

堅
小

学
校

体
育

館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

地
域

と
し

て
新

成
人

を
お

祝
い

す
る

と
共

に
自

身
を

振
り

返
り

、
こ

れ
か

ら
の

生
き

方
を

考
え

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

成
人

式
の

開
催

に
向

け
て

、
実

行
委

員
会

を
組

織
し

、
企

画
の

準
備

運
営

を
行

う
。

今
年

度
は

地
域

学
習

と
し

て
ひ

さ
か

た
未

来
塾

と
の

懇
談

会
を

実
施

し
、

地
域

の
大

人
と

ふ
る

さ
と

に
つ

い
て

語
り

あ
っ

た
。

地
域

の
将

来
に

つ
い

て
考

え
実

践
し

て
い

る
地

域
の

大
人

の
思

い
に

触
れ

る
こ

と
か

ら
、

新
成

人
自

身
の

こ
れ

か
ら

の
生

き
方

を
考

え
る

機
会

と
し

て
実

施
。

【
検

討
経

過
】

　
8
/
1
7
　

　
文

化
部

会
　

成
人

式
運

営
に

つ
い

て
検

討
　

1
0
/
6
　

　
成

人
式

実
行

委
員

会
　

成
人

式
ま

で
の

流
れ

を
確

認
　

1
1
/
5
　

　
成

人
式

実
行

委
員

会
　

成
人

式
準

備
　

1
1
/
1
6
　

地
域

学
習

　
未

来
塾

と
の

懇
談

会
　

1
1
/
2
5
　

成
人

式
実

行
委

員
会

　
地

域
学

習
振

り
返

り
　

1
2
/
1
7
　

成
人

式
実

行
委

員
会

　
成

人
式

延
期

確
認

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

【
成

果
と

課
題

】
　

延
期

を
う

け
、

新
成

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

下
が

っ
て

し
ま

っ
た

。
　

未
来

塾
と

の
懇

談
か

ら
地

域
で

の
こ

れ
か

ら
の

生
活

に
目

を
向

け
る

機
会

と
な

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

実
行

委
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

働
き

か
け

を
し

て
い

く
。

成
人

式
が

楽
し

み
に

な
る

よ
う

に
実

行
委

員
会

を
継

続
し

、
当

日
の

組
み

立
て

を
検

討
す

る
。

− 95 −



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

下
久

堅
地

区
文

化
祭

市
・
地

継
続

3
5
7

2
7

2
,7

8
5

3
月

7
日

～
1
3
日

（
中

止
）

下
久

堅
公

民
館

他

目 的

日
ご

ろ
か

ら
活

動
し

て
い

る
文

化
芸

術
団

体
の

成
果

発
表

の
機

会
と

す
る

実 施 内 容

コ
ロ

ナ
禍

で
の

開
催

で
、

1
週

間
の

展
示

を
中

心
に

参
加

者
が

分
散

で
き

る
運

営
を

検
討

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

と
な

っ
た

。
【
検

討
経

過
】

　
1
1
/
2
7
　

文
化

部
会

　
　

　
　

　
　

　
文

化
祭

の
運

営
に

つ
い

て
検

討
　

1
2
/
1
6
　

文
化

祭
実

行
委

員
会

　
文

化
祭

の
運

営
確

認
　

　
2
/
2
　

文
化

祭
検

討
会

　
　

　
　

文
化

祭
の

中
止

決
定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
  

コ
ロ

ナ
対

策
を

ふ
ま

え
運

営
を

検
討

し
、

準
備

を
し

て
き

た
が

、
公

民
館

が
休

館
と

な
り

各
団

体
の

準
備

に
も

遅
れ

が
生

じ
て

し
ま

っ
た

た
め

中
止

と
な

っ
た

。
　

参
加

者
を

分
散

さ
せ

る
運

営
と

少
し

で
も

来
て

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
想

い
が

矛
盾

を
生

ん
で

し
ま

い
、

実
行

委
員

会
で

も
課

題
と

な
っ

た
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

　
4
年

ぶ
り

と
な

る
文

化
祭

の
実

施
に

向
け

、
こ

れ
ま

で
参

加
予

定
で

あ
っ

た
団

体
と

も
調

整
を

行
い

準
備

を
進

め
る

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

常
会

対
抗

盆
野

球
大

会
地

区
費

継
続

2
2
5

1
8

2
,7

5
8

8
月

1
5
日

（
中

止
）

下
久

堅
運

動
場

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

お
盆

の
時

期
に

帰
省

を
し

て
く
る

方
も

交
え

て
普

段
は

集
ま

ら
な

い
よ

う
な

方
た

ち
が

集
ま

り
、

交
流

す
る

機
会

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

と
な

っ
た

。
【
検

討
経

過
】

　
6
/
1
　

　
体

育
部

幹
事

会
　

開
催

に
つ

い
て

の
方

向
性

を
検

討
　

7
/
1
　

　
体

育
部

会
　

　
　

　
事

業
の

中
止

を
決

定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

盆
野

球
大

会
は

帰
省

す
る

方
も

参
加

し
交

流
す

る
機

会
を

大
事

に
と

ら
え

て
い

る
た

め
、

コ
ロ

ナ
禍

で
参

加
制

限
も

検
討

し
た

が
、

事
業

を
実

施
す

る
意

味
が

薄
れ

て
し

ま
う

こ
と

か
ら

、
中

止
と

し
た

が
代

替
と

し
て

健
康

増
進

や
交

流
の

機
会

に
つ

い
て

検
討

も
必

要
で

あ
っ

た
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
禍

で
人

と
の

関
わ

り
に

制
限

が
か

け
ら

れ
る

状
況

で
あ

る
が

、
コ

ロ
ナ

に
よ

る
健

康
被

害
に

も
目

を
向

け
て

、
地

区
住

民
を

対
象

に
で

き
る

こ
と

を
検

討
す

る

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

地
区

費
継

続
3

3
5

1
8

2
,7

5
8

１
１

月
中

（
中

止
）

下
久

堅
運

動
場

他

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

地
区

恒
例

の
事

業
で

、
女

性
や

６
０

歳
以

上
の

方
の

参
加

を
ル

ー
ル

と
し

て
決

め
て

い
る

た
め

、
性

別
年

齢
問

わ
ず

交
流

で
き

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

と
な

っ
た

。
【
検

討
経

過
】

　
6
/
1
　

　
体

育
部

幹
事

会
　

開
催

に
つ

い
て

の
方

向
性

を
検

討
　

7
/
1
　

　
体

育
部

会
　

　
　

　
事

業
の

延
期

を
決

定
　

9
/
1
4
　

体
育

部
幹

事
会

　
事

業
の

中
止

を
決

定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

分
館

対
抗

戦
と

し
て

チ
ー

ム
を

作
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

で
あ

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
禍

で
チ

ー
ム

を
組

ん
で

参
加

す
る

競
技

に
は

感
染

リ
ス

ク
が

生
じ

、
参

加
す

る
側

も
不

安
に

な
っ

て
し

ま
う

。
参

加
者

が
安

心
し

て
参

加
で

き
る

よ
う

な
運

営
を

検
討

す
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

下
久

堅
地

区
運

動
会

市
・
地

継
続

3
3
2

2
0

2
,7

5
8

1
0
月

1
1
日

（
中

止
）

下
久

堅
小

学
校

校
庭

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

地
区

住
民

が
楽

し
く
、

気
軽

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

、
今

ま
で

以
上

に
多

く
の

人
と

人
と

が
交

流
で

き
る

機
会

と
し

て
、

ま
た

健
康

増
進

の
機

会
と

し
て

実
施

す
る

。
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

の
観

点
か

ら
中

止
と

な
っ

た
。

中
止

を
受

け
、

ひ
さ

か
た

ふ
れ

あ
い

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

開
催

を
検

討
し

、
実

施
し

た
。

【
検

討
経

過
】

　
6
/
1
　

体
育

部
幹

事
会

　
　

　
　

　
運

動
会

種
目

の
検

討
　

7
/
1
　

運
動

会
情

報
交

換
会

　
　

運
動

会
開

催
に

向
け

運
営

検
討

　
7
/
6
　

体
育

部
会

　
　

　
　

　
　

　
　

運
動

会
の

中
止

決
定

、
代

替
え

事
業

の
検

討

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

運
動

会
の

開
催

に
あ

た
り

、
分

館
ご

と
の

人
集

め
が

一
番

の
課

題
で

あ
っ

た
。

コ
ロ

ナ
前

か
ら

課
題

で
も

あ
っ

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
で

は
顕

著
な

課
題

で
あ

る
。

安
心

し
て

参
加

す
る

こ
と

の
で

き
る

運
動

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

。
　

地
域

住
民

の
繋

が
り

を
作

る
機

会
と

し
て

別
の

事
業

の
開

催
に

向
け

て
動

き
だ

し
、

実
施

で
き

た
こ

と
は

一
つ

の
成

果
で

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

地
区

住
民

が
安

心
し

て
参

加
で

き
、

参
加

し
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

運
動

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
改

め
て

検
討

す
る

。
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下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ひ
さ

か
た

ふ
れ

あ
い

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（
ク

ッ
ブ

体
験

）
地

区
費

継
続

4
1
3
3

9
0

2
,7

5
8

1
1
月

1
日

下
久

堅
小

学
校

校
庭

目 的

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
通

じ
て

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
交

流
を

図
る

。

実 施 内 容

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
気

軽
に

楽
し

め
る

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

健
康

増
進

及
び

多
世

代
交

流
を

図
る

。
今

年
度

は
運

動
会

の
中

止
を

受
け

、
「
地

域
住

民
が

気
軽

に
参

加
し

、
交

流
で

き
る

」
事

業
と

し
て

育
成

部
の

事
業

と
合

同
で

ひ
さ

か
た

ふ
れ

あ
い

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
）
を

実
施

【
検

討
経

過
】

　
7
/
1
6
　

　
体

育
部

幹
事

会
　

　
ク

ッ
ブ

大
会

の
開

催
に

つ
い

て
検

討
　

9
/
1
4
　

　
体

育
部

幹
事

会
　

　
育

成
部

と
の

合
同

事
業

を
計

画
　

1
0
/
2
6
　

育
成

部
合

同
会

議
　

当
日

の
運

営
体

制
確

認
　

1
1
/
1
　

　
ひ

さ
か

た
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
開

催

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

公
民

館
事

業
が

相
次

い
で

中
止

と
な

る
中

、
コ

ロ
ナ

対
策

を
講

じ
て

実
施

で
き

た
事

業
。

多
く

の
住

民
に

参
加

を
し

て
い

た
だ

き
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
多

世
代

交
流

の
機

会
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

コ
ロ

ナ
禍

で
分

館
対

抗
戦

を
行

う
と

ど
う

し
て

も
「
人

集
め

」
の

課
題

が
浮

き
彫

り
と

な
る

。
参

加
し

た
い

人
が

安
心

し
て

参
加

で
き

る
運

営
に

つ
い

て
今

後
も

検
討

し
、

実
施

し
て

い
く

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
2

1
5

1
5

2
,7

5
8

1
月

3
1
日

（
中

止
）

下
久

堅
小

学
校

校
庭

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

冬
季

の
健

康
づ

く
り

と
交

流
を

目
的

に
開

催
。

誰
で

も
楽

し
め

る
種

目
と

し
て

、
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

を
分

館
対

抗
で

実
施

す
る

。
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

の
観

点
か

ら
中

止
と

な
っ

た
【
検

討
経

過
】

　
1
2
/
1
3
　

体
育

部
会

　
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会
開

催
に

つ
い

て
検

討
　

1
/
5
　

　
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

状
況

か
ら

中
止

決
定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

例
年

多
く
の

参
加

者
が

集
ま

る
事

業
と

な
っ

て
お

り
、

冬
季

と
い

う
こ

と
か

ら
特

に
コ

ロ
ナ

対
策

が
必

要
と

な
る

。
そ

も
そ

も
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
で

は
な

い
事

業
を

行
う

こ
と

も
検

討
が

必
要

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

冬
季

の
室

内
事

業
は

特
に

コ
ロ

ナ
対

策
を

気
を

付
け

て
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
参

加
者

が
安

心
し

て
参

加
で

き
る

工
夫

を
検

討
す

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

「
ひ

さ
か

た
」
の

発
行

地
区

費
継

続
1
6

1
0
8

9
2
,7

5
8

通
年

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
課

題
や

生
活

課
題

の
提

起
を

し
、

地
域

へ
の

関
心

を
高

め
る

実 施 内 容

年
間

4
回

発
行

（
1
回

発
行

部
数

：
1
0
0
0
部

）
地

区
事

業
の

記
録

や
、

そ
の

時
々

の
地

域
の

動
き

な
ど

を
特

集
と

し
て

掲
載

1
7
5
号

　
6
月

3
0
日

発
刊

1
7
6
号

　
9
月

3
0
日

発
刊

1
7
7
号

　
1
2
月

2
8
日

発
刊

1
7
8
号

　
3
月

3
1
日

発
刊

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

地
域

の
時

事
広

報
と

し
て

事
業

の
記

録
や

歴
史

を
後

世
の

残
す

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

情
報

交
換

と
文

化
意

識
の

高
揚

の
役

割
を

果
た

す
べ

く
発

刊
に

努
め

た
。

近
年

の
掲

載
が

似
た

内
容

に
な

っ
て

お
り

、
地

域
の

状
況

を
捉

え
、

地
域

課
題

や
生

活
課

題
の

投
げ

か
け

に
つ

い
て

は
改

め
て

検
討

が
必

要
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

地
域

の
現

状
を

広
報

部
と

し
て

と
ら

え
、

地
域

へ
の

提
起

を
ど

の
よ

う
に

行
う

か
検

討
し

、
記

録
だ

け
で

は
な

い
広

報
の

発
刊

に
努

め
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

親
子

さ
か

な
つ

か
み

ど
り

体
験

市
・
地

継
続

1
1
2

1
2

2
,7

5
8

7
月

1
9
日

（
中

止
）

塩
沢

川
（
下

虎
岩

）

目 的

地
区

の
親

子
を

対
象

に
自

然
体

験
を

通
し

て
、

親
子

の
触

れ
合

い
を

図
る

実 施 内 容

親
子

が
体

験
活

動
を

通
じ

て
、

ふ
れ

あ
う

こ
と

を
目

的
に

開
催

す
る

。
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

の
観

点
か

ら
中

止
と

な
っ

た
。

【
検

討
経

過
】

　
6
/
1
1
　

育
成

部
会

　
事

業
の

中
止

決
定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

さ
か

な
の

つ
か

み
ど

り
で

は
、

自
然

体
験

や
親

子
の

触
れ

合
い

を
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

い
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

実
施

は
難

し
か

っ
た

。
代

替
え

と
し

て
の

事
業

を
検

討
し

た
が

、
さ

か
な

つ
か

み
ど

り
で

は
な

い
事

業
で

も
自

然
体

験
や

親
子

の
触

れ
合

い
は

で
き

る
と

い
話

も
出

て
い

た
。

次
年

度
も

コ
ロ

ナ
の

影
響

が
あ

る
中

で
ど

の
よ

う
な

事
業

を
展

開
す

る
か

、
事

業
目

的
か

ら
見

直
し

が
必

要
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

育
成

部
の

事
業

が
何

を
目

指
し

て
行

わ
れ

る
も

の
な

の
か

、
委

員
会

で
方

針
を

し
っ

か
り

検
討

し
、

活
動

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

ど
ん

な
事

業
が

出
来

る
か

を
検

討
す

る
。

− 97 −



下
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

ひ
さ

か
た

ふ
れ

あ
い

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
（
囲

碁
ボ

ー
ル

体
験

）
地

区
費

継
続

3
1
2
1

9
0

2
,7

5
8

1
1
月

1
日

下
久

堅
小

学
校

体
育

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
親

睦
交

流
・
健

康
増

進
を

図
る

実 施 内 容

多
世

代
交

流
の

機
会

と
し

て
開

催
し

て
い

る
事

業
。

今
年

度
は

運
動

会
中

止
を

受
け

て
、

体
育

部
と

合
同

で
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
会

に
内

容
を

変
更

し
て

実
施

。

【
検

討
経

過
】

　
1
0
/
1
　

　
育

成
部

会
　

　
　

　
　

　
体

育
部

と
の

合
同

事
業

を
検

討
　

1
0
/
2
6
　

 体
育

部
合

同
会

議
　

 当
日

の
運

営
確

認
　

1
1
/
1
　

　
ひ

さ
か

た
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

多
く
の

方
が

参
加

し
交

流
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

　
コ

ロ
ナ

禍
で

実
施

し
た

公
民

館
事

業
と

し
て

今
後

の
活

動
に

つ
な

げ
る

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
地

区
住

民
が

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

が
交

流
し

つ
な

が
り

を
つ

く
る

機
会

と
し

て
次

年
度

も
検

討
す

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

書
初

め
教

室
市

・
地

継
続

2
2
1

1
5

2
,7

5
8

1
月

5
日

（
中

止
）

下
久

堅
公

民
館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
行

事
を

通
じ

て
親

子
の

触
れ

合
い

を
図

る

実 施 内 容

毎
年

実
施

し
て

い
る

正
月

恒
例

の
行

事
。

新
年

を
迎

え
、

書
初

め
を

通
し

て
自

身
の

目
標

を
見

つ
め

な
お

す
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

中
止

と
な

っ
た

。

【
検

討
経

過
】

　
6
/
1
1
　

育
成

部
会

　
事

業
の

中
止

決
定

評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

小
中

学
生

が
中

心
に

参
加

し
、

親
子

で
参

加
す

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

状
況

。
宿

題
の

書
初

め
を

し
に

参
加

す
る

こ
と

が
多

く
、

当
初

の
目

的
と

は
ず

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
　

恒
例

行
事

で
あ

る
書

初
め

が
な

ん
の

た
め

に
あ

る
の

か
を

確
認

し
て

、
事

業
内

容
を

見
直

す
必

要
が

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

事
業

目
的

を
改

め
て

考
え

、
恒

例
行

事
と

し
て

今
後

も
続

け
て

い
く
の

か
検

討
す

る
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

下
久

堅
放

課
後

子
ど

も
教

室
市

・
地

継
続

週
４

回
7
4
8

2
6

1
6
0

毎
週

月
・
火

・
木

・
金

下
久

堅
小

学
校

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

地
域

の
子

育
て

環
境

改
善

と
体

制
の

充
実

を
図

る

実 施 内 容

心
豊

か
で

た
く
ま

し
い

子
ど

も
を

地
域

全
体

で
育

む
た

め
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
指

導
と

見
守

り
に

よ
り

、
安

全
な

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
の

人
材

を
活

か
し

月
に

１
～

２
回

程
度

、
読

み
聞

か
せ

や
お

や
つ

作
り

な
ど

の
活

動
を

行
う

。
評 価

【
成

果
と

課
題

】
　

地
域

住
民

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

運
営

を
し

て
い

る
が

、
近

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

減
少

に
伴

い
、

一
人

ひ
と

り
の

負
担

が
大

き
く
な

っ
て

い
る

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

子
育

て
環

境
の

充
実

と
地

域
の

子
ど

も
は

地
域

で
育

て
る

と
い

う
当

初
の

目
的

を
再

確
認

し
、

協
力

し
て

い
た

だ
け

る
ス

タ
ッ

フ
を

増
や

し
、

継
続

に
努

め
る

。
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上
久
堅
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

乳
幼
児
学
級
「
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
」

市
・
地

継
続

4
1
3

7
3
2

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
保
育
園
ほ
か

目 的

保
育
園
入
園
前
の

幼
児
と

そ
の
親
を
対
象
に
、
様
々

な
体
験
等
を
通
じ
た
子
育

て
に
つ
い
て
の

学
習

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に
よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

、
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図

る

実 施 内 容

保
育

園
、
保

健
師

、
保

育
士

と
連

携
し
て
実

施
。

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
母
親
同
士

の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
た
。

（
実
施
内
容
）

①
5
/
1
2
年

計
画

、
茶

話
会

（
中

止
）
　
②

5
/
2
7
人

形
劇

を
楽

し
も
う
（
中

止
）
　
③

6
/
9
ど
ろ

ん
こ
遊

び
（
中

止
）
　
④

7
/
1
8
保

育
園

夏
ま
つ
り
（
中

止
）
　
⑤

8
/
1
8
水

遊
び
（
中

止
）
　
⑥

9
/
2
6
保

育
園

の
運

動
会

（
中

止
）
　
⑦

1
0
/
1
3
砂

遊
び
、
文

化
展

の
作

品
作

り
　
⑧
1
1
/
1
0

焼
き
い
も
大
会
　
⑨
1
2
/
1
5
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
⑩
1
/
1
3
お
楽
し
み
会
リ
ト
ミ
ッ
ク
　
⑪
2
/
1
8
園

児
と
交
流
お
楽
し
み
会
（
中
止
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

保
育
園
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
入
園
前
か
ら
保
育
園
の
環
境
に
慣
れ
る
た
め
の
よ
い
機
会
と
な

り
、
保
育
園
、
乳
幼
児
学
級
の
母
親
と
も
に
よ
い
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
は
出
生
数
減
少
と
、
産
休
明
け
か
ら
仕
事
復
帰
す
る
方
の
参
加
者
減
少
か
ら
、
公
民
館
で
の

開
催
で
は
な
く
、
保
育
園
が
行
う
未
就
園
交
流
と
し
て
継
続
す
る
形
と
な
っ
た
が
、
参
加
さ
れ
る

お
母

さ
ん
方

と
内

容
を
相

談
し
な
が

ら
、
文

化
展

で
の

パ
ネ
ル

展
示

な
ど
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も

多
種
な
活
動
を
行
え
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

親
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
に
加
え
、
親
た
ち
の
憩
い
の
時
間
に
な
る
た
め
今
後
も
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

9
8
月
～
1
2
月
（
中
止
）

上
久
堅
小
学
校

目 的

小
学
生
を
対
象
に
、
郷
土

の
こ
と
ば
を
学

習
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
と
ば

か
ら
ふ

る
さ

と
上
久
堅
の
素
晴

し
さ
を
再

認
識

す
る
こ
と
を
図

る

実 施 内 容

小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
で
上
演
し
た
演
目
を
上
久
堅
の
方
言
版
に

し
て
、
地

区
の

お
年

寄
り
の

方
に
も
親

し
み

の
あ
る
言

葉
で
演

じ
る
機

会
と
す
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

今
年
も
上
久
堅
を
学
ぶ
会
の
方
が
積
極
的
に
関
わ
り
郷
土
学
習
の
一
端
と
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が

、
小

学
校

よ
り
授

業
日

数
な
ど
の

影
響

の
た
め
厳
し
い
と
の
こ
と
で
中

止
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
世
代
を
超
え
て
人
形
劇
を
楽
し
む
機
会
と
し
て
取
り
組
み
が
地
域
の
定
番
に
な
り
つ
つ
あ
る

事
業
で
あ
る
た
め
、
方
言
部
会
の
皆
さ
ん
と
よ
く
話
を
し
て
違
う
形
で
取
り
組
み
が
出
来
た
よ
う

に
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
の
地
域
に
関
わ
る
思
い
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
し
て
現
状
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

小
学
生
へ
の
方
言
人

形
劇
指
導

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

ふ
る
さ
と
自

然
体

験
2
0
2
0

地
区

費
継

続
3

2
0

1
0

1
,2
4
8

7
月

1
1
日

、
1
2
日

（
中

止
）

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
で
育
て
る
子
ど
も
像
を
模

索
し
、
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
を
図
る

実 施 内 容

「
学
ぶ
・
遊
ぶ
・
作
る
・
小

学
生
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
企
画
」
の
４
本
柱
で
企
画
。
小
学
生
を
対
象
と

す
る
１
泊
２
日
の
宿
泊
事
業
。
日
ご
ろ
接
す
る
機
会
が
少
な
い
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
に
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い

る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

4
/
2
8
　
小

学
校

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
公

民
館

事
前

打
合

せ
会

　
事

業
の

内
容

検
討

5
/
1
5
　
事
前
打
合
せ
会
　
事
業
の
内
容
検
討

5
/
2
2
　
打

合
せ

会
　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

本
年
度
で
７
回
目
の
開
催
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
学
ぶ
・
遊
ぶ
・
作
る
・
小
学
生
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同

企
画

す
べ

て
に
お
い
て
、
感

染
症

対
策

を
十

分
に
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
中

止
と
な
っ

た
。
ま
た
、
実

際
に
は

大
雨

に
よ
り
、
地

区
内

で
影

響
が

で
て
お
り
、
実

施
で
き
る
状

況
で
は

な
か
っ
た
が
、
事
業
の
目
的
を
確
認
・
共
有
を
し
た
こ
と
で
、
来
年
度
以
降
ど
の
よ
う
に
開
催
す
る

か
考

え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

大
人
も
子
ど
も
も
上
久
堅
の
豊
か
な
自
然
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
安
心
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
内
容

を
企
画
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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上
久
堅
公
民
館
の
事
業
報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

南
信
州
狼
煙
リ
レ
ー

地
区
費

継
続

1
3
0

3
0

1
,2
4
8

8
月
2
9
日

神
之
峰

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
郷

土
の
歴
史
や
風
物

な
ど
を

学
習

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
の
再
認
識

を
図
る

実 施 内 容

こ
の
地
域
に
数
多
く
残
る
狼
煙
台
を
見
直
し
戦
国
時
代
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
の
再
発
見
・
再

認
識
を
目
指
す
と
と
も
に
、
南
信
州
各
地
の
連
携
を
深
め
る
た

め
に
実
施
。
飯
田
下
伊
那
の
各
地
区
公
民
館
へ
も
呼
び
か
け
武
田
信
玄
狼
煙
会
と
し
て

狼
煙
上
げ
を
行
な
っ
た
。

（
実
施
内
容
）

神
之
峰
に
て
小
学
６
年
生
が
武
将
姿
で
狼
煙
に
点
火
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

小
学
生
の
代
表
に
よ
る
点
火
も
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
も
小
学
生
が
点
火
を
し
た
。
小
学
生

の
家
族
も
参
加
し
て
く
れ
、
賑
や
か
な
開
催
で
あ
っ
た
。
元
公
民
館
役
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
始

め
て
、
元

役
員

同
士

の
交

流
の

場
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

元
公
民
館
役
員
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
親
子
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
楽
し
い
内
容
を
含
め
る
こ
と

も
視

野
に
入

れ
な
が

ら
、
感

染
症

対
策

を
講

じ
た
上

で
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

上
久
堅
の
民
俗
と
村
誌

を
読
み
語
る
会

市
・
地

新
規

1
1
1

1
1

1
,2
4
8

3
月
2
4
日

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
郷

土
の
歴
史
や
風
物

な
ど
を

学
習

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
の
再
認
識

を
図
る

実 施 内 容

上
久
堅
の
民
俗
、
上
久
堅
村
誌
を
読
み
な
が
ら
、
今
の
上
久
堅
と
比
べ
て
感
じ
た
こ
と
や

気
に
な
っ
た
こ
と
を
参

加
者

同
士

で
語

る
機

会
と
す
る
。

（
実
施
内
容
）

上
久
堅
の
民
俗
、
村
誌
の
読
み
合
わ
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

あ
ま
り
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
上
久
堅
の
民
俗
、
村
誌
を
皆
で
読
ん
だ
こ
と
で
理
解
が
深
ま
っ
た
よ

う
に
感

じ
る
。
ま
た
、
参

加
者

同
士

で
話

を
し
た
こ
と
で
地

域
の

こ
と
を
考

え
る
機

会
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染

症
対

策
を
講

じ
た
上

で
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

地
区
内

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
郷

土
の
歴
史
や
風
物

な
ど
を

学
習

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
上
久
堅
の

素
晴
し
さ

の
再
認
識
・
再
発

見
を
図

る

実 施 内 容

桜
を
愛
す
る
会
、
上
久

堅
保
健
推
進
委
員
会
と
連
携
し
て
実
施
。

地
区
内
の
桜
の
名
所
を
始
め
、
上
久
堅
に
あ
る
自
然
地
形
を
活
か
し
、
各
所
に
あ
る
郷

土
学
習
資
料
を
学
び
、
地
区
を
再
発
見
し
た
り
、
地
区
を
P
R
し
た
り
す
る
機
会
と
す
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民
館
と
保
健
推
進
委
員
と
連
携
し
て
７
年
目
の
開
催
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
市
外
か
ら

の
参
加
も
多
い
事
業
で
あ
っ
た
た
め
中
止
を
決
定
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

三
遠
南
信
道
の
工
事
が
進
む
中
変
わ
り
ゆ
く
故
郷
の
景
色
を
記
憶
に
と
ど
め
る
目
的
で
始
め

た
が
、
工
事
も
一
段
落
し
た
部
分
も
あ
り
、
地
区
の
他
の
魅
力
を
知
る
事
業
と
し
て
内
容
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

十
三

の
郷

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

男
性
料
理
教
室
「
男
子

厨
房
に
入
る
」

市
・
地

継
続

-
-

-
1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
公
民
館

目 的

高
齢
者
男
性
を
対
象
に
、

料
理
の
基
本
や
栄

養
に
つ

い
て
学

び
、
食

生
活

の
改

善
を
図
る

実 施 内 容

中
高
年
、
高
齢
者
の
食
生
活
の
改
善
を
図
る
た
め
、
飯
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

上
久
堅
分
会
を
講
師
に
年
５
回
開
催
す
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年
、
季
節
の
野
菜
や
健
康
日
本
食
の
基
本
の
レ
シ
ピ
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
参
加
者
同

士
で
教
え
合
っ
た
り
工
夫
し
合
っ
た
り
す
る
姿
も
あ
り
、
地

域
に
定

着
し
て
い
る
事

業
な
の

で
、

来
年

度
の

実
施

が
見

通
せ

な
い
中

で
、
い
か

に
取
り
組

ん
で
い
く
か

が
課

題
に
感

じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

同
じ
内

容
に
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
参
加
者
の
声
も
聴
き
な
が
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
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上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

区
分

1
,2

4
8

1
0
月

2
4
日

（
中

止
）

上
久

堅
小

学
校

目 的

小
学

生
と

そ
の

親
・
一

般
を

対
象

に
、

小
学

生
の

基
本

的
な

生
活

習
慣

の
取

得
を

図
る

実 施 内 容

小
学

校
と

連
携

し
、

学
齢

期
の

子
ど

も
た

ち
が

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

、
ま

た
そ

の
親

の
悩

み
を

解
消

す
る

た
め

の
講

演
会

を
開

催
。

Ｐ
Ｔ

Ａ
と

地
域

住
民

が
学

校
や

地
域

の
こ

と
な

ど
、

共
通

の
テ

ー
マ

に
基

づ
い

て
お

互
い

の
考

え
を

語
り

合
っ

て
い

る
。

※
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

。
評 価

【
成

果
と

課
題

】
例

年
小

学
校

体
育

館
を

使
い

、
広

い
会

場
な

ら
で

は
の

講
演

会
で

好
評

で
あ

る
。

今
回

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

中
止

と
な

っ
て

し
ま

い
地

域
の

大
人

、
保

護
者

、
子

ど
も

が
一

緒
に

な
っ

て
作

業
し

た
り

発
見

し
た

り
す

る
機

会
が

出
来

な
か

っ
た

。
ま

た
、

講
演

会
後

の
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
先

生
、

地
域

の
語

る
会

も
中

止
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
来

年
度

に
つ

い
て

は
感

染
症

対
策

を
考

え
た

う
え

で
の

実
施

を
検

討
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

 上
久

堅
小

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
・
公

民
館

共
催

講
演

会
市

・
地

継
続

-
-

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

リ
サ

イ
ク

ル
業

者
の

見
学

・
学

習
会

市
・
地

新
規

1
1
4

1
4

1
,2

4
8

3
月

6
日

ナ
カ

タ
商

事

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
内

に
存

在
す

る
環

境
問

題
を

学
び

体
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

に
対

す
る

意
識

と
知

識
の

向
上

を
図

る

実 施 内 容

地
区

内
の

自
然

環
境

に
ス

ポ
ッ

ト
を

当
て

、
三

遠
南

信
自

動
車

道
の

建
設

・
国

道
２

５
６

号
の

建
設

に
伴

い
環

境
破

壊
が

進
ま

な
い

よ
う

、
自

ら
の

地
域

は
自

ら
が

守
る

と
い

う
意

識
づ

く
り

を
行

う
学

習
・
見

学
を

行
う

機
会

と
し

た
。

（
実

施
内

容
）

ナ
カ

タ
商

事
見

学
・
学

習
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
リ

サ
イ

ク
ル

業
者

を
見

学
し

、
処

分
方

法
や

処
理

の
仕

組
み

に
つ

い
て

話
を

伺
い

、
施

設
を

見
学

し
た

こ
と

で
、

正
し

い
ご

み
分

別
を

し
な

い
と

環
境

を
害

す
る

こ
と

が
実

感
で

き
た

と
の

感
想

が
あ

り
、

身
近

な
環

境
問

題
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

に
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
興

味
関

心
や

生
活

課
題

な
ど

か
ら

も
内

容
を

検
討

し
、

今
の

状
況

に
あ

わ
せ

て
継

続
実

施
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

上
久

堅
を

学
ぶ

会
市

・
地

継
続

3
7
1

2
4

1
,2

4
8

実
施

内
容

参
照

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
「
上

久
堅

村
誌

」
を

紐
解

き
な

が
ら

郷
土

の
歴

史
や

文
化

な
を

学
習

し
、

郷
土

へ
の

愛
着

と
誇

り
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

隔
月

１
回

「
上

久
堅

村
誌

」
を

中
心

と
し

た
郷

土
を

学
ぶ

会
を

開
催

。
座

学
と

現
地

を
歩

く
見

学
会

を
行

っ
た

。
今

年
度

も
上

久
堅

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
他

の
地

域
へ

出
向

い
た

学
習

会
を

行
っ

た
。

（
実

施
内

容
）

①
1
0
/
2
4
飯

田
城

（
長

姫
城

）
の

す
べ

て
　

②
1
2
/
6
“
南

山
一

揆
”
を

学
ぶ

　
③

3
/
2
1
「
超

初
級

古
文

書
学

習
」
江

戸
時

代
の

上
久

堅
（
柏

原
村

）
の

暮
ら

し
が

見
え

て
面

白
い

評 価

【
成

果
と

課
題

】
運

営
委

員
を

担
っ

て
い

る
会

員
が

当
番

制
で

自
分

自
身

が
学

び
広

め
た

い
内

容
を

計
画

し
、

実
施

し
て

い
る

。
自

主
的

に
学

び
活

動
を

進
め

る
こ

の
会

は
上

久
堅

に
と

っ
て

大
切

な
団

体
で

あ
る

の
で

公
民

館
と

し
て

今
後

と
も

支
援

、
協

力
し

て
い

き
た

い
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
裾

野
を

広
げ

て
い

く
た

め
の

支
援

と
協

力
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

「
市

内
観

劇
バ

ス
ツ

ア
ー

」
市

・
地

継
続

-
-

-
1
,2

4
8

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

飯
田

文
化

会
館

ほ
か

目 的

保
育

園
・
小

学
生

の
親

子
を

対
象

に
、

有
料

の
大

型
人

形
劇

を
観

劇
す

る
機

会
を

提
供

す
る

実 施 内 容

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
に

合
わ

せ
図

書
分

館
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

。
夏

休
み

企
画

と
し

て
休

日
開

催
の

有
料

公
演

人
形

劇
と

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
な

ど
飯

田
市

街
地

の
施

設
の

見
学

も
行

っ
て

い
る

。
※

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
例

年
、

小
学

生
は

縦
割

り
の

班
を

編
成

し
て

お
り

、
高

学
年

が
低

学
年

の
世

話
を

し
た

り
、

子
ど

も
同

士
で

声
を

掛
け

合
っ

た
り

し
て

成
長

に
つ

な
が

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る

。
ま

た
、

図
書

分
館

と
も

目
的

を
共

有
で

再
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
取

り
な

が
ら

、
子

ど
も

も
大

人
も

楽
し

め
る

事
業

と
し

て
続

け
て

い
き

た
い

。
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上
久
堅
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
の
子
ど
も
、
保
護
者
を

対
象
に
、
親
子
の
触
れ
合

い
や
世
代
間
の
交
流
を
図

る

実 施 内 容

上
久
堅
図
書
分
館
と
の
共
催
事
業
。
乳
幼
児
学
級
・
保
育
園
・
小
学
校
へ
呼
び
か
け
て

実
施

す
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

毎
年

図
書

分
館

の
方

々
と
ど
ん
な
交

流
会

に
し
た
い
か

話
し
合

い
進

め
て
い
る
。
今

回
は

コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
親
子
や
大
人
の
参
加
す
る
機
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染

症
対

策
を
考

え
た
う
え
で
、
楽

し
め
る
よ
う
な
内

容
を
図

書
館

の
方

々
と
一

緒
に
検

討
し
て

い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

冬
の
お
楽
し
み
会

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
学
習
会

市
・
地

継
続

2
2
2

1
1

1
,2
4
8

6
月
（
中
止
）

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
場

所
で
公

演
を
行

な
う
こ
と
で
、
人

形
劇

に
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
の

地
域

で
の
盛
り
上
げ
を
図
る

実 施 内 容

文
化
委
員
を
中
心
に
公
民
館
委
員
全
員
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
地
区
で
行
う
人
形
劇
フ
ェ

ス
タ
に
ど
う
臨

む
の

か
、
フ
ェ
ス
タ
の

お
も
し
ろ
さ
、
意

義
な
ど
伝

え
る
こ
と
を
目

的
に
開

催
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

4
/
1
6
　
文

化
委

員
会

　
事
業
の
内
容
検
討

7
/
2
1
　
文

化
委

員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区
公
演
の
大
切
さ
、
学
校
人
形
劇
に
関
わ
る
子
ど
も
た
ち
の
変
化
や
そ
の
後
な
ど
伺
い
、
新

た
な
フ
ェ
ス
タ
や

地
区

公
演

の
見

方
が

で
き
る
内

容
で
あ
っ
た
た
め
、
中
止
し
た
こ
と
は
非
常
に

残
念

で
あ
る
。
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
が

中
止

と
な
っ
て
も
、
学
習
会
は
フ
ェ
ス
タ
の
理
解
の
た
め
実

施
す
る
こ
と
が
大
事
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
は
、
役
員
交
代
も
あ
り
、
今
年
度
フ
ェ
ス
タ
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
学
習
会

を
早
め
に
実
施
し
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
た
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
上

久
堅

地
区

公
演

市
・
地

継
続

1
1
1

1
1

1
,2
4
8

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

上
久

堅
公

民
館

ほ
か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
場

所
で
公

演
を
行

な
う
こ
と
で
、
人

形
劇

に
親

し
む
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
の

地
域

で
の
盛
り
上
げ
を
図
る

実 施 内 容

実
行
委
員
会
を
、
保
育
園
保
護
者
会
・
分
館
で
組
織
し
、
各
場
所
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
い

い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
を
地

区
か

ら
盛

り
上

げ
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

4
/
1
6
　
文

化
委

員
会

　
事
業
の
運
営
検
討

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区

公
演

の
意

味
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
中

で
、
身

近
な
場

所
で
人

形
劇

を
楽

し
め
る
こ
と

や
劇
団
と
の
交
流
の
中
で
地
域
の
良
さ
に
気
付
け
る
こ
と
な
ど
魅
力
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

一
緒
に
フ
ェ
ス
タ
を
取
り
組
み
た
い
方
へ
の
声
か
け
も
し
て
、
新
し
い
方
た
ち
で
公
演
を
持
て
る

よ
う
に
継

続
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

上
久
堅
う
た
の
祭
典

地
区
費

継
続

2
2
2

1
1

1
,2
4
8

1
1
月
2
2
日
（
中
止
）

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

参
加

で
き
、
歌

を
通

じ
て
空

間
を
一
緒
に
楽
し
む
多
世

代
交
流
を
図
る

実 施 内 容

歌
に
興
味
が
あ
る
個
人

か
ら
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
、
互
い
の
歌
を
楽
し
む
。
歌
を
通
じ
て

地
域
の
一
体
感
や
地
域
の
絆
を
深
め
る
機
会
、
ま
た
歌
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
機

会
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
内

容
を
組

み
立

て
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

8
/
1
8
　
文

化
委

員
会

　
事
業
の
内
容
検
討

1
0
/
1
2
　
文
化
委
員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区
民
が
自
分
達
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
歌
で
楽
し
み
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
４
年
前
に
始

め
た
事
業
で
あ
る
。
文
化
委
員
が
自
ら
声
か
け
を
し
て
出
演
を
依
頼
し
た
り
、
こ
の
日
の
た
め
に

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
と
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、
感
染
症
対
策
が
完
全

に
で
き
な
い
こ
と
や
、
高
齢
の
方
も
多
く
参
加
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
止
を
決
定
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

対
策

を
検

討
し
な
が

ら
、
実

施
で
き
る
よ
う
、
協

議
し
て
い
き
た
い
。
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上
久

堅
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
久

堅
を

知
る

市
・
地

継
続

1
3
1

3
1

1
,2

4
8

9
月

6
日

神
之

峰

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

財
産

、
継

承
し

た
い

も
の

に
つ

い
て

関
心

を
高

め
る

こ
と

を
図

る

実 施 内 容

上
久

堅
の

シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
神

之
峰

と
知

久
氏

に
つ

い
て

、
現

地
学

習
を

行
っ

た
。

ま
た

、
現

地
ま

で
は

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

で
向

か
う

グ
ル

ー
プ

も
設

け
、

運
動

不
足

解
消

と
住

民
同

士
の

交
流

も
含

め
て

の
内

容
と

な
っ

た
。

（
実

施
内

容
）

題
名

：
神

之
峰

と
知

久
氏

の
歴

史

評 価

【
成

果
と

課
題

】
知

っ
て

い
る

よ
う

で
実

は
知

ら
な

い
地

区
の

歴
史

と
し

て
、

今
回

は
神

之
峰

を
現

地
学

習
し

た
。

参
加

さ
れ

た
方

か
ら

も
大

変
好

評
な

意
見

が
多

か
っ

た
。

ま
た

、
現

地
学

習
と

い
っ

た
点

か
ら

も
感

染
症

対
策

を
考

え
た

結
果

で
あ

り
、

現
状

に
合

わ
せ

た
取

り
組

み
方

法
が

で
き

た
よ

う
に

感
じ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
様

々
な

側
面

で
学

習
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
き

、
学

習
方

法
も

現
地

学
習

と
い

っ
た

方
法

も
今

回
の

内
容

を
踏

ま
え

て
継

続
し

て
検

討
し

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

下
栗

ふ
れ

あ
い

祭
り

へ
の

参
加

地
区

費
継

続
-

-
-

1
,2

4
8

1
1
月

1
日

（
中

止
）

上
村

下
栗

地
区

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

区
特

産
品

の
掘

り
起

こ
し

と
他

地
区

と
の

交
流

や
情

報
交

換
を

目
的

と
す

る

実 施 内 容

隔
年

で
参

加
し

今
年

で
７

回
目

の
参

加
。

地
区

文
化

祭
の

未
開

催
年

に
、

特
産

品
の

掘
り

起
こ

し
や

住
民

交
流

、
情

報
交

換
を

目
的

と
し

て
、

上
村

下
栗

地
区

の
下

栗
ふ

れ
あ

い
祭

り
に

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
上

久
堅

の
特

産
品

を
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

る
。

※
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
例

年
、

生
産

者
も

一
緒

に
参

加
し

て
も

ら
う

よ
う

依
頼

も
し

て
お

り
、

多
く
の

地
区

特
産

物
が

集
ま

り
販

売
し

て
い

る
。

上
村

下
栗

地
区

と
は

峠
を

は
さ

ん
だ

交
流

を
毎

年
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
、

生
産

者
に

と
っ

て
も

役
員

に
と

っ
て

も
良

い
刺

激
を

受
け

る
機

会
で

も
あ

る
た

め
、

中
止

と
な

り
残

念
で

あ
る

が
、

目
的

を
再

確
認

す
る

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
も

継
続

し
て

交
流

を
深

め
、

魅
力

あ
る

地
域

づ
く
り

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。

1
2

1
月

1
0
日

（
延

期
）

上
久

堅
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

自
分

の
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
地

区
全

体
で

新
成

人
を

お
祝

い
し

交
流

を
図

る

実 施 内 容

新
成

人
代

表
と

文
化

委
員

を
中

心
に

実
行

委
員

を
組

織
し

、
地

域
の

方
の

協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

内
容

を
検

討
、

実
施

し
た

。
・
成

人
式

実
行

委
員

会
を

開
催

し
、

成
人

式
式

典
・
祝

賀
会

の
企

画
、

準
備

・
成

人
式

実
行

委
員

に
よ

る
地

域
学

習
の

実
施

　
テ

ー
マ

：
新

成
人

が
上

久
堅

の
こ

と
を

話
し

て
み

た
※

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

成
人

式
は

令
和

３
年

８
月

以
降

に
延

期
。

【
検

討
経

過
】

8
/
1
8
　

成
人

式
実

行
委

員
会

9
/
2
6
　

成
人

式
実

行
委

員
会

1
1
/
2
1
　

地
域

学
習

1
2
/
2
6
　

成
人

式
実

行
委

員
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
全

員
が

安
心

し
て

参
加

し
お

祝
い

で
き

る
成

人
式

を
目

指
し

た
。

文
化

委
員

も
多

く
参

加
い

た
だ

き
な

が
ら

検
討

を
重

ね
、

コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

、
リ

モ
ー

ト
参

加
も

で
き

る
よ

う
準

備
を

し
た

。
地

域
と

し
て

新
成

人
の

や
り

た
い

こ
と

を
応

援
、

協
力

を
し

た
い

と
思

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

よ
う

に
感

じ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
今

後
も

内
容

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

成
人

式
が

8
月

以
降

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
改

め
て

新
成

人
と

の
関

り
を

大
事

に
地

域
学

習
等

で
、

地
域

の
魅

力
や

地
元

の
温

か
さ

に
触

れ
る

こ
と

の
で

き
る

機
会

を
考

え
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

 上
久

堅
地

区
成

人
式

市
・
地

継
続

4
4
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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№
6

区
分

区
分

区
分

1
,2
4
8

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

農
村
広
場

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
住

民
の
運
動
不
足
解

消
と
住

民
同
士
の
交
流
と
親
睦
を

図
る

実 施 内 容

上
久
堅
公
民
館
事
業
の
中
で
最
も
参
加
者
が
多
く
、
住
民
同
士
の
交
流
と
親
睦
と
い
う

目
的

に
お
い
て
と
て
も
有

意
義

な
事

業
で
あ
る
。
総

合
優

勝
を
廃

止
し
て
い
る
が

分
館

対
抗

種
目

は
残

し
、
そ
れ

ぞ
れ

で
順

位
付

け
を
行

い
表

彰
し
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

6
/
9
　
正

副
委

員
長

会
　
事
業
の
運
営
検
討

7
/
1
　
企

画
委

員
会

　
事
業
の
内
容
検
討

8
/
1
9
　
企

画
委

員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
の
実
施
に
つ
い
て
、
体
育
委
員
会
で
も
企
画
委
員
会
で
も
検
討
し

た
。
参
加
者
が
多
く
集
ま
り
交
流
す
る
事
、
競
技
性
も
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て
確

認
し
共

有
し
た
う
え
で
、
実

施
出

来
る
状

況
で
は

な
い
と
判

断
を
し
て
中

止
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
に
つ
い
て
も
感
染
症
対
策
を
考
え
た
う
え
で
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。
競
技
方
法
や

内
容

の
変

更
な
ど
も
視

野
に
入

れ
、
実

施
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

上
久
堅
地
区
運
動
会

地
区
費

継
続

3
4
4

1
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,2
4
8

1
1
月
1
5
日
～
1
1
月
2
2
日

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
日

頃
の
活
動
の
成
果

発
表
の

機
会
を
提
供
し
、
地
域
住

民
同
士
の
親
睦
・
交
流
を

図
る

実 施 内 容

地
区

内
の

サ
ー
ク
ル

・
個

人
と
連

携
し
て
隔

年
で
開

催
し
て
い
る
。

地
区

内
で
活

躍
す
る
様

々
な
団

体
・
個

人
が

活
躍

で
き
る
場

を
提

供
し
、
地

域
の

文
化

度
を
よ
り
一
層
高
め
る
機
会
と
し
た
。
地
区
内
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
作
品
の

披
露

も
兼

ね
て
い
る
。

（
開
催
概
要
）

展
示

：
2
0
者

　
出

展
数

：
約

2
0
0
点

評 価

【
成
果
と
課
題
】

多
く
の
住
民
に
文
化
展
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
催
期
間
を
1
週
間
と
し
て
い
る
。
公
民

館
で
活

動
し
て
い
る
団

体
の

作
品

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や

学
級

講
座

の
展

示
も
増

え
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
来
場
者
も
例
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
か
ら
も
、
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
が

多
い
内

容
で
あ
る
こ
と
が

伺
え
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

文
化
展
の
た
め
に
楽
し
み
に
作
品
を
制
作
し
て
い
る
と
い
う
声
を
き
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
思
考

を
こ
ら
し
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
企
画
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

上
久
堅
地
区
文
化
展

地
区
費

継
続

1
4
0
0

4
0
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
区
費

継
続

5
7
2

1
8

1
,2
4
8

2
月
7
日
（
中
止
）

上
久
堅
小
学
校

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
冬

季
の
運
動
不
足
解

消
と
住

民
同
士
の
交
流
と
親
睦
を

図
る

実 施 内 容

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会
を
分
館
対
抗

で
行

う
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

1
0
/
2
　
体

育
委

員
会

　
事
業
の
運
営
検
討

1
1
/
4
　
体

育
委

員
会

　
事
業
の
内
容
検
討

1
1
/
2
5
　
企
画
委
員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

1
2
/
2
　
体

育
委

員
会

　
代
替
事
業
の
内
容
検
討

1
2
/
5
　
企

画
委

員
会

　
代
替
事
業
の
内
容
検
討

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
バ

レ
ー
は

、
運

動
が

苦
手

な
人

で
も
楽

し
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、
普

段
の

ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
は

顔
を
見

か
け
な
い
方

の
参

加
も
あ
り
好

評
で
あ
る
が

、
室

内
競
技
で
あ
る
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
代
替
事
業
と
し
て
、
来
季
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
検

討
し
た
が
、
開
催
直
前
に
飯
田
市
の
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
に
伴
い
こ
ち
ら
も
中
止
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

冬
季
の
運
動
不
足
解
消
と
と
も
に
地
域
の
輪
の
広
が
り
を
感
じ
る
事
業
で
あ
る
の
で
、
引
き
続

き
継
続
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
代
替
事
業
と
し
て
実
施
予
定
だ
っ
た
内
容
も
、
競
技

の
一

部
に
加

え
る
な
ど
検

討
し
て
い
く
。
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№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

1
,2
4
8

6
月
7
日
（
中
止
）

上
久
堅
小
学
校

目 的

地
区
内
女
性
一
般

を
対
象

に
、
女

性
の

ス
ポ
ー
ツ
活

動
促
進
と
女
性
同

士
の
親

睦
を
図
る

実 施 内 容

女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
促
進
と
女
性
同
士
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
て
い
る
。
各
分
館
１
チ
ー
ム
ず
つ
出
し
合
っ
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

4
/
8
　
体

育
委

員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年

、
大

勢
の

女
性

の
皆

さ
ん
が

参
加

し
て
く
れ

る
事

業
と
な
っ
て
い
る
が

、
子

育
て
世

代
の

方
も
多
く
、
中
止
と
な
っ
た
。
代
替
事
業
と
し
て
健
康
増
進
や
交
流
の
機
会
の
検
討
も
必
要
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

交
流

の
機

会
が

減
少

し
て
い
る
こ
と
に
も
着

目
し
て
、
現

状
で
出

来
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館

対
抗

女
性

ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
1
2

1
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,2
4
8

8
月
2
3
日
（
中
止
）

農
村
広
場

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
促
進
と
親
睦

を
図
る

実 施 内 容

各
分
館
で
１
～
２
チ
ー
ム
出
し
、
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
行
っ
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

6
/
9
　
正

副
委

員
長

会
　
事
業
の
内
容
検
討

7
/
1
　
企

画
委

員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

試
合
に
出
る
人
以
外
に
も
応
援
し
に
観
戦
す
る
人
が
多
い
行
事
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
で
は
対

策
を
し
て
実
施
瑠
う
こ
と
が
難
し
い
と
判
断
し
中
止
と
な
っ
た
。
多
く
の
住
民
が
選
手
と
し
て
参
加

で
き
、
ま
た
こ
の

大
会

は
中

学
生

か
ら
7
0
代
ま
で
が

幅
広

く
参

加
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
多

世
代

交
流

の
機

会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
確

認
し
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
を
活
か
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
機
会
に
し
た
い
の
か
目
的
を
し
っ
か
り
持
ち
検

討
し
た
い
。対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

2
2
6

1
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
「
か
み
ひ
さ
か
た
」
発
行

地
区
費

継
続

1
2

1
2
0

1
0

1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
公
民
館

目 的

広
報
委
員
会
を
中
心
に
、

地
域
の
情
報
発
信

、
課
題

提
起
、
将
来
へ
の
記
録
等

を
図
る

実 施 内 容

公
民
館
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
頃
の
地
域
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
く

発
信
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

（
実
施
内
容
）

・
紙

面
発

行
　
発

行
数

：
３
回
（
６
月

、
1
1
月

、
２
月

）
、
発

行
部

数
：
6
5
0
部

評 価

【
成
果
と
課
題
】

広
報

委
員

会
が

分
担

し
取

材
な
ど
全

員
で
関

わ
り
、
読

み
や

す
い
紙

面
、
読

ん
で
楽

し
い
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
た
。
今
年
度
は
、
３
回
の
発
行
で
あ
っ
た
が
様
々
な
企
画
を
行
い
、
読
者
か
ら

も
好
評
で
あ
っ
た
。
今
後
も
館
報
の
意
味
を
大
切
に
し
て
、
上
久
堅
の
人
の
顔
・
存
在
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
は
４
回
の
発
行
を
目
指
し
て
、
内
容
を
拡
充
し
て
く
。

3
5

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
公
民
館

目 的

全
国
各
地
の
上
久

堅
出
身

者
を
対
象
に
館
報

を
郵
送

し
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の

情
報
を
知
っ
て
も
ら
う

実 施 内 容

東
京
神
峰
会
の
方
を
中
心
に
呼
び
か
け
、
生
ま
れ
育
っ
た
上
久
堅
が
今
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
上
久
堅
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
様
々
な
地
区
内
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
き
た
。

発
送
：
年
３
回
（
館
報
「
か
み
ひ
さ
か
た
」
に
準
じ
る
）

登
録

者
：
3
5
名

（
令

和
２
年

現
在

）
評 価

【
成
果
と
課
題
】

毎
回
発
送
さ
れ
て
く
る
の
を
楽
し
み
さ
れ
る
方
も
多
く
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
神
峰
会
を
対
象
に
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
る
が
、
地
区
外
へ
出

て
い
る
出
身
者
の
登
録
も
増
え
て
き
た
。
新
規
購
読
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
み
も
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
新
規
購
読
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組
み
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
発
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
区
費

継
続

3
1
0
5

3
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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堅
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事
業
報
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№
8

区
分

区
分

区
分

区
分

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

上
久
堅
写
真
展

地
区
費

継
続

1
2
0
0

2
0
0

1
,2
4
8

1
1
月
1
5
日
～
1
1
月
2
2
日

上
久
堅
公
民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
の
魅
力
再
発
見

・
再
認

識
に
よ
る
ふ

る
さ
と
意

識
向

上
を
目
指
す

実 施 内 容

文
化
展
に
合
わ
せ
て
実
施
。
昔
の
上
久
堅
の
様
子
や
満
蒙
開
拓
の
写
真
も
展
示
し
た
。

テ
ー
マ
：
満

蒙
開

拓
時

の
貴

重
な
写

真
の

展
示

、
昭

和
の

上
久

堅
で
営

ま
れ

た
暮

ら
し

の
展
示

評 価

【
成
果
と
課
題
】

今
年
度
は
応
募
者
を
募
ら
ず
、
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
り
で
写
真
を
展
示
し
た
。
ま

た
、
満
蒙
開
拓
の
写
真
を
展
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。
昔
の
写
真
を

展
示

し
た
こ
と
に
よ
り
、
上

久
堅

の
今

と
を
比

べ
て
考

え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

写
真
展
の
在
り
方
を
考
え
る
と
と
も
に
写
真
展
が
上
久
堅
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
機
会
と
し
て
来
年
は
実

施
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
て
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
編
集
学
習
会

市
・
地

継
続

1
1
0

1
0

1
0

3
月
3
0
日

上
久
堅
公
民
館

目 的

広
報
委
員
を
対
象
に
、
基

本
的
な
文
章
の
書
き
方
を

軸
に
、
写

真
撮

影
、
取

材
方
法
、
割
付
方
法
な
ど
の

基
本
的
な
技
術
の
向
上
を

図
る

実 施 内 容

広
報
委
員
の
館
報
作
成
技
術
向
上
の
た
め
に
、
新
聞
を
作
る
上
で
の
基
本
的
な
部
分
を

中
心
に
学
習
し
、
館
報
づ
く
り
に
活
か
す
学
習
会
を
行
っ
た
。

内
容
：
館
報
か
み
ひ
さ
か

た
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
館
報
か
み
ひ
さ
か
た
の
編
集
の
流
れ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

今
年
度
も
引
く
続
き
、
新
旧
広
報
委
員
が
集
い
紙
面
づ
く
り
の
基
礎
に
つ
い
て
学
習
を
行
っ
た
。

地
域
に
根
差
す
館
報
づ
く
り
の
為
に
委
員
相
互
の
研
修
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

委
員
相
互
の
研
修
の
機
会
と
し
て
学
習
会
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

世
代
交
流
し
め
縄
飾
り
講
習
会

市
・
地

継
続

2
2
9

2
0

1
,2
4
8

1
2
月
1
3
日

小
野
子
大
昭
館
ほ
か

目 的

地
区
住
民
（
特
に
子
ど
も
と

高
齢
者
）
を
対
象
に
、
大
切

な
伝
統
文
化
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
継
承
と
世

代
間
交

流
を
図
る

実 施 内 容

地
域
の
高
齢
者
を
講
師
に
迎
え
開
催
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
共
催
事
業
で
も
あ
り
、
小
学

生
の
親
子
が
参
加
者
の
中
心
で
あ
る
。
今
年
度
は
２
分
館
で
行
わ
れ
た
。

（
実
施
内
容
）

1
2
/
1
3
　
５
分
館
、
６
分

館
評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区
の
役
員
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
の
参
加
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
代
が

藁
に
触
れ
て
し
め
飾
り
を
作
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
多

世
代

交
流

に
加

え
て
地

域
の

伝
統

文
化

継
承

の
機

会
に
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
各
分
館
へ
開
催
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

分
館
自
主
活
動

市
・
地

継
続

2
3
2

1
8

1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

各
区
集
会
所
等

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
身

近
な
問

題
に
つ
い
て
身

近
な
場

所
で
取

り
組

む
こ
と
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
知

識
・
意
識
向
上
や

地
域
住

民
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

最
も
身
近
な
分
館
を
利
用
し
て
、
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
分
館
１

回
以
上
行
う
。
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
各
分
館
が
主
体
的
に
担
い
、
分
館
活
動
活
性
化

に
努
め
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

4
/
2
2
　
企

画
委

員
会

　
事
業
の
内
容
検
討

2
/
1
0
　
企

画
委

員
会

　
事
業
の
中
止
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年

、
ス
ポ
ー
ツ
や

伝
統

的
な
遊

び
な
ど
そ
れ

ぞ
れ

の
集

落
の

特
徴

や
住

民
の

興
味

関
心

に
沿
っ
た
分
館
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
地
域
に
と
っ
て
必

要
な
内

容
を
身

近
な
分

館
単

位
で

企
画

、
実

施
す
る
意

味
を
改

め
て
考

え
る
機

会
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
一
度
、
興
味
関
心
や
生
活
課
題
か
ら
内
容
を
検
討
し
、
今
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
地
域
の
さ
ら

な
る
活

性
化

と
な
る
よ
う
推

進
し
て
い
き
た
い
。
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報
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№
9

区
分

区
分

区
分

9
2

5
月
1
6
日
（
中
止
）

竜
東
中
学
校

目 的

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
中

学
校
区
の
交
流
球

技
大
会

を
実
施
。
次
年
度
入
学
予

定
の
小
学
生
と
の

交
流
を

図
る

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を
受

け
中

止
。

【
検
討
経
過
】

4
月

1
6
日

　
4
/
2
7
に
行

わ
れ

る
会
議
を
前
に
、
竜
東
中
学
校
教
務
主
任
の
先
生
と
協
議
。

感
染
状
況
や
施
設
閉
鎖
の
状
況
か
ら
、
今
年
度
の
大
会
中
止
を
決
定
し
た
。

評 価

【
成
果

と
課
題
】

竜
東
中

学
校
、
竜
東
中
学
校
区
小
学
校
、
上
久
堅
・
千
代
・
龍
江
公
民
館
が
主
催
と
な
っ
て
開

催
。
地
域
の
縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
チ
ー
ム
作
り
を
行
い
、
小
学
生
が
中
学
校
の
様
子
を
知

る
機
会
と
し
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年

度
に
つ
い
て
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を
受

け
、
や

む
な
く
中

止
と
判

断
し
た
。
事
業
自
体
は
、
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
も
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
を
軸
と
し
た

地
域
間

の
交
流
機
会
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

竜
東

中
学

校
地

区
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

第
2
8
回
　
ひ
さ
か
た
の
火
ま
つ
り

他
会
計

継
続

3
1
8

6
1
,2
4
8

8
月
1
5
日
（
中
止
）

北
田
遺
跡
公
園
ほ
か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
手

作
り
の
お
祭
り
を
作
り
上
げ

な
が
ら
交
流
を
深
め
と
と
と

も
に
、
地
域
の
宝

で
あ
る
北

田
遺
跡
の
活
用
を
図
る

実 施 内 容

ひ
さ
か
た
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
の
祭
り
を
組
織
的
に
支
援
し
て
い
る
。
上
久
堅

公
民
館
は
文
化
委
員
会
を
中
心
に
子
ど
も
の
健
全
育
成
、
住
民
交
流
、
北
田
遺
跡
公
園

の
利

活
用

を
目

指
し
、
第

１
部

火
お
こ
し
セ
レ
モ
二
ー
に
お
い
て
、
竹

細
工

教
室

・
火

お
こ

し
体
験
・
火
種
作
り
大
会
を
行
い
な
が
ら
、
昔
の
生
活
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
経
過
】

5
/
7
　
三

役
会

　
事

業
の

中
止

決
定

9
/
2
3
　
三

役
会

　
次
年
度
の
検
討

1
1
/
5
　
三

役
会

　
次
年
度
の
検
討

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年
火
種
作
り
大
会
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
文
化
委
員
も
事
前

に
火
お
こ
し
の

研
修

を
し
て
お
り
、
積

極
的

に
関

っ
て
い
る
事

業
で
あ
る
。
し
か

し
、
火

ま
つ
り
へ

の
開
催
が
来
年
も
不
透
明
な
部
分
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
し
て
い
く
か
が
課
題
て
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

火
ま
つ
り
の

目
的

や
意

味
を
改

め
て
考

え
、
内

容
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
、
総
合
学
習
の
支
援

市
・
地

継
続

9
1
6
8

2
9

1
,2
4
8

実
施
内
容
参
照

上
久
堅
小
学
校
ほ
か

目 的

小
学
生
を
対
象
に
、
地
域

の
人
と
つ
な
が
り
様
々
な

文
化
を
学
習
す
る
こ
と
で
、

郷
土
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
こ
れ
か
ら
の

生
活
へ

活
か
す
取
り
組
み
と
す
る

実 施 内 容

年
度
当
初
に
小
学
校
と
打
合
せ
を
行
い
、
小
学
校
の
活
動
を
支
え
ら
れ
る
人
材
の
情
報

提
供
、
依
頼
、
そ
の
他
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
た
。
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て

る
環

境
作

り
の

一
助

と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

（
実
施
内
容
）

・
ク
ラ
ブ
講

師
支

援
（
６
月

、
９
月

、
1
0
月
）
…
ス
ポ
ー
ツ
、
写

真
、
木

工
、
生

け
花

・
総
合
学
習
の
支
援
…
３
年
生
方
言
人
形
劇
の
指
導
と
交
流
（
中
止
）
、
５
年
生
米
作
り

へ
の
支
援
（
５
月
～
1
2
月
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
募
集
は
公
募
で
行
う
が
、
公
民
館
か
ら
は
社
会
教
育
関
係
団
体
を
中
心

に
声
を
掛
け
４
組
の
地
域
の
方
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
１
年
で
３
回
継
続
し
た
活
動
に
取
組
み
、

地
域
の
方
の
協
力
に
多
種
多
様
な
も
の
が
開
講
で
き
地
域
の
力
を
感
じ
た
。
学
習
支
援
に
は

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
小
野
子
人
参
ク
ラ
ブ
他
の
皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
い
た
。
人
形
方
言
劇
は
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

、
支

援
だ
け
で
な
い
郷

土
学

習
の

機
会

に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再

確
認
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
後
も
多
く
の
地
域
の
方
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

1
,6

2
8

1
2
月

1
3
日

(中
止

）
千

代
公

民
館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
他

地
域

で
の

地
域

づ
く
り

を
学

ぶ
機

会
を

通
じ

、
自

地
区

の
こ

れ
か

ら
の

在
り

方
を

み
ん

な
で

考
え

る
意

識
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
地

域
づ

く
り

を
学

び
こ

れ
か

ら
の

自
地

区
の

在
り

方
を

考
え

る
機

会
と

し
て

企
画

検
討

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

、
具

体
的

な
調

整
に

至
ら

ず
中

止
と

な
っ

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
公

民
館

の
取

り
組

み
や

、
地

域
の

自
治

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

し
て

検
討

し
て

い
た

が
、

具
体

的
な

企
画

に
至

ら
な

か
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
で

の
活

動
に

や
り

が
い

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

け
る

よ
う

、
次

年
度

実
施

で
き

る
よ

う
検

討
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

地
域

づ
く
り

講
演

会
市

・
地

継
続

0
0

0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

子
育

て
世

代
親

子
を

対
象

に
、

地
域

と
の

繋
が

り
を

つ
く
る

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を

受
け

中
止

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
の

方
と

協
力

し
て

実
施

を
試

み
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
か

ら
飲

食
を

伴
う

事
業

の
組

み
立

て
が

難
し

く
、

本
年

度
は

中
止

と
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
料

理
作

り
を

通
し

て
世

代
間

交
流

が
で

き
る

機
会

で
あ

る
こ

と
、

親
と

地
域

と
が

つ
な

が
る

機
会

と
な

る
こ

と
か

ら
、

事
業

効
果

は
高

い
と

思
わ

れ
る

。
次

年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

は
続

く
と

み
ら

れ
る

た
め

、
実

施
方

法
等

に
つ

い
て

検
討

し
な

が
ら

も
、

実
施

可
能

性
を

探
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

親
子

料
理

教
室

市
・
地

継
続

0
0

0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
6
0

1
2
月

6
日

(中
止

）
千

代
公

民
館

1
,6

2
8

7
月

5
日

(中
止

）
千

代
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

多
様

な
人

権
問

題
を

理
解

す
る

意
識

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

人
権

を
テ

ー
マ

と
し

た
学

習
の

機
会

と
し

て
企

画
検

討
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、

具
体

的
な

調
整

が
つ

け
ら

れ
ず

中
止

と
な

っ
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
人

権
を

テ
ー

マ
に

し
た

学
習

機
会

と
し

て
、

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

福
祉

に
関

わ
る

学
習

等
を

検
討

し
て

い
た

が
、

実
施

に
至

ら
な

か
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
本

年
度

は
上

記
の

と
お

り
実

施
に

至
ら

な
か

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
や

社
会

情
勢

か
ら

人
権

に
対

す
る

学
習

の
必

要
性

は
高

ま
っ

て
お

り
、

次
年

度
は

実
施

で
き

る
形

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

学 級 ・ 講 座

人
権

学
習

講
演

会
市

費
新

規
0

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

０
～

３
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

体
を

動
か

し
て

遊
ぶ

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

事
、

親
同

士
の

仲
間

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

○
共

催
：
保

健
課

、
保

育
園

　
／

　
講

師
：
小

木
曽

嘉
子

さ
ん

（
保

育
士

）
○

内
容

：
①

6
/
2
3
開

講
式

　
②

7
/
7
七

夕
か

ざ
り

作
り

　
③

7
/
2
8
噴

水
あ

そ
び

④
9
/
1
6
風

船
あ

そ
び

　
⑤

9
/
2
9
地

域
を

知
ろ

う
（
ふ

れ
あ

い
農

園
お

お
た

・
太

田
い

く
子

さ
ん

）
⑥

1
0
/
1
3
動

物
園

へ
行

こ
う

　
⑦

1
0
/
2
7
お

し
ゃ

べ
り

タ
イ

ム
　

⑧
1
1
/
4
お

も
ち

ゃ
づ

く
り

⑨
1
1
/
2
5
お

医
者

さ
ん

に
聞

い
て

み
よ

う
(講

師
：
健

和
会

病
院

 和
田

院
長

）
⑩

1
2
/
6
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
イ

（
ク

リ
ス

マ
ス

か
ざ

り
作

り
）

⑪
1
2
/
1
7
く
る

く
る

凧
づ

く
り

　
⑫

2
/
1
6
お

し
ゃ

べ
り

タ
イ

ム
　

⑬
3
/
1
0
閉

講
式

※
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
を

受
け

、
中

止
が

5
回

、
延

期
や

計
画

変
更

が
6
回

に
上

っ
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
イ

を
土

曜
日

に
行

い
、

家
族

の
方

や
保

育
園

に
通

っ
て

い
る

方
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
、

母
親

だ
け

で
な

い
家

族
間

の
つ

な
が

り
を

作
る

機
会

と
な

っ
た

。
地

域
を

知
ろ

う
の

会
で

は
、

ふ
れ

あ
い

農
園

お
お

た
で

五
平

餅
づ

く
り

を
行

い
、

そ
の

場
で

食
べ

る
こ

と
こ

そ
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

、
コ

ロ
ナ

禍
で

数
少

な
い

食
育

体
験

と
な

っ
た

。
ま

た
、

太
田

さ
ん

か
ら

も
「
今

年
度

初
め

て
若

い
方

と
話

が
で

き
る

機
会

に
な

っ
た

」
と

言
っ

て
い

た
だ

け
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
で

家
に

こ
も

り
が

ち
な

家
庭

も
見

ら
れ

、
地

域
で

の
子

育
て

を
通

じ
た

繋
が

り
作

り
に

な
っ

た
。

次
年

度
も

保
育

園
や

他
機

関
、

地
域

の
方

等
と

連
携

し
、

学
級

運
営

を
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ち
よ

っ
子

ク
ラ

ブ
（
０

～
３

歳
児

学
級

）
市

・
地

継
続

1
3

1
7
5

1
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

5
5

実
施

内
容

参
照

千
代

公
民

館
ほ

か
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千
代
公
民
館
の
事
業
報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

目 的

一
般
を
対
象
に
、
山
の
古

道
を
通
じ
て
、
歴
史
や
自
然

に
触
れ
て
も
ら
う

実 施 内 容

文
化
委
員
会
と
万
古
渓
谷
会
を
中
心
と
し
、
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
た
千
代
峠
(旧

千
遠
線
）
の
整
備
と
、
そ
の
後
の
活
用
を
検
討
し
て
き
た
。
本
年
度
は
業
者
（
カ
リ
ス
）
と
と

も
に
整
備
に
向
け
た
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

業
者
か
ら
の
見
積
も
り
を
経
て
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
申
請
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
整

備
箇

所
ま
で
重

機
を
乗

り
入

れ
る
こ
と
が

困
難

な
た
め
受

注
困

難
と
の

回
答

あ
り
。
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
申
請
は
見
送
り
、
定
期
的
に
調
査
を
し
な
が
ら
整
備
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
検
討
経
過
】

5
/
3
0
　
千
代
峠
整
備
調

査
7
/
2
9
　
千
代
峠
整
備
打

ち
合
わ
せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

歴
史
的
・
文
化
的
に
価
値
の
あ
る
千
代
峠
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
歩
い
て
も
ら
え
る
よ
う
整
備
を

検
討
し
た
が
、
業
者
を
交
え
た
大
規
模
な
修
繕
は
見
送
る
結
果
と
な
っ
た
。
千
代
峠
交
流
会
を

現
地

で
行

わ
な
く
な
っ
て
以

降
、
旧

千
遠

線
の

荒
廃

が
進

ん
で
お
り
、
定

期
的

な
手

入
れ

が
必

要
な
こ
と
を
共

通
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

大
規
模
な
修
繕
は
難
し
い
も
の
の
、
有
志
で
の
定
期
的
な
調
査
・
小
規
模
修
繕
は
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
整
備
さ
れ
た
古
道
の
維
持
管
理
や
活
用
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
林
道
千
遠
線
の
開
通
も
近
く
、
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
も
考
慮
し
て
整
備
を
考
え

て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

千
代
峠
(旧

千
遠
線
）
整
備
事
業

他
会
計

新
規

2
1
3

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

-
実
施
内
容
参
照

千
代
峠
（
旧
千
遠
線
）

2
,9
1
0

1
1
月
3
日

千
代
地
区

目 的

一
般
を
対
象
に
、
山
の
古

道
を
歩
き
、
自
然

と
歴
史
に

触
れ
る

実 施 内 容

平
成
2
8
年
度
ま
で
は
大

正
～
昭
和
の
初
期
に
馬
道
と
し
て
栄
え
た
、
千
代
と
南
信
濃
木

沢
を
結
ぶ
「
旧
千
遠
線
」
を
歩
く
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
道
が
寸
断
さ
れ
整
備
で

き
て
い
な
い
個

所
な
ど
も
あ
り
、
平

成
2
9
年

度
よ
り
隔

年
で
互

い
の

地
区

へ
出

向
き
、
そ

の
地

域
を
学

ぶ
会

と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

本
年
度
は
千
代
地
区
周
辺
（
下
村
広
場
、
龍
東
道
遊
歩
道
、
そ
ら
さ
ん
ぽ
）
を
散
策
し
、

そ
の
後
、
懇
親
会
を
行
っ
た
。

講
師
：
原
知
冨
美
さ
ん
(天

龍
峡
案
内
人
）

【
検
討
経
過
】

6
/
2
4
　
文

化
委

員
会

9
/
2
　
文

化
委

員
会

9
/
2
7
　
現

地
下

見
（
下
村
地
区
周
辺
）

1
0
/
7
　
文

化
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

本
年
度
は
、
令
和
元
年
に
開
通
し
た
そ
ら
さ
ん
ぽ
や
、
下
村
地
区
の
方
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
下

村
広
場
を
め
ぐ
り
、
互
い
の
地
域
資
源
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
天
龍
峡
案
内
人
の
方

に
同

行
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今

ま
で
着

目
し
て
い
な
か

っ
た
観

光
資

源
に
つ
い
て
も
知

る
こ
と

が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

参
加
者
の
高
齢
化
や
旧
千
遠
線
の
寸
断
が
あ
り
、
平
成
2
9
年
度
よ
り
千
代
峠
を
介
さ
な
い
交

流
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
旧
千
遠
線
の
古
道
と
し
て
の
文
化
的
価
値
を
残
す
意
味
で
も
、

可
能

な
形

で
千

代
峠

を
活

用
し
た
交

流
会

に
し
た
い
と
の

意
見

も
出

て
い
る
。
自

動
車

で
乗

り
入
れ
可
能
な
林
道
千
遠
線
も
延
伸
し
た
こ
と
か
ら
、
徒
歩
ル
ー
ト
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
て
計

画
し
て
い
き
た
い
。

文 化 事 業

千
代
峠
交
流
会

市
・
地

継
続

7
5
6

1
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

世
代

間
交

流
を
通

じ
て
、

地
育
力
の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

小
学
生
の
冬
休
み
に
あ
わ
せ
、
地
区
内
の
講
師
を
お
呼
び
し
て
実
施
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

○
講
師
：
林
凌
永

○
参
加
申
込
：
小
学
生

1
0
名
、
中
学
生
2
名
、
一
般
2
名
（
指
導
手
伝
い
含
む
)、
館
長
・
主

事 【
検
討
経
過
】

1
2
/
1
8
　
講

師
打

ち
合
わ
せ

1
2
/
2
8
　
中

止
決

定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

各
小

学
校

で
の

周
知

と
、
地

区
内

回
覧

に
よ
る
地

区
住

民
へ

の
周

知
を
行

い
、
実

施
す
る
方

向
で
準

備
を
し
て
い
た
。
特
に
学
校
内
外
で
の
行
事
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
小
学
生
が
参
加
で
き

る
よ
う
試

み
た
が

、
1
2
月

下
旬

に
市

内
で
の

感
染

者
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
中

止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

例
年

、
館

長
・
主

事
が

中
心

と
な
っ
て
い
る
事

業
で
あ
っ
た
が

、
本

年
度

は
小

学
生

保
護

者
に

指
導
手
伝
い
を
依
頼
し
た
。
次
年
度
に
つ
い
て
も
、
地
域
だ
け
で
な
く
親
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
機

会
を
作
り
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

新
春
書
き
初
め
教
室

市
費

継
続

1
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,6
2
8

1
月
3
日
(中

止
)

千
代
公
民
館
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

目 的

一
般

を
対

象
に

、
地

域
の

方
と

小
学

生
が

交
流

し
な

が
ら

、
と

も
に

フ
ェ

ス
タ

を
盛

り
上

げ
、

地
育

力
の

向
上

を
図

る
。

実 施 内 容

地
域

の
方

が
劇

人
と

交
流

し
な

が
ら

、
と

も
に

フ
ェ

ス
タ

を
盛

り
上

げ
、

人
形

劇
に

親
し

む
機

会
と

し
て

実
施

を
予

定
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

た
め

中
止

。
な

お
、

本
来

で
あ

れ
ば

4
/
1
3
に

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
地

区
実

行
委

員
会

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
一

斉
休

館
の

た
め

延
期

と
な

り
、

4
/
2
8
に

本
部

に
て

フ
ェ

ス
タ

中
止

が
決

定
し

た
。

【
実

施
予

定
】

8
/
7
 1

9
:0

0
　

千
栄

小
体

育
館

8
/
9
 1

0
:0

0
　

千
代

公
民

館
8
/
9
 1

9
:0

0
　

法
山

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

評 価

【
成

果
と

課
題

】
昨

年
に

引
き

続
き

、
文

化
委

員
会

お
よ

び
法

全
寺

・
山

中
区

が
中

心
と

な
り

実
施

を
予

定
し

て
い

た
。

本
部

が
実

施
す

る
限

り
は

地
区

公
演

会
場

も
実

施
で

き
る

よ
う

準
備

を
進

め
る

計
画

で
あ

っ
た

が
、

結
果

と
し

て
会

議
を

開
く
こ

と
な

く
中

止
が

決
ま

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
次

年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

千
代

公
民

館
で

の
上

演
は

、
千

代
小

体
育

館
に

会
場

を
振

り
替

え
て

実
施

を
検

討
予

定
。

例
年

で
あ

れ
ば

飲
食

物
等

の
提

供
も

行
っ

て
い

た
が

、
次

年
度

に
つ

い
て

は
安

心
・
安

全
な

開
催

を
一

番
に

お
き

、
感

染
症

対
策

を
施

し
た

う
え

で
実

施
を

検
討

し
た

い
。

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
0
千

代
地

区
公

演
市

・
地

継
続

0
0

-
1
,6

2
8

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

(中
止

)

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

実
施

内
容

参
照

目 的

一
般

を
対

象
に

、
千

代
に

関
係

す
る

講
演

会
を

開
催

し
、

千
代

を
知

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

○
演

題
：
「
安

心
安

全
な

地
域

づ
く
り

を
目

指
し

て
」

○
講

師
：
千

代
警

察
官

駐
在

所
・
松

田
巡

査
長

近
年

増
加

し
て

い
る

特
殊

詐
欺

や
窃

盗
の

手
口

、
寒

い
時

期
を

迎
え

る
に

あ
た

っ
て

の
交

通
安

全
に

つ
い

て
講

演
い

た
だ

い
た

。
当

初
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
つ

い
て

の
講

演
を

検
討

し
て

い
た

が
、

講
師

と
の

都
合

が
つ

か
ず

、
内

容
を

変
更

し
た

。
【
検

討
経

過
】

9
月

2
日

　
文

化
委

員
会

1
0
月

7
日

　
文

化
委

員
会

1
0
月

2
8
日

　
文

化
委

員
会

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

ア
ン

ケ
ー

ト
総

数
2
4
人

中
講

座
内

容
「
大

変
よ

か
っ

た
」
1
5
人

、
「
よ

か
っ

た
」
8
人

、
無

回
答

1
人

運
営

方
法

「
大

変
よ

か
っ

た
」
1
0
人

、
「
よ

か
っ

た
」
1
2
人

、
「
ふ

つ
う

」
1
人

、
無

回
答

1
人

【
成

果
と

課
題

】
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

、
身

近
な

話
題

・
具

体
的

な
話

題
で

よ
か

っ
た

と
の

声
が

多
か

っ
た

。
例

年
、

公
民

館
の

一
斉

清
掃

と
同

日
に

行
い

、
多

く
の

方
に

参
加

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

た
だ

、
今

年
度

は
健

康
福

祉
委

員
会

主
催

の
健

康
福

祉
講

演
会

が
前

日
に

行
わ

れ
、

日
程

に
つ

い
て

お
互

い
に

確
認

が
必

要
で

あ
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

、
防

犯
や

防
火

に
関

わ
る

講
演

は
毎

年
あ

っ
て

も
い

い
と

の
意

見
や

、
新

型
コ

ロ
ナ

の
こ

と
、

平
和

に
関

す
る

講
演

を
希

望
す

る
声

も
あ

っ
た

。
他

の
講

座
と

の
兼

ね
合

い
も

考
え

な
が

ら
、

地
域

や
生

活
の

課
題

に
即

し
た

テ
ー

マ
を

考
え

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

講
演

会
０

円
継

続
4

7
4

4
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,6

2
8

1
1
月

2
9
日

千
代

公
民

館

1
,6

2
8

1
1
月

1
5
日

千
代

小
体

育
館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
文

化
に

触
れ

る
機

会
づ

く
り

と
地

域
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

当
日

は
、

各
種

団
体

に
よ

る
成

果
物

の
展

示
、

体
育

委
員

会
に

よ
る

ボ
ッ

チ
ャ

体
験

、
文

化
委

員
会

に
よ

る
千

代
ギ

ネ
ス

・
千

代
検

定
、

広
報

委
員

会
に

よ
る

カ
フ

ェ
、

青
少

年
育

成
委

員
会

に
よ

る
創

作
教

室
、

各
団

体
に

よ
る

販
売

コ
ー

ナ
ー

、
芸

能
発

表
を

行
っ

た
。

コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

、
受

付
を

屋
外

に
設

置
し

、
検

温
や

名
簿

記
入

の
呼

び
か

け
を

す
る

等
、

文
化

委
員

で
積

極
的

に
対

策
を

行
い

、
安

心
安

全
な

開
催

が
で

き
た

。
【
検

討
経

過
】

9
/
2
　

文
化

委
員

会
1
0
/
7
　

文
化

祭
実

行
委

員
会

1
0
/
7
　

文
化

委
員

会
1
0
/
2
8
　

文
化

委
員

会
1
1
/
1
4
　

前
日

準
備

評 価

【
成

果
と

課
題

】
準

備
・
片

付
け

は
文

化
委

員
だ

け
で

な
く
、

各
専

門
委

員
会

に
動

員
を

依
頼

し
、

千
代

全
体

で
の

お
祭

り
と

な
る

よ
う

呼
び

掛
け

た
。

今
ま

で
も

各
種

団
体

の
展

示
が

減
少

傾
向

に
あ

っ
た

が
、

本
年

度
は

そ
の

傾
向

が
顕

著
で

あ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
活

動
の

縮
小

・
中

止
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

一
方

で
、

移
住

さ
れ

た
方

が
初

め
て

手
芸

や
絵

画
を

出
展

す
る

等
、

新
し

い
動

き
も

見
ら

れ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
次

年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
感

染
症

対
策

で
安

心
し

て
参

加
で

き
る

文
化

祭
に

す
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

各
団

体
で

積
み

重
ね

ら
れ

て
い

る
小

さ
な

活
動

を
紹

介
し

て
も

ら
い

、
各

団
体

が
活

動
紹

介
を

通
じ

て
思

い
を

か
よ

わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
文

化
祭

と
し

た
い

。

文 化 事 業

千
代

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

7
4
6
2

3
8
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
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千
代

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

目 的

若
者

か
ら

高
齢

者
を

対
象

に
、

健
康

増
進

、
交

流
事

業
と

し
て

実
施

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を

受
け

中
止

。
【
検

討
経

過
】

4
/
3
体

育
委

員
会

に
て

協
議

し
、

中
止

を
決

定
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
の

青
年

層
・
壮

年
層

の
交

流
機

会
と

な
っ

て
い

た
が

、
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

を
受

け
中

止
と

な
っ

た
。

次
年

度
以

降
も

新
型

コ
ロ

ナ
の

影
響

は
続

く
と

み
ら

れ
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
た

交
流

事
業

を
ど

の
よ

う
に

実
施

し
て

い
く
か

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

第
１

１
回

 ワ
ン

ふ
ら

バ
レ

ー
大

会
地

区
費

継
続

1
1
1

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,4

2
4

5
月

2
4
日

(中
止

)
千

代
小

体
育

館

1
5

1
月

1
0
日

(中
止

)
千

代
公

民
館

目 的

新
成

人
を

対
象

に
、

大
人

と
し

て
地

域
社

会
に

迎
え

ら
れ

る
儀

式
と

し
て

行
う

実 施 内 容

成
人

式
実

行
委

員
会

 の
ほ

か
、

地
域

学
習

と
し

て
文

化
祭

に
て

地
区

内
で

作
ら

れ
た

り
ん

ご
販

売
を

行
っ

た
。

(準
備

・
当

日
各

6
人

）
ま

た
、

文
化

委
員

会
で

４
回

の
会

議
の

ほ
か

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

ム
ー

ビ
ー

の
材

料
撮

影
を

行
っ

た
。

成
人

式
は

2
0
2
1
年

8
月

以
降

に
延

期
と

な
っ

た
が

、
成

人
式

実
行

委
員

会
・
文

化
委

員
会

に
て

準
備

を
進

め
た

。
【
検

討
経

過
】

成
人

式
実

行
委

員
会

 8
/
1
3
(9

人
)、

9
/
6
(6

人
)、

1
1
/
4
(5

人
)、

1
2
/
2
0
(5

人
)

地
域

学
習

：
文

化
祭

り
ん

ご
販

売
(1

1
/
1
5
)

文
化

委
員

会
(6

/
2
4
、

9
/
2
、

1
0
/
2
8
、

1
1
/
2
9
)

評 価

【
成

果
と

課
題

】
新

成
人

お
よ

び
文

化
委

員
に

て
、

感
染

症
対

策
を

し
な

が
ら

思
い

出
に

残
る

成
人

式
を

実
施

で
き

る
よ

う
検

討
を

重
ね

た
。

特
に

、
文

化
委

員
会

で
は

新
成

人
に

対
し

て
地

域
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
ム

ー
ビ

ー
を

作
成

し
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
成

人
式

実
行

委
員

会
は

、
L
IN

E
通

話
を

活
用

し
て

遠
方

か
ら

も
会

議
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

で
行

っ
た

も
の

で
あ

る
が

、
遠

方
に

住
ん

で
い

る
新

成
人

が
成

人
式

実
行

委
員

会
に

関
わ

れ
る

機
会

と
な

っ
た

た
め

、
新

型
コ

ロ
ナ

収
束

後
も

同
様

に
実

施
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
成

人
式

が
8
月

以
降

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
4
月

～
7
月

に
も

地
域

学
習

や
そ

れ
に

類
す

る
事

業
が

実
施

可
能

で
あ

る
た

め
、

千
代

の
自

然
や

農
業

を
生

か
し

た
学

習
活

動
を

促
し

た
い

。

文 化 事 業

千
代

地
区

成
人

式
市

・
地

継
続

9
8
1

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

内
の

子
ど

も
を

対
象

に
、

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

身
近

に
感

じ
る

機
会

と
す

る

実 施 内 容

図
書

館
千

代
分

館
と

と
も

に
、

各
小

学
校

の
児

童
向

け
の

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
の

観
劇

ツ
ア

ー
を

予
定

し
て

い
た

が
、

具
体

的
な

会
議

を
開

く
前

に
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

の
中

止
が

決
定

し
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

は
具

体
的

な
計

画
に

至
ら

ず
、

フ
ェ

ス
タ

が
中

止
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
毎

年
楽

し
み

に
し

て
い

る
小

学
生

が
お

り
、

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
を

構
成

す
る

大
き

な
要

素
と

な
っ

て
い

る
。

小
学

生
に

と
っ

て
質

の
高

い
文

化
に

触
れ

ら
れ

る
重

要
な

機
会

の
た

め
、

継
続

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

親
御

さ
ん

が
安

心
し

て
児

童
を

送
り

出
せ

る
よ

う
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
を

十
分

に
講

じ
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
か

ん
げ

き
バ

ス
ツ

ア
ー

地
区

費
継

続
0

0
-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
0

8
月

6
日

(中
止

)
飯

田
市

公
民

館
 他
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№
5

区
分

区
分

区
分

1
,6
2
8

1
0
月
1
1
日
(中

止
)

千
代
山
村
広
場

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

交
流
事
業
と
し
て
実
施

実 施 内 容

運
動
会
の
代
替
事
業
と
し
て
実
施
を
検
討
し
た
が
、
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

【
検
討
経
過
】

8
/
2
4
　
体

育
委

員
会

9
/
7
　
体

育
委

員
会

1
0
/
1
0
　
前

日
準

備
に
て
、
雨

天
に
よ
り
中

止
を
決

定
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

運
動

会
の

代
替

事
業

と
し
て
、
屋

外
で
密

に
な
ら
な
い
こ
と
、
分

館
選

出
で
な
く
自

由
参

加
と
す

る
こ
と
、
短

時
間

で
行

う
こ
と
等

の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対

策
を
行

っ
た
う
え
で
実

施
を
検

討
し
た
。
中

止
に
は

な
っ
た
も
の

の
、
今

ま
で
の

運
動

会
の

良
さ
と
コ
ロ
ナ
対

策
と
の

バ
ラ
ン
ス
を

考
え
つ
つ
、
企

画
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
中
止
と
な
っ
た
運
動
会
の
代
替
事
業
と
し
て
企

画
し
た
が
、
天
候
に
よ
る
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
来
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
続
く
と
み
ら
れ
、
今
回
検
討
し
た
内
容
を
生
か
し
、
次
年
度
は
運
動
会
に
取
り
組
め

る
よ
う
企

画
し
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

千
代

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大

会
地

区
費

継
続

3
3
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

交
流
事
業
と
し
て
実
施

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を
受

け
、
中

止
と
し
た
。

【
検
討
経
過
】

6
/
1
2
　
体

育
委

員
会

7
/
2
0
　
体

育
委

員
会

8
/
4
　
企

画
委

員
会

に
て
、
実

施
に
対

す
る
意

見
交

換
8
/
2
4
　
体

育
委

員
会

に
て
協
議
し
中
止
を
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施

に
つ
い
て
議

論
す
る
中

で
、
保

育
園

児
か

ら
高

齢
者

ま
で
千

代
地

区
全

体
が

関
わ

り
親

睦
を
深

め
ら
れ

る
機

会
で
あ
る
こ
と
、
小

中
学

生
に
と
っ
て
は

運
営

に
携

わ
る
こ
と
で
地

域
と
深

い
か

か
わ

り
を
持

て
る
場

で
あ
る
こ
と
を
再

認
識

し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止
と
な
っ
た
。
昨
年
度
以
前

は
雨
天
の
影
響
も
あ
り
、
中
止
は
2
年
連
続
と
な
っ
た
。
次
年
度
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
期
の
見

直
し
も
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
千

代
地

区
全

体
で
作

り
上

げ
る
こ
と
が

重
要

で
あ
る
一

方
で
、

こ
こ
数
年
で
選
手
選
考
の
難
し
さ
等
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
程
度
の
規
模
は
維
持
し
な
が

ら
も
、
実
施
方
法
や
時
間
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

千
代
地
区
市
民
運
動

会
地
区
費

継
続

4
4
9

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,6
2
8

1
0
月
1
1
日
(中

止
)

千
代
山
村
広
場

1
,1
5
7

2
月
7
日
(中

止
)

千
代
小
体
育
館

目 的

4
0
歳
以
上
を
対
象
に
、

中
高
年
層
及
び
女
性
を
対

象
に
、
健

康
増

進
、
交

流
事
業
と
し
て
実
施

実 施 内 容

マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま
ま
で
も
競
技
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向
け
感
染
症
対
策
の

協
議
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
複
数
の
分
館
か
ら
選
手
選
考
が
で
き
な
い
と
の
意
見
が
上

が
っ
た
こ
と
、
人

数
を
限

っ
て
し
ま
っ
て
は

交
流

会
の

意
義

が
薄

れ
る
こ
と
に
加
え
、
年

末
年
始
に
か
け
感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
を
決
定
し
た
。

【
検
討
経
過
】

1
0
/
2
9
　
体
育
委
員
会

1
2
/
1
2
　
体
育
委
員
会

1
/
1
2
　
体

育
委

員
会

に
て
中
止
を
決
定
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止
と
な
っ
た
が
、
開
催
に
向
け
例
年
以

上
に
会
議
を
重
ね
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

中
止
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
高
齢
者
を
中
心
に
、
地
区
内
で
囲
碁
ボ
ー
ル
の
人
気
は
高
い
。
感

染
症
の
心
配
が
な
け
れ
ば
実
施
を
望
む
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
時
期
の
変
更
や
他
の
体

育
事
業
の
代
替
も
視
野
に
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

体 育 事 業

第
７
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

3
3
3

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
6

区
分

区
分

区
分

目 的

子
ど
も
と
そ
の
親
を
対
象

に
、
自
然
に
親
し
み
、
地
域

の
再
発
見
と
地
域

へ
の
愛

着
を
深
め
る

実 施 内 容

・
講
師
：
万
古
渓
谷
会
(5
名
)

・
行
程
：
公
民
館
発
バ
ス
→
栃
の
木
入
口
歩
き
→
栃
の
木
（
お
や
つ
）
→
千
遠
線
バ
ス
→

唐
沢
の
滝
（
お
弁
当
・
水

遊
び
）
→
公
民
館
着

・
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対

応
の

た
め
、
受

付
時

の
検

温
実

施
、
体

調
確

認
カ
ー
ド
の

提
出
、
バ
ス
移
動
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
利
用
す
る
バ
ス
の
増
便
を
行
っ
た
。

・
目

的
地

付
近

に
ト
イ
レ
が

な
い
こ
と
か

ら
、
今

年
度

は
簡

易
ト
イ
レ
を
手

配
。

【
検
討
経
過
】

6
月
5
日
　
青
少
年
育
成
委
員
会

6
月
2
0
日
　
事
前
整
備
作
業

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施
内
容
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
、
昨
年
度
と
同
水
準
の
参
加

申
込
が
あ
り
、
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
久
し
ぶ
り
の
外
出
を
楽
し
め
た
と
の
意
見
が
見
ら
れ

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

当
事
業
は
、
小
学
生
が
千
代
固
有
の
自
然
「
万
古
渓
谷
」
を
体
験
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

と
と
も
に
、
万
古
渓
谷
会
が
活
躍
で
き
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。
安

全
に
配

慮
し
な
が

ら
継

続
実
施
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

万
古
渓
谷
栃
の
木
ツ
ア
ー

市
・
地

継
続

3
6
8

5
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
4
0

6
月
2
7
日

万
古
渓
谷

-
通
年

-

目 的

地
区
外
に
住
む
千
代
出
身

者
を
対
象
に
、

ふ
る
さ
と
の

情
報

を
伝

え
る

た
め
に
実
施
す
る

実 施 内 容

千
代
地
区
出
身
者
の
う
ち
希
望
者
に
対
し
て
、
故
郷
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
館
報
千

代
を
発
送
り
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
千
代
会
を
通
じ
て
購
読
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
る
。

実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

：
館

報
発

行
時

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区
外
へ
転
出
さ
れ
て
も
地
元
へ
の
関
心
が
高
い
方
も
お
り
、
年
度
初
め
の
振
込
の
際
に
、
コ

ロ
ナ
禍
の
公
民
館
に
対
す
る
励
ま
し
の
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

購
読

者
の

方
に
は

楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
複

数
年

に
わ

た
っ
て
申

込
ま
れ

て
い
る

方
も
多

い
。
千

代
地

区
に
と
っ
て
地

域
の

魅
力

を
対

外
的

に
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
課

題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
足
掛
か
り
に
も
し
て
い
き
た
い
。

広 報 事 業

ふ
る
さ
と
の
便
り
発
送
事
業

地
区
費

継
続

6
1
3
2

2
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
や
広
く
一
般
に

対
し
、
情
報
の
提
供
・
課
題

の
定
期
・
地
区
の

記
録
と
し

て
発

行
す
る

実 施 内 容

地
区
の
広
報
や
、
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
発
信
を
目
的
と
し
て
年
6
回
発
行
し
た
。

【
発

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

】
3
1
0
号
　
企
画
4
/
8
　
編

集
5
/
1
1
　
校

正
5
/
1
8
　
発

行
5
/
3
1

3
1
1
号
　
企
画
6
/
1
　
編

集
7
/
1
6
　
校

正
7
/
2
1
　
発

行
7
/
3
1

3
1
2
号
　
企
画
8
/
7
　
編

集
9
/
9
　
校
正
9
/
1
6
　
発

行
9
/
3
0

3
1
3
号
　
企
画
1
0
/
5
　
編
集
1
1
/
1
1
　
校
正
1
1
/
1
7
　
発
行
1
1
/
3
0

3
1
4
号
　
企
画
1
2
/
7
　
編

集
1
/
1
5
　
校

正
1
/
2
5
　
発

行
1
/
3
1

3
1
5
号
　
企
画
2
/
1
0
　
編

集
3
/
8
　
校
正
3
/
1
6
　
発

行
3
/
3
1

評 価

【
成
果
と
課
題
】

　
昨

年
度

よ
り
始

め
た
「
キ
ラ
リ
千

代
人

」
の

コ
ー
ナ
ー
を
継

続
し
、
地

域
の

魅
力

的
な
人

に
ス

ポ
ッ
ト
を
当

て
た
取

材
を
行

っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

で
大

き
な
行

事
の

中
止

が
相

次
い
だ
が

、
そ
の
分
、
小
学
校
の
行
事
や
よ
こ
ね
田
ん
ぼ
の
作
業
等
を
取
り
上
げ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

　
地
区
の
館
報
と
し
て
様
々
な
話
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
一
方
、
取
材
を
も
と
に
し
た

記
事
や
、
地
域
課
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
記
事
に
あ
ま
り
紙
面
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

次
年
度
は
取
材
活
動
に
も
力
を
入
れ
つ
つ
、
広
報
委
員
向
け
の
学
習
会
等
を
通
し
て
、
自
信
を

も
っ
て
紙
面
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
千
代
の
発
行

地
区
費

継
続

2
4

1
4
4

8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

-
通
年

千
代
公
民
館
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№
7

区
分

区
分

区
分

1
,6
2
8

未
定
(中

止
）

千
代
地
区
内

目 的

一
般
を
対
象
に
、
世
に
知
ら

れ
て
い
な
い
千

代
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
物
を
掘
り
起
こ

し
、
後

世
へ

伝
え
る

実 施 内 容

地
区
の
学
習
組
織
「
千
代
の
歴
史
を
語
る
会
」
と
協
力
し
、
H
2
9
に
刊
行
し
た
『
千
代
の
人

物
伝
』
を
活
用
し
た
古
道
歩
き
を
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
「
千
代
の
歴
史
を
語
る
会
」
が
活
動
再
開
に
至
ら
ず
、
本
年
度
の
実
施
を
見

送
っ
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

「
千
代
の
歴
史
を
語
る
会
」
の
会
員
は
高
齢
者
が
多
く
、
4
月
の
総
会
中
止
以
後
、
活
動
再
開
に

至
ら
な
か
っ
た
。
次
年
度
に
つ
い
て
は
会
の
代
表
者
と
相
談
を
し
な
が
ら
、
可
能
な
形
で
の
活

動
が

で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
は
活
動
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
千
代
峠
交
流
会
の
前
段
で
行
っ
た
千
代
峠
古
道

整
備
や
、
米
川
区
・
下
村
区
が
そ
れ
ぞ
れ
米
川
古
道
・
龍
東
道
の
整
備
を
行
う
等
、
地
区
内
で

古
道
に
着
目
し
た
動
き
が
み
ら
れ
る
。
地
区
の
組
織
と
協
力
を
し
な
が
ら
、
活
動
の
方
向
性
を

探
り
た
い
。

そ の 他

千
代
の
人
物
伝
を
活
用
し
た
古
道
歩
き

地
区
費

新
規

0
0

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

児
童
と
そ
の
親
を
対
象
に
、

世
代

間
交

流
を
通

し
て
、

地
育
力
の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

小
学
生
を
中
心
に
、
地
区
の
方
を
対
象
と
し
た
事
業
。
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、
カ

イ
ト
、
ヒ
コ
ー
キ
、
ビ
ー
ズ
手
飾
り
、
プ
ラ
板
細
工
を
行
っ
た
。

カ
イ
ト
づ
く
り
の
講
師
と
し
て
地
区
の
方
2
名
（
関
口
兼
善
さ
ん
、
野
田
充
夫
さ
ん
）
に
お
願

い
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は
ヒ
コ
ー
キ
、
ビ
ー
ズ
手
飾
り
、
プ
ラ
板
細
工
も
行
い
、
青
少
年
育

成
委
員
が
教
え
た
。

【
検
討
経
過
】

1
0
/
2
　
青
少
年
育
成
委

員
会

1
0
/
5
　
正

副
委

員
長

、
役

員
打

ち
合

わ
せ

・
試

作
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

昨
年
度
よ
り
工
作
の
種
類
を
大
幅
に
増
や
し
た
こ
と
で
、
参
加
者
の
選
択
肢
が
増
え
、
好
評
で

あ
っ
た
。
委
員
の
負
担
は
増
え
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
も
っ
て
当
日
臨
む
こ
と
が
で
き

た
。
小
学
生
に
と
っ
て
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
特
技
を
持
っ
た
大
人
と
接
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

今
年

度
は

講
師

の
都

合
で
正

月
か

ざ
り
を
や

め
て
し
ま
っ
た
が
、
講
師
か
ら
わ
ら
細
工
を
教

わ
っ
て
い
る
小
学
生
も
い
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

例
年
に
比
べ
工
作
の
種
類
を
増
や
し
た
が
、
試
作
会
を
行
う
等
で
実
施
が
で
き
た
。
次
年
度
も

同
じ
ぐ
ら
い
の
規
模
で
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
正
月
か
ざ
り
の
要
望
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
、
地

域
の
方
の
持
つ
技
術
伝
承
に
も
な
る
た
め
、
次
年
度
は
復
活
さ
せ
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

創
作
教
室

市
・
地

継
続

3
6
4

5
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
6
0

1
1
月
1
5
日

千
代
小
学
校

1
,6
2
8

9
月
1
2
日

下
村
区
・
八
ノ
倉
区

目 的

小
学
生
を
中
心
と
し
た
一

般
を
対
象
に
、
地
域
の
地

理
や
歴
史
、
自
然
に
関
心

を
持
つ

実 施 内 容

下
村
公
会
堂
を
出
発
し
、
千
代
駅
、
龍
東
道
、
つ
つ
じ
橋
、
天
龍
峡
S
A
、
そ
ら
さ
ん
ぽ
を

回
る
コ
ー
ス
に
て
実
施
し
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し
た
。
昨
年
ま
で
は

千
代
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
も
と
に
コ
ー
ス
作
成
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
昨
年
度
開

通
し
た
そ
ら
さ
ん
ぽ
や
、
地
区
で
整
備
を
し
た
古
道
：
龍
東
道
を
活
用
し
た
。

【
検
討
経
過
】

8
/
1
4
　
実
行
委
員
長
打
合
せ

8
/
2
0
　
青
少
年
育
成
委
員
会

9
/
6
　
青

少
年

育
成

委
員

下
見

9
/
8
　
実

行
委

員
長

打
合

せ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

参
加
者
か
ら
は
、
「
近
隣
に
住
ん
で
い
る
が
通
っ
た
こ
と
の
な
い
道
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
「
そ
ら
さ

ん
ぽ
や

龍
東
道
を
あ
ま
り
歩
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
「
観
光
客
に
も
こ
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
ク
イ

ズ
を
解
い
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
学
校
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
小
学
生
や
親
に

地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

普
段
は
車
で
の
移
動
が
多
い
た
め
、
歩
く
こ
と
で
見
つ
け
ら
れ
る
地
域
の
魅
力
が
あ
っ
た
。
地

域
に
誇

り
を
持

つ
こ
と
、
魅

力
を
知

る
こ
と
が

で
き
る
貴

重
な
機

会
で
あ
る
た
め
、
次

年
度

以
降

も
実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

育 成 事 業

第
２
２
回
千
代
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

地
区
費

継
続

5
7
0

4
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
8

区
分

区
分

区
分

目 的

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
中

学
校
区
の
交
流
球

技
大
会

を
実
施
。
次
年
度
入
学
予

定
の
小
学
生
と
の

交
流
を

図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を
受

け
中

止
。

【
検
討
経
過
】

4
月

1
6
日

　
4
/
2
7
に
行

わ
れ

る
会
議
を
前
に
、
竜
東
中
学
校
教
務
主
任
の
先
生
と
協
議
。

感
染
状
況
や
施
設
閉
鎖
の
状
況
か
ら
、
今
年
度
の
大
会
中
止
を
決
定
し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

竜
東
中
学
校
、
竜
東
中
学
校
区
小
学
校
、
上
久
堅
・
千
代
・
龍
江
公
民
館
が
主
催
と
な
っ
て
開

催
。
地
域
の
縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
チ
ー
ム
作
り
を
行
い
、
小
学
生
が
中
学
校
の
様
子
を
知

る
機
会
と
し
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年

度
に
つ
い
て
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を
受

け
、
や

む
な
く
中

止
と
判

断
し
た
。
事
業
自
体
は
、
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
も
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
を
軸
と
し
た

地
域
間
の
交
流
機
会
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

竜
東

中
学

校
地

区
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

9
2

5
月
1
6
日
(中

止
)

竜
東
中
学
校

7
8

実
施
内
容
の
と
お
り

千
代
小
・
千
栄
小

目 的

地
区
内
小
学
生
全

員
を
対

象
に
、
こ
ど
も
の
居

場
所
づ

く
り
、
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
改
善

を
図
る
。

実 施 内 容

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア
漬
け
の
状
況
、
図
書
館
利
用
率
の
低
下
、
ど
ん
ぐ
り
の

会
の
活
動
の
各
家
庭
へ
の
認
知
度
向
上
、
子
ど
も
達
が
集
ま
れ
る
場
が
な
い
と
い
う
課

題
を
解
決
す
る
た
め
6
年
前
よ
り
始
ま
っ
た
事
業
。

児
童
は
、
お
た
ん
じ
ょ
う
び
本
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
好
き
な
本
を
選
び
、
千
代
図
書
分
館

（
ま
た
は
千
栄
図
書
分
室
）
へ
提
出
す
る
。
本
に
、
ど
ん
ぐ
り
の
会
、
図
書
館
、
公
民
館
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ス
タ
ン
プ
を
押

印
し
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
誕

生
月

に
小

学
校

に
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。

例
年
は
毎
月
行
っ
て
い
た
が
、
学
校
の
休
校
や
図
書
館
の
休
館
に
よ
り
、
本
年
は
日
程

を
変

更
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
全

校
が

集
ま
る
機

会
に
行

っ
て
い
た
が

、
全

校
集

会
や

ラ
ン
チ

ル
ー
ム
の
中
止
に
伴
い
、
担
任
の
先
生
を
通
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
う
等
、
一
部
で
や

り
方
を
変
更
し
た
。

・
千
代
小
：
8
/
3
、
1
0
/
2
8
、
1
2
/
1
7
、
3
/
1
1

・
千
栄
小
：
1
0
/
1
、
1
1
/
4
、
3
/
4

・
協
力
：
ふ
る
さ
と
千
代

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

や
7
月

土
砂

災
害

の
影

響
に
よ
り
図

書
分

館
の

休
館

が
相

次
い
だ
こ
と
か
ら
、
例
年
と
は
手
法
を
大
き
く
変
更
す
る
形
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
開
館
時
に
は
図

書
分

館
は

児
童

の
居

場
所

と
な
っ
て
お
り
、
本

事
業

の
効

果
が

う
か

が
え
る
。

学
校

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

読
書

に
意

欲
的

な
児

童
が

増
え
て
い
る
も
の

の
、
学

年
が

進
む
に
つ

れ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

動
画

を
見

る
時

間
が

増
え
て
お
り
、
読

書
を
通

じ
た
家

庭
教

育
を
促

せ
る

よ
う
、
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

本
に
親
し
め
る
機
会
と
し
て
定
着
し
て
き
た
一
方
、
き
ょ
う
だ
い
の
い
る
家
庭
を
中
心
に
、
選
べ

る
本

が
限

ら
れ

て
し
ま
う
と
の

声
が

聞
か

れ
る
。
中

央
図

書
館

と
協

力
し
、
リ
ス
ト
の

刷
新

を
検

討
す
る
。

そ の 他

お
た
ん
じ
ょ
う
び
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

地
区
費

継
続

7
7
8

7
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

一
般
を
対
象
に
、

本
の
読
み
聞
か
せ

を
通
し

て
、
小
学
校
と
地
域
と
を
結

び
、
地
育
力
の
向

上
を
図

る

実 施 内 容

か
ね
て
よ
り
あ
っ
た
千
代
小
と
婦
人
学
級
の
結
び
つ
き
、
「
地
域
の
子
ど
も
と
自
然
と
挨

拶
の
出
来
る
関
係
に
な
り
た
い
」
想
い
と
千
代
小
か
ら
の
提
案
が
結
び
つ
き
、
Ｈ
２
０
に
発

足
・
活
動
を
開
始
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
4
月
に
総
会
を
行
い
、
千
代
小
学
校
・
千
栄
小
学
校
で
週
１
回
、
し
ゃ
く

な
げ
の
郷
で
月
１
回
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
。
今
年
度
は
、
４
月
の
総
会
は
書
面
決

議
の

み
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
を
受

け
、
千

栄
小

学
校

・
し
ゃ
く
な
げ

の
郷
に
つ
い
て
は
実
施
見
送
り
、
千
代
小
学
校
に
つ
い
て
も
２
回
の
み
と
、
大
幅
な
活
動

縮
小
と
な
っ
た
。

【
活
動
経
過
】

1
0
/
6
　
日

程
調

整
会

議
1
0
/
1
6
　
読
み
聞
か
せ
(千

代
小
）

1
0
/
2
3
　
読
み
聞
か
せ
(千

代
小
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
活
動
回
数
が
昨
年
比
1
1
分
の
1
に
減

少
し
た
。
地
域
住
民
が
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者
に
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
た
だ
け
に
、
再

開
が

難
し
く
な
る
こ
と
が

懸
念

さ
れ

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

学
校
運
営
協
議
会
の
中
で
児
童
の
読
解
力
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
活
動
の
重
要
性

は
変

わ
ら
な
い
。
一

方
で
、
読

み
聞

か
せ

を
行

う
こ
と
・
学

校
等

に
外

部
の

人
間

が
立

ち
入

る
こ

と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
各
学
校
・
施
設
と
の
綿
密
な

打
ち
合

わ
せ

を
重

ね
て
、
可

能
な
限

り
例

年
程

度
の

活
動

に
戻

し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

ど
ん
ぐ
り
の
会

０
円

継
続

1
3

1
9

1
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,6
2
8

1
0
月
1
6
日
、
1
0
月
2
3
日

千
代
小
学
校
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№
1

区
分

区
分

区
分

2
0

実
施
内
容
参
照

龍
江
小
学
校

目 的

小
学
生
を
対
象
に
、
食
育

の
一
環
と
し
て
大
豆
を
育
て

食
農
体
験
を
行
い
、
食
の

生
産
か
ら
調
理
、
消
費
ま

で
を
体

験
す
る
機

会
の

提
供
す
る

実 施 内 容

地
区
在
住
の
方
を
講
師
に
招
き
、
龍
江
小
学
校
３
年
生
が
大
豆
の
種
ま
き
か
ら
消
費
ま

で
の
工
程
を
体
験
し
た
。
例
年
は
豆
腐
作
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
き
な
こ
作
り
に

挑
戦
し
た
。

≪
講
師
≫
前
澤
隆
志
さ
ん
、
小
林
完
さ
ん
、
鳴
海
和
彦
さ
ん
、

≪
内
容
詳
細
≫

6
/
1
9
大

豆
種

蒔
き
、
1
0
/
2
3
大

豆
収

穫
、
1
1
/
2
6
大

豆
脱

穀
、
2
/
2
2
き
な
こ
作

り
、
2
/
2
6
次

年
度
準
備

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
は
あ
っ
た
が
、
学
校
と
検
討
を
重
ね
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
脱
穀
機
を
使
わ

ず
に
脱
穀
を
し
た
り
、
石
臼
を
使
っ
た
り
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
普

段
は

な
か

な
か

で
き
な

い
体
験

を
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

講
座
内

容
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
も
相
談
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
希
望
も
取
り
入
れ
た
も
の
を

組
み
立

て
た
い
。
地
元
有
志
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
若
手
農
家
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
声

を
か
け
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

食
育
体
験
教
室
（
大
豆

栽
培
体
験
）

市
・
地

継
続

6
1
1
2

2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

6
5

実
施
内
容
参
照

龍
江
保
育
園

目 的

保
育
園
児
を
対
象
に
、
食

農
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
と

触
れ
合
い
、
地
域
の
大
人

と
栽
培
か
ら
消
費
ま
で
を
一

緒
に
学

ぶ
こ
と
で
、
農

業
や

食
へ
の
関
心
を
作
る
。

実 施 内 容

地
域
講
師
と
地
元
有
志

ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、
保
育
園
児
と
一
緒
に
野
菜
を
作
る
。

今
年
度
は
収
穫
し
た
野
菜
の
う
ち
大
根
を
竜
峡
調
理
場
へ
お
願
い
し
、
学
校
給
食
と
し
て

提
供
し
た
。

≪
講
師
≫

前
澤
　
隆
志
さ
ん
、
鳴
海
和
彦
さ
ん
、
有
志
ス
タ
ッ
フ
3
名

≪
内
容
詳
細
≫

4
/
1
0
じ
ゃ
が
い
も
植
え
付

け
、
6
/
4
玉
ね
ぎ
収

穫
、
さ
つ
ま
い
も
植
え
付
け
、
8
/
5
じ
ゃ
が
い

も
の

収
穫

、
9
/
7
大

根
種

蒔
き
、
1
0
/
2
7
さ
つ
ま
い
も
収

穫
、
1
1
/
2
0
大
根
収
穫
、
た
ま
ね
ぎ

植
え
付

け
、
3
/
5
次

年
度

準
備

：
追

肥
、
耕

作

評 価

【
成
果
と
課
題
】

講
座
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
育
成
会
の
皆
さ
ん
も
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
顔
見
知
り
に
な
り
、

地
区
内
で
見
か
け
る
と
子
ど
も
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
世
代
が
違
っ
て

も
農
業
を
通
じ
て
人
同
士
が
繋
が
っ
て
い
け
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
食
物
の
栽
培
、
収
穫
、
消
費
が
出
来
た
と
思
う
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
た
ち
の
農
業
や
食
へ
の
関
心
を
作
る
こ
と
や
世
代
間
交
流
を
大
切
に
実
施
し
て
い
き
た

い
。
地
元
有
志
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
地
元
の
若
手
農
家
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
声
を
か

け
て
い
く
。対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

食
育
体
験
教
室
（
季
節

の
野
菜
づ
く
り
）

市
・
地

継
続

7
3
4
1

5
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

9
8

実
施
内
容
参
照

龍
江
公
民
館
ほ
か

目 的

保
育
園
入
園
前
の

幼
児
と

親
を
対
象
に
、
子
供
が
心

身
共

に
健

康
で
た
く
ま
し
く

育
つ
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供
や
実
践
の

機
会
と

す
る
。
ま
た
、
親

子
遊

び
や

集
団
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、

子
供
の
社
会
性
や

親
子
の

繋
が

り
を
育

て
る
と
共
に
、

親
同
士
の
相
互
交

流
の
場

と
す
る
。

実 施 内 容

講
師
：
小
木
曽
嘉
子
さ
ん
（
指
導
者
）
、
吉
川
保
健
師
（
保
健
指
導
）
、
松
下
典
子
先
生

（
龍
江
保
育
園
長
）

本
年
度
よ
り
保
育
園
の
未
就
園
児
交
流
と
共
催
で
開
催
。
親
子
同
士
ま
た
親
同
士
の
交

流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
季
節
の
行
事
等
様
々
な
活
動
を
行
っ
た
。

≪
内
容
詳
細
≫

6
/
2
3
開

講
式

、
7
/
8
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

り
【
大

雨
の

た
め
中

止
】
、
7
/
2
2
水

遊
び
を
し
よ

う
、
8
/
2
6
ハ

ー
バ

リ
ウ
ム
作

り
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
】
、
9
/
2
ア
ロ
マ
ス
プ

レ
ー
作

り
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
】
、
9
/
1
7
消

防
署

見
学

＆
公

民
館

で
親

子
遊

び
、
1
0
/
1
0
龍
江
保
育
園
運
動
会
、
1
0
/
2
8
今

田
平

へ
お
散

歩
・
ど
ん
ぐ
り
拾

い
、

1
1
/
1
1
保

育
園

で
親

子
遊

び
、
1
1
/
2
5
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
、
1
2
/
2
保

育
園

へ
行

こ
う
、
1
2
/
2
3
ク
リ

ス
マ
ス
会

＆
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

り
、
1
/
2
7
サ

ー
キ
ッ
ト
遊

び
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
】
、
2
/
3
今

田
平

で
イ
チ
ゴ
狩

り
【
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
】
、
2
/
2
4
ハ

ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
、
3
/
3
閉
講
式
＆
手
形
足
形
を
と
ろ
う

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

乳
幼
児
学
級
・
未
就
園

児
交
流
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

市
費

継
続

1
1

3
1
9

【
成
果
と
課
題
】

保
育
士
、
保
健
師
、
保
育
園
と
目
的
の
確
認
や
情
報
共
有
を
行
っ
た
上
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
主
任
児
童
委
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
。
「
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か

な
か

出
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が

、
学

級
に
参

加
す
る
と
仲

間
に

会
え
て
色

々
な
話

が
で
き
る
の

で
嬉

し
い
」
と
話
を
し
て
く
れ

た
母

親
も
お
り
、
親

子
同

士
だ
け
で

な
く
母

親
同
士
の
つ
な
が
り
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
も
保
育
園
の
未
就
園
児
交
流
と
共
催
で
開
催
す
る
。
年
々
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い

る
た
め
、
休
日
開
催
を
す
る
な
ど
子
ど
も
が
入
園
し
て
い
た
り
、
親

が
働

い
て
い
て
も
参

加
で
き

る
機
会

も
検
討
し
て
い
く
。
講
座
の
内
容
は
参
加
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
く
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
9

評 価
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№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

2
,7
1
8

実
施
内
容
参
照

龍
江
公
民
館

目 的

子
ど
も
達
を
中
心
に
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
為
に
実

施
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
設

け
図
書
館
利
用
を
促
進
す

る
。

実 施 内 容

図
書
分
館
と
共
催
し
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
内
容
を
例
年
よ
り
一
部
変
更
し
て
開

催
し
た
。

≪
内
容
詳
細
≫

①
7
/
1
8
～
8
/
2
9
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

②
1
2
/
5
ク
リ
ス
マ
ス
会

③
2
/
2
7
～
3
/
2
7
絵
本
で
し
り
と
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

評 価

【
成
果
と
課
題
】

新
し
い
利
用
者
の
開
拓
に
は
な
か
な
か
繋
が
ら
な
か
っ
た
が
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方

の
利

用
が

増
え
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

親
子

の
利

用
は

減
少

傾
向

に
あ
る
が

、
シ
ニ
ア
世

代
の

利
用

が
増

え
て
い
る
。
大

人
向

け
の

お
楽
し
み
企
画
も
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

図
書
館
お
楽
し
み
会

地
区
費

継
続

5
5
1

1
7

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

9
5

1
2
月
2
日
（
中
止
）

龍
江
保
育
園

目 的

保
育
園
児
、
乳
幼
児
の
親

子
を
対
象
に
人
形
劇
を
観

賞
し
親
子
の
絆
、
人
形
劇

の
温
か
さ
に
触
れ
る
機
会

と
す
る
。

実 施 内 容

飯
田
文
化
会
館
、
龍
江
保
育
園
と
連
携
し
、
親
子
で
人
形
劇
に
触
れ
あ
う
機
会
を
提
供

す
る
た
め
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め

中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

よ
り
多
く
の
親
子
に
観
劇
し
て
も
ら
え
る
よ
う
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
た
が

、
公

立
保

育
園

全
体

の
中

で
今

年
の

巡
回

公
演

に
つ
い
て
開

催
し
な
い
こ
と
が

決
ま
っ
た
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
地
区
公
演
の
感
染
症
対
策
を
参
考
に
し
、
地
区
内
の
親
子
に
安
心
し
て
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
保
育
園
と
連
携
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
る
。
質
の
高
い
人
形
劇
に
触
れ
る
機

会
や
親
子
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
る
機
会
に
も
な
る
の
で
、
来
年
度
以
降
は
実
施
の
方
向
で

進
め
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

親
子
人
形
劇
の
会

市
費

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
3

実
施
内
容
参
照

龍
江
公
民
館
ほ
か

目 的

小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
龍

江
で
も
以
前
行
わ

れ
て
い

た
紙
漉
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
龍

江
の

伝
統

文
化

や
生

活
へ

の
関

心
を
つ
く
る
。

実 施 内 容

地
域
在
住
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
小
学
生
が
和
紙
作
り
の
工
程
を
一
か
ら
学
び
地

域
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
実
施
し
た
。

講
師
：
鳴
海
和
彦
さ
ん
、
小
林
完
さ
ん

≪
実
施
内
容
≫

1
/
1
5
事

前
学

習
会

、
1
/
1
9
楮

の
収

穫
、
1
/
2
0
脱

皮
、
1
/
2
7
脱

皮
、
1
/
2
8
脱

皮
、
2
/
3
白

皮
煮
、
打
解
、
2
/
4
・
打

解
、
2
/
9
紙

漉
き
、
2
/
1
2
ま
と
め
の

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
屋
外
で
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
実
施
し
た
。
和
紙
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
事

前
学

習
会

を
行

う
こ
と
で
、
昔

の
生

活
や

地
域

が
大

切
に
し
て
い
た
こ
と
を
学

ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
は
保
護
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

和
紙
作
り

市
・
地

継
続

9
2
4
3

2
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
1
9

実
施
内
容
参
照

龍
江
小
学
校

目 的

龍
江
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
、
地

域
と
学

校
が

連
携

し
て
教

育
活

動
に
関

わ
る
こ

と
に
よ
り
龍

江
を
愛

す
る
心

を
育
む
。

実 施 内 容

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
授
業
の
支
援
を

し
た
。

≪
内
容
詳
細
≫

○
読
書
（
読
み
聞
か
せ
）

　
1
2
/
1
、
1
2
/
3
,1
2
/
4
,1
2
/
8
　
計

４
回

　
（
全

学
年

）
○
総
合
（
お
や
す
作
り
）

　
1
2
/
2
1
　
計
１
回
（
1
.2
年

生
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
と
地
域
住
民
の
間
に
繋
が
り
が
増
え
、
両
者
に
と
っ
て
も
良
い
活
動
に
な
っ
た
。
よ
り
多

く
の
地
域
住
民
の
参
加
を
促
し
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
保
護
者
も
参
加
し
子
ど
も
の
様
子
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
設
け
た

い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

小
学
校
お
助
け
隊

市
・
地

継
続

5
5
0
9

1
1
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

6
6

実
施
内
容
参
照

龍
江
小
学
校

目 的

龍
江
の
子
ど
も
達
に
対
し

て
、
地

域
と
学

校
が

連
携

し
て
教

育
活

動
に
関

わ
る
こ

と
に
よ
り
龍

江
を
愛

す
る
心

を
育
む
。

実 施 内 容

地
区
内
の
方
を
講
師
に
招
き
、
４
～
６
年
生
が
地
域
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
機
会
と
し

て
実
施
。
例
年
は
年
６
回
の
開
催
だ
が
、
今
年
度
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
縮
小
し

て
開
催
し
た
。

≪
講
師
≫

①
伝
統
と
文
化
：
前
澤

隆
志
さ
ん
、
小
林
む
つ
ゑ
さ
ん
、
大
平
茂
子
さ
ん

②
お
茶
・
お
花
：
大
原
喜
代
子
さ
ん
　
③
陶
芸
：
三
輪
俊
子
さ
ん

④
今
田
人
形
：
澤
柳
太
門
さ
ん
、
吉
澤
健
さ
ん

≪
実
施
内
容
≫

9
/
3
　
第

１
回

目
（
各

ク
ラ
ブ
顔

合
わ

せ
、
担

当
決

め
な
ど
）

1
0
/
8
第

２
回

目
（
①

火
お
こ
し
、
②
生
け
花
、
③
素
焼
き
、
④
人
形
練
習
）

1
1
/
2
第

３
回

目
（
①

竹
細

工
、
②

生
け
花

、
③

釉
薬

か
け
、
本

焼
き
、
④

人
形

通
し
練

習
）

1
2
/
1
ク
ラ
ブ
感

謝
の

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

毎
年
行
っ
て
い
た
郷
土
料
理
ク
ラ
ブ
は
飲
食
が
伴
う
た
め
、
今
年
度
は
休
止
と
し
た
。
他
の
ク
ラ

ブ
も
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
通
り
の
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
講
師
や

学
校
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど
う
い
っ
た
機
会
に
し
た
い
か
を
お
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

郷
土
料
理
ク
ラ
ブ
も
含
め
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
学
校
及
び
地
域
講
師
と
連
携
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
龍
江
に
改
め
て
愛
着
の
持
て
る
機
会
と
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

市
・
地

継
続

4
2
9
2

6
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

【
成
果
と
課
題
】

今
年
も
珍
し
い
資
料
や
当
時
の
地
区
内
の
写
真
等
を
用
い
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
、
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
機
会
と
な
っ
た
。
一
方
で
高
齢
者
か
ら
は
夜
間
開
催
の
た
め
直
接
会

場
で
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
が
参
加
で
き
な
い
と
い
っ
た
声
も
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
年
度
は
公
演
回
数
を
昼
間
と
夜
間
両
方
に
設
定
し
、
幅
広
い
層
が
参
加
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。
参
加
者
が
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
講
師
と
相
談
な
が
ら
進
め
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

4
5

4
2

2
,7
1
8

対
象
数

学 級 ・ 講 座

郷
土
を
学
ぶ
講
演
会

市
費

継
続

1
1
1
月
2
0
日

目 的

一
般
を
対
象
に
、
龍
江
の

歴
史

に
つ
い
て
学

習
し
、
郷

土
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え

る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

地
区
内
在
住
の
方
を
講

師
に
招
き
、
龍
江
地
区
内
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

≪
テ
ー
マ
≫

雲
母

の
里

人
が

伝
え
る
祭

と
高

森
山

≪
講
師
≫
大
原
千
和
喜

さ
ん
（
郷
土
研
究
家
）

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
期
日

開
催
会
場

龍
江
公
民
館

評 価

【
成
果

と
課
題
】

引
き
続
き
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は

あ
る
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
心
と
体
の
健
康
に
つ
な
が
る
機
会
に
も
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
今
後
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

【
成
果
と
課
題
】

引
き
続
き
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は

あ
る
が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
心
と
体
の
健
康
に
つ
な
が
る
機
会
に
も
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
今
後
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
若
い

世
代
を
対
象
と
し
た
健
康
教
室
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

2
,7
1
8

3
月
1
8
日
（
木
）
、
3
月
2
5
日
（
木
）

龍
江
公
民
館

目 的

　
一
般
を
対
象
に
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
体
操
を
通
し
て
交
流
を

図
る
。

実 施 内 容

講
師
：
片
桐
み
ど
り
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）

一
般
を
対
象
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操
を
実
施
。
夜
間
の
時
間
帯
で
設
定
を
し
よ
り
参
加
し

や
す
い
環

境
で
実

施
。

≪
内
容
詳
細
≫

2
/
1
5
教

室
打

ち
合

わ
せ

3
/
1
8
体

操
教

室
①

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

3
/
2
5
体

操
教

室
②

（
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
）

評 価

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
（
し
な
や
か
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
）

市
費

継
続

3
3
8

1
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

龍
江
公
民
館

目 的

一
般

を
対

象
に
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
通
し
て
交
流
を
図

る
。

実 施 内 容

講
師
：
村
沢
由
美
子
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）

一
般
を
対
象
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
実
施
。
昼
間
の
時
間
帯
で
設
定
を
し
中
高
年
の
方
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
実
施
。

評 価

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室
（
の
び
の
び
元
気
体
操
）

市
費

継
続

1
2
3

2
1

2
,7
1
8

3
月
1
8
日

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日
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№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

【
成
果
と
課
題
】

展
示
期
間
を
長
く
設
け
た
こ
と
で
、
い
つ
も
は
文
化
祭
に
参
加
で
き
な
い
青
壮
年
層
の
方
が
多

く
展
示

を
観
来
ら
れ
た
。
ま
た
、
例
年
の
展
示
団
体
の
参
加
は
少
な
か
っ
た
が
、
今
年
か
ら
新

た
に
展
示
に
参
加
し
た
団
体
も
お
り
、
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

文
化
祭
・
芸
能
祭
が
実
施
で
き
れ
ば
作
品
展
と
し
て
は
実
施
し
な
い
。
文
化
祭
・
芸
能
祭
の
開

催
の
中
で
、
作
品
展
示
の
開
催
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

【
成
果
と
課
題
】

昨
年
度
参
加
し
た
小
学
生
の
保
護
者
の
話
を
踏
ま
え
検
討
す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

楽
し
い
だ
け
で
な
く
社
会
勉
強
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
企
画
運
営
が
で
き
る
よ
う
地
区
実
行
委
員
会
等
で
検
討
を
進

め
た
い
。

龍
江
公
民
館

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

2
,7
1
8

文 化 事 業

龍
江
地
区
文
化
作
品

展
市
・
地

継
続

文 化 事 業

目 的

児
童
を
対
象
に
中

心
市
街

地
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る

人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
を
身

近
に

感
じ
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

図
書
分
館
係
員
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
地
区
内
の
小
学
生
が

飯
田

の
人

形
劇

の
祭

典
で
あ
る
フ
ェ
ス
タ
の

雰
囲

気
に
触

れ
る
機

会
と
し
て
実

施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

≪
検
討
過
程
≫

4
/
9
地
区
実
行
委
員
会
及
び
図
書
分
館
係
会

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
各

種
団
体
の
活
動
成

果
を
知

る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

文
化
祭
の
代
替
事
業
と
し
て
、
作
品
展
を
開
催
。
地
区
内
の
団
体
や
保
育
園
児
、
小
学

生
な
ど
の
作
品
や
団
体

の
活
動
成
果
を
公
民
館
内
に
展
示
し
た
。
ま
た
、
同
期
間
に
図

書
分
館
の
古
本
市
を
開

催
し
、
図
書
館
利
用
の
促
進
を
行
っ
た
。
体
調
確
認
シ
ー
ト
の

記
入
や
供
用
箇
所
の
消

毒
等
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
開
催
し
た
。

≪
参
加
団
体
≫

龍
江
保
育
園
、
龍
江
小
学
校
、
竜
東
F
C
、
多
文
化
共
生
を
進
め
る
会
、
民
生
児
童
委
員

協
議

会
、
コ
ー
ル

ハ
イ
ネ
、
龍

江
の

盛
土

を
考

え
る
会

　
計

7
団

体
　
作

品
　
計

1
7
8
点

1
1
月
8
日
（
中
止
）

龍
江
公
民
館

3
8
9

-
2
,7
1
8

1
1
月
7
日
～
1
1
月
1
5
日

【
成
果
と
課
題
】

人
が

集
ま
る
こ
と
や

飲
食

が
伴

う
こ
と
に
対
す
る
不

安
の

声
が

大
き
く
、
芸

能
祭

が
中

止
と
な
っ

た
が
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、
新
た
に
作
品
展
の
実
施
に
繋
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

開
催
時
期
が
果
樹
繁
忙
期
の
た
め
、
時
期
の
変
更
や
作
品
の
展
示
期
間
を
長
く
す
る
な
ど
、

感
染
症
対
策
と
合
わ
せ
、
多
く
の
地
区
住
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
く
。

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
各

種
団
体
の
活
動
成

果
の
発

表
の

機
会

、
将

来
に
お
け

る
地
区
へ
の
愛
着

を
養
う

機
会

と
す
る
。

実 施 内 容

各
種
団
体
グ
ル
ー
プ
の
展
示
や
活
動
成
果
の
発
表
の
機
会
と
し
て
実
施
予
定
だ
っ
た

が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

≪
検
討
過
程
≫

8
/
3
文
化
部
会

9
/
1
6
文

化
部

会
、
代

替
事

業
と
し
て
作
品
展
実
施
を
決
定

評 価

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

龍
江
地
区
文
化
祭
・
芸

能
祭

市
・
地

継
続

2
1
4

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

龍
江
公
民
館
ほ
か

目 的

一
般
を
対
象
に
、

人
形
劇
を
通
じ
て
文
化
活

動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
住
民
同
士
の
交
流
を
図

る
。

実 施 内 容

文
化
部
、
各
分
館
役
員
、
保
育
園
保
護
者
会
な
ど
が
中
心
と
な
り
地
区
内
６
会
場
で
の

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

≪
検
討
過
程
≫

4
/
8
地
区
実
行
委
員
会
（
リ
モ
ー
ト
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染

症
対

策
を
講

じ
た
上

で
の

地
区

公
演

に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
中

で
、
身

近
な
場

所
で
人

形
劇

を
楽

し
め
る
こ
と
や

劇
団

と
の

交
流

の
中

で
改

め
て
地

域
の

良
さ
に
気

付
け
る
な
ど
地

区
公
演
の
良
さ
や
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
地
区
公
演
の
良
さ
を
大
切
に
し
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
劇
団
、
観
劇

者
が
安
心
し
て
地
区
公
演
に
参
加
で
き
る
よ
う
実
行
委
員
会
で
検
討
し
準
備
を
進
め
て
い
く
。

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
　
龍

江
地

区
公

演
他

会
計

継
続

1
8

-
2
,7
1
8

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

1
回
参
加
・
登
録
数

評 価評 価

8
月
7
日
（
中
止
）

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

飯
田
市
公
民
館
ほ
か

開
催
期
日

開
催
会
場

人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
観

劇
バ

ス
ツ
ア
ー

他
会

計
継

続
1

8
-

1
1
9

− 119 −



龍
江
公
民
館
の
事
業
報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

【
成
果
と
課
題
】

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
運
動
会
を
開
催
し
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
で
検
討
を
し

て
き
た
。
最

終
的

に
は

中
止

と
な
っ
た
が

、
地

域
の

こ
と
を
真

剣
に
考

え
て
い
く
れ

て
い
る
人

達
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
声
も
あ
り
、
地
区
全
体
で
一
つ
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
を
活
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
負
担
感
が
無
く
み
ん
な
が
楽

し
め
る
運
動
会
を
目
指
し
て
開
催
を
目
指
す
。
運
動
会
の
隔
年
開
催
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
。

運
動
会
を
ど
う
い
う
機
会
と
す
る
か
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
多

様
な
感

染
症

対
策

を
講

じ
な
が

ら
の

開
催

に
な
っ
た
が

、
地

区
内

だ
け
で
な
く

中
学
校
の
部
活
動
や
近
隣
地
区
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
地
区
内
外
の
住
民
の
交
流
の
場
と

な
っ
た
。

地
域
づ
く
り
委
員
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
員
会
な
ど
多
方
面
か
ら
の
協
力
の
お
か
げ
で
ラ
イ

ブ
配
信
が
で
き
た
。
地
域
の
横
の
つ
な
が
り
も
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
は
参
加
範
囲
を
限
定
し
た
開
催
だ
っ
た
た
め
、
来
年
度
以
降
は
よ
り
多
く
の
地
区
内
外

住
民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
開
催
方
法
や
周
知
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

引
き
続

き
ラ
イ
ブ
配
信
も
併
用
し
て
開
催
し
て
い
く
。

【
成
果
と
課
題
】

交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
実
施
を
目
指
し
た
が
、
当
時
の
状
況
で
は
安
心
安
全
に
楽

し
く
交

流
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
判

断
し
中

止
と
な
っ
た
。
検

討
す
る
中

で
、
事

業
の

目
的

や
大

切
に
す
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

さ
く
ら
祭
り
自
体
の
規
模
が
年
々
拡
大
さ
れ
ペ
タ
ン
ク
大
会
の
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
各

分
館

の
ス
ポ
ー
ツ
月

間
と
時

期
が

重
複

す
る
こ
と
か
ら
、
来

年
度

は
公

民
館

単
独

事
業
と
し
て
別
日
開
催
又
は
事
業
の
廃
止
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

2
,7
1
8

対
象
数

体 育 事 業

目 的

地
区
内
外
住
民
を
対
象

に
、
体
力
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
交
流
と
団

結
に
よ
り
、
地

域
の

活
性

化
や

地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ

る
目
的
も
持
た
せ
る
事
業
と

し
て
実
施
。

実 施 内 容

本
館
体
育
部
を
中
心
に
「
復
興
　
～
タ
ス
キ
に
チ
ー
ム
の
絆
を
の
せ
て
～
」
を
テ
ー
マ
に

添
え
、
地

域
の

交
流

と
団

結
に
よ
り
、
地

域
の

活
性

化
や

地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
目

的
も
持
た
せ
る
事
業
と
し
て
実
施
。
ま
た
、
今
年
度
は
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
当
日

は
無
観
客
で
大
会
を
行
い
、
競
技
中
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
が
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔｕ

ｂ
ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。

≪
参
加
チ
ー
ム
≫

1
1
団
体

評 価

継
続

-
2
,7
1
8

1
0
月
1
1
日
（
中
止
）

龍
江
小
学
校

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
住

民
の
体
力
増
進
と
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
地
域
の
繋
が

り
を
確
認

す
る
場
と
す
る
。

実 施 内 容

体
育
部
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
「
絆
　
～
み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に
～
」

を
テ
ー
マ
に
添
え
、
今
の
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
活
力
創
出
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
を
目
指
し
、
地
区
民
の
創
意
工
夫
で
運
動
会
を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
く

交
流
で
き
る
場
と
し
、
地
域
全
体
の
絆
を
深
め
、
新
た
な
生
活
様
式
で
の
自
信
に
繋
げ
る

運
動

会
を
目

指
し
開

催
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中
止
。

≪
検
討
経
過
≫

6
/
2
3
体

育
部

四
役

会
7
/
2
体
育
部
会

7
/
9
公
民
館
委
員
会
、
体
育
部
四
役
会

7
/
1
4
体

育
部

四
役

会
7
/
1
6
龍

江
地

域
づ
く
り
委

員
会

定
例

会
議

（
7
/
2
3
各
区
常
会
へ
意
見
集
約
依
頼
）

（
7
/
2
7
各

常
会

か
ら
意
見
集
約
）

7
/
2
1
体

育
部

会
8
/
7
体
育
部
四
役
会

8
/
1
1
龍

江
地

域
づ
く
り
委

員
会

定
例

会
議

評 価

体 育 事 業

龍
江
地
区
市
民
運
動

会
地
区
費

継
続

8
1
0
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

4
月
2
6
日
（
中
止
）

今
田
平
農
村
広
場

目 的

一
般
を
対
象
に
、
年
齢
や

性
別
に
関
係
な
く
誰
で
も
楽

し
む
こ
と
の

で
き
る
ペ
タ
ン

ク
の
普
及
と
分
館
・
常
会
内

の
結
び
つ
き
を
強
め
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

体
育
部
が
中
心
と
な
り
、
天
龍
峡
八
重
桜
街
道
「
さ
く
ら
祭
り
」
の
中
の
催
し
の
１
つ
と
し
て

実
施

予
定

で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

≪
検
討
経
過
≫

R
1
.3
/
2
5
　
公

民
館

委
員

会
（
体

育
部

四
役

）
評 価

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

ペ
タ
ン
ク
大
会

地
区
費

継
続

1
8

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

5

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
0
0

開
催
会
場

今
田
平
農
村
広
場

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

開
催
期
日

1
2
月
6
日

龍
江
絆
駅
伝

市
・
地

1
3
5

2
,7
1
8

対
象
数

− 120 −



龍
江

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

2
,7

1
8

通
年

龍
江

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
を

通
じ

た
地

区
内

情
報

の
発

信
と

地
域

の
魅

力
を

地
区

内
外

に
伝

え
る

き
っ

か
け

と
す

る
。

実 施 内 容

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

運
営

委
員

会
（
専

門
委

員
会

）
に

よ
り

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
地

域
の

様
々

な
情

報
を

取
り

上
げ

発
信

す
る

こ
と

で
龍

江
地

区
の

魅
力

を
広

く
周

知
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実

施
。

月
３

回
を

目
安

に
定

例
会

議
を

行
い

、
公

民
館

休
館

中
は

H
an

gO
u
t

を
使

用
し

リ
モ

ー
ト

で
会

議
を

行
っ

た
。

≪
内

容
詳

細
≫

龍
江

地
区

内
に

お
け

る
情

報
の

発
信

（
ア

ド
レ

ス
：
ta

tu
e
.jp

）
。

ブ
ロ

グ
掲

載
数

計
3
5
回

。
1
2
/
6
龍

江
絆

駅
伝

ラ
イ

ブ
配

信
1
/
1
0
龍

江
地

区
成

人
式

リ
モ

ー
ト

配
信

（
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
延

期
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
幅

広
い

層
に

龍
江

の
魅

力
を

知
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

掲
載

す
る

内
容

は
委

員
が

積
極

的
に

情
報

収
集

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
In

st
ag

ra
m

な
ど

を
利

用
し

て
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

地
区

住
民

に
も

龍
江

地
区

の
情

報
発

信
元

と
し

て
重

宝
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

ま
た

、
ラ

イ
ブ

配
信

の
際

に
は

当
委

員
会

が
中

心
と

な
り

運
営

し
、

家
に

い
て

も
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

で
き

る
環

境
つ

く
り

の
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
営

だ
け

で
な

く
ラ

イ
ブ

配
信

の
運

営
な

ど
活

動
の

範
囲

が
広

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
活

動
内

容
は

委
員

の
負

担
に

な
ら

な
い

よ
う

そ
の

都
度

委
員

会
内

で
検

討
し

な
が

ら
進

め
て

い
き

た
い

。
次

年
度

以
降

コ
ン

テ
ン

ツ
整

理
を

行
い

、
今

以
上

に
見

や
す

い
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

す
る

。対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

龍
江

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

運
営

地
区

費
継

続
7
4

1
4
4

4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,7

1
8

通
年

龍
江

公
民

館

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
新

聞
発

行
を

通
じ

た
地

区
内

情
報

の
発

信
と

地
域

を
考

え
る

き
っ

か
け

作
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

年
間

1
2
回

、
１

回
1
,2

0
0
部

を
発

行
。

公
民

館
事

業
に

限
ら

ず
地

域
の

様
々

な
情

報
や

地
域

の
抱

え
る

問
題

を
取

り
上

げ
、

住
民

が
地

域
を

考
え

る
き

っ
か

け
づ

く
り

を
目

的
と

し
て

実
施

。
１

号
発

行
に

つ
き

３
回

の
会

議
を

行
っ

た
。

地
区

内
各

所
へ

部
員

自
ら

足
を

運
び

、
取

材
を

し
て

記
事

を
執

筆
し

紙
面

に
掲

載
す

る
ス

タ
イ

ル
を

と
っ

て
い

る
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
毎

月
欠

か
す

こ
と

な
く
発

行
し

た
。

イ
ベ

ン
ト

等
の

中
止

が
相

次
ぎ

紙
面

作
り

に
苦

慮
し

た
も

の
の

、
コ

ロ
ナ

禍
だ

か
ら

こ
そ

充
実

し
た

紙
面

に
し

た
い

と
い

う
思

い
か

ら
「
コ

ロ
ナ

雑
感

」
や

「
運

動
会

の
歴

史
」
な

ど
各

部
員

が
積

極
的

に
意

見
を

出
し

、
工

夫
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
例

年
以

上
に

充
実

し
た

紙
面

を
住

民
に

届
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
歴

史
を

絶
や

す
こ

と
の

な
い

よ
う

毎
月

発
行

を
目

指
し

な
が

ら
、

引
き

続
き

部
員

が
主

体
的

に
紙

面
づ

く
り

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
来

年
度

以
降

も
地

区
内

の
様

々
な

情
報

を
取

り
上

げ
、

住
民

が
地

域
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
る

新
聞

を
目

指
し

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

 龍
江

新
聞

地
区

費
継

続
4
8

4
3
2

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

2
,7

1
8

7
月

4
日

（
中

止
）

龍
江

三
区

目 的

保
育

園
、

小
学

生
と

親
を

対
象

に
、

ふ
る

さ
と

龍
江

に
愛

着
と

誇
り

を
持

つ
た

め
地

域
に

つ
い

て
学

習
し

理
解

を
深

め
る

機
会

と
す

る
。

実 施 内 容

育
成

部
と

小
学

校
P

T
A

合
同

で
企

画
し

、
地

区
内

の
旧

跡
や

自
然

・
文

化
を

歩
い

て
巡

り
、

龍
江

の
歴

史
・
文

化
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
予

定
で

あ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

大
雨

の
影

響
で

中
止

。

≪
検

討
経

過
≫

4
/
1
7
育

成
部

長
と

コ
ー

ス
下

見
、

打
ち

合
わ

せ
5
/
1
6
ふ

る
さ

と
探

訪
合

同
打

合
せ

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
事

業
の

目
的

を
確

認
・
共

有
を

し
た

こ
と

で
、

来
年

度
以

降
ど

の
よ

う
に

開
催

す
る

か
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ー
ス

の
中

に
は

子
ど

も
が

歩
く
の

に
は

難
し

い
道

も
あ

る
。

一
度

役
員

全
員

で
コ

ー
ス

を
下

見
し

た
上

で
、

コ
ー

ス
の

再
検

討
を

行
い

た
い

。
感

染
症

対
策

を
講

じ
な

が
ら

多
く
の

親
子

に
安

心
し

て
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
実

施
方

法
を

検
討

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

ふ
る

さ
と

探
検

市
・
地

継
続

2
1
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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龍
江
公
民
館
の
事
業
報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

1
1
9

実
施
内
容
参
照

龍
江
小
学
校
り
ん
ご
園

目 的

小
学
校
児
童
を
対
象
に
、
り

ん
ご
の
生
産
を
通
し
、
食
育

や
地
区
の
産
業
を
知
る
機

会
と
す
る

実 施 内 容

学
校
り
ん
ご
園
後
援
会
を
中
心
に
、
小
学
校
児
童
会
環
境
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
り

ん
ご
園
の
管
理
を
行
っ
た
。

≪
実
施
内
容
≫

4
/
2
4
摘

花
作

業
（
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
）

5
/
2
5
摘

果
作

業
①

5
/
2
6
摘

果
作

業
②

1
0
/
2
3
収

穫
作

業
①

1
1
/
1
1
収

穫
作

業
②

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
年
度
当
初
は
作
業
が
中
止
に
な
っ
た
り
、
全
員
で
作
業
が
で
き
な

か
っ
た
り
な
ど
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
が
、
各
団
体
の
協
力
に
よ
り
収
穫
ま
で
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
収
穫
し
た
り
ん
ご
は
小
学
生
か
ら
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
等
に
届
け
ら
れ
、
来
庁
者

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
多
く
の
地
区
住
民
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
後
も
伝
統
あ
る
り
ん
ご
園
が
継
続
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、
小
学
校
と
後
援
会
、
P
T
A
と
一
緒

に
今

後
の

り
ん
ご
園

の
在

り
方

や
関

わ
り
方

、
小

学
校

1
5
0
周

年
事

業
と
の

連
携

も
視

野
に
入

れ
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
の
森

地
区
費

継
続

5
6
3
5

1
1
4

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

9
月
5
日
（
中
止
）

水
辺
の
楽
校

目 的

保
育
園
児
、
小
学
生
と
親
、

地
区
住
民
を
対
象
に
、
親

子
団
ら
ん
の
場
の
提
供
、

児
童
が
川
に
親
し
み
、
自

然
を
大
切
に
す
る
心
を
育

む
機
会
と
し
て
実
施
。

実 施 内 容

小
学
校
P
T
A
と
下
伊
那
漁
業
共
同
組
合
、
総
合
学
習
館
か
わ
ら
ん
べ
と
合
同
で
実
施
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

≪
検
討
過
程
≫

8
/
4
魚
釣
り
つ
か
み
取
り
大
会
合
同
打
合
せ
会
議

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開
催
を
目
指
し
た
が
、
屋
外
で
あ
っ
て
も
人
同
士
が
密
に
な
る

状
況

を
避

け
ら
れ

な
い
こ
と
か

ら
中

止
と
な
っ
た
。
育

成
部

と
検

討
す
る
中

で
、
交

流
す
る
こ
と
も

大
切
に
し
な
が
ら
親
子
団
ら
ん
の
場
や
つ
か
み
取
り
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
生
き
物
の
命
に

つ
い
て
考

え
る
場

に
も
な
る
こ
と
を
改

め
て
確

認
・
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

学
習
面
を
厚
く
し
た
事
業
と
し
て
の
開
催
や
振
興
委
員
会
主
催
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
関
連
事
業

と
の
併
催
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
親
子
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
開
催
時
期
や

内
容
の
見
直
し
を
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

水
辺
の
楽
校
魚
釣
り
つ
か
み
取
り
大
会

地
区
費

継
続

1
1
2

-
2
,7
1
8

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

2
,7
1
8

対
象
数

予
算
区
分

1
月
2
3
日
（
中
止
）

龍
江
公
民
館

目 的

保
育

園
、
小

学
生

、
地

区
住
民
を
対
象
に
、
百
人
一

首
大
会
、
龍
江
か
る
た
会

を
実
施
。
日
本
文
化
を
学

ぶ
機
会
と
す
る
。

実 施 内 容

青
少

年
健

全
育

成
部

と
図

書
分

館
共

催
で
開

催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
。

≪
検
討
経
過
≫

1
2
/
1
5
百

人
一

首
・
龍

江
か

る
た
大
会
合
同
打
合
せ
会
議

評 価

【
成
果
と
課
題
】

何
と
か
開
催
で
き
な
い
か
検
討
し
た
が
、
競
技
中
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
が
難
し

い
た
め
中
止
と
し
た
。
検
討
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
人
気
の
事
業
で
あ
り
、
龍
江
か
る
た

を
通
じ
て
地
区
内
の
史
跡
や
名
所
等
に
つ
い
て
友
達
と
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
も
あ

る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
図
書
分
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
年
度
の
検
討
を
踏
ま
え
開
催
方
法
や
開
催
時
期

の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
何
と
か
開
催
に
繋
げ
た
い
。

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

百
人
一
首
大
会
・
龍
江

か
る
た
会

市
・
地

継
続

1
8

-

事
業
名
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龍
江
公
民
館
の
事
業
報
告

№
8

区
分

区
分

区
分

9
2

5
月
1
6
日
(中

止
)

竜
東
中
学
校

目 的

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
中

学
校
区
の
交
流
球

技
大
会

を
実
施
。
次
年
度
入
学
予

定
の
小
学
生
と
の

交
流
を

図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
を
受

け
中

止
。

【
検
討
経
過
】

4
月

1
6
日

　
4
/
2
7
に
行

わ
れ

る
会
議
を
前
に
、
竜
東
中
学
校
教
務
主
任
の
先
生
と
協
議
。

感
染
状
況
や
施
設
閉
鎖
の
状
況
か
ら
、
今
年
度
の
大
会
中
止
を
決
定
し
た
。

評 価

【
成
果

と
課
題
】

竜
東
中

学
校
、
竜
東
中
学
校
区
小
学
校
、
上
久
堅
・
千
代
・
龍
江
公
民
館
が
主
催
と
な
っ
て
開

催
。
地
域
の
縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
チ
ー
ム
作
り
を
行
い
、
小
学
生
が
中
学
校
の
様
子
を
知

る
機
会
と
し
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年

度
に
つ
い
て
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を
受

け
、
や

む
な
く
中

止
と
判

断
し
た
。
事
業
自
体
は
、
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
も
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
を
軸
と
し
た

地
域
間

の
交
流
機
会
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

合 同 事 業

竜
東

中
学

校
地

区
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
1

1
月
1
0
日
（
延
期
）

龍
江
公
民
館

目 的

龍
江
地
区
在
住
の

新
成
人

を
対
象
に
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
を
改
め
て

振
り
返

り
、
感

謝
す
る
場

と
す
る
。
ま
た
、
地

域
の

新
成

人
を
地
域
を
挙
げ
て
お
祝

い
す
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

成
人
式
は
令
和
３
年
８
月
以
降
に
延
期
と
な
っ
た
が
、
新
成
人
有
志
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
体
制
で
次
の
内
容
を
検
討
、
実
施
し
た
。

・
成
人
式
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
成
人
式
祝
賀
会
の
企
画
、
準
備

・
成
人
実
行
委
員
に
よ
る
地
域
学
習
の
実
施

　
（
テ
ー
マ
「
天

竜
川

ラ
イ
ン
下

り
」
）

≪
検
討
経
過
≫

9
/
1
4
、
9
/
2
5
、
1
0
/
7
、
1
0
/
3
0
、
1
1
/
2
6
、
1
2
/
1
3
、
1
2
/
2
7
、
2
/
2
1
、
3
/
1
8

1
0
/
1
4
公

民
館

部
長

会
1
1
/
7
地

域
学

習

評 価

【
成
果
と
課
題
】

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
全
員
が
安
心
し
て
参
加
し
お
祝
い
で
き
る
成
人
式
を
目
指
し
て

検
討
を
重
ね
た
。
ま
た
、
実
行
委
員
会
に
は
遠
方
に
居
住
す
る
新
成
人
も
Z
o
o
m
で
参
加
し
た
。

遠
方
で
参
加
で
き
な
い
人
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
実
行
委
員
の
思
い
か
ら
、
仕
事
や
学

校
の

都
合

で
直

接
会

場
に
参

加
で
き
な
い
新

成
人

の
た
め
に
、
公

民
館

委
員

が
中

心
と
な
り
リ

モ
ー
ト
参
加
も
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
た
。
運
営
に
関
わ
る
地
域
の
大
人
が
県
内
外
で
頑
張
っ
て

い
る
新

成
人

の
た
め
に
、
新

成
人

の
や

り
た
い
こ
と
は

全
力

で
応

援
、
協

力
を
し
た
い
と
思

え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今

後
も
参

加
の

選
択

肢
の

１
つ
と
し
て
リ
モ
ー
ト
参

加
が

で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
成
人
式
が
8
月
以
降
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
地
域
学
習
等
が

実
施

可
能

で
あ
る
た
め
、
地

域
の

魅
力

や
地

元
の

温
か

さ
に
触

れ
る
こ
と
の

で
き
る
学

習
機

会
を
検
討
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

龍
江
地
区
成
人
式

他
会
計

継
続

1
2

5
7

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
,7
1
8

8
月
2
9
日

一
般
を
対
象
に
、
か
つ
て

情
報
伝
達
と
し
て
用
い
ら
れ

た
狼
煙
を
通
じ
、
先
人
の
文

化
を
学
ぶ
と
共
に
地
域
を

考
え
る
機

会
と
す
る
。

事
業
名

開
催
会
場

2
1

そ の 他

武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー

地
区
費

継
続

1
2
3

実 施 内 容

飯
田

下
伊

那
か

ら
諏

訪
ま
で
つ
な
が

る
武

田
信

玄
の

濾
紙

リ
レ
ー
に
参

加
し
先

人
の

文
化
を
感
じ
る
た
め
実
施
。
地
元
在
住
の
方
を
講
師
を
招
き
、
兎
城
跡
に
て
狼
煙
や
武
田

信
玄
、
兎
城
跡
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

≪
講
師
≫

吉
澤
健
さ
ん
、
沢
栁
徳
次
さ
ん

龍
江
一
区
　
兎
城
跡

目 的

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

評 価

【
成
果
と
課
題
】

少
し
ず
つ
だ
が

参
加

者
も
増

え
て
き
て
い
る
。
親
子
の
参
加
も
見
ら
れ
、
幅
広
い
層
が
歴
史
に

つ
い
て
学
び
体
験
す
る
機
会
に
繋
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

文
化
部
や
育
成
部
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
親
子
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

イ
ベ
ン
ト
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
を

検
討
し
て
い
く
。

予
算
区
分

対
象
数

開
催
期
日
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

6
,7

9
6

通
年

竜
丘

公
民

館

目 的

若
者

を
中

心
と

し
た

地
域

住
民

を
対

象
に

、
お

互
い

の
交

流
を

通
し

、
こ

の
地

区
の

独
自

性
を

見
つ

め
直

し
、

地
元

に
誇

り
を

も
っ

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

令
和

元
年

度
の

成
人

式
実

行
委

員
を

中
心

に
、

竜
丘

の
2
0
代

の
若

者
が

交
流

を
通

し
て

仲
間

を
つ

く
り

な
が

ら
、

自
ら

の
視

点
で

考
え

学
ん

で
い

く
。

５
月

：
開

校
式

　
興

味
関

心
の

テ
ー

マ
出

し
７

月
：
「
結

婚
」
に

つ
い

て
、

地
域

の
先

輩
(公

民
館

委
員

)か
ら

話
を

聞
く

８
月

：
竜

丘
地

域
に

関
す

る
興

味
関

心
の

テ
ー

マ
出

し
1
1
月

：
地

域
を

知
る

「
竜

丘
地

域
の

現
状

、
各

分
館

の
特

色
」
【
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

延
期

】

評 価

【
成

果
と

課
題

】
青

年
層

が
地

域
で

学
び

活
動

す
る

き
っ

か
け

が
で

き
た

。
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
り

活
動

が
休

止
し

て
い

る
た

め
、

地
域

の
大

人
か

ら
話

を
聞

き
、

共
に

活
動

す
る

こ
と

な
ど

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

、
活

動
を

再
開

し
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

年
度

の
成

人
式

実
行

委
員

も
新

た
に

メ
ン

バ
ー

に
加

え
、

活
動

を
充

実
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

青
年

学
級

市
・
地

継
続

4
1
6

5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

0
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
を

図
る

実 施 内 容

乳
児

の
成

長
発

達
や

育
児

法
、

離
乳

食
な

ど
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

育
児

相
談

、
情

報
相

談
の

場
と

す
る

。
育

児
法

、
子

ど
も

の
接

し
方

等
に

つ
い

て
学

ぶ
。

親
の

個
人

相
談

等
保

健
師

に
依

頼
す

る
。

栄
養

士
に

離
乳

食
相

談
を

お
願

い
す

る
。

1
0
0

対
象

数

5

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
5

学 級 ・ 講 座

4
8

目 的0
歳

児
学

級
他

会
計

継
続

開
催

期
日

1
0
/
2
2
～

3
/
1
0

評 価

【
成

果
と

課
題

】
育

児
の

悩
み

を
相

談
し

た
り

、
子

育
て

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

で
あ

る
と

同
時

に
、

母
親

同
士

が
知

り
あ

い
、

地
域

内
に

縦
と

横
の

つ
な

が
り

を
作

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
母

親
も

楽
し

め
る

学
級

と
す

る
こ

と
で

、
少

し
で

も
リ

ラ
ッ

ク
ス

で
き

る
時

間
を

作
っ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
の

中
で

の
つ

な
が

り
を

作
っ

て
い

く
最

初
の

入
り

口
と

な
る

よ
う

実
施

し
て

い
く
。

開
催

会
場

竜
丘

公
民

館

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

学 級 ・ 講 座

中
国

帰
国

者
支

援
事

業
「
好

友
会

」
（
日

本
語

教
室

）
市

・
地

継
続

4
3

3
5
0

3
0
5

通
年

（
週

1
回

）
竜

丘
公

民
館

目 的

中
国

帰
国

者
を

中
心

に
、

生
活

に
困

ら
な

い
程

度
の

日
本

語
、

習
慣

、
文

化
の

理
解

、
情

報
交

換
、

交
流

の
場

と
す

る
。

実 施 内 容

講
師

を
中

心
に

、
週

１
回

の
ペ

ー
ス

で
日

本
語

教
室

を
開

き
、

地
域

で
暮

ら
す

仲
間

と
し

て
互

い
の

生
活

習
慣

や
考

え
方

を
学

び
あ

う
。

講
師

：
西

川
和

憲
、

善
本

勝
、

片
町

國
臣

、
安

藤
信

貴
、

佐
々

木
拓

美
、

小
澤

以
衣

、
磯

村
裕

子

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

大
人

の
学

校
市

・
地

継
続

2
1
1
5

1
0
2

2
,4

1
0

通
年

竜
丘

公
民

館

目 的

6
0
歳

以
上

の
住

民
を

対
象

に
、

　
高

齢
者

層
の

ま
と

ま
り

と
生

き
が

い
、

地
域

参
画

を
図

る

実 施 内 容

運
営

委
員

を
中

心
に

し
て

、
月

１
回

の
定

例
講

座
を

企
画

し
開

催
す

る
。

テ
ー

マ
は

、
生

活
を

取
り

巻
く
様

々
な

課
題

を
取

り
上

げ
る

。
ク

ラ
ブ

活
動

な
ど

必
要

な
生

涯
学

習
の

支
援

を
行

う
。

運
営

委
員

会
・
班

長
会

・
定

例
会

（
講

座
）
・
ク

ラ
ブ

長
会

な
ど

を
随

時
開

催
し

て
い

る
。

1
0
/
2
2
　

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

正
し

く
恐

れ
る

た
め

の
知

識
の

整
理

」
　

講
師

：
竜

丘
地

区
保

健
師

　
参

加
者

6
0
名

1
2
/
1
0
　

「
こ

れ
か

ら
の

地
域

・
安

心
安

全
に

生
活

す
る

た
め

に
」
 　

講
師

：
元

飯
田

信
金

理
事

長
　

森
山

和
幸

 氏
　

参
加

者
5
5
名

ま
た

、
休

講
中

も
学

習
機

会
の

提
供

と
つ

な
が

り
の

継
続

を
目

的
に

、
「
大

人
の

学
校

通
信

」
を

創
刊

し
、

３
回

発
行

し
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も

自
主

的
自

立
的

に
企

画
し

運
営

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
定

例
講

座
が

で
き

な
い

代
わ

り
に

「
大

人
の

学
校

通
信

」
を

創
刊

し
、

集
ま

り
は

で
き

な
く
て

も
書

面
で

健
康

に
関

す
る

講
座

や
大

人
の

塗
り

絵
を

実
施

し
、

文
化

作
品

展
に

も
多

く
の

作
品

を
出

展
し

、
会

員
か

ら
は

非
常

に
好

評
で

あ
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
設

立
当

初
の

理
念

を
大

事
に

し
、

運
営

委
員

会
で

話
し

合
い

な
が

ら
学

習
講

座
を

展
開

し
て

い
き

た
い

。 対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
9

【
成

果
と

課
題

】
公

民
館

休
館

の
際

に
は

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
て

教
室

を
行

っ
た

。
言

葉
の

勉
強

だ
け

で
な

く
、

地
域

探
訪

で
交

流
を

深
め

る
な

ど
、

楽
し

み
な

が
ら

学
習

す
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

講
師

を
地

区
内

で
募

集
し

、
新

た
に

3
名

が
加

わ
っ

た
こ

と
で

、
参

加
者

の
進

度
に

応
じ

た
対

応
が

で
き

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
言

葉
の

勉
強

だ
け

に
偏

ら
ず

、
風

習
や

日
常

生
活

な
ど

を
話

題
に

し
な

が
ら

、
地

域
で

暮
ら

す
仲

間
と

し
て

交
流

す
る

機
会

を
増

や
し

て
い

き
た

い
。
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

区
分

8
/
6
～

3
/
1
2

竜
丘

公
民

館
他

開
催

期
日

9

乳
児

の
成

長
発

達
や

育
児

法
な

ど
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

育
児

相
談

、
情

報
相

談
の

場
と

す
る

。
講

師
に

保
健

師
、

保
育

士
等

を
お

願
い

し
育

児
法

、
子

ど
も

の
接

し
方

等
に

つ
い

て
学

ぶ
。

親
の

個
人

相
談

等
保

健
師

に
依

頼
す

る
。

福
祉

健
康

委
員

に
支

援
に

入
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
、

相
談

し
合

え
る

関
係

を
構

築
す

る
。

評 価

開
催

会
場

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

1
0
6

事
業

区
分

開
催

回
数

【
成

果
と

課
題

】
育

児
の

悩
み

を
相

談
し

た
り

、
子

育
て

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

で
あ

る
と

同
時

に
、

母
親

同
士

が
知

り
あ

い
、

地
域

内
に

縦
と

横
の

つ
な

が
り

を
作

る
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
の

中
で

の
つ

な
が

り
を

作
っ

て
い

く
最

初
の

入
り

口
と

な
る

よ
う

実
施

し
て

い
く
。

開
催

期
日

開
催

会
場

事
業

名
予

算
区

分

継
続

1
回

参
加

・
登

録
数

2
2
0

対
象

数

8
2
5

学 級 ・ 講 座学 級 ・ 講 座

目 的

1
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
を

図
る

継
続

竜
丘

公
民

館
他

評 価1
2

目 的

2
7
0

2
・
3
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

育
児

不
安

を
解

消
し

、
親

の
交

流
、

親
子

の
ふ

れ
あ

い
を

図
る

実 施 内 容

２
歳

３
歳

児
学

級
他

会
計

講
師

に
保

健
師

、
保

育
士

等
を

お
願

い
し

、
乳

児
の

成
長

発
達

や
育

児
法

な
ど

に
つ

い
て

学
習

す
る

と
共

に
、

親
の

個
人

相
談

等
を

保
健

師
に

依
頼

す
る

。

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

1
1
4

7
/
1
5
～

3
/
1
7

【
成

果
と

課
題

】
育

児
の

悩
み

を
出

し
合

い
、

母
親

同
士

の
つ

な
が

り
を

作
る

機
会

に
な

っ
て

い
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
の

中
で

の
つ

な
が

り
を

作
っ

て
い

く
最

初
の

入
り

口
と

な
る

よ
う

実
施

し
て

い
く
。

１
歳

児
学

級
他

会
計

事
業

名
予

算
区

分

実 施 内 容

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
市

・
地

継
続

1
2
0

-
6
,7

9
6

7
月

2
6
日

【
中

止
】

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
音

楽
を

身
近

な
も

の
と

し
て

親
し

み
、

音
楽

文
化

の
向

上
を

図
る

。

実 施 内 容

普
段

ふ
れ

る
機

会
の

少
な

い
、

生
の

ク
ラ

ッ
シ

ッ
ク

音
楽

に
ふ

れ
る

機
会

と
し

て
開

催
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
経

過
】

4
/
8
　

文
化

委
員

会
（
2
0
名

）
評 価

【
成

果
と

課
題

】
一

流
の

音
楽

に
触

れ
、

音
楽

を
通

じ
た

住
民

の
交

流
の

場
と

し
て

大
切

に
し

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
音

楽
を

通
じ

た
交

流
に

つ
い

て
考

え
、

実
施

で
き

る
よ

う
に

検
討

を
進

め
る

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

竜
丘

市
民

大
学

講
座

市
・
地

継
続

2
4
8

2
7

6
,7

9
6

1
0
月

2
5
日

、
3
月

7
日

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

り
地

域
づ

く
り

の
実

践
に

つ
な

げ
て

い
く
。

実 施 内 容

竜
丘

を
学

び
今

後
の

地
域

づ
く
り

に
生

か
し

て
い

く
こ

と
を

目
的

に
開

催
。

竜
丘

の
自

然
や

文
化

、
歴

史
の

掘
り

起
こ

し
と

将
来

展
望

を
学

習
す

る
。

第
1
講

　
市

美
術

博
物

館
企

画
展

「
竜

丘
児

童
自

由
画

1
0
0
周

年
展

」
の

鑑
賞

　
講

師
：
市

美
術

博
物

館
 槇

村
 氏

　
　

参
加

者
：
2
7
名

第
2
講

　
竜

丘
の

風
景

を
題

材
に

自
由

画
を

描
く

　
講

師
：
竜

丘
児

童
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会
　

参
加

者
：
2
1
名

評 価

【
成

果
と

課
題

】
第

１
講

で
は

市
美

術
博

物
館

の
企

画
展

を
鑑

賞
し

、
ま

た
木

下
紫

水
の

教
育

観
に

つ
い

て
学

び
、

竜
丘

の
自

由
教

育
の

見
識

を
深

め
る

機
会

と
な

っ
た

。
第

2
講

で
は

、
竜

丘
の

自
然

を
感

じ
な

が
ら

実
際

に
自

由
画

を
描

き
、

体
験

型
で

自
由

画
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
の

現
状

を
見

つ
め

、
取

り
上

げ
た

い
テ

ー
マ

を
考

え
、

講
座

を
組

み
立

て
て

い
く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

家
庭

教
育

講
演

会
市

費
継

続
1

2
4

3
7

2
2
0

1
1
月

2
4
日

竜
丘

公
民

館

目 的

保
育

園
保

護
者

を
対

象
に

、
家

庭
教

育
の

大
切

さ
を

伝
え

、
意

識
向

上
を

図
る

実 施 内 容

竜
丘

保
育

園
と

の
共

催
で

、
保

育
園

児
、

乳
幼

児
の

親
子

を
対

象
に

行
う

。
親

子
で

の
人

形
劇

の
観

劇
を

通
し

、
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
の

後
の

保
護

者
を

対
象

に
家

庭
教

育
に

つ
い

て
の

講
演

会
を

行
う

。
劇

団
：
獅

子
を

舞
う

男
 わ

た
ち

ゃ
ん

講
演

：
園

長
先

生
か

ら
の

お
話

評 価

【
成

果
と

課
題

】
竜

丘
保

育
園

と
の

合
同

で
開

催
。

園
児

や
そ

の
保

護
者

、
未

就
園

児
の

親
子

に
人

形
劇

を
観

劇
す

る
こ

と
で

、
異

年
齢

交
流

や
人

形
劇

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

な
が

る
機

会
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
観

劇
後

の
講

演
は

内
容

や
タ

イ
ミ

ン
グ

を
検

討
す

る
な

ど
充

実
さ

せ
て

い
く
。
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ニ
ュ

ー
イ

ヤ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
2
0
2
1
o
n
lin

e
地

区
費

継
続

4
9
0

6
,7

9
6

1
月

1
5
日

、
2
0
日

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
 大

人
か

ら
子

ど
も

ま
で

が
、

音
楽

を
ベ

ー
ス

に
し

た
交

流
の

場
と

し
、

芸
術

振
興

を
は

か
る

。

実 施 内 容

今
年

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
小

中
学

校
の

発
表

の
機

会
と

し
て

、
演

奏
を

動
画

で
撮

影
し

、
竜

丘
H

P
等

で
配

信
し

た
。

【
撮

影
】
竜

丘
小

ブ
ラ

ス
バ

ン
ド

（
1
/
2
0
）
、

鈴
岡

太
鼓

子
供

連
(1

/
1
5
)、

緑
ヶ

丘
中

学
校

吹
奏

楽
部

・
合

唱
部

【
検

討
経

過
】

文
化

ス
タ

ッ
フ

会
（
1
2
/
2
1
、

1
/
7
）

対
象

数
開

催
期

日
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
0
竜

丘
地

区
公

演
他

会
計

継
続

1
2
0

-
6
,7

9
6

8
/
6
～

1
0
【
中

止
】

竜
丘

公
民

館
他

目 的

一
般

を
対

象
に

、
人

形
劇

を
通

じ
て

文
化

活
動

の
活

性
化

を
図

る
と

と
も

に
住

民
の

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

本
館

4
公

演
と

分
館

5
公

演
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
経

過
】

4
/
8
　

文
化

委
員

会
（
2
0
名

）
評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
運

営
方

法
に

つ
い

て
課

題
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
人

形
劇

の
ま

ち
 い

い
だ

の
意

義
や

理
念

を
確

認
し

つ
つ

、
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

運
営

を
考

え
実

施
し

た
い

。

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

竜
丘

地
区

文
化

作
品

展
地

区
費

継
続

1
0

6
8
0

6
,7

9
6

1
1
月

7
日

、
8
日

竜
丘

公
民

館
他

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
日

頃
の

活
動

の
成

果
を

発
表

し
、

文
化

活
動

の
さ

ら
な

る
活

性
化

を
図

る
。

実 施 内 容

コ
ロ

ナ
禍

で
も

で
き

る
こ

と
を

検
討

し
、

文
化

作
品

展
と

し
て

開
催

。
(1

) 
地

区
内

団
体

、
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ、

企
業

、
個

人
が

日
頃

の
活

動
や

成
果

を
発

表
、

交
流

す
る

(2
) 

地
域

に
お

け
る

文
化

活
動

を
活

発
化

さ
せ

、
地

区
民

の
親

睦
を

図
る

。
(3

) 
公

民
館

と
参

加
団

体
に

よ
る

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

企
画

、
運

営
に

あ
た

る
。

(4
) 

分
館

に
よ

る
展

示
を

行
い

、
地

域
学

習
と

発
表

の
場

と
す

る
。

【
検

討
経

過
】

7
/
1
3
 文

化
ス

タ
ッ

フ
会

、
8
/
4
　

企
画

委
員

会
、

9
/
4
 文

化
ス

タ
ッ

フ
会

、
9
/
2
5
 文

化
ス

タ
ッ

フ
会

、
 1

0
/
2
 文

化
祭

実
行

委
員

会
、

1
0
/
9
　

企
画

委
員

会
、

1
0
/
1
9
文

化
委

員
会

、

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

2
4

-
6
,7

9
6

5
月

1
7
日

【
中

止
】

竜
丘

小
学

校
校

庭

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
健

康
維

持
と

住
民

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
地

域
住

民
の

親
睦

交
流

と
、

健
康

の
維

持
増

進
を

図
り

、
活

力
あ

る
地

域
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
。

今
年

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
経

過
】

3
/
2
5
 体

育
委

員
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

種
目

の
検

討
に

つ
い

て
課

題
が

挙
げ

ら
れ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

内
容

を
検

討
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
住

民
同

士
の

交
流

を
継

続
し

て
い

く
。

【
成

果
と

課
題

】
分

館
や

地
区

内
の

団
体

、
個

人
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
い

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
で

き
る

こ
と

を
何

度
も

検
討

を
重

ね
、

作
品

展
示

を
中

心
に

開
催

。
感

染
症

対
策

と
し

て
、

会
場

内
を

一
方

通
行

で
鑑

賞
し

て
も

ら
う

よ
う

に
し

た
こ

と
で

、
す

べ
て

の
作

品
展

示
を

見
る

こ
と

が
で

き
と

て
も

好
評

で
あ

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

区
住

民
同

士
の

交
流

や
親

睦
の

機
会

に
つ

い
て

検
討

が
必

要
。

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

、
小

中
学

生
は

練
習

成
果

を
発

表
す

る
機

会
が

な
か

な
か

持
て

ず
に

い
た

が
、

撮
影

に
向

け
て

練
習

に
取

り
組

み
、

素
晴

ら
し

い
演

奏
が

で
き

た
。

地
域

に
と

っ
て

は
交

流
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

子
ど

も
た

ち
が

演
奏

す
る

姿
を

見
る

良
い

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
時

期
と

方
法

を
検

討
し

、
文

化
祭

な
ど

と
併

せ
て

交
流

の
機

会
を

検
討

し
て

い
く
。
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
民

俗
資

料
館

の
老

朽
化

や
資

料
整

理
、

委
員

の
高

齢
化

と
抱

え
る

課
題

は
多

い
。

委
員

は
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会
に

も
参

画
し

、
文

化
委

員
会

と
共

に
市

美
術

博
物

館
の

企
画

展
の

鑑
賞

な
ど

、
自

由
画

教
育

に
関

す
る

講
座

の
組

み
立

て
に

協
力

し
な

が
ら

学
習

し
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
民

俗
資

料
を

小
学

生
に

伝
承

す
る

体
験

活
動

の
企

画
な

ど
、

地
域

資
源

を
有

効
に

活
用

し
て

い
き

た
い

。

多
く
の

方
に

気
軽

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
複

数
の

種
目

を
取

り
入

れ
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
交

流
を

深
め

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
安

心
し

て
気

楽
に

体
を

動
か

し
住

民
同

士
の

親
睦

が
深

め
ら

れ
る

よ
う

新
た

な
種

目
を

取
り

入
れ

実
施

。
種

目
：
ボ

ッ
チ

ャ
【
検

討
経

過
】

9
/
3
0
 体

育
ス

タ
ッ

フ
会

、
1
0
/
8
 体

育
委

員
会

評 価

開
催

会
場

体 育 事 業

目 的

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

継
続

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
健

康
維

持
と

住
民

の
交

流
を

図
る

3

事
業

名
予

算
区

分

1
2
0

-
6
,7

9
6

1
2
月

6
日

冬
季

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
地

区
費

実 施 内 容

2
,2

0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報

た
つ

お
か

発
行

地
区

費
継

続
2
5

1
2
0

2
,2

0
0

通
年

竜
丘

公
民

館

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
情

報
の

提
供

と
記

録
を

目
的

と
す

る
。

実 施 内 容

紙
面

を
通

じ
て

、
地

域
の

現
況

を
伝

達
す

る
と

と
も

に
、

記
録

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

。
ま

た
、

地
域

課
題

・
生

活
課

題
に

つ
い

て
問

題
提

起
を

行
う

。
・
読

み
や

す
く
親

し
ま

れ
る

館
報

づ
く
り

・
館

報
「
た

つ
お

か
」
3
5
4
号

～
3
5
8
号

の
発

行
・
竜

丘
地

域
自

治
会

の
Ｈ

Ｐ
を

活
用

し
た

広
報

活
動

を
推

進

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
結

果
と

し
て

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
単

に
中

止
と

判
断

す
る

の
で

は
な

く
、

運
動

会
の

目
的

や
意

義
に

つ
い

て
考

え
検

討
し

な
が

ら
協

議
を

し
た

。
ま

た
、

来
年

度
以

降
に

繋
が

る
よ

う
に

、
新

種
目

の
検

討
会

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
運

動
会

の
目

的
や

意
義

を
確

認
し

な
が

ら
、

検
討

し
た

新
種

目
を

披
露

す
る

な
ど

、
交

流
の

機
会

と
し

て
企

画
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

竜
丘

市
民

運
動

会
地

区
費

継
続

5
8
0

1
回

参
加

・
登

録
数

6
,7

9
6

1
0
月

1
1
日

【
中

止
】

竜
丘

小
学

校
校

庭

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
運

動
会

を
通

し
て

住
民

同
士

、
世

代
間

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
内

容
で

の
開

催
を

模
索

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
の

収
束

が
見

え
な

い
中

で
、

「
世

代
を

越
え

て
多

く
の

人
が

交
流

す
る

」
機

会
に

は
な

ら
な

い
と

判
断

し
、

中
止

と
し

た
。

運
動

会
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

体
育

委
員

で
新

種
目

の
検

討
を

実
施

。
【
検

討
経

過
】

6
/
8
 企

画
委

員
会

、
6
/
1
7
 体

育
ス

タ
ッ

フ
会

、
6
/
2
4
 体

育
委

員
会

【
種

目
検

討
】

体
育

ス
タ

ッ
フ

会
（
9
/
3
0
、

1
0
/
1
1
）

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

民 俗 資 料 保 存

民
俗

資
料

保
存

事
業

地
区

費
継

続
4

3
0

1
0

事
業

名

目 的

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
民

俗
資

料
の

保
存

活
動

の
推

進
を

図
る

実 施 内 容

竜
丘

独
自

の
委

員
会

で
あ

る
民

俗
資

料
保

存
委

員
会

が
中

心
と

な
り

、
地

域
の

民
俗

資
料

の
収

集
、

整
理

、
保

存
に

あ
た

る
。

地
域

の
有

形
・
無

形
の

民
俗

資
料

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
の

収
集

・
保

存
活

動
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
広

く
公

開
し

て
い

く
。

・
 民

俗
資

料
館

の
維

持
管

理
及

び
資

料
館

の
今

後
に

つ
い

て
の

検
討

・
 収

蔵
品

の
虫

干
し

・
 竜

丘
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会
へ

の
参

画

評 価

対
象

数
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

記
事

の
構

成
に

苦
慮

し
た

が
、

w
it
h
コ

ロ
ナ

の
日

常
を

見
通

し
て

、
改

め
て

公
民

館
活

動
の

意
義

に
つ

い
て

考
え

る
座

談
会

の
実

施
や

、
竜

丘
の

季
節

に
応

じ
た

風
景

写
真

の
掲

載
、

企
画

に
応

じ
た

投
稿

記
事

な
ど

、
ア

イ
デ

ィ
ア

を
出

し
合

い
、

工
夫

し
た

館
報

の
発

行
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
各

委
員

さ
ん

が
企

画
を

出
し

合
い

、
特

集
を

組
み

な
が

ら
、

特
色

あ
る

紙
面

作
り

を
行

う
。

対
象

数
開

催
期

日

竜
丘

小
学

校
体

育
館

6
,7

9
6

通
年

竜
丘

公
民

館
他

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

と
し

て
、

こ
れ

ま
で

の
3
種

目
か

ら
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
「
ボ

ッ
チ

ャ
」
1
種

目
に

変
更

し
開

催
し

た
。

開
催

前
に

体
育

委
員

自
ら

体
験

を
し

て
各

分
館

の
選

手
へ

周
知

を
行

っ
た

こ
と

や
、

ル
ー

ル
が

分
か

り
や

す
か

っ
た

た
め

、
楽

し
み

な
が

ら
プ

レ
ー

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

内
容

を
検

討
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
住

民
同

士
の

交
流

を
継

続
し

て
い

く
。
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竜
丘

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

評 価

6
,7

9
6

6
月

7
日

【
中

止
】
、

7
月

2
9
日

、
9
月

1
3
日

育 成 事 業

継
続

4

目 的古
墳

ま
つ

り
（
埴

輪
の

野
焼

き
）

地
区

費

実 施 内 容

竜
丘

の
誇

る
文

化
遺

産
を

会
場

に
、

竜
丘

全
体

の
ま

つ
り

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
古

墳
ま

つ
り

は
中

止
と

し
た

が
、

小
学

生
が

作
っ

た
埴

輪
の

野
焼

き
は

実
施

。
【
検

討
経

過
】

4
/
9
 育

成
委

員
会

、
4
/
1
4
 竜

丘
古

墳
の

会
【
小

学
生

の
埴

輪
作

り
と

野
焼

き
】

埴
輪

作
り

（
7
/
2
9
）
、

野
焼

き
（
9
/
1
3
）

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

塚
原

二
子

塚
古

墳
他

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
5
0

-

事
業

名
予

算
区

分

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

川
で

遊
ぼ

う
地

区
費

継
続

2
3
0

3
8
6

8
月

2
3
日

【
中

止
】

久
米

川

目 的
自

然
体

験
を

し
な

が
ら

、
子

ど
も

の
た

く
ま

し
さ

を
育

む

実 施 内 容

公
民

館
企

画
委

員
会

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
共

催
事

業
と

し
て

計
画

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
経

過
】

6
/
8
 企

画
委

員
会

、
7
/
1
9
 育

成
委

員
会

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

竜
丘

古
墳

の
会

地
区

費
継

続
2
0

8
0

-
6
,7

9
6

実
施

内
容

参
照

竜
丘

地
区

他

目 的

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
古

墳
に

つ
い

て
の

知
識

の
習

得
と

保
存

活
動

の
機

運
を

高
め

る

実 施 内 容

【
学

習
部

会
】
　

　
1
1
/
8
 古

墳
学

習
会

・
見

学
会

【
古

墳
公

園
推

進
部

会
】
　

　
花

法
師

の
会

、
カ

タ
バ

ミ
の

会
活

動
、

埴
輪

づ
く
り

指
導

、
除

草
作

業

【
検

討
経

過
】

役
員

会
（
4
/
1
4
、

7
/
2
7
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
全

体
整

備
を

２
回

実
施

し
、

有
志

に
よ

る
草

刈
隊

が
定

期
的

に
整

備
を

行
い

、
古

墳
の

維
持

管
理

に
努

め
た

。
ま

た
、

古
墳

案
内

の
P

R
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
観

光
事

業
者

と
連

携
し

て
チ

ラ
シ

の
設

置
を

し
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
は

、
定

期
的

な
学

習
会

・
見

学
会

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
と

、
古

墳
案

内
者

の
養

成
が

必
要

。

2
0
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

竜
丘

あ
い

さ
つ

運
動

地
区

費
継

続
6

2
0
0

【
成

果
と

課
題

】
中

止
に

は
な

っ
た

が
、

現
在

の
子

ど
も

た
ち

の
様

子
か

ら
、

自
然

環
境

の
中

で
、

た
く
ま

し
さ

を
育

む
こ

と
の

ね
ら

い
を

共
有

し
た

。
会

場
整

備
が

河
川

氾
濫

に
よ

り
困

難
な

た
め

、
会

場
の

選
定

が
必

要
と

な
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
水

辺
の

楽
校

を
整

備
し

、
活

用
し

て
い

く
よ

う
に

進
め

て
い

く
。

目 的

竜
丘

住
民

を
対

象
に

、
地

域
と

学
校

が
連

携
し

、
あ

い
さ

つ
運

動
を

通
し

て
住

民
の

交
流

を
図

る

実 施 内 容

6
,7

9
6

8
月

2
6
日

ほ
か

竜
丘

地
区

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

は
「
人

と
の

ふ
れ

あ
い

～
つ

な
が

り
～

」
を

テ
ー

マ
に

標
語

の
募

集
を

行
い

3
0
3
通

の
応

募
が

あ
っ

た
。

８
月

２
６

日
を

統
一

行
動

日
と

し
て

地
域

全
体

で
あ

い
さ

つ
運

動
を

展
開

し
た

。
小

学
校

で
も

あ
い

さ
つ

に
つ

い
て

の
話

を
し

て
い

た
だ

き
、

あ
い

さ
つ

の
大

切
さ

に
つ

い
て

深
め

る
機

会
が

と
れ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
登

下
校

見
守

り
の

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
実

施
し

て
い

く
。

竜
丘

地
区

を
対

象
に

、
古

墳
に

つ
い

て
の

知
識

の
習

得
と

保
存

活
動

の
機

運
を

高
め

る

【
成

果
と

課
題

】
野

焼
き

に
は

多
く
の

児
童

が
参

加
し

、
上

手
に

焼
く
こ

と
が

で
き

た
。

焼
き

上
が

り
を

待
つ

間
に

、
勾

玉
作

り
や

火
お

こ
し

体
験

を
行

い
、

サ
プ

ラ
イ

ズ
で

鈴
岡

太
鼓

の
演

奏
も

あ
り

、
古

墳
ま

つ
り

は
中

止
に

な
っ

た
が

、
一

部
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
竜

丘
の

誇
る

文
化

遺
産

と
し

て
、

子
ど

も
た

ち
を

対
象

に
古

墳
に

触
れ

る
機

会
と

し
て

開
催

す
る

。

標
語

募
集

・
選

定
、

の
ぼ

り
旗

作
成

、
各

分
館

で
あ

い
さ

つ
運

動
現

地
指

導
(1

) 
あ

い
さ

つ
の

大
切

さ
を

見
な

お
す

機
会

と
す

る
(2

) 
大

人
と

子
ど

も
が

あ
い

さ
つ

を
通

し
て

安
心

安
全

な
地

域
づ

く
り

を
行

う
(3

) 
で

き
る

だ
け

多
く
の

団
体

と
連

携
し

て
実

施
す

る
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竜
丘
公
民
館
の
事
業
報
告

№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

そ の 他

放
課
後
子
ど
も
教
室

市
・
地

継
続

2
2

1
,0
0
0

4
6

3
8
5

毎
週
水
曜
日

竜
丘
小
学
校
他

目 的

小
学
生
を
対
象
に
、
放
課

後
の
居
場
所
作
り
と
、
体
験

活
動
の
充
実
を
図
る

実 施 内 容

地
域

の
人

材
、
資

源
を
活

か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
文

化
活

動
、
体

験
活

動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
児
童
が
楽
し
く
遊
び
、
学
び
、
触
れ
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
自
主
性

や
社
会
性
、
創
造
性
を
育
む
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
供

た
ち
の

社
会

性
や

想
像

力
を
育

て
る
点

で
、
重

要
な
事

業
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
活

動
日

が
限
ら
れ
て
い
た
が
、
楽
し
く
遊
び
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
保
護
者
に
も
参
加
を
し
て
も
ら
う
な

ど
、
よ
り
多
く
の
人
が
関
わ
る
体
制
づ
く
り
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

状
維

持
　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
の
育
ち
と
地
域
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
や
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
募
集

な
ど
、
充

実
さ
せ

て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

そ の 他

地
域
人
教
育

市
・
地

継
続

2
4

1
8
0

7
6
,7
9
6

実
施
内
容
参
照

竜
丘
地
区
他

目 的

高
校
生
及
び
地
域
住
民
を

対
象

に
、
よ
り
豊

か
な
生

活
、
よ
り
良

い
地

域
に
向

け
て
、
共

に
学

び
育

つ
機

会
と

す
る
。

実 施 内 容

飯
田
Ｏ
ＩＤ

Ｅ
長
姫
高
校
商
業
科
「
地
域
人
教
育
」
実
施
（
高
校
・
松
本
大
学
・
市
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
に
よ
る
）

活
動

時
間

：
毎

週
金

曜
日

1
3
：
3
0
～

1
5
：
2
0

・
「
竜
丘
の
魅
力
発
信
」
を
テ
ー
マ
に
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
販
売
を
実
施
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

竜
丘
地
区
と
し
て
は
5
年
目
の
取
り
組
み
。

高
校
生
の
生
き
る
力
を
育
む
と
共
に
、
人
材
サ
イ
ク
ル
構
築
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域
に
と
っ
て
も
高
校
生
に
と
っ
て
も
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
機
会
と
し
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

竜
丘
児
童
自
由
画
保
存
顕
彰
委
員
会

地
区
費

継
続

5
4
0

1
0

6
,7
9
6

実
施
内
容
参
照

竜
丘
公
民
館
他

目 的

竜
丘
住
民
を
対
象
に
、

自
由

画
に
つ
い
て
の

理
解

を
深
め
、
地
域
に
誇
り
を
て

い
る
よ
う
意

識
の

向
上

を
図
る

実 施 内 容

小
学
校
と
連
携
し
、
竜
丘
に
現
存
し
て
い
る
自
由
画
の
保
存
と
、
そ
の
活
用
方
法
の
研

究
、
地
域
住
民
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
う
。
併
せ
て
自
由
画
の
背

景
に
あ
る
自

由
教

育
の

研
究

に
つ
い
て
検

討
す
る
。

・
市
美
術
博
物
館
企
画
展
へ
の
協
力

・
竜
丘
小
に
原
画
の
展

示
・
木
下
紫
水
に
関
連
す
る
資
料
の
整
理

・
上
田
市
神
川
地
区
と
の
交
流
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

自
由

画
の

整
理

や
市

美
術

博
物

館
で
開

催
さ
れ

た
1
0
0
周

年
企

画
展

へ
の

協
力

や
鑑

賞
し
学

習
会

を
実

施
。
竜

丘
小

開
校

1
5
0
周

年
記

念
に
向

け
た
準

備
と
し
て
自

由
画

教
育

を
テ
ー
マ
に

小
学
校
と
の
打
合
せ
を
実
施
し
た
。
ま
た
上
田
市
神
川
地
区
と
の
交
流
も
継
続
し
な
が
ら
、
竜

丘
の

自
由

教
育

へ
の

理
解

を
深

め
て
い
け
る
と
良
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

竜
丘

小
開

校
1
5
0
周

年
記

念
に
向

け
、
小

学
生

向
け
の

副
読

本
作

成
を
進

め
て
い
く
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

ぶ
ら
き
ょ
ろ
隊

地
区
費

継
続

2
0
0

5
0
0

5
5

6
,7
9
6

通
年

竜
丘
地
区

目 的

竜
丘
住
民
を
対
象
に
、
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
機

運
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

無
理
の
無
い
範
囲
で
小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を
し
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
を
行

う
。
ま
た
有
事
の
際
は
学
校
か
ら
の
一
斉
メ
ー
ル
に
よ
り
集
団
下
校
に
同
行
す
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

し
っ
か

り
と
し
た
組

織
体

制
や

活
動

で
は

な
い
が

、
地

域
で
子

供
を
見

守
る
機

運
を
高

め
る
活

動
と
し
て
見

守
り
活

動
が

実
施

で
き
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

他
団

体
へ

協
力

す
る
な
ど
、
で
き
る
範

囲
で
活

動
を
充

実
さ
せ

て
い
き
た
い
。
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

乳
幼
児
学
級
「
す
く
す
く
学
級
」

市
・
地

継
続

8
1
5
0

1
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
2
0

実
施
内
容
参
照

川
路
公
民
館
ほ
か

目 的

未
就

園
児

の
い
る
家

庭
を

対
象
に
、
子
ど
も
の
社
会

参
加
促
進
と
、
親
の
育
児

不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る

実 施 内 容

講
師
：
小
木
曽
嘉
子
先
生
（
保
育
士
）

6
/
2
2
（
月

）
「
手

形
足

型
を
と
ろ
う
」
、
7
/
2
0
（
木

）
「
七

夕
飾

り
を
つ
く
ろ
う
」
、
8
/
1
1
（
火

）
「
保

育
園

へ
行

こ
う
！

水
遊

び
」
（
中

止
）
、
9
/
2
8
（
月

）
「
わ

ら
べ
う
た
あ
そ
び
」
、
1
0
/
2
6
（
月

）
「
天

龍
峡

大
橋

へ
お
出

か
け
し
よ
う
」
、
1
1
/
1
6
（
月

）
「
自

己
紹

介
カ
ー
ド
づ
く
り
」
、
1
2
/
2
1

（
月

）
「
ク
リ
ス
マ
ス
会

」
、
1
/
8
（
木

）
「
保

育
園

へ
遊

び
に
行

こ
う
！

（
保

育
園

と
合

同
）
」

（
中

止
）
、
2
/
2
2
（
月

）
「
手

形
足

型
を
と
ろ
う
」
、
3
/
2
2
（
月
）
「
文

集
作

り
・
お
わ

り
の

会
」

評 価

【
成
果
と
課
題
】

同
世
代
の
子
ど
も
と
親
が
集
い
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
親
同
士
が
子
育
て
に
関
す
る
情

報
交

換
を
し
た
り
、
地

域
に
関

す
る
情

報
を
得

る
機

会
と
な
っ
て
い
る
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
参

加
を

控
え
る
親
子
も
お
り
、
参
加
者
数
の
減
少
が
課
題
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
区

外
か

ら
転

入
し
て
き
た
参

加
者

も
増

え
、
乳

幼
児

の
数

が
増

加
し
て
い
る
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
参

加
を
控

え
る
親

子
も
少

な
く
な
い
。
地

域
と
の

つ
な
が

り
を
作

っ
て
い
く
場
に
も
な
っ
て
い
る

の
で
、
参
加
し
や
す
く
、
親
同
士
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
組
み
立
て
を
継

続
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

川
路
さ
わ
や
か
会

市
・
地

継
続

8
9
6

1
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

実
施
内
容
参
照

川
路
公
民
館
ほ
か

目 的

地
区
内
の
中
高
年

を
対
象

に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
活
動
を
通
じ
て

健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
学

習
す
る

実 施 内 容

6
/
1
9
（
金

）
か

わ
ら
ん
べ

周
辺

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

年
度

初
め
総

会
、
7
/
1
7
（
金
）
健

康
体

操
（
講

師
：
斉

藤
た
せ

子
先

生
）
、
9
/
1
8
（
金

）
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
1
0
/
1
6
（
金

）
電

車
で
お
で
か

け
（
千

人
塚

公
園

：
飯

島
町

）
、
1
1
/
2
0
（
金

）
雨

天
の

た
め
囲

碁
ボ
ー
ル

、
1
2
/
1
8
（
金

）
神

之
峰

に
登

る
、
2
/
1
9
（
金

）
囲

碁
ボ
ー
ル

、
3
/
1
9
（
金

）
か
わ
ら
ん
べ
周
辺

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
年
度
末
総
会

評 価

【
成
果

と
課
題
】

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
主
活
動
と
し
て
い
る
が
、
会
員
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
な
が
ら
楽
し
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
内
容
は
会
員
の
意
見
を
尊
重
し
て
体
操
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
等
を
多
様
に

取
り
入

れ
た
。
今
後
も
運
動
と
学
習
交
流
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

近
年
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
会
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
若
い
方
の
加
入
促
進
や
、
講

座
の
方

向
性
の
検
討
が
必
要
。
他
の
学
級
講
座
や
専
門
委
員
会
と
も
連
携
し
た
事
業
組
み
立

て
を
検

討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

第
６
８
回
天
龍
峡
夏
期
大
学

市
・
地

継
続

5
4
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

７
月
1
3
日
（
月
）
～
2
2
日
（
水
）
　
（
中
止
）

川
路
公
民
館

目 的

川
路
地
区
民
を
中
心
と
す

る
参

加
者

を
対

象
に
、
教

養
を
高
め
現
代
的

な
課
題

を
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
お

よ
び
川
路
地
区
住
民
の
地

域
へ
の
誇
り
を
高

め
る

実 施 内 容

主
催
：
飯
田
市
公
民
館
　
主
管
：
川
路
公
民
館

目
的
：
各
界
の
著
名
人
、
第
一
戦
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、
そ
の

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
川
路
住
民
、
飯
田
市
民
の
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
現
代
的

な
課

題
を
考

え
る
契

機
と
す
る
。
ま
た
、
「
伝

統
あ
る
川

路
に
お
け
る
夏

期
大

学
講

座
」
を

継
続

し
て
開

催
し
、
川

路
住

民
の

地
域

へ
の

誇
り
や

愛
着

を
高

め
る
。

【
検
討
過
程
】

前
年

度
2
/
1
0
文

化
部

会
：
日

程
決

定
前

年
度

3
/
1
0
文

化
部

会
：
テ
ー
マ
案

、
講

師
案

の
検

討
4
/
2
3
文

化
部

会
（
書

面
開

催
）
：
延

期
を
決

定
6
/
1
1
正

副
部

長
会

：
延

期
先

、
催
事
中
止
条
件
等
を
決
定

6
/
3
0
文

化
部

会
：
中

止
を
決

定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

昭
和
2
8
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
6
8
回
目
を
迎
え
る
川
路
の
歴
史
あ
る
事
業
と
し
て
準
備
を
進

め
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
せ

ざ
る
を
得

な
か

っ
た
。
事

業
の

継
続

性
を
担

保
す
る
た

め
、
次

年
度
に
工
夫
し
た
開
催
が
で
き
る
か
が
大
変
重
要
と
な
る
。

地
域
の
課
題
に
即
し
た
テ
ー
マ
を
公
民
館
文
化
部
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
講
師
選
定
し
て

い
る
が
、
任
期
２
年
の
文
化
部
内
だ
け
で
検
討
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
運
営
体
制
に
つ
い

て
引

き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

講
演
会
形
式
の
事
業
と
な
る
た
め
、
他
地
区
の
取
組
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策
を
十

分
に
と
っ
た
う
え
で
コ
ロ
ナ
禍

で
も
安

心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
運

営
方

法
を
検

討
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。
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川
路

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

歴
史

文
化

セ
ミ

ナ
ー

市
・
地

継
続

1
1

1
2
0

1
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,9

8
4

毎
月

1
～

2
回

（
実

施
内

容
参

照
）

川
路

公
民

館
ほ

か

目 的

川
路

地
区

民
を

対
象

に
、

大
型

事
業

が
進

み
変

貌
し

て
い

く
地

域
に

お
い

て
、

後
世

に
残

し
て

い
く
べ

き
も

の
の

調
査

・
記

録
・
保

存
を

図
る

実 施 内 容

6
/
1
7
（
水

）
今

年
度

の
研

究
テ

ー
マ

決
め

、
7
/
2
1
（
火

）
市

歴
史

研
究

所
視

察
、

8
/
1
9

（
水

）
「
旧

豊
川

海
軍

工
廠

」
に

つ
い

て
現

地
踏

査
、

9
/
3
（
木

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

①
、

9
/
2
3
（
水

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

②
、

1
0
/
5
（
月

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

③
、

1
0
/
2
0
（
火

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

④
、

1
1
/
1
3
（
金

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

⑤
、

1
1
/
1
8
（
水

）
地

区
文

化
祭

展
示

発
表

準
備

⑥
、

1
2
/
2
2
（
水

）
歴

史
的

建
造

物
調

査
、

3
/
1
0
（
水

）
１

年
間

の
ま

と
め

及
び

来
年

度
の

事
業

計
画

検
討

評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

は
川

路
地

区
に

あ
る

戦
争

遺
構

「
旧

豊
川

海
軍

工
廠

」
を

テ
ー

マ
に

、
現

地
で

の
調

査
や

歴
史

研
究

所
へ

出
向

い
た

調
査

、
当

時
を

知
る

方
へ

の
聞

き
取

り
等

、
意

欲
的

な
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
メ

ン
バ

ー
の

減
少

及
び

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
た

め
、

新
規

会
員

の
加

入
促

進
、

こ
れ

ま
で

の
研

究
成

果
の

利
活

用
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
地

区
文

化
祭

等
の

イ
ベ

ン
ト

の
時

だ
け

で
な

く
、

本
会

の
活

動
を

P
R

で
き

る
場

を
設

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

川
路

通
学

合
宿

市
・
地

継
続

2
2
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,9

8
4

6
月

1
0
日

（
水

）
～

1
3
日

(土
)　

（
中

止
）

川
路

公
民

館
ほ

か

目 的

川
路

地
区

内
の

住
民

・
保

護
者

・
子

ど
も

を
対

象
に

、
地

域
で

子
ど

も
を

育
て

る
環

境
づ

く
り

に
向

け
て

協
働

で
取

り
組

む

実 施 内 容

7
年

目
を

迎
え

、
学

校
や

地
域

に
定

着
し

て
き

た
通

学
合

宿
だ

が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
中

止
。

【
検

討
過

程
】

前
年

度
1
2
/
4
（
水

）
実

行
委

員
会

：
目

的
・
趣

旨
の

再
確

認
、

日
程

決
定

前
年

度
1
/
2
7
（
月

）
実

行
委

員
会

：
行

程
組

み
立

て
、

参
加

者
説

明
会

、
ス

タ
ッ

フ
研

修
会

に
向

け
た

準
備

4
/
1
4
：
中

止
を

決
定

（
次

年
度

の
実

施
に

向
け

て
）

2
/
1
8
実

行
委

員
会

：
次

年
度

に
つ

い
て

検
討

評 価

【
成

果
と

課
題

】
・
子

ど
も

の
参

加
者

数
は

例
年

増
え

、
川

路
小

学
校

5
～

6
年

生
と

い
う

対
象

者
ほ

ぼ
全

員
が

参
加

す
る

事
業

と
な

っ
て

き
た

。
今

年
で

7
回

目
の

実
施

と
な

る
は

ず
だ

っ
た

が
、

中
止

を
残

念
が

る
声

が
各

方
面

か
ら

多
く
聞

か
れ

た
。

・
実

行
委

員
メ

ン
バ

ー
、

学
校

の
先

生
方

が
変

わ
っ

て
い

く
中

で
、

関
係

者
同

士
、

特
に

保
護

者
と

の
連

携
が

難
し

く
な

っ
て

き
て

い
る

た
め

、
地

域
・
家

庭
・
学

校
の

連
携

を
強

め
ら

れ
る

よ
う

工
夫

し
て

い
き

た
い

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
2
/
1
8
に

実
行

委
員

会
を

開
催

し
、

次
年

度
の

開
催

に
向

け
た

方
向

性
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

の
現

状
と

見
通

し
か

ら
、

通
学

合
宿

は
も

う
１

年
我

慢
す

る
こ

と
と

し
た

。
た

だ
し

こ
の

ま
ま

火
を

絶
や

す
こ

と
は

せ
ず

、
安

心
し

て
実

施
で

き
る

状
況

に
な

っ
た

ら
必

ず
開

催
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

代
替

事
業

を
６

月
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
開

催
に

向
け

た
検

討
を

引
き

続
き

進
め

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

火
起

こ
し

＆
か

ま
ど

ご
飯

づ
く
り

体
験

市
費

新
規

3
5
5

3
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,9

8
4

1
1
月

1
4
日

(日
)

川
路

公
民

館

目 的

川
路

地
区

内
の

住
民

・
保

護
者

・
子

ど
も

を
対

象
に

、
地

域
で

子
ど

も
を

育
て

る
環

境
づ

く
り

に
向

け
て

協
働

で
取

り
組

む

実 施 内 容

主
催

：
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
教

育
育

成
委

員
会

　
　

共
催

：
川

路
公

民
館

場
所

：
川

路
公

民
館

駐
車

場
入

浴
場

所
：
コ

ス
モ

ス
の

湯
（
水

曜
日

）
、

天
龍

峡
温

泉
交

流
館

ご
湯

っ
く
り

（
木

、
金

曜
日

）
参

加
者

：
川

路
小

5
～

6
年

生
2
5
名

、
保

護
者

・
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

1
3
名

内
容

：
火

起
こ

し
器

で
火

起
こ

し
体

験
（
講

師
：
上

郷
考

古
博

物
館

 吉
川

秋
利

先
生

）
　

　
　

　
か

ま
ど

で
ご

飯
を

炊
く
、

焼
き

芋
を

作
る

【
検

討
過

程
】

9
/
2
8
（
月

）
大

人
ス

タ
ッ

フ
と

の
打

ち
合

わ
せ

1
0
/
7
（
水

）
小

学
校

運
営

協
議

会
1
1
/
9
（
月

）
大

人
ス

タ
ッ

フ
と

の
打

ち
合

わ
せ

評 価

【
成

果
と

課
題

】
通

学
合

宿
の

中
止

を
残

念
が

る
声

が
各

方
面

か
ら

多
く
聞

か
れ

た
た

め
、

代
替

事
業

と
し

て
実

施
。

一
部

の
保

護
者

や
地

域
の

大
人

の
「
宿

泊
は

で
き

な
く
て

も
、

な
ん

ら
か

の
形

で
子

ど
も

た
ち

の
た

め
に

や
っ

て
あ

げ
た

い
！

」
 と

い
う

子
ど

も
へ

の
想

い
を

形
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
参

加
し

た
子

ど
も

た
ち

か
ら

も
大

好
評

の
事

業
だ

っ
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
2
/
1
8
に

実
行

委
員

会
を

開
催

し
、

次
年

度
の

通
学

合
宿

の
開

催
に

向
け

た
方

向
性

に
つ

い
て

協
議

し
た

結
果

、
コ

ロ
ナ

禍
の

現
状

と
見

通
し

か
ら

、
通

学
合

宿
は

も
う

１
年

我
慢

す
る

こ
と

と
し

た
。

た
だ

し
代

替
事

業
を

６
月

に
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

た
め

、
開

催
に

向
け

た
検

討
を

引
き

続
き

進
め

て
い

く
。
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

川
路
地
区
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
、
正
し
い
食
事
と

走
り
方

を
身

に
付

け
る
こ
と

を
目
的
と
す
る

実 施 内 容

主
催

：
川

路
Ａ
Ｃ
（
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）
　
　
共

催
：
川

路
公

民
館

講
師

：
重

見
高

好
さ
ん
（
2
4
時

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
国

内
最

高
記

録
保

持
者

）
内
容
：
友
達
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
走
る
こ
と
を
通
じ
て
、
川
路
地
区
の
小
学
生
に
体

を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
。
1
,5
0
0
メ
ー
ト
ル

走
の

記
録

会
も
実

施
。

評 価

【
総
括
と
今
後
の
方
向
付
け
】

（
未
実
施
）

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
川
路
地
区
公
演

他
会
計

継
続

0
0

0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

8
月
6
日
～
1
0
日
（
中
止
）

川
路
公
民
館
ほ
か

目 的

参
加
者
を
対
象
に
、
楽
し

み
な
が
ら
芸
術
に
親
し
ん

で
も
ら
う

実 施 内 容

川
路
地
区
内
３
会
場
で
の
地
区
公
演
及
び
本
部
公
演
観
劇
電
車
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い

た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

フ
ェ
ス
タ
自

体
の

中
止

に
よ
り
、
川

路
地

区
公

演
の

企
画

運
営

に
つ
い
て
考

え
、
意

見
を
出

し
合
う
場

を
作
れ
な
か
っ
た
。
人
形
劇
文
化
や
フ
ェ
ス
タ
へ
の
想
い
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
課

題
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
に
向
け
て
人
形
劇
文
化
や
フ
ェ
ス
タ
へ
の
関
心
を
高
め
、
十
分
な
感
染
症
対
策
を
実

施
し
た
上
で
運
営
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

川
路
地
区
文
化
祭

市
・
地

継
続

1
0

1
3
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

1
2
月
6
日
(日

)　
（
中
止
）

川
路
小
学
校

目 的

川
路
地
区
民
を
対
象
に
、

文
化
活
動
の
発
表

の
場
を

設
け
、
さ
ら
な
る
活

動
の

推
進
を
図
る

実 施 内 容

催
し
は
展
示
発
表
・
芸

能
発
表
・
グ
ル
メ
エ
リ
ア
の
3
部
門
で
構
成
。

【
今
年
度
の
特
徴
的
な
取
組
】

①
例
年
の
各
分
館
か
ら
の
出
店
を
、
地
区
内
飲
食
店
か
ら
の
出
店
を
中
心
と
し
た
グ
ル

メ
エ
リ
ア
に
変

更
。
プ
ロ
の

飲
食

店
に
よ
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
メ
イ
ン
に
据

え
て
、
地

元
飲

食
店
の
P
R
・
応
援
と
コ
ロ
ナ
対
策
を
両
立

②
川
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
併
催
：
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
連
携
。
今
年
度
7
月
の
豪
雨
災
害

と
、
来
年
の
3
6
災
害
6
0
周
年
を
き
っ
か
け
に
、
水
害
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
計
画

③
特
別
企
画
：
O
ID
E
長
姫
高
校
の
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
子
ど
も

た
ち
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
配

布
【
検
討
過
程
】

前
年

度
3
/
1
0
文

化
部

会
：
日

程
決

定
6
/
1
1
正

副
部

長
会

：
目

的
、
内

容
の

骨
子

検
討

6
/
3
0
文

化
部

会
：
企

画
検

討
7
/
2
2
文

化
部

会
：
企

画
検

討
8
/
3
1
文

化
祭

説
明

会
：
参
加
予
定
団
体
へ
概
要
説
明
、
意
見
交
換

1
0
/
2
文

化
部

会
：
企

画
検

討
、
部

門
別

打
ち
合

わ
せ

1
0
/
2
3
企

画
会

議
：
検

討
経

過
、
概
要
説
明
、
意
見
交
換

1
0
/
2
6
文

化
部

会
：
部

門
別

打
ち
合

わ
せ

、
コ
ロ
ナ
対

策
検

討
1
1
/
1
1
文
化
祭
参
加
団
体
代
表
者
会
議
：
参
加
団
体
と
の
詳
細
打
ち
合
わ
せ

1
1
/
2
5
文

化
部

会
：
コ
ロ
ナ
感

染
拡

大
に
よ
り
中
止
を
決
定
、
代
替
事
業
の
開
催
を
決
定

【
代
替
事
業
】

文
化
祭
の
中
止
に
伴
い
、
公
民
館
を
会
場
と
し
た
週
替
わ
り
の
作
品
展
示
を
企
画
し
準

備
を
進

め
て
い
た
が

、
飯

田
市

内
で
の

急
速

な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ
る
公
民
館
休
館
等
の
影
響
を
受
け
、
中
止
と
な
っ
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

文
化

部
会

の
中

に
も
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
多

様
な
意

見
が

あ
る
中

で
、
「
子
ど
も
の

想
い
出

に
残

る
文

化
祭

」
を
目

指
し
て
部

員
同

士
が

意
見

を
交

わ
し
合

い
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
文

化
祭

の
開

催
が

目
前

と
な
っ
て
い
た
だ
け
に
、
県

の
コ
ロ
ナ
感

染
警

戒
レ
ベ
ル

の
引

き
上

げ
に
よ
る
中

止
の
判
断
は
非
常
に
辛
い
も
の
が
あ
っ
た
。
部
員
か
ら
も
「
こ
こ
ま
で
準
備
し
て
き
た
の
に
開
催
で

き
な
く
て
悔
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
最
終
的
に
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
事
業
の
開
催
に

向
け
て
全
員
で
工
夫
し
て
知
恵
を
出
し
合
う
と
い
う
学
び
の
過
程
は
次
年
度
以
降
に
も
引
き
継

い
で
い
き
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

現
状

は
運

動
会

と
交

互
の

隔
年

開
催

と
な
っ
て
い
る
が

、
文

化
祭

の
毎

年
開

催
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
参
加
団
体
に
意
向
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
文
化
祭
の

あ
り
方
に
つ
い
て
次
年
度
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

走
り
方
講
習
会

市
・
地

新
規

1
（
未
実
施
）

（
未
実
施
）

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

3
月
2
7
日
(日

)
天
竜
川
総
合
学
習
館

目 的
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

1
2
3

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

9
月
1
3
日
(日

)　
（
中
止
）

竜
峡
中
学
校
体
育
館

目 的

川
路
地
区
の
女
性

を
対
象

に
、
体
を
動
か
す
機
会
を

設
け
る
と
と
も
に
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
図
る

実 施 内 容

女
性

中
心

の
体

育
事

業
と
い
う
位

置
づ
け
で
実

施
。
例

年
で
は

中
学

生
、
高

校
生

、
大

学
生
な
ど
1
0
代
～
2
0
代
の
参
加
が
多
く
、
今
ま
で
区
の
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
き
た

往
年
の
選
手
た
ち
と
交

流
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
方
の

参
加
も
あ
り
、
若
者
や
新
居
者
が
地
域
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

【
検
討
過
程
】

7
/
2
1
企

画
会

議
：
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中

止
を
決

定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

年
間
を
通
し
て
練
習
す
る
分
館
も
あ
り
、
競

技
性

が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
密
に
な
り
や
す
く
接
触
し
や
す
い
競
技
性
か
ら
す

る
と
次

年
度

も
開

催
が

難
し
い
こ
と
が

想
定

さ
れ

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染

症
対

策
を
十

分
に
と
っ
た
う
え
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

心
し
て
参

加
で
き
る
種

目
へ

の
変

更
を
検
討
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

1
1
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

5
月
2
4
日
(日

)　
（
中
止
）

竜
峡
中
学
校
校
庭

目 的

川
路
地
区
の
男
性

を
主
な

対
象
に
、
体
を
動
か
す
機

会
を
設
け
る
と
と
も
に
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
図
る

実 施 内 容

男
性

中
心

の
体

育
事

業
と
い
う
位

置
づ
け
で
実

施
。
例

年
で
は

普
段

地
域

活
動

に
参

加
し
な
い
方
や
若
者
の
参
加
が
多
く
あ
り
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
交
流
で
き
る
大
会
と
な

る
。

【
検
討
過
程
】

4
/
1
3
体

育
部

会
：
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
中

止
を
決

定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

保
ち
に
く
い
競

技
性

か
ら
す
る
と
次
年
度
も
開
催
が
難
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染

症
対

策
を
十

分
に
と
っ
た
う
え
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

心
し
て
参

加
で
き
る
種

目
へ

の
変

更
を
検
討
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

川
路
ワ
ン
ふ
ら
大
会

地
区
費

継
続

2
1
8

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

1
月
3
1
日
(日

)　
（
中
止
）

竜
峡
中
学
校
体
育
館

目 的

川
路
地
区
民
を
対
象
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん

で
も
ら
い
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
図
る

実 施 内 容

老
若
男
女
年
齢
問
わ
ず
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

バ
レ
ー
大
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、
密
に
な
っ
た
り
接
触
し
や
す
い
競
技
性
の
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

心
し
て
プ
レ
ー
で
き
る
種

目
に
変

更
し
て
の

実
施

を
検

討
し
て
い
た

が
、
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
会
議
後
に
体
育
部
員
の
み
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ

チ
ャ
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
）
を
体
験
し
た
。

【
検
討
過
程
】

1
1
/
1
9
体

育
部

会
：
ワ
ン
ふ

ら
で
は

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
種

目
を
変

更
し
て
実

施
す
る
こ
と
を
決

定
1
2
/
1
6
体

育
部

会
：
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
急

速
な
拡

大
を
受

け
て
、
中

止
の

方
針
に
。
会
議
後
に
体

育
部
員
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

1
2
/
2
3
企

画
会

議
：
中

止
を
決

定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
、
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
と
い
う
密
に
な
り
や
す
く
接
触
し
や

す
い
競

技
性
か
ら
す
る
と
、
次
年
度
も
開
催
が
難
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

感
染

症
対

策
を
十

分
に
と
っ
た
う
え
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

心
し
て
参

加
で
き
る
種

目
へ

の
変

更
を
検
討

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

カ
ル
タ
会

地
区
費

継
続

1
1
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

1
月
1
1
日
(祝

）
　
（
中
止
）

川
路
公
民
館

目 的

川
路
地
区
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
伝

徳
的

な
遊

び
で

あ
る
カ
ル

タ
を
通

じ
、
異

年
齢
の
子
ど
も
と
交
流
を
図
る

実 施 内 容

ま
ち
づ
く
り
委

員
会

教
育

育
成

員
会

、
図

書
館

川
路

分
館

と
の

共
催

。
例

年
で
は

紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
の
後
、
か
る
た
と
百
人
一
首
を
楽
し
ん
で
い
る
。

【
検
討
過
程
】

市
中
央
図
書
館
の
方
針
も
考
慮
し
、
1
1
/
3
0
の

会
議

で
中

止
を
決

定
評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年

は
保

育
園

児
、
小

学
生

、
中

学
生

、
大

人
ま
で
の

幅
広

い
年

代
の

参
加

が
あ
り
、
小

学
生

対
中

学
生

や
、
中

学
生

対
大

人
な
ど
、
年

代
を
超

え
て
み

ん
な
で
か

る
た
を
楽

し
む
姿

が
見

ら
れ

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍

で
は

、
密

に
な
り
や

す
い
競

技
性

で
あ
る
カ
ル

タ
は

開
催

が
難

し
い
こ
と
も
想

定
さ
れ

る
。
代
替
と
な
る
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
へ
の
代
替
も
視
野
に
、
次
年
度
以
降
も
幅
広
い
年
代

の
人
が
楽
し
め
る
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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川
路
公
民
館
の
事
業
報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

世
代
間
交
流
事
業

地
区
費

継
続

1
2
0

2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
5
4

1
2
月
2
0
日
(日

)
２
区
公
民
館

目 的

川
路
地
区
民
を
対
象
に
、

多
世
代
の
交
流
と
伝
統
文

化
の
継
承
を
図
る

実 施 内 容

各
分

館
で
実

施
す
る
「
し
め
縄

・
お
や

す
作

り
講

習
会

」
を
支

援
し
て
い
る
。
各

分
館

の
高

齢
者
ク
ラ
ブ
や
P
T
A
、
子
ど
も
会
と
共

催
で
行

っ
て
い
る
。
例

年
は

多
く
の

分
館

で
開

催
さ

れ
て
い
る
が

、
今

年
は

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
第

２
分

館
の

み
が

実
施

し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

分
館

単
位

で
実

施
す
る
こ
と
で
、
多

く
の

方
の

参
加

が
あ
る
。
高

齢
者

の
方

が
持

つ
経

験
や

技
術

を
次

世
代

に
伝

え
る
良

い
機

会
に
な
っ
て
い
る
が

、
子

ど
も
の

参
加

が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
区
に
よ
っ
て
は
指
導
で
き
る
高
齢
者
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
継
続
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
本

館
よ
り
さ
ら
に
身

近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
分

館
活

動
の

重
要

性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
次

年
度

以
降

は
実

施
で
き
る
分

館
が

増
え
る
よ
う
、
本

館
と
し
て
積

極
的

な
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

館
報
「
か
わ
じ
」
発
行

地
区
費

継
続

1
4

9
5

9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
,9
8
4

通
年

川
路
公
民
館

目 的

公
民
館
事
業
報
告

や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
紹

介
だ
け
で
な

く
、
地
域
課
題
を
取
り
上

げ
、
住

民
が

自
分

た
ち
の

地
域

に
つ
い
て
知

り
、
考

え
る
機

会
を
提

供
す
る
。

実 施 内 容

そ の 他

川
路
地
区
成
人
式

市
・
地

継
続

5
4
7

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を

知
り
、
そ
の
良
さ
を
発
見
・

再
認

識
す
る
機

会
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
地
域
を
あ

げ
て
お
祝

い
す
る
。

実 施 内 容

主
催

：
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

　
　
主

管
：
成

人
式

実
行

委
員

会
企
画
運
営
は
公
民
館
企

画
会
議
が
行
う
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
参
加
者
の
削
減
、
時
間
短
縮
の
感
染
症
対
策
を
と
り
な

が
ら
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
次
年
度
へ
延
期
と
な
っ
た
。

【
検
討
過
程
】

8
/
2
7
実

行
委

員
会

：
顔

合
わ

せ
会

　
成

人
式

、
地

域
学

習
に
つ
い
て

9
/
2
4
実

行
委

員
会

：
式

典
の

内
容

検
討

、
地

域
学

習
に
つ
い
て

1
0
/
2
3
公

民
館

企
画

会
議

：
成

人
式

の
運

営
方

法
に
つ
い
て

1
0
/
2
4
地

域
学

習
（
ご
案

内
人

と
い
っ
し
ょ
に
天

龍
峡

散
策

）
1
1
/
1
5
実

行
委

員
会

：
成
人
式
実
行
委
員
企
画
の
内
容
検
討
、
準
備
作
業

1
2
月
：
延
期
が
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
域
学
習
で
は
、
中
学
校
の
授
業
の
と
き
に
散
策
し
て
以
来
の
天
龍
峡
を
二
十
歳
に
な
っ
て
久

し
ぶ
り
に
再
度
散
策
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
天
龍
峡
の
良
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
地
元
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
情

熱
を
持

っ
て
活

動
し
て
い
る
地

域
の

大
人

が
い
る
こ
と
に
触

れ
る
機

会
と
な
っ

た
。

一
方
で
、
式
典
の
延
期
を
う
け
、
新
成
人
の
式
典
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

R
３
年
度
の
成
人
式
に
向
け
て
実
行
委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
働
き
か
け
を
し
て
い

く
。
成
人
式
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
に
実
行
委
員
会
を
継
続
し
、
当
日
の
組
み
立
て
を
再
度
検

討
す
る
。

・
年

間
発

行
回

数
３
回

（
9
月

、
1
2
月

、
3
月

）
、
１
回

あ
た
り
発

行
部

数
9
0
0
部

・
通

年
：
館

報
縮

刷
版

第
２
号

を
編

集
、
発

刊
　
1
4
0
部

・
3
/
4
（
木

）
南

信
州

新
聞

社
視

察
研

修
（
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

と
共

催
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
記
事
選
定
に
苦
労
し
、
例
年
よ
り
も
1

回
少
な
い
発
行
数
と
な
っ
た
が
、
代
わ
り
に
積
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
館
報
縮
刷
版
第
2
号
を

約
4
0
年

ぶ
り
に
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
制

作
過

程
で
は

、
過

去
の

記
事

だ
け
で
な
く
写

真
や

人
口

推
移

な
ど
の

特
集

ペ
ー
ジ
を
追

加
し
、
地

区
の

動
き
が

よ
り
分

か
る
内

容
と
な
る
よ
う

工
夫
し
た
。
ま
た
、
掲
載
す
る
各
号
の
見
出
し
を
拾
い
上
げ
る
作
業
を
部
員
全
員
で
協
力
し
て

行
う
こ
と
で
、
過

去
の

地
区

事
業

等
の

様
子

を
学

び
な
が

ら
編

集
作

業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

完
成
し
た
館
報
縮
刷
版
第
2
号
を
活
用
し
た
学
習
を
展
開
し
た
い
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
発
行
「
広
報
か
わ
じ
」
と
公
民
館
報
を
統
合
す
る
動
き
が
あ
る
。
「
広

報
」
と
「
館
報
」
の
役
割
の
違
い
や
あ
り
方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
に
情
報
を
ど
う
や
っ
て
発
信

し
、
伝

え
て
て
い
く
か
を
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

と
一

緒
に
考

え
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

2
0

1
月
1
0
日
（
延
期
）

川
路
公
民
館
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

1
,3

7
0

9
月

2
0
日

三
穂

地
区

お
下

屋
敷

目 的

三
穂

地
区

の
小

中
学

生
を

対
象

に
、

コ
ロ

ナ
禍

で
制

限
さ

れ
た

学
習

の
機

会
を

与
え

る
と

と
も

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

醸
成

を
図

る

実 施 内 容

保
護

者
有

志
と

協
働

で
実

施
。

地
区

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ペ

ー
ス

で
、

車
に

駄
菓

子
を

陳
列

し
販

売
し

た
。

レ
ジ

係
や

店
員

は
小

中
学

生
に

お
願

い
し

、
お

釣
り

の
計

算
や

お
客

さ
ん

へ
の

対
応

な
ど

を
通

し
て

算
数

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
醸

成
し

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
開

催
後

、
保

護
者

有
志

か
ら

引
き

続
き

行
い

た
い

と
の

話
が

あ
り

、
今

後
は

保
護

者
有

志
に

よ
る

運
営

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
来

年
度

以
降

は
保

護
者

有
志

に
よ

る
運

営
と

な
っ

た
。

公
民

館
と

し
て

も
協

力
で

き
る

部
分

は
協

力
し

な
が

ら
、

継
続

し
て

運
営

が
で

き
て

い
く
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

三
穂

お
試

し
駄

菓
子

屋
地

区
費

新
規

1
5
5

5
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

三
穂

公
民

館
・
三

穂
保

育
園

目 的

高
齢

者
と

保
育

園
児

、
小

学
生

、
若

者
を

対
象

に
、

学
習

と
交

流
の

機
会

の
提

供
、

生
き

が
い

づ
く
り

や
知

恵
、

技
術

を
地

域
の

中
で

活
か

し
て

い
く
場

と
す

る

実 施 内 容

自
分

た
ち

の
知

恵
や

技
術

を
子

ど
も

た
ち

に
伝

え
よ

う
と

2
回

実
施

。
1
2
/
1
9
 正

月
飾

り
を

作
ろ

う
(子

ど
も

育
成

員
会

と
共

催
)

1
2
/
2
1
 お

や
す

作
り

（
保

育
園

と
共

催
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

た
ち

に
自

分
の

知
識

や
技

術
を

伝
え

る
事

や
、

地
区

の
子

ど
も

た
ち

の
様

子
が

見
れ

る
の

が
嬉

し
か

っ
た

と
い

う
感

想
を

聞
く
こ

と
が

で
き

た
。

よ
り

多
く
の

高
齢

者
が

講
師

と
し

て
参

加
で

き
る

よ
う

に
そ

の
他

の
内

容
で

の
知

恵
や

技
術

を
伝

え
ら

れ
る

回
の

開
催

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
多

く
の

高
齢

者
に

と
っ

て
生

き
が

い
の

場
と

な
る

よ
う

、
よ

り
多

く
の

高
齢

者
が

講
師

と
し

て
や

参
加

者
と

し
て

参
加

で
き

る
よ

う
に

内
容

を
検

討
す

る
。

地
区

内
に

あ
る

高
齢

者
ク

ラ
ブ

と
連

携
し

て
内

容
を

組
み

立
て

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

高
齢

者
学

級
市

・
地

継
続

2
3
2

3
2

1
,3

7
0

1
2
月

1
9
日

、
1
2
月

2
1
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

3
3

実
施

内
容

参
照

三
穂

公
民

館
ほ

か

目 的

０
～

３
歳

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

つ
い

て
の

学
習

、
遊

び
の

機
会

を
提

供
す

る
ほ

か
、

参
加

者
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る

実 施 内 容

 １
歳

～
３

歳
児

の
合

同
学

級
。

月
１

回
を

単
位

に
開

催
す

る
。

地
区

担
当

保
健

師
、

保
育

士
、

主
任

児
童

委
員

と
連

携
し

て
実

施
。

コ
ロ

ナ
禍

で
参

加
回

数
・
参

加
者

が
減

少
し

て
し

ま
っ

た
が

、
参

加
さ

れ
た

保
護

者
か

ら
「
こ

ん
な

時
だ

か
ら

こ
そ

、
同

じ
境

遇
の

人
と

話
せ

る
機

会
が

あ
り

嬉
し

い
」
と

の
声

も
あ

り
、

ま
た

、
保

育
園

と
も

協
力

し
合

い
、

園
長

先
生

の
話

や
保

育
園

で
の

遊
び

な
ど

も
盛

り
込

む
こ

と
が

で
き

た
。

１
～

３
歳

児
の

年
齢

が
参

加
し

、
３

歳
児

の
母

親
が

１
歳

児
の

母
親

に
自

分
の

時
は

こ
う

だ
っ

た
な

ど
子

育
て

の
情

報
交

換
の

場
に

も
な

り
つ

つ
あ

る
。

7
/
1
6
 始

め
ま

し
て

の
会

　
1
0
/
2
0
リ

ト
ミ

ッ
ク

 1
1
/
1
7
焼

き
芋

大
会

 1
2
/
8
音

楽
を

聞
こ

う
1
2
/
1
7
ク

リ
ス

マ
ス

会
 2

/
1
5
ボ

ー
ル

で
遊

ぼ
う

 3
/
8
新

聞
紙

で
遊

ぼ
う

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
市

・
地

継
続

7
8
2

【
成

果
と

課
題

】
母

親
同

士
の

情
報

交
換

の
場

に
な

り
つ

つ
あ

る
が

、
参

加
者

へ
の

意
識

付
け

が
必

要
。

参
加

者
と

話
す

中
で

、
父

親
に

も
同

じ
よ

う
な

学
級

が
あ

る
と

良
い

と
い

う
声

も
あ

る
た

め
、

父
親

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
で

、
子

ど
も

と
一

緒
に

過
ご

す
時

間
が

多
い

分
、

保
護

者
が

子
育

て
に

疲
弊

し
て

い
る

よ
う

な
雰

囲
気

が
あ

り
、

保
護

者
が

少
し

休
め

る
よ

う
な

時
間

を
取

り
入

れ
た

い
。

ま
た

、
父

親
向

け
の

回
も

内
容

か
ら

検
討

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

3
3

評 価
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

評 価

【
成

果
と
課

題
】

毎
年

、
文

化
委

員
会

で
協

議
し
て
、
地

域
の

歴
史

や
文

化
を
学

ぶ
た
め
に
行

っ
て
い
る
。
今

年
度

は
コ
ロ
ナ
禍

で
中

止
と
な
っ
た
が

、
協

議
の

際
に
話

題
の

あ
っ
た
地

域
の

歴
史

や
文

化
に
詳

し
い
地

域
の
方

か
ら
館

報
へ

寄
稿

い
た
だ
く
こ
と
で
、
誌

面
上

で
行

う
事

に
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

誌
面

上
で
行

わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

を
文

化
委

員
会

で
も
話

題
に
し
、
も
っ
と
気

に
な
る
と
こ

ろ
や

知
り
た
い
と
こ
ろ
を
話

し
合

う
こ
と
で
内

容
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

文 化 事 業

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

地
域
に
関
連
し
た
話

題
を
学
び
、
知
り
、
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

年
１
回

の
実

施
を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め

中
止

。
【
検

討
過

程
】

4
/
1
0
　
文

化
委

員
会

役
員

会
に
て
協

議

三
穂

公
民

館
ほ

か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
を
み

る
・
演

じ
る
・
さ

さ
え
る
こ
と
を
通

じ
て

人
形
劇
文
化
や
地

域
文
化
へ
の
理
解
を
高

め
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

三
穂

地
区

３
会

場
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

【
検

討
過

程
】

4
/
1
0
　
文

化
委

員
会

役
員

会
に
て
協

議

評 価

【
成

果
と
課

題
】

会
場

を
屋

外
で
行

う
な
ど
の

感
染

症
対

策
を
考

え
な
が

ら
、
準

備
を
進

め
て
き
た
。
地

区
内

で
も

人
形

劇
を
楽

し
み

に
し
て
い
た
親

子
も
お
り
、
改

め
て
地

区
公

演
の

良
さ
や

そ
れ

を
運

営
す
る
公

民
館

委
員

の
存

在
な
ど
を
地

域
で
再

認
識

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

感
染

症
対

策
を
行

っ
た
上

で
、
公

演
が

で
き
る
様

に
、
地

区
実

行
委

員
と
協

議
し
な
が

ら
準

備
を

進
め
て
い
く
。

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
三

穂
地

区
公

演
市

・
地

継
続

1
1
5

-
1
,3
7
0

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

(中
止

）

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日

1
,3
7
0

7
月

2
3
日

（
中

止
）

三
穂

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に

本
物

の
音

楽
に
ふ

れ
る
こ
と
で
、
音
楽
を
身

近
に
感

じ
、
芸

術
文

化
に
対

す
る
興

味
関

心
を
高
め
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
演

奏
家

が
都

市
圏

よ
り
来

ら
れ

な
く
な
り
、
中

止
。

【
検

討
過

程
】

4
/
1
0
　
文

化
委

員
会

役
員

会
に
て
協

議

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ

ー
ト
in
三

穂
市

・
地

継
続

1
4

【
成

果
と
課

題
】

地
区

の
中
で
楽

し
み

に
し
て
い
た
方

も
お
り
、
中

止
が

残
念

と
い
う
声

が
聞

こ
え
た
。
役

員
会

で
も
来

年
度

も
開

催
を
計

画
す
る
事

で
、
地

区
住

民
が

文
化

活
動

に
意

欲
的

に
な
る
の

で
は

な
い

か
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

よ
り
多

く
の

住
民

が
音

楽
に
触

れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
会

場
の

検
討

や
工

夫
を
行

い
来

年
度

も
開

催
す
る
予

定
で
計

画
を
立

て
て
い
く
。

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

- 評 価

中
止

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数

-

開
催

期
日

開
催

会
場

文
化

セ
ミ
ナ
ー

地
区

費
継

続
1

1
5

-
1
,3
7
0
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

【
成

果
と
課

題
】

地
区

の
行

事
の

多
く
が

中
止

と
な
っ
て
い
る
中

で
、
文

化
祭

だ
け
は

何
と
か

行
え
な
い
か

と
文

化
委

員
会

や
文

化
祭

実
行

委
員

会
で
も
協

議
を
進

め
て
き
た
。
日

頃
の

活
動

の
発

表
を
楽

し
み

に
し
て
い
る
団

体
の

姿
や

そ
れ

を
何

と
か

形
に
出

来
な
い
か

と
考

え
た
文

化
委

員
会

の
姿

が
見

え
、
地

域
の
連

帯
意

識
を
高

め
る
事

に
は

つ
な
が

っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

感
染

症
対

策
を
行

っ
た
上

で
、
各

種
団

体
に
よ
る
成

果
発

表
を
多

く
の

地
域

住
民

が
安

心
し
て

見
に
来

ら
れ

る
よ
う
な
運

営
や

開
催

方
法

に
つ
い
て
協

議
し
な
が

ら
来

年
度

に
向

け
て
準

備
し

て
い
き
た
い
。

【
成

果
と
課

題
】

ふ
れ

あ
い
夏
祭

り
が

中
止

と
な
り
、
地

域
で
子

ど
も
達

が
家

族
と
の

思
い
出

を
作

る
機

会
が

少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
声

か
ら
実

施
。

当
日

は
多

く
の

地
域

住
民

が
花

火
を
見

て
く
れ

、
家

族
の

思
い
出

に
な
っ
た
と
い
う
声

も
聞

こ
え

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
☑
縮
小

来
年

度
は
夏

祭
り
を
行

う
予

定
で
準

備
を
進

め
て
お
り
、
代

替
事

業
と
な
っ
た
場

合
は

花
火

で
は

な
い
も
の

を
行

え
な
い
か

検
討

中
。

文 化 事 業

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

コ
ロ
ナ
禍

で
も
家

族
と

の
繋
が
り
を
意
識
し
、

地
域

で
の

思
い
出

を
作
り
、
地
域
へ
の
愛
着

を
高
め
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

中
止

と
な
っ
た
ふ

れ
あ
い
夏

祭
り
の

代
替

事
業

と
し
て
実

施
。
自

宅
か

ら
で
も
見

ら
れ

る
よ

う
に
地

区
内

２
カ
所

で
打

ち
上

げ
花

火
を
上

げ
た
。

評 価

新
規

-
1
,3
7
0

２
月

７
日

(中
止

）
三

穂
公

民
館

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

地
域
の
連
帯
意
識

を
高
め
、
住
民
同
士
の

交
流
を
図
る

実 施 内 容

人
が

集
ま
ら
な
い
様

に
催

し
物

、
芸

能
発

表
は

行
わ

ず
に
開

催
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が

、
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
と
な
っ
た
。

【
検

討
過

程
】

1
1
/
1
1
　
文

化
委

員
会

に
て
協

議
1
2
/
1
　
文

化
祭

実
行

委
員

会
で
協

議
１
/
1
9
　
文

化
委

員
会

に
て
中
止

の
決

定
評 価

文 化 事 業

三
穂
文
化
祭

地
区

費
継

続
3

4
5

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
月

9
日

(中
止

）
三

穂
公

民
館

周
辺

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

地
域
の
連
帯
意
識

を
高
め
、
住
民
同
士
の

交
流
を
図
る

実 施 内 容

文
化

委
員

会
で
協

議
し
て
い
た
が

、
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

【
検

討
過

程
】

６
/
1
0
　
文

化
委

員
会

に
て
協

議

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

地
区

費
継

続
1

1
5

-

【
成

果
と
課

題
】

感
染

症
対

策
の

し
な
が

ら
の

開
催

を
計

画
し
て
い
た
が

、
中

止
と
な
っ
た
。
来

年
度

以
降

も
感

染
症

対
策

を
し
て
の

開
催

を
計

画
し
て
い
く
が

、
飲

食
物

の
提

供
や

参
加

者
が

密
に
な
ら
な
い
よ
う

な
運

営
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

感
染

症
対

策
を
行

っ
た
上

で
、
地

域
住

民
同

士
の

交
流

が
図

れ
る
よ
う
な
運

営
が

で
き
る
様

に
、
運

営
方

法
な
ど
を
協

議
し
な
が

ら
準

備
を
進

め
て
い
く
。

1
,3
7
0

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数

1

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

-評 価

開
催

会
場

三
穂

地
区

２
カ
所

事
業
区
分

事
業

名
予
算
区
分

開
催

期
日

8
月

9
日

三
穂
地
区
打
ち
上
げ
花

火
地

区
費

1
5

1
,3
7
0

対
象

数
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№
4

区
分

区
分

区
分

1
,3
7
0

8
月

1
5
日

(中
止

）
三

日
市

場
運

動
公

園

目 的

地
区
住
民
や
帰
省

者
を
対
象
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
運
動

不
足
の
解
消
、
健
康

の
増
進
と
、
住
民

同
士

の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
で
協

議
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

体
育

委
員

会
で
協

議
す
る
な
か

で
、
帰

省
者

に
対

し
て
も
温

か
く
迎

え
入

れ
る
地

域
で
あ
り
た
い

と
い
う
意

識
が

出
て
き
、
そ
れ

を
委

員
会

内
で
共

有
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
い
う
競

技
だ
と
参

加
者

が
集

ま
り
に
く
く
、
け
が

の
可

能
性

も
あ
る
た
め
、
競

技
を
見

直
し
、
よ
り
多

く
の

地
区

住
民

が
参

加
で
き
る
よ
う
な
も
の

と
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区

費
継

続
1

1
6

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

3
者

の
打

合
せ

の
中

で
、
来

年
度

は
公

民
館

が
主

管
と
な
る
事

が
正

式
に
決

ま
っ
た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
よ
り
、
中

止
と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

今
ま
で
あ
や
ふ

や
だ
っ
た
そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
や

子
ど
も
達

に
つ
け
さ
せ

た
い
力

な
ど
を
３
者

で
話

し
合

い
な
が

ら
、
内

容
を
組

み
立

て
て
い
き
た
い
。

【
成

果
と
課

題
】

体
育

委
員

会
で
協

議
し
、
人

と
人

と
が

密
な
状

態
で
あ
る
こ
と
か

ら
今

回
は

中
止

と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

地
区

内
で
も
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
大

会
が

浸
透

し
て
お
り
、
楽

し
み

に
し
て
い
た
住

民
も

い
た
。
来

年
度

は
他

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
体

験
で
き
る
よ
う
な
1
日

と
し
て
、
地

区
住

民
が

多
く

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
触

れ
ら
れ

る
機

会
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
。

1
,3
7
0

-
三

穂
小

学
校

体
育

館

対
象

数

- 評 価

事
業

名

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
バ
レ
ー
を
通
じ
、

運
動
不
足
の
解
消

、
健
康
の
増
進
と
、
住

民
同
士
の
親
睦
を
図
る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
に
て
協

議
し
、
中

止
と
な
っ
た
。

体 育 事 業

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば

～
る
バ

レ
ー
大

会
地

区
費

継
続

1
1
6

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

三
穂

地
区

開
催

期
日

開
催

会
場

目 的

住
民
、
小
学
生
を
対

象
に
、
三
穂
の
歴

史
や
文
化
、
自
然
を
学

ぶ
こ
と
で
地

域
を
知

り
、
愛
す
る
心
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る

健
康
増
進
の
機
会

と
す
る

実 施 内 容

学
校

・
家

庭
・
保

護
者

に
よ
る
３
者

連
携

事
業

と
し
て
実

施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
三

穂
市

・
地

継
続

2
2
3

-
1
,3
7
0

1
0
月

1
7
日

(中
止

）

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日
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№
5

区
分

区
分

区
分

2
3

-
三

穂
小

学
校

体
育

館

目 的

地
区
内
の
体
育
関

係
施
設
を
対
象
に
、
整

備
、
維
持
管
理
を
行
い

体
育

振
興

に
つ
な
げ

る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
で
協

議
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

今
年

度
は

業
者

の
手

に
よ
っ
て
ワ
ッ
ク
ス
が

け
が

行
わ

れ
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
を
防

止
す
る
目

的
で
中

止
と
し
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

自
分

た
ち
が
使

用
す
る
体

育
館

を
、
自
分

た
ち
の

手
で
整

備
す
る
こ
と
で
、
施

設
を
き
れ
い
に
使

用
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
育

て
る
た
め
継

続
し
て
計

画
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

体
育
施
設
整
備
作
業

地
区

費
継

続
1

1
6

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
,3
7
0

-
三

穂
小

学
校

体
育

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
運

動
不

足
解

消
、

身
体
を
動
か
す
こ
と
の

楽
し
さ
を
実

感
し
て
も

ら
い
、
住
民
同
士

の
親

睦
、
交
流
を
図
る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
で
協

議
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
行

い
、
地

区
民

の
運

動
不

足
解

消
や

新
し
い
運

動
に
触

れ
て
も
ら
え
る
様

に
実

施
を
し
て
い
る
。
今

年
度

は
囲

碁
ボ
ー
ル

を
行

う
予

定
で
あ
っ
た
が

、
中

止
と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
☑
縮
小

お
盆

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

や
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
バ

レ
ー
大

会
な
ど
の

事
業

が
あ
り
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
多

く
体

験
で
き
る
事

業
を
１
つ
作

る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
区

費
継

続
1

1
6

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
,3
7
0

1
0
月

1
1
日

(中
止

）
三

穂
小

学
校

校
庭

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に

地
域
の
連
帯
意
識

を
養

う
と
共

に
健

康
へ

の
感
心
を
高
め
、
住
民

相
互
の
親
睦
を
図
る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

で
協

議
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

地
区

住
民

が
一

堂
に
会

す
る
貴

重
な
機

会
と
し
、
開

催
に
向

け
検

討
し
た
。
実

施
に
つ
い
て
は

体
育

委
員

会
の

み
な
ら
ず
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

に
も
協

力
し
て
も
ら
い
な
が

ら
準

備
を
行

う
た
め
、

体
育

委
員

会
だ
け
で
判

断
は

せ
ず
に
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

と
も
一

緒
に
協

議
を
行

っ
た
。
今

年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
で
き
る
運

動
会

の
あ
り
方

を
検

討
す
る
年

と
し
て
、
行

わ
な
い
判

断
と
な
っ

た
。
組

合
員

数
の

減
少

に
よ
り
、
組

合
に
よ
っ
て
は

参
加

で
き
な
い
競

技
が

あ
る
課

題
が

見
え
て

き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

組
合

対
抗

な
ど
の

競
技

で
組

合
員

数
の

差
に
よ
っ
て
参

加
で
き
な
い
競

技
が

無
い
よ
う
に
、
競

技
の

見
直

し
を
行

っ
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

三
穂
市
民
運
動
会

地
区

費
継

続
2

2
6

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数
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№
6

区
分

区
分

区
分

1
,3
7
0

中
止

三
穂

公
民

館
ほ

か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に

普
段

感
じ
て
い
る
不

安
や
心
配
事
、
興
味
、
関

心
事
を
、
女
性
の
視

点
、
生
活
者
の
視
点

で
取
り
上
げ
、
地
域

全
体
で
課
題
の
共
有

を
図
る

実 施 内 容

年
３
回

の
実

施
を
予

定
し
て
い
た
が

、
女

性
委

員
会

で
協

議
し
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

女
性

委
員

会
で
協

議
し
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
女

性
と
い
う
立

場
か

ら
も
し
コ
ロ
ナ
に
感

染
し

ま
っ
た
ら
と
い
う
不

安
が

あ
り
、
中

止
と
な
っ
た
。

し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
で
日

々
の

生
活

の
悩

み
や

困
り
ご
と
を
聞

き
合

う
機

会
と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

ま
ず
は

、
コ
ロ
ナ
禍

で
何

に
困

っ
て
い
る
の

か
を
委

員
同

士
で
共

有
し
、
そ
こ
か

ら
見

え
て
く
る
も

の
を
解

決
で
き
る
内

容
と
な
る
よ
う
に
委

員
会

で
の

話
し
合

う
時

間
を
大

切
に
組

み
立

て
て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

女 性 委 員 会

ほ
っ
と
け
な
い
楽

習
会

地
区

費
継

続
1

1
5

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
,3
7
0

１
月

1
0
日

(中
止

)
三

穂
公

民
館

目 的

地
区
在
住
の
年
男

、
年
女
を
対
象
に
、
自

ら
の
抱
負
や
地
域
へ

の
思
い
を
語
っ
て
も
ら

い
、
将

来
に
つ
い
て
考

え
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

広
報

委
員

会
で
協

議
し
た
が
、
中

止
と
な
っ
た
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

毎
年

、
幅

広
い
年

齢
層

の
方

を
お
呼

び
し
、
そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
な
ど
を
聞

き
合

い
、
自

由
に
話

す
場

と
し
て
行

っ
て
い
た
。

参
加

者
が

年
々

減
少

し
て
い
る
た
め
、
よ
り
多

く
の

参
加

者
が

集
ま
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

対
象

者
を
幅

広
く
募

り
、
よ
り
多

く
の

方
が

自
由

に
地

域
へ

の
想

い
な
ど
を
話

し
合

え
る
よ
う
に
内

容
を
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

新
春
放
談
会

地
区

費
継

続
1

8
-

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
,3
7
0

通
年

三
穂

地
区

目 的

地
区
住
民
、
一
般
市

民
を
対
象
に
地
区
の

動
き
や
課
題
を
発
信

し
、
関

心
を
高

め
て
も

ら
う
こ
と
、
記

録
と
し
て

残
す
こ
と
を
目

的
と
す

る

実 施 内 容

２
カ
月

に
1
号

発
行

。
発

行
部

数
5
0
0
部

2
6
7
号

（
5
月

3
1
日

）
、
2
6
8
号

（
7
月

3
1
日

）
、
2
6
9
号

（
9
月

3
0
日

）
、
2
7
0
号

（
1
1
月

3
0
日

）
、

2
7
1
号

（
1
月

3
1
日

）
、
2
7
2
号

（
３
月

3
1
日

）

運
動

会
や

地
区

で
盛

ん
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
今

ま
で
の

館
報

を
委

員
が

読
み

返
し
、
歴

史
や

当
時

の
想

い
を
掲

載
し
た
。
過

去
の

写
真

も
掲

載
す
る
に
あ
た
っ
て
、
写

真
か

ら
も

歴
史

が
分

か
る
様

に
カ
ラ
ー
で
発

行
し
た
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
禍

で
事

業
が

無
く
、
誌

面
を
作

成
す
る
の

に
苦

労
し
て
い
た
が

、
過

去
の

館
報

を
読

み
返

し
記

事
に
す
る
と
い
う
新

し
い
動

き
が

出
来

た
。
楽

し
く
記

事
作

り
が

で
き
、
ま
た
、
せ

っ
か

く
な
ら

カ
ラ
ー
で
出

し
た
い
と
い
う
館

報
へ

の
想

い
も
高

ま
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

今
年

度
と
同

じ
く
２
カ
月

に
１
回

の
発

行
予

定
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
が

、
読

者
が

地
域

に
関

心
を

向
け
ら
れ

る
よ
う
な
館

報
の

発
行

を
目

指
し
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

館
報
「
み
ほ
」
の
発
行

地
区

費
継

続
2
4

1
9
2

8

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数
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三
穂

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

1
0

1
月

1
0
日

(延
期

)
三

穂
ｙ総

学
校

体
育

館

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
成

人
と
し
て
の

自
覚

と
責

任
を
自
覚
す
る
機

会
と

す
る
と
と
も
に
、
郷

土
へ
の
愛
着
を
持
ち
、
地

域
へ
の
関
心
を
高
め

る
機

会
と
す
る

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

い
、
令

和
3
年

8
月

以
降

に
延

期
。

新
成

人
実

行
委

員
会

に
よ
っ
て
地

域
学

習
と
し
て
以

下
の

事
を
行

っ
た
。

・
子

供
の

こ
ろ
に
お
世

話
に
な
っ
た
地

域
の

人
の

話
を
聞

こ
う

・
地

域
へ

の
恩

返
し
を
し
て
み

よ
う
（
駐

車
場

の
ラ
イ
ン
引

き
）

会
議

開
催

日
1
0
/
1
0

1
0
/
2
4

1
1
/
1
4

1
1
/
2
9

評 価

【
成

果
と
課

題
】

会
場

の
変

更
や

来
賓

の
見

直
し
な
ど
の

感
染

症
対

策
を
検

討
し
、
実

施
に
向

け
て
準

備
し
て
い

た
。
延

期
が

決
定

し
、
新

成
人

た
ち
の

気
持

ち
が

落
ち
て
い
る
が

、
引

き
続

き
新

成
人

と
関

わ
っ

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
良

い
成

人
式

と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

延
期

先
の

成
人

式
に
向

け
て
、
新

成
人

や
地

域
の

方
た
ち
が

関
わ

り
合

い
な
が

ら
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高

め
て
い
く
よ
う
に
取

り
組

ん
で
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

三
穂
地
区
成
人
式

地
区

費
継

続
1

3
1

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
,3
7
0

実
施

内
容

参
照

三
穂

公
民

館

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、

伊
豆
木
人
形
の
保

存
、
継

承
を
図

る
と
と

も
に
、
地
域
の
伝

統
文

化
へ
の
理
解
を
高
め

る

実 施 内 容

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
、
三

穂
地

区
成

人
式

、
三

穂
地

区
文

化
祭

で
公

演
を
行

う
予

定
で
練

習
を
行

っ
た
。
発

表
の

機
会

は
コ
ロ
ナ
禍

で
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

、
練

習
を
重

ね
る
事

で
上

達
し
、
ク
ラ
ブ
員
の

や
る
気

に
つ
な
が

っ
た
と
思

う
。

今
年

度
、
新

た
に
小

学
生

が
加

入
し
、
人

数
の

不
足

が
解

消
さ
れ

た
。

練
習

日
6
/
2
4
　
7
/
8
　
7
/
2
2
　
8
/
2
6
　
9
/
9
　
9
/
3
0
　
1
0
/
1
4
　
　
1
0
/
2
8
　
1
1
/
1
8
　
1
1
/
2
5

評 価

【
成

果
と
課

題
】

今
年

度
は

発
表

の
機

会
が

な
く
、
ク
ラ
ブ
員

、
指

導
者

共
に
さ
み

し
い
思

い
を
し
た
。
練

習
の

後
に
な
る
べ

く
ク
ラ
ブ
員

と
話

す
こ
と
で
積

極
的

に
参

加
し
て
も
ら
う
事

が
で
き
た
。

3
人

遣
い
の

人
形

劇
の

練
習

を
通

し
て
、
集

中
力

や
１
つ
の

動
作

を
行

う
た
め
に
周

り
と
の

協
力

の
大

切
さ
を
身

に
着

け
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

他
の

小
学

生
に
も
三

穂
地

区
に
伝

わ
る
伝

統
を
ま
ず
は

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
小

学
校

で
の

体
験
会
な
ど
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
行
う
。

ク
ラ
ブ
員

が
小

学
生

や
中

学
生

な
の

で
、
練

習
に
積

極
的

に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取

り
組

む

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

伊
豆
木
人
形
の
継
承

（
伊

豆
木

人
形

ク
ラ
ブ
）

市
・
地

継
続

2
0

1
8
0

9

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

6
8
5

-
三

穂
小

学
校

体
育

館

目 的

三
穂
地
区
の
女
性

を
対

象
に
女

性
同

士
の

交
流
を
深
め
、
組
合

内
、
他
の
組
合
と
の

親
睦
を
図
る

実 施 内 容

女
性

委
員

会
で
協

議
し
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
に
伴

っ
て
中

止
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

女
性

で
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
地

区
内

の
女

性
に
も
浸

透
し
て
い
る
。
体

育
委

員
会

で
行

わ
れ

る
大

会
と
は

異
な
り
、
女

性
の

み
の

大
会

と
い
う
事

で
、
参

加
者

も
参

加
し
や

す
い
と
の

事
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

女
性

で
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
、
ほ

ど
よ
い
運

動
量

で
あ
る
こ
と
か

ら
継

続
し
て
取

り
組

ん
で
い
く対

象
数

開
催

期
日

開
催

会
場

女 性 委 員 会

女
性
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
1
5

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数
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山
本
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

区
分

7
4

1
1
月
2
2
日

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
ほ

か

目 的

公
民
館
委
員
を
対
象
に
、

分
館
で
の
事
業
の
参
考
に

し
て
も
ら
う
た
め
、
近
隣
に

あ
る
施
設
の
見
学

・
体
験

会
を
開

催
す
る
。

実 施 内 容

○
主
催
：
公
民
館
文
化

委
員
会

○
内
容

　
・
満

蒙
開

拓
平

和
記

念
館

見
学

　
講

話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
　
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（
今
年
度
ホ
ー
ル
増
設
工
事
完
了
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
は
、
近
く
に
あ
る
が
行
っ
た
こ
と
が
無
い
と
い
う
方
も
多
く
、
平
和
の
尊

さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ
た
が
、
滞
在
時
間
が
短
く
、
感
想
や
意
見
の
交
換
を
す
る
時
間
が

十
分

に
取

れ
な
っ
た
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場

に
つ
い
て
も
、
近
く
に
あ
り
な
が
ら
プ
レ
ー
し
た
こ
と
が

無
い
と
い
う
方
が
多
く
、
地
域
の
施
設
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

今
年

は
、
文

化
祭

の
代

替
事

業
と
い
う
こ
と
で
開

催
し
た
が

、
今

後
は

、
こ
う
し
た
平

和
学

習
な

ど
も
公

民
館
の
講
座
で
開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

満
蒙
開
拓
平
和
記
念

館
見
学
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

地
区
費

新
規

1
2
0

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

実
施
内
容
参
照

二
ツ
山
市
営
住
宅
集
会
所

目 的

　
地
区
在
住
外
国
人
を
対

象
に
日
本
の
文
化
や
生
活

に
つ
い
て
学

習
し
た
り
、
生

活
す
る
う
え
で
の

悩
み

や
不
安
を
話
が
で
き
る
場
を

作
る
こ
と
で
国

籍
関

係
な
く

地
域
住
民
が
お
互
い
尊
重

し
あ
え
る
よ
う
に
開

催
す

る
。

実 施 内 容

○
協
力
：
Ｎ
Ｏ
Ｐ
法
人
共
に
歩
む
会
（
多
田
清
司
さ
ん
、
半
崎
ひ
ろ
み
さ
ん
）

○
内
容
及
び
開
催
日

①
茶

話
会

6
/
2
4
　
②

餃
子

作
り
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
7
/
2
4
　
③

羽
根

っ
子

ゲ
ー
ム
・
茶

話
会

8
/
2
8
　
④

囲
碁

ボ
ー
ル

・
茶

話
会

9
/
2
5
　
⑤

羽
根

っ
子

ゲ
ー
ム
・
お
弁

当
1
0
/
2
3
　
⑥

囲
碁

ボ
ー
ル

・
茶

話
会

1
1
/
2
7
　
⑦

ク
リ
ス
マ
ス
会

1
2
/
2
5
　
⑧

囲
碁

ボ
ー
ル

・
茶

話
会

1
/
2
2

（
中
止
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
2
月
以
降
は
開
催
中
止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

二
ツ
山

市
営

住
宅

（
以

下
、
団

地
）
は

、
建

て
替
え
や
地
域
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
脱
退
、
外
国

出
身
者
（
特
に
中
国
）
が
多
く
居
住
し
、
日
本
人
住
民
と
の
意
思
疎
通
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
、
団

地
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

希
薄

化
し
て
い
る
。
当

サ
ロ
ン
は

団
地

住
民

の
数

少
な
い
交

流
の

場
と
な
っ
て
お
り
。
参

加
者

も
毎

回
楽

し
み

に
し
て
く
れ

て
い
る
。
一

方
、
参

加
者

が
固

定
化

し
て
お

り
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
出
身
者
で
あ
り
、
日
本
人
住
民
と
の
交
流
は
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
状

況
で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

サ
ロ
ン
自

体
は

、
参

加
者

に
と
っ
て
大

切
な
交

流
の

場
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
継

続
し
て
い
き
た

い
が
、
今
後
は
、
団
地
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
も
力
を
入
れ
、
組
合
長
を
は
じ
め
と
し
た

団
地
内
の
日
本
人
住
民
と
も
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

二
ツ
山

国
際

サ
ロ
ン

市
・
地

継
続

7
4
6

1
2

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
2

実
施
内
容
参
照

山
本
公
民
館
ほ
か

目 的

0
～
3
歳
児
と
そ
の
父
親
を

対
象

に
①

子
育

て
に
必
要

な
知

識
の

習
得

、
②

父
子

の
ふ

れ
あ
い
・
運

動
、
③

父
親
同
士
の
交
流
・
仲
間
づ
く

り
④
父
親
の
育
児
参
加
や

育
児
へ
の
苦
手
意

識
の
克

服
を
図
る

実 施 内 容

○
内
容
…
基
本
的
に
乳

幼
児
学
級
（
お
た
ま
っ
こ
学
級
）
と
同
じ
。
普
段
子
育
て
に
な
か

な
か

参
加

で
き
な
い
父

親
向

け
の

内
容

に
し
て
い
る
。

○
開
催
日

①
1
1
/
7
…

絵
本

読
み

聞
か

せ
、
自
己
紹
介
、
情
報
交
換
、
Ｊ
Ａ
パ
ー
ク
へ
買
い
物
、
散
歩

②
3
/
7
…
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
自
己
紹
介
、
情
報
交
換
、
リ
ズ
ム
遊
び

評 価

【
成
果

と
課
題
】

1
回
目

の
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
多
く
の
父
親
が
望
ん
で
い
た
こ
と

が
分
か

っ
た
。
2
回
目
は
、
1
回
目
よ
り
も
多
く
の
親
子
が
参
加
し
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

乳
幼
児

世
帯
の
父
親
の
声
を
聞
く
貴
重
な
機
会
な
の
で
、
参
加
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
今
後

の
地

区
事

業
等

へ
生

か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
参

加
者

の
増

加
に
向

け
て
の

取
り

組
み
や

参
加
者
同
士
の
交
流
促
進
と
な
る
事
業
を
、
参
加
者
と
共
に
企
画
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

育
Ｍ
Ｅ
Ｎ
学
級

市
費

新
規

2
1
5

1
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
8
6

実
施
内
容
参
照

山
本
公
民
館
ほ
か

目 的

0
～
3
歳
児
と
そ
の
親
を
対

象
に
①

子
育

て
に
必

要
な

知
識
の
習
得
、
②
親
子
の

ふ
れ

あ
い
・
運

動
、
③

母
親

同
士
の
交
流
・
仲

間
づ
く
り

を
図
る

実 施 内 容

○
講
師
：
篠
田
恵
子
さ
ん
（
保
育
士
）

○
内
容
及
び
開
催
日
：
①
開
講
式

6
/
2
4
　
②

手
形

足
型

を
取

ろ
う
7
/
8
（
中

止
）
　
③

散
歩

・
栄

養
相

談
7
/
2
2
　
④

図
書

館
探

索
8
/
2
6
（
中

止
）
　
⑤

ぶ
ど
う
狩

り
9
/
9
（
中

止
）
　
⑥

散
歩

・
栄

養
相

談
9
/
2
3
　
⑦
消
防
署
見
学
1
0
/
1
4
　
⑧

運
動

会
1
0
/
2
8
　
⑨
動
物
園
見
学

1
1
/
1
1
　
⑩

散
歩

・
栄

養
相

談
1
1
/
2
5
　
⑪

ク
リ
ス
マ
ス
工

作
1
2
/
9
　
⑫

ク
リ
ス
マ
ス
会

1
2
/
1
5
　
⑬

節
分

ご
っ
こ
1
/
2
7
（
中

止
）
　
⑭

リ
ト
ミ
ッ
ク
2
/
1
0
（
中

止
）
　
⑮
手
形
足
型
を
取

ろ
う
2
/
2
4
　
⑯

リ
ト
ミ
ッ
ク
3
/
3
　
⑰

閉
校

式
3
/
1
0

評 価

【
成
果
と
課
題
】

昨
年

度
に
比

べ
、
毎

回
の

参
加

者
数

が
増

え
て
お
り
、
参

加
者

同
士

の
交

流
や

情
報

交
換

も
活

発
に
行

わ
れ

て
い
る
。
一

方
、
現

在
は

交
流

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
子

育
て
に
関
す
る
知

識
提

供
や

技
術

的
助

言
の

機
会

は
少

な
い
と
感

じ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

参
加
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
提
供
や
技
術
的

助
言
を
提
供
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

乳
幼
児
学
級
（
お
た
ま
っ
こ
学
級
）

市
費

継
続

1
2

1
8
6

2
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

− 142 −



山
本
公
民
館
の
事
業
報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,6
6
8

7
月
1
1
日
（
中
止
）

山
本
小
学
校
体
育
館

目 的

特
に
小
学
校
の
親
子
を
対

象
に
音
楽
を
通
し
て
地
域

に
愛

着
を
持

て
る
よ
う
に
開

催
す
る
。

実 施 内 容

例
年
、
キ
ッ
ズ
山
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
委
員
と
共
催
で
、
小
学
校
児
童
や
地
区

住
民

を
対

象
に
、
山

本
地

区
内

や
ゆ
か

り
の

あ
る
団

体
に
よ
る
音

楽
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し

て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

子
ど
も
の
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
、
地
域
住
民
に
学
校
（
子
ど
も
）
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
な
ど
の
狙
い
が
あ
る
が
、
事
業
の
規
模
や
負
担
も
大
き
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
役
も
毎
年
変
わ
っ
て
し

ま
う
た
め
、
趣

旨
や

思
い
を
つ
な
い
で
い
く
の

が
難

し
い
と
い
う
課

題
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

上
記

の
課

題
や

、
コ
ロ
ナ
禍

で
屋

内
に
人

が
密

集
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

が
難

し
い
状

況
な
ど

も
踏
ま
え
、
事
業
の
内
容
や
開
催
方
法
の
検
討
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

キ
ッ
ズ
山
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
音
楽
フ
ェ
ス
タ

市
・
地

継
続

1
1
6

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

8
月
6
日
～
8
月
1
0
日
（
中
止
）

山
本
公
民
館

目 的

一
般
を
対
象
に
、
①
子
ど
も

の
想
像
力
や
感
受

性
を
磨

く
、
②
大
人
が
実
行
委
員
と

な
っ
て
支

え
手

に
ま
わ

り
、

観
劇
の
環
境
づ
く
り
に
携

わ
る
こ
と
を
図

る
。

実 施 内 容

・
山

本
地

区
内

2
会

場
（
3
公

演
）
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
2
　
文

化
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

具
体
的
な
感
染
防
止
対
策
を
検
討
す
る
前
に
中
止
が
決
定
し
た
た
め
、
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
十

分
な
議

論
が

で
き
て
い
な
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

来
場
し
た
方
が
安
心
・
安
全
に
鑑
賞
で
き
る
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
を
目
指
す
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍

で
も
楽

し
め
る
よ
う
な
企

画
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

飯
田

人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
山
本
地
区
公
演

地
区
費

継
続

1
1
8

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
0
5

実
施
内
容
参
照

山
本
小
学
校

目 的

地
区
在
住
外
国
出

身
者
及

び
地
域
住
民
を
対
象
に
、

誰
も
が
安
心
し
て
地
域
の

中
で
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
交
流
を
通
じ
て
相
互
理

解
す
る
こ
と
を
図

る
。

実 施 内 容

・
例
年
、
花
の
木
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
「
国
際
交
流
」
の
講
座
を
担
当
し
、
地
区
内
の
講

師
の

方
と
小

学
生

が
知

り
た
い
、
学

び
た
い
こ
と
を
実

施
し
て
い
る
。
今

年
度

は
、
新

型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
を
伺
い
な
が
ら
開
催
を
検
討
し
て
い
た
が
、
具
体

的
な
内

容
を
組

み
立

て
る
前

に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、

中
止
と
し
た
。

○
開

催
日

：
①

は
じ
め
の

会
5
/
2
9
（
中

止
）
　
②
7
/
3
（
中

止
）
　
③

1
0
/
2
（
中

止
）
　
④

1
0
/
3
0
（
中

止
）
　
⑤

1
1
/
1
3
（
中

止
）
　
⑥
花
の
木
発
表
会

1
2
/
2
3
（
中

止
）

○
対
象
：
山
本
小
学
校
児
童
4
,5
,6
年
生

評 価

【
成
果
と
課
題
】

平
成
3
0
年
度
ま
で
年
1
回
行
っ
て
い
た
当
講
座
を
「
1
日
で
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
声
が
あ

り
、
令
和
元
年
度
か
ら
年
間
を
通
じ
た
講
座
と
し
て
小
学
校
の
授
業
で
開
催
し
て
い
る
。
講
座
を

通
じ
て
、
児
童
の
自
主
性
が
育
ま
れ
、
異
学
年
の
交
流
も
生
ま
れ
る
な
ど
の
成
果
も
上
が
っ
て

い
た
。
一
方
、
令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
際
に
は
、
地
域
の
講
師
に
、
学
校
側
の
意
図
（
作
り

上
げ
た
り
す
る
過
程
に
大
人
が
か
か
わ
り
、
褒
め
ら
れ
た
り
叱
ら
れ
た
り
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
で
子

ど
も
の

育
ち
に
つ
な
げ
た
い
）
が

十
分

に
伝

わ
っ
て
い
な
か

っ
た
の

で
は

な
い
か

と
い
う
反
省
も
上
が
っ
て
い
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

講
座
に
関
わ
る
地
域
の
大
人
側
へ
の
説
明
や
投
げ
か
け
な
ど
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

児
童
は
勿
論
、
関
わ
っ
た
大
人
の
様
子
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

花
の
木
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

市
・
地

継
続

1
1
5

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

2
月
7
日

山
本
公
民
館

目 的

一
般
を
対
象
に
、
国
籍
関

係
な
く
安

心
し
て
地

域
の

中
で
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解

す
る
こ
と
を
図

る
。

実 施 内 容

○
主
催
：
公
民
館
文
化
委
員
会
、
山
本
地
区
婦
人
会
、
外
国
出
身
代
表
者

○
内
容

例
年

、
各

国
の

料
理

交
流

を
実

施
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
は
料
理
交
流
を
や
め
、
交
流
の
内
容
を
手
工
芸
（
水
引
き

な
ど
）
や

伝
統

の
遊

び
な
ど
の

紹
介

・
体

験
に
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
経
過
】

1
2
/
9
　
文

化
委

員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年
、
参
加
者
の
多
く
が
料
理
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
料
理
交
流
が
難
し
い
状
況
で
、
内

容
の
検
討
に
苦
慮
し
た
が
、
結
果
的
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
交
流
や
相
互
理
解
が
深

ま
る
の

か
を
考

え
る
良

い
機

会
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
関

係
者

以
外

の
参

加
者

が
少

な
い
と
い

う
課
題
も
上
が
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

例
年
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
好
評
な
事
業
で
あ
り
、
外
国
出
身
者
が
多
く
暮
ら
す
山
本
地

区
に
と
っ
て
非

常
に
重

要
な
事

業
で
あ
る
。
今

後
、
さ
ら
に
多

文
化

交
流

を
深

め
て
い
く
た
め

に
、
一
般
住
民
の
参
加
者
も
増
や
す
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

国
際
ふ
れ
あ
い
交
流
会

市
・
地

継
続

1
2
1

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,6

6
8

5
月

3
1
日

（
中

止
）

実
施

内
容

参
照

目 的

分
館

を
対

象
に

、
①

分
館

事
業

の
一

環
と

し
て

取
り

入
れ

、
②

地
区

住
民

の
体

力
増

進
と

交
流

機
会

の
提

供
を

図
る

。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

○
種

目
：
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
○

会
場

：
杵

原
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
山

本
小

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
【
検

討
経

過
】

4
/
3
　

体
育

委
員

会
評 価

【
成

果
と

課
題

】
例

年
、

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

と
野

球
を

行
っ

て
い

た
が

、
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
は

接
触

が
多

い
た

め
感

染
防

止
対

策
の

た
め

競
技

か
ら

外
し

た
。

野
球

に
つ

い
て

も
、

以
前

か
ら

参
加

者
の

高
齢

化
や

固
定

化
が

反
省

に
上

が
っ

て
い

た
た

め
、

今
年

度
は

、
女

性
や

子
ど

も
が

よ
り

参
加

し
や

す
い

よ
う

「
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
」
を

種
目

と
す

る
こ

と
と

し
た

。
　

中
止

と
な

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

を
き

っ
か

け
に

、
種

目
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
分

館
対

抗
で

開
催

す
る

意
味

な
ど

を
考

え
な

が
ら

、
み

ん
な

が
楽

し
く
参

加
で

き
る

開
催

方
法

や
種

目
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

分
館

対
抗

ス
ポ

ー
ツ

大
会

地
区

費
継

続
1

2
0

―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

実
施

内
容

参
照

山
本

公
民

館

目 的

 男
性

を
対

象
に

、
①

家
庭

料
理

を
す

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

、
②

日
常

の
健

康
へ

の
意

識
を

高
め

て
も

ら
う

こ
と

を
図

る

実 施 内 容

○
内

容
及

び
開

催
日

　
①

ハ
ン

バ
ー

グ
作

り
7
/
1
8
　

②
パ

エ
リ

ア
作

り
1
1
/
2
1
　

③
キ

ム
チ

作
り

2
/
2
0
（
延

期
）

　
※

③
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

開
催

見
合

わ
せ

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
令

和
元

年
度

か
ら

、
参

加
者

が
参

加
し

や
す

い
土

曜
日

の
夕

方
に

開
催

し
、

徐
々

に
参

加
者

が
定

着
し

て
き

て
い

る
。

今
年

度
は

、
新

規
の

参
加

者
も

加
わ

り
、

中
高

年
層

の
交

流
の

場
と

し
て

の
需

要
も

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
今

後
は

、
料

理
教

室
を

通
じ

た
仲

間
づ

く
り

か
ら

さ
ら

に
発

展
さ

せ
、

参
加

者
の

興
味

の
あ

る
分

野
な

ど
に

焦
点

を
あ

て
た

講
座

な
ど

を
、

参
加

者
と

一
緒

に
企

画
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

メ
ン

ズ
ク

ッ
キ

ン
グ

市
費

継
続

3
2
1

1
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

1
月

2
2
日

（
中

止
）

山
本

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

目 的

高
齢

者
を

対
象

に
、

①
高

齢
者

の
学

び
の

意
欲

の
引

き
出

し
、

②
受

講
者

同
士

の
交

流
を

図
る

実 施 内 容

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

よ
つ

ば
と

連
携

し
な

が
ら

、
山

本
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

集
ま

る
高

齢
者

を
対

象
に

学
級

を
企

画
・
運

営
し

て
い

る
。

例
年

、
座

学
だ

け
で

な
く
、

夏
祭

り
や

文
化

祭
に

も
招

待
し

、
踊

り
や

手
芸

品
を

披
露

い
た

だ
い

て
い

る
。

・
平

成
3
0
年

度
に

実
施

し
た

当
学

級
で

は
、

宮
下

康
広

氏
を

講
師

に
招

き
、

笑
い

な
が

ら
頭

や
体

を
動

か
す

こ
と

の
大

切
さ

を
伝

え
て

い
た

だ
き

、
参

加
者

か
ら

も
好

評
で

あ
っ

た
た

め
、

今
年

度
も

講
師

を
お

願
い

し
た

い
と

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

よ
つ

ば
の

代
表

か
ら

依
頼

が
あ

り
、

宮
下

氏
へ

講
師

を
依

頼
し

て
い

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

と
な

っ
た

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

は
、

通
所

者
の

皆
さ

ん
が

元
気

に
笑

っ
た

り
、

体
を

動
か

し
て

し
て

お
り

、
そ

こ
へ

通
う

方
々

の
生

き
が

い
と

も
い

え
る

場
所

で
あ

る
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

施
設

自
体

も
休

館
す

る
な

ど
し

た
た

め
、

通
所

す
る

方
々

の
生

き
が

い
や

外
へ

出
る

意
欲

が
失

わ
れ

て
い

な
い

か
心

配
で

あ
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
例

年
、

参
加

者
か

ら
好

評
で

あ
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
き

た
い

。
高

齢
化

は
地

域
全

体
が

抱
え

る
課

題
な

の
で

、
今

後
は

、
よ

つ
ば

以
外

に
も

、
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

な
ど

と
の

連
携

も
は

か
り

、
地

域
の

高
齢

者
の

居
場

所
や

生
き

が
い

を
創

出
す

る
場

や
機

会
を

増
や

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

高
齢

者
学

級
市

費
継

続
0

0
―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

1
1
月

1
5
日

（
中

止
）

山
本

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

各
種

団
体

、
サ

ー
ク

ル
、

個
人

の
活

動
発

表
の

場
の

提
供

、
②

発
表

者
お

よ
び

観
客

と
の

情
報

交
流

を
図

る
。

実 施 内 容

・
例

年
、

文
化

サ
ー

ク
ル

等
の

発
表

や
展

示
を

行
う

予
定

で
あ

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

中
止

。
【
検

討
経

過
】

8
/
4
　

文
化

委
員

会
評 価

【
成

果
と

課
題

】
具

体
的

な
感

染
防

止
対

策
を

検
討

す
る

前
に

中
止

が
決

定
し

た
た

め
、

感
染

防
止

対
策

に
つ

い
て

十
分

な
議

論
が

で
き

て
い

な
い

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
防

止
対

策
に

つ
い

て
、

十
分

に
議

論
し

、
来

場
し

た
方

が
安

心
・
安

全
に

参
加

で
き

る
文

化
祭

の
開

催
を

目
指

す
と

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

楽
し

め
る

よ
う

な
企

画
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

山
本

地
区

文
化

祭
地

区
費

継
続

1
1
8

―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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山
本
公
民
館
の
事
業
報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

4
,6
6
8

1
月
3
1
日
（
中
止
）

実
施
内
容
参
照

目 的

一
般

、
分

館
を
対

象
に
、
①

軽
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及

、
②

冬
季

に
お
け
る
運

動
機

会
の
提
供
を
図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
感

染
拡

大
防

止
の

た
め
中

止
。

○
種
目
：
囲
碁
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ
チ
ャ

○
会
場
：
参
加
チ
ー
ム
数
に
応
じ
て
決
定

1
1
/
2
5
　
体
育
委
員
会
　
…
　
種
目
、
開
催
方
法
等
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
開
催
に
向
け
て
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
種
目
に
つ

い
て
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
採
用
し
、
事
前
の
体
験
会
を
通
じ
て
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
わ
ず
か
な
が
ら
深
ま
っ
た
。
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
も
、
軍

手
を
着
用
し
、
そ
れ
を
参
加
賞
と
し
て
渡
す
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
も
生
ま
れ
た
。
一
方
、
近
年
こ

の
事
業
へ
の
参
加
チ
ー
ム
数
は
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
参
加
受
付
を
開
始
し
て
も
な
か
な
か

申
込

が
増

え
な
か

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
仕

方
な
い
と
思

う
反

面
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
に
住
民
の
方
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
回
復
す
る
か
不
安
を
感
じ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
・
安
全
に
住
民
の
方
が
交
流
で
き
る
機
会
の
提
供
を
目
指
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
地

区
費

継
続

1
2
0

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
0

1
1
月
8
日

山
本
小
学
校
体
育
館

目 的

体
育

委
員

、
分

館
長

、
分

館
主
事
を
対
象
に
、
年
明

け
に
開

催
す
る
軽

ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
向

け
、
新
種
目
の
検
討
や

ル
ー
ル
の
確
認
の
た
め
実

施
す
る
。

実 施 内 容

○
種
目
：
ボ
ッ
チ
ャ
、
ク
ッ
ブ
（
室
内
）

1
0
/
1
　
体

育
委

員
会

　
…
　
開
催
決
定

評 価

【
成
果
と
課
題
】

運
動

会
中

止
を
受

け
、
代

替
事

業
を
検

討
す
る
な
か

で
、
年

明
け
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
た
。
新
た
な
種
目
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
成
果

も
あ
る
が
、
本
事
業
を
通
し
て
役
員
の
皆
さ
ん
に
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

今
年
度
は
、
運
動
会
の
代
替
と
し
て
開
催
し
た
た
め
、
来
年
度
の
開
催
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
事

業
前

に
ル

ー
ル

な
ど
の

確
認

は
必

要
な
の

で
、
状

況
に
応

じ
て
、
同

様
の

体
験

会
を
開

催
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

軽
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会

地
区

費
継

続
2

1
9

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

1
0
月
2
5
日
（
中

止
）

杵
原

グ
ラ
ウ
ン
ド

目 的

一
般

、
分

館
を
対

象
に
、
①

地
区
全
体
か
ら
人
が
集
ま

る
こ
と
に
よ
る
一

体
感

や
活

力
の
認
識
、
②
地
区
住
民

の
体
力
増
進
と
交

流
機
会

の
提
供
を
図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

【
検
討
経
過
】

7
/
1
0
　
体

育
委

員
会

　
…

　
協

議
す
る
も
結

論
出

ず
。
地

区
内

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。

7
/
3
1
　
体

育
委

員
会

　
…

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
を
基

に
話

合
い
を
行
い
、
中

止
決

定
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

中
止
と
な
っ
た
が
、
運
動
会
の
目
的
や
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

職
業

や
家

族
構

成
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
多

様
化

す
る
中

、
現

在
の

よ
う
な
運

動
会

の
開

催
方
法
が
良
い
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
た
。
一
方
で
、
運
動
会
の
よ
う
に
分
館
単
位

で
ま
と
ま
る
機
会
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
多
く
聞
か
れ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

運
動
会
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
を
継
続
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
・
安
全
に
住
民

の
方
が
交
流
で
き
る
機
会
の
提
供
を
行
い
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

山
本
地
区
市
民
大
運

動
会

地
区
費

継
続

2
4
0

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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№
5

区
分

区
分

区
分

区
分

7
0

1
月
1
0
日
（
延
期
）

山
本
公
民
館

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、

①
実
行
委
員
の
活

動
を
通

し
て
地
域
に
愛
着

と
誇
り
を

持
つ
こ
と
を
図

る

実 施 内 容

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
令
和
3
年
8
月
以
降
に
開
催
延
期
。

【
検
討
経
過
】

・
1
0
/
7
　
成
人
式
実
行
委
員
会
　
…
　
内
容
検
討

・
1
0
/
2
0
　
成
人
式
実
行
委
員
会
　
…
　
地
区
役
員
と
の
顔
合
わ
せ
、
内
容
検
討

・
1
0
/
2
8
　
成
人
式
実
行
委
員
会
　
…
　
記
念
品
検
討

・
1
1
/
1
2
　
成
人
式
実
行
委
員
会
　
…
　
記
念
品
検
討

・
1
1
/
1
4
　
地

域
学

習
　
…

　
山

本
の

食
材

で
0
円

食
堂

！
？

・
1
2
/
1
7
　
成

人
式

実
行

委
員

会
　
…

　
延

期
決

定
の

連
絡

、
延

期
に
向

け
て
の

取
り
組

み
検
討

評 価

【
成
果

と
課
題
】

成
人

式
は

延
期

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

、
地

域
学

習
で
は

、
地

域
の

農
畜

産
業

に
携

わ
る
方

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
地

域
の

産
業

を
知

る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
地

元
の

食
材

の
美

味
し
さ

を
新
成
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
農
家
の
方
か
ら
食
材
も
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
。
地

域
を
知

る
良

い
機

会
に
な
り
、
地

域
の

方
の

温
か

さ
に
も
触

れ
る
こ
と
の

で
き
る
企

画
で
も
あ
っ
た
。
延
期
ま
で
に
、
新
成
人
や
地
域
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
上
げ
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

誰
も
が

安
心
・
安
全
に
参
加
で
き
る
成
人
式
を
目
指
し
て
、
感
染
防
止
対
策
等
を
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
成
人
式
に
向
け
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

山
本
地
区
成
人
式

他
会
計

継
続

6
5
1

1
3

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

7
4

実
施
内
容
参
照

実
施
内
容
参
照

目 的

公
民
館
委
員
を
対
象
に
、

①
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
浸
透
、
②
他
地
区
と
の

交
流
、
を
目
的
に
参
加
す

る
。

実 施 内 容

例
年

9
月

頃
に
開

催
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
が

中
心

と
な
り
、
公

民
館

委
員

を
対

象
に
参

加
者

を
募

集
し
、
両

地
区

住
民

同
士

で
交

流
を
し
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
。

【
検
討
経
過
】

・
7
/
1
　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
と
打

ち
合

わ
せ

　
…

　
年

内
の

開
催

は
厳

し
い
と
判

断
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
伺
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
の
開

催
は
断
念
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

両
地

区
の

公
民

館
委

員
が

交
流

で
き
る
貴

重
な
機

会
で
あ
り
、
お
互

い
の

地
区

事
業

の
参

考
に
も
な
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

が
い
つ
収

束
す
る
か

分
か

ら
な
い
中

、
こ
う

し
た
交
流
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る
内
容
や
運
営
方
法
を
検
討

す
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る
内
容
や
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

伊
賀
良
地
区
と
の
公
民

館
委
員
交
流
会

市
・
地

継
続

1
3

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

8
月
2
2
日

城
山
公
園

目 的

一
般
を
対
象
に
、
①
城
山

ほ
か
地
域
の
歴
史

学
習
、

②
飯
田
下
伊
那
の

一
体
感

の
引
き
出
し
を
図
る
。

実 施 内 容

○
主
催
：
公
民
館
企
画
委
員
会

○
内
容
：
「
武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー
」
に
参
加

※
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
公
民
館
企
画
委
員
の
み
で
実
施

評 価

【
成
果
と
課
題
】

現
状

は
、
狼

煙
を
上

げ
る
の

み
の

事
業

で
あ
り
、
地

区
住

民
に
と
っ
て
の

学
び
、
交

流
に
は

つ
な
げ
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
開

催
方

法
等

に
つ
い
て
検

討
が

必
要

。
【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

ま
ず
は

、
役

員
の

間
で
事

前
に
学

習
会

な
ど
を
行

い
、
事

業
の

在
り
方

や
意

義
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー

地
区
費

継
続

1
1
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

4
,6
6
8

7
月

中
旬

（
中

止
）

杵
原

グ
ラ
ウ
ン
ド

目 的

一
般
を
対
象
に
、
①
地
区

全
体

か
ら
人

が
集

ま
る
こ
と

に
よ
る
一

体
感

や
活

力
の

認
識
、
②
獅
子
舞
や
山
本

音
頭
な
ど
地
域
芸

能
の
継

承
を
図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

【
検
討
経
過
】

3
/
2
6
　
夏
祭
り
準
備
会

4
/
2
6
　
夏

祭
り
準

備
会

（
中

止
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年
、
公
民
館
が
中
心
と
な
っ
て
各
種
団
体
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
き
た
が
、
「
誰
の
た
め
」

「
何
の
た
め
」
に
開
催
す
る
か
を
改
め
て
考
え
、
山
本
地
域
づ
く
り
員
会
の
組
織
の
見
直
し
に
伴

い
、
地

域
づ
く
り
委

員
会

の
地

域
振

興
部

会
の

主
管

と
な
り
、
開

催
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

公
民

館
の

主
管

で
は

無
く
な
る
が

、
地

域
を
あ
げ
て
開

催
す
る
お
祭

り
な
の

で
、
開

催
す
る
場

合
に
は
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

山
本
夏
祭
り

地
区
費

継
続

1
1
0

―

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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№
6

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,6

6
8

7
月

中
旬

（
中

止
）

杵
原

多
目

的
ホ

ー
ル

目 的

一
般

を
対

象
に

健
康

で
明

る
く
元

気
に

生
き

て
い

く
た

め
に

体
力

測
定

の
手

法
を

知
り

、
今

後
の

生
活

の
中

で
効

果
的

に
活

用
し

て
い

く
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
経

過
】

4
/
3
　

体
育

委
員

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
以

前
か

ら
、

「
開

催
時

期
を

検
討

し
た

方
が

良
い

」
「
本

当
に

参
加

し
て

ほ
し

い
中

高
年

層
の

参
加

が
少

な
い

」
と

い
っ

た
反

省
が

上
が

っ
て

お
り

、
今

年
度

も
検

討
中

で
あ

っ
た

が
、

中
止

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
以

前
か

ら
上

が
っ

て
い

る
反

省
点

を
見

直
す

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

健
康

の
た

め
に

ど
ん

な
取

り
組

み
が

必
要

な
の

か
を

、
健

康
福

祉
部

会
と

の
連

携
を

図
る

な
ど

し
な

が
ら

検
討

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

体
力

促
進

会
地

区
費

継
続

1
2
0

―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

1
1
月

1
日

山
本

公
民

館

目 的

一
般

を
対

象
に

飯
田

下
伊

那
に

伝
わ

る
郷

土
料

理
教

室
を

行
う

こ
と

で
地

域
の

先
人

の
想

い
に

触
れ

、
愛

着
が

持
て

る
よ

う
な

講
座

と
し

て
開

催
す

る
。

実 施 内 容

○
講

師
：
食

改
山

本
支

部
の

み
な

さ
ん

○
内

容
：
郷

土
料

理
（
地

元
野

菜
を

使
っ

た
お

や
き

作
り

）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
お

や
き

作
り

は
家

庭
で

も
実

践
で

き
る

と
、

参
加

者
か

ら
好

評
で

あ
っ

た
。

一
方

、
参

加
者

数
が

例
年

少
な

く
、

料
理

教
室

単
独

で
の

開
催

で
は

あ
ま

り
需

要
が

無
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
次

年
度

以
降

は
、

平
和

学
習

と
関

連
づ

け
て

戦
時

中
の

料
理

を
作

る
な

ど
し

、
調

理
実

習
の

み
で

は
な

く
、

他
事

業
と

の
連

携
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ふ
る

さ
と

ク
ッ

キ
ン

グ
市

・
地

継
続

1
5

5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

6
月

2
1
日

実
施

内
容

参
照

目 的

一
般

を
対

象
に

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
地

域
の

歴
史

や
自

然
を

学
ぶ

と
い

っ
た

要
素

を
取

り
入

れ
、

地
域

住
民

が
地

域
資

源
の

大
切

さ
に

気
付

い
て

も
ら

う
こ

と
を

図
る

。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

○
コ

ー
ス

：
米

川
大

滝
【
検

討
経

過
】

・
4
/
2
　

文
化

委
員

会
・
5
/
1
8
　

文
化

委
員

会
　

…
　

下
見

を
予

定
し

て
い

た
が

中
止

評 価

【
成

果
と

課
題

】
山

本
の

文
化

や
自

然
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

、
毎

年
参

加
者

の
多

い
事

業
で

あ
る

た
め

、
感

染
防

止
対

策
を

講
じ

た
上

で
の

開
催

を
目

指
し

た
い

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
事

前
学

習
の

機
会

と
し

て
、

山
本

学
講

座
と

の
連

携
も

検
討

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
は

「
健

康
」
と

い
う

側
面

も
あ

る
の

で
、

地
域

づ
く
り

委
員

会
の

健
康

福
祉

部
会

と
の

共
催

な
ど

も
視

野
に

入
れ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

で
山

本
地

域
を

学
ぼ

う
！

！
地

区
費

継
続

1
1
8

―

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

実
施

内
容

参
照

杵
原

学
校

目 的

一
般

を
対

象
に

、
①

地
域

の
歴

史
や

文
化

等
の

魅
力

再
発

見
、

②
住

民
の

地
域

に
対

す
る

誇
り

や
愛

着
心

の
引

き
出

し
を

図
る

。

実 施 内 容

・
山

本
の

住
民

に
愛

着
の

あ
る

、
杵

原
学

校
を

会
場

に
、

地
元

の
住

民
が

話
し

手
と

な
り

、
地

区
の

歴
史

や
文

化
を

学
ぶ

講
座

を
開

催
す

る
。

○
内

容
及

び
開

催
日

①
高

須
藩

・
竹

佐
陣

屋
、

近
藤

領
・
山

本
陣

屋
 に

つ
い

て
1
2
/
1
2

②
山

本
小

学
校

に
つ

い
て

2
/
1
3
（
中

止
）

　
　

講
師

3
名

と
打

ち
合

わ
せ

を
行

う
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
昨

年
に

比
べ

、
多

く
の

方
に

参
加

し
て

い
た

だ
い

た
。

山
本

の
地

域
の

歴
史

や
文

化
を

学
ぶ

貴
重

な
機

会
で

あ
り

継
続

し
て

い
き

た
い

。
一

方
で

、
参

加
者

の
大

半
は

、
共

催
し

て
い

る
杵

原
学

校
応

援
団

の
関

係
者

で
、

一
般

住
民

の
参

加
者

は
少

な
い

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
「
ど

ん
な

方
を

対
象

に
す

る
か

」
「
ど

ん
な

内
容

に
す

る
か

」
を

講
師

と
話

し
合

い
を

行
い

、
今

後
は

、
新

た
に

山
本

に
住

む
よ

う
に

な
っ

た
方

や
、

山
本

の
歴

史
や

文
化

を
あ

ま
り

知
ら

な
い

方
向

け
の

講
座

に
し

て
い

く
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。
ま

た
、

年
5
回

程
度

の
講

座
を

通
じ

て
、

歴
史

や
文

化
、

自
然

な
ど

の
幅

広
い

知
識

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
講

座
に

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

山
本

学
講

座
市

・
地

継
続

2
2
3

2
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

− 147 −



山
本

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

4
,6

6
8

1
2
月

6
日

山
本

公
民

館

目 的

小
学

生
と

そ
の

親
ま

た
は

家
族

を
対

象
に

、
①

家
族

間
の

会
話

・
ふ

れ
あ

い
、

②
親

か
ら

子
へ

の
技

術
・
知

恵
の

継
承

、
②

親
の

子
に

対
す

る
気

づ
き

を
図

る
。

実 施 内 容

・
親

子
を

対
象

と
し

た
料

理
教

室
を

実
施

す
る

。
○

講
師

：
食

生
活

改
善

推
進

協
議

会
山

本
支

部
○

内
容

：
ク

リ
ス

マ
ス

パ
ン

ケ
ー

キ
作

り
（
持

ち
帰

り
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
毎

年
開

催
し

て
い

る
講

座
で

あ
り

。
参

加
者

に
は

好
評

で
あ

る
。

一
方

、
参

加
者

を
募

集
し

て
も

申
込

み
が

少
な

く
、

料
理

教
室

単
独

で
の

開
催

は
あ

ま
り

需
要

が
無

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

て
い

る
。

ま
た

、
参

加
す

る
保

護
者

は
全

て
母

親
で

あ
り

、
父

親
の

参
加

は
無

い
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
次

年
度

以
降

は
、

単
な

る
料

理
教

室
で

は
な

く
、

今
年

度
開

催
し

た
「
親

子
de

自
然

体
験

」
の

よ
う

な
他

事
業

と
組

み
合

わ
せ

て
開

催
す

る
な

ど
し

た
い

。
ま

た
、

父
親

も
参

加
し

や
す

い
講

座
内

容
に

し
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

親
子

de
ク

ッ
キ

ン
グ

市
・
地

継
続

1
6

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
1
0

8
月

8
日

、
8
月

9
日

杵
原

学
校

目 的

保
育

園
児

・
小

学
生

の
親

子
を

対
象

に
、

地
域

の
自

然
を

体
験

し
て

も
ら

い
、

環
境

へ
の

関
心

を
深

め
る

と
伴

に
、

親
子

の
絆

、
地

域
へ

の
愛

着
を

深
め

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

○
協

力
：
山

本
地

域
づ

く
り

委
員

会
　

環
境

緑
化

部
会

、
育

成
部

会
○

対
象

：
保

育
園

児
・
小

学
校

の
親

子
○

内
容

：
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ト

ラ
ッ

プ
を

使
っ

た
カ

ブ
ト

ム
シ

捕
り

　
　

　
　

　
 飯

田
御

月
見

天
文

同
好

会
を

講
師

に
招

き
、

天
体

望
遠

鏡
で

の
星

空
観

察

評 価

【
成

果
と

課
題

】
当

日
、

カ
ブ

ト
ム

シ
を

捕
る

こ
と

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
昔

と
の

環
境

の
変

化
や

自
然

の
厳

し
さ

を
学

ぶ
機

会
と

な
っ

た
。

今
回

は
、

主
事

が
独

学
で

調
べ

た
方

法
で

仕
掛

け
を

作
っ

た
が

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

仕
掛

け
づ

く
り

は
子

ど
も

に
は

難
し

い
と

い
う

声
も

あ
っ

た
。

星
空

観
察

は
と

て
も

好
評

で
、

特
に

大
人

が
喜

ん
で

お
り

、
親

子
で

自
然

に
触

れ
て

も
ら

う
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
夏

の
地

区
行

事
が

中
止

と
な

っ
た

こ
と

に
伴

い
開

催
し

た
事

業
で

あ
っ

た
が

、
親

子
で

参
加

で
き

、
自

然
や

地
域

の
魅

力
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
良

い
機

会
に

な
る

の
で

、
次

年
度

以
降

の
開

催
も

検
討

し
た

い
。

親
子

de
ク

ッ
キ

ン
グ

な
ど

の
事

業
と

の
組

み
合

わ
せ

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

育 成 事 業

親
子

de
自

然
体

験
市

・
地

継
続

1
3
1

3
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

実
施

内
容

参
照

山
本

公
民

館

目 的

山
本

地
区

の
女

団
連

が
中

心
と

な
り

日
頃

公
民

館
を

利
用

す
る

団
体

が
定

期
的

に
公

民
館

の
清

掃
を

行
い

、
地

域
住

民
の

た
め

の
公

民
館

で
あ

る
と

い
う

意
識

を
高

め
る

。

実 施 内 容

対
象

：
公

民
館

施
設

利
用

団
体

開
催

日
：
年

5
回

内
容

：
公

民
館

施
設

内
の

清
掃

　
　

　
 ま

た
年

1
回

里
山

整
備

に
公

民
館

に
周

囲
の

植
栽

の
手

入
れ

1
回

目
5
/
1
0
（
中

止
）

2
回

目
7
/
1
9

3
回

目
9
/
6

4
回

目
1
1
/
8

5
回

目
2
/
1
4
（
中

止
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
平

成
3
0
年

度
ま

で
、

地
区

の
女

団
連

の
皆

さ
ん

が
中

心
と

な
っ

て
指

揮
し

て
く
れ

て
い

た
が

、
負

担
の

声
か

ら
昨

年
度

か
ら

公
民

館
か

ら
各

団
体

へ
清

掃
を

依
頼

す
る

形
式

に
変

更
し

た
。

特
に

大
き

な
混

乱
も

な
く
、

参
加

い
た

だ
い

て
い

る
団

体
の

皆
さ

ん
も

「
自

分
た

ち
が

使
う

公
民

館
だ

か
ら

自
分

た
ち

で
掃

除
し

よ
う

」
と

い
う

意
識

を
も

っ
て

協
力

い
た

だ
い

て
い

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
公

民
館

を
大

切
に

、
愛

着
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

に
重

要
な

取
り

組
み

で
あ

る
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

山
本

公
民

館
清

掃
地

区
費

継
続

3
1
1
0

4
9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

4
,6

6
8

実
施

内
容

参
照

杵
原

学
校

周
辺

目 的

各
組

合
単

位
を

対
象

に
、

山
本

地
区

の
象

徴
で

あ
る

杵
原

広
場

の
整

備
を

行
い

、
景

観
を

保
全

す
る

と
と

も
に

愛
着

を
深

め
る

。

実 施 内 容

○
日

時
：
①

5
/
1
0
（
中

止
）
　

②
7
/
1
9
　

③
1
0
/
4

○
内

容
：
杵

原
学

校
校

舎
周

辺
の

清
掃

、
草

刈
り

評 価

【
成

果
と

課
題

】
数

年
前

か
ら

、
各

組
合

へ
の

依
頼

す
る

よ
う

に
変

更
し

た
が

、
地

区
住

民
の

方
に

も
理

解
を

頂
い

て
お

り
、

多
く
の

方
に

清
掃

に
参

加
い

た
だ

い
て

い
る

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
山

本
地

域
づ

く
り

委
員

会
の

組
織

見
直

し
に

伴
い

、
来

年
度

よ
り

地
域

振
興

部
会

へ
主

管
が

移
行

す
る

が
、

公
民

館
と

し
て

協
力

で
き

る
こ

と
が

あ
れ

ば
協

力
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

杵
原

広
場

整
備

作
業

地
区

費
継

続
2

1
8
2

1
2
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

【
成

果
と

課
題

】
　

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

開
講

の
時

期
が

遅
く
な

り
、

例
年

よ
り

も
開

催
回

数
が

減
少

し
た

。
近

年
登

録
人

数
が

減
っ

て
き

て
し

ま
っ

て
い

る
が

、
毎

回
の

組
合

回
覧

や
多

様
な

ジ
ャ

ン
ル

の
講

座
を

開
催

し
た

こ
と

に
よ

り
、

新
た

な
参

加
者

も
加

わ
り

交
流

を
深

め
な

が
ら

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

参
加

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

参
加

者
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
講

座
の

開
催

や
か

さ
ま

つ
大

学
の

情
報

が
届

く
よ

う
に

広
報

の
方

法
も

工
夫

し
て

い
き

た
い

。
　

か
さ

ま
つ

の
風

は
第

1
6
号

と
な

っ
た

が
、

寄
稿

者
が

決
ま

っ
て

き
て

し
ま

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
あ

る
。

気
軽

に
書

い
て

い
た

だ
け

る
よ

う
な

声
掛

け
が

必
要

だ
と

感
じ

る
。

　
受

講
生

の
中

に
は

光
る

知
識

や
技

術
を

持
っ

た
方

が
多

く
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

相
互

に
学

び
合

う
時

間
を

さ
ら

に
作

っ
て

い
け

れ
ば

と
考

え
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
　

来
年

度
も

多
く
の

住
民

の
皆

さ
ん

に
興

味
を

持
っ

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
多

様
な

ジ
ャ

ン
ル

の
講

座
を

検
討

し
、

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

か
ら

も
テ

ー
マ

を
探

っ
て

い
き

た
い

。

通
年

伊
賀

良
公

民
館

目 的

中
高

年
層

を
対

象
に

、
交

流
・
学

習
の

場
の

提
供

を
し

、
今

ま
で

得
て

き
た

知
識

を
相

互
に

交
換

し
あ

い
深

め
、

家
族

や
地

域
へ

伝
え

広
め

な
が

ら
自

ら
の

健
康

維
持

に
も

繋
げ

る
機

会
と

す
る

実 施 内 容

伊
賀

良
の

方
を

対
象

に
、

２
ヶ

月
に

１
回

程
度

開
催

。
年

会
費

無
料

。
参

加
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
内

容
を

決
定

し
て

い
る

。
参

加
者

寄
稿

に
よ

る
『
か

さ
ま

つ
の

風
第

1
6
号

』
を

発
行

。
①

1
0
/
2
7
（
火

）
南

信
州

の
民

俗
芸

能
　

講
師

：
櫻

井
弘

人
 氏

②
1
1
/
2
7
（
金

）
誰

で
も

ど
こ

で
も

で
き

る
や

さ
し

い
体

操
　

講
師

：
村

澤
由

美
子

 氏
③

2
/
2
2
（
月

）
伊

賀
良

小
学

校
校

歌
か

ら
伊

賀
良

を
学

ぶ
　

講
師

：
新

井
利

彦
 氏

④
3
/
 8

（
月

）
信

州
大

学
出

前
講

座
　

大
地

震
！

そ
の

時
あ

な
た

は
大

丈
夫

？
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
原

山
智

 氏
（
信

州
大

学
理

学
部

特
任

教
授

）
⑤

3
/
2
2
（
月

）
伊

那
谷

国
学

運
動

の
遺

産
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

講
師

：
青

木
隆

幸
 氏

（
飯

田
美

術
博

物
館

）

開
催

期
日

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

か
さ

ま
つ

大
学

市
・
地

継
続

5
1
3
0

4
8

1
4
,3

5
0

【
成

果
と

課
題

】
歩

行
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

ら
0
歳

児
か

ら
1
歳

児
へ

学
級

を
変

更
す

る
方

法
か

ら
、

１
歳

児
を

年
齢

で
前

半
後

半
に

分
け

学
級

を
実

施
。

当
初

、
学

年
を

分
け

た
が

０
歳

児
学

級
対

象
者

が
早

期
か

ら
参

加
で

き
た

こ
と

、
動

き
に

合
っ

た
内

容
で

で
き

た
。

年
度

途
中

か
ら

は
、

今
後

の
活

動
を

考
慮

し
学

年
で

の
学

級
に

で
き

た
こ

と
は

よ
か

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
０

歳
児

学
級

は
1
0
月

か
ら

実
施

の
と

こ
ろ

も
多

い
が

、
早

い
時

期
か

ら
参

加
を

希
望

さ
れ

る
親

子
が

い
る

場
合

は
、

状
況

に
合

わ
せ

た
か

た
ち

で
の

学
級

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

3
0
0

通
年

伊
賀

良
公

民
館

目 的

保
育

園
入

園
前

の
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

様
々

な
体

験
等

を
通

じ
た

子
育

て
に

つ
い

て
の

学
習

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に

よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

を
図

る
。

実 施 内 容

０
－

１
歳

児
学

級
を

、
主

に
保

育
士

・
保

健
師

が
中

心
と

な
っ

て
月

２
回

程
度

実
施

。
（
２

-
３

歳
児

学
級

は
ひ

ま
わ

り
子

ど
も

委
員

会
主

催
）

常
任

講
師

：
林

か
ん

な
氏

（
保

育
士

）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
０

－
１

歳
児

学
級

市
・
地

継
続

2
6

3
6
0

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

9
0

評 価 評 価
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

2

区
分

区
分

区
分

1
4
,3

5
0

通
年

（
中

止
）

伊
賀

良
公

民
館

目 的

成
人

男
性

を
対

象
に

、
料

理
技

術
習

得
と

食
を

見
直

す
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

組
合

回
覧

等
で

呼
び

か
け

を
し

て
、

参
加

者
を

募
集

。
参

加
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

、
次

回
の

メ
ニ

ュ
ー

を
決

定
す

る
。

料
理

実
習

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

広
報

い
が

ら
第

8
1
号

に
て

「
命

は
食

に
あ

り
」
と

い
う

テ
ー

マ
で

健
康

的
な

食
生

活
を

送
る

た
め

の
記

事
を

掲
載

し
た

。
ま

た
、

自
宅

で
簡

単
に

で
き

る
料

理
の

レ
シ

ピ
を

掲
載

し
た

。
常

任
講

師
：
伊

賀
良

地
区

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
調

理
実

習
が

で
き

な
か

っ
た

が
、

広
報

を
活

用
し

、
啓

発
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
し

っ
か

り
と

行
い

、
で

き
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

男
性

の
料

理
教

室
市

・
地

継
続

-
-

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

市
内

目 的

伊
賀

良
に

住
む

人
た

ち
が

、
郷

土
に

興
味

を
持

ち
、

愛
着

が
増

す
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

『
伊

賀
良

に
前

か
ら

住
ん

で
い

た
方

も
、

新
し

く
住

み
始

め
た

方
も

、
も

っ
と

伊
賀

良
を

知
り

、
も

っ
と

伊
賀

良
を

好
き

に
な

る
』
を

合
言

葉
に

、
活

動
を

実
施

し
た

。
昨

年
度

作
成

し
た

ふ
る

さ
と

学
習

副
教

材
「
伊

賀
良

を
学

ぼ
う

」
を

活
用

し
な

が
ら

講
座

を
展

開
し

た
。

＜
活

動
内

容
＞

 9
月

1
8
日

　
中

馬
街

道
の

歴
史

と
地

名
Ⅱ

山
本

～
伊

賀
良

～
鼎

1
0
月

3
1
日

　
水

戸
浪

士
の

通
っ

た
道

（
現

地
学

習
）

 1
月

1
2
日

　
伊

賀
良

小
学

校
４

年
生

を
対

象
と

し
た

校
歌

の
授

業
評 価

【
成

果
と

課
題

】
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

講
座

が
あ

ま
り

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
講

座
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

受
講

生
の

有
志

で
歴

史
研

究
所

に
足

を
運

び
、

伊
賀

良
地

区
の

明
治

時
代

の
地

図
を

見
学

し
、

今
後

の
講

座
の

参
考

に
し

た
り

、
次

年
度

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
こ

と
の

意
見

を
出

し
合

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
参

加
者

か
ら

は
現

地
を

歩
き

、
楽

し
み

な
が

ら
学

習
を

し
た

い
と

の
意

見
が

多
数

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

次
年

度
も

座
学

と
現

地
学

習
を

組
み

合
わ

せ
て

実
施

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
伊

賀
良

に
関

す
る

書
物

の
読

書
会

を
し

た
い

と
の

要
望

も
あ

る
た

め
、

図
書

分
館

と
連

携
し

な
が

ら
検

討
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

伊
賀

良
を

学
ぼ

う
　

～
歴

史
・
文

化
・
自

然
～

市
・
地

継
続

3
1
6
0

4
2

1
4
,3

5
0

9
月

1
8
日

、
1
0
月

3
1
日

、
1
月

1
2
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

人
形

劇
公

演
に

つ
い

て
、

地
区

実
行

委
員

、
公

民
館

役
員

と
検

討
す

る
中

で
、

海
外

、
日

本
全

国
か

ら
劇

人
が

訪
れ

る
た

め
、

安
心

し
て

観
劇

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
へ

の
不

安
の

声
が

多
数

で
あ

っ
た

。

【
次

年
度

へ
の

方
向

性
と

取
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
し

っ
か

り
行

っ
た

う
え

で
、

地
区

公
演

が
運

営
で

き
る

よ
う

に
地

区
実

行
委

員
会

の
準

備
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
フ

ェ
ス

タ
だ

け
で

な
く
人

形
劇

に
触

れ
る

機
会

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
も

検
討

す
る

。

伊
賀

良
公

民
館

目 的

地
区

内
の

５
会

場
で

上
演

を
行

い
、

「
み

る
・

演
じ

る
・
支

え
る

」
の

視
点

か
ら

フ
ェ

ス
タ

の
も

つ
意

味
を

考
え

、
フ

ェ
ス

タ
の

盛
り

上
げ

を
目

指
す

。

実 施 内 容

伊
賀

良
地

区
内

５
会

場
で

の
地

区
公

演
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

【
検

討
過

程
】

4
/
6
（
月

）
、

4
/
1
6
（
木

）

評 価

開
催

会
場

文 化 事 業

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
0
伊

賀
良

地
区

公
演

市
・
地

新
規

3
5
0

-
1
4
,3

5
0

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

2
0
0

1
月

1
0
日

（
中

止
）

シ
ル

ク
プ
ラ
ザ

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
地

域
が
祝
い
、
成
人

と
し

て
の
自
覚
を
も
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
令

和
３
年

８
月

以
降

に
延

期
。

新
成

人
有

志
、
分

館
長

、
文
化

部
、
広

報
部

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し
て
企

画
・
運

営
し

て
い
る
。
今

年
度

も
実

行
委
員

会
体

制
で
以

下
の

内
容

を
実

施
し
た
。

・
成

人
式

実
行

委
員

会
を
開
催

し
、
成

人
式

の
企

画
、
準

備
・
新

成
人

実
行

委
員

に
よ
る
地

域
学

習
　
三
和
観
光
農
園
で
り
ん
ご
狩
り
と
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り
を
体
験
し
た
。
（
1
0
/
1
9
、
1
1
/
1
、

1
1
/
1
5
）

【
実

行
委

員
会

】
9
/
4
　
成

人
式

の
内

容
検

討
9
/
2
4
　
地

域
学

習
に
つ
い
て
内

容
検

討
1
0
/
1
5
　
成

人
式

の
内

容
検

討
1
0
/
2
8
　
記

念
品

検
討

1
1
/
1
2
　
記

念
品

検
討

1
2
/
1
0
　
成

人
式

実
行

委
員

会
地

区
役

員
と
の

顔
合

わ
せ

1
2
/
2
2
　
延

期
に
向

け
て
の

取
り
組

み
検

討

評 価

【
成

果
と
課

題
】

新
成

人
実

行
委

員
と
文

化
部

を
中

心
に
成

人
式

実
施

に
向

け
て
活

動
を
行

っ
た
。
地

域
学

習
で

は
、
地

元
に
暮

ら
し
な
が

ら
も
、
行

く
機

会
の

少
な
か

っ
た
三

和
観

光
農

園
に
訪

れ
、
地

元
の

り
ん
ご
や

風
景

を
楽

し
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
工

夫
を
し
な
が

ら
頑

張
っ
て
い
る
地

域
の

大
人

に
触

れ
る
機

会
に
な
っ
た
。
地

区
と
し
て
も
、
会

場
を
伊

賀
良

公
民

館
か

ら
シ
ル

ク
プ
ラ
ザ

に
変

更
し
、
コ
ロ
ナ
対

策
も
検

討
し
な
が

ら
開

催
に
向

け
て
し
っ
か

り
取

り
組

む
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

令
和

３
年

８
月

以
降

に
延

期
さ
れ

た
成

人
式

に
向

け
て
、
新

成
人

実
行

委
員

、
地

区
役

員
等

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

維
持

で
き
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
し
っ
か

り
と
行

い
、
成

人
式

に
関

す
る

画
を
充

実
し
た
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

伊
賀
良
地
区
成
人
式

地
区

費
継

続
1
0

8
0

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

大
変

満
足

1
1
、
満

足
1
（
回

答
数

1
2
組

）

【
成

果
と
課

題
】

久
し
ぶ

り
に
声

を
出

し
て
笑

っ
た
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時

だ
っ
た
、
コ
ロ
ナ
対

策
も
し
っ
か

り
さ
れ

て
い
て
安
心
だ
っ
た
等
の
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
、
多

く
の

親
子

に
公

演
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が

で
き
た
。
企

画
段

階
で
は

、
こ
の

よ
う
な
社

会
状

況
の

な
か

で
公

演
を
実

施
す
る
こ
と
に

様
々

な
意

見
が

あ
っ
た
が

、
発

起
人

の
想

い
と
地

区
内

企
業

の
賛

同
に
よ
り
コ
ロ
ナ
対

策
を
講

じ
て
の

実
施

が
決

ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
事

前
に
整

理
券

、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

配
布

を
郵

送
で
行
っ
た
り
、
会

場
も
整

理
券

番
号

に
よ
り
全

席
指

定
、
社

会
的

距
離

の
確

保
、
当

日
受

付
用

の
座
席

も
用

意
す
る
な
ど
工

夫
し
て
実

施
し
た
。
換

気
、
手

指
消

毒
も
徹

底
し
て
実

施
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

コ
ロ
ナ
禍

で
の

人
形

劇
公

演
の

参
考

と
な
っ
た
た
め
、
来

年
度

の
フ
ェ
ス
タ
に
も
活

か
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
フ
ェ
ス
タ
以

外
で
も
芸

術
に
親

し
む
機

会
と
し
て
プ
ロ
の

公
演

を
企

画
す
る
こ
と
を

検
討

も
し
て
い
き
た
い
。

1
4
,3
5
0

1
1
月

2
1
日

伊
賀

良
公

民
館

目 的

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
お
祭
り
や
運
動

会
な
ど
の
催
し
物
を
縮

小
・
自

粛
す
る
と
い
う

状
況
の
中
、
伊
地
区

住
民

に
夢

と
希

望
を

あ
た
え
る
た
め
、
人

形
劇

を
楽

し
む
機

会
と
す

る
。

実 施 内 容

伊
賀

良
地

区
の

住
民

を
対
象

に
人

形
劇

公
演

を
楽

し
む
機

会
を
つ
く
っ
た
。
文

化
部

有
志

、
旭

ヶ
丘

中
学

校
生

徒
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

営
し
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
講

じ
て
実

施
し

た
。

主
催

　
2
0
2
0
☆

伊
賀

良
で
人

形
劇

を
楽

し
み

隊
共

催
　
伊

賀
良

公
民

館
協
賛
　
肉
の
い
ち
の
せ
、
酒
の
メ
ガ
テ
ン
本

店
、
（
株
）
中
村
、
エ
ル
ボ
ン
飯
田
、
沢
村
屋
、

　
　
　
　
小

林
建

築
板

金
、
梅

花
園

、
学

研
北

方
教

室
、
飯

田
造

園
、
伊

賀
良

郵
便

局
、

イ
ー
カ
ン
ジ
、

　
　
　
　
伊
賀
良
寄
席
有
志
、
し
な
の
路

【
打

合
せ

】
1
0
/
2
（
水

）
、
1
1
/
5
（
水

）

評 価

数
量

的
成

果
（
項
目
名
と
数
値

）

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

「
だ
っ
て
み

た
い
ん
だ
も
ん
」
ま
し
ゅ
&
K
e
iが

伊
賀

良
の

み
ん
な
に
会

い
に
来

る
よ

市
・
地

新
規

3
8
0

6
5

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数
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事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

目 的

一
般

の
方

を
対

象
に

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
親

睦
や

交
流

を
目

指
す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

種
目

：
ペ

タ
ン

ク
（
伊

賀
良

小
校

庭
）
、

ワ
ン

バ
ウ

ン
ド

ふ
ら

ば
ー

る
バ

レ
ー

（
伊

賀
良

小
体

育
館

）

【
検

討
過

程
】

4
/
1
6
　

企
画

会
議

【
成

果
と

課
題

】
よ

り
気

軽
に

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
昨

年
度

ま
で

実
施

し
て

い
た

テ
ィ

ー
ボ

ー
ル

を
ペ

タ
ン

ク
に

変
更

し
た

。
ま

た
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

で
実

施
し

て
い

た
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
を

ケ
ガ

が
少

な
く
な

る
よ

う
に

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
で

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

残
念

な
が

ら
、

中
止

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

今
後

も
住

民
の

皆
さ

ん
に

楽
し

ん
で

参
加

い
た

だ
け

る
交

流
会

を
企

画
し

て
い

く
。

6
月

2
8
日

（
中

止
）

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

他

【
成

果
と

課
題

】
地

域
を

知
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

親
子

で
の

貴
重

な
交

流
の

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
分

館
で

主
体

的
に

準
備

し
、

文
化

部
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

。
親

子
レ

ク
と

し
て

の
参

加
者

は
多

い
が

一
般

の
参

加
は

少
数

と
な

っ
て

い
る

。
伊

賀
良

を
知

る
機

会
と

し
て

、
広

く
一

般
の

人
た

ち
に

も
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
感

染
症

対
策

を
し

っ
か

り
と

行
っ

た
上

で
、

参
加

人
数

に
こ

だ
わ

ら
ず

、
地

域
の

魅
力

を
再

発
見

す
る

機
会

と
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。

開
催

期
日

開
催

会
場

体 育 事 業

分
館

対
抗

夏
季

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
地

区
費

継
続

1
1
5

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

文 化 事 業

目 的

小
学

生
親

子
や

一
般

を
対

象
に

、
地

域
の

良
さ

を
歩

き
な

が
ら

体
験

す
る

こ
と

で
郷

土
を

知
る

機
会

と
し

、
地

域
を

よ
り

好
き

に
な

る
こ

と
を

目
指

す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
中

止
。

担
当

分
館

：
中

村
分

館
　

　
（
会

場
を

交
代

し
て

毎
年

実
施

し
て

い
る

）
親

子
数

組
で

チ
ー

ム
を

作
り

、
コ

ー
ス

を
歩

き
な

が
ら

そ
の

地
域

に
関

わ
る

ク
イ

ズ
を

解
い

て
ゴ

ー
ル

を
目

指
す

。
文

化
部

員
及

び
分

館
役

員
が

中
心

と
な

り
、

コ
ー

ス
作

り
を

行
う

。
伊

賀
良

小
学

校
４

年
生

の
親

子
レ

ク
と

し
て

、
保

護
者

と
協

力
し

て
実

施
し

て
い

る
。

【
実

行
委

員
会

】
4
月

1
0
日

（
金

）

伊
賀

良
公

民
館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
活

動
の

成
果

発
表

の
機

会
と

地
域

の
文

化
を

学
ぶ

こ
と

で
、

文
化

活
動

の
推

進
を

図
る

。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

対
策

を
し

て
展

示
の

み
実

施
し

た
。

ま
た

、
例

年
は

2
日

間
の

開
催

だ
が

、
1
日

の
み

と
し

た
。

特
別

企
画

「
飯

田
市

美
術

博
物

館
出

張
展

示
」

各
分

館
、

社
教

団
体

、
公

民
館

の
講

座
、

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
の

専
門

委
員

会
等

が
日

頃
の

活
動

内
容

を
発

表
し

た
。

今
年

度
は

特
別

企
画

と
し

て
飯

田
市

美
術

博
物

館
が

「
伊

那
谷

の
自

然
と

文
化

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

出
張

展
示

を
実

施
し

た
。

コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

、
入

場
時

の
検

温
、

健
康

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

記
入

、
手

指
消

毒
を

実
施

。
館

内
も

経
路

を
定

め
、

一
方

通
行

と
し

、
ス

ム
ー

ズ
に

移
動

し
て

い
た

だ
く
よ

う
に

努
め

た
。

ま
た

、
こ

ま
め

に
換

気
や

手
の

触
れ

る
場

所
の

消
毒

を
実

施
し

た
。

参
加

団
体

：
1
4
団

体
。

評 価

数
量

的
成

果
（
項

目
名

と
数

値
）

大
変

満
足

1
3
、

満
足

5
6
、

ふ
つ

う
2
8
、

不
満

1
、

非
常

に
不

満
1

（
回

答
数

1
0
6
）

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

対
策

の
た

め
、

今
年

度
は

展
示

の
み

実
施

し
た

。
来

場
者

か
ら

は
、

展
示

だ
け

で
も

開
催

し
て

く
れ

て
よ

か
っ

た
、

地
域

の
方

々
の

作
品

が
見

れ
て

よ
か

っ
た

、
地

域
の

自
然

や
歴

史
に

つ
い

て
も

っ
と

知
り

た
い

、
感

染
予

防
へ

の
配

慮
が

す
ば

ら
し

か
っ

た
、

な
ど

の
感

想
が

寄
せ

ら
れ

た
。

一
方

で
、

コ
ロ

ナ
で

仕
方

な
い

と
は

い
え

、
展

示
物

が
少

な
く
て

さ
び

し
い

、
例

年
通

り
の

活
動

発
表

を
期

待
す

る
等

の
不

満
の

声
も

あ
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
次

年
度

は
、

コ
ロ

ナ
の

状
況

に
よ

る
が

例
年

通
り

音
楽

祭
、

催
し

物
、

展
示

を
実

施
し

た
い

。
ま

た
、

展
示

の
み

と
な

っ
た

場
合

で
も

、
２

日
間

の
開

催
で

あ
れ

ば
展

示
し

た
い

と
い

う
団

体
も

あ
っ

た
た

め
参

加
者

、
来

場
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
企

画
し

て
い

き
た

い
。

開
催

会
場

文 化 事 業

伊
賀

良
地

区
文

化
祭

市
・
地

継
続

6
4
5
0

3
5
0

1
4
,3

5
0

1
1
月

1
5
日

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

評 価

6
月

1
6
日

（
中

止
）

対
象

数

伊
賀

良
地

区
内

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

1
4
,3

5
0

評 価

対
象

数

開
催

期
日

開
催

会
場

ふ
る

さ
と

ゲ
ー

ム
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
 ～

中
村

の
巻

～
市

・
地

継
続

1
1
5

1
5

1
4
,3

5
0

事
業

名

− 152 −



伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

5

区
分

区
分

区
分

【
成

果
と
課

題
】

両
地

区
の

公
民

館
委

員
が

交
流

で
き
る
貴

重
な
機

会
で
あ
り
、
お
互

い
の

地
区

事
業

の
参

考
に

も
な
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

が
い
つ
収

束
す
る
か

分
か

ら
な
い
中

、
こ
う
し
た

交
流

の
機

会
を
確

保
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
開

催
で
き
る
内

容
や

運
営

方
法

を
検

討
す
る

必
要

が
あ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

コ
ロ
ナ
禍

で
も
開

催
で
き
る
内

容
や

運
営

方
法

を
検

討
し
て
い
く
。

【
成

果
と
課

題
】

コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
分

館
対

抗
と
し
て
住

民
を
動

員
し
て
実

施
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
の

判
断

か
ら
、
有

志
の

参
加

と
し
て
企

画
し
た
。
感

染
状

況
の

拡
大

に
よ
り
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

、
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
行

い
、
開

催
で
き
る
内

容
や

運
営

方
法

を
検

討
す
る
必

要
が

あ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

住
民

の
皆

さ
ん
が

気
軽

に
参

加
で
き
、
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

を
検

討
し
て
い
く
。

伊
賀

良
小

学
校

体
育

館

目 的

一
般
を
対
象
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
健

康
増
進
・
地
域
住
民

の
交
流
を
目
指
す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

今
年

度
か

ら
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

ー
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

か
ら
囲

碁
ボ
ー
ル

に
変

更
し

た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
分

館
対

抗
で
は

な
く
、
有

志
の

参
加

を
募

り
、
伊

賀
良

地
区

囲
碁

ボ
ー
ル

交
流

会
と
し
て
企

画
し
た
。

【
検

討
経

過
】

1
1
/
4
体

育
部

会
1
2
/
3
企

画
会

議

評 価

開
催

会
場

体 育 事 業

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

（
伊

賀
良

地
区

囲
碁

ボ
ー
ル

交
流

会
）

地
区

費
継

続
2

4
0

-
1
4
,3
5
0

2
月

7
日

（
中

止
）

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日

体 育 事 業

目 的

公
民
館
委
員
を
対
象

に
、
①
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
浸
透

、
②

他
地
区
と
の
交
流
、
を

目
的

に
参

加
す
る
。

実 施 内 容

例
年

9
月

頃
に
開

催
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
が

中
心

と
な
り
、
公

民
館

委
員

を
対

象
に
参

加
者

を
募

集
し
、
両

地
区

住
民

同
士

で
交

流
を
し
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検

討
経

過
】

・
7
/
1
　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
と
打

ち
合

わ
せ

　
…

　
年

内
の

開
催

は
厳

し
い
と
判

断
以

降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を
伺

っ
て
い
た
が

、
今

年
度

の
開

催
は

で
き
な
い
と
判

断
。

評 価

継
続

1
4
,3
5
0

1
0
月

2
5
日

（
中

止
）

伊
賀

良
小

学
校

校
庭

目 的

地
区
全
域
を
対
象

に
、

一
堂

に
会

す
る
機

会
を
設
け
、
交
流
を
目
指

す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
中

止
。

伊
賀

良
地

区
住

民
が

一
堂

に
会

す
る
貴

重
な
機

会
と
し
て
開

催
し
て
い
る
。
例

年
、
中

学
校

と
連

携
し
、
中

学
生

が
企

画
し
た
種

目
を
１
つ
作

り
、
実

施
し
て
い
る
。

【
検

討
経

過
】

6
/
2
　
体

育
部

会
7
/
1
6
　
企

画
会

議
評 価

【
成

果
と
課

題
】

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
考

え
な
が

ら
、
実

施
可

否
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
運

動
会

の
よ
う
な
大

規
模

か
つ
接

触
の

機
会

が
多

い
イ
ベ
ン
ト
で
確

実
な
コ
ロ
ナ
対

策
を
す
る
こ
と
の

困
難

さ
、
ま
た
、
み

ん
な
が

楽
し
く
参

加
で
き
る
雰

囲
気

に
な
ら
な
い
の

で
は

な
い
か

と
の

意
見

か
ら

中
止

を
決

定
し
た
。
一

方
で
、
大

人
数

で
集

ま
る
こ
と
は

難
し
く
て
も
、
分

館
単

位
で
の

事
業

や
、

公
民

館
と
し
て
地

域
を
活

気
づ
け
ら
れ

る
事

業
を
考

え
て
い
こ
う
と
の

意
見

も
出

さ
れ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を
見

な
が

ら
、
実

施
で
き
そ
う
な
企

画
、
運

営
方

法
を
検

討
し
て
い
く
。

体 育 事 業

伊
賀
良
地
区
大
運
動

会
地

区
費

継
続

2
3
0

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
1
回
参
加
・
登
録
数

1

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

--

開
催

会
場

対
象

数
事

業
名

予
算
区
分

開
催

期
日

実
施

内
容

参
照

山
本
地
区
と
の
公
民
館
委

員
交

流
会

市
・
地

3
9
6

実
施

内
容

参
照

事
業
区
分
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

6

区
分

区
分

8
0

9
月

2
7
日

、
1
1
月

1
5
日

か
さ
ま
つ
の
さ
と
、
伊
賀
良
公
民
館

目 的

８
８
歳
高
齢
者
を
対
象

に
、

地
域

で
お
祝

い
す
る
。

実 施 内 容

広
報

部
：
写

真
撮

影
広

報
い
が

ら
で
掲

載
、
文

化
祭

に
写

真
展

示
文

化
祭

に
あ
わ

せ
て
、
記

念
写

真
の

贈
呈

を
実

施
し
た
。

記
念

写
真

撮
影

　
9
月

2
7
日

贈
呈

　
1
1
月

1
5
日

評 価

【
成

果
と
課

題
】

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
当

初
予

定
し
て
い
た
8
月

2
9
日

か
ら
日

程
を
変

更
し
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
行

っ
て
、
実

施
し
た
。
毎

年
恒

例
の

行
事

と
し
て
、
対

象
者

お
よ
び
そ
の

ご
家

族
が

楽
し
み

に
し
て
い
る
。
事

前
に
撮

影
時

間
帯

の
希

望
を
取
り
、
割
り
振
り
を
し
た
た
め
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

例
年

は
、
撮

影
待

ち
の

時
間

に
お
茶

等
を
提

供
し
、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

機
会

と
し
て
い
た

が
、
今

年
度
は

実
施

で
き
な
か

っ
た
。
広

報
部

会
の

反
省

か
ら
、
こ
の

事
業

は
記

念
写

真
の

撮
影

だ
け
で
な
く
、
参

加
者

同
士

の
交

流
の

機
会

も
大

切
に
し
た
い
と
の

意
見

が
多

く
出

さ
れ

た
。

次
年

度
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
見

な
が

ら
企

画
や

運
営

方
法

に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。対

象
数

開
催

期
日

開
催

会
場

広 報 事 業

米
寿
記
念
写
真
撮
影

・
贈

呈
地

区
費

継
続

2
1
2
0

5
0

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

伊
賀

良
公

民
館

目 的

地
域
の
方
を
対
象

に
、

地
域
の
情
報
を
伝

え
、

地
域
の
課
題
を
提
起

し
、
考
え
て
も
ら
う
機

会
を
図
る
。

実 施 内 容

年
間

６
回

発
行

　
第

７
９
号

か
ら
第

８
４
号

ま
で
を
発

行
。

発
行
数
：
６
回
（
５
月
、
７
月

、
９
月
、
１
１
月

、
１
月
、
３
月

）
発

行
部

数
：
４
，
８
０
０
部

地
区

外
発

送
：
２
０
件

地
域

の
お
知

ら
せ

、
事

業
の

記
録

、
地

域
の

話
題

を
お
伝

え
し
て
い
る
。

あ
な
た
に
タ
ッ
チ
、
け
や

き
の
め
、
我

が
家

の
ア
イ
ド
ル

の
連

載
記

事
を
継

続
し
て
い
る
。

今
年

度
は

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関

連
の

記
事

、
各

種
学

級
講

座
が

中
止

に
な
っ
て
い

る
こ
と
か

ら
、
自

宅
に
い
な
が

ら
地

域
の

こ
と
を
学

ぶ
一

助
と
な
る
よ
う
誌

上
講

座
も
企

画
し
た
。

・
誌

上
講

座
内

容
第

7
9
号

　
南

信
州

の
獅

子
舞

に
つ
い
て

第
8
0
号

　
八

月
の

空
と
「
伝
統

的
七

夕
」

第
8
1
号

　
古

道
・
伊

那
街

道
に
つ
い
て

第
8
2
号

　
大

江
磯

吉
の

生
き
方

を
考

え
る

第
8
3
号

　
伊

賀
良

小
学

校
創

立
1
5
0
周

年
に
寄

せ
て
）
。

・
G
o
o
gl
e
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、
毎
号
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

・
第

８
回

全
国

公
民

館
報

コ
ン
ク
ー
ル

奨
励

賞
受

賞
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

伊
賀

良
地

区
の

広
報

紙
と
し
て
、
大

き
な
予

算
を
盛

り
力

を
入

れ
て
発

行
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

協
議

会
各

委
員

会
か

ら
各

１
名

広
報

部
会

に
出

席
し
、
地

区
内

の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
拾

い
伝

え
て
い
る
。
今

年
度

は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
多

く
の

事
業

が
中

止
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
、
広

報
部

会
で
知

恵
を
出

し
合

い
、
誌

面
の

企
画

を
行

っ
て
き
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関

連
の

記
事

、
地

区
内

の
飲

食
店

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
情

報
、
誌

上
講

座
、

地
区

内
の

小
中

学
校

に
関

す
る
記

事
な
ど
た
く
さ
ん
の

企
画

が
生

ま
れ

、
例

年
以

上
に
充

実
し

た
誌

面
に
な
っ
た
。
ま
た
、
よ
り
多

く
の

方
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
広

報
に
す
る
た
め
、
試

験
的

に
全

編
カ
ラ
ー
で
の

発
行

な
ど
も
行

っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
見

や
す
い
、
読

む
気

に
な
る
等

の
意

見
を

い
た
だ
き
好
評
で
あ
っ
た
。

第
８
回

全
国
公

民
館

館
報

コ
ン
ク
ー
ル

で
は

応
募

総
数

1
4
8
館

の
中

か
ら
選

ば
れ

、
奨

励
賞

を
受

賞
し
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

例
年

以
上

に
広

報
部

員
の

創
意

工
夫

か
ら
多

く
の

企
画

が
生

ま
れ

た
り
、
取

材
に
出

向
き
執

筆
す
る
活

動
が

増
え
た
こ
と
で
、
や

り
が

い
を
感

じ
ら
れ

る
活

動
に
な
っ
た
と
感

じ
る
。
次

年
度

も
、

広
報

部
の

「
こ
ん
な
広

報
誌

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
想

い
を
大

切
に
し
な
が

ら
、
地

域
の

情
報

誌
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
館

報
の

役
割

や
伊

賀
良

と
し
て
の

広
報

誌
の

あ
り
方

を
考

え
、
企

画
、
発

行
し
て
い
き
た
い
。

開
催

会
場

広 報 事 業

広
報
い
が
ら
　
発
行

地
区

費
継

続
2
4

2
5
0

2
1

1
4
,3
5
0

通
年

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

区
分

1
4
,3
5
0

4
月

2
7
日

書
面

に
て
実

施

目 的

公
民
館
利
用
団
体

及
び
公
民
館
利
用
者
を

対
象
に
、
利
用
者

へ
の
活
動
の
発
表
の

場
を
提

供
す
る
と
と
も

に
、
公
民
館
利
用

者
が

文
化

芸
術

に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
す

実 施 内 容

公
民

館
ロ
ビ
ー
に
あ
る
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
活

用
し
、
年

間
を
通

じ
て
各

団
体

な
ど
の

発
表

の
場

、
会

員
の

拡
充

を
図

る
場

と
し
て
、
利

用
調

整
及

び
啓

発
の

た
め
に
運

営
委

員
会

を
開

催
す
る
。

【
展

示
内

容
】

6
/
2
1
～

7
/
4
　
伊

賀
良

美
術

会
7
/
1
2
～

8
/
1
5
　
戦

争
資

料
展

（
公

民
館

）
9
/
6
～

9
/
2
6
　
柊

書
道

教
室

1
0
/
1
8
～

1
2
/
5
　
伊

賀
良

の
文

化
財

（
生

涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課

）
1
2
/
1
7
～

1
2
/
2
8
　
環

境
ポ
ス
タ
ー
（
環

境
課

）
3
/
1
4
～

4
/
2
4
　
伊

賀
良

美
術

会
写

真
部

評 価

【
成

果
と
課

題
】

年
度

当
初

に
年

間
の

展
示

団
体

お
よ
び
展

示
期

間
を
決

定
し
運

営
し
て
い
る
。

展
示

団
体

は
、
文

化
祭

に
向

け
て
製

作
を
進

め
る
と
と
も
に
、
ロ
ビ
ー
へ

の
展

示
作

品
に
も
力

が
入

る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

民
館

へ
訪

れ
た
地

域
住

民
が

足
を
と
め
鑑

賞
す
る
こ
と
が

多
く
、
展

示
団

体
に
関

心
を
持

つ
方

も
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

今
年

度
は

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
、
活

動
が

で
き
ず
、
展

示
す
る
作

品
が

な
い

と
い
う
団

体
も
多

数
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の

団
体

に
加

え
て
、
様

々
な
団

体
に
声

を
か

け
な
が

ら
、

充
実

し
た
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
し
て
い
く
。
今

後
も
成

果
発

表
の

場
と
し
て
継

続
す
る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

展
示
コ
ー
ナ
ー
運
営
委

員
会

地
区

費
継

続
1

-
-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

1
4
,3
5
0

通
年

伊
賀

良
公

民
館

目 的

利
用
団
体
を
対
象

に
、

学
校
施
設
の
有
効

利
活
用
を
目
指
す

実 施 内 容

利
用

団
体

・
地

域
の

方
々

が
主

体
と
な
り
、
地

区
内

の
学

校
体

育
施

設
の

利
用

調
整

を
す

る
た
め
に
「
学

校
体

育
施

設
運

営
委

員
」
と
し
て
、
教

育
委

員
会

か
ら
委

嘱
さ
れ

、
生

涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

が
担

当
と
な
り
実

施
す
る
。

　
利

用
調

整
や

会
議

の
運

営
に
関

す
る
こ
と
へ

の
支

援
を
す
る
。

　
運

営
委

員
会

、
調

整
会

議
を
各

４
回

開
催

。
評 価

【
成

果
と
課

題
】

限
ら
れ

た
学
校

体
育

施
設

を
多

く
の

利
用

者
が

気
持

ち
良

く
有

効
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
調

整
し

て
い
る
。
年

々
反

省
を
元

に
運

営
方

法
、
調

整
資

料
が

充
実

さ
れ

て
き
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
も
、
地

区
内

の
団

体
が

譲
り
合

い
、
気

持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
よ
う
ル

ー
ル

の
整

備
、
調

整
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

学
校
開
放
運
営
委
員

会
議

・
調

整
会

議
地

区
費

継
続

8
4
6
0

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

　
今

年
度

は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
伊

賀
良

地
区

で
は

８
月

末
ま
で

地
域

活
動

が
自

粛
と
な
っ
た
。
そ
れ

に
伴

い
、
例

年
８
月

に
実

施
し
て
い
た
伊

賀
良

地
区

「
戦

没
者

を
追

悼
し
平

和
を
記

念
す
る
日

」
式

典
で
の

平
和

学
習

も
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
、
上

記
の

期
間

に
館

内
に
戦

争
資

料
を
展

示
す
る
こ
と
で
来

館
者

に
「
平

和
と
は

何
か

、
そ
の

た
め
に
何

を
す
べ

き
か

」
と
い
っ
た
こ
と
を
問

い
か

け
た
。
来

館
者

の
多

く
が

足
を
と
め
、
千

人
針

や
特

攻
隊

員
の

写
真

な
ど
の

展
示

資
料

に
見

入
っ
て
い
た
。
な
か

に
は

感
想

を
公

民
館

ま
で
伝

え
て
く
だ
さ
る
方

も
い
た
。
ま
た
、
様

子
を
「
広

報
い
が

ら
」
に
掲

載
し
、
地

区
内

に
周

知
し
た
。
講

座
の

開
催

は
で
き
な
か

っ
た
が

、
違

う
形

で
の

平
和

学
習

を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
以

降
も
時

期
を
見

て
展

示
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

1
4
,3
5
0

7
月

1
2
日

～
8
月

1
5
日

伊
賀

良
公

民
館

目 的

戦
争
の
記
憶
が
風

化
し
つ
つ
あ
る
中
、
戦
争

の
悲
惨
さ
、
命
の

尊
さ

を
学
ぶ
機
会
と
す
る

実 施 内 容

　
飯

田
市

で
所

有
し
て
い
る
戦

争
資

料
を
展

示
す
る
こ
と
で
、
戦

争
の

悲
惨

さ
と
平

和
の

大
切

さ
を
学

び
、
戦

争
体

験
を
風

化
さ
せ

る
こ
と
な
く
語

り
継

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
平

和
な
社

会
が

続
く
こ
と
を
願

い
実

施
し
た
。

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

戦
争
資
料
の
展
示

市
費

新
規

1
-

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数
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伊
賀

良
公

民
館

の
事

業
報

告
№

8

区
分

区
分

【
成

果
と
課

題
】

今
年

度
か

ら
伊

賀
良

地
区

は
新

規
の

地
区

と
し
て
加

わ
っ
た
。
地

域
の

方
に
活

動
に
携

わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
次

第
に
地

域
内

の
認

知
度

が
高

ま
り
、
興

味
や

理
解

を
示

し
て
く
だ
さ
る
方

も
増

え
て
い
っ
た
。
高

校
生

に
と
っ
て
は

、
地

域
の

中
で
、
年

齢
、
職

業
、
考

え
方

等
が

異
な
る
方

た
ち
か

ら
学
ん
だ
り
、
自

分
た
ち
が

考
え
た
こ
と
を
実

践
す
る
機

会
と
な
り
、
体

験
の

伴
っ
た
学

習
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域

住
民

に
と
っ
て
は

、
高

校
生

と
関

わ
る
こ
と
で
、
自

身
の

取
組

み
を
振

り
返

っ
た
り
、
新

し
い

視
点

や
活

力
を
得

た
り
、
自

分
の

地
区

の
若

者
に
目

が
向

く
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

高
校

生
、
先

生
と
意

見
交

換
し
、
目

的
を
共

有
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
地

域
の

方
と
も
こ

の
活

動
に
つ
い
て
話

し
合

い
、
意

見
を
出

し
合

い
な
が

ら
取

り
組

ん
で
い
く
こ
と
で
、
地

域
、
高

校
が

連
携

し
、
相

互
に
高

め
合

っ
て
い
け
る
活

動
に
し
て
い
く
。

1
0

1
4
,3
5
0

通
年

伊
賀

良
地

区
内

目 的

地
域
住
民
や
高
校

生
を
対
象
に
、
多
様

な
人

と
の

交
流

を
通

し
て
地

域
を
知
り
愛
着
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
す
。

実 施 内 容

主
に
地

域
人

教
育

の
授

業
時

間
（
毎

週
金

曜
日

4
、
5
、
6
時

間
目

）
に
活

動
し
た
。
伊

賀
良

地
区

内
で
の

フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や

聴
き
取

り
調

査
か

ら
、
「
伊

賀
良

の
魅

力
発

信
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
実

施
し
た
。
試

行
錯

誤
す
る
中

で
、
伊

賀
良

の
景

観
と
ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
の

り
ん

ご
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

・
伊

賀
良

地
区

写
真

展
　
1
2
月

1
3
日

～
1
2
月

2
8
日

伊
賀

良
地

区
の

景
観

を
テ
ー
マ
と
し
た
写

真
・
絵

画
展

を
実

施
す
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
て
い

て
も
な
か

な
か

気
付

か
な
い
伊

賀
良

地
区

の
美

し
さ
を
発

信
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

伊
賀

良
公

民
館

ロ
ビ
ー
に
て
実

施
。
応

募
数

：
写

真
部

門
2
3
作

品
、
絵

画
部

門
1
6
作

品
。

・
伊

賀
良

小
学

校
６
年

１
組
と
の

交
流

会
　
1
2
月

1
8
日

ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
の

歴
史

等
に
つ
い
て
、
地

元
の

人
も
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
が

あ
る
の

で
は

な
い
か

と
い
う
考

え
か

ら
、
ま
ず
は

小
学

生
に
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目

的
で

実
施
し
た
。
「
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
す
ご
ろ
く
」
を
企
画
し
、
サ
イ
コ
ロ
を
ふ
っ
て
、
ク
イ
ズ
に
答
え

る
こ
と
で
、
楽

し
み

な
が

ら
学

習
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

評 価

そ の 他

飯
田
O
ID
E
長
姫
高
校
地

域
人

教
育

市
・
地

新
規

2
5

3
5
0

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

今
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
お
楽

し
み

会
が

実
施

で
き
な
い
と
の

指
示

が
あ
っ
た
た
め
、
分

館
職

員
の

皆
さ
ん
と
趣

向
を
凝

ら
し
、
読

書
の

啓
発

、
郷

土
を
学

ぶ
機

会
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
図

書
館

へ
の

来
館

者
の

み
な
ら
ず
、
公

民
館

の
講

座
に
参

加
し
た
方

に
帰

り
が

け
に
寄

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の

方
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

次
年

度
も
図

書
分

館
と
公

民
館

と
連

携
し
な
が

ら
活

動
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
共

催
の

講
座

な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
み

ん
な
が

ど
こ
か

で
不

安
を
感

じ
て
い
る
と
思

う
の

で
、
図

書
館

や
公

民
館

が
温

か
い
感

じ
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場

所
に
な
る
よ
う
心

掛
け
て
い
き
た

い
。

-
1
4
,3
5
0

7
～

8
月

、
1
0
～

1
2
月

伊
賀

良
図

書
分

館

目 的

保
育
園
児
、
小
学
生

、
一
般
を
対
象
に
、
図

書
館
利
用
者
の
拡
大

さ
せ
、
読
書
の
大
切
さ
を

感
じ
る
機

会
と
す
る

実 施 内 容

伊
賀

良
図

書
館

と
を
連

携
し
て
実

施
し
、
結

い
タ
イ
ム
の

増
加

、
本

を
読

む
こ
と
の

楽
し
さ

を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
す
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
、
お
楽

し
み

会
が

実
施

で
き
な

か
っ
た
た
め
、
図

書
分

館
内
に
お
す
す
め
本

や
伊

賀
良

を
学

ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
展

示
等
を
実
施
し
た
。

■
7
～

8
月

童
話

「
虹

い
ろ
図

書
館

の
へ

び
お
と
こ
」
を
テ
ー
マ
に
子

ど
も
向

け
の

本
を
展

示
し
た
。

■
1
0
～

1
1
月

「
伊

賀
良

っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

～
コ
ロ
ナ
禍

の
今

、
ふ

る
さ
と
を
み

つ
め
よ
う
～

」
と
題

し
、
伊

賀
良

に
関

す
る
大

人
向

け
の

本
を
中

心
に
展

示
を
行

っ
た
。
伊

賀
良

地
区

文
化

祭
の

際
に
は

、
こ
の

展
示

を
見

る
た
め
に
初

め
て
図

書
館

に
来

館
す
る
人

も
い
た
。
ま
た
、
「
地

域
に
関

す
る
本

が
一

堂
に
並

べ
て
あ
る
こ
と
で
、
全

容
が

見
や

す
か

っ
た
」
と
い
う
感

想
や

、
昔

の
地

図
や

写
真

を
懐

か
し
そ
う
に
見

入
る
方

も
お
り
、
郷

土
へ

の
思

い
を
深

め
る
機

会
に
な
っ
た
。

評 価

そ の 他

図
書
館
で
の
企
画
展

示
（
中

央
図

書
館

伊
賀

良
分

館
）

市
・
地

新
規

2
-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
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告
№

1

区
分

区
分

区
分

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

た
ん

ぽ
ぽ

学
級

(2
歳

児
学

級
)

市
・
地

継
続

1
1

2
3
2

3
8

2
1
0

毎
月

2
回

実
施

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

就
園

前
の

子
供

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
関

わ
る

知
識

の
習

得
、

親
子

で
の

様
々

な
体

験
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

と
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

を
図

る

実 施 内 容

2
歳

の
子

ど
も

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
季

節
の

遊
び

や
、

地
区

内
外

へ
の

お
出

か
け

な
ど

、
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
体

験
の

機
会

を
設

け
て

い
る

。
し

か
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
下

伊
那

農
業

高
校

や
保

育
園

と
の

交
流

、
体

験
等

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

▼
第

1
回

(中
止

)▼
第

2
回

(中
止

）
▼

第
3
回

(6
/
1
6
）
▼

第
4
回

(7
/
7
)▼

第
5
回

(7
/
2
1
)▼

第
6
回

(中
止

)▼
第

7
回

(中
止

）
▼

第
8
回

(9
/
2
4
)▼

第
9
回

(1
0
/
6
)▼

第
1
0
回

(1
0
/
2
2
)▼

第
1
1
回

(1
1
/
1
7
)▼

第
1
2
回

(1
2
/
1
)▼

第
1
3
回

(1
2
/
1
6
)▼

第
1
4
回

(中
止

)▼
第

1
5
回

(2
/
1
8
)▼

第
1
6
回

(3
/
2
)

評 価

【
成

果
と

課
題

】
幼

児
に

と
っ

て
の

体
験

の
場

、
同

年
代

の
子

と
の

関
わ

り
方

を
学

ぶ
場

で
あ

る
と

同
時

に
、

親
同

士
の

仲
間

づ
く
り

、
悩

み
相

談
の

場
で

あ
る

こ
と

が
、

そ
の

後
に

向
け

た
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

の
重

要
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
日

常
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
下

伊
那

農
業

高
校

や
保

育
園

と
の

交
流

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
中

止
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
が

、
鼎

体
育

館
を

使
う

な
ど

、
工

夫
し

て
親

子
の

体
験

の
時

間
を

つ
く
っ

た
。

親
が

心
か

ら
健

康
で

あ
る

こ
と

が
、

子
の

成
長

過
程

に
お

い
て

大
切

で
あ

る
た

め
、

母
親

の
孤

立
や

悩
み

を
一

人
で

抱
え

こ
む

こ
と

を
防

ぐ
、

相
談

で
き

る
場

・
発

散
で

き
る

場
と

し
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
保

健
師

を
中

心
に

親
子

の
様

子
を

見
つ

つ
、

親
子

の
仲

間
作

り
や

、
地

域
の

育
児

支
援

者
、

公
民

館
と

の
交

流
を

通
じ

、
地

域
で

育
児

を
楽

し
め

る
環

境
整

備
を

進
め

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

い
ち

ご
学

級
・
り

ん
ご

学
級

(1
歳

児
学

級
)

市
・
地

継
続

1
4

4
6
2

4
7

1
2
5

毎
月

1
～

2
回

実
施

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

就
園

前
の

子
供

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
関

わ
る

知
識

の
習

得
、

親
子

で
の

様
々

な
体

験
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

と
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

を
図

る

実 施 内 容

 1
歳

児
の

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

離
乳

食
や

歯
の

健
康

等
の

学
習

の
他

、
お

も
ち

ゃ
作

り
や

ク
リ

ス
マ

ス
会

な
ど

、
家

庭
で

は
な

か
な

か
で

き
な

い
体

験
の

機
会

を
設

け
て

い
る

。
成

長
・
発

達
の

違
い

か
ら

、
子

ど
も

の
状

況
や

親
の

悩
み

な
ど

も
異

な
る

た
め

、
月

齢
で

学
級

を
2
グ

ル
ー

プ
に

分
け

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
保

育
園

と
の

交
流

な
ど

が
で

き
な

か
っ

た
。

い
ち

ご
学

級
▼

第
1
回

（
中

止
）
▼

第
2
回

（
6
/
2
6
）
▼

第
3
回

（
7
/
2
8
）
▼

第
4
回

（
中

止
）
▼

第
5
回

（
9
/
2
5
）
▼

第
6
回

（
1
0
/
2
0
）
▼

第
7
回

（
1
1
/
6
）
▼

第
8
回

（
1
2
/
1
6
）
▼

第
9
回

（
1
/
1
3
）
▼

第
1
0
回

（
中

止
）
▼

第
1
1
回

（
3
/
5
）

り
ん

ご
学

級
▼

第
1
回

（
中

止
）
▼

第
2
回

（
6
/
2
3
）
 ▼

第
3
回

（
中

止
）
▼

第
4
回

（
中

止
）
▼

第
5
回

（
9
/
2
9
）
▼

第
6
回

（
1
0
/
2
0
）
▼

第
7
回

（
1
1
/
2
4
）
▼

第
8
回

（
1
2
/
1
6
）
▼

第
9
回

（
中

止
）
▼

第
1
0
回

（
中

止
）
▼

第
1
1
回

（
3
/
1
1
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
幼

児
に

と
っ

て
の

体
験

の
場

、
同

年
代

の
子

と
の

関
わ

り
方

を
学

ぶ
場

で
あ

る
と

同
時

に
、

親
同

士
の

仲
間

づ
く
り

、
悩

み
相

談
の

場
で

あ
る

こ
と

が
、

そ
の

後
に

向
け

た
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

の
重

要
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
食

事
や

歯
に

つ
い

て
学

習
す

る
機

会
も

設
け

る
と

同
時

に
、

日
常

で
は

な
か

な
か

体
験

で
き

な
い

、
鼎

体
育

館
で

の
活

動
や

工
作

な
ど

、
親

が
子

ど
も

の
成

長
を

確
認

で
き

る
よ

う
工

夫
し

た
。

親
が

心
か

ら
健

康
で

あ
る

こ
と

が
、

子
の

成
長

過
程

に
お

い
て

大
切

で
あ

る
た

め
、

母
親

の
孤

立
や

悩
み

を
一

人
で

抱
え

こ
む

こ
と

を
防

ぐ
、

相
談

で
き

る
場

・
発

散
で

き
る

場
と

し
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
保

健
師

を
中

心
に

親
子

の
様

子
を

見
つ

つ
、

親
子

の
仲

間
作

り
や

、
地

域
の

育
児

支
援

者
、

公
民

館
と

の
交

流
を

通
じ

、
地

域
で

育
児

を
楽

し
め

る
環

境
整

備
を

進
め

て
い

く
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

さ
く
ら

ん
ぼ

学
級

（
０

歳
児

学
級

）
市

・
地

継
続

4
7
0

3
2

1
9
8

下
半

期
毎

月
1
回

実
施

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

就
園

前
の

子
供

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
関

わ
る

知
識

の
習

得
、

親
子

で
の

様
々

な
体

験
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

と
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

を
図

る

実 施 内 容

０
歳

の
子

ど
も

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
親

が
子

ど
も

の
成

長
を

見
る

機
会

と
す

る
。

ま
た

、
母

親
が

孤
独

な
育

児
を

し
な

い
よ

う
、

仲
間

作
り

の
場

と
な

る
よ

う
、

交
流

の
場

を
設

け
る

。
▼

第
1
回

（
1
0
/
9
）
 ▼

第
2
回

（
1
1
/
2
0
）
▼

第
3
回

（
1
2
/
7
）
▼

第
4
回

（
中

止
）
▼

第
5
回

（
中

止
）
▼

第
6
回

（
3
/
1
2
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

の
様

子
を

通
し

て
主

に
親

を
対

象
に

実
施

し
て

い
る

。
子

育
て

の
楽

し
い

こ
と

、
う

れ
し

い
こ

と
を

親
同

士
が

共
有

し
、

心
配

な
こ

と
や

不
安

な
こ

と
、

困
っ

て
い

る
こ

と
を

気
軽

に
相

談
で

き
る

場
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
相

談
で

き
る

関
係

性
を

築
く
こ

と
で

、
子

育
て

を
楽

し
み

、
そ

の
後

の
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

の
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
保

健
師

を
中

心
に

親
子

の
様

子
を

見
つ

つ
、

相
談

で
き

る
関

係
性

を
築

き
、

育
児

を
楽

し
め

る
環

境
整

備
を

進
め

て
い

く
。
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告
№

2

区
分

区
分

区
分

6
8
1

鼎
小

学
校

夏
季

休
暇

期
間

（
中

止
）

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

夏
季

休
暇

中
の

子
ど

も
の

孤
立

し
た

時
間

を
解

消
す

る
と

共
に

、
地

域
で

の
体

験
学

習
の

場
と

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

学
び

や
育

ち
の

機
会

と
す

る
同

時
に

、
保

護
者

が
主

体
的

に
企

画
運

営
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

同
士

の
つ

な
が

り
や

、
地

域
で

子
ど

も
を

育
て

る
環

境
づ

く
り

に
つ

な
げ

る

実 施 内 容

参
加

す
る

保
護

者
に

よ
る

企
画

メ
ン

バ
ー

が
、

5
月

頃
か

ら
打

ち
合

わ
せ

を
行

い
、

小
学

校
の

夏
季

休
暇

に
合

わ
せ

て
実

施
し

て
い

る
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
例

年
通

り
の

実
施

は
困

難
と

判
断

。
企

画
メ

ン
バ

ー
の

統
括

を
さ

れ
て

い
る

方
と

打
ち

合
わ

せ
を

し
、

例
年

参
加

し
て

く
れ

る
子

ど
も

だ
け

で
も

、
何

か
し

ら
の

体
験

を
行

い
た

い
と

模
索

し
た

が
、

夏
季

休
暇

も
短

く
、

参
加

で
き

る
家

庭
も

1
家

族
だ

け
だ

っ
た

た
め

、
実

施
を

断
念

し
た

。
【
検

討
過

程
】

4
/
2
1
　

打
ち

合
わ

せ
（
4
人

）
評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

実
施

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
打

ち
合

わ
せ

の
中

で
「
こ

ん
な

状
況

に
な

っ
て

改
め

て
気

づ
く
、

子
ど

も
に

と
っ

て
多

様
な

体
験

→
ど

っ
き

ど
き

ス
ク

ー
ル

で
の

活
動

の
必

要
性

」
が

再
確

認
さ

れ
た

。
来

年
度

の
実

施
が

見
通

せ
な

い
中

で
は

あ
る

が
、

ま
ず

は
、

い
か

に
も

う
一

度
保

護
者

の
方

々
の

意
欲

を
盛

り
上

げ
て

い
く
か

が
課

題
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
年

度
当

初
か

ら
企

画
メ

ン
バ

ー
の

方
々

と
協

議
し

、
事

業
実

施
の

可
否

で
は

な
く
、

コ
ロ

ナ
禍

を
過

ご
す

子
ど

も
の

現
状

か
ら

、
や

る
べ

き
こ

と
、

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
こ

と
か

ら
作

り
上

げ
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

か
な

え
っ

こ
　

ど
っ

き
ど

き
ス

ク
ー

ル
市

・
地

継
続

3
1
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,1

5
0

2
月

1
1
日

、
3
月

7
日

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

子
育

て
に

関
わ

る
悩

み
や

課
題

を
共

有
し

、
解

決
し

て
い

く
学

習
活

動
を

、
子

育
て

中
の

母
親

自
身

が
行

う
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
の

た
め

の
親

や
家

庭
の

あ
る

べ
き

姿
を

目
指

す

実 施 内 容

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
、

例
年

行
っ

て
き

た
、

不
特

定
多

数
の

親
同

士
が

悩
み

を
語

り
合

い
な

が
ら

行
う

学
習

活
動

の
実

施
は

困
難

で
あ

っ
た

た
め

、
す

く
す

く
の

樹
か

ら
派

生
し

た
「
作

っ
て

食
べ

隊
」
の

活
動

を
動

画
配

信
す

る
と

と
も

に
、

J
A

の
女

性
グ

ル
ー

プ
の

活
動

に
関

わ
り

、
楽

し
み

や
興

味
関

心
か

ら
学

習
活

動
へ

移
行

し
て

い
く
機

会
作

り
を

実
施

。
2
/
1
1
　

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

作
り

（
作

っ
て

食
べ

隊
）

3
/
7
　

春
の

の
り

巻
き

チ
ャ

レ
ン

ジ
！

（
協

賛
（
J
A

女
性

グ
ル

ー
プ

ぼ
な

～
る

主
催

）
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
主

体
と

な
っ

て
い

る
方

々
も

、
対

象
と

す
る

母
親

世
代

も
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

活
動

に
対

す
る

不
安

が
大

き
く
、

な
か

な
か

活
動

が
で

き
ず

に
い

た
。

昨
年

度
ま

で
実

施
し

て
い

た
子

育
て

に
関

す
る

学
習

活
動

や
、

防
災

へ
の

取
り

組
み

で
は

な
く
、

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
た

仲
間

づ
く
り

の
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

、
す

く
す

く
の

樹
の

メ
ン

バ
ー

も
楽

し
み

な
が

ら
で

き
る

こ
と

を
模

索
し

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
「
食

」
を

き
っ

か
け

に
つ

な
が

り
、

子
育

て
の

悩
み

を
出

し
合

い
、

学
習

活
動

を
展

開
し

て
い

く
形

の
、

再
構

築
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

家
庭

教
育

講
座

（
か

な
え

子
育

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
「
す

く
す

く
の

樹
」
）

市
・
地

継
続

2
3
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

期
日

開
催

会
場

4
6

1
回

参
加

・
登

録
数

毎
月

1
回

実
施

 つ
く
し

学
級

（
３

歳
児

学
級

）
市

・
地

継
続

1
2

2
4
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

2
3
8

対
象

数

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

就
園

前
の

子
供

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
関

わ
る

知
識

の
習

得
、

親
子

で
の

様
々

な
体

験
、

親
同

士
の

交
流

の
場

と
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

全
な

育
成

と
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

を
図

る

実 施 内 容

 就
園

前
（
3
歳

児
）
の

子
ど

も
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

関
わ

る
講

座
や

季
節

の
遊

び
な

ど
、

家
庭

で
は

な
か

な
か

で
き

な
い

体
験

の
機

会
を

設
け

て
い

る
。

し
か

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

下
伊

那
農

業
高

校
や

保
育

園
と

の
交

流
、

体
験

等
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
▼

第
1
回

（
中

止
）
▼

第
2
回

（
中

止
）
▼

第
3
回

（
6
/
1
7
）
▼

第
4
回

（
7
/
1
）
▼

第
5
回

（
7
/
1
5
）
▼

第
6
回

（
中

止
）
▼

第
7
回

（
中

止
）
▼

第
8
回

(9
/
3
0
)▼

第
9
回

(1
0
/
8
)▼

第
1
0

回
(1

0
/
1
9
)▼

第
1
1
回

（
1
1
/
4
）
▼

第
1
2
回

（
1
1
/
1
9
）
▼

第
1
3
回

（
1
2
/
2
）
▼

第
1
4
回

（
1
2
/
1
6
）
▼

第
1
5
回

（
中

止
）
▼

第
1
6
回

（
中

止
）
▼

第
1
7
回

（
2
/
1
7
）
▼

第
1
8
回

（
3
/
3
）

評 価

学 級 ・ 講 座

【
成

果
と

課
題

】
幼

児
に

と
っ

て
の

体
験

の
場

、
同

年
代

の
子

と
の

関
わ

り
方

を
学

ぶ
場

で
あ

る
と

同
時

に
、

親
同

士
の

仲
間

づ
く
り

、
悩

み
相

談
の

場
で

も
あ

る
。

今
年

度
か

ら
保

育
士

さ
ん

に
入

っ
て

も
ら

い
、

子
育

て
に

関
わ

る
講

座
や

消
防

署
見

学
の

他
、

お
母

さ
ん

の
や

り
た

い
こ

と
（
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
親

子
ヨ

ガ
・
ク

リ
ス

マ
ス

ピ
ア

ノ
コ

ン
サ

ー
ト

等
）
も

取
り

入
れ

、
お

母
さ

ん
方

も
楽

し
め

る
場

と
な

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

に
は

「
心

配
な

こ
と

や
不

安
な

こ
と

を
話

せ
て

息
抜

き
の

場
に

な
っ

た
」
「
友

達
が

で
き

、
子

育
て

の
悩

み
を

共
感

し
て

く
れ

る
人

が
い

て
心

が
軽

く
な

っ
た

」
と

い
っ

た
声

が
聞

け
た

。
親

が
心

か
ら

健
康

で
あ

る
こ

と
が

、
子

の
成

長
過

程
に

お
い

て
大

切
で

あ
る

た
め

、
母

親
の

孤
立

や
悩

み
を

一
人

で
抱

え
こ

む
こ

と
を

防
ぐ

、
相

談
で

き
る

場
・
発

散
で

き
る

場
と

し
て

い
き

た
い

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
保

育
士

さ
ん

に
通

年
で

関
わ

っ
て

い
た

だ
き

、
丁

寧
な

運
営

が
で

き
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
今

年
度

の
形

態
を

継
続

し
て

い
く
。

次
年

度
は

園
の

こ
と

や
不

安
な

こ
と

を
聞

い
た

り
話

し
た

り
す

る
場

も
作

り
た

い
。

特
に

、
母

親
の

孤
立

や
悩

み
に

注
意

を
払

い
、

相
談

で
き

る
場

と
し

て
、

ま
た

支
援

に
つ

な
が

る
機

会
と

な
る

よ
う

意
識

し
て

い
く
。
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鼎
公
民
館
の
事
業
報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

1
,4
7
8

実
施
内
容
参
照

鼎
小
学
校
ほ
か

目 的

保
育
園
、
小
学
校
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の

人
々
の
子
育
て
を
支
援
し
、

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を

図
る
。

実 施 内 容

①
人
形
劇
巡
回
公
演
（
1
0
/
2
2
）
：
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
②
鼎
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
（
通
年
）
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
中
止

③
小
中
学
校
の
学
習
支
援
（
通
年
）
：
今
ま
で
の
講
師
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
部
分
的
に

実
施

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
保
育
園
や
小
中
学
校
と
、
地
域
住
民
の
交
流
が
困
難
と
な
っ
た
。
子
ど
も
の

学
び
や
育
ち
を
中
心
に
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
の
場
で
協
議
し
、
鼎
地
区
と
し
て
の
子
育
て

の
支
援
と
子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
の
充
実
を
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
の
理
解

や
意
識
が
「
学
習
支
援
」
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
学
習
支
援
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

こ
ろ
か
ら
関
係
性
を
築
く
必
要
が
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
域

資
源

リ
ス
ト
の

作
成

を
行

い
、
学

習
支

援
の

充
実

を
見

え
る
化

す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

保
育
園
・
小
学
校
と
の

連
携
に
よ
る
子
育
て
支
援
事
業

地
区
費

継
続

1
0
0

3
,0
0
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

1
1
月
2
0
日

鼎
小
学
校

目 的

小
中
学
校
P
T
A
を
中
心

に
、
保

護
者

の
立

場
で
感

じ
て
い
る
悩

み
や

課
題

を
基

に
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
に

つ
な
げ
る

実 施 内 容

鼎
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
鼎
公
民
館
の
合
同
公
演
会
。
小
中
学
校
P
T
A
と
課
題
意
識
を
共
有

し
、
学
校
と
共
に
組
み
立
て
、
よ
り
良
い
地
域
や
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
る
講
演
会
と
す

る
。

今
年
度
は
小
学
校
P
T
A
が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
事
前
の
打
ち
合

わ
せ
は
役
員
の
み
の
少
数
で
３
回
実
施
。

講
　
師
：
日
本
連
合
教
育
会
会
長
　
後
藤
正
幸
氏

演
　
題
：
『
子

ど
も
の
心
』

参
加

者
：
約

2
0
0
名

【
検
討
過
程
】

9
/
2
　
鼎

小
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
公

民
館

合
同

講
演

会
打

ち
合

わ
せ

（
7
名

）
1
0
/
2
2
　
鼎

小
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
公

民
館

合
同

講
演

会
（
7
名

）
1
1
/
1
6
　
鼎

小
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
公

民
館

合
同

講
演

会
打

ち
合

わ
せ

（
7
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

保
護
者
や
教
職
員
を
対
象
に
、
長
年
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
き
た
方
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
、
子

ど
も
の
心
、
内
面
と
向
き
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
中
心
と
な
る
P
T
A
の
課
題
意
識

と
主
体
性
に
よ
り
組
み
立
て
ら
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
大
切
な
形
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
特
に
近
年
は
、
P
T
A
の
想
い
を
受
け
、
講
演
会
前
後
の
学
習
を
促
す
な
ど
、
学
習
の
質
の

向
上
を
図
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
・
保
護
者
・
地
域
で
じ
っ
く
り
と
協
議
し
、
想
い
を
共

有
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
。
特
に
学
校
の
意
識
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
P
T
A
と
公
民
館
の

交
流
の

減
少
が
課
題
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

P
T
A
と
公
民
館
の
交
流
を
図
り
、
保
護
者
の
立
場
に
立
っ
た
講
演
テ
ー
マ
の
設
定
を
図
る
と
同

時
に
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
で
、
学
校
側
の
意
識
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

鼎
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
公
民
館
合
同
講
演
会

地
区
費

継
続

1
2
2
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

実
施
内
容
参
照

鼎
公
民
館
ほ
か

目 的

ふ
る
さ
と
学
習
の

一
環
と
し

て
、
小

学
生

親
子

を
対

象
に
、
遊

休
農

地
で
の

農
業

体
験

を
通

し
て
、
環

境
学

習
、
食
育
及
び
親

子
の
時

間
の
充
実
に
つ
な
げ
る
と

同
時
に
、
人
格
形
成
の
基

盤
と
な
る
体

験
や

感
性

を
育
む
機
会
と
す
る
。

併
せ

て
中

学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
画
、
下
伊
那
農
業

高
等
学
校
の
課
題

研
究
と

連
携

す
る
こ
と
で
、
小

・
中
・

高
校
生
と
地
域
の

相
互
の

学
び
、
そ
れ

を
支

え
る
地

域
の
学
び
や
子
ど
も
を
育
む

意
識
の
醸
成
を
図
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
例

年
の

上
茶

屋
分

館
と
の

共
同

事
業

で
は

な
く
、

本
館

単
独

で
実

施
。

夢
か

な
え
隊

の
方

々
と
、
近

藤
肥

料
店

、
下

伊
那

農
業

高
校

の
指

導
・
協

力
と
、
鼎

中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力

を
得

て
、
稲

作
と
野

菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
大

豆
）
作

り
の

体
験

を
行

っ
た
。
ま
た
、
1
2
/
6
の

加
工

体
験

の
際

に
は

、
名

古
熊

の
遊

休
農

地
で
そ
ば

の
栽

培
を
行
っ
た
下
農
生
に
よ
る
そ
ば
の
加
工
品
の
提
供
も
行
っ
た
。

小
・
中
・
高
校
生
と
地
域

の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
収
穫
祭
を
実
施
し
、
振
り
返
り
の
機
会

を
模
索
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
で
き
ず
、
収
穫
し
た
お
米
を
3
ｋ
ｇ
ず
つ
参
加
者
に

配
布
し
た
。

第
1
回

（
6
/
7
）
田

植
え
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
作

り
　
参

加
者

1
8
名

、
中

学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
9
名

第
2
回

（
7
/
5
）
大

豆
種

ま
き
　
参

加
者

1
5
名

、
中

学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
名

第
3
回

（
1
0
/
4
）
稲

刈
り
　
参

加
者

1
8
名
、
中

学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
4
名

第
4
回

（
1
1
/
2
2
）
大

豆
収

穫
　
参

加
者

1
6
名

、
下

農
生

3
名

第
5
回

（
1
2
/
6
）
大

豆
加

工
　
参

加
者

1
7
名
、
下

農
生

2
名

+
そ
ば

加
工

の
高

校
生

2
名

【
検
討
過
程
】

随
時

　
下

農
先

生
・
生

徒
、
美

博
四

方
学

芸
員

、
近

藤
肥

料
店

近
藤

さ
ん
、
夢

か
な
え
隊

木
下
さ
ん
、
鼎
C
S
学
校
運
営
協
議
会
員
村
澤
さ
ん
と
の

打
ち
合

わ
せ

（
2
0
回

・
6
0
人

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

宅
地

化
が

進
む
鼎

地
区

に
お
い
て
、
農

業
体

験
が

で
き
る
貴

重
な
機

会
で
あ
る
。
特

に
、
親

子
同

士
が

交
流

し
な
が

ら
食

べ
物

を
育

て
る
こ
と
で
、
親

子
の

つ
な
が

り
、
家

族
同

士
の

つ
な
が

り
、
地

域
と
の

つ
な
が

り
が

生
ま
れ

る
と
共
に
、
食

育
や

環
境

を
考

え
る
機

会
と
も
な
っ
て
い
る
。

今
年
度

は
、
下
農
と
の
連
携
も
構
築
し
、
小
・
中
・
高
校
の
一
連
の
流
れ
と
、
農
業
の
種
ま
き
か

ら
収
穫

・
加
工
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域

側
で
主

体
的

に
関

わ
る
方

々
が

増
え
て
い
く
よ
う
に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る
。

ま
た
、
一
連
の
活
動
後
に
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
が
一
堂
に
会
す
る
収
穫
祭
を
行
い
、
全
体

の
振
り
返
り
の
会
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

継
続

的
な
取

り
組

み
と
な
る
よ
う
、
組

織
化

と
仕

組
化

を
進

め
る
。
特

に
地

域
側

の
緩

や
か

な
組

織
化

を
行

い
、
地

域
の

学
び
の

核
を
作

っ
て
い
く
。
中

学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は

、
鼎

中
学

校
J
R
C
委

員
会

の
活

動
の

一
環

と
な
る
よ
う
調

整
を
行

っ
て
い
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

地
育
力
向
上
講
座
「
ず
ん
ず
ん
ず
～
ん
隊
」

市
・
地

継
続

2
4

1
6
6

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

− 159 −



鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

6
0

9
月

2
3
日

鼎
公

民
館

目 的

公
民

館
役

員
を

対
象

に
、

そ
の

時
々

の
課

題
意

識
に

応
じ

た
学

習
会

を
、

中
間

反
省

会
に

合
わ

せ
て

開
催

し
、

下
半

期
の

活
動

の
充

実
に

つ
な

げ
る

実 施 内 容

9
月

末
の

中
間

反
省

会
に

合
わ

せ
て

実
施

。
企

画
委

員
会

や
分

館
長

会
な

ど
で

地
域

や
社

会
の

現
状

を
踏

ま
え

、
課

題
を

出
し

合
う

中
で

、
研

究
集

会
の

テ
ー

マ
を

決
定

し
実

施
す

る
。

前
半

事
業

の
反

省
・
・
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

中
止

研
究

集
会

・
・
・
Z
O

O
M

講
習

会
（
参

加
人

数
を

制
限

）
【
検

討
過

程
】

9
/
9
　

企
画

委
員

会
・
分

館
長

会
合

同
会

議
（
2
1
人

）
評 価

【
成

果
と

課
題

】
研

究
集

会
で

は
、

新
し

い
生

活
様

式
下

の
地

域
活

動
の

あ
り

方
を

見
据

え
、

Z
O

O
M

講
習

会
を

開
催

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
な

ど
、

社
会

の
動

き
を

捉
え

、
触

れ
て

み
る

機
会

と
な

っ
た

。
公

民
館

と
し

て
は

、
直

接
ひ

ざ
を

突
き

合
わ

せ
て

の
議

論
が

大
事

だ
と

い
う

認
識

は
持

ち
つ

つ
も

、
社

会
の

情
勢

も
捉

え
て

い
く
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
Z
O

O
M

と
い

う
ツ

ー
ル

を
使

い
、

各
分

館
で

地
域

社
会

の
現

状
や

、
今

後
の

あ
り

方
を

語
り

合
う

機
会

と
し

た
か

っ
た

が
、

技
術

の
習

得
に

終
始

し
て

し
ま

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
既

存
の

公
民

館
事

業
の

中
間

反
省

と
合

わ
せ

て
、

公
民

館
と

し
て

社
会

を
見

る
機

会
、

そ
こ

か
ら

の
学

習
へ

の
展

開
を

模
索

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

鼎
公

民
館

役
員

研
究

集
会

市
・
地

継
続

2
4
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,1

5
0

1
2
月

6
日

～
1
月

3
日

（
中

止
）

下
山

区
民

セ
ン

タ
ー

ほ
か

目 的

子
ど

も
を

対
象

に
、

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
方

々
か

ら
伝

統
文

化
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
域

へ
の

愛
着

を
育

む
と

と
も

に
、

世
代

間
の

つ
な

が
り

や
思

い
や

り
の

心
を

育
む

。

実 施 内 容

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
協

力
を

得
、

分
館

単
位

で
子

ど
も

が
伝

統
文

化
を

学
ぶ

。
伝

統
文

化
を

学
ぶ

だ
け

に
と

ど
ま

ら
ず

、
地

域
の

つ
な

が
り

作
り

や
、

子
ど

も
の

豊
か

な
育

ち
に

つ
な

が
る

交
流

の
機

会
と

し
て

実
施

す
る

。
例

年
は

、
年

末
年

始
に

下
山

、
中

平
、

上
山

で
実

施
し

て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
中

止
。

【
検

討
過

程
】

各
区

高
齢

者
ク

ラ
ブ

と
分

館
で

協
議

し
、

決
定

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

の
伝

統
文

化
に

触
れ

る
機

会
と

、
高

齢
者

ク
ラ

ブ
の

方
々

が
地

域
の

子
ど

も
と

交
流

し
、

知
識

や
技

術
を

伝
え

る
機

会
が

失
わ

れ
て

し
ま

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
各

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
方

々
の

声
を

聞
き

な
が

ら
、

ま
た

、
分

館
主

体
で

行
っ

て
い

る
地

区
の

状
況

も
聞

き
な

が
ら

、
継

続
さ

せ
て

い
く
。

学 級 ・ 講 座

世
代

間
交

流
事

業
市

・
地

継
続

3
1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

生
涯

学
習

の
一

環
と

し
て

、
高

齢
者

を
対

象
に

し
た

学
級

と
し

て
開

催
。

テ
ー

マ
は

「
生

涯
青

春
・
生

涯
学

習
」

と
し

、
高

齢
者

の
学

び
の

場
、

生
き

が
い

作
り

の
機

会
と

す
る

実 施 内 容

華
甲

大
学

運
営

委
員

会
と

協
議

し
、

企
画

運
営

を
行

う
。

5
月

～
1
月

第
3
金

曜
日

の
午

後
開

催
。

体
操

、
歌

、
健

康
講

座
、

飯
田

下
伊

那
の

歴
史

・
文

化
、

小
中

学
生

の
学

習
成

果
発

表
等

多
面

的
に

学
習

す
る

と
共

に
、

学
習

内
容

に
関

わ
る

研
修

旅
行

も
行

う
予

定
で

あ
っ

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
鼎

文
化

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ル
を

会
場

と
し

て
、

1
0
月

～
1
2
月

に
3
回

の
み

「
健

康
」
を

共
通

テ
ー

マ
に

実
施

。
対

象
が

高
齢

者
の

為
、

実
施

に
当

た
っ

て
は

運
営

員
会

を
3
回

開
催

し
、

開
催

方
法

や
内

容
を

協
議

し
、

感
染

予
防

徹
底

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
本

年
度

は
年

間
を

通
し

て
の

登
録

者
は

募
集

せ
ず

、
前

年
度

ま
で

の
登

録
者

を
中

心
に

、
そ

の
都

度
募

集
し

実
施

し
た

。
1
0
/
1
6
　

開
校

式
・
「
笑

い
ヨ

ガ
」
で

笑
っ

て
笑

っ
て

健
康

ア
ッ

プ
！

　
講

師
：
松

村
接

骨
院

院
長

　
松

村
秀

樹
氏

　
参

加
者

6
0
名

1
1
/
2
7
　

足
首

パ
タ

パ
タ

運
動

～
骨

格
か

ら
健

康
に

～
 　

講
師

：
菅

沼
病

院
副

院
長

　
菅

沼
加

奈
子

氏
　

参
加

者
7
2
名

1
2
/
1
8
　

か
ら

だ
イ

キ
イ

キ
体

操
～

介
護

予
防

運
動

～
　

講
師

：
健

康
運

動
指

導
士

　
小

林
新

一
氏

　
参

加
者

6
4
名

ま
た

、
休

講
中

も
学

習
機

会
の

提
供

と
つ

な
が

り
の

継
続

を
目

的
に

、
「
華

甲
大

学
通

信
か

が
や

き
」
を

創
刊

し
、

1
0
回

発
行

し
た

。
【
検

討
過

程
】

4
/
8
　

運
営

委
員

会
（
6
名

）
9
/
2
　

運
営

委
員

会
（
6
名

）
3
/
9
　

運
営

委
員

会
（
6
名

）

評 価

学 級 ・ 講 座

華
甲

大
学

（
高

齢
者

学
級

）
市

・
地

継
続

6
1
9
6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

対
象

数
開

催
期

日
1
回

参
加

・
登

録
数

鼎
文

化
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

【
成

果
と

課
題

】
徐

々
に

運
営

委
員

に
よ

る
主

体
的

な
企

画
運

営
に

つ
な

が
っ

て
き

て
い

る
。

「
華

甲
大

学
通

信
か

が
や

き
」
は

好
評

で
、

様
々

な
制

限
が

あ
る

中
で

も
、

貴
重

な
学

び
や

つ
な

が
り

の
機

会
を

つ
く
る

こ
と

が
で

き
た

。
実

施
し

た
講

演
は

当
初

の
予

定
か

ら
変

更
し

、
健

康
に

特
化

し
た

内
容

と
し

た
。

受
講

者
が

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
地

域
や

受
講

者
の

要
求

課
題

・
必

要
課

題
を

捉
え

る
こ

と
が

必
要

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
運

営
委

員
会

で
の

協
議

を
充

実
さ

せ
る

と
共

に
、

年
配

の
方

々
の

要
求

課
題

・
必

要
課

題
を

捉
え

る
こ

と
を

重
点

的
に

行
い

、
講

座
内

容
や

華
甲

大
学

の
あ

り
方

に
反

映
さ

せ
、

充
実

さ
せ

て
い

く
。

対
象

数

開
催

会
場

-
1
3
,1

5
0

実
施

内
容

参
照

開
催

期
日

開
催

会
場

-
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鼎
公
民
館
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事
業
報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

目 的

新
成
人
が
2
0
年
間

を
振
り

返
り
、
家

族
や

友
人

、
恩

師
、
地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
持

ち
、
大

人
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
機
会
と
す

る
。
ま
た
地

域
と
し
て
は

、
新
成
人
を
こ
れ
か
ら
の
鼎

や
社
会
を
担
う
仲
間
と
し

て
、
祝

福
し
、
激

励
す
る
場

と
す
る

実 施 内 容

鼎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
を
は
じ
め
地
区
内
の
各
種
団
体
と
連
携
協
力
し
て
行
う
。
新

成
人
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
（
新
成
人
1
1
名
）
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
企
画
運
営
に
携
わ

る
こ
と
で
「
自

分
た
ち
で
作

る
成

人
式

」
と
し
て
進

め
て
き
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

感
染
拡
大
を
受
け
、
延
期
と
な
っ
た
。

記
念
式
典
（
中
平
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
祝
舞
、
新
成
人
代
表
挨
拶
、
家
族
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
ク
イ
ズ
等
）
、
交
流
会
（
二
十
歳
の
思
い
出
ア
ル
バ
ム
、
ゲ
ー
ム
）
、
記
念
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
若

鮎
た
ち
よ
」
作

成
ほ

か
該

当
者

数
：
1
6
9
名

(男
性

8
2
名

・
女

性
8
7
名

）
実

行
委

員
に
よ
る
地

域
学

習
は

、
鼎

駅
周

辺
散

策
と
「
夢
『
か
な
え
』
て
『
桜

』
咲

く
」
の
ゲ

ン
担

ぎ
が

あ
る
、
飯

田
線

へ
乗

車
を
し
た
。

【
実
行
委
員
会
】

9
/
1
5
、
1
0
/
1
、
1
0
/
2
0
、
1
1
/
1
2
、
1
1
/
1
9
、
1
2
/
8
、
2
/
9
　
（
延
べ
5
0
名
）

評 価

【
成
果

と
課
題
】

実
行
委

員
同
士
が
、
思
い
出
を
語
り
合
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
鼎
地
区
や
、
自
分
自
身
の
人
生
を

振
り
返

る
機
会
と
な
る
よ
う
意
識
し
た
。
し
か
し
、
成
人
式
自
体
の
実
施
が
不
透
明
感
を
増
し
、

結
果

、
延

期
さ
れ

る
中

で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
こ
と
が

困
難

で
あ
っ
た
。
目

的
の

達
成

に
は
、
実
行
委
員
を
中
心
と
し
た
新
成
人
自
身
の
意
欲
が
不
可
欠
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

延
期

と
な
っ
た
R
２
年

度
の

成
人

式
に
つ
い
て
は

、
月

に
１
回

程
度

集
ま
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
成
人
式
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
活
動
を
し
て

い
く
。

R
３
年
度

の
成
人
式
に
向
け
て
は
、
記
念
品
製
作
の
作
業
や
交
流
を
通
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
の
機
会
と
し
て
い
く
。

開
催
会
場

文 化 事 業

鼎
地
区
成
人
式
（
延
期

）
市
・
地

継
続

7
5
0

-
1
6
9

1
月
1
0
日
（
延
期
）

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

1
3
,1
5
0

1
0
月
1
7
日
、
1
0
月
2
4
日

鼎
公
民
館

目 的

普
段
家
庭
で
料
理
を
す
る

機
会
が
少
な
い
、
子
ど
も
や

男
性
、
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
旬
の
食
材
を
用
い

た
料
理
実
技
を
習
得
す
る

と
共
に
、
食
を
通
じ
た
健
康

学
習
の
推
進
を
図
る

実 施 内 容

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
鼎
支
会
、
保
健
課
栄
養
士
の
協
力
の
も
と
、
減
塩
や
様
々
な

旬
の
食
材
な
ど
を
使
っ
た
献
立
で
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
た
め
、
開

催
内
容
を
検
討
し
、
親
子
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
の
上
、
開

催
日
を
２
回
に
分
け
て
実
施
。
作
っ
た
料
理
は
持
ち
帰
る
形
と
し
た
。

1
0
月
1
7
日
(土

)　
参
加
者
1
5
名

1
0
月
2
4
日
(土

)　
参
加
者
1
3
名

【
検
討
過
程
】

6
/
2
4
　
食

改
と
の

打
ち
合

わ
せ

（
6
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

親
子

で
調

理
を
す
る
経

験
や

、
家

庭
で
食

卓
を
囲

む
楽

し
さ
に
つ
な
が

る
取

り
組

み
と
し
て
、
や

り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
対
象
が
親
子
だ

け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
日
常
的
に
料
理
を
す
る
機
会
が
少
な
い
方
を
対
象
と
し
た
取
り
組

み
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
参
加
す
る
親

子
も
、
料

理
に
関

心
が

あ
る
方

の
参

加
と
な
っ
て
お

り
、
想
定
す
る
対
象
に
対
し
て
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
実
施
方
法
の
検
討
も
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

新
し
い
生

活
様

式
が

語
ら
れ

る
中

、
家

庭
や

健
康

に
つ
な
が

る
大

切
な
取

り
組

み
と
し
て
、
実

施
方
法
な
ど
を
工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

料
理
教
室

市
・
地

継
続

3
3
4

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

実
施
内
容
参
照

鼎
公
民
館
ほ
か

目 的

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社

会
教
育
機
関
と
し
て
、
地
域
社

会
の
現
状
把
握
・
分
析
と
、

地
域
社
会
の
あ
り
方
や
活

動
の
創
造
す
る
学
び
の
場

を
つ
く
り
、
実
践
へ
つ
な
げ

る

実 施 内 容

3
0
代

～
5
0
代

の
方

々
に
声

を
か

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
な
ど
も
活

用
し
、
地

域
社

会
の

現
状
と
課
題
、
今
や
る
べ
き
こ
と
等
を
話
し
合
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
、
休
校
中
の
子
ど
も
や
家

族
に
向

け
て
、
家

庭
の

時
間

を
充

実
さ
せ

ら
れ

る
動

画
を
撮

影
し
、
Z
O
O
M
等

で
配

信
し

た
。
㈱

マ
ル

マ
ン
の

協
力

を
得

て
、
味

噌
づ
く
り
の

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
も
実

施
。
ま
た
、
感

染
症
対
策
に
配
慮
し
て
の
Z
O
O
M
体
験
会
の
開
催
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え

た
活
動
も
心
掛
け
た
。

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
現
状
把
握
・
分
析
を
し
、
課
題
発
見
か
ら
の
実
践
を

描
け
る
場

と
し
て
、
打

合
せ

な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

5
月

1
5
日

(金
)～

7
月

2
1
日

(火
)　
動

画
配

信
V
o
l.1
～

1
0
：
Z
O
O
M
参

加
者

の
べ

約
7
0
名

、
F
ac
e
bo

o
k・
Y
o
u
T
u
be
閲
覧
総
数
約
2
,3
0
0
回

5
月
2
4
日
(日

)Z
O
O
M
体

験
会

　
参

加
者

約
7
0
名

2
月
2
8
日
(日

)　
家

庭
で
行

う
「
味

噌
作

り
体

験
」
（
動

画
配

信
）
　
参

加
者

5
0
名

【
検
討
過
程
】

4
/
1
5
、
5
/
1
、
5
/
1
3
、
6
/
2
4
、
1
1
/
1
6
、
1
/
3
0
　
あ
ん
じ
ゃ
ぁ
な
い
会

（
4
0
人

）
5
月

～
7
月

　
動

画
撮

影
計

1
0
回

（
5
0
人

）

評 価

【
成
果

と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
の
当
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
意
識
も
高
く
、
具
体
的
な
実
践
が
起
こ
っ
た
。
社
会
が

動
き
始

め
、
コ
ロ
ナ
と
の

共
存

と
な
っ
て
い
く
中

で
、
交

流
の

場
と
な
っ
て
い
っ
た
。
具

体
的

な
実

践
が
先

立
つ
傾
向
が
あ
り
、
地
域
や
社
会
に
あ
る
課
題
に
目
を
向
け
、
悩
み
考
え
る
機
会
が

減
少

し
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
「
地
域
社
会
の
現
状
把
握
・
分
析
を
し
、
未
来
像
を
想
像
し
、
活
動
を
創
造
す

る
場
」
と
し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
、
そ
の
議
論
と
実
践
を
通
し
て
「
鼎
発
の
地
域
社
会
の
あ
り
方

を
創

造
し
、
発

信
す
る
核

」
と
な
る
よ
う
、
組

織
体

制
を
見

直
す
こ
と
も
含

め
、
あ
り
方

を
考

え
て

い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

あ
ん
じ
ゃ
ぁ
な
い
会

市
・
地

新
規

2
2

2
8
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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№
6

区
分

区
分

区
分

1
3
,1
5
0

5
月
3
日
（
中
止
）

鼎
地
区
内
ほ
か

目 的

地
域
の
歴
史
や
文

化
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
鼎
地
区

を
巡

り
、
ま
た
家

族
で
一

日
を
楽
し
く
歩
き
、
地
域
学
習
・

健
康
づ
く
り
・
家
族

の
絆
を

深
め
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

テ
ー
マ
は
「
家
族
で
一
日
を
楽
し
く
歩
く
こ
と
」
・
「
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
ぼ

う
」
。
文
化
委
員
会
で
地
域
の
現
状
や
変
化
を
話
し
合
い
、
コ
ー
ス
を
決
定
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
の
み
行
っ
た
。
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
披
露
と
表
彰
は
、
次
年
度

の
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
で
行
う
。

【
検
討
過
程
】

4
/
2
　
文

化
委

員
会

（
1
5
名

）
4
/
9
　
企

画
委

員
会

・
分

館
長

会
・
分

館
主

事
会

合
同

会
議

（
3
1
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

事
業
の
目
的
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
当
時
の
状
況
で
は
実
施
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
目

的
を
踏

ま
え
て
、
次

年
度

に
ど
う
す
れ
ば
実
施
で
き
る
か
を
考
え
ら
れ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
分
館
内
・
分
館
間
で
の
交
流
に
重
点
を
置
き
た
い
と
い
う
、
委
員
長
の

思
い
が
共
有
さ
れ
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

形
を
変

え
、
分

館
ご
と
に
コ
ー
ス
を
考

え
、
検

討
を
進

め
る
。
分

館
の

主
体

性
と
本

館
の

役
割

の
関
係
性
が
整
理
さ
れ
、
新
し
い
可
能
性
も
感
じ
ら
れ
る
。
感
染
症
の
状
況
に
よ
る
が
、
実
施

で
き
る
方
法
を
工
夫
し
、
実
施
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

ふ
る
さ
と
再

発
見

ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

市
・
地

継
続

1
4
6

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

【
成
果
と
課
題
】

文
化
祭
中
止
の
判
断
に
伴
い
、
本
来
の
目
的
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
こ
の
状
況
下
で
ど
の
よ

う
な
意

見
が

聞
か

れ
、
何

が
で
き
る
か

を
考

え
、
協
議
し
た
結
果
、
各
団
体
の
文
化
活
動
発
表

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
き
る
範
囲
で
鼎
地
区
の
文
化
活
動
の
維
持
・
発
展
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。
文
化
活
動
・
学
習
成
果
の
発
表
と
、
そ
れ
を
通
し
た
文
化
の
学
習
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
文
化
祭
以
外
の
手
法
に
目
を
向
け
る
機
会
と
も
な
っ
た
が
、
環
境
整
備
と
発

信
・
受

信
双

方
の

知
識

な
ど
、
ハ

ー
ド
ル

の
高

さ
も
感

じ
た
。
今

後
の

社
会

を
考

え
る
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の

可
能

性
に
視

野
を
向

け
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

文
化
祭
が
実
施
で
き
れ
ば
、
当
事
業
は
実
施
し
な
い
。
文
化
活
動
発
表
の
機
会
と
し
て
、
様
々

な
手
法

は
検
討
し
て
い
く
。

1
3
,1
5
0

1
1
月
7
日
～
1
2
月
1
8
日

1
3
,1
5
0

対
象
数

鼎
公
民
館

数
量
的
成
果

（
項
目
名
と
数

値
）

開
催
期
日

開
催
会
場

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
会
場

鼎
公
民
館

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

開
催
期
日

1
1
月
7
日
～
1
2
月
1
8
日

鼎
地
区
文
化
活
動
ロ
ビ
ー
展
示

市
・
地

新
規

対
象
数

6

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

-

1
3
0
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

文 化 事 業

目 的

地
域
住
民
が
、
地
域
の
自

然
・
文
化
・
人
に
着
目
し
た

写
真
展
示
を
通
じ
、
鼎
地

区
の
良
さ
を
共
有
す
る

実 施 内 容

鼎
の
景
観
を
写
真
に
お
さ
め
、
ふ
る
さ
と
の
再
発
見
と
、
地
域
へ
の
愛
着
を
高
め
る
取
り

組
み

。
審

査
員

は
、
鼎

在
住

の
写

真
家

な
ど
へ

依
頼

。
併

せ
て
実

施
し
て
い
る
文

化
祭

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
々
の
地
域
の
記
録
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、

景
観

写
真

を
募

集
し
、
公

民
館

ロ
ビ
ー
に
1
1
月
7
日
（
土
）
～
1
2
月
1
8
日
（
金
）
ま
で
展

示
を
行
っ
た
。
通
常
は
文
化
祭
で
行
っ
て
い
る
出
展
者
の
表
彰
は
、
鼎
公
民
館
年
度
末
総

会
で
実

施
。

か
な
え
景

観
写

真
コ
ン
テ
ス
ト

市
・
地

継
続

3
0
0

評 価

応
募

点
数

2
2
点

（
1
3
人

）

【
成
果

と
課
題
】

文
化

祭
と
同

時
開

催
を
し
て
い
た
が

、
文

化
祭

は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
時
々

の
地
域
の
記
録
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
表
彰
・
展
示
方
法
を
変
更
し
、
実
施
し
た
。
応
募

数
は

や
は

り
大

幅
に
減

っ
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

を
反

映
す
る
写

真
と
共

に
、
コ
ロ
ナ
終

息
へ

の
願

い
も
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

出
展
者

が
固
定
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
以
前
は
子
ど
も
の
応
募
も
多
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

表
彰
や
発
表
方
法
の
工
夫
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
取
り
組
み
自
体
の
意
義
や
可
能
性
、
あ
り
方

を
検

討
す
る
時

期
に
来

て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

出
展
者
か
ら
の
要
望
で
あ
る
、
入
賞
作
品
を
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
を

し
て
い
く
。
同
時
に
、
子
ど
も
の
参
加
の
模
索
や
、
技
術
の
評
価
で
は
な
く
感
性
の
評
価
が
で
き

る
よ
う
な
方

向
性

を
検

討
し
た
い
。

文 化 事 業

目 的

各
団
体
の
活
動
意

欲
を
高

め
る
と
と
も
に
、
鼎
地
区
の

文
化
活
動
の
発
展

、
文
化

へ
の
関
心
向
上
を
図
る

実 施 内 容

文
化
祭
の
中
止
を
判
断

す
る
過
程
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
活
動
発
表
の

機
会
を
求
め
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
そ
の
た
め
、
文
化
祭
に
代
わ
る
活
動
発
表
の
機

会
と
し
て
実
施
。

3
～
4
団

体
ず
つ
、
1
1
月
7
日
（
土
）
～
1
2
月
1
8
日
（
金
）
の

期
間

に
、
週

替
わ

り
で
ロ
ビ
ー

に
展
示
を
行
っ
た
。

ロ
ビ
ー
展

示
出

展
団

体
数

：
2
0
団

体

2
0
0

評 価
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№
7

区
分

区
分

区
分

区
分

1
3
,1
5
0

8
月
6
日
～
8
月
1
0
日
（
中
止
）

鼎
公
民
館
ほ
か

目 的
地
域
住
民
を
対
象
に
、

環
境
意
識
の
向
上

を
図
る

実 施 内 容

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
の

際
に
鼎

地
区

全
会

場
で
「
み
る
・
え
ん
じ
る
・
さ
さ
え
る
」
全

て
の
人
が
打
ち
水
を
実
施

し
放
射
温
度
を
測
定
す
る
。
開
演
前
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
結
果
を

報
告

し
環

境
意

識
の

醸
成

を
図

る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
9
　
企

画
委

員
会

・
分

館
長

会
・
分

館
主

事
会

合
同

会
議

（
3
1
人

）
評 価

【
成
果
と
課
題
】

当
面

の
コ
ロ
ナ
対

応
で
環

境
へ

の
関

心
を
高

め
る
機

会
が

失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
簡

単
な
取

り
組
み
で
は
あ
る
が
、
少
し
で
も
意
識
付
け
と
な
る
機
会
と
し
て
継
続
し
つ
つ
、
他
の
環
境
事
業
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

鼎
地
区
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
井
水
と
関
連
付
け
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て

継
続
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

鼎
打
ち
水
大
作
戦

地
区
費

継
続

1
3
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

【
成
果
と
課
題
】

「
意
義
は
分
か
る
が
実
施
は
困
難
」
と
い
う
意
見
が
大
半
を
占
め
、
さ
ら
に
、
各
分
館
の
夏
祭
り

な
ど
と
重
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
も
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
へ
の
負
担
感
が
顕
著
に
示
さ
れ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

各
会

場
の

状
況

や
意

見
が

様
々

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
が

持
つ
機

能
と
、
人

形
劇

が
持

つ
魅

力
や

可
能

性
を
感

じ
る
機

会
が

作
れ

る
の

か
。
ま
ず
は

例
年

に
近

い
形

で
、

多
く
の

笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
と
事
業
の
検
討
・
実
施
を
し
た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

ふ
る
さ
と
鼎
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

市
・
地

継
続

2
4
0

2
0

1
3
,1
5
0

1
1
月
7
日
（
中
止
）

鼎
公
民
館

目 的

ふ
る
さ
と
鼎

の
自

慢
・
自

然
・
文
化
・
歴
史
・
伝
統
・
生

活
・
産
業
・
人
物
等

を
地
区

(分
館

)単
位

で
掘

り
起

こ
し
、
鼎

全
体

で
1
本

の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル

に
ま
と
め
る
こ

と
で
地
域
の
良
さ
を
共
有
し

地
域

づ
く
り
に
役

立
て
る

実 施 内 容

ふ
る
さ
と
鼎
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

制
作

委
員

会
を
立

ち
上

げ
て
制

作
。
毎

年
テ
ー
マ
を
決

め
、

鼎
各
地
区
の
人
・
自
然
・
史
跡
等
を
映
像
に
ま
と
め
、
鼎
の
良
さ
、
豊
か
さ
を
再
発
見
・
再

確
認

し
、
地

域
へ

の
愛

着
を
高

め
る
取

り
組

み
。
制

作
に
あ
た
っ
て
は

、
テ
ー
マ
に
関

す
る
学
習
会
を
開
催
し
、
制
作
委
員
自
身
が
学
び
な
が
ら
制
作
を
行
う
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
年
度
当
初
に
制
作
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

例
年
通
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
企
画
委
員
会
で
協
議
し
、

1
0
月
と
3
月
に
制
作
委
員
会
を
実
施
し
、
次
年
度
の
制
作
を
目
指
す
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
制
作
に
向
け
た
動
き
出
し
が
で
き
ず
、
今
年
度
の
制
作
は
断
念
し
た
。
制
作

委
員

会
で
は

、
地

域
の

あ
り
方

や
つ
な
が

り
の

大
切

さ
を
再

確
認

す
る
中

で
、
「
鼎

の
良

い
と
こ

ろ
・
好
き
な
と
こ
ろ
（
仮
）
」
を
テ
ー
マ
の
方
向
性
と
し
た
。
改
め
て
地
域
を
見
つ
め
直
す
機
会
と

な
っ
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

で
の

積
極

的
な
取

材
や

資
料

集
め
が

困
難

。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

例
年
よ
り
は
制
作
期
間
が
長
く
取
れ
る
た
め
、
感
染
状
況
等
を
見
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
じ
っ

く
り
資
料
を
集
め
て
い
く
。
ま
た
、
学
習
会
の
開
催
も
積
極
的
に
検
討
す
る
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い
広
場
・
文
化
祭

市
・
地

継
続

4
4
2

1
5

1
3
,1
5
0

1
1
月
7
日
～
8
日
（
中
止
）

鼎
公
民
館
・
鼎
体
育
館

目 的

各
分
館
や
サ
ー
ク
ル
等
、

地
域
住
民
の
日
頃

の
学
習

成
果
発
表
の
場
と
し
て
実

施
す
る
と
共

に
、
地

域
全

体
の
交
流
を
図
る

実 施 内 容

健
康
福
祉
委
員
会
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
合
同
開
催
す
る
、
鼎
地
区
最
大
の
地
区
事

業
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

【
検
討
過
程
】

7
/
2
　
正

副
文

化
委

員
長

・
健

康
福

祉
委

員
長

打
ち
合

わ
せ

（
7
名

）
7
/
1
3
　
文

化
委

員
会

（
1
5
名

）
7
/
1
6
　
正

副
文

化
委

員
長

・
健

康
福

祉
委

員
長

打
ち
合

わ
せ

（
7
名

）
8
/
5
　
文

化
祭

四
役

会
（
8
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

開
催
の
可
否
に
つ
い
て
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
た
が
、
同
時
に
、
本
来
の
目
的
や
意
義
を
再
確

認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
そ
の
反
面
、
意
義
や
良
さ
を
体
感
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
今
ま
で
以

上
に
負

担
や

規
模

縮
小

の
声

が
聞

か
れ

る
こ
と
が

予
想

さ
れ

る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

コ
ロ
ナ
禍

の
状

況
に
左

右
さ
れ

る
が

、
ま
ず
は

多
様

な
学

習
成

果
発

表
の

場
や

交
流

の
場

と
し

て
実
施
を
目
指
し
た
い
。
同
時
に
、
感
染
症
と
の
共
生
も
見
据
え
た
形
を
模
索
し
て
い
く
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0

市
・
地

継
続

1
3
1

-
1
3
,1
5
0

8
月

6
日

～
8
月

1
0
日

（
中

止
）

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

地
域

住
民

が
フ
ェ
ス
タ
を
通

じ
て
文
化
の
向
上
を
図
り
、

フ
ェ
ス
タ
を
通

じ
た
地

域
づ

く
り
を
行
う
。

実 施 内 容

地
区

内
1
1
会

場
で
の

地
区

公
演

を
予

定
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

【
検
討
過
程
】

4
/
9
　
企

画
委

員
会

・
分

館
長

会
・
分

館
主

事
会

合
同

会
議

（
3
1
人

）
評 価
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№
8

区
分

区
分

区
分

1
3
,1
5
0

8
月
2
0
日
（
中
止
）

鼎
小
学
校
体
育
館

目 的

様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
を
紹

介
し
、
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
鼎

地
区

住
民

の
健

康
増
進
や
交
流
・
親

睦
を
深

め
る

実 施 内 容

体
育

委
員

会
で
、
地

域
の

様
子

を
踏

ま
え
て
紹

介
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
検

討
し
、
決

定
す

る
。

分
館
を
通
し
て
声
を
か
け
る
と
と
も
に
、
組
合
回
覧
な
ど
を
通
し
て
広
く
周
知
し
、
実
施
す

る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

6
/
2
4
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）
7
/
5
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）
評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
が
、
目
的
で
あ
る
「
健
康
増
進
」
と
「
交
流
・
親
睦
」
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
、
参
加
者
の
制
限
や
意
識
の
面
か
ら
も
、
達
成

困
難
と
判
断
し
た
。
検
討
の
過
程
で
、
目
的
や
意
義
の
確
認
が
で
き
た
が
、
分
館
の
動
員
を
伴

わ
な
い
当
事
業
に
お
い
て
も
、
実
施
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
駅
伝
大
会
中
止
と
整
合
性

を
取
っ
た
側
面
も
あ
る
が
、
リ
ス
ク
へ
の
過
剰
反
応
も
あ
り
、
無
理
に
事
業
を
推
進
す
る
状
況
で

は
な
か
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
や
経
験
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容
や
や
り
方
を
検
討

し
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

地
区
費

継
続

2
3
4

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

9
月
6
日
（
中
止
）

鼎
地
区
内

目 的

鼎
地

区
内

居
住

の
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
っ
て
、
全
1
0
地
区

を
8
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が

タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
走

り
抜

く
。
駅

伝
大
会
を
通
じ
て
地
区
同

士
の
健
闘
を
称
え
合
い
、

参
加
者
相
互
の
交

流
と
親

睦
を
図
る
と
と
も
に
、
地
区

間
、
世
代
間
交
流
の
一
助

と
す
る

実 施 内 容

鼎
地

区
内

居
住

或
い
は

事
業

所
に
勤

務
す
る
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
鼎

全
地

区
を
縦

断
し
て
行

う
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

5
/
2
7
　
正

副
体

育
委

員
長

打
ち
合

わ
せ

（
4
名

）
6
/
4
　
正

副
体

育
委

員
長

・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
打

ち
合

わ
せ

（
7
名

）
6
/
2
4
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）
7
/
3
　
駅
伝
コ
ー
ス
下
見
（
1
5
名

）
7
/
5
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
が
、
目
的
で
あ
る
「
健
康
増
進
」
と
「
交
流
・
親
睦
」
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
、
参
加
者
の
制
限
や
意
識
の
面
か
ら
も
、
達
成

困
難

と
判

断
し
た
。
検

討
の

過
程

で
、
目

的
や

意
義

の
確

認
が

で
き
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い

て
全
分

館
が
足
並
み
を
揃
え
て
実
践
す
る
困
難
さ
も
感
じ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
や
経
験
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容
や
や
り
方
を
検
討

し
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

鼎
地
区
縦
断
駅
伝
大

会
地
区
費

継
続

5
6
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

鼎
地
区
体
育
祭
（
ペ
タ
ン
ク
大
会
）

地
区
費

継
続

1
1
3
,1
5
0

3
1

6
月
7
日
（
中

止
）

矢
高

グ
ラ
ウ
ン
ド

目 的

鼎
地
区
住
民
が
気

軽
に
参

加
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
行

う
こ
と
で
健

康
増

進
を
図

る
と
共

に
、
参

加
者

相
互
の
交
流
と
親
睦

を
図
る

実 施 内 容

子
ど
も
を
育
む
委
員
会
と
合
同
開
催
。
ペ
タ
ン
ク
を
競
技
種
目
と
し
て
分
館
対
抗
で
実
施

す
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

4
/
9
　
企

画
委

員
会

・
分

館
長

会
・
分

館
主

事
会

合
同

会
議

（
3
1
名

）

評 価-

【
成
果

と
課
題
】

実
施
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
が
、
目
的
で
あ
る
「
健
康
増
進
」
と
「
交
流
・
親
睦
」
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
、
参
加
者
の
制
限
や
意
識
の
面
か
ら
も
、
達
成

困
難

と
判

断
し
た
。
検

討
時

期
に
あ
た
る
4
月

は
、
体

育
委

員
会

の
開

催
さ
え
困

難
な
状

況
で

あ
っ
た
た
め
、
目
的
や
意
義
の
確
認
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
年
度
末
に
、
次
年
度
に
向
け
て
目

的
等

の
確

認
を
行

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
全

分
館

が
足

並
み

を
揃

え
て
実

践
す
る
困

難
さ

も
感

じ
る
と
同

時
に
、
分

館
に
よ
る
動

員
を
伴

わ
な
い
、
体

育
委

員
会

の
役

割
を
考

え
る
機

会
と
も
な
っ
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

規
模
を
縮
小
し
、
で
き
る
形
で
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。
同
時
に
、
感
染
症
対
策
や
実
施
方
法

が
、
各

分
館

で
の

体
育

事
業

に
応

用
で
き
る
よ
う
、
モ
デ
ル

的
な
意

味
合

い
を
持

っ
て
実

施
し

た
い
。
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№
9

区
分

区
分

区
分

1
3
,1
5
0

9
月
1
8
日

鼎
小
学
校
体
育
館

目 的

分
館

な
ど
小

規
模

で
の

体
育
事
業
の
実
施
を
促
し
、

健
康
増
進
や
交
流

・
親
睦

の
機
会
の
創
造
を
図
る

実 施 内 容

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
の
代
替
事
業
と
し
て
実
施
。

コ
ロ
ナ
禍
で
各

事
業

が
実

施
で
き
な
い
中

、
で
き
る
こ
と
を
模

索
す
る
声

も
聞

こ
え
始

め
た
た
め
、
正
副
体
育
委
員
長
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
方
々
と
協
議
し
、
体
育
委
員
と
分

館
役
員
を
対
象
に
、
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
講
習
会
を
実
施
し
た
。

【
検
討
過
程
】

7
月

下
旬

に
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
よ
り
提

案
。
正

副
体

育
委

員
長

と
電

話
や

メ
ー
ル

で
連

絡
を
取
り
合
い
、
実
施
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

現
状
と
分
館
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
実
施
。
本
事
業
へ
の
賛
否
様
々
な
意
見
が
出
た

が
、
他
の
体
育
事
業
の
検
討
も
含
め
て
、
体
育
事
業
の
目
的
や
意
義
が
共
有
で
き
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
来

年
度

に
向

け
て
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
機

運
が

生
ま
れ

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

事
業

と
し
て
は

、
従

来
の

一
般

向
け
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講

習
会

に
戻

す
。
本

事
業

で
生

ま
れ

た
機
運
を
、
次
年
度
の
体
育
事
業
全
般
へ
つ
な
げ
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

体
育
委
員
・
役
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

地
区
費

新
規

1
1
8

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

2
月
7
日
（
中
止
）

鼎
体
育
館

目 的

鼎
地
区
内
の
分
館

を
単
位

と
し
た
大
会
と
し
て
、
男
女

混
成
の
一
般
や
小

学
生

チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
参

加
者
及
び
分
館
同
士
の
親

睦
と
交
流
を
深
め
る
と
共
に

健
康
増
進
を
図
る

実 施 内 容

競
技

種
目

は
恒

例
と
な
っ
て
い
る
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
ふ

ら
ば

～
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

。
分

館
を

単
位
と
し
て
、
男
女
混
成
の
一
般
と
、
小
学
生
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
、
参
加
者
及
び
分

館
同

士
の

親
睦

と
交

流
を
深

め
る
こ
と
を
中

心
に
実

施
す
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
中
止
。

【
検
討
過
程
】

1
2
/
9
　
正

副
体

育
委

員
長

・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
打

ち
合

わ
せ

（
体

育
委

員
会

代
替

）
（
7

名
）

1
1
/
2
6
　
企
画
委
員
会
・
分
館
主
事
会
合
同
会
議

（
2
3
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
が
、
目
的
で
あ
る
「
健
康
増
進
」
と
「
交
流
・
親
睦
」
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
、
参
加
者
の
制
限
や
意
識
の
面
か
ら
も
、
達
成

困
難

と
判

断
し
た
。
検

討
の

過
程

で
、
目

的
や

意
義

の
確

認
が

で
き
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い

て
全

分
館

が
足

並
み

を
揃

え
て
実

践
す
る
困

難
さ
も
感

じ
た
。
特

に
室

内
で
の

激
し
い
競

技
は
、
感
染
リ
ス
ク
も
高
く
、
慎
重
な
意
見
が
大
半
を
占
め
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
の
検
討
や
経
験
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容
や
や
り
方
を
検
討

し
、
実

施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

地
区
費

継
続

2
3
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,1
5
0

9
月
2
0
日
（
日
）

鼎
中
学
校
体
育
館

目 的

こ
の

大
会

に
向

け
て
女

性
同

士
が

集
ま
り
、
バ

レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
し
て
交
流
を

深
め
、
女
性
の
健
康
保

持
、
体
力
増
進
に
つ
な
げ

る
。
併

せ
て
、
参

加
チ
ー
ム

同
士
の
親
睦
と
バ

レ
ー

ボ
ー
ル
に
親
し
む
女
性
の

底
辺
を
拡
大
を
図
る

実 施 内 容

鼎
地
区
内
の
分
館
を
単
位
と
し
た
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
交
流
と
し
て
、
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
、
各
チ
ー
ム
の
主
将
と
協
議
し
て
開

催
。
参
加
条
件
な
ど
も
柔
軟
に
変
更
し
な
が
ら
、
参
加
チ
ー
ム
が
主
体
的
に
企
画
・
運
営

を
行
う
。

優
勝
チ
ー
ム
は
飯
田
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
す
る
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

6
/
4
　
正

副
体

育
委

員
長

・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
打

ち
合

わ
せ

（
7
名

）
6
/
2
4
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）
7
/
5
　
体

育
委

員
会

（
1
7
名

）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

実
施
に
向
け
て
検
討
・
準
備
を
進
め
た
が
、
目
的
で
あ
る
「
健
康
増
進
」
と
「
交
流
・
親
睦
」
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
や
、
参
加
者
の
制
限
や
意
識
の
面
か
ら
も
、
達
成

困
難
と
判
断
し
た
。
女
性
を
対
象
と
し
た
事
業
の
あ
り
方
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
、

多
様
な
可
能
性
を
含
め
て
検
討
が
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年

度
の

検
討

や
経

験
を
踏

ま
え
、
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟

の
方

々
と
も
相

談
し
な
が

ら
、
来
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
内
容
や
や
り
方
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

鼎
地
区
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

3
4
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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鼎
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1
0

区
分

区
分

1
3
,1

5
0

6
月

～
1
2
月

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

高
校

生
と

地
域

住
民

が
、

活
動

を
通

じ
て

共
に

学
び

育
つ

こ
と

で
、

よ
り

良
い

地
域

を
つ

く
る

実 施 内 容

(ア
) 
地

域
人

教
育

（
飯

田
O

ID
E
長

姫
高

校
と

の
連

携
）

飯
田

O
ID

E
長

姫
高

校
商

業
科

の
授

業
の

一
環

と
し

て
、

今
年

度
は

2
グ

ル
ー

プ
1
6
名

の
生

徒
が

鼎
地

区
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
動

し
た

。
グ

ル
ー

プ
1
（
8
名

）
：
商

工
会

鼎
支

所
に

あ
る

豊
栄

稲
荷

神
社

に
着

目
し

、
歴

史
を

学
び

な
が

ら
、

水
引

を
使

っ
た

お
守

り
を

作
成

し
、

地
域

の
魅

力
の

発
信

を
行

っ
た

。
地

域
で

の
活

動
6
回

（
授

業
回

数
含

む
）

グ
ル

ー
プ

2
（
8
名

）
：
子

ど
も

食
堂

の
取

り
組

み
に

着
目

し
、

鼎
地

区
内

の
２

つ
の

子
ど

も
食

堂
と

協
力

し
、

自
分

た
ち

な
り

の
子

ど
も

食
堂

を
実

施
。

健
康

福
祉

委
員

会
の

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
と

同
時

開
催

し
た

。
地

域
で

の
活

動
1
0
回

（
授

業
回

数
含

む
）

授
業

を
含

め
、

2
グ

ル
ー

プ
で

延
べ

6
5
回

開
催

、
約

1
,2

0
0
名

参
加

(イ
) 
遊

休
農

地
を

活
用

し
た

そ
ば

の
栽

培
（
下

伊
那

農
業

高
校

と
の

連
携

）
課

題
研

究
に

取
り

組
む

生
徒

の
活

動
支

援
と

し
て

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
そ

ば
の

栽
培

を
支

援
。

夢
か

な
え

隊
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

遊
休

農
地

で
栽

培
。

そ
ば

粉
を

活
用

し
た

加
工

を
研

究
し

て
お

り
、

ず
ん

ず
ん

ず
～

ん
隊

で
研

究
成

果
を

披
露

。
地

域
で

の
活

動
は

6
月

～
1
2
月

に
1
0
回

活
動

し
、

約
5
0
名

参
加

(ウ
) 
遊

休
農

地
を

活
用

し
た

大
豆

栽
培

と
加

工
（
下

伊
那

農
業

高
校

と
の

連
携

）
※

地
育

力
向

上
講

座
ず

ん
ず

ん
ず

～
ん

隊
下

山
の

遊
休

農
地

に
つ

い
て

、
下

伊
那

農
業

高
校

の
食

品
化

学
科

3
年

生
に

協
力

を
仰

ぎ
、

大
豆

の
栽

培
か

ら
加

工
ま

で
の

過
程

を
、

「
ず

ん
ず

ん
ず

～
ん

隊
」
と

し
て

実
施

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
種

ま
き

は
高

校
生

が
ビ

デ
オ

で
栽

培
方

法
を

説
明

す
る

形
と

な
っ

た
。

収
穫

と
加

工
は

、
高

校
生

の
指

導
の

下
、

一
緒

に
行

い
、

高
校

生
が

自
身

の
研

究
を

深
め

、
ま

た
、

地
域

の
人

々
と

の
関

わ
り

を
通

し
て

生
き

方
を

考
え

る
機

会
と

し
た

。
小

中
学

生
に

と
っ

て
も

、
高

校
生

の
姿

勢
か

ら
将

来
を

考
え

る
機

会
と

な
っ

た
。

ず
ん

ず
ん

ず
～

ん
隊

の
実

施
・
打

ち
合

わ
せ

で
7
回

活
動

し
、

約
8
0
名

参
加

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
人

教
育

に
加

え
、

下
伊

那
農

業
高

校
生

の
課

題
研

究
の

支
援

を
し

、
地

域
が

関
わ

る
こ

と
で

高
校

生
に

ど
の

様
な

学
び

や
育

ち
が

生
ま

れ
る

か
を

検
証

し
つ

つ
、

双
方

の
学

び
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
ま

た
、

学
び

の
質

の
担

保
と

な
る

資
料

整
理

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

多
用

な
方

が
高

校
生

と
関

り
、

よ
り

双
方

の
学

び
が

充
実

す
る

よ
う

、
組

織
化

や
仕

組
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
学

校
運

営
協

議
会

員
の

村
澤

氏
に

相
談

し
、

学
習

の
要

素
を

押
さ

え
な

が
ら

、
仕

組
み

と
し

て
整

え
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

そ の 他

高
校

生
の

学
習

活
動

支
援

地
区

費
継

続
8
2

1
,3

3
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,1

5
0

通
年

鼎
公

民
館

ほ
か

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

情
報

を
伝

え
、

課
題

提
起

な
ど

を
通

し
て

、
地

域
に

関
心

を
も

っ
て

も
ら

う

実 施 内 容

年
間

4
回

、
各

回
4
,4

0
0
部

を
発

行
。

ま
ち

づ
く
り

委
員

会
の

「
広

報
鼎

」
と

合
同

発
行

。
地

域
住

民
を

対
象

に
、

地
域

の
情

報
を

伝
え

、
課

題
提

起
な

ど
を

通
し

て
、

地
域

に
関

心
を

も
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
に

作
成

。
公

民
館

活
動

の
記

録
と

し
て

正
確

か
つ

公
平

な
記

事
を

作
成

。
ま

た
、

住
民

の
皆

さ
ん

が
「
鼎

」
に

よ
り

深
く
関

心
を

も
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

紙
面

展
開

を
図

っ
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

様
々

な
事

業
が

中
止

と
な

る
中

、
4
1
2
・
4
1
3
号

で
は

コ
ロ

ナ
禍

で
の

地
域

の
状

況
、

住
民

の
暮

ら
し

の
様

子
、

分
館

活
動

な
ど

、
地

域
の

記
録

を
、

4
1
4
号

で
は

成
人

式
の

延
期

を
う

け
、

地
域

か
ら

新
成

人
へ

お
祝

い
の

声
を

届
け

る
紙

面
と

し
た

。
1
号

発
行

に
つ

き
、

広
報

委
員

会
（
1
4
名

）
を

原
則

3
回

、
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
の

広
報

編
集

委
員

会
（
1
5
名

）
を

1
回

開
催

。
▼

仕
様

　
Ａ

4
版

、
4
頁

～
6
頁

▼
館

報
か

な
え

4
1
1
号

（
6
/
2
4
発

行
）
、

4
1
2
号

（
9
/
2
3
発

行
）
、

4
1
3
号

（
1
2
/
1
6
発

行
）
、

4
1
4
号

（
3
/
2
4
発

行
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
の

地
域

の
様

子
や

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
、

で
き

る
限

り
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
特

集
記

事
と

し
て

、
委

員
長

を
中

心
に

企
画

を
出

し
て

検
討

し
て

い
る

が
、

委
員

会
全

体
で

意
見

を
出

し
合

う
状

況
に

は
な

っ
て

い
な

い
。

委
員

さ
ん

個
々

の
関

心
や

課
題

意
識

を
引

き
出

し
、

「
み

ん
な

で
作

り
上

げ
る

館
報

」
と

な
る

よ
う

な
環

境
作

り
が

必
要

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
各

委
員

さ
ん

が
企

画
を

出
し

合
い

、
特

集
を

組
み

な
が

ら
、

特
色

あ
る

紙
面

作
り

を
行

う
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

「
公

民
館

報
か

な
え

」
の

発
行

地
区

費
継

続
2
0

2
2
8

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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鼎
公
民
館
の
事
業
報
告

№
1
1

区
分

区
分

1
3
,1
5
0

2
月
5
日
（
中
止
）

鼎
公
民
館

目 的

小
中
学
校
の
先
生

方
、
保

護
者
、
地
域
の
方
々
が
集

い
、
鼎
の
子
ど
も
の
現
状

や
、
目
指
す
子
ど
も
像
を
語

り
合

う
こ
と
で
、
三

者
の

連
携
を
深
め
、
子
ど
も
の
豊
か

な
育

ち
に
つ
な
げ
る

実 施 内 容

学
校
運
営
協
議
会
を
中
心
に
内
容
を
検
討
し
、
企
画
・
運
営
を
行
う
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
中

止
。

【
検
討
過
程
】

1
0
/
2
6
　
学

校
運

営
協

議
会

（
1
4
名

）
1
/
6
　
小

中
教

頭
先

生
打

ち
合

わ
せ

（
4
名

）
評 価

【
成
果
と
課
題
】

先
生
、
親
、
地
域
住
民
が
子
ど
も
に
つ
い
て
語
り
合
う
重
要
な
機
会
だ
が
、
そ
の
認
識
自
体
が

欠
如

し
て
い
る
。
学

校
運

営
協

議
会

等
で
、
必

要
性

を
確

認
す
る
と
同

時
に
、
子

ど
も
の

現
状

を
多

様
な
視

点
か

ら
捉

え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

年
度
当
初
か
ら
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
で
「
子
ど
も
の
現
状
」
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
捉
え
、
整

理
し
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

鼎
の
子
ど
も
を
語
る
会

地
区
費

継
続

2
1
8

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

社
会
教
育
関
係
団
体
紹
介
チ
ラ
シ
掲
載
団
体
5
1
団
体

【
成
果
と
課
題
】

社
会

教
育

関
係

団
体

紹
介

チ
ラ
シ
の

配
布

に
加

え
、
文

化
祭

を
活

動
発

表
の

場
と
捉

え
、
社

会
教
育
関
係
団
体
登
録
申
請
時
か
ら
文
化
祭
の
案
内
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
化
祭
に
向
け

た
活
動
の
活
性
化
や
、
新
規
出
展
希
望
団
体
も
現
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

に
よ
り
文

化
祭

が
中

止
と
な
り
、
各

団
体

の
活

動
も
停

滞
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

目
標
と
な
る
文
化
祭
実
施
の
可
否
に
も
よ
る
が
、
各
団
体
の
声
を
聞
き
な
が
ら
活
動
の
支
援
を

し
て
い
く
。1
3
,1
5
0

通
年

鼎
公
民
館

目 的

社
会
教
育
関
係
団

体
支

援
、
生
涯
学
習
活
動
の
推

進

実 施 内 容

社
会
教
育
関
係
団
体
の
会
員
募
集
に
つ
い
て
、
公
民
館
掲
示
板
や
文
化
祭
な
ど
で
周

知
、
支

援
す
る
。

年
度

当
初

に
、
団

体
一

覧
を
組

合
回

覧
す
る
と
共

に
、
ロ
ビ
ー
に
配

置
し
て
い
る
。

ま
た
、
掲
示
板
を
会
員

募
集
用
に
開
放
し
、
希
望
団
体
は
掲
示
が
で
き
る
。

評 価

数
量
的
成
果

（
項
目
名
と
数

値
）

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
支
援

地
区
費

継
続

2
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

黒
田

研
修

セ
ン

タ
ー

ほ
か

目 的

地
区

内
の

小
学

生
を

対
象

に
、

農
作

業
を

通
じ

て
食

の
大

切
さ

や
安

全
性

を
学

び
、

収
穫

の
喜

び
を

体
験

す
る

場
と

す
る

。

実 施 内 容

ネ
ギ

、
ジ

ャ
ガ

イ
モ

、
大

根
を

植
え

る
と

こ
ろ

か
ら

収
穫

ま
で

約
半

年
間

の
農

作
業

を
通

し
て

自
分

自
身

で
農

作
物

を
作

る
大

変
さ

と
楽

し
さ

を
感

じ
る

機
会

と
し

て
実

施
し

た
。

〇
講

師
　

…
下

北
農

園
の

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
な

か
な

か
外

出
す

る
こ

と
も

ま
ま

な
ら

な
い

今
年

度
に

お
い

て
汗

を
流

し
て

農
作

業
を

す
る

経
験

は
参

加
者

に
と

っ
て

貴
重

な
時

間
に

な
っ

た
と

感
じ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
次

年
度

も
引

き
続

き
計

画
す

る
。

学 級 ・ 講 座

農
作

業
体

験
教

室
地

区
費

継
続

1
2

8
4

8
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

高
齢

者
学

級
市

・
地

継
続

8
4

5
5
1

5
5
1

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

地
区

内
の

高
齢

者
を

対
象

に
、

健
康

保
持

、
教

養
向

上
、

趣
味

深
化

、
仲

間
づ

く
り

を
図

る
。

実 施 内 容

定
例

活
動

、
ク

ラ
ブ

活
動

等
学

級
参

加
者

が
自

主
的

に
企

画
運

営
を

行
う

。
〇

定
例

活
動

・
講

演
会

（
日

赤
奉

仕
団

に
よ

る
紙

芝
居

）
・
レ

ク
（
加

藤
美

恵
子

さ
ん

に
よ

る
体

操
教

室
）

・
上

郷
地

区
文

化
祭

へ
の

参
加

・
高

齢
者

学
級

文
集

作
成

・
役

員
会

〇
ク

ラ
ブ

活
動

大
正

琴
、

書
道

、
歌

、
雑

学
、

民
謡

、
綴

り
方

、
織

物
、

健
康

と
川

柳
と

笑
い

、
絵

手
紙

〇
学

級
会

報
毎

月
「
伝

諸
鳩

」
を

発
行

し
、

活
動

の
様

子
や

ク
ラ

ブ
予

定
、

お
知

ら
せ

な
ど

を
掲

載
。

地
区

長
が

配
布

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
公

民
館

休
館

等
で

活
動

が
で

き
な

い
期

間
も

あ
っ

た
が

、
何

と
か

集
ま

ろ
う

と
各

ク
ラ

ブ
工

夫
し

な
が

ら
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

全
体

で
集

ま
っ

て
懇

親
を

深
め

る
時

間
を

な
か

な
か

設
け

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

各
ク

ラ
ブ

先
生

や
ク

ラ
ブ

長
を

中
心

に
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

も
顔

を
見

せ
合

い
、

話
を

し
て

充
実

し
た

活
動

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
引

き
続

き
学

級
に

参
加

す
る

み
な

さ
ん

が
活

動
し

た
い

、
し

て
よ

か
っ

た
と

思
え

る
内

容
を

検
討

し
て

い
く
。

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
市

・
地

継
続

3
3

5
4
4

5
4
4

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

目 的

乳
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

に
、

子
供

が
健

や
か

に
育

つ
た

め
、

又
、

知
識

を
身

に
付

け
る

こ
と

に
よ

り
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

実 施 内 容

乳
幼

児
を

持
つ

母
親

を
対

象
に

、
子

育
て

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
自

信
を

持
っ

て
た

く
ま

し
い

子
育

て
の

実
践

を
し

、
併

せ
て

親
子

で
豊

か
に

生
活

す
る

た
め

の
学

習
を

す
る

。
ま

た
、

気
楽

に
話

し
合

え
、

悩
み

を
語

れ
る

仲
間

づ
く
り

を
目

指
す

。
〇

開
催

日
１

回
 ／

月
  

1
0
:0

0
～

1
1
:3

0
〇

場
 所

上
郷

公
民

館
1
0
1
和

室
な

ど
〇

内
容

…
3
歳

：
小

麦
粉

粘
土

で
遊

ぼ
う

、
栄

養
の

話
、

ミ
ニ

運
動

会
ほ

か
　

　
　

　
　

　
2
歳

食
事

の
話

、
新

聞
紙

で
遊

ぼ
う

、
ミ

ニ
運

動
会

、
ク

リ
ス

マ
ス

会
ほ

か
　

　
　

　
　

　
1
歳

：
歯

の
健

康
講

座
、

親
子

体
操

、
食

事
の

話
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

ほ
か

　
　

　
　

　
　

0
歳

：
母

乳
の

話
、

わ
ら

べ
う

た
遊

び
、

離
乳

食
ほ

か

評 価

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

拡
大

の
懸

念
か

ら
休

講
せ

ざ
る

を
得

な
い

回
も

あ
っ

た
が

、
感

染
症

対
策

の
上

可
能

な
限

り
実

施
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
外

出
し

た
り

、
人

と
ふ

れ
あ

う
時

間
が

限
ら

れ
る

中
、

家
庭

以
外

で
の

親
子

の
ふ

れ
あ

い
の

時
間

と
し

て
ま

た
育

児
に

大
切

な
あ

そ
び

や
情

報
等

を
得

ら
れ

る
機

会
と

し
て

開
催

し
、

多
く
の

親
子

に
参

加
い

た
だ

い
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
母

と
子

の
学

級
に

加
え

て
、

次
年

度
は

父
と

子
を

対
象

と
し

た
学

級
を

計
画

す
る

。
父

親
は

日
頃

、
子

供
と

過
ご

す
時

間
が

持
ち

づ
ら

く
、

育
児

の
悩

み
、

疑
問

な
ど

相
談

す
る

相
手

が
周

り
に

い
な

い
こ

と
が

多
い

た
め

、
日

頃
思

う
こ

と
を

情
報

交
換

し
学

べ
る

場
と

し
て

開
催

す
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
3
,5

9
2

通
年

上
郷

公
民

館

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
3
,5

9
2

通
年

上
郷

公
民

館

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

5
6
1
家

庭
4
月

～
1
1
月
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郷
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民
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事
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報
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№
2

区
分

区
分

区
分

評 価

【
成
果

と
課
題
】

公
民
館

休
館
に
伴
い
、
中
止
と
し
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

親
子
で
郷
土
の
料
理
作
り
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
に
目
を
向
け
る
機
会
と
し
て

企
画

す
る
。

【
成
果

と
課
題
】

焼
き
機
で
本
格
的
な
五
平
餅
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
「
五
平
餅
を
初
め
て

作
っ
た
」
、
「
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度

は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
女
子
高
調
理
ク
ラ
ブ
は
さ
く
ら
祭
り
等
で
公
民
館
部
員
と
共

同
出
店

す
る
等
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
で
地
域
住
民
と
の
交
流
の
機
会
と
し
て

関
係
を
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

郷
土
料
理
教
室

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

1
月
2
4
日
（
中
止
）

上
郷
公
民
館

目 的

親
子
を
対
象
に
、
郷
土
料

理
を
知
り
、
作
り
、
親
し
む

体
験

を
提

供
す
る
。

実 施 内 容

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
伴

い
、
公

民
館

が
休

館
と
な
り
中

止
と
し
た
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

女
子
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会

地
区
費

継
続

1
1
5

1
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
0

1
0
月
3
1
日

上
郷
公
民
館

目 的

女
子
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
生

徒
を
対
象
に
郷
土

料
理
を

作
る
こ
と
を
通

じ
て
飯

田
女

子
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
の
生

徒
が

身
近

な
公

民
館

に
つ

い
て
知

り
、
地

域
の

団
体

と
交

流
す
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

郷
土
料
理
を
作
る
こ
と
を
通
じ
て
飯
田
女
子
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
自
分
た
ち
の

暮
ら
す
地
域
の
文
化
に
目
を
向
け
た
り
、
公
民
館
の
施
設
（
調
理
室
）
を
使
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
地
域
の
団
体
と
交
流
す
る
機
会
と
し
て
実
施
し
た
。

〇
メ
ニ
ュ
ー
　
…
五
平

餅
、
ク
レ
ー
プ

〇
講

師
　
…

ひ
ま
わ

り
の

会
評 価

7
7
3

7
月

4
日

・
1
8
日

,9
月

1
2
日

・
2
6
日

,1
2
月

5
・
1
9
日

上
郷

公
民

館

目 的

地
区
内
の
小
学
生

を
対
象

に
、
料
理
と
い
う
実

体
験
を

通
じ
、
た
く
ま
し
い
成
長
を

促
す
と
と
も
に
、
家

庭
で
の

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
推
進

す
る
。

実 施 内 容

料
理
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
、
料
理
す
る
楽
し
さ
、
食
へ
の
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
作

っ
た
料

理
は

家
へ

持
ち
帰

る
、
各

回
定

員
を
2
5
人

か
ら

2
0
人
に
変
更
し
2
週
間
に
分
け
て
同
じ
内
容
を
行
う
等
実
施
他
昨
年
度
か
ら
変
更
し
実
施

し
た
。

〇
メ
ニ
ュ
ー

第
1
,2
回
　
か
ん
た
ん
ピ
ザ
、
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
が
け
ほ
か

第
3
,4
回
　
レ
タ
ス
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
豚
肉
の
チ
ー
ズ
ピ
カ
タ
ほ
か

第
5
,6
回
　
簡
単
ミ
ニ
ピ
ザ
、
ふ
わ
ふ
わ
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト

〇
講

師
　
…

ひ
ま
わ

り
の

会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

毎
回
多
く
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
料
理
作
り
の
楽
し

さ
を
感

じ
ら
れ

る
機

会
に
な
っ
て
い
る
。

5
班
に
分

か
れ

て
4
人
ず
つ
、
高

学
年

か
ら
低

学
年

ま
で
入

る
よ
う
に
し
て
い
て
高

学
年

の
子

が
低
学
年
の
子
の
面
倒
を
見
た
り
異
年
齢
の
交
流
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
た
ち
が
料
理
作
り
に
興
味
を
持
つ
機
会
、
ま
た
異
年
齢
の
交
流
の
機
会
と
し
て
継
続
し

て
い
く
。

学 級 ・ 講 座

子
ど
も
料
理
教
室

市
・
地

継
続

6
1
2
0

1
2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
3

区
分

区
分

実 施 内 容

地
区
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
企
画
運
営
を
図
る
。

本
館
、
各
分
館
、
保
育
園
保
護
者
会
が
そ
れ
ぞ
れ
地
区
公
演
を
開
催
す
る
計
画
を
し
た

が
中
止
と
な
っ
た
。

【
検
討
経
過
】

4
月
2
0
日
　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
郷
地
区
公
演
実
行
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

い
い
だ
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
が

中
止

と
な
っ
た
た
め
、
地

区
公

演
も
中

止
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
本

館
公

演
を
企

画
す
る
公

民
館

委
員

で
代

わ
り
に
何

か
で
き
な
い
か

検
討

し
、
「
今

年
限
り
の
夏
の
音
楽
フ
ェ
ス
タ
」
（
別
途
記
載
）
を
企
画
し
た
。

ま
た
中
止
と
な
っ
た
が
、
初
め
て
地
区
公
演
を
企
画
す
る
会
場
（
下
黒
田
南
分
館
）
が
あ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年
度
で
き
な
か
っ
た
分
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
い
う
思
い
で
、
来
年
度
の
公
演
を
計
画
し
て

い
る
会

場
が

多
い
。

感
染

症
対

策
の

上
、
安

心
し
て
地

区
公

演
が

開
催

で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
き
た
い
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
伴

い
、
公

民
館

が
休

館
と
な
り
中

止
と
し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

公
民
館
休
館
に
伴
い
、
中
止
と
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

小
学
生
が
自
分
で
そ
ば
を
打
つ
と
い
う
貴
重
な
経
験
の
機
会
と
し
て
検
討
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
郷
地
区
公
演

市
・
地

継
続

1
1
0

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

8
月
6
日
～
1
0
日
（
中
止
）

上
郷
公
民
館
ほ
か

目 的

一
般
を
対
象
に
、
公
演
を

盛
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
企

画
を
通

じ
て
、
様

々
な
立

場
の
人
々
の
交
流
を
促
進
す

る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

子
ど
も
そ
ば
打
ち
教
室

市
・
地

継
続

-
-

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

7
7
3

2
月
1
4
日
（
中
止
）

上
郷
公
民
館

目 的

地
区
内
の
小
学
生

を
対
象

に
、
料
理
と
い
う
実

体
験
を

通
じ
、
伝

統
的

な
食

文
化

に
対
す
る
見
識
を
深
め
、

家
庭
で
の
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
推

進
す
る
。

実 施 内 容
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上
郷

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

地
区

内
個

人
、

グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

、
日

頃
の

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
て

、
ま

た
住

民
が

交
流

で
き

る
場

と
し

て
実

施
す

る
。

実 施 内 容

〇
文

化
展

　
…

公
民

館
で

活
動

す
る

団
体

・
ク

ラ
ブ

等
に

よ
る

作
品

展
示

日
程

：
1
4
日

（
土

）
1
3
：
0
0
～

1
5
日

（
日

）
1
6
：
0
0

参
加

団
体

：
高

齢
者

学
級

、
陶

芸
ク

ラ
ブ

、
日

本
画

ク
ラ

ブ
、

婦
人

会
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

を
楽

し
む

会
ほ

か
1
3
団

体
参

加
〇

活
動

報
告

　
…

公
民

館
で

活
動

す
る

団
体

・
ク

ラ
ブ

の
紹

介
の

活
動

報
告

展
示

日
程

：
1
4
日

（
土

）
1
3
：
0
0
～

1
5
日

（
日

）
1
6
：
0
0

参
加

団
体

：
飯

田
サ

ブ
ニ

ュ
マ

、
上

郷
史

學
会

、
も

み
じ

の
会

、
地

域
を

育
む

委
員

会
ほ

か
1
1
団

体
○

ふ
れ

あ
い

さ
わ

や
か

音
楽

祭
  
…

上
郷

地
域

の
小

学
校

、
中

学
校

、
高

校
の

音
楽

系
ク

ラ
ブ

、
子

ど
も

・
社

会
人

の
有

志
に

よ
る

音
楽

祭
日

程
：
1
4
日

（
土

）
1
1
：
0
0
～

1
6
：
0
0

参
加

団
体

：
上

郷
小

（
合

唱
団

、
オ

ー
ロ

ラ
バ

ン
ド

）
、

高
陵

中
学

校
吹

奏
楽

部
、

飯
田

女
子

高
校

、
飯

田
高

校
、

上
郷

コ
ー

ラ
ス

ほ
か

8
団

体
○

第
4
1
回

芸
能

祭
公

民
館

を
利

用
す

る
サ

ー
ク

ル
に

よ
る

活
動

の
成

果
発

表
会

日
程

：
1
5
日

（
日

）
1
0
：
0
0
～

1
6
：
0
0

参
加

団
体

：
上

郷
小

学
校

4
年

2
組

、
ど

ん
ぐ

り
、

ハ
ミ

ン
グ

コ
コ

、
絆

の
会

、
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
・
ヴ

ィ
ル

ト
ゥ

オ
ー

ゾ
吹

奏
楽

団
ほ

か
1
3
団

体
○

そ
の

他
・
1
4
日

P
M

　
地

震
体

験
車

コ
ー

ナ
ー

・
1
5
日

1
1
：
0
0
～

　
五

平
餅

販
売

（
下

北
農

園
の

会
）
に

よ
る

五
平

餅
の

提
供

。
・
1
5
日

A
M

　
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ロ

ケ
ッ

ト
を

打
ち

上
げ

よ
う

（
育

成
部

主
催

）
・
1
5
日

P
M

　
茶

道
体

験
（
茶

道
会

）
・
い

い
だ

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
出

張
相

談
会

・
水

引
に

よ
る

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
製

作
コ

ー
ナ

ー
【
検

討
過

程
】

7
月

2
8
日

　
文

化
祭

幹
事

会
8
月

1
8
日

　
文

化
祭

幹
事

会
8
月

2
7
日

　
ク

ラ
ブ

代
表

者
会

9
月

1
8
日

　
文

化
部

会
9
月

2
3
日

　
文

化
祭

幹
事

会
9
月

2
5
日

　
文

化
祭

実
行

委
員

会
1
0
月

5
日

　
芸

能
祭

・
音

楽
祭

プ
ロ

グ
ラ

ム
打

ち
合

わ
せ

1
0
月

2
9
日

　
文

化
部

会
1
1
月

4
日

　
文

化
祭

幹
事

会

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
に

も
関

わ
ら

ず
多

く
の

参
加

団
体

、
参

加
者

が
あ

っ
た

。
特

に
芸

能
祭

、
ふ

れ
あ

い
さ

わ
や

か
音

楽
祭

に
お

い
て

は
企

画
当

初
感

染
症

対
策

の
面

で
心

配
の

声
が

聞
か

れ
た

が
、

夏
に

行
っ

た
音

楽
フ

ェ
ス

タ
の

経
験

を
活

か
し

、
1
団

体
で

も
参

加
希

望
が

あ
れ

ば
開

催
し

よ
う

と
の

思
い

で
企

画
し

た
。

活
動

が
で

き
て

お
ら

ず
参

加
で

き
な

い
団

体
も

あ
っ

た
が

、
結

果
と

し
て

初
め

て
出

演
し

た
団

体
も

含
め

、
例

年
並

み
の

参
加

団
体

が
あ

り
、

多
く
の

団
体

が
発

表
機

会
を

求
め

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
文

化
展

、
活

動
報

告
、

音
楽

祭
、

芸
能

祭
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
日

頃
の

活
動

の
成

果
発

表
の

機
会

の
大

切
さ

を
あ

ら
た

め
て

感
じ

る
文

化
祭

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
ふ

れ
あ

い
さ

わ
や

か
音

楽
祭

、
芸

能
祭

の
参

加
者

が
多

く
、

文
化

展
に

来
場

す
る

方
が

少
な

い
と

い
う

状
況

が
あ

り
、

あ
ら

た
め

て
文

化
部

主
催

の
文

化
祭

と
し

て
あ

り
か

た
を

検
討

し
て

い
く
。

来
年

度
ふ

れ
あ

い
さ

わ
や

か
音

楽
祭

は
別

日
に

開
催

し
、

文
化

展
の

中
で

体
験

活
動

等
を

よ
り

充
実

さ
せ

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

文 化 事 業

上
郷

地
区

文
化

祭
市

・
地

継
続

1
1

1
,0

5
6

8
7
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
3
,5

9
2

1
1
月

1
4
日

,1
5
日

上
郷

公
民

館

目 的

− 171 −



上
郷
公
民
館
の
事
業
報
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№
5

区
分

区
分

1
3
,5
9
2

1
0
月
2
5
日
（
中

止
）

高
陵

中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド

目 的

地
区
内
住
民
を
対
象
に
、

住
民

が
一

同
に
会

し
、
運

動
会
を
通
じ
て
交
流
を
図

り
、
上
郷
と
し
て
の
結
束
を

高
め
る
。

実 施 内 容

開
催
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
た
が
、
分
館
対
抗
種
目
が
上
郷
地
区
大
運
動
会
の
大
切

な
部
分
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
感
染
症
拡
大
の
懸
念
か
ら
分
館
で
の
選
手
集
め
の
し
づ

ら
さ
を
考
慮
し
中
止
と
し
た
。

【
検
討
過
程
】

7
月
1
3
日
　
運
動
会
幹
事
会

7
月
2
1
日
　
運
動
会
幹
事
会

8
月
3
日
　
運
動
会
準
備
会

8
月
6
日
　
運
動
会
幹
事
会

8
月
1
7
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

ま
ず
ス
ポ
ー
ツ
部

正
副

部
長

を
中

心
と
し
た
公

民
館

役
員

で
今

年
度

運
動

会
の

開
催

に
向

け
て
検

討
。
分

館
対

抗
種

目
で
選

手
を
集

め
る
と
い
う
こ
と
は

今
年

は
難

し
い
の

で
は

な
い
か

。
参

加
希

望
者

で
行

え
る
よ
う
な
形

を
検

討
し
た
い
と
い
う
話

し
合
い
が

な
さ
れ

た
。
そ
の

後
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
役
員
、
分
館
長
な
ど
か
ら
意
見
を
伺
っ
た
。
分
館
対
抗
種
目
が
上
郷
地
区
の

運
動
会
の
重
要
な
部
分
（
声
を
か
け
て
参
加
の
き
っ
か
け
を
作
る
。
普
段
知
り
合
わ
な
い
人
と

つ
な
が

る
。
）
で
あ
り
、
そ
れ

が
で
き
な
い
の

で
あ
れ

ば
今

年
の

運
動

会
は

中
止

し
た
方

が
い
い

の
で
は

な
い
か

と
い
う
意

見
が

出
さ
れ

た
。

そ
れ
ま
で
の

意
見

を
踏

ま
え
、
8
/
1
7
ス
ポ
ー
ツ
部

会
に
て
今

年
度

の
運

動
会

の
中

止
を
決

定
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

中
止
に
は
な
っ
た
が
、
検
討
の
過
程
で
今
後
の
運
動
会
の
あ
り
方
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に

な
っ
た
。

安
心
し
て
参
加
で
き
る
運
動
会
の
実
施
に
向
け
て
関
係
す
る
公
民
館
部
員
を
中
心
に
検
討
す

る
。

体 育 事 業

上
郷
地
区
大
運
動
会

地
区
費

継
続

1
3
8

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
ス

ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供
し
、

健
康
づ
く
り
と
住
民
同
士
の

交
流
を
図
る
。

実 施 内 容

〇
春

季
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

（
中

止
）

日
時
：
6
月
2
8
日
（
日
）

内
容

：
ペ
タ
ン
ク

会
場

：
高

陵
中

学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

〇
夏

季
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

日
時
：
8
月
2
3
日
（
日
）

内
容

：
ペ
タ
ン
ク

会
場

：
高

陵
中

学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
者
：
2
0
チ
ー
ム
8
7
名

〇
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

日
時
：
1
1
月
2
2
日
（
日

）
内
容
：
囲
碁
ボ
ー
ル

会
場
：
上
郷
体
育
館

参
加
者
：
1
2
チ
ー
ム
6
2
名

【
検
討
過
程
】

6
月
3
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

7
月
6
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

8
月
1
7
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

9
月
8
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

1
0
月
6
日
　
ス
ポ
ー
ツ
部
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

こ
れ

ま
で
分

館
単

位
で
チ
ー
ム
を
募

り
、
分

館
対

抗
の

交
流

会
と
し
て
開

催
し
て
い
た
が

、
今

年
度
は
感
染
症
拡
大
の
懸
念
か
ら
分
館
ご
と
で
チ
ー
ム
集
め
に
対
す
る
温
度
差
が
あ
り
、
本

館
で
チ
ラ
シ
を
地
区
内
、
学
校
へ
配
布
し
地
区
全
体
で
参
加
を
募
っ
た
。

夏
季
交
流
会
は
正
副
部
長
か
ら
提
案
と
い
う
形
で
部
員
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
た

が
、
冬
季
は
夏
季
の
経
験
も
踏
ま
え
「
あ
の
形
な
ら
楽
し
ん
で
参

加
で
き
る
」
、
「
分

館
で
も
声

を
か
け
て
み
る
」
等
部
員
か
ら
も
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
2
月
に
予
定
し
て
い
た
交
流
会
を
前
倒

し
し
て
実
施
し
た
。

両
交
流
会
と
も
参
加
チ
ー
ム
は
例
年
と
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
が
、
小
学
校
の
子
ど
も
の
友
人

家
族

同
士

で
の

参
加

、
高

校
生

の
部

活
動

の
仲

間
で
の

参
加

等
こ
れ

ま
で
と
は

違
っ
た
形

で
の
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
た
。

種
目
も
簡
単
に
親
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
し
、
老
若
男
女
楽
し
み
な
が
ら
地
域
住
民
が
交
流
す

る
機
会

と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
年

度
の

実
施

方
法

を
踏

ま
え
、
様

々
な
形

で
の

チ
ー
ム
募

集
を
行

い
、
地

域
住

民
が

コ
ロ
ナ

禍
で
も
気

軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

と
し
て
検

討
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

（
春

、
夏

、
冬

）
地

区
費

継
続

7
2
1
4

1
4
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

6
月
2
8
日
（
中
止
）
,8
月
2
3
日
,1
1
月
2
2
日

高
陵
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
上
郷
体
育
館
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№
6

区
分

区
分

区
分

プ
ロ
の
演
奏
者
を
招
待
し
、
一
流
の
音
楽
を
地
元
で
聴
く
機
会
を
つ
く
る
と
い
う
趣
旨
で
企

画
し
た
。

し
か
し
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
友
に
音
楽
祭
出
演
者
の
皆
さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ケ

友
の
中
止
に
伴
い
一
旦
延
期
と
し
た
。

そ
の
後
も
今
年
度
中
の
開
催
を
検
討
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
中
止
と
し
た
。

【
検
討
過
程
】

4
月
3
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

評 価

【
成
果

と
課
題
】

出
演
者

が
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
み
な
さ
ん
の
た
め
、
県
を
ま
た
い
で
の
往

来
等

開
催

に
あ
た
っ
て
感

染
状

況
を
十

分
に
踏

ま
え
る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

地
区
住

民
が
一
流
の
音
楽
に
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
企
画
す
る
。

評 価

【
成
果

と
課
題
】

マ
ス
ク
越
し
で
も
大
人
か
ら
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
様
子
が

見
ら
れ
た
。

ま
た
地
区
に
よ
っ
て
は
毎
日
あ
い
さ
つ
を
子
ど
も
た
ち
に
し
て
い
る
方
も
お
り
、
「
今
日
は
元
気

が
な
い
」
、
「
ま
だ
あ
の

子
が

来
て
い
な
い
」
な
ど
子

ど
も
た
ち
を
優

し
い
ま
な
ざ
し
で
見

守
る
地

域
の

活
動

に
な
っ
て
い
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
各
学
期
の
始
ま
り
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
計
画
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

高
松
の
丘
音
楽
会

市
・
地

継
続

1
1
5

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

5
月
5
日
（
中
止
）

上
郷
公
民
館

目 的

青
少
年
を
対
象
に
、
一
流

の
音
楽
に
親
し
む
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
進
路

選
択

の
視

野
を
広

げ
る
。

実 施 内 容

【
成
果
と
課
題
】

今
年

度
は

様
々

な
事

業
が

中
止

と
な
り
、
こ
れ

ま
で
地

区
内

の
出

来
事

を
主

に
掲

載
し
て
い
た

広
報
か
み
さ
と
に
と
っ
て
は
記
事
の
企
画
に
頭
を
悩
ま
せ
る
1
年
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
あ
ら
た
め
て
上
郷
の
歴
史
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
上
郷
史
學
会
の
中
島
さ
ん
に
お
願
い

し
た
り
、
中
止
と
な
っ
た
講
演
会
の
内
容
を
紙
上
講
演
会
と
し
て
掲
載
し
た
り
と
こ
れ
ま
で
に
な

い
記
事
の
形
を
模
索
し
、
な
ん
と
か
1
年
間
発
行
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
「
私

の
思

う
こ
と
」
は
こ
れ

ま
で
各

分
館

で
持

ち
周

り
で
地

区
住

民
に
依

頼
し
書

い
て
も
ら
っ

て
い
た
が

、
今

年
度

は
コ
ロ
ナ
禍

で
地

区
住

民
、
ま
た
地

区
内

団
体

の
関

係
者

が
ど
の

よ
う
な

思
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
か
書
い
て
も
ら
っ
た
。
（
人
権
擁
護
委
員
、
小
中
学
校
校
長
、
ス

ポ
ー
ツ
部
員
、
初
め
て
の
選
挙
に
行
っ
た
高
校
生
等
）

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
も
毎
月
「
今
の
上
郷
」
を
地
域
住
民
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
紙
面
を
考
え
、
発
行
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

あ
い
さ
つ
運
動

０
円

継
続

3
1
5
0

1
5
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

4
月

7
・
8
日

,8
月

2
5
～

2
8
日

、
1
月

7
・
8
日

上
郷

地
区

内

目 的

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
の

顔
見
知
り
の
関
係
を
築
き
、

雑
談

や
注

意
を
で
き
る
よ
う

に
す
る

実 施 内 容

新
学
期
開
始
に
合
わ
せ

、
各
分
館
青
少
年
健
全
育
成
部
員
が
中
心
と
な
り
あ
い
さ
つ
運

動
を
し
た
。
帽
子
や
た
す
き
な
ど
で
あ
い
さ
つ
運
動
実
施
中
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
子
ど
も

と
の
顔
見
知
り
の
関
係
を
築
く
た
め
に
育
成
部
員
の
方
か
ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
し

た
。

朝
７
時
１
５
分
～
７
時
４
５
分

実
施
場
所
：
上
郷
小
学
校
前
、
廣
源
前
横
断
歩
道
、
信
金
上
郷
支
店
前
な
ど

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

広 報 事 業

「
広
報
か
み
さ
と
」
発
刊
事
業

市
・
地

継
続

4
8

3
9
6

1
1

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

通
年

上
郷
公
民
館

目 的

地
区
内
住
民
を
対
象
に
、

地
区
行
事
等
の
記

録
、
情

報
発

信
、
課

題
提

起
、
話

題
提
供
を
行
う
。

実 施 内 容

年
刊

発
行

回
数

　
…

1
2
回

　
1
回

当
た
り
発

行
部

数
　
…

4
,8
0
0
部

〇
内
容
：
「
今
の
上
郷
」
の
事
業
や
住
民
の
思
い
、
風
景
写
真
な
ど
の
記
録
、
発
信
、
地

域
の

課
題

提
起

等
を
毎

月
発

行
し
行

う
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

発
足

時
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
広
報
紙
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
発
刊
し
て
い
る
。

〇
号

数
：
1
5
7
～

1
6
8
号

（
館

報
通

算
8
4
2
号

～
8
5
3
号

）
〇
紙
面
：
Ｂ
4
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

〇
掲
載
記
事
（
一
部
）

「
上
郷
の
今
昔
」
　
…
上
郷
の
様
々
な
歴
史
に
つ
い
て
上
郷
史
學
会
の
中
島
正
韶
さ
ん

に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

「
紙
上
講
演
会
」
　
…
櫻
井
弘
人
さ
ん
に
「
黒
田
人
形
に
つ
い
て
」
、
北
川
原
温
さ
ん
に
「
い

い
だ
リ
ニ
ア
駅
前
空
間
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
た
。

「
上
郷
地
区
内
小
中
高
校
の
児
童
生
徒
に
聞
く
今
年
の
抱
負
」
　
…
小
中
高
校
生
に
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
新
年
の
抱
負
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

「
私
の
思
う
こ
と
」
　
…
地
域
住
民
や
地
区
内
団
体
の
関
係
者
か
ら
自
由
な
思
い
や
意
見

を
書
い
て
も
ら
う

「
瀬
音
」
　
…
広
報
部
員
が
地
域
、
行
政
、
社
会
に
対
す
る
意
見
や
問
題
点
、
季
節
の
話

題
に
触

れ
る
。

評 価
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№
7

区
分

区
分

区
分

中
止
と
な
っ
た
い
い
だ
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
の
代
替
事
業
と

し
て
地
区
住
民
の
夏
の
思

い
出

に
な
る
よ
う
、
ま
た
中

高
校
生
の
音
楽
系
ク
ラ
ブ
・

部
活
動
の
発
表
の
場
と
し

て
開

催
す
る
。

実 施 内 容

公
民
館
地
域
を
育
む
委

員
会
が
主
催
し
、
運
営
委
員
会
、
育
成
部
会
が
協
力
し
た
。
高

陵
中
学
校
、
飯
田
高
校
、
飯
田
女
子
高
校
の
音
楽
系
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
に
参
加
い
た
だ

い
た
。

〇
参
加
団
体

・
高
陵
中
学
校
吹
奏
楽

部
・
飯
田
高
校
軽
音
班

・
飯
田
女
子
高
校
合
唱

同
好
会

・
飯
田
女
子
高
校
邦
楽

ク
ラ
ブ

・
飯

田
女

子
高

校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

【
検
討
経
過
】

7
月
9
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

7
月
1
6
日
　
運
営
委
員
会

7
月
2
2
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

8
月
5
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
で
事

業
が

ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
っ
た
が

、
学

生
を
応

援
す
る
た
め
に

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
か
ら
企
画
し
た
。

考
え
う
る
限

り
の

感
染

症
対

策
の

上
で
開

催
し
、
出

演
者

、
観
客
に
も
な
る
べ
く
安
心
で
き
る
環

境
で
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。
出
演
し
た
学
生
か
ら
は
「
今
年
度
最
初
で
最
後
の
発
表
の
場
だ
っ

た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
」
と
い
う
声
も
き
か
れ
企
画
し
た
公
民
館
委
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
や

り
が
い
の
あ
る
事
業
だ
っ
た
。

こ
の
事
業
の
経
験
を
も
と
に
1
1
月
の
文
化
祭
で
も
感
染
症
対
策
す
れ
ば
で
き
る
と
い
う
話
に
な

り
、
芸
能
祭
、
ふ
れ
あ
い
さ
わ
や
か
音
楽
祭
も
実
施
で
き
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

コ
ロ
ナ
禍

の
「
今

年
限

り
」
と
銘

打
っ
て
開

催
し
た
の

で
次

年
度

は
開

催
を
予

定
し
な
い
。
し
か

し
学
生
の

発
表
の
場
と
い
う
趣
旨
は
文
化
祭
内
で
開
催
し
て
い
た
「
ふ
れ
あ
い
さ
わ
や
か
音
楽

祭
」
を
文
化
祭
と
別
事
業
と
し
て
切
り
離
し
、
実
施
す
る
形
で
継
続
し
て
い
き
た
い
。

実 施 内 容

上
郷

小
学

校
6
年

生
児

童
を
対

象
に
プ
ロ
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
岩

崎
洵

奈
さ
ん
に
よ
る
鑑

賞
教

室
を
企
画
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
中
止
と
し
た
。

【
検
討
過
程
】

4
月
3
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

出
演
者
が
ド
イ
ツ
在
住
の
方
の
た
め
、
往
来
等
開
催
に
あ
た
っ
て
感
染
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え

る
必

要
が

あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

子
ど
も
た
ち
が
一
流
の
音
楽
に
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
企
画
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

今
年
限
り
の
夏
の
音
楽
フ
ェ
ス
タ

地
区
費

新
規

1
3
5
0

3
0
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

8
月
9
日

上
郷
公
民
館

目 的

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

育 成 事 業

小
学
校
音
楽
鑑
賞
教

室
地
区
費

継
続

1
1
5

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
2
2

5
月
1
3
日
（
中
止
）

上
郷
公
民
館

目 的

希
望

者
だ
け
で
な
く
上

郷
小
学
校
６
年
生
全
員
を
対

象
と
し
て
、
一
流
の
音
楽
に

触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供

す
る
。

上
郷
小
学
校
体
育
館
他

目 的

座
光
寺
・
上
郷
両

地
区
の

住
民
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
を
行
い
、

種
目
の
普
及
と
健

康
へ
の

関
心
を
深
め
る

実 施 内 容

高
陵

中
学

校
区

の
体

育
部

の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

。
（
実
施
内
容
）

両
地
区
ご
と
体
育
部
会
　
1
回

評 価

【
成
果
と
課
題
】

昨
年

度
よ
り
、
体

育
部

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
と
両

地
区

の
交

流
を
目

的
と
し
て
開

催
し
て
き

た
が
、
今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
事
業
を
ま
ず
考
え
る
こ
と
と
し
、
計
画
の
段
階
で
中
止
と
し

た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

老
若

男
女

の
交

流
の

機
会

と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は

有
効

で
あ
り
、
ま
ず
は

体
育

部
が

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
す
る
こ
と
が

大
切

で
あ
る
と
確

認
し
た
。
次

年
度

は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
習
得
研
鑽
と
両
地
区
の
交
流
の
機
会
と
し
て
実
施
し
て
い
く
。

合 同 事 業

座
光
寺
・
上
郷
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

地
区
費

継
続

1
3
0

-
4
0

中
止

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場
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№
8

区
分

区
分

区
分

【
成
果

と
課
題
】

昨
年
度

の
上
村
に
続
き
、
中
央
構
造
線
を
辿
る
ル
ー
ト
と
し
て
大
鹿
村
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

上
郷

に
限

ら
ず
身

近
な
地

域
の

歴
史

や
文

化
、
自

然
等

学
習

す
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度

は
地
域
住
民
に
広
く
参
加
者
を
募
っ
て
身
近
な
地
域
を
学
ぶ
機
会
を
検
討
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

地
域
を
知
る
会

市
・
地

継
続

3
4
0

1
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

2
0

9
月
2
7
日

大
鹿
村

目 的

上
郷
地
域
の
歴
史

・
文
化
・

自
然
・
産
業
を
現
地
に
出

向
い
て
（
歩

い
て
）
学

習
す

る
。

実 施 内 容

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
は
上
郷
地
域
外
の
大
鹿
村
へ
の
現
地
学
習
会
を
企
画
し

た
が
、
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
企
画
し
た
地
域
を
育
む
委
員
会
の
学
習
会
と
し
て
行
っ

た
。

実
施
内
容
は
上
郷
地
区
文
化
祭
に
て
活
動
報
告
と
し
て
模
造
紙
に
ま
と
め
発
表
し
た
。

〇
内
容

大
鹿
村
中
央
構
造
線
博
物
館
、
ろ
く
べ
ん
館
、
福
徳
寺
、
大
碩
神
社
舞
台
ほ
か

【
検
討
過
程
】

8
月
2
1
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会

9
月
4
日
　
地
域
を
育
む
委
員
会
に
て
事
前
学
習
会

評 価

1
3
,5
9
2

5
月
1
7
日

上
郷
地
区
内
ほ
か

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
、
地

域
の
自
然
や
歴
史

、
文
化

に
つ
い
て
学

習
を
深

め
る
と

同
時
に
地
区
内
の
親
睦
を

深
め
る
。

実 施 内 容

5
月
1
7
日
を
統
一
施
日
と
し
て
計
画
し
た
が
、
す
べ
て
の
分
館
で
中
止
も
し
く
は
延
期
と
し

た
。

延
期
後
、
下
黒
田
南
分
館
は
天
竜
峡
「
そ
ら
さ
ん
ぽ
」
へ
の
コ
ー
ス
で
開
催
し
た
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

多
く
の
分
館
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
実
施
し
た
分
館
も
あ
っ
た
。

分
館

が
主

体
と
な
り
身

近
な
地

域
資

源
に
目

を
向

け
、
コ
ー
ス
を
企

画
運

営
す
る
貴

重
な
機

会
で
あ
る
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

分
館
ご
と
企
画
し
、
住
民
同
士
の
親
睦
の
機
会
で
も
あ
る
た
め
継
続
し
て
企
画
す
る
。

そ の 他

上
郷
歩
こ
う
会

市
・
地

継
続

1
3
0

3
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
地

域
課
題
の
共
有
と
、
そ
の

解
決

方
法

を
考

え
る
。

実 施 内 容

上
郷
全
体
の
課
題
は
何
か
、
そ
れ
を
上
郷
に
暮
ら
し
て
い
る
皆
で
考
え
、
改
善
に
向
け
て

行
動
し
て
い
く
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
上
郷
地
区
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
女
団
連
、
小
中
P
T
A
、
日
赤
等
地
域
内
の

様
々

な
団

体
の

代
表

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し
企

画
運

営
し
て
い
る
。

今
年
度
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
特
性
と
対
策
」
と
題
し
て
飯
田
保
健
所
長

の
松
岡
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

や
現
在
分
か
っ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
た
。

【
検
討
過
程
】

2
月
1
8
日
　
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

評 価

【
成
果
と
課
題
】

最
前

線
で
活

躍
さ
れ

て
い
る
松

岡
所

長
か

ら
こ
れ

ま
で
の

経
験

を
踏

ま
え
て
分

か
っ
て
き
た
こ

と
を
県
内
や
飯
田
市
の
事
例
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
よ
く
理
解
で
き
た
。
」
、
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
等
の

感
想
が
あ
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
上
郷
の
課
題
を
実
行
委
員
で
検
討
し
、
住
民
に
投
げ
か
け
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
企
画

す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

企 画 事 業

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
・
地

継
続

2
1
0
0

7
5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

2
月
2
7
日

上
郷
公
民
館
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上
郷
公
民
館
の
事
業
報
告

№
9

区
分

区
分

区
分

評 価

【
成
果

と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
な
ん
と
か
地
域
の
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
た
い
と
検
討
を
重
ね
、

実
施
に
向
け
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
新
成
人
実
行
委
員
も
前
向
き
に
準
備
し
て
く

れ
て
い
る
中
残
念
な
が
ら
延
期
と
な
っ
た
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度

2
回
成
人
式
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
た
い
と
い
う
地
域
住
民
の

思
い
を
新

成
人

の
皆

さ
ん
に
伝

え
て
い
け
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

【
成
果

と
課
題
】

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染
症

感
染

者
へ

の
誹

謗
中

傷
、
偏

見
等

が
話

題
に
な
る
中

、
成

人
式

を
前

に
地
域
の
中
で
理
解
の
輪
を
広
め
た
い
と
の
思
い
で
実
施
し
た
。

参
加

者
へ

作
り
方

を
指

導
し
な
が

ら
趣

旨
を
伝

え
、
用

意
し
た
2
0
0
個

を
作

成
し
終

え
た
。

そ
の
後

参
加
者
や
公
民
館
部
員
で
興
味
を
持
っ
た
方
か
ら
、
地
区
の
分
館
で
も
広
め
た
い
と
い

う
話
や
学
校
の
授
業
で
も
や
っ
て
み
た
い
等
の
相
談
も
あ
り
広
ま
り
を
見
せ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

引
き
続
き
次
年
度
も
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

上
郷
地
区
成
人
式

市
・
地

継
続

1
1

1
3
7

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
4
3

1
月
1
0
日
（
延
期
）

上
郷
公
民
館

目 的

地
域
と
し
て
新
成
人
を
祝

福
す
る
と
と
も
に
地
域
の
一

員
と
し
て
の
責
任
と
理
解
を

深
め
る
機

会
と
す
る
。

実 施 内 容

実
施

に
向

け
て
感

染
症

対
策

、
実

施
方

法
等

検
討

し
た
が

、
1
月

の
時

点
で
は

地
域

住
民
や
参
加
者
が
安
心
し
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
状
況
に
な
い
と
判
断
し
延
期
と
し
た
。

【
検
討
過
程
】

9
月
1
0
日
　
成
人
式
幹
事
会

1
0
月
7
日
　
企
画
委
員
会

1
0
月
1
4
日
　
成
人
式
実
行
委
員
会

1
0
月
1
5
日
　
新
成
人
実
行
委
員
会

1
1
月
2
日
　
新
成
人
実
行
委
員
会

1
1
月
2
1
日
　
新
成
人
地
域
学
習

1
1
月
2
6
日
　
新
成
人
実
行
委
員
会

1
2
月
3
日
　
成
人
式
幹
事
会

1
2
月
9
日
　
成
人
式
実
行
委
員
会

1
2
月
1
7
日
　
臨
時
運
営
委
員
会

1
2
月
2
2
日
　
新
成
人
実
行
委
員
会

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運

動
の

取
り
組

み
市

・
地

新
規

4
2
2
0

2
2
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数

1
3
,5
9
2

1
1
月
1
4
日
、
1
5
日

上
郷
公
民
館

目 的

児
童
保
護
者
、
一
般
を
対

象
に
、
人
権
教
育
と
し
て
い

の
ち
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る

実 施 内 容

上
郷
地
区
文
化
祭
に
て
参
加
者
を
対
象
と
し
て
飯
田
市
の
水
引
を
使
っ
た
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
運
動
の
普
及
啓
発
を
行
っ
た
。

事
前
に
市
の
担
当
課
職

員
か
ら
講
習
を
受
け
、
当
日
の
作
り
方
の
指
導
は
公
民
館
部
員

が
担
当
し
た
。

【
検
討
過
程
】

1
1
月
4
日
　
公
民
館
部
員
講
習
会

1
1
月
8
日
　
公
民
館
部
員
、
文
化
祭
参
加
団
体
講
習
会

評 価

1
1
0

1
1
月
1
0
日

上
郷
公
民
館

目 的

分
館
役
員
を
対
象
に
、
公

民
館
活
動
に
関
わ
る
研
修

を
行
う

実 施 内 容

分
館

活
動

の
意

義
、
役

員
の

心
構

え
に
つ
い
て
学

ぶ
。

今
年
度
は
C
S
推
進
活
動
と
し
て
も
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
の
伝
統
行
事
に
つ
い
て
考
え
る

機
会

と
し
て
「
ど
ん
ど
焼

き
の

当
地

域
に
お
け
る
歴

史
や

意
義

」
に
つ
い
て
考

え
る
研

修
会
と
し
た
。
ど
ん
ど
焼
き
は
小
学
校
P
T
A
と
各
分
館
が
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業
の
た

め
、
P
T
A
正
副
会
長
、
支
会
長
に
も
参
加
を
募
っ
た
。

講
師
：
櫻
井
弘
人
さ
ん

内
容
：
「
飯
田
下
伊
那
地
域
に
伝
わ
る
正
月
の
伝
統
行
事
の
歴
史
や
意
味
に
つ
い
て
」

評 価

【
成
果
と
課
題
】

地
区
に
よ
っ
て
は
P
T
A
任
せ
の
現
状
か
ら
地
域
全
体
で
守
っ
て
い
く
伝
統
行
事
で
あ
る
と
い
う

思
い
を
広
げ
て
い
く
べ
く
開
催
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

研
修
会
と
し
て
も
そ
れ
以
外
の
場
面
で
も
分
館
の
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
企
画
、
話
し
合
い

の
場
等
を
検
討
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

分
館
役
員
研
修
会

市
・
地

継
続

1
6
0

6
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録
数
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
1

区
分

区
分

区
分

6
2
0

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
対

象
人

数
が

少
な

い
た

め
、

上
村

保
育

園
、

南
信

濃
地

区
の

乳
幼

児
学

級
及

び
和

田
保

育
園

と
も

合
同

開
催

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

地
区

や
年

齢
の

枠
を

越
え

た
交

流
、

親
子

の
成

長
を

感
じ

な
が

ら
れ

る
場

と
し

て
組

み
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
対

象
人

数
の

増
加

は
見

込
め

な
い

が
、

人
数

が
少

な
い

中
で

も
そ

の
つ

な
が

り
を

大
切

に
し

、
次

年
度

も
継

続
し

て
2
地

区
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
実

施
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

6
実

施
内

容
の

と
お

り
上

村
保

育
園

ほ
か

目 的

入
園

前
の

乳
幼

児
と

そ
の

親
を

対
象

と
し

て
、

子
育

て
に

関
す

る
学

び
,体

験
を

通
じ

て
の

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

こ
ど

も
同

士
の

交
流

、
親

同
士

の
情

報
交

換
に

よ
る

子
育

て
不

安
の

解
消

や
つ

な
が

り
作

り
を

目
的

に
実

施
。

実 施 内 容

乳
幼

児
学

級
対

象
児

は
依

然
と

し
て

少
な

い
が

、
そ

の
中

で
も

親
子

の
ふ

れ
あ

い
、

親
同

士
の

情
報

交
換

が
で

き
る

よ
う

な
内

容
を

、
保

育
園

児
と

の
交

流
や

保
育

園
保

護
者

と
合

同
の

講
座

な
ど

も
含

め
、

保
育

園
と

連
携

し
て

実
施

。
【
5
/
2
5
】
絵

本
に

親
し

も
う

（
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止
）
　

【
6
/
5
】
パ

ン
作

り
（
コ

ロ
ナ

に
よ

り
絵

本
に

楽
し

も
う

に
代

替
）
　

【
7
/
7
】
わ

ら
べ

歌
を

う
た

お
う

※
（
土

砂
崩

落
に

よ
り

中
止

）
【
9
/
3
】
リ

ト
ミ

ッ
ク

講
座

（
1
）
※

 【
1
0
/
1
3
】
人

形
劇

を
見

よ
う

！
※

　
【
1
1
/
1
2
】
焼

い
も

を
し

よ
う

　
【
1
2
/
7
】
サ

ブ
ニ

ュ
マ

・
ク

リ
ス

マ
ス

会
　

【
1
/
2
1
】
歯

の
お

話
※

（
コ

ロ
ナ

に
よ

り
中

止
）

【
3
/
8
】
楽

し
い

絵
本

の
世

界
・
終

了
式

※
南

信
濃

の
乳

幼
児

学
級

と
合

同
で

開
催

評 価

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
（
ひ

よ
こ

ち
ゃ

ん
）

市
・
地

継
続

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

子
育

て
ク

ラ
ブ

 チ
ロ

ル
市

・
地

継
続

4
2
1

6
8
/
2
7
、

1
0
/
3
0
、

1
2
/
2
4
、

3
/
1
2

上
村

公
民

館

目 的

保
育

園
児

の
保

護
者

及
び

入
園

前
の

親
を

対
象

に
、

子
育

て
に

対
す

る
不

安
解

消
、

息
抜

き
の

場
、

親
と

地
域

を
つ

な
ぐ

場
づ

く
り

を
図

る
。

実 施 内 容

保
育

園
保

護
者

と
入

園
前

の
親

を
対

象
と

し
た

座
談

会
を

定
期

的
に

開
催

。
参

加
者

の
状

況
や

意
見

な
ど

に
合

わ
せ

て
内

容
を

工
夫

し
な

が
ら

、
気

軽
に

話
せ

る
場

を
基

本
的

な
方

針
と

し
て

、
親

同
士

の
情

報
交

換
を

実
施

。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
親

が
気

楽
に

立
ち

寄
っ

て
話

し
合

え
る

場
に

な
る

こ
と

が
で

き
て

お
り

、
来

年
度

出
産

を
控

え
る

方
も

参
加

し
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

る
な

ど
、

お
互

い
の

状
況

や
悩

み
を

相
談

し
合

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

通
じ

て
子

ど
も

の
情

報
交

換
を

す
る

な
ど

、
親

同
士

が
ゆ

る
い

つ
な

が
り

の
中

で
お

互
い

を
支

え
合

う
関

係
性

が
で

き
て

き
て

い
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
対

象
が

減
少

し
て

し
ま

う
た

め
、

気
軽

に
話

せ
る

場
を

意
識

し
な

が
ら

、
小

学
校

保
護

者
の

参
加

や
、

南
信

濃
地

区
と

の
交

流
な

ど
、

段
階

的
に

対
象

範
囲

を
広

げ
て

い
く
。

1
回

参
加

・
登

録
数

3
8
4

実
施

内
容

の
と

お
り

上
村

公
民

館
ほ

か

開
催

期
日

開
催

会
場

学 級 ・ 講 座

若
い

衆
で

地
域

を
語

ら
ま

い
か

！
（
若

者
学

習
会

）
市

・
地

継
続

7
4
3

7

事
業

名
対

象
数

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

【
成

果
と

課
題

】
し

ゃ
く
な

げ
祭

で
の

霜
月

祭
り

の
舞

披
露

に
向

け
た

活
動

が
メ

イ
ン

に
な

っ
て

い
た

中
で

、
コ

ロ
ナ

禍
で

そ
れ

が
中

止
と

な
り

、
改

め
て

活
動

を
見

つ
め

直
す

き
っ

か
け

と
な

り
、

祭
存

続
の

た
め

に
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
上

村
青

年
会

議
の

メ
ン

バ
ー

内
で

、
改

め
て

霜
月

祭
の

所
作

や
舞

等
の

意
味

や
役

割
を

学
び

直
す

必
要

性
対

す
る

意
識

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
た

め
、

聞
き

取
り

調
査

等
の

学
習

活
動

の
面

で
さ

ら
に

拡
充

を
図

っ
て

い
く
。

目 的

若
者

を
中

心
と

し
た

地
域

住
民

を
対

象
に

、
お

互
い

の
交

流
を

通
し

、
こ

の
地

区
の

独
自

性
を

見
つ

め
直

し
、

地
元

に
誇

り
を

も
っ

て
も

ら
う

。

実 施 内 容

地
域

活
動

と
仲

間
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
の

若
者

達
の

情
報

交
換

や
、

研
修

の
機

会
を

要
望

に
応

じ
て

開
催

す
る

。
今

年
度

は
「
上

村
青

年
会

議
」
及

び
「
ま

い
か

娘
」
で

、
コ

ロ
ナ

禍
で

開
催

さ
れ

る
霜

月
祭

を
き

っ
か

け
に

、
自

分
た

ち
で

で
き

る
こ

と
を

話
し

合
い

、
今

年
度

の
霜

月
祭

を
保

存
継

承
、

地
区

内
外

へ
の

発
信

、
自

ら
の

学
習

素
材

と
す

る
た

め
に

、
映

像
や

記
録

で
残

す
活

動
を

実
施

。
1
0
/
6
、

1
0
/
2
9
　

青
年

会
議

幹
事

会
1
1
/
2
6
　

青
年

会
議

w
it
h
ま

い
か

娘
全

体
会

1
1
/
2
9
～

1
2
/
2
8
　

霜
月

祭
映

像
資

料
作

成
、

情
報

交
換

評 価
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
2

区
分

区
分

区
分

1
8

8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

も
子

ど
も

が
霜

月
祭

に
触

れ
る

機
会

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
上

村
遠

山
霜

月
祭

保
存

会
、

上
村

青
年

会
議

の
み

な
さ

ん
の

教
え

手
の

思
い

と
、

今
年

も
笛

が
上

手
く
な

り
た

い
と

い
う

児
童

の
思

い
を

つ
な

げ
、

１
回

で
も

で
き

た
こ

と
で

来
年

度
へ

の
児

童
の

意
欲

が
よ

り
具

体
的

に
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
小

学
生

に
と

っ
て

も
、

成
長

を
感

じ
ら

れ
る

機
会

と
な

っ
て

お
り

、
霜

月
祭

当
日

の
参

加
も

含
め

、
地

域
の

中
で

子
ど

も
た

ち
が

霜
月

祭
に

触
れ

る
大

切
さ

を
共

有
し

な
が

ら
、

計
画

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
0

1
1
月

3
0
日

上
村

小
学

校

目 的

霜
月

祭
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
実

際
に

祭
り

の
担

い
手

と
し

て
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

ふ
る

さ
と

意
識

の
醸

成
を

図
る

実 施 内 容

 平
成

2
1
年

度
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

「
小

学
生

霜
月

祭
横

笛
教

室
」
を

継
続

し
、

小
中

学
生

の
霜

月
祭

へ
の

関
心

を
高

め
、

参
加

促
進

を
図

れ
る

機
会

と
し

て
開

催
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

霜
月

祭
当

日
の

参
加

は
辞

退
と

な
っ

た
。

評 価

学 級 ・ 講 座

小
学

生
霜

月
祭

（
横

笛
）
教

室
市

・
地

継
続

2
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

学 級 ・ 講 座

世
代

間
交

流
事

業
地

区
費

継
続

3
8
2

4
0

実
施

内
容

の
と

お
り

上
村

小
学

校
・
保

育
園

目 的

郷
土

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

に
ふ

れ
、

自
分

た
ち

の
住

む
地

域
を

見
つ

め
直

す
き

っ
か

け
と

す
る

実 施 内 容

高
齢

者
ク

ラ
ブ

と
連

携
し

、
 保

育
園

児
・
小

学
生

を
対

象
に

、
お

や
す

や
し

め
縄

飾
り

作
り

な
ど

、
地

域
の

伝
統

文
化

に
ふ

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
。

1
2
/
1
7
　

上
村

保
育

園
お

や
す

作
り

1
/
8
　

上
村

小
学

校
小

正
月

飾
り

1
/
1
5
　

上
村

小
学

校
松

送
り

評 価

【
成

果
と

課
題

】
地

域
の

伝
統

文
化

と
そ

れ
に

込
め

ら
れ

た
意

味
を

高
齢

者
ク

ラ
ブ

の
方

か
ら

教
え

て
い

た
だ

き
、

子
ど

も
た

ち
が

今
の

暮
ら

し
の

便
利

さ
や

大
切

さ
へ

の
関

心
を

高
め

る
機

会
と

な
っ

た
。

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
、

昨
年

度
双

方
の

希
望

で
始

め
た

交
流

の
時

間
が

確
保

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
来

年
度

は
感

染
症

対
策

を
ふ

ま
え

て
、

こ
れ

を
ど

う
確

保
す

る
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
高

齢
者

ク
ラ

ブ
の

活
動

の
継

続
が

難
し

く
な

っ
て

い
く
状

況
も

あ
り

な
が

ら
、

子
ど

も
に

対
す

る
事

業
に

は
意

欲
的

で
あ

り
、

実
施

可
能

な
内

容
を

検
討

し
な

が
ら

計
画

し
て

い
く
。 開

催
会

場

1
月

2
4
日

（
中

止
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日

学 級 ・ 講 座

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

共
催

講
演

会
市

・
地

継
続

1
7

-
3
8
6

上
村

小
学

校

目 的

家
庭

と
地

域
の

方
を

対
象

と
し

て
地

域
が

一
体

に
な

っ
て

子
ど

も
の

教
育

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

す
る

。

実 施 内 容

小
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

と
連

絡
調

整
を

図
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ス
ク

ー
ル

体
制

の
充

実
に

む
け

て
、

小
学

校
保

護
者

を
中

心
と

し
た

小
学

校
関

係
者

の
子

育
て

に
関

す
る

課
題

解
決

や
意

識
向

上
に

向
け

た
講

座
を

展
開

す
る

。
外

部
講

師
を

検
討

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

鑑
み

、
地

域
住

民
が

講
師

と
な

り
「
昔

の
上

村
の

暮
ら

し
を

学
ぶ

」
と

い
う

組
み

立
て

で
再

度
計

画
す

る
も

、
感

染
警

戒
レ

ベ
ル

上
昇

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
感

染
拡

大
に

よ
り

、
内

容
変

更
を

余
儀

な
く
さ

れ
て

し
ま

っ
た

が
、

そ
の

中
で

も
で

き
る

形
と

し
て

地
域

住
民

が
講

師
と

な
る

新
し

い
形

を
見

出
す

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

も
あ

り
、

地
区

外
の

保
護

者
と

地
区

内
の

保
護

者
が

顔
を

合
わ

す
機

会
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

た
め

、
保

護
者

と
の

連
携

を
密

に
と

り
な

が
ら

保
護

者
が

主
体

的
に

考
え

ら
れ

る
よ

う
意

識
し

て
取

り
組

む
。
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
3

区
分

区
分

区
分

1
1
0

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

　
計

画
の
中

で
フ
ェ
ス
タ
自

体
や

そ
れ

に
伴

う
企

画
が

、
地

域
内

外
の

人
々

に
根

付
い
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
交

流
の

き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
感

染
症

対
策

を
し
た

上
で
、
そ
の

交
流

を
ど
う
作

っ
て
い
く
か

は
次

年
度

に
向

け
た
課

題
で
あ
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

　
魚

の
つ
か

み
ど
り
も
含

め
、
次

年
度

は
開

催
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声

が
地

区
内

外
の

住
民

か
ら

挙
が

っ
て
お
り
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
、
で
き
る
限

り
の

こ
と
を
計

画
、
準

備
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
8
4

8
月

9
日

（
中

止
）

上
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
身

近
な
場

所
で
人

形
劇

に
親

し
む
機

会
の

提
供

と
、

地
区

独
自

の
企

画
に
よ

り
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
を
地

区
か
ら
盛
り
上
げ
る
目

的
で
実

施
。

実 施 内 容

上
町

活
性

化
委

員
会

と
共
催

に
よ
る
公

演
実

施
後

の
魚

の
つ
か

み
ど
り
や

、
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
で
来

て
い
る
大

学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

参
加

も
組

み
合

わ
せ

て
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検

討
過

程
】

フ
ェ
ス
タ
地

区
実

行
委

員
会

評 価

文 化 事 業

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
0
　
上

村
地

区
公

演
市

・
地

継
続

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

評 価

【
成

果
と
課

題
】

　
中

止
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
改

め
て
当

事
業

の
意

味
を
考

え
る
機

会
と
な
り
、
図

書
分

館
サ

ー
ビ

ス
係

の
み

な
さ
ん
と
参

加
す
る
子

ど
も
や

、
そ
の

親
と
の

つ
な
が

り
を
深

め
る
場

と
し
て
も
大

切
な

事
業

で
あ
る
こ
と
が

共
有

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

　
子

ど
も
の

成
長

が
感

じ
ら
れ

る
機

会
と
し
て
、
保

護
者

か
ら
も
好

評
の

た
め
、
小

学
校

の
ス

ク
ー
ル

バ
ス
で
の

対
応

な
ど
を
参

考
に
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
、
開

催
で
き
る
方

法
を
検

討
し
、
準

備
を
進

め
る
。

文 化 事 業

遠
山
2
地
区
合
同
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
市

内
観

劇
バ

ス
ツ
ア
ー
2
0
2
0

市
・
地

継
続

1
7

-

1
1
月

8
日

(中
止

)
上

村
小

学
校

体
育

館

1
9

8
月

6
日

（
中

止
）

フ
ェ
ス
タ
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ほ

か

目 的

親
子
を
対
象
に
、
子
ど
も

だ
け
で
は

参
加

で
き
な
い

市
内
中
心
部
で
行

わ
れ

る
公
演
を
鑑
賞
す
る
機

会
の

提
供

と
集

団
で
の

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目

的
に
実

施

実 施 内 容

南
信

濃
公

民
館

・
図

書
分

館
と
共

催
し
、
平

日
で
保

護
者

が
連

れ
て
行

く
こ
と
が

困
難

な
フ
ェ
ス
タ
開

幕
日

に
、
地

区
公

演
と
は

違
う
雰

囲
気

で
人

形
劇

を
観

賞
で
き
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

【
検

討
過

程
】

6
/
1
2
　
か

み
っ
こ
図

書
分
館

サ
ー
ビ
ス
係

係
会

（
観

劇
バ

ス
ツ
ア
ー
検

討
会

議
）

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

3
8
4

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

地
区

文
化

祭
（
し
ゃ
く
な
げ
祭

）
市

・
地

継
続

1
6

-

事
業

名

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
身

近
な
場

所
で
芸

術
文

化
に
親

し
む
こ
と
を
、
ま
た

地
区
の
文
化
活
動

の
成

果
発
表
の
場
を
通

じ
て

住
民
の
交
流
を
図

る
。

実 施 内 容

地
域

と
小

学
校

・
保

育
園

が
合

同
で
実

行
委

員
会

を
組

織
し
て
企

画
開

催
を
予

定
し
て
い

た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。
お
互

い
の

活
動

の
成

果
発

表
や

様
子

を
共

有
す
る
た
め
に
、
代

替
事

業
「
地
区

作
品

展
覧

会
」
の

開
催

を
決

定
し
た
。

【
検

討
過

程
】

9
/
1
1
　
し
ゃ
く
な
げ
祭

実
行

委
員

会
　
代

表
者

会
議

評 価

【
成

果
と
課

題
】

　
毎

年
共

催
の

小
学

校
や

保
育

園
も
含

め
、
地

域
住

民
が

お
互

い
の

活
動

や
様

子
を
分

か
ち

合
う
場

と
し
て
大

切
な
場

で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
代

替
事

業
へ

つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

　
み

ん
な
が

集
ま
っ
て
お
互

い
の

様
子

を
分

か
ち
合

え
る
場

と
す
る
た
め
に
ど
う
す
べ

き
か

を
、

小
学

校
や

保
育

園
も
含

め
、
感

染
症

対
策

を
考

え
、
計

画
し
て
い
く
。

対
象

数
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
4

区
分

区
分

区
分

1
1
5
0

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
自

身
の
活
動
の
成
果

発
表

の
場

を
提

供
す
る
こ
と
、

身
近

な
場

所
で
芸

術
文

化
に
親

し
む
こ
と
を
通

じ
て
、
住
民
の
交
流
を
図

る
。

実 施 内 容

し
ゃ
く
な
げ
祭

の
代

替
事

業
と
し
て
、
地

区
住

民
の

活
動

の
成

果
発

表
を
展

示
物

で
行

う
場

と
し
て
、
地

区
住

民
か
ら
展

示
作

品
を
募

集
し
て
開

催
し
た
。
ま
た
、
隣

接
す
る
ま
つ
り

伝
承

館
天

伯
も
含

め
、
地
区

住
民

が
身

近
に
あ
る
文

化
施

設
を
利

用
す
る
き
っ
か

け
と
す

る
た
め
に
、
会

場
を
山

村
ふ

る
さ
と
保

存
館

ね
ぎ
や

と
し
た
。

　
保

育
園

、
小

中
学

校
の

学
習

成
果

、
地

域
の

団
体

活
動

紹
介

や
個

人
の

作
品

展
示

を
実

施
。
コ
ロ
ナ
に
関

連
付

け
て
、
1
0
0
年

前
に
疫

病
が

流
行

っ
た
際

の
古

文
書

の
個

人
展

示
も
あ
っ
た
。

評 価

文 化 事 業

上
村
地
区
作
品
展
覧

会
市

・
地

継
続

3
8
4

1
1
月

7
日

～
1
1
月

1
8
日

山
村
ふ
る
さ
と
保
存
館
ね
ぎ
や

対
象

数
開

催
期

日

【
成

果
と
課

題
】

　
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
日

々
の

活
動

が
で
き
て
い
な
い
団

体
も
あ
り
、
作

品
数

は
例

年
の

し
ゃ
く

な
げ
祭

よ
り
も
若

干
少

な
く
な
っ
た
が

、
こ
う
い
う
と
き
だ
か

ら
こ
そ
自

分
の

作
品

で
地

域
を
元

気
づ
け
た
い
と
い
う
思

い
の

あ
る
作

品
が

集
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
地

域
の

つ
な
が

り
を
意

識
で
き
る

機
会

と
な
っ
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

例
年

ど
お
り
の

し
ゃ
く
な
げ
祭

で
の

作
品

展
示

を
基

本
に
検

討
を
進

め
て
い
き
、
万

が
一

そ
れ

が
で
き
な
い
場

合
に
、
今

回
の

よ
う
な
方

法
で
の

対
応

を
計

画
す
る
。

開
催

会
場

1
3
4

3
4

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

か
み

む
ら
大

運
動

会
の

中
止

決
定

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
体

を
動

か
す
機

会
が

減
少

し
て
し
ま
っ

た
地

域
住

民
の

た
め
に
で
き
る
形

を
模

索
し
て
開

催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
賞

品
に
つ
い
て
も
、

地
区

内
の

店
舗

か
ら
調

達
す
る
よ
う
に
見

直
し
を
か

け
る
な
ど
、
地

域
の

状
況

に
目

を
向

け
な
が

ら
事

業
を
計

画
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

分
館

対
抗

戦
を
再

開
す
る
か

ど
う
か

も
含

め
、
開

催
に
向

け
て
計

画
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

3
8
6

1
0
月

4
日

中
山
ス
カ
イ
パ

ー
ク
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
競

技
に
よ
る
健

康
増

進
と
、

参
加
者
同
士
の
交

流
と

親
睦
を
図
る

実 施 内 容

例
年

は
分

館
対

抗
戦

を
実

施
し
て
い
る
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で
、

分
館

毎
の

選
手

選
出

が
難

し
い
状

況
と
な
っ
た
た
め
、
分

館
対

抗
戦

は
行

わ
ず
、
個

人
戦

の
み

で
の

開
催

と
し
た
。

評 価

体 育 事 業

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

市
・
地

継
続

1
回
参
加
・
登
録
数

1
0

1
月

1
０
日

(延
期

)
南

信
濃

地
域

交
流

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

遠
山
地
区
成
人
式

市
・
地

新
規

3
3
9

1
0

事
業

名
対

象
数

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数

【
成

果
と
課

題
】

両
地

区
の

公
民

館
委

員
も
新

成
人

と
と
も
に
、
ジ
ン
ギ
ス
を
学

び
直

す
機

会
と
な
っ
た
。
ま
た
、

新
成

人
が

そ
の

活
動

の
内

容
か

ら
、
両

地
区

が
つ
な
が

る
こ
と
で
、
課

題
解

決
や

新
た
な
価

値
を
見

出
せ
る
可

能
性

を
考

え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

延
期

先
に
向

け
て
、
一

部
の

新
成

人
か

ら
両

地
区

の
魅

力
を
活

か
し
た
具

体
的

な
活

動
案

が
出

て
き
て
い
る
た
め
、
そ
れ

を
地

域
や

他
の

新
成

人
に
も
共

有
し
な
が

ら
取

り
組

ん
で
い
く
。

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
地

域
が
新
成
人
を
祝
福

し
、
新

成
人
が
家
族
・
地
域

へ
の
感
謝
を
表
す
場
、
改
め

て
地

域
と
の

つ
な
が

り
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
す

る
。

実 施 内 容

統
合

遠
山

中
学

校
区

と
な
り
、
２
地

区
公

民
館

合
同

開
催

。
今

年
度

の
地

域
学

習
の

テ
ー

マ
は

「
遠

山
郷

に
あ
る
３
つ
の

店
舗

の
ジ
ン
ギ
ス
を
学

ぶ
（
三

種
の

ジ
ン
ギ
ス
）
」
と
な
り
、

取
り
組

ん
だ
。
新

成
人

、
文

化
委

員
会

、
企

画
委

員
会

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し
て
、
企

画
・
運
営
を
行
っ
た
。

新
成

人
実

行
委

員
の

活
動

：
地

域
学

習
（
遠

山
郷

三
種

の
ジ
ン
ギ
ス
）

8
/
1
5
･･
･新

成
人

と
の

打
合

せ
1
0
/
1
1
…

地
域

学
習

（
三

種
の

ジ
ン
ギ
ス
を
食

す
会

）
1
1
/
1
2
…

地
域

学
習

（
三

種
の

ジ
ン
ギ
ス
を
考

え
る
会

)

評 価
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
5

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
事

業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

【
成

果
と
課

題
】

地
区

外
か

ら
の

参
加

者
も
い
る
中

、
不

特
定

多
数

の
人

々
と
子

ど
も
た
ち
が

交
流

す
る
こ
と
へ

の
不

安
が

大
き
く
中

止
と
な
っ
た
が

、
そ
の

後
に
行

わ
れ

た
小

学
校

・
保

育
園

の
み

の
合

同
運

動
会

で
地

区
住

民
が

準
備

に
有

志
で
参

加
し
、
感

染
症

に
配

慮
し
つ
つ
観

客
が

集
ま
る
な
ど
、

子
ど
も
を
中

心
と
し
た
地

区
住

民
同

士
が

支
え
合

い
交

流
す
る
場

と
し
て
根

付
い
て
い
る
こ
と
が

確
認

で
き
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

継
続

し
て
地

域
、
学

校
、
保

育
園

で
連

携
を
と
り
、
感

染
症

対
策

を
し
た
う
え
で
の

運
動

会
の

実
施

を
検

討
し
て
い
く
。

体 育 事 業

地
区
運
動
会
（
か
み
む
ら
大

運
動

会
）

地
区

費
継

続
5

4
9

-

上
村

小
学

校

3
8
6

１
０
月

1
1
日

（
中

止
）

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
住

民
が
運
動
会
を
通

じ
て

住
民

相
互

の
交

流
と
親

睦
、
健
康
増
進
を
図
る

実 施 内 容

平
成

１
５
年

度
か

ら
小

学
校

運
動

会
と
合

同
で
、
平

成
２
１
年

度
か

ら
は

保
育

園
運

動
会

も
合

同
で
開

催
。
３
者

合
同

で
内

容
や

目
的

を
検

討
し
、
学

校
・
地

域
と
の

連
携

を
図

り
計

画
を
進

め
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

6
/
1
2
企

画
委

員
会

6
/
2
6
三

者
（
公

民
館

・
保

育
園

・
小

学
校

）
事

前
打

合
せ

7
/
1
7
企

画
委

員
会

7
/
2
2
企

画
委

員
、
分

館
長
打

ち
合

わ
せ

7
/
2
9
三

者
打

ち
合

わ
せ

評 価

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

3
8
6

2
月

2
7
日

開
催

会
場

体 育 事 業

公
民
館
卓
球
大
会
・
第

2
7
回

小
学

生
卓

球
大

会
市

・
地

継
続

1
2
6

2
6

事
業

名
予
算
区
分

目 的

小
学

生
と
地

区
住

民
を

対
象
に
、
地
域
に
根

ざ
し

た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
卓

球
）
の

普
及

と
住

民
交

流
を
図
る

実 施 内 容

上
村

卓
球

ク
ラ
ブ
と
の

共
催

、
上

村
小

学
校

、
遠

山
中

学
校

卓
球

部
の

協
力

を
得

て
、
小

学
生

と
一

般
の

部
で
行

う
。
南

信
濃

地
区

の
和

田
小

学
校

に
も
声

を
掛

け
、
参

加
者

の
増

加
を
図
る
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
争
奪
戦
（
小
学
生
全
学
年
に
よ
る
総
当
た
り
リ
ー
グ
戦
）

■
一

般
の

部
（
男

性
・
女

性
シ
ン
グ
ル

ス
戦

）
※

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

蔓
延

対
策

の
た
め
、
例
年
の
ダ
ブ
ル
ス
交
流
戦
は
中
止
。

評 価

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

体 育 事 業

春
季

ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

継
続

1
4
0

評 価

【
成

果
と
課

題
】

囲
碁

ボ
ー
ル

は
、
気

軽
に
体

を
動

か
し
な
が

ら
交

流
す
る
き
っ
か

け
に
で
き
、
高

齢
者

を
中

心
に

地
域

住
民

に
親

し
み

の
あ
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
運

営
す
る
企

画
委

員
の

中
で
は

、
ル

ー
ル

が
曖

昧
に
な
っ
て
い
る
部

分
が

あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、
事

前
に
ル

ー
ル

の
確

認
・
共

有
を
し
て
か

ら
当

日
を
迎

え
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

高
齢

者
の

参
加

が
多

く
な
っ
て
い
る
状

況
も
ふ

ま
え
、
感

染
症

対
策

を
徹

底
し
な
が

ら
、
健

康
づ

く
り
や

運
動

の
必

要
性

を
考

え
た
組

み
立

て
を
検

討
す
る
。

4
0

【
成

果
と
課

題
】

子
ど
も
か

ら
大

人
ま
で
楽

し
め
、
地

域
住

民
に
と
っ
て
も
親

し
み

の
あ
る
卓

球
を
通

し
て
、
体

を
動

か
し
な
が

ら
交

流
す
る
場

、
卓

球
部

の
あ
る
中

学
生

に
と
っ
て
は

部
員

の
研

鑚
の

場
に
も
な
っ
て

い
る
。
若

者
に
よ
る
賞

品
企

画
も
好

評
。
今

年
度

は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も
あ

る
が

、
小

学
生

の
参

加
が

年
々

減
少

し
て
お
り
、
開

催
方

法
の

検
討

が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

小
学

生
の

状
況

も
ふ

ま
え
な
が

ら
、
中

学
生

・
一

般
を
中

心
に
し
な
が

ら
小

学
生

の
活

躍
の

場
を

確
保

す
る
な
ど
開

催
方

法
を
検

討
す
る
。

対
象

数
開

催
期

日

目 的

地
区
住
民
を
対
象

に
、
身

体
を
動
か
す
こ
と
が

少
な

い
冬
季
の
運
動
の
機

会
の

提
供

と
、
健

康
づ
く
り

へ
の
意
識
向
上
を
図
る

実 施 内 容

健
康

福
祉

委
員

会
と
共

催
し
、
囲

碁
ボ
ー
ル

の
大

会
と
あ
わ

せ
た
健

康
講

座
も
同

時
開

催
し
て
交

流
と
健

康
づ
く
り
の

機
会

と
し
て
開

催
し
て
い
る
。
今

年
度

は
南

信
濃

地
区

健
康

福
祉

委
員

会
と
も
連

携
し
、
介

護
に
関

す
る
講

演
会

も
同

時
開

催
す
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
し
て
、
密

を
避

け
る
た
め
よ
り
広

い
会

場
の

上
村

小
学

校
体

育
館

に
て
開

催
。

3
8
6

3
月

6
日

上
村

小
学

校
体

育
館

開
催

会
場

対
象

数
開

催
期

日

− 181 −



上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
6

区
分

区
分

区
分合 同 事 業

夏
休

み
・
春

休
み

子
ど

も
見

守
り

事
業

自
磨

の
時

間
市

・
地

継
続

8

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

2
9
9

3
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
4

実
施

内
容

の
と

お
り

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
ほ

か

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

自
然

・
歴

史
・
文

化
な

ど
 地

域
に

溢
れ

る
資

源
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
元

に
愛

着
が

持
て

る
人

づ
く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

南
信

濃
公

民
館

と
共

催
で

、
長

期
休

暇
を

利
用

し
、

地
域

資
源

を
活

用
し

た
体

験
型

学
習

を
展

開
。

ま
た

、
長

期
休

暇
中

の
受

け
皿

づ
く
り

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
を

検
討

す
る

。
保

護
者

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
学

校
が

連
携

し
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

を
育

む
実

践
活

動
と

し
て

行
う

。
日

ご
と

の
主

な
体

験
学

習
内

容
：
8
/
4
藍

染
め

体
験

、
8
/
5
ス

イ
ミ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

、
8
/
6

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

（
ボ

ッ
チ

ャ
）
・
陶

芸
教

室
、

8
/
7
旧

宿
場

町
上

町
フ

ォ
ト

ロ
ゲ

イ
ニ

ン
グ

、
8
/
1
1
旧

木
沢

小
学

校
体

験
入

学
・
科

学
の

力
、

8
/
1
2
プ

ー
ル

、
8
/
1
9
魚

の
つ

か
み

ど
り

、
8
/
2
0
お

楽
し

み
会

※
春

休
み

子
ど

も
見

守
り

事
業

自
磨

の
時

間
は

3
/
2
2
～

3
/
3
1
に

実
施

予
定

（
3
/
2
8
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
登

録
へ

の
意

識
共

有
の

た
め

、
遠

山
森

林
鉄

道
子

ど
も

ス
ク

ー
ル

を
実

施
予

定
）
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

外
部

講
師

は
控

え
、

地
元

住
民

が
講

師
と

な
る

か
た

ち
で

組
み

立
て

、
様

々
な

体
験

学
習

を
展

開
で

き
、

地
元

住
民

と
子

ど
も

が
接

す
る

機
会

を
つ

く
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

改
め

て
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

が
学

び
合

い
、

地
域

の
魅

力
を

再
発

見
し

な
が

ら
、

郷
土

愛
を

育
む

機
会

に
な

っ
た

。
地

域
の

中
に

い
か

に
組

織
化

し
て

い
く
か

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
住

民
同

士
で

子
ど

も
の

育
ち

を
考

え
る

機
会

と
捉

え
、

上
村

・
南

信
濃

両
地

区
が

一
体

と
な

っ
た

ふ
る

さ
と

学
習

へ
の

展
開

を
図

る
。

そ
の

う
え

で
、

関
係

人
口

創
出

に
向

け
て

外
と

の
つ

な
が

り
も

組
み

込
ん

だ
事

業
へ

と
拡

充
し

て
い

く
。

2
9
0

4
5

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
子

ど
も

た
ち

が
全

く
異

な
る

環
境

で
生

ま
れ

育
っ

た
学

生
に

対
し

て
ふ

る
さ

と
の

魅
力

を
発

信
し

、
生

の
反

応
を

見
る

こ
と

で
、

郷
土

愛
を

自
覚

す
る

と
と

も
に

、
将

来
像

を
思

い
描

く
き

っ
か

け
と

な
る

活
動

が
で

き
た

。
同

じ
空

間
で

同
じ

も
の

を
共

有
す

る
体

験
が

で
き

な
い

も
ど

か
し

さ
は

あ
っ

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ら

で
は

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

な
ど

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

す
る

場
面

が
見

ら
れ

、
新

し
い

形
で

の
お

互
い

の
交

流
、

学
習

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
運

営
面

は
も

ち
ろ

ん
、

児
童

や
生

徒
た

ち
、

大
学

生
に

と
っ

て
も

、
同

じ
現

実
の

空
間

で
体

験
が

最
も

効
果

的
で

あ
る

た
め

、
計

画
段

階
で

は
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

な
が

ら
、

実
際

に
大

学
関

係
者

に
も

現
場

に
来

て
い

た
だ

く
こ

と
を

想
定

し
て

、
感

染
症

対
策

を
ふ

ま
え

て
計

画
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
4

8
月

1
7
日

、
8
月

1
8
日

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
ほ

か

目 的

遠
山

三
校

の
小

・
中

学
生

を
対

象
に

、
大

学
生

に
よ

る
補

修
学

習
で

学
習

意
欲

の
向

上
や

大
学

生
と

の
交

流
や

、
自

然
等

の
体

験
学

習
か

ら
地

域
資

源
の

価
値

の
再

認
識

を
図

る

実 施 内 容

大
学

生
に

よ
る

補
修

学
習

（
学

習
塾

）
と

自
然

な
ど

の
地

域
資

源
に

触
れ

る
体

験
学

習
を

実
施

。
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
大

学
関

係
者

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
参

加
し

、
体

験
活

動
な

ど
の

現
場

は
地

域
住

民
が

連
携

す
る

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

形
式

で
実

施
し

た
。

8
/
1
7
　

E
S
D

学
習

、
自

然
体

験
（
梶

谷
川

の
生

き
物

観
察

・
川

流
れ

体
験

）
8
/
1
8
　

E
S
D

学
習

、
成

果
発

表
会

共
催

：
南

信
濃

公
民

館
、

立
教

大
学

E
S
D

研
究

所
評 価

合 同 事 業

自
磨

の
時

間
　

-
遠

山
郷

E
S
D

塾
-

市
・
地

継
続

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
事

業
名

予
算

区
分

事
業

区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

事
業

が
少

な
く
な

る
中

、
館

報
で

取
り

上
げ

る
内

容
に

苦
慮

す
る

面
も

あ
っ

た
が

、
そ

れ
を

機
会

に
さ

ら
に

地
域

に
伝

え
た

い
こ

と
を

考
え

、
ア

イ
デ

ア
を

共
有

し
な

が
ら

館
報

づ
く
り

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
コ

ロ
ナ

禍
の

経
験

で
、

よ
り

柔
軟

に
ア

イ
デ

ア
を

出
し

合
い

な
が

ら
館

報
づ

く
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
記

録
と

し
て

の
役

割
も

大
切

に
し

な
が

ら
、

皆
で

意
見

や
情

報
を

出
し

合
っ

て
つ

く
り

上
げ

る
館

報
を

意
識

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

広 報 事 業

館
報

「
か

み
む

ら
」
発

行
地

区
費

継
続

年
４

回
-

-
3
8
6

6
月

3
0
日

、
1
0
月

3
0
日

、
1
月

3
1
日

、
3
月

3
1
日

上
村

公
民

館

目 的

地
区

住
民

を
対

象
に

、
地

域
の

情
報

発
信

、
将

来
へ

の
記

録
等

を
目

的
に

発
行

実 施 内 容

地
域

を
と

り
ま

く
話

題
や

課
題

に
対

し
、

地
区

住
民

の
関

心
を

高
め

る
た

め
年

４
回

発
行

。
第

1
9
2
号

　
遠

山
郷

助
っ

人
名

鑑
（
２

地
区

合
同

企
画

）
、

入
学

式
　

他
第

1
9
3
号

　
か

み
む

大
運

動
会

特
集

第
1
9
4
号

　
コ

ロ
ナ

禍
の

霜
月

祭
、

か
み

っ
こ

ス
マ

イ
ル

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
　

他
第

1
9
5
.号

　
遠

山
郷

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

各
地

区
年

明
け

行
事

　
他

評 価
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上
村

公
民

館
の

事
業

報
告

№
7

区
分

区
分

区
分

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

1
1

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

そ の 他

遠
山
郷
し
ぜ
ん
と
あ
そ
ぼ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
・
地

継
続

1
3

1
5
1

3
8
4

実
施

内
容

の
と
お
り

上
村

公
民

館
ほ

か

目 的

地
域
住
民
を
対
象

に
、
地

域
資

源
の

掘
り
起

こ
し
や

魅
力

発
見

、
仲

間
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
元

に
愛
着
を
持
っ
て
行

動
で

き
る
人
づ
く
り
を
目

指
す
。

実 施 内 容

地
域

資
源

の
利

活
用

を
考

え
、
自

分
た
ち
が

や
り
た
い
こ
と
や

地
域

の
現

状
な
ど
か

ら
活

動
内

容
を
検

討
し
、
子

ど
も
対

象
の

事
業

を
中

心
に
地

区
内

外
へ

上
村

の
魅

力
を
伝

え
る

活
動

を
実

施
。
上

村
保

育
園

の
裏

山
整

備
（
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
制

作
）
や

、
木

工
セ
ン
タ
ー
と
ち

の
木

の
活

用
検

討
、
整

備
を
実

施
。

ま
ち
づ
く
り
委

員
会

、
地

域
お
こ
し
協

力
隊

と
連

携

上
村

保
育

園
裏

山
整

備
（
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
づ
く
り
）
：
4
/
1
2
、
4
/
1
9
、
4
/
1
7
、
4
/
3
1
、
6
/
2
1
、

6
/
2
8
、
7
/
2
6
、
8
/
2
、
8
/
2
3
、
8
/
3
0
）

と
ち
の

木
整

備
：
1
1
/
2
8
、
1
2
/
5
、
2
/
1
4

評 価

【
成

果
と
課

題
】

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
制

作
で
は

、
制

作
過

程
で
地

元
の

大
工

の
方

に
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
と
し
て
参

加
し
て

も
ら
い
、
園

児
に
も
簡

単
な
作

業
に
参

加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
様
々
な
人
が
関
わ
り
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

が
多

く
の
人

に
愛

着
を
持

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
取

り
組

め
た
。

【
次

年
度
の

方
向

性
と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

自
然

体
験

事
業

を
展

開
し
て
い
こ
う
と
す
る
中

で
、
自

分
た
ち
自

身
が

技
術

や
知

識
が

足
り
て
い

な
い
こ
と
に
気

づ
き
、
学

習
や

技
術

習
得

の
意

欲
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
研

修
会

等
で
自

己
研

鑽
で
き
る
機

会
も
検

討
し
な
が

ら
活

動
を
組

み
立

て
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

8
3

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

合 同 事 業

遠
山
郷
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
・
地

新
規

2
8
3

1
,6
6
6

2
月

2
8
日

、
3
月

1
4
日

（
予

定
）

上
村

小
学

校
体

育
館

ほ
か

目 的

上
村
・
南
信
濃
地
区

住
民
及
び
学
校
・
保

育
園

関
係
者
を
対
象
に
、
両

地
区

の
様
々
な
取
り
組
み

を
お

互
い
に
知
り
合
い
、
繋

が
り
や
連
携
の
必
要
性

を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る

実 施 内 容

人
口

減
少

が
顕

著
な
当

地
域

の
中

で
、
住

み
続

け
ら
れ

る
地

域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
う
え

で
、
地

域
を
支

え
る
人

材
育

成
が

重
要

と
な
っ
て
お
り
、
地

域
に
愛

着
を
持

っ
た
地

域
の

担
い
手

を
育

成
し
て
い
く
た
め
に
、
両

地
区

で
活

動
し
て
い
る
若

者
を
話

題
提

供
者

に
迎

え
、
同

じ
目

的
に
向

か
っ
て
連

携
す
る
意

識
を
醸

成
し
、
活

動
の

つ
な
が

り
、
保

育
園

、
小

中
学

校
、
地

域
の

つ
な
が
り
、
遠

山
郷

内
外

と
の

つ
な
が

り
等

、
様

々
な
つ
な
が

り
か

ら
遠

山
郷

が
一

丸
と
な
り
、
さ
ら
に
推

進
力

を
も
っ
て
動

き
出

せ
る
機

会
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
。

主
催

：
上

村
、
南

信
濃

両
地

区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会

及
び
公

民
館

、
共

催
：
企

画
課

、
ム
ト

ス
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

、
立
教

大
学

Ｅ
Ｓ
Ｄ
研

究
所

※
3
/
1
4
に
遠

山
Ｇ
Ｏ
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
中

学
生

と
地

域
の

若
者

が
具

体
的

に
話

し
合

う
機

会
を
予

定
。

評 価

【
成

果
と
課

題
】

同
じ
目

的
を
持

っ
て
両

地
区

住
民

が
一

堂
に
会

し
、
若

者
が

地
域

の
中

で
活

動
し
て
い
る
思

い
を
共

有
す
る
初

め
て
の

機
会

と
な
っ
た
。
参

加
者

が
若

者
の

活
動

自
体

や
郷

土
愛

を
知

る
き
っ

か
け
と
な
り
、
子

ど
も
の

頃
の

地
域

と
つ
な
が

る
経

験
が

今
の

若
者

の
原

動
力

と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
共

有
し
た
。
外

部
か

ら
の

視
点

も
取

り
入

れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
暮

ら
す
こ
と
へ

の
自

己
肯

定
に
結

び
付

け
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
遠

山
郷

が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
へ

の
意

識
づ
く
り
が

で
き
た
た
め
、
こ
の

意
識

を
大

切
に
し
、
具

体
的

な
活

動
へ

つ
な
げ
て
い
く
。

開
催

期
日

開
催

会
場

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数

8
月

8
日

事
業

名

市
・
地

新
規

1
3
7

3
7

1
9

上
村

小
学

校
ほ

か

目 的

上
村
小
学
校
児
童
を
対

象
に
「
上
村
・
飯
田

」
の

よ
さ
を
実
感
し
愛
着

を
持

つ
と
と
も
に
、
自

ら
進

ん
で

学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域

の
三

者
が

協
働

し
て
、
支

え
合

い
、
み

ん
な
で
子

ど
も
を

育
て
る
意

識
の

醸
成

を
図
る

実 施 内 容

３
者

で
実

行
委

員
会

を
組
織

し
、
地

域
の

達
人

か
ら
地

域
資

源
を
学

び
、
交

流
で
き
る
自

然
体

験
活

動
を
実

施
。
地
域

・
学

校
・
保

護
者

で
作

る
会

報
を
発

行
し
、
事

業
の

様
子

や
参

加
者

の
思

い
な
ど
を
共

有
し
、
３
者

の
つ
な
が

り
を
さ
ら
に
深

め
る
。
当

初
の

予
定

で
は

１
泊

２
日

の
キ
ャ
ン
プ
の
予

定
だ
っ
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た
め
、

日
帰

り
で
で
き
る
内

容
に
変

更
し
て
実

施
。

主
な
内

容
：
中

央
構

造
線

学
習

、
下

栗
の

里
ガ
イ
ド
学

習
、
木

工
体

験
、
下

栗
い
も
ほ

り
体

験
、
山

探
検

、
通

信
発

行
評 価

【
成

果
と
課

題
】

児
童

が
自

ら
目

標
を
設

定
し
て
取

り
組

み
、
上

村
の

自
然

や
人

々
と
の

関
わ

り
に
対

し
て
意

識
を
高

め
る
機

会
と
な
っ
た
。
学

校
職

員
、
保

護
者

、
地

域
住

民
が

計
画

段
階

か
ら
３
者

で
取

り
組

み
、
お
互

い
に
協

力
し
な
が

ら
児

童
と
関

わ
っ
て
い
く
意

識
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
。
特

に
地

区
外

か
ら
通

う
児

童
及

び
そ
の

保
護

者
に
対

し
て
、
地

域
住

民
の

熱
心

な
姿

勢
を
伝

え
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
考

慮
し
な
が

ら
で
は

あ
る
が

、
今

年
度

の
当

初
予

定
し
て

い
た
１
泊

2
日

の
組

み
立

て
を
計

画
し
、
保

護
者

の
関

わ
り
を
さ
ら
に
増

や
せ

る
よ
う
に
取

り
組

ん
で
い
く
。

そ の 他

K
G
C
（
か
み
っ
こ
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）
自

然
体
験
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

区
分

区
分

【
成

果
と

課
題

】
体

験
を

通
し

て
、

女
性

が
地

域
活

動
へ

参
加

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

を
設

定
し

、
日

常
会

話
か

ら
近

況
の

状
況

を
捉

え
、

女
性

目
線

で
み

る
地

域
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

と
な

っ
て

い
る

。
2
0
代

の
参

加
も

見
ら

れ
、

世
代

を
越

え
た

交
流

事
業

で
あ

る
。

参
加

の
固

定
化

や
学

習
要

素
の

希
薄

な
ど

は
事

業
組

み
立

て
の

課
題

で
あ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
学

級
参

加
者

以
外

に
も

、
日

常
的

に
こ

こ
に

暮
ら

す
女

性
の

声
を

拾
い

上
げ

、
充

実
し

た
事

業
化

を
図

る
。

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

子
ど

も
達

に
会

え
な

い
日

々
が

続
く
な

か
、

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
マ

ス
ク

を
寄

贈
す

る
な

ど
つ

な
が

り
を

堅
持

し
て

い
た

。
夏

休
み

の
読

書
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

は
ス

タ
ン

プ
カ

ー
ド

の
表

紙
の

絵
を

児
童

た
ち

に
依

頼
し

、
そ

れ
ぞ

れ
が

思
い

描
く
ア

マ
ビ

エ
の

イ
ラ

ス
ト

を
集

め
た

、
言

わ
ば

子
ど

も
と

係
員

と
の

協
同

製
作

が
実

現
し

、
新

規
登

録
者

や
し

ば
ら

く
利

用
が

な
か

っ
た

子
ど

も
の

再
登

録
な

ど
、

図
書

館
に

足
を

運
び

、
本

を
読

む
機

会
が

増
え

た
。

ま
た

、
こ

の
取

り
組

み
に

和
田

小
学

校
の

先
生

方
が

感
化

さ
れ

、
２

年
生

の
地

域
学

習
で

図
書

館
を

訪
れ

た
り

、
学

校
図

書
運

営
へ

の
協

力
依

頼
も

あ
り

、
係

員
の

皆
さ

ん
の

や
り

が
い

に
つ

な
が

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
た

く
さ

ん
の

本
に

出
会

い
、

心
を

豊
か

に
す

る
機

会
や

親
子

読
書

事
業

の
取

り
組

み
を

強
化

し
、

希
薄

化
し

て
い

る
親

子
の

時
間

を
創

り
上

げ
て

い
く
。

中
央

図
書

館
や

上
村

図
書

分
館

と
連

携
し

、
読

み
聞

か
せ

技
術

向
上

を
図

る
。

【
成

果
と

課
題

】
２

家
庭

２
名

で
ス

タ
ー

ト
し

た
が

年
度

途
中

に
１

名
が

未
満

児
入

所
と

な
り

対
象

が
１

名
と

な
っ

た
が

、
お

母
さ

ん
の

子
育

て
の

悩
み

に
園

長
先

生
と

保
健

師
が

親
身

に
寄

り
添

い
、

孤
立

し
て

悩
ま

な
い

環
境

づ
く
り

を
意

識
し

た
。

年
度

を
通

し
て

、
少

し
ず

つ
親

離
れ

す
る

姿
に

お
母

さ
ん

と
共

に
成

長
を

喜
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
一

方
で

、
恒

常
的

に
親

同
士

の
交

流
を

つ
く
る

こ
と

が
困

難
な

な
か

で
も

親
御

さ
ん

が
少

し
で

も
有

用
な

取
り

組
み

に
な

る
よ

う
努

め
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
可

能
な

限
り

上
村

公
民

館
と

の
合

同
事

業
を

組
み

立
て

、
遠

山
２

地
区

に
お

け
る

乳
幼

児
学

級
を

推
進

し
て

い
く
。

学 級 ・ 講 座

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

自
然

・
歴

史
・
文

化
な

ど
地

域
に

溢
れ

る
資

源
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
元

に
愛

着
が

持
て

る
人

づ
く
り

を
図

る

実 施 内 容

年
度

当
初

か
ら

休
館

と
な

っ
た

も
の

の
、

①
本

を
読

む
機

会
を

つ
く
り

、
よ

り
親

し
み

を
も

っ
て

も
ら

う
た

め
に

、
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

を
実

施
す

る
。

②
親

子
読

書
講

座
を

開
催

し
、

読
み

聞
か

せ
を

通
じ

て
家

庭
内

に
お

け
る

親
子

の
時

間
を

つ
く
る

。
③

興
味

を
持

ち
そ

う
な

本
を

掲
示

し
て

興
味

関
心

を
持

っ
て

も
ら

い
、

本
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
。

以
上

３
項

目
を

年
間

目
標

に
掲

げ
た

。
〇

夏
休

み
期

間
中

（
8
/
4
,6

,8
,1

7
,1

8
）
に

園
児

と
児

童
対

象
に

読
書

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
実

施
。

（
1
5
7
冊

貸
出

）
1
0
冊

読
破

し
た

子
ど

も
に

賞
状

や
手

作
り

ア
マ

ビ
エ

マ
ス

コ
ッ

ト
を

贈
呈

（
9
/
1
6
　

和
田

保
育

園
３

名
、

和
田

小
学

校
５

名
）

〇
1
0
/
3
0
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

和
田

保
育

園
訪

問
読

み
聞

か
せ

〇
1
1
月

か
ら

毎
週

火
曜

日
９

時
～

1
0
時

ま
で

和
田

小
学

校
図

書
館

勤
務

（
読

み
聞

か
せ

と
本

の
貸

出
業

務
）

〇
月

１
回

出
張

貸
出

（
高

齢
者

ア
パ

ー
ト

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
及

び
作

業
所

）

3
9

継
続

1
2

6
8
6

実
施

内
容

参
照

継
続

3
3
5

対
象

数

目 的

地
域

の
女

性
を

対
象

に
、

地
域

の
課

題
に

目
を

向
け

た
、

学
習

・
交

流
の

機
会

の
提

供
を

図
る

実 施 内 容

女
性

（
1
8
歳

以
上

）
を

対
象

に
学

習
と

交
流

の
機

会
を

図
る

。
①

1
0
/
8
、

1
1
　

｢陶
芸

教
室

｣　
講

師
：
せ

せ
ら

ぎ
の

里
陶

芸
館

　
松

沢
進

さ
ん

　
1
2
名

②
1
2
/
2
6
 「

フ
ラ

ワ
ー

ア
レ

ン
ジ

メ
ン

ト
講

座
」
　

講
師

：
ラ

プ
リ

　
伊

藤
篤

さ
ん

　
　

2
3
名

会
場

：
南

信
濃

学
習

交
流

セ
ン

タ
ー

評 価

学 級 ・ 講 座

女
性

学
級

市
・
地

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場
1
回

参
加

・
登

録
数

せ
せ

ら
ぎ

の
里

陶
芸

館
ほ

か

評 価

目 的

未
就

園
児

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
の

確
認

、
子

育
て

に
関

す
る

知
識

の
習

得
、

親
同

士
の

仲
間

作
り

、
子

ど
も

の
社

会
性

の
育

成
を

図
る

実 施 内 容

  
遠

山
２

地
区

の
保

健
師

・
保

育
士

・
公

民
館

で
計

画
し

、
年

間
を

通
し

て
講

座
を

実
施

。
事

業
企

画
に

あ
た

っ
て

は
親

の
意

見
も

取
り

入
れ

な
が

ら
、

主
体

的
な

活
動

と
な

る
よ

う
に

し
て

い
く
。

対
象

者
が

保
育

園
へ

の
未

満
児

保
育

を
利

用
し

て
い

る
た

め
、

保
育

園
と

連
携

を
図

る
。

【
実

施
内

容
】

①
5
/
8
は

じ
め

ま
し

て
！

み
ん

な
で

遊
ぼ

う
（
中

止
）
②

6
/
1
1
泥

ん
こ

遊
び

を
楽

し
も

う
③

7
/
7
わ

ら
べ

歌
遊

び
・
上

村
及

び
南

信
濃

合
同

（
中

止
）
④

7
/
1
7
夏

祭
り

⑤
8
/
6
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
2
0
保

育
園

公
演

（
中

止
）
⑥

9
/
3
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
上

・
村

及
び

南
信

濃
合

同
⑦

1
0
/
3
和

田
保

育
園

運
動

会
⑧

人
形

劇
巡

回
公

演
「
わ

た
ち

ゃ
ん

」
・
上

村
及

び
南

信
濃

合
同

⑨
1
1
/
2
焼

き
芋

大
会

⑩
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
上

村
及

び
南

信
濃

合
同

⑪
ク

リ
ス

マ
ス

会
＆

サ
ブ

ニ
ュ

マ
・
上

村
及

び
南

信
濃

合
同

⑫
2
/
1
6
 １

日
入

園
⑬

3
/
5
　

閉
講

式
・
パ

ン
作

り

1
3

2
実

施
内

容
参

照
和

田
保

育
園

ほ
か

1
回

参
加

・
登

録
数

評 価

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

乳
幼

児
学

級
「
す

こ
や

か
学

級
」

市
・
地

継
続

1
0

の
べ

参
加

数

1
7

開
催

会
場

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
ほ

か

2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

事
業

区
分

事
業

名
予

算
区

分
開

催
期

日

実
施

内
容

参
照

図
書

分
館

と
の

合
同

事
業

市
・
地

6
8
3

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催

回
数

1
,2

8
2
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№
2

区
分

区
分

区
分

1
,6
6
6

2
月
2
8
日
、
3
月

1
4
日
（
予

定
）

上
村

小
学

校
体

育
館

ほ
か

目 的

上
村
・
南
信
濃
地
区
住
民

及
び
学
校
・
保
育
園
関
係

者
を
対
象
に
、
両
地
区
の

様
々

な
取

り
組

み
を
お
互

い
に
知

り
合

い
、
繋

が
り
や

連
携
の
必
要
性
を
考
え
る

機
会
を
つ
く
る

実 施 内 容

人
口
減
少
が
顕
著
な
当
地
域
の
中
で
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
愛
着
を
持
っ
た
地

域
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
両
地
区
で
活
動
し
て
い
る
若
者
を
話
題
提
供

者
に
迎

え
、
同

じ
目

的
に
向

か
っ
て
連

携
す
る
意

識
を
醸

成
し
、
活

動
の

つ
な
が

り
、

保
育

園
、
小

中
学

校
、
地

域
の

つ
な
が

り
、
遠

山
郷

内
外

と
の

つ
な
が

り
等

、
様

々
な

つ
な
が
り
か
ら
遠
山
郷
が
一
丸
と
な
り
、
さ
ら
に
推
進
力
を
も
っ
て
動
き
出
せ
る
機
会
と

し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
す
る
。

主
催
：
上
村
、
南
信
濃
両
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
及
び
公
民
館
、
共
催
：
企
画
課
、
ム

ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

、
立

教
大

学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研

究
所

※
3
/
1
4
に
遠

山
Ｇ
Ｏ
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
中

学
生

と
地

域
の

若
者

が
具

体
的

に
話
し
合
う
機
会
を
予
定

。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

同
じ
目
的
を
持
っ
て
両
地
区
住
民
が
一
堂
に
会
し
、
若
者
が
地
域
の
中
で
活
動
し
て
い
る
思
い

を
共
有
す
る
初
め
て
の
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
が
若
者
の
活
動
自
体
や
郷
土
愛
を
知
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
子
ど
も
の
頃
の
地
域
と
つ
な
が
る
経
験
が
今
の
若
者
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
共

有
し
た
。
外

部
か

ら
の

視
点

も
取

り
入

れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
暮

ら
す
こ
と
へ

の
自

己
肯

定
に
結
び
付

け
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

☑
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
遠
山
郷
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
へ
の
意
識
づ
く
り
が
で
き
た
た
め
、
こ
の

意
識

を
大

切
に
し
、
具

体
的

な
活

動
へ

つ
な
げ
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

学 級 ・ 講 座

遠
山

郷
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
・
地

新
規

2
8
3

8
3

【
成
果
と
課
題
】

地
元
高
校
生
が
実
行
委
員
長
を
務
め
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
企
画
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
。
読

み
聞

か
せ

、
松

ぼ
っ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

製
作

、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
時
間
で
あ
っ
た
。

高
校

生
に
対

し
て
は

、
あ
く
ま
で
自

発
的

な
参

画
或

い
は

参
加

を
求

め
、
地

域
へ

飛
び
出

せ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

高
校
生
に
対
し
て
は
、
H
P
や
S
N
S
を
活
用
し
た
発
信
で
声
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

中
学
生
に
お
い
て
は
、
地
域
活
動
を
通
し
て
多
様
な
人
々
と
の
出
会
い
か
ら
、
自
己
形
成
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
の

自
分

な
り
の

考
え
を
持

て
る
時

間
と
し
て
有

用
な
場

に
し
て
い
く
。

【
成
果
と
課
題
】

社
会
教
育
関
係
団
体
で
関
わ
り
の
あ
る
先
生
を
講
師
に
招
き
、
指
導
を
依
頼
し
た
。
「
こ
れ
で
い

い
か

。
」
、
「
ま
ぁ
い
い
か

。
」
と
い
う
よ
う
な
声

に
、
先

生
か

ら
「
納

得
い
く
字

を
書

い
て
み

よ
う
」
と

粘
り
強
い
指
導
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
気
を
取
り
直
し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

字
と
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
は
己
と
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ
る
。
自
己
研
鑽
で
き
る
場
と
し
て
継
続
し

た
い
。

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
3

1
2
月
2
9
日

南
信
濃
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

目 的

小
学
生
及
び
中
学
生
を
対

象
に
、
習

字
を
通

し
て
基

礎
習
得
や
集
中
力

を
養
い
、

学
習
す
る
意
欲
向
上
を
図

る
。

実 施 内 容

別
件
で
実
施
し
た
和
田
小
学
校
の
先
生
に
対
す
る
、
南
信
濃
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
け

て
欲
し
い
力
と
し
て
、
「
粘
り
強
く
、
や
り
抜
く
力
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
習
字
の
コ
ツ
を
掴
む
こ
と
や
、
集
中
力
及
び
や
り
抜
く
力
を
育

む
機
会
と
し
て
実
施
し
た
。

評 価

学 級 ・ 講 座

書
き
初
め
の
宿
題
を
や
る
会

市
・
地

新
規

1
1
9

1
9

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

6
3

1
2
月
2
9
日

か
ぐ
ら
の
湯

目 的

地
区
住
民
を
対
象
に
、
特

に
地
元
中
学
生
及
び
高
校

生
が
主
体
的
な
企
画
運
営

に
携

わ
る
こ
と
で
、
地

域
活

動
参
画
へ
の
意

識
の
醸
成

を
図
る
。

実 施 内 容

例
年

、
南

信
濃

図
書

分
館

事
業

と
し
て
位

置
付

け
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

は
子

ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
集
い
、
運
営
側
も
参
加
者
も
皆
が
楽
し
む
事
業
で

あ
る
。
　
ま
た
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
る
と
、
①
高
校
進
学
を
機
に
通
学
・

学
業

・
部

活
な
ど
忙

し
い
日

々
に
よ
り
、
地

域
と
の

つ
な
が

り
が

希
薄

化
す
る
現

状
。

②
中

学
生

の
想

い
【
「
地

域
と
協

力
」
・
「
児

童
と
の

交
流

」
か

ら
地

域
の

良
さ
を
発

信
し

た
い
。
】
と
い
う
声
に
応
え
ら
れ
る
実
践
の
場
づ
く
り
の
提
供
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
鑑
み
、
今
回
は
よ
り
多
く
の
声
を
ひ
ろ
い
、
充
実
し
た
取
組
み
に
つ

な
げ
る
た
め
、

本
事
業
に
高
校
生
や

中
学
生
が
参
画
及
び
企
画
運
営
し
、
地
域
（
公
民
館
）
活
動
を
体

験
す
る
場
と
し
て
位
置
付
け
開
催
し
た
。

評 価

学 級 ・ 講 座

ク
リ
ス
マ
ス
会

市
・
地

新
規

1
4
6

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催
会
場

開
催
期
日

事
業
名

予
算
区
分

4
6

対
象
数
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

3

区
分

区
分

区
分

3
8

1
2
月

8
日

和
田

小
学

校

目 的

和
田

小
学

校
学

校
運

営
協

議
会

を
軸

に
、

地
域

で
子

ど
も

を
育

む
実

践
活

動
推

進
を

図
る

。

実 施 内 容

和
田

小
学

校
５

年
生

が
総

合
学

習
で

行
う

「
米

づ
く
り

」
の

成
果

発
表

の
場

と
、

収
穫

後
の

実
際

の
わ

ら
を

使
う

。
地

元
住

民
が

講
師

と
な

っ
て

お
や

す
づ

く
り

を
実

施
し

、
正

月
飾

り
の

風
習

の
継

承
事

業
と

す
る

。
講

師
：
深

尾
善

一
郎

さ
ん

、
西

森
皇

謙
さ

ん

評 価

【
成

果
と

課
題

】
昔

の
暮

ら
し

の
ど

う
の

よ
う

な
場

面
で

わ
ら

を
使

っ
た

か
あ

る
い

は
ど

ん
な

使
い

方
を

し
た

の
か

を
学

ん
だ

。
子

ど
も

た
ち

が
し

め
縄

や
お

や
す

づ
く
り

を
習

得
す

る
ス

ピ
ー

ド
は

凄
ま

じ
く
早

く
、

小
さ

い
手

を
駆

使
し

て
一

生
懸

命
作

り
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
正

月
飾

り
の

風
習

に
つ

い
て

は
先

生
方

も
知

ら
な

い
こ

と
が

多
か

っ
た

よ
う

で
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
が

学
び

合
う

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
児

童
数

減
少

に
伴

い
、

田
ん

ぼ
管

理
は

不
可

能
に

近
い

。
持

続
可

能
な

取
り

組
み

に
す

る
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
学

校
運

営
協

議
会

を
通

じ
て

議
論

し
て

い
き

た
い

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

お
や

す
・
し

め
縄

づ
く
り

市
・
地

継
続

1
3
8

3
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2

8
2

1
1
月

3
日

千
代

地
区

目 的

一
般

を
対

象
に

、
山

の
古

道
を

歩
き

、
自

然
と

歴
史

に
触

れ
る

実 施 内 容

平
成

2
8
年

度
ま

で
は

大
正

～
昭

和
の

初
期

に
馬

道
と

し
て

栄
え

た
、

千
代

と
南

信
濃

木
沢

を
結

ぶ
「
旧

千
遠

線
」
を

歩
く
事

業
と

し
て

実
施

し
て

い
た

が
、

道
が

寸
断

さ
れ

整
備

で
き

て
い

な
い

個
所

な
ど

も
あ

り
、

平
成

2
9
年

度
よ

り
隔

年
で

互
い

の
地

区
へ

出
向

き
、

そ
の

地
域

を
学

ぶ
会

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。

本
年

度
は

千
代

地
区

周
辺

（
下

村
広

場
、

龍
東

道
遊

歩
道

、
そ

ら
さ

ん
ぽ

）
を

散
策

し
、

そ
の

後
、

懇
親

会
を

行
っ

た
。

講
師

：
原

知
冨

美
さ

ん
(天

龍
峡

案
内

人
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
本

年
度

は
、

令
和

元
年

に
開

通
し

た
そ

ら
さ

ん
ぽ

や
、

下
村

地
区

の
方

に
よ

り
整

備
さ

れ
た

下
村

広
場

を
め

ぐ
り

、
互

い
の

地
域

資
源

を
学

ぶ
機

会
と

な
っ

た
。

ま
た

、
天

龍
峡

案
内

人
の

方
に

同
行

い
た

だ
い

た
こ

と
で

、
今

ま
で

着
目

し
て

い
な

か
っ

た
観

光
資

源
に

つ
い

て
も

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
参

加
者

の
高

齢
化

や
旧

千
遠

線
の

寸
断

が
あ

り
、

平
成

2
9
年

度
よ

り
千

代
峠

を
介

さ
な

い
交

流
を

行
っ

て
い

る
。

一
方

で
、

旧
千

遠
線

の
古

道
と

し
て

の
文

化
的

価
値

を
残

す
意

味
で

も
、

可
能

な
形

で
千

代
峠

を
活

用
し

た
交

流
会

に
し

た
い

と
の

意
見

も
出

て
い

る
。

自
動

車
で

乗
り

入
れ

可
能

な
林

道
千

遠
線

も
延

伸
し

た
こ

と
か

ら
、

徒
歩

ル
ー

ト
の

変
更

も
視

野
に

入
れ

て
計

画
し

て
い

き
た

い
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

千
代

峠
交

流
会

市
・
地

継
続

1
5
6

1
2

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

8
4

実
施

内
容

参
照

南
信

濃
学

習
交

流
セ

ン
タ

ー
ほ

か

目 的

小
学

生
を

対
象

に
、

自
然

・
歴

史
・
文

化
な

ど
 地

域
に

溢
れ

る
資

源
を

学
ぶ

こ
と

で
、

地
元

に
愛

着
が

持
て

る
人

づ
く
り

を
目

指
す

。

実 施 内 容

上
村

公
民

館
と

共
催

で
、

長
期

休
暇

を
利

用
し

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

体
験

型
学

習
を

展
開

。
ま

た
、

長
期

休
暇

中
の

受
け

皿
づ

く
り

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
を

検
討

す
る

。
保

護
者

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
学

校
が

連
携

し
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

を
育

む
実

践
活

動
と

し
て

行
う

。
日

ご
と

の
主

な
体

験
学

習
内

容
：
8
/
4
藍

染
め

体
験

、
8
/
5
ス

イ
ミ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

、
8
/
6

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
会

（
ボ

ッ
チ

ャ
）
・
陶

芸
教

室
、

8
/
7
旧

宿
場

町
上

町
フ

ォ
ト

ロ
ゲ

イ
ニ

ン
グ

、
8
/
1
1
旧

木
沢

小
学

校
体

験
入

学
・
科

学
の

力
、

8
/
1
2
プ

ー
ル

、
8
/
1
9
魚

の
つ

か
み

ど
り

、
8
/
2
0
お

楽
し

み
会

※
春

休
み

子
ど

も
見

守
り

事
業

自
磨

の
時

間
は

3
/
2
2
～

3
/
3
1
に

実
施

予
定

（
3
/
2
8
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
登

録
へ

の
意

識
共

有
の

た
め

、
遠

山
森

林
鉄

道
子

ど
も

ス
ク

ー
ル

を
実

施
予

定
）
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

禍
で

外
部

講
師

は
控

え
、

地
元

住
民

が
講

師
と

な
る

か
た

ち
で

組
み

立
て

、
様

々
な

体
験

学
習

を
展

開
で

き
、

地
元

住
民

と
子

ど
も

が
接

す
る

機
会

を
つ

く
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

改
め

て
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

が
学

び
合

い
、

地
域

の
魅

力
を

再
発

見
し

な
が

ら
、

郷
土

愛
を

育
む

機
会

に
な

っ
た

。
地

域
の

中
に

い
か

に
組

織
化

し
て

い
く
か

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

☑
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
地

域
住

民
同

士
で

子
ど

も
の

育
ち

を
考

え
る

機
会

と
捉

え
、

上
村

・
南

信
濃

両
地

区
が

一
体

と
な

っ
た

ふ
る

さ
と

学
習

へ
の

展
開

を
図

る
。

そ
の

う
え

で
、

関
係

人
口

創
出

に
向

け
て

外
と

の
つ

な
が

り
も

組
み

込
ん

だ
事

業
へ

と
拡

充
し

て
い

く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

合 同 事 業

夏
・
春

休
み

子
ど

も
見

守
り

事
業

　
自

磨
の

時
間

市
・
地

継
続

8
2
9
9

3
7

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

− 186 −



南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

4

区
分

区
分

区
分

1
,2

8
2

4
月

2
5
日

南
信

濃
地

区
内

目 的

地
域

住
民

を
対

象
に

自
然

保
護

に
対

す
る

意
識

の
向

上
と

そ
の

環
境

保
全

学
習

で
共

生
の

意
義

を
学

ぶ

実 施 内 容

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

は
県

の
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
て

い
て

、
県

内
で

は
2
0
つ

が
い

ほ
ど

し
か

い
な

い
貴

重
な

鳥
で

、
そ

の
保

護
活

動
を

通
じ

て
自

然
を

を
理

解
し

、
自

然
を

保
護

す
る

気
持

ち
を

育
て

る
機

会
を

醸
成

す
る

。
ま

た
、

環
境

保
全

学
習

を
通

じ
て

、
陸

の
豊

か
さ

も
守

る
意

識
と

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
づ

く
り

へ
の

意
識

を
醸

成
す

る
。

評 価

【
成

果
と

課
題

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
蔓

延
の

た
め

規
模

縮
小

で
環

境
保

全
委

員
会

と
公

民
館

委
員

の
少

数
で

巣
箱

を
設

置
し

た
。

２
か

所
で

営
巣

を
確

認
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
陸

の
豊

か
さ

を
守

る
う

え
で

、
大

切
な

保
護

活
動

と
し

て
位

置
付

い
て

い
る

。
持

続
可

能
な

取
り

組
み

に
す

る
た

め
、

住
民

周
知

特
に

子
ど

も
た

ち
の

関
わ

り
を

意
識

し
た

事
業

展
開

を
図

る
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

学 級 ・ 講 座

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

保
護

活
動

と
環

境
保

全
学

習
市

・
地

継
続

1
9

9

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2

8
2

中
止

-

目 的

地
域

の
住

民
を

対
象

に
健

康
や

食
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
自

身
で

行
う

健
康

づ
く
り

の
き

っ
か

け
の

場
を

提
供

す
る

。

実 施 内 容

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
蔓

延
の

た
め

中
止

】
健

康
福

祉
委

員
会

と
体

育
委

員
会

合
同

で
実

施
。

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

ク
ッ

ブ
・
囲

碁
ボ

ー
ル

・
ク

ロ
リ

テ
ィ

評 価

【
成

果
と

課
題

】
例

年
、

２
月

下
旬

に
開

催
す

る
関

係
で

会
議

を
１

月
上

旬
に

行
っ

て
い

た
が

、
コ

ロ
ナ

感
染

警
戒

レ
ベ

ル
が

高
い

状
態

が
続

い
た

た
め

、
健

康
福

祉
委

員
長

、
体

育
委

員
長

及
び

館
長

の
ご

意
見

を
集

約
し

、
企

画
会

議
を

す
る

こ
と

も
困

難
な

中
で

準
備

が
整

わ
な

い
こ

と
か

ら
、

中
止

の
判

断
と

な
っ

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
健

康
福

祉
委

員
会

に
よ

る
健

康
学

習
と

体
育

委
員

会
に

よ
る

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
は

学
習

と
交

流
の

場
を

創
出

し
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
の

事
業

実
績

か
ら

も
参

加
者

の
満

足
度

は
高

い
こ

と
か

ら
、

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
実

施
を

検
討

し
て

い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

 南
信

濃
健

康
ま

つ
り

地
区

費
継

続
1

2
-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2

8
2

中
止

―

目 的

日
常

的
な

健
康

づ
く
り

を
啓

発
す

る
た

め
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

を
中

心
に

健
康

づ
く
り

の
機

会
を

つ
く
る

。

実 施 内 容

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
蔓

延
の

た
め

中
止

】
昨

年
度

、
新

規
事

業
と

し
て

南
信

濃
ま

ち
づ

く
り

委
員

会
健

康
福

祉
員

会
と

共
催

で
立

ち
上

げ
。

主
た

る
内

容
（
昨

年
度

）
開

催
日

：
毎

週
月

曜
日

1
9
：
0
0
～

2
0
：
0
0

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

が
主

と
な

り
、

地
区

内
を

各
自

の
ペ

ー
ス

で
周

遊
。

雨
天

時
は

体
育

委
員

指
導

に
よ

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

や
体

幹
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

。
評 価

【
成

果
と

課
題

】
コ

ロ
ナ

の
状

況
が

安
定

せ
ず

、
「
集

う
」
こ

と
へ

の
住

民
の

不
安

を
煽

ら
な

い
よ

う
配

慮
し

た
。

会
議

の
中

で
、

週
１

の
負

担
感

、
広

域
的

な
地

理
特

性
か

ら
、

出
張

を
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
（
案

）
が

出
る

な
ど

、
い

か
に

し
て

、
楽

し
く
全

住
民

の
皆

さ
ん

に
参

加
し

て
も

ら
う

か
を

検
討

す
る

機
会

に
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
昨

年
度

の
結

果
か

ら
、

地
元

住
民

に
限

ら
ず

隣
地

区
や

、
学

校
の

先
生

方
の

参
加

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

需
要

が
あ

る
こ

と
を

前
提

に
、

さ
ら

な
る

充
実

化
を

図
る

。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

体 育 事 業

健
康

増
進

事
業

　
毎

週
月

曜
日

は
み

な
み

し
な

の
健

康
の

日
地

区
費

継
続

1
1
0

-

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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№
5

区
分

区
分

区
分

1
,2
8
2

8
/
1
5
（
中
止
）

-

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
健

康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

【
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

蔓
延

の
た
め
中

止
】

こ
れ
ま
で
、
南
和
田
・
本
町
、
木
沢
・
八
重
河
内
、
西
部
及
び
新
町
チ
ー
ム
の
編
成
だ
っ

た
が
、
受
付
時
に
く
じ
引
き
を
行
い
、
最
大
３
チ
ー
ム
の
混
成
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
シ
ス

テ
ム
を
と
る
。

競
争
と
い
う
よ
り
は
地
区
内
住
民
の
親
睦
を
主
た
る
目
的
と
す
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

会
議
を
重
ね
、
従
来
の
野
球
大
会
は
帰
省
中
の
地
縁
者
も
参
加
し
、
地
区
内
外
の
重
要
な
交

流
事

業
と
な
っ
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

を
鑑

み
て
地

区
内

完
結

型
に
切

り
替

え
た
新

た
な
カ
タ
チ

を
つ
く
っ
た
。

伝
統
あ
る
野
球
大
会
で
は
あ
る
も
の
の
、
例
年
野
球
人
口
は
減
り
、
参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て

い
る
の

が
実

情
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
な
か

で
、
野

球
大

会
の

あ
り
方

に
つ
い
て
も
考

え
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

若
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
現
状
把
握
に
努
め
、
創
意
工
夫
を
考
え
る
と
と
も
に
、
事
業

の
在
り
方
を
検
討
実
施
し
て
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

コ
ロ
ナ
退
散
！
盆
野
球

大
会

地
区
費

新
規

3
2
5

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2
8
2

8
/
2
5
（
中
止
）

-

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
健

康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

【
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

蔓
延

の
た
め
中

止
】

遠
山
中
学
校
、
橋
北
、
夜
川
瀬
、
南
和
田
、
南
部
・
木
沢
、
本
町
の
6
チ
ー
ム
が
参
加
。

1
チ
ー
ム
2
試
合
の
リ
ー
グ
戦
及
び
決
勝
戦
。
御
射
山
ソ
フ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
、
恒
例
の

行
事
で
あ
る
。
地
区
ご
と
や
中
学
生
チ
ー
ム
の
参
加
で
7
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
1
チ
ー
ム
最

低
2
試

合
で
き
る
よ
う
に
、
変

則
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
開

催
し
て
い
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

会
議
を
重
ね
、
従
来
の
野
球
大
会
は
帰
省
中
の
地
縁
者
も
参
加
し
、
地
区
内
外
の
重
要
な
交

流
事

業
と
な
っ
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
禍

を
鑑

み
て
地

区
内

完
結

型
に
切

り
替

え
た
新

た
な
カ
タ
チ

を
つ
く
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

比
較
的
、
野
球
大
会
よ
り
参
加
し
や
す
い
環
境
で
、
中
学
生
チ
ー
ム
が
あ
る
な
ど
異
年
齢
交
流

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

第
4
0
回
南
信
濃
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
区
費

継
続

3
2
6

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2
8
2

1
1
月
1
日

南
信
濃
運
動
場

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
健

康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

新
し
い
運
動
の
様
式
と
し
て
、
一
か
ら
事
業
を
組
立
て
た
。

テ
ー
マ
「
み

ん
な
で
楽

し
く
元

気
に
体

を
動

か
し
ま
い
か

」
①

ラ
ジ
オ
体

操
第

１
②

ウ
ル

ト
ラ
ス
ト
レ
ッ
チ
③

南
信

濃
大

大
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
④

ラ
ッ

キ
ー
抽
選
会
⑤
南
信

濃
村
発
足
3
0
年
記
念
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
お
披
露
目

評 価

【
成
果
と
課
題
】

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
住

民
の

健
康

状
態

を
気

に
か

け
な
が

ら
、
運

動
会

で
大

切
に
し
て
き
た
こ
と
を

保
持

し
つ
つ
、
体

育
委

員
会

に
で
き
る
こ
と
を
委

員
全

員
で
考

え
出

し
た
、
分

館
役

員
、
公

民
館

臨
時
総
会
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
、
実
現
で
き
た
。

中
学

生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
か

ら
、
コ
ロ
ナ
で
も
こ
う
し
て
皆

さ
ん
が

つ
な
が

れ
る
場

所
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
と
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

当
初
、
1
0
0
人
程
度
の
参
加
見
込
み
だ
っ
た
が
、
３
倍
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
大
盛
況
で
閉
じ

た
。
し
ば
ら
く
余
韻
が
あ
り
、
委
員
さ
ん
に
「
と
て
も
よ
か
っ
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
住
民
が

多
く
い
た
と
の
こ
と
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
□

現
状

維
持

　
　
　
　
☑

縮
小

園
児
数
及
び
児
童
数
減
少
か
ら
、
そ
れ
そ
れ
単
独
開
催
は
難
し
い
と
の
声
が
挙
が
り
、
令
和
3

年
度
に
向
け
た
保
育
園
、
小
学
校
及
び
地
区
合
同
運
動
会
の
あ
り
方
検
討
協
議
会
を
進
行
中

で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
有
用
性
の
あ
る
事
業
展
開
を
図
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

南
信
濃
地
区
運
動
の

集
い

地
区
費

新
規

8
4
0
1

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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№
6

区
分

区
分

区
分

1
,2
8
2

1
0
月
8
日

南
信
濃
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

目 的

住
民
を
対
象
に
天
体
観
測

を
通
し
て
環
境
問
題
へ
の

意
識
と
自
然
保
護
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ

実 施 内 容

南
信

濃
B
＆

G
海

洋
セ
ン
タ
ー
敷

地
内

に
あ
る
天

体
望

遠
鏡

を
有

効
活

用
し
、
こ
こ
に

暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
然
豊
か
な
遠
山
郷
を
具
体
的
に
体
感
す
る
事
業
と
し

て
、
天

体
又

は
星

空
観

察
会

を
企

画
す
る
。

　
ま
た
、
天
体
や
星
空
の
学
習
を
深
め
る
こ
と
と
天
体
望
遠
鏡
の
利
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
ふ

と
見

上
げ
る
夜

空
が

よ
り
、
心

の
癒

し
や

豊
か

さ
に
つ
な
が

る
事

業
と
す

る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

本
事
業
で
始
め
て
お
行
き
会
い
す
る
方
々
が
目
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
体
に
興
味
関
心
が
あ
る

方
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

飯
田
市
美
術
博
物
館
の
学
芸
員
さ
ん
に
よ
る
専
門
的
講
座
は
天
体
の
面
白
さ
を
掘
り
下
げ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

学
芸
員
さ
ん
と
連
携
し
、
既
存
の
望
遠
鏡
を
有
効
活
用
し
た
事
業
展
開
を
図
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

天
体
観
測
会

地
区
費

継
続

1
2
8

2
8

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
,2
8
2

実
施
内
容
参
照

南
信
濃
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
健

康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機

会
の

提
供

を
図

る
。

実 施 内 容

例
年

、
年

度
を
通

し
て
1
0
回

程
度

開
催

し
て
い
た
が

、
コ
ロ
ナ
対

策
を
と
れ

る
で
あ
ろ
う

期
間
の
み
実
施
し
た
。

ヨ
ガ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
が
目
的
で
あ
る
。

1
1
/
1
9
　
第
１
回
、
1
1
/
2
9
　
第

２
回

講
師
：
中
村
陽
子
先
生

評 価

【
成
果
と
課
題
】

若
年
層
に
好
評
な
事
業
で
あ
り
、
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
方
が
多
い
。
先
生
か
ら
十
分
な

コ
ロ
ナ
対

策
を
講
じ
る
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
で
き
た
。

こ
れ

ま
で
、
参

加
し
た
い
け
ど
都

合
が

合
わ

な
い
。
と
の

声
が

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
事

前
集

約
を

行
い
な
る
べ
く
ご
希
望
に
沿
う
形
で
開
催
し
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

ヨ
ガ
=
女

性
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が

、
本

事
業

は
誰

で
も
気

軽
に
で
き
る
ヨ
ガ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
参
加
周
知
を
図
り
た
い
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

体 育 事 業

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
講
座
2
0
2
0

地
区
費

継
続

2
2
0

1
0

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

1
0

1
月
1
０
日
(延

期
)

南
信
濃
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か

目 的

新
成
人
を
対
象
に
、
地
域

が
新
成
人
を
祝
福
し
、
新

成
人
が
家
族
・
地
域
へ
の

感
謝
を
表
す
場
、
改
め
て

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
す
る
。

実 施 内 容

統
合
遠
山
中
学
校
区

と
な
り
、
２
地
区
公
民
館
合
同
開
催
。
今
年
度
の
地
域
学
習
の

テ
ー
マ
は
「
遠
山
郷
に
あ
る
３
つ
の
店
舗
の
ジ
ン
ギ
ス
を
学
ぶ
（
三
種
の
ジ
ン
ギ
ス
）
」
と

な
り
、
取

り
組

ん
だ
。
新

成
人

、
文

化
委

員
会

、
企

画
委

員
会

で
実

行
委

員
会

を
組

織
し
て
、
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
。

新
成
人
実
行
委
員
の

活
動
：
地
域
学
習
（
遠
山
郷
三
種
の
ジ
ン
ギ
ス
）

8
/
1
5
･･
･新

成
人
と
の
打
合
せ

1
0
/
1
1
…

地
域

学
習

（
三

種
の

ジ
ン
ギ
ス
を
食

す
会

）
1
1
/
1
2
…

地
域

学
習

（
三

種
の

ジ
ン
ギ
ス
を
考

え
る
会

)
※
３
月
…
地
域
学
習
（
三
種
の
ジ
ン
ギ
ス
を
ま
と
め
る
会
）

評 価

【
成
果
と
課
題
】

両
地
区
の
公
民
館
委
員
も
新
成
人
と
と
も
に
、
ジ
ン
ギ
ス
を
学
び
直
す
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、

新
成
人
が
そ
の
活
動
の
内
容
か
ら
、
両
地
区
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
課
題
解
決
や
新
た
な
価
値

を
見
出
せ
る
可
能
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

延
期
先
に
向
け
て
、
一
部
の
新
成
人
か
ら
両
地
区
の
魅
力
を
活
か
し
た
具
体
的
な
活
動
案
が

出
て
き
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
地
域
や
他
の
新
成
人
に
も
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

文 化 事 業

遠
山
地
区
成
人
式

市
・
地

継
続

3
3
9

-

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回

参
加

・
登

録
数
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南
信

濃
公

民
館

の
事

業
報

告
№

7

区
分

区
分

区
分

1
,2

8
2

通
年

-

目 的

地
域

の
方

を
対

象
に

、
情

報
を

発
信

、
地

域
の

情
報

の
共

有
を

目
指

す

実 施 内 容

年
間

４
回

発
行

発
行

部
数

8
0
0
冊

地
域

の
お

知
ら

せ
、

事
業

の
記

録
、

地
域

の
話

題
を

お
伝

え
す

る
。

第
1
9
3
号

6
月

3
0
日

発
行

　
  
遠

山
郷

助
っ

人
名

鑑
　

※
上

村
公

民
館

広
報

委
員

会
合

同
発

行
第

1
9
4
号

1
0
月

3
1
日

発
行

、
第

1
9
5
号

2
月

1
2
日

発
行

、
第

1
9
6
号

4
月

2
日

発
行

予
定

シ
リ

ー
ズ

：
「
匠

人
シ

リ
ー

ズ
」
「
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

」
「
フ

ァ
ミ

リ
ー

ア
ル

バ
ム

」
「
熱

熱
カ

ッ
プ

ル
」
「
て

ん
ぐ

の
く
し

ゃ
み

」
「
こ

ん
ぱ

す
ら

い
ふ

」
「
４

コ
マ

　
ヤ

マ
ナ

ミ
戦

隊
ト

オ
ヤ

マ
ジ

ャ
ー

」
9
/
1
7
公

民
館

報
情

報
交

換
会

（
３

名
参

加
）

3
/
4
第

８
回

全
国

公
民

館
報

コ
ン

ク
ー

ル
奨

励
賞

受
賞

に
伴

う
市

長
及

び
教

育
長

表
敬

訪
問

（
２

名
出

席
予

定
）
、

印
刷

会
社

龍
共

印
刷

表
敬

訪
問

（
２

名
出

席
予

定
）

評 価

【
成

果
と

課
題

】
・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
委

員
さ

ん
自

身
の

生
活

や
地

区
の

実
情

を
話

し
合

い
、

今
発

信
す

る
こ

と
に

つ
い

て
議

論
し

様
々

な
ネ

タ
が

飛
び

出
し

て
き

た
。

公
民

館
報

情
報

交
換

会
で

話
題

提
供

を
し

た
り

、
他

地
区

の
委

員
さ

ん
の

話
を

受
け

て
、

よ
り

一
層

や
ま

な
み

作
成

の
意

欲
が

わ
き

、
会

議
は

い
つ

も
賑

や
か

く
楽

し
い

も
の

で
あ

る
。

・
第

８
回

全
国

公
民

館
報

コ
ン

ク
ー

ル
奨

励
賞

受
賞

は
委

員
さ

ん
の

意
欲

を
掻

き
立

て
る

き
っ

か
け

と
な

り
、

誇
り

と
自

信
を

育
む

機
会

と
な

っ
た

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
住

民
の

皆
さ

ん
が

読
み

た
い

と
期

待
す

る
館

報
づ

く
り

に
継

続
し

て
取

り
組

む
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

広 報 事 業

広
報

「
や

ま
な

み
」
発

行
　

　
　

　
　

　
地

区
費

継
続

4
2
5

6

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

【
成

果
と

課
題

】
一

昨
年

か
ら

、
地

域
資

源
を

活
用

し
た

当
地

域
な

ら
で

は
の

公
演

を
意

識
し

て
い

る
。

具
体

的
に

は
観

光
拠

点
か

ぐ
ら

の
湯

を
会

場
に

し
た

り
、

伝
統

芸
能

・
文

化
「
此

田
神

楽
」
や

「
遠

山
の

ふ
じ

糸
を

使
っ

た
ア

ク
セ

サ
リ

ー
作

り
」
が

あ
る

。
一

方
で

、
児

童
数

減
に

伴
い

、
和

田
小

学
校

人
形

劇
廃

止
と

高
齢

化
に

よ
る

シ
ル

バ
ー

人
形

劇
団

　
遠

山
☆

き
ら

り
の

解
散

で
、

人
形

劇
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

は
下

が
り

つ
つ

あ
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
地

元
劇

団
と

B
タ

イ
プ

又
は

C
タ

イ
プ

と
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
公

演
を

組
み

立
て

て
き

た
が

、
地

元
の

発
表

団
体

が
無

く
な

っ
た

た
め

、
公

演
は

１
日

の
み

設
け

る
。

【
成

果
と

課
題

】
プ

ロ
の

生
演

奏
で

心
豊

か
に

な
り

心
地

よ
い

時
間

が
創

れ
る

こ
と

や
遠

山
中

学
校

吹
奏

楽
部

の
成

果
発

表
の

場
と

し
て

有
用

な
機

会
に

な
っ

て
い

る
が

、
諸

経
費

が
か

か
る

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
□

現
状

維
持

　
　

　
　

☑
縮

小
予

算
確

保
が

難
し

い
た

め
申

請
し

な
い

こ
と

と
す

る
。

目 的

市
民

を
対

象
に

、
音

楽
を

楽
し

む
機

会
と

す
る

。
子

ど
も

た
ち

に
優

れ
た

音
楽

に
親

し
ん

で
も

ら
う

こ
と

を
目

指
す

実 施 内 容

aｒ
u
企

画
を

通
じ

普
段

聞
く
こ

と
の

で
き

な
い

プ
ロ

の
演

奏
会

を
、

文
化

委
員

会
・
南

信
濃

振
興

公
社

・
チ

ー
ム

モ
ッ

セ
に

よ
る

実
行

委
員

会
方

式
で

開
催

。
遠

山
中

学
校

吹
奏

楽
部

と
の

連
携

。
４

月
主

催
者

中
止

決
定

-
6
月

（
中

止
）

か
ぐ

ら
の

湯

対
象

数

評 価

開
催

期
日

開
催

会
場

文 化 事 業

ふ
る

さ
と

コ
ン

サ
ー

ト
in

遠
山

郷
市

・
地

継
続

1
8

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

文 化 事 業

目 的

 地
域

住
民

を
対

象
に

、
人

形
劇

を
通

じ
た

、
地

域
づ

く
り

を
図

る
。

実 施 内 容

地
域

資
源

を
最

大
限

活
用

し
た

特
色

あ
る

フ
ェ

ス
タ

の
企

画
・
運

営
を

通
し

て
、

実
行

委
員

の
皆

さ
ん

が
学

び
、

演
じ

る
人

見
る

人
、

そ
し

て
支

え
る

人
が

楽
し

め
る

地
区

公
演

の
展

開
を

図
る

。
【
検

討
経

過
】

7
/
2
2
　

文
化

委
員

会
　

中
止

連
絡

1
,2

8
2

評 価

8
月

６
日

～
９

日
（
 中

止
）

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数

―

開
催

期
日

開
催

会
場

い
い

だ
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
2
0

市
・
地

継
続

1
8

-
1
,2

8
2
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南
信
濃
公
民
館
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事
業
報
告

№
8

区
分

区
分

1
,3
1
1

実
施
内
容
参
照

実
施
内
容
参
照

目 的

地
区
住
民
と
都
会

の
高
校

生
が
協
働
し
、
関
係
人
口

づ
く
り
を
通

し
て
、
持

続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
を
図

る
。

実 施 内 容

多
様
な
団
体
（
人
）
が
関
わ
り
な
が
ら
、
霜
月
祭
学
習
を
軸
に
地
元
児
童
及
び
都
会
の

高
校
生
（
学
校
法
人
郁
文
館
夢
学
園
郁
文
館
グ
ロ
ー
バ
ル
高
等
学
校
）
が
地
域
学
習

を
展

開
し
、
異

文
化

交
流

の
な
か

で
、
伝

統
文

化
の

価
値

化
を
図

る
。

①
4
/
2
3
　
第

１
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
　
「
遠

山
郷

の
紹

介
」

②
6
/
2
　
第

２
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
　
「
遠

山
郷

の
地

域
史

に
つ
い
て
」

③
7
/
2
1
　
第

３
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
　
「
遠

山
の

霜
月

祭
」

④
1
1
/
1
0
　
第

１
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
「
舞

の
練

習
」
（
高

校
生

）
⑤

1
2
/
2
1
　
第

１
回

オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
「
舞

の
練

習
」
（
高

校
生

）
最
終
目
標
は
1
0
年
前
に
休
止
と
な
っ
た
遠
山
天
満
宮
で
の
舞
の
奉
納
で
あ
っ
た
が
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

蔓
延

の
た
め
中

止
と
し
た
。

代
わ
り
に
絵
馬
を
作
成
し
、
奉
納
す
る
こ
と
で
疫
病
退
散
と
舞
の
奉
納
実
現
に
向
け
た

願
い
を
共

有
す
る
こ
と
と
す
る
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

児
童
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
霜
月
祭
に
つ
い
て
、
ソ
ト
か
ら
の
視
点
で
そ
の

価
値
を
評
価
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に
肯
定
感
と
有
用
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

都
会
の
高
校
生
た
ち
も
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
奥
深
い
祭
り
を
他
に
知
ら
な
い
。
遠
山
に
暮
ら
す

人
々
に
と
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
伝
統
文
化
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

さ
ら
に
、
学
校
教
育
に
本
事
業
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
を
実
施
す

る
な
ど
、
実

用
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形

成
の

場
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
い
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

各
地

区
で
執

り
行

わ
れ

る
霜

月
祭

は
担

い
手

不
足

に
よ
り
、
祭

り
の

存
続

が
危

ぶ
ま
れ

る
現

状
で
あ
る
。
こ
こ
に
暮

ら
す
住

民
の

た
め
の

祭
り
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
、
地

区
内

外
で
学

習
を
深

め
て
い
く
機
会
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
祭
り
に
誇
り
を
も
つ
こ
と
、
関
係
人
口
を
創
出
し
遠
山
郷
に

関
わ

る
人

づ
く
り
を
推

進
す
る
。

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

そ の 他

関
係

人
口

創
出

事
業

　
霜

月
祭

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　
　

地
区

費
継

続
7

3
9
8

1
3

事
業
名

予
算
区
分
事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
回
参
加
・
登
録

数

【
成
果
と
課
題
】

・
２
度

の
実

行
委

員
会

の
中

で
、
目

的
を
整

理
し
て
共

有
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
可

能
な

取
り
組
み

つ
い
て
委
員
さ
ん
か
ら
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
集
客

は
前
年

比
1
.7
倍
増
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
同
士
が
集
い
の
場
を
求
め
て
い
る
と
察
す
る
。

当
日
は

賑
や
か
で
人
々
に
笑
顔
が
戻
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

・
実

行
委

員
会

の
高

齢
化

に
よ
り
、
当

日
の

展
示

会
場

準
備

が
大

変
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ

て
お

り
、
構
成
員
の
方
か
ら
若
い
衆
の
参
画
を
強
く
求
め
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。

・
開
催
の

可
否
を
年
度
当
初
に
確
定
さ
せ
、
出
展
者
の
皆
さ
ん
が
意
欲
を
も
っ
て
製
作
に
取
り

組
め
る
よ
う
段

取
り
す
る
。

【
次
年
度

の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

鑑
賞
と
観
賞
の
融
合
で
充
実
し
た
事
業
を
展
開
す
る
。

1
2
1

1
,2
8
2

1
1
月
1
9
日
か
ら
2
2
日

南
信
濃
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か

目 的

地
域
住
民
を
対
象
に
、
芸

術
の
振
興
と
交
流
拡
大
の

機
会
の
提
供
を
図
る
。

実 施 内 容

地
域
住
民
の
芸
術
文

化
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
す
る
と
と
も
に
、
各
種
手
芸
団
体
の
皆

様
の
日
頃
作
成
し
て
き
た
作
品
を
地
域
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
成
果
発

表
、
そ
し
て
お
互
い
の

研
鑚
の
場
と
し
て
開
催
す
る
。
先
人
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
と
と
も

に
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
住
民
誰
も
が
親
し
み
を
も
ち
、
持
続
可
能
な
芸

術
祭
を
創
り
あ
げ
て
い
く
機
会
と
す
る
。

今
年
は
２
度
の
実
行
委

員
会
を
経
て
、
新
た
な
形
式
で
実
行
し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
～

ア
ー
ト
を
前
に
ビ
ッ
ク
な
笑
顔
～
を
据
え
て
、
目
的
意
識
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
だ
。
コ
ロ
ナ
感

染
症

対
策

と
し
て
、
会

場
を
分

散
型

展
示

と
し
た
。

【
特

別
企

画
】
1
1
/
2
1
①
遠
山
キ
ッ
ズ
太
鼓
爛
花
の
太
鼓
披
露
②
和
田
小
学
校
４
年
生

人
形
劇
　
和
田
レ
イ
ン
ボ
ー
劇
団
公
演
③
南
信
濃
図
書
分
館
紙
芝
居
披
露
④
も
の
づ

く
り
講
座
（
折
り
紙
で
お
花
を
つ
く
ろ
う
＆
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
）

そ
の
他
、
よ
り
多
く
の
住

民
参
加
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前
告
知
で
「
遠
山
郷
の
V
字

谷
【
逆
さ
富
士
】
を
撮
っ
て
飾
ろ
う
」
と
題
し
て
、
当
地
区
の
深
い
谷
あ
い
を
撮
影
し
た
逆

さ
富
士
の
写
真
を
撮
り
集
め
、
ひ
と
つ
の
山
を
製
作
す
る
ア
ー
ト
事
業
を
実
施
。

評 価

そ の 他

第
2
3
回
南
信
濃
芸
術
祭

市
・
地

継
続

1
4
8
6

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

対
象
数

開
催
期
日

1
回

参
加

・
登

録
数

開
催
会
場
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Ａ
ブ

ロ
ッ

ク
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民
館

の
事

業
報

告
№

1

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

実 施 内 容

評 価

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

旧
市

５
地

区
野

球
大

会
地

区
費

継
続

2
2
8

-
1
6
,4

6
7

5
月

1
0
日

（
中

止
）

押
洞

運
動

場

旧
市

5
地

区
の

市
民

を
対

象
に

野
球

を
通

じ
て

の
交

流
を

目
指

す
。

各
地

区
と

も
既

存
の

野
球

チ
ー

ム
が

な
い

た
め

、
体

育
委

員
が

声
か

け
を

す
る

こ
と

で
チ

ー
ム

を
編

成
し

計
画

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

中
止

。
【
検

討
過

程
】

4
/
6
（
月

）
、

4
/
2
4
（
金

）

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

大
会

の
実

施
に

つ
い

て
、

担
当

館
の

公
民

館
委

員
を

中
心

に
検

討
。

全
国

で
非

常
事

態
宣

言
が

発
出

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

実
施

で
き

る
状

況
で

は
な

い
と

の
判

断
か

ら
中

止
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
準

備
・
審

判
等

も
参

加
チ

ー
ム

に
よ

る
自

主
的

な
運

営
が

定
着

し
て

き
て

い
る

。
５

地
区

の
若

年
層

が
集

ま
る

貴
重

な
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

来
年

度
も

引
き

続
き

開
催

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

丘
の

上
ス

ポ
ー

ツ
大

会
他

会
計

継
続

4
1
1
0

8
0

1
6
,4

6
7

3
月

7
日

丸
山

小
学

校
校

庭

旧
市

５
地

区
の

住
民

を
対

象
に

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
の

た
め

の
講

習
と

交
流

を
目

指
す

。

５
地

区
体

育
部

長
、

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

、
主

事
が

中
心

と
な

っ
て

企
画

・
運

営
。

例
年

「
囲

碁
ボ

ー
ル

」
を

行
っ

て
い

た
が

、
コ

ロ
ナ

対
策

の
た

め
屋

外
競

技
の

「
ク

ッ
ブ

」
へ

変
更

し
た

。
各

地
区

で
大

会
ま

た
は

講
習

会
を

開
催

し
、

ル
ー

ル
を

理
解

し
て

か
ら

参
加

し
て

も
ら

う
。

参
加

チ
ー

ム
：
2
0
チ

ー
ム

（
各

地
区

よ
り

4
チ

ー
ム

）
　

　
総

合
優

勝
：
東

野
Ｄ

体
育

部
長

・
ス

ポ
推

・
主

事
打

合
せ

　
9
/
3
、

1
2
/
3
、

3
/
2

【
成

果
と

課
題

】
屋

外
で

で
き

る
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

「
ク

ッ
ブ

」
を

普
及

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
新

成
人

実
行

委
員

チ
ー

ム
で

の
参

加
も

あ
り

、
地

区
を

超
え

た
交

流
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
５

地
区

の
交

流
機

会
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

開
催

し
た

い
。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
シ

ニ
ア

・
レ

デ
ィ

ー
ス

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

他
会

計
継

続
2

5
8
0

5
チ

ー
ム

5
月

1
7
日

（
中

止
）
、

1
1
月

3
日

（
中

止
）

押
洞

運
動

場

旧
市

５
地

区
の

市
民

（
高

齢
者

と
女

性
）
を

対
象

に
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
を

通
じ

て
の

交
流

を
目

指
す

。

O
B

ソ
フ

ト
、

レ
デ

ィ
－

ス
ソ

フ
ト

の
チ

ー
ム

の
試

合
を

通
じ

て
の

交
流

と
親

睦
を

目
的

に
実

施
を

検
討

し
た

が
、

春
季

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
。

秋
季

は
雨

天
の

た
め

、
中

止
と

な
っ

た
。

春
季

大
会

：
5
月

1
7
日

  
  

  
 秋

季
大

会
：
1
1
月

3
日

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

大
会

の
実

施
に

つ
い

て
、

担
当

地
区

の
チ

ー
ム

を
中

心
に

検
討

。
全

国
で

非
常

事
態

宣
言

が
発

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
実

施
で

き
る

状
況

で
は

な
い

と
の

判
断

か
ら

中
止

。
秋

季
大

会
も

雨
天

の
た

め
中

止
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

た
だ

、
有

志
の

チ
ー

ム
で

練
習

試
合

を
行

っ
た

と
こ

ろ
も

あ
り

、
交

流
と

親
睦

の
大

切
さ

を
感

じ
て

も
ら

え
た

と
思

う
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
５

地
区

と
も

に
シ

ニ
ア

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

の
団

体
が

あ
り

、
運

営
な

ど
は

担
当

チ
ー

ム
が

自
主

的
に

行
っ

て
い

る
。

参
加

者
の

生
き

甲
斐

に
も

な
っ

て
お

り
、

次
年

度
も

引
き

続
き

実
施

し
て

い
き

た
い

。

事
業

名
予

算
区

分
事

業
区

分
開

催
回

数
の

べ
参

加
数

1
回

参
加

・
登

録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ

ロ
ッ

ク
広

報
・
館

報
研

修
会

他
会

計
継

続
2

1
2

-
4
8

1
月

2
7
日

（
中

止
）

東
野

公
民

館

旧
市

５
地

区
の

公
民

館
報

・
ま

ち
づ

く
り

会
報

作
成

委
員

を
対

象
に

作
成

技
術

向
上

と
交

流
を

目
指

す
。

毎
年

１
回

研
修

を
開

催
し

て
い

る
。

今
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
禍

で
の

館
報

広
報

作
成

の
実

践
や

悩
み

に
つ

い
て

の
意

見
交

換
会

を
計

画
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
中

止
。

内
容

：
「
今

年
度

を
振

り
返

え
ろ

う
～

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

館
報

・
広

報
誌

の
発

行
に

つ
い

て
の

悩
み

に
つ

い
て

～
」

【
検

討
過

程
】

1
2
/
2
3
（
水

）
、

1
月

1
2
日

（
火

）

【
成

果
と

課
題

】
感

染
症

対
策

を
し

な
が

ら
の

研
修

会
の

実
施

に
つ

い
て

、
担

当
の

公
民

館
委

員
を

中
心

に
検

討
。

飯
田

下
伊

那
地

域
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
へ

の
警

戒
レ

ベ
ル

が
「
5
」
と

な
っ

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
実

施
で

き
る

状
況

で
は

な
い

と
の

判
断

か
ら

中
止

。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡

充
　

　
　

　
☑

現
状

維
持

　
　

　
　

□
縮

小
来

年
度

以
降

広
報

紙
を

作
る

意
義

な
ど

を
学

ぶ
と

同
時

に
、

お
互

い
の

大
変

さ
を

話
し

合
う

な
ど

交
流

と
い

う
部

分
も

大
切

に
し

な
が

ら
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
た

い
。
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告
№

2

区
分

目 的

実 施 内 容

評 価

区
分

実 施 内 容

評 価

1
6
,4
6
7

8
月

3
日

～
8
月

3
1
日

実
施

内
容

参
照

旧
市
5
地
区
の
住
民

を
対

象
に
、
人

形
劇

に
関

す
る
展

示
に
触

れ
る
こ
と
で
フ
ェ
ス

タ
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ

５
地

区
そ
れ

ぞ
れ

で
人

形
劇

に
関

す
る
展

示
を
行

い
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
。
9
9
通

の
応

募
が

あ
っ
た
。

橋
北

・
・
公

民
館

（
橋

北
公

民
館

公
演

、
歴

代
ワ
ッ
ペ
ン
に
つ
い
て
）

橋
南

・
・
り
ん
ご
庁

舎
（
追

手
町

小
公

演
、
わ

い
わ

い
パ

レ
ー
ド
に
つ
い
て
）

羽
場

・
・
公

民
館

（
西

中
人

形
劇

部
、
羽

場
公

民
館

公
演

に
つ
い
て
）

丸
山

・
・
公

民
館

（
丸

山
小

人
形

劇
ク
ラ
ブ
「
つ
ば

さ
」
、
丸

山
公

民
館

公
演

に
つ
い
て
）

東
野

・
・
飯

田
駅

待
合

室
（
人

形
劇

団
「
あ
か

ね
」
に
つ
い
て
）

【
成

果
と
課

題
】

各
地

区
の

特
色

あ
る
展

示
に
よ
り
、
人

形
劇

フ
ェ
ス
タ
に
触

れ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
地

区
を

超
え
た
展

示
を
行

う
こ
と
で
、
普

段
行

か
な
い
施

設
を
知

る
機

会
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
参

加
者

か
ら
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
話

を
聞

い
た
り
、
展

示
準

備
を
す
る
中

で
思

い
を
聞

く
こ
と
も
で
き
た
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
□
現
状
維
持
　
　
　
　
☑
縮
小

人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
中

止
に
伴

う
代

替
事

業
と
し
て
実

施
。
次

年
度

の
開

催
に
つ
い
て
は

フ
ェ
ス
タ

開
催

の
有

無
な
ど
を
踏

ま
え
て
検

討
し
て
い
く
。

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

フ
ェ
ス
タ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

他
会

計
新

規
1

1
0
0

-

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

事
業

名
予
算
区
分

事
業
区
分

開
催

回
数

の
べ

参
加

数
1
回
参
加
・
登
録
数

対
象

数
開

催
期

日
開

催
会

場

ブ ロ ッ ク 事 業

A
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

他
会

計
継

続
1

6
6

5
チ
ー
ム

6
月

（
中

止
）
、
1
0
月

（
中

止
）

丸
山

小
学

校
体

育
館

旧
市

5
地

区
公

民
館

に
所

属
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
対
象
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
の

交
流

を
目
指
す
。

各
館

所
属

の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

団
体

の
リ
ー
グ
戦

に
よ
る
交

流
試

合
。

例
年

、
春

季
大

会
（
6
月

)と
秋

季
大

会
（
1
0
月

）
を
開

催
し
て
い
た
が

、
今

年
度

は
中

止
と

な
っ
た
。

【
検

討
結

果
】

代
表

者
会

　
8
/
3
1

【
成

果
と
課

題
】

地
区

を
超

え
た
女

性
の

交
流

機
会

に
な
っ
て
い
る
が

、
各

チ
ー
ム
と
も
人

数
の

確
保

に
苦

慮
し

て
い
る
。
こ
の

大
会

を
目

標
に
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
る
た
め
、
大

会
を
継

続
し
、
交

流
機

会
を
無

く
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

工
夫

が
必

要
。

【
次

年
度

の
方

向
性

と
取

り
組

み
】

□
拡
充
　
　
　
　
☑
現
状
維
持
　
　
　
　
□
縮
小

昨
年

度
羽

場
地

区
が

脱
退

し
、
今

年
度

は
橋

北
「
ミ
ン
ト
」
チ
ー
ム
が

脱
退

し
た
。
来

年
度

は
4

チ
ー
ム
で
の

開
催

と
な
る
た
め
試

合
方

法
に
つ
い
て
の

検
討

が
必

要
。
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B
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
の
事
業
報
告

区
分

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
職
員
を

対
象
に
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
点
在

す
る
地
域
資
源
の
学
習
会

を
開
催
し
各
地
域

に
対
す

る
認

識
を
深

め
る
。

実 施 内 容

今
年
度
は
鼎
公
民
館
が
当
番
で
研
修
会
を
実
施

し
た
。

期
日
：
３
月
９
日
（
火
）

会
場
：
鼎
公
民
館

内
容
：
各
地
区
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換

　
　
　
　
①
話
題
提
供
「
力
強
く
ず
ん
ず
ん
歩
む
子

ど
も
と
地
域
」

　
　
　
　
　
鼎

公
民

館
　
小

西
　
盛

登
館

長
　
　
　
　
　
鼎
C

S
学
校
運
営
協
議
会
員
・
下
伊
那
教
育
会
事
務
局
長
　
村
澤
　
資
憲
さ
ん

　
　
　
　
②

意
見

交
換

会
　
　
　
　
　
「
子
ど
も
に
関

わ
る
課
題
や
、
事
業
の
検
討
・
実
施
に
お
け
る
悩
み
な
ど
」

　
　
　
　
　
「
村

澤
先

生
に
聞

く
」

　
　
　
　
　
「
公

民
館

で
取

り
組

む
課

題
と
実

践
を
考

え
る
」

ブ ロ ク 事 業

目 的

2
1

円
０

会
習

学
事

主
・

長
館

ク
ッ

ロ
ブ

B

対
象
数

1

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1
2

2
1

【
成
果
と
課
題
】

今
年
度
は
、
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
て
い
た
事
業
に
、
中
学
・
高
校
と
の
連
携
の
視
点
を
加

え
る
こ
と
で
、
小
・
中
・
高
校
生
の
学
び
や
育
ち
を
一
貫

し
て
み
て
い
く
と
共
に
、
地
域
と
の
関
り

に
よ
る
子
ど
も
の
学
び
と
大
人
の
学
び
の
構
築
を
試
み
た
、
鼎
公
民
館
の
「
地
育
力
向
上
講
座

ず
ん
ず
ん
ず
～
ん
隊
」
を
話
題
提
供
と
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
相
談
し
た
、
鼎
地
区
在
住
の
村
澤
先
生
を
お
招
き
し
、
各
地

区
で
感
じ
て
い
る
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状

・
課
題
や
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
相
談

し
な
が
ら
次

年
度
の
活
動
を
展
望
す
る
機
会

と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

B
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
の
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
お
り
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
実
践
者
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
て
い
る
。
研
修
内
容
も
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
相
談

し
な
が
ら
、

よ
り
各
館
の
実
践
に
つ
な
が
る
よ
う
、
開
催

し
て
い
き
た
い
。

開
催
会
場

実
施
内
容
参
照

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

継
続

開
催
期
日

実
施
内
容
参
照

評 価

C
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
の
事
業
報
告

区
分

【
成
果

と
課
題
】

外
で
実
施
す
る
全
体
会
の
み

と
す
る
方
法
も
検
討
し
た
が
、
密
閉
を
防
げ
た
と
し
て
も
、
例
年
の

5
0
人
以
上
が
集
ま
っ
て
密
集
・
密
接
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
、
ま
た
、
情
報
交
換
や
他
地
区

の
様
子
を
知
り
自
主
的
な
活
動
へ
の
発
展

に
つ
な
げ
る
と
い
う
目
的
に
対
し
て
、
委
員
の
み
な

さ
ん
の
不
安
が
残
っ
た
ま
ま
で
は
十
分
な
内
容
に
で
き
ず
、
内
容
の
充
実
は
図
れ
な
い
と
判
断

し
、
中

止
と
な
っ
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

前
年
度
は
当
番
地
区
の
様
子
を
見
学
体
験
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
形
で
開
催

し
た
が
、
情
報

交
換
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
各
専
門
委
員
会
ご
と
で

テ
ー
マ
設
定
し
て
行
う
方
向
で
組
み
立
て
を
行
う
。

開
催
会
場

上
村
地
区
内

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

継
続

開
催
期
日

6
月

2
7
日
（
中
止
）

評 価

対
象
数

-

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

-
2
3
1

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
公
民
館
委

員
を
対
象
に
、
委
員
同
士

の
研
修
・
研
鑽
・
情
報
交
換

を
目
的
に
開
催
す
る
。

実 施 内 容

C
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
委
員
（
文
化
・
体
育
・
広
報
・
育
成
等
）
を
対
象
に
、
情
報
交
換
会
を
当

番
地
区
の
持
ち
回
り
で
上
村
地
区
を
開
催
会
場

と
し
て
計
画
す
る
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

5
/
1
4
　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
主

事
会

に
て
各
地
区
館
長
及
び
委
員
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
持
ち
寄

り
中
止
を
決
定
。

ブ ロ ク 事 業

目 的

-
費

区
地

会
換

交
報

情
ク

ッ
ロ

ブ
C
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Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
公
民
館
の
事
業
報
告

区
分

区
分

区
分

区
分

2

目 的

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
Ｄ
ブ

ロ
ッ
ク
公
民
館
委
員
及
び

住
民
同
士
の
交
流

を
行

い
、
各
地
区
の
情
報
交
換

の
場
と
す
る

実 施 内 容

種
目
を
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
か
ら
ク
ッ
ブ
と
ボ
ッ
チ
ャ
へ
変
更
し
、
感
染
症

対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
2
月
2
8
日
の

開
催
は
中
止
と
し
次
年
度
へ
延
期
と
な
っ
た
。

≪
検
討
経
過
≫

1
2
/
1
1
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
＆
主
事
合
同
打
合
せ
会

2
/
8
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
＆
主
事
合
同
打
合
せ
会

評 価

2
月
2
8
日
（
延
期
）

【
成
果
と
課
題
】

地
区
を
超
え
た
催
し
の
企
画
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
事
業
実

施
の
可
能
性
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

次
年
度
は
委
員
改
選
期
で
も
あ
る
た
め
、
各
地
区
の
様
子
や
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
そ
の
時

に
必
要

と
感
じ
る
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

開
催
会
場

龍
江
公
民
館

評 価

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

開
催
期
日

開
催
会
場

5

龍
江
小
学
校
体
育
館

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

新
規

開
催
期
日

8
月
2
6
日

対
象
数

継
続

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

1
2

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
５
地
区
の
文
化

正
副
委
員
長
（
部
長
）
を
対

象
に
、
文
化
事
業

に
つ
い

て
情
報
交
換
の
場
を
設

け
、
意
識
の
向
上
を
図
る

実 施 内 容

当
初
は
正
副
委
員
長
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
委
員
長
の
み
の

参
加
と
な
っ
た
。
５
地
区
公
民
館
の
文
化
委
員
長
（
部
長
）
が
、
各
地
区
の
文
化
祭
を
中

心
に
文
化
事
業
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

≪
内
容
詳
細
≫

①
各
地
区
の
文
化
祭
概
要
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
比
較

②
情
報
交
換
会
（
事
業
を
実
施
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
）

ブ ロ ッ ク 事 業

目 的

の
べ
参
加
数

D
ブ
ロ
ッ
ク
文
化
部
会
情
報
交
換
会

０
円

5

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

1

ブ ロ ッ ク 事 業

D
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
交
流
会

地
区
費

継
続

-
-

-
2
0
0

-
龍
江
公
民
館
ほ
か

目 的

D
ブ
ロ
ッ
ク
内
６
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
中
学
校

進
学
前
の
交
流
を
図
り
つ

つ
、
利
息
の
特
色
や
施
設

を
知
る
機
会
と
す
る

実 施 内 容

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
館
長
・
主
事
が
主
催
し
、
当
番
地
区
住
民
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
実

施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
。

≪
検
討
経
過
≫

5
/
1
3
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
館

長
・
主

事
合

同
会

議
※
日
程
や
詳
細
が
定
ま
る
前
に
中
止
が
決
定
。

評 価

【
成
果
と
課
題
】

例
年
中
学
校
進
学
前
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
た
が
、
地
区
を
超
え
た
事
業
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
や
安
全
面
を
考
慮
し
て
中
止
と
な
っ
た
。
毎
年
こ
の
事
業
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
小
学
生
が
た
く
さ
ん
お
り
、
６
小

学
校

の
児

童
が

交
流

で
き
る
貴

重
な
機

会
で
も

あ
る
た
め
、
次
年
度
は
実
施
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

夏
休
み
後
半
な
ど
小
学
生
が
参
加
し
や
す
い
日
程
を
考
慮
し
な
が
ら
、
５
地
区
公
民
館
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

事
業
区
分

事
業
名

予
算
区
分

1
回
参
加
・
登
録
数

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

【
成
果
と
課
題
】

代
表

者
会

で
は

、
で
き
る
な
ら
や

り
た
い
と
い
う
意

欲
的

な
姿

勢
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

練
習
や
現
状
を
お
互
い
に
聞
き
合
い
、
参
考
に
し
て
い
る
様
子
も
あ
っ
た
。
５
地
区
の
ク
ラ
ブ
同
士

が
協

力
し
合

い
、
自

主
的

な
大

会
運

営
と
な
っ
て
い
る
。

【
次
年

度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

５
地
区

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
交
流
の
機
会
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
目
標
に
練
習
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
も
い
る
。
次
年
度
に
な
っ
て
か
ら
代
表
者
を
集
め
、
内
容
や
日
程
の
検
討
・
決
定
を
行
っ
て
い

く
。

開
催
会
場

竜
峡
中
学
校
体
育
館

継
続

開
催
期
日

9
月
1
3
日
(中

止
）

評 価

1
-

8
,9
4
8

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
５
地
区
で
活
動

す
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム

を
対
象
に
、
地
区
を
超
え
た

交
流
と
健
康
増
進
を
図
る

事
業
名

予
算
区
分

事
業
区
分

開
催
回
数

の
べ
参
加
数

ブ ロ ッ ク 事 業

D
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
地

区
費

1
回
参
加
・
登
録
数

対
象
数

1
0

-
8
,9
4
8

【
成
果
と
課
題
】

ス
ポ
ー
ツ
推

進
委

員
と
開

催
に
つ
い
て
検

討
す
る
中

で
、
大

会
の

目
的

や
意

義
を
確

認
し
共

有
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

【
次
年
度
の
方
向
性
と
取
り
組
み
】

□
拡

充
　
　
　
　
☑

現
状

維
持

　
　
　
　
□

縮
小

延
期
先
は
６
～
７
月
頃
を
予
定
。
公
民
館
委
員
の
改
選
期
で
も
あ
る
た
め
、
内
容
に
つ
い
て
は

５
地
区
の
交
流
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

開
催
期
日

開
催
会
場

対
象
数

実 施 内 容

上
久

堅
、
千

代
、
龍

江
、
川

路
、
三

穂
の

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
交
流
戦
を
予
定

し
て
い
た
が

、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た
め
、
中

止
。

≪
検
討
経
過
≫

7
/
1
6
　
代

表
者

会
随
時
　
電
話
に
て
代
表
者
と
連
絡
・
協
議

ブ ロ ッ ク 事 業

目 的Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
地

区
費

6
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飯田市の公民館略年表

年年度度   管管理理・・令令規規   学学習習活活動動   行行事事的的動動向向 一一般般的的関関係係事事項項

昭和
22以前

 21.7公民館設置次官通牒
 憲法・教育基本法・自治法

23  飯田市公民館設置
(館長は市長兼務)

 講演会等さかん
 ナトコ巡回映画
 青年補習学校(7)

 生活合理化展共催  教育委員会法

24  社会教育法公布  スクェアダンス普及

25  青年演劇
 コンクール(郡公)

 図書館法
 文化財保護法

26  博物館法(学芸員設置)
 下伊那公民館主事会発足

27  市営球場建設  下伊那公運協脱会

28  青年学級(8)
 天龍峡夏期大学

 館建設基金
 バレー公演

 青年学級振興法施行

29  中央公民館落成  婦人学級始まる

30  婦人文集活動興る

31  地区公民館８館並立
（専任主事８人）
 公民館条例制定

 第１回町村合併１市７ヶ村
 市図書館条例制定
 市連合青年団結成
 地方教育行政の組織及び運
営に関する法律制定

32  市公民館処務規則  市図書館分館規則

33  通信教育学級開設  体育施設条例

34 告示「公民館の設置運営
に関する基準」
 社会教育法一部改正

 ラジオ婦人学級 開設

35  市民プール落成  政治学習興る

36  公民館９館並立となる
（社教主事１人公民館
主事９人）
   使用料条例

 ４月川路村編入合併
 ６月梅雨前線集中豪雨災害
 過疎地域の人口流出目立つ
 スポーツ振興法
 テレビ普及

37  第１回公民館大会  農村部人口流出続く

38  松尾公民館使用料条例
 社教主事設置１

 商業青年学級開設
 国庫補助事業で家庭教育学
級始まる

 第２回公民館大会  地域開発の声おこる
 文部省：進展する社会と公
民館

39  地区公民館12館並立
 地区公民館使用規則

 青年学級(6)  県公民館大会飯田開催
  (市公大会合流)

 上久堅、千代、龍江の３ヶ
村、市に合併

40  青年学級(11)
 母親文庫(14グﾙｰプ)

 歩こう会始まる  下伊那テーゼ「公民館主事の
性格と役割」発表

41  母親バレーボールさか
ん

 文化財保護条例制定
 市、地財法準用

42  下久堅虎岩分館設置  松尾学童クラブ開設  全公連「公民館のあるべき
姿・今日的指標」発表

43  旧市、５地区館設置で
16館並立となる
 (公民館主事14人)

 青年学級減少(5)  成人式８月実施
 早起き野球、体操祭さ
かん

 体育指導委員設置規則

44  青年文化祭（市連青）

45  文部省嘱託で婦人学級  旧小笠原書院条例制定

46  公民館主事に社教主事
を補職 １人
 青年学級規則
 松尾水城分館設置

 文部省委嘱事業[公民
館運営基準研究]始まる
地区市民運動会さかん

社会教育審議会答申「急激な
社会構造の変化に対処する社
会教育のあり方について」
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47  県民運動広場管理
 社会教育指導員設置
 松尾明分館設置

 青年セミナー開設  公民館芸能祭始まる  飯田文化会館開所

48  飯田市公民館運営基準
研究報告書作成（４つ
の運営原則を打ち出
す）

 高齢者教室開設(2)
 市民セミナー開始
 主事会報創刊10月

 県民体育飯伊大会

49  山本公民館建設
 松尾新井分館設置

 市民セミナー全地区で実施
 竜丘でモデル婦人学級

 地区文化祭さかん  社会体育係長設置
 社会教育課に青少年係設置
 少年補導センター設置
 考古資料館開所

50  市公民館改築工事始ま
る
 竜丘公民館建設

 龍江でモデル婦人学級
 高齢者教室(6)

 青年スポーツ祭始まる
 母親バレーボール大
会、社会教育課から公
民館へ

 市財政悪化
 夜間照明施設９ヶ所
 学校夜間無人化
 公民館支所宿直廃止
 スポーツ主事設置
 社会教育課に国体準備事務
局設置

51  飯田市公民館竣工
 竜丘公民館竣工
 公民館が社会教育機関
として独立（副館長制
となり、市公に管理
係、指導係を設置）

 松尾でモデルセミナー
 座光寺でモデル婦人学級
 母と子の公民館活動はじま
る（旧市５館）

 趣味の教室さかん
 市公民館開館記念行事
として郷土日本画家遺
作展及び遺作集刊行
 ＯＢ野球大会

 学校施設開放始まる

52  下久堅公民館竣工  セミナー学習活発となり、
各地で地域課題への取組み
が広がる。
 市民大学講座、乳幼児学級
始まる。

 優良公民館として文部
大臣表彰受賞

 市民憲章制定
  第３次全国総合開発計画策
定

53  旧市ではじめての単独
館羽場公民館竣工

 健康学習広がる
 運営委員会方式の学級運営

 県公民館大会が飯田市
で開催

 やまびこ国体
 市制４０周年
 第２次基本構想・基本計画
策定
 教育委員会に教育次長を設
置

54  丸山公民館竣工
 千代公民館竣工

 地区公民館でも地域に根ざ
した大学講座開設の動き

 人形劇カーニバル始ま
る

 地方の時代、文化の時代
 ビデオ機器が普及
 社会教育委員設置
 社会教育功労者表彰規定設
置
 飯伊がモデル定住圏に指定
される
 中教審「地域社会と文化に
ついて」答申

55  上久堅公民館竣工  セミナー学習が発展し、地
域計画づくりの動きも表わ
れる

 健康学習がブームに

56  川路公民館竣工  福祉テーマの学習活動が始
まる

 高齢者の文集づくりさ
かん

 中教審答申「生涯教育につ
いて」
 新飯田市立図書館竣工

57  龍江公民館竣工  天竜峡夏期大学30周年
 成人男性を対象とした学習
も
 ビデオ利用の放送利用学習

58  三穂公民館竣工  少年対象の学習始まる  国土庁定住構想推進調査
「地域文化の振興に関する調
査」が行なわれる

59  東野公民館竣工  ｢ふるさと再発見｣をテーマ
にいくつ かのプロジェクト
事業を実施

 人形劇グループの育成
 飯田線教室
 風越百景児童絵画展

 鼎町と合併
 風越山麓研修センター開所
 飯田市が非核平和都市宣言
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60  橋北、橋南公民館独立
 市公主事配置
 座光寺公民館竣工
 公民館予算２億に

 明日の親の学級をはじめ、
各地で家庭教育学級さかん
 市民大学講座「伊那谷の自
然と文化シリーズ」始まる
 天文教室各地で実施

 カーニバル事務局が公
民館に
 綱引き大会広がる

 学校開放夜間照明有料化

61  親子対象の学習活動さかん
 平和を考える婦人の集い開
催
 ハレー彗星観測会

 放送利用中南地区研修
会開催
 ビデオ機器が充実
 市民ギャラリー設置
 郷土日本画家遺作展

62  伊賀良公民館竣工
 社会教育主事７人

 主婦の再就職準備
 セミナー、高校生講座始ま
る

 松下財団の視聴覚教育
研究事業
 世界フェス事務局設置

 第４次全国総合開発計画策
定
 第３次基本構想、基本計画
策定
 体育課設置
 美術博物館建設始まる
 人形劇場建設始まる

63  家庭教育地域交流事業を受
けて全地区で家庭教育に取
り組む
 情報活用能力育成講座

 世界フェス開催
 主事全員がフェス事務
局を兼務
 フェス終了後カーニバ
ル事務局が文化会館へ
移行

 人形劇場竣工
 文化会館竣工
 生涯学習モデル市町村の指
定を受け「生涯学習のまちづ
くり推進本部」設置

平成
元

 松尾公民館竣工  魅力ある地域づくりのため
のプロジェクト事業始まる
（むこう３ヶ年）

 郷土日本画家６人遺作
展
 成人式１月開催に変更

 飯田市美術博物館が開館

2  地域文化フォーラム企
画課から事務局移管
 人形劇サークル創 設
育成事業
 飯田市公民館大会学習
交流都市構想の発表集
会を兼ねて開催

 生涯学習の振興のための施策
の推進体制等の整備に関する
法律制定

3  マップづくりさかん  県主事総会飯田市で開
催

 婦人行動計画策定作業始ま
る

4  公民館使用料金改定  平和学習事業費が予算化さ
れ、平和学習の内容強化が
図られる
 主事会に事業別プロジェク
ト体制

 県公民館大会、飯田市
で開催

 新市立病院竣工
 信州飯田女性プラン策定
 生涯学習審議会答申「今後
の社会の動向に対応した生涯
学習の振興方策について」

5  新山本公民館竣工  補助事業で「青年塾」「男
女共同参画塾」実施

 成人式を青年塾の活動
発表の場に模様替え
 飯田市公民館活動史刊
行
 体制研究委員会で分館
活動の研究

 上郷町と合併
 飯伊地域が地方拠点都市に
指定される
 浜松とのりんご交流始まる
 女性室設置

6  主事会プロジェクト
 ｢人形劇ｶｰﾆバﾙ｣
 ｢青年塾｣
 ｢地域課題発見｣
 ｢学習グﾙｰプﾈｯﾄﾜｰｸ｣
で研究と実践が行なわれる

 'はたち'のイメージソ
ングづくり、成人式で
発表

 21飯田まちづくり会議、基
本構想のたたき台がつくられ
る
 シャルルヴィルメジェール
市などへ主事２人視察研修参
加
 生涯学習審議会答申「地域
における生涯学習機会の充実
について」
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7  主事会プﾛジｪｸﾄ
  ｢人形劇ｶｰﾆバﾙ｣｢青年塾｣
｢地域課題発見｣｢市民ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ｣｢分館補助金制度｣｢委員報
酬｣ ｢市民参加とﾜｰｸｼｮｯプ｣
｢公民館建設｣で実践と研究
が行なわれる

 戦後50年で、平和を祈
念した一連の行事｢満州
移民の集い｣ ｢平和ﾌｫｰﾗ
ﾑ｣などを開催
 青年塾韓国扶余へ

 基本構想、基本計画策定
 全庁業務革新(ｷｯｸｵﾌ)に基
づき、機構改革論議に阪神大
震災、主事からもボランティ
アに参加

8  主事会プﾛジｪｸﾄ｢条件整備｣
が加わる
 人事課と共催し､地域活動
家の話を聞く研修会実施(月
1度ペｰｽ)

 青年塾のテーマを国際
交流とし、マレーシア
に訪問。
 異文化セミナー開講
 郷土日本画家遺作
 展開催､遺作集発行

 機構改革により生涯学習課
市公に配置
 基本計画スタート
 女性室独立配置
 起業家支援セミナー実施

9  主事会プﾛジｪｸﾄ
 ｢人形劇ｶｰﾆバﾙ｣｢青年塾｣ ｢
市民ﾈｯﾄﾜｰｸ｣｢条件整備｣に加
え｢中心市街地活性化｣が行
われる。
 ｢情報研究｣が始まる

 異文化ｾﾐﾅｰ「わいわい
サロン」開設
 狭間壮「心のうたコン
サート」(公民館発足50
年記念)
 青年塾ﾏﾚｰｼｱ､三遠南
信､飯田(りんご)の交流
を体験

 公民館制度発足５０周年
 多くの公民館で５０周年記
念事業やその準備が始まる
 東大教育学部ゼミが飯田市
の教 育文化活動を調査

10  主事会プﾛジｪｸﾄ
 ｢人形劇ｶｰﾆバﾙ｣｢青年塾｣｢
市民ﾈｯﾄﾜｰｸ｣｢条件整備｣ ｢情
報研究｣で研究と実践が行わ
れる

 青年塾ﾏﾚｰｼｱ､ｱｳﾄドｱ体
験(上久堅､大平)､こだ
わり体験 (上久堅風土
舎､下久堅大原さわやか
三穂生活改善グﾙ-プ､浜
松はたちの講座)

 分館事業補助金を全分館に
交付
 人形劇カ－ニバルが20回で
終了し｢新たな人形劇の祭
典」としてスタ－ト

11  主事会プﾛジｪｸﾄ ｢人形劇
フェスタ｣｢青年塾｣ ｢市民ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ｣｢条件整備｣ ｢情報研
究｣

 新たな人形劇の祭典
「いいだ人形劇フェス
タ」が盛大に開催。地
区企画公演という新た
な試みも

 旧市公民館へｉＭＡＣ配置
 インターネットを活用した
情報交換開始

12  社会教育法改正(公運
審が任意設置制になる
も飯田市は継続設置）

 主事会プﾛジｪｸﾄ
 ｢人形劇フェスタ｣｢青年塾｣
｢市民ﾈｯﾄﾜｰｸ｣｢地域課題｣ ｢
情報研究｣

 学社連携・融合の推進
が課題

 国のＩＴ政策
 全国的に荒れた成人式が話
題に

13  新竜丘公民館竣工  主事会プﾛジｪｸﾄ
  ｢人形劇フェスタ｣｢青年
塾｣ [情報ﾈｯﾄﾜｰｸ｣｢地域課
題｣

 成人式地域開催  各公民館でＩＴ講習会開催
 社会教育法の一部改正

14  主事会プﾛジｪｸﾄ
 ｢人形劇フェスタ｣｢情報研
究｣ [市民ﾈｯﾄﾜｰｸ｣｢条件整
備｣ ｢自然環境学習｣｢青年塾
ＯＢ｣
 体制研究委員会で｢分館事
業補助金｣｢運営審議会のあ
り方」について見直し検討
はじまる

 第40回記念飯田市公民
館大会開催
 天竜峡夏期大学講座開
講50周年

 完全学校週5日制スタート。
 飯田市公民館ＨＰがﾘﾆｭｰｱﾙ
され,（財）高度映像情報ｾﾝ
ﾀｰの公共ＨＰ運動でgoodsite
に選ばれる

15  公民館の設置及び 運
営に関する基準改正
 勤労青少年ホーム公民
館の組織内へ

 主事会プﾛジｪｸﾄ
 「分館活動「自治研究」
「条件整備」「情報研究」
 研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 ｢地域自治組織研究｣

 人形劇ﾌｪｽﾀ5周年
 今田人形発祥300周年

 １市３村による任意合併協
 議会設立。併せて「地域自
治組織」導入に伴う研究が行
われる
 飯田市歴史研究所開設
 飯田市文化芸術振興基本方
針策定準備会スタート
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16  公民館条例改正
（運審任期２年,使用料
改定）   -4月施行-
 公民館主事の支所職員
兼務     -4月発令-

 主事会プﾛジｪｸﾄ
 共通テーマ：「住民自治を
前提としたこれからの公民
館活動」
 館長会
 「飯田市公民館の基本原則
と今後の方向」についてま
とめ教育委員会へ提出

 県公民館大会、下伊那
（阿智村）で開催。飯
田市も実行委員会へ参
画。
 各地区で地域づく
フォーラム等開催し、
自立への動き始まる

 10/28牧野光朗市長就任。文
化経済自立都市を目指す
 １市２村（上･南信濃村）に
よる法定合併協議会設立、併
せて「地域自治組織」導入に
伴う研究が庁内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ ﾄで
進められる
 わがまちの“憲法”を考え
る市民会議が発足

17  上村・南信濃合併に伴
い、20地区公民館、106
分館体制に
 体制研究委員会を中心
に、地域自治組織発足
に向けて集中的に検討
し、新たな公民館ビ
ジョンを方向付けする

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 「人形劇」
 「社会教育ﾈｯﾄﾜｰｸ」
 「次世代支援」
 「情報研究」

 県公民館運営協議会主
催公民館ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ研修
会を飯田市で開催

 10/1上村、南信濃村と合併
 地育力向上連携システム整
備事業ＰＪ発足
 「公民館は、地育力向上の
主要な拠点として、まちづく
り委員会の中で他の委員会の
活動と積極的に連携して活動
していく。」とする市の基本
方針が出る

18  地域自治組織の発足に
向けて、飯田市公民館
条例を一部改正（地区
公民館の運営審議会を
廃止するとともに、同
施行規則の一部を改正
し、専門委員会の名
称、委員の人数、役
職、任期などは公民館
長が定め、専門委員は
公民館長の委嘱に）

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 「人形劇」
 「総合教育支援」
 「青年活動」
 「情報研究」「食育」
 館長会
 定例館長会において、年間
を通して、各地区の地域自
治組織の検討状況や事例の
研修、市長を始め関係機関
との意見交換の場を設けた

 「飯田の子どもを考え
る市民のつどい」を、
市民の皆さんや専門知
識のある方々による実
行委員会を組織して開
催

 「地育力向上連携システム
推進計画」を飯田市教育委員
会が策定
 教育基本法の改正

19  地域自治組織発足によ
り、公民館がまちづく
り委員会の公民館専門
委員会として位置づけ
られる（飯田市教育委
員会の社会教育機関と
しての位置づけも継
続）

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 「人形劇」
 「家庭教育」
 「これからの公民館を考え
る」「地域活性化」

 原田泰治と子どものふ
れあい絵画教室in飯
田、第５回郷土日本画
家遺作展を開催､遺作集
を発行

 地域自治区、地域協議会、
まちづくり委員会からなる新
しい地域自治組織が発足

20  社会教育法の改正  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 「人形劇」
 「家庭教育」
 「公民館の旨味」

 人形劇のまち30周年記
念の世界人形劇フェス
ティバル、最後のア
フィニス夏の音楽祭を
開催

21  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
 「人形劇」
 「社会教育関係団体」
 「公民館の役割」

 アフィニス夏の音楽祭
に代わり、新たに
「オーケストラと友に
音楽祭」が開催する。

 飯田市教育振興基本計画が
スタート
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飯田市の公民館略年表

年年度度   管管理理・・令令規規   学学習習活活動動   行行事事的的動動向向 一一般般的的関関係係事事項項

22  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「PLSD」
 　「公民館の役割」
 東京大学との共同学習
　東京大学大学院牧野研究
室と「これからの地域づく
りのあり方と公民館の役
割」に関する共同学習を実
施する。また、各公民館の
役員を対象に公民館の役割
や主事に関する意識調査を
実施

　県公民館運営協議会
主催「長野県公民館館
報関係者研修会」が飯
田市で開催

 館長会及び主事会での検
証、東京大学との共同学習な
どを踏まえ、「持続可能な地
域づくりに向けた公民館の役
割」についてまとめる
 第1次飯田市教育振興基本計
画がスタート

23  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域資源活用」
 　「多様な主体との連携」

 東京大学との共同学習
　東京大学大学院牧野研究
室と「飯田市の公民館分館
の役割と位置付け」に関す
る共同学習を実施する。川
路、龍江、鼎、上郷、橋南
地区の分館や団体の活動状
況を調査

 完全復元伊能図全国巡
回フロア展in南信州 飯
田を、第25回の節目を
迎える「飯田やまびこ
マーチ』に併せた記念
行事として開催

24 地方分権一括法の施行
により、公民館運営審
議会の委員の任命委嘱
基準を公民館条例に規
定した。

主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域人教育」
 　「青年活動」

東京大学との共同学習
　分館活動のさらなる掘り
下げのための調査と、昨年
の調査でまとめられた報告
書をもとに報告会(分館役員
研修会)を実施

 公民館貸館マニュアル改訂
 日本公民館学会飯田集会開
催
 未来を拓く自治と協働のま
ちづくりを目指す飯田研究集
会開催

25  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域人教育」
 　「地域と学校を結ぶ」

 東京大学との共同学習
　東野、千代の2地区におい
て住民アンケートを実施

 小中連携・一貫教育が
全中学校区で始まる
 アジア人形劇フェス
ティバル開催

 第51回飯田市公民館大
会記録的豪雪により中
止

 文部科学省「公民館等を中
心とした社会教育活性化支援
プログラム」が始まる
 フィリピンレガスピプロ
ジェクト始まる（３年間）

26 新千代公民館竣工
新下久堅公民館竣工
丸山公民館耐震化工事
竣工
上久堅公民館耐震化工
事竣工

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域人教育」
 　「環境」

 東京大学との共同学習
　東野、千代の２地区にお
いて実施した住民アンケー
ト結果報告会を実施

 小中連携・一貫教育2
年目

 文部科学省「公民館等を中
心とした社会教育活性化支援
プログラム」２年目の受託
 解体新書塾～公民館・地域
自治のあり様を見なおす自治
体間共同研究～飯田研究会開
催
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飯田市の公民館略年表

年年度度   管管理理・・令令規規   学学習習活活動動   行行事事的的動動向向 一一般般的的関関係係事事項項

27 地方教育行政の組織及
び運営に関する法律の
一部改正（教育委員会
制度の改革）

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「新成人」
　 「役割研究」
 　「地域×高校生共育」
 館長会研修テーマ
 「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

 県公民館運営協議会主
催「長野県公民館主事
会研修・総会」を飯田
市で開催
 戦後70年記念事業とし
て市公及び各地区で展
開

 下伊那テーゼ50周年記念
フォーラムを阿智村で開催
 解体新書塾～公民館・地域
自治のあり様を見なおす自治
体間共同研究～飯田研究会を
飯田市公民館大会に合わせて
開催

28 新上村公民館竣工  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域×高校生共育」
   「高齢者」
 館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

 第64回長野県公民館大
会（飯田・下伊那）を
飯田市で開催
 市内全小中学校に学校
運営協議会が設置され
「飯田コミュニティス
クール」となる

 解体新書塾～公民館・地域
自治のあり様を見なおす自治
体間共同研究～飯田研究会を
飯田市公民館大会に合わせて
開催

29  社会教育法改正(地域
学校協働活動の推進を
位置づけ）

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域×高校生共育」
   「井戸端から地域課題を
考える」
 館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

 地域学校協働活動の充
実に向けた取組が本格
的にはじまる

 市制施行80周年記念事業が
開催される
「飯田未来デザイン2028」が
スタート
「第２次飯田市教育振興基本
計画」がスタート
「文部科学省の組織再編案に
関する請願書」を文部大臣と
文科省に提出

30 新上郷公民館竣工  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域×高校生共育」
   「井戸端から地域課題を
考える」
 館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

いいだ人形劇フェスタ
20周年（カーニバルか
ら通算40周年）
世界人形劇フェスティ
バル開催

民法の一部改正
2020.4.1より成人年齢が18歳
となる
AVIAMA総会が飯田市で開催さ
れる

令和
元

 主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域×高校生共育」
   「若者」
 館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

新元号「令和」となる

2  主事会ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　 「人形劇」
　 「地域×高校生共育」
   「次世代育成」
 館長会研修テーマ
「これからの公民館・社会
教育と館長の役割」大人の
学びと子どもの育ちをつな
げる

コロナ禍により、中止
又は延期した事業が多
い。飯田市成人式も史
上初の延期となった。
一方、これまでの活動
を見直し、新たな活動
への展開も見られた。

第８回全国公民館報コンクー
ル特別賞受賞：伊賀良公民
館、南信濃公民館
長野県公民館アワード受賞：
飯田市公民館（多文化共生事
業）
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

37年 11月13日 飯田市公民館 公民館と学習活動 立正大学　藤田秀雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
38年 12月1日 飯田市役所 暮らしにくさをどうきりぬけるか 生活科学調査会　田辺信一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
39年 8月7～8日 飯田東中学校 山と農村の問題 前都立大教授　戒能通孝

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
40年 11月28日 飯田市役所  アジア情勢と日本 信大助教授　山岡利七

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
41 12月11日 飯田市役所 公民館の現状と問題点 県社教主事　桜井彦郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
42 12月10日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域の変貌と公民館 信大助教授　玉井袈裟男

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
43 12月8日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域の文化活動 農文協　山田民雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
44 12月14日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域開発と私たちの生活 農文協　浪江虎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
45 12月6日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 地域開発と私たちの生活 農協短大教授　美土路達雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
46 12月5日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 社会教育行政と公民館活動 飯田女子短大　高坂詢

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
47 12月3日 文化会館 これからの公民館活動 国立市公民館長　徳永功

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
48 12月2日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 学習文化活動をどう発展させるか 名大教授　小川利夫

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
49 12月8日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ これからの公民館活動  信大助教授　玉井袈裟男

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

50 12月7日 市役所勤福ｾﾝﾀｰ 公民館のあり方を考える
市議会代表　市老連代表
市連婦代表　市連青代表

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

51 12月12日 飯田市公民館
 公民館の歴史30年を反省する社会
教育機関としての充実を図る

中大助教授　島田修一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
52 7月24日 飯田市公民館 住民要望と公民館の役割 名大教授　小川利夫

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
53 12月10日 飯田市公民館 なし なし

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
54 7月29日 飯田市公民館 まちづくりと公民館 名大教授　室井力

17
主な内容：　基本構想に基づく基本計画をどう進めていくか。住民参加の意義。

15
主な内容：　公民館活動の見直し。住民の求める社会教育活動と公民館の関わり。

16 主な内容：
教育機関として充実させていくためのリーダー養成県公民館大会が開催されたため半日で修了。

14
主な内容：　主体者である住民と、援助者である教育機関（公民館）の関わりあい。教育機関としての行財政充実。

1
主な内容：　公民館活動の充実のために地域の人たちの知恵を結集しよう。

2
主な内容：　学習の相談相手になれる公民館にしよう。

主な内容：　この年は飯田で開催の第13回長野県公民館大会に集中。

13
主な内容：　社会教育機関としての公民館の体制の確立。

8
主な内容：　学習活動、社会教育行政の確立、環境の浄化。

3
主な内容：　生活に役立つ学習活動に答える公民館にしよう。

10
主な内容：　学習活動、社会教育行政の確立、環境の浄化、施設の充実公民館３階建論。

11
主な内容：　社会教育機関としての公民館職制の改善（体制の問題点）施設の充実。

4
主な内容：　地域課題の増加、活動の反省公民館の姿勢の確認のための事例交換。

12
主な内容：　社会教育機関としての公民館の体制の確立、地域と生活課題に根ざす学習活動の定着。

9
主な内容：　前年と同じ

5 主な内容：
　生活課題の学習、施設の確保、市民の自主学習のために公民館の機能を活性化しよう。

6
主な内容：　前年と同じ

7
主な内容：　前年と同じ
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

55 7月27日 飯田市公民館 民衆と学問 明治大学教授　後藤総一郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

56 7月26日 飯田市公民館
海外援助について考える
～ﾈパｰﾙで伝染病と闘った
　　　　　　　　　20年の体験から～

神戸大医学部国際協力ｾﾝﾀｰ
専任教授　　岩村昇

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

57 7月25日 飯田市公民館
公民館発足当初の理念と
　　これからの公民館のあり方

 元文部省社会教育局長
　寺中作雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
58 7月24日 飯田市公民館 伊那谷の民俗芸能 東京国立文化財研究所芸能部長　三隅治雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

59 7月29日 飯田市公民館

教育･文化の側面から地域の活性
化を図る公共施設の専門化類似化
に公民館が教育機関としてどう対処
していくか

静岡県掛川市長　榛村純一

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

60 7月7日 飯田市公民館
 教育活動の実践方策の研究討議
個性 的で魅力ある地域づくりのた
めに

立教大学教授　室俊司

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

61 9月7日 飯田市公民館
地域課題､生活課題を解決するため
に､自治能力の向上と共同体づくり
に努める.私にとっての公民館

立命館大教授　木津川計

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

62 3月6日 飯田市公民館
 ｢私にとっての公民館｣｢地域にとっ
ての公民館｣とは何か地方からの国
際化を考える

 国際化ｼﾝポジｳﾑ 五十嵐富英
竹田扇之助　本間俊太郎

横田盛廣　  松澤太郎

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

63 3月5日 飯田市公民館
魅力ある地域づくりを考える家庭教
育地域交流事業の実践発表

地域文化とまちづくり　国土庁地方振興局地方都
市整備課長
　一杉　喜朗

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

平成元 3月4日 飯田市公民館
魅力ある地域づくりのためのプロ
ジェクト事業について自然と人間を
結ぶ

農工商が結びつく町調査報告
 農文協　清水悟

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

2 2月24日 飯田市公民館
学習交流の活性化 と
　　　人づくり、まちづくり

シンポジスト：
　玉井袈裟男、井上講四、

　今牧英世、奥村頼人
司会：長谷部三弘

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
3 3月1日 鼎公民館 生涯学習時代の公民館活動 愛知大学教授　小川利夫

28

主な内容：　地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う学習交流都市構想の発表集会として位置付け、構想に
ついてのシンポジウムと先進事例の発表会、地域の特色ある活動の展示発表を行う。

29 主な内容：　地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う公民館委員、学級講座参加者グループ活動など公民館
との関わり別の分科会を設ける。

26
主な内容： 地域づくりを考える集いを併催し、ムトス表彰も行う「魅力ある地域づくり」にむけて公民館は何ができるか、分
科会別に研究。別に家庭教育学級などの参加者の分科会も設営する。

27
主な内容：　公民館のプロジェクト事業としてはじめた魅力ある地域づくりのためのプロジェクト事業の発表。農文協の
「農工商が結びつく町」を題材に分科会。助言者に調査に入った農文協職員を迎える。

24
主な内容：　「地域を耕す、心を耕す」日本人ふるさと意識の再構築魅力ある地域とは。都市にとっての文化と人間にとっ
ての文化。生きる喜びを何に求めるか。

25
主な内容：　行政の主催する、地域づくりを考える集いを併催し、ムトス飯田賞の表彰も行う「私にとって」「地域にとって」
の公民館について、公民館委員、分館役員、講座受講生、地域代表、ムトス受賞者などの立場から実践発表を行う。

23

主な内容：　夜明け前の暮らしの文化。文化創造の学習の広場。地域の文化と自治体社会教育。

21
主な内容：　芸能文化の歴史的意義と伝承の重要性。地域づくりとしての芸能。

22

主な内容：　ニューメディア（理念）の地域づくり人づくり。

19
主な内容：　地域課題を解決していくためには諸団体バラバラでは解決できない。その連携の可能性についてと、行政
の役割。

20
主な内容：　前年と同じ

18 主な内容：
地域づくりをする上での公民館の独自性。地方の時代、文化の時代といわれる中での公民館活動のあり方。
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№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

4 3月7日 鼎公民館 足元から今日的課題を考える 元松川町社教主事　松下　拡

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
5 2月27日 飯田市公民館  ２１世紀を豊かなものに 動物写真家　宮崎学

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

6 2月26日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに
元日本ﾓﾝｷｰｾﾝﾀｰ所長

　 河合雅雄

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
7 2月25日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 地域計画プﾗﾝﾅｰ　佐野章二

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
8 2月23日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに  写真家　ジョニ－・ハイマス

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

9 2月22日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに
お茶の水女子大学教授

    藤原　正彦

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
10 2月21日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 登山家　田部井　淳子

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
11 2月20日 飯田市公民館 ２１世紀を豊かなものに 哲学者　内山　節

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

12 2月28日 飯田市公民館 ２１世紀にどう入っていくか
国立民族学博物館教授

　端　信行

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師

13 2月17日 飯田市公民館
明日への展望

 ～地域づくりの拠点公民館～

北海道大学教育学部
   鈴木敏正、姉崎洋一
　 宮崎隆志

39
主な内容：　社会教育学会のメンバーによる地域社会教育実践研究会の先生の飯田調査報告を兼ねたシンポジウムな
ど。分科会「これからの公民館を考える」「地区運動会を通して地域を考える」「分館活動のあり方を考える」「読者が創る
情報誌・ネットワークゆいを考える」「子どもを健やかに」「地域における多文化共生の道」

37
主な内容：　2000年という節目を迎え、地道な地域における活動、取り組みを通して、来るべく21世紀の地域活動、公民
館活動の方向性を探る。分科会「地域住民による企画・運営から学ぶ公民館」「人形劇の能性を求めて」「学社融合連
携」「五感を使って異文化交流」「風土に根ざした文化活動」

38 主な内容：　新世紀第１回の公民館大会としてこれからの公民館の在り方を研究 実践する場と開催。
分科会「ウォーキング事業を通した和の広がり」「地域の子ども達を考える」「多文化共生を考える」「地域に在る文化の魅
力を語り合う」「エコマネーって何？」

35 主な内容：　昨年までの実績を尊重しながらも新しい視点で実施した。交流会を１部、２部として、活動の実践発表を
行った。１部では、鼎名古熊演芸クラブ２部では、「食」に関する活動を取上げ、市公の「わいわいサロン」、伊賀良公民
館の「食塾」、丸山公民館の「食のふれ あい工房｣の発表。地区公民館報の掲示と感想の集約。

36
主な内容：　公民館活動の実践交流と地域課題についての学習、研究の場として位置付け。活動の実践発表は、千代
不動太鼓。分科会は、市民に運営を任せ「新たな人形劇の祭典への地域の関わり方を考える」「歩くからはじまる地域づ
くり」「異文化交流、外国人から見た飯田市」「冬の街なか 自然体験」「ネットワークゆい いどばた会議」「暗くを共に歩む
分館活動」の６つ。

32
主な内容：　今日的な課題を学習する場と位置付けて３年目。分科会は地域での実践活動の紹介を中心に構成した
「子育て」「国際化」「環境」の３つで構成した。

33
主な内容：　今日的な課題を学習する場と位置付けて４年目。分科会は「自 然環境と人間」「知縁でつくる豊かな地域」
という今日的課題の分科会を今井信五(しろうま自然の会)岡田芳子(高山 PANTS)座光寺良子(和楽)を講師に行なった
ほか「委員会活動」「分館活動」の実践に基づく分科会に竜丘、下久堅鼎、上郷から事例を発表した。

30 主な内容：　これからの公民館活動が、時代に即した活動になるために「環境」「国際化」「男女共生」「高齢化」「子ども」
の５つの今日的課題をテーマとした分科会を設ける。

31 主な内容：　公民館活動が常に時代の流れを見据えたものとなるよう「高齢化」「国際化」「環境」の３つの今日的課題を
テ ーマとした分科会を設ける。公民館活動の刊行を記念して公民館の歩みをスライド化して発表する。

34
主な内容：　置付けて５年目。分科会は「地域に生きるということ」「違いを楽しみ、地域を拓くというテ－マで地域での私
たちにとって大切なものは何か開かれた地域のあり方は、について考え、また「分館活動」「委員会活動」の実践に基づ
く分科会に竜丘、東野、下久堅山本から事例を発表した。
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№ 年　度 月　日 会　場

14 2月16日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場 テーマ 講　師
15 2月15日 飯田市公民館 今、心を結ぶふるさとづくりを 全体会講師なし

№ 年　度 月　日 会　場

16 2月20日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

17 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

18 2月25日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

19 2月24日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

20 2月22日 飯田市公民館

テーマ及び講師

テーマ：「新たな公民館ビジョンの構築に向けて」
講　師：和歌山大学生涯学習教育研究センター助教授　堀内秀雄
　　　　　　「地域自治組織とこれからの公民館の役割」

テーマ及び講師

テーマ：「地域から求められる公民館活動のあり方」
       －まちづくり委員会における公民館の主体性と連携の立場から－
コーディネーター：長谷部三弘（ひさかた風土舎代表）、
パネリスト：小市昭夫（信濃毎日新聞社編集局報道部次長）
　　　　　　 下平隆司（前竜丘自治協議会長）
             菅沼輝美（橋南地区主任児童委員）

45

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、課題を明確にすることにより、今後、より地域の中で役立つ公民館として、公
民館が担うべき役割や方向性を明確にすることを目的としてパネルディスカッション及び分科会を実施した。分科会は、
「子どもは地域で育てよう」「公民館報と地域広報の役割」「学社連携の取り組みについて」「自然・歴史・文化などの地域
資源をどのように活用するか」「地域における分館活動の位置づけと実践」「高齢者の知恵や経験を地域に活かす～仲
間づくりから始まる地域貢献とそれを支える公民館のあり方～」の６分科会を開催。

46
主な内容:　今後、公民館が担うべき役割や方向性を明確にすることを目的として基調講演及び分科会を実施した。分
科会においては、実践事例をとりあげ、これからの公民館活動に活かしていけるように活発な意見交換を行った。分科
会は「地域コミュニティを見直してみよう」「公民館報・広報等による情報の発信と共有」「地域と子どもがどう関わるか」「地
域資源を地域づくりにどう活かすか」「住民にとって最も身近な分館や地区単位の活動をどう推進するか」の５分科会を
開催。

テーマ及び講師

テーマ：「地域から求められる公民館活動」
講　師：基調講演　「これからの公民館のあるべき姿」
飯田女子短期大学講師・元松川町社会教育主事  松下　拡
※基調講演は、従来公民館が果たしてきた役割や大切にしてきた理念を再確認するこ
とにより、今後の公民館活動のあり方を考える礎とした。

43
主な内容:　地域自治組織の導入等を控え時代の変化に対応した「新たな公民館ビジョン」づくりを進めており、これから
の新たな役割を共に考える機会として実施。高坂詢氏をコーディネーターに迎え、新井優氏、増田綾子氏、柳澤竜太郎
氏、山田安世氏によるﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを実施。

44
主な内容:　地域自治組織のスタートに伴い、新しい自治の時代に公民館は何ができるのか、考えあう機会として、全体
会を始め、基調提案、基調講演、各地区での実践を発表する分科会を開催した。分科会「考えよう地域の子育て」「多文
化共生と公民館」「地域の芸術文化活動を考える」「地域に活かす郷土学習」「魅力あるスポーツ事業と健康づくりのこれ
から」「身近な取り組みから、みんなで考える環境」「館報から始まる情報発信」

テーマ：「新しい地域づくりの時代に向けて」
　　　　　　 ～地域自治組織における公民館活動～
講　師：東京学芸大学名誉教授・日本公民館学会前会長　小林文人
　　　　　「新しい自治の時代に」 －公民館創造の原点から学ぶもの－

テーマ及び講師

41

主な内容:　これまでの公民館活動を振り返り、原点に立ち返って地域の未来やこれからの公民館活動を考える機会と
する。全体会の記念講演は行わず、分科会のみとした。分科会「文化･体育事業を通して、これからの公民館活動を考
える」「公民館報研修会」「住民自治を育てる公民館」「地域の自治活動と公民館」「足元を見つめ、地域の財産を知る」
「里山の活用から地域ぐるみの環境学習へ」「子どもが伸びる地域の力」「ゲームや交流体験を通して異なる文化に生き
る人たちとの共生について考える」

42
主な内容:  地域自治組織と公民館との関係が問われている状況をふまえこれからの時代に対応した新しい公民館のあ
り方を議論する大会とした。市長講演、基調講演からつながる分科会を構成。分科会「住民自治力を培う公民館」「これ
からの子育て」「安全安心のまちづくり」「これからの文化事業を考える」「公民館報の意義と役割」「地域スポーツと公民
館」

テーマ：「新しい公民館の創造」
　講　師：市長講演　牧野　光朗　　　「地育力の向上と公民館」
基調講演： 東京大学大学院教育学研究科教授　佐藤　一子
　　　　　　　　　　「これからの公民館の果た役割」

テーマ及び講師

40

主な内容：　「飯田市公民館の歩み」を映像で振り返る。地域づくり実践者を招いた実践発表、地元の実践者による事例
発表を通して、地域づくりに果たす公民館活動の姿を探る。 分科会「環境と共生した豊かな地域づくりを考える」「子育
てと地域ネットワーク」「広報活動と地域づくりを考える」「魅力ある分館活  動をすすめる秘訣を考える」

テーマ及び講師

テーマ：「公民館活動と地域づくり」
講　師：NPO法人自然環境アカデミー理事　伊東　静一
　　　　 貝塚子育てネットワーク　梅原　直子
　　　　 舞鶴市まちづくり新聞編集長　新治　徹
　　　　 元松本市なんなん広場館長 　手塚　英男
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№ 年　度 月　日 会　場

21 2月22日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

22 2月20日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

23 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

24 2月17日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

25 2月16日 飯田市公民館

48
主な内容：　飯田市の公民館の１年間の活動成果を確認するとともに、東京大学との調査・学習の結果から見えてきた
課題などを共有することで、今後の公民館活動をより有意義なものにすることを目的に開催する。基調講演は、東京大
学大学院の牧野教授を講師に迎え、飯田市公民館との共同学習から見えてきたこれからの公民館の役割について、全
国的な事例を交えながら提言いただく。分科会は「公民館とはどんなところ？」「歩くことを通じた地域の魅力再発見」「運
動会が地域に果たす役割」「さまざまな情報媒体を生かした広報活動」「もっとも身近な分館活動」の５つのテーマで開
催。

テーマ及び講師

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　「明日から何をするか」
　講師：松本大学総合経営学部観光
　　　　　　　　　　　　　　ホスピタリティー学科教授　白戸　洋
※住民主体の地域自治が期待されるなか、公民館の活動が地域を担う人づくりにどの
ように貢献しているのか確認し、今後の公民館活動のあり方を考える。

テーマ及び講師

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　「分権と自治の時代の公民館の役割」
　講師：東京大学大学院教育学研究科教授　牧野 篤

テーマ及び講師

47

主な内容：　公民館を取り巻く課題を明確にし、公民館が担うべき役割や方向性を確認することを目的に開催する。基調
講演は、松本大学の白戸洋先生にご講演いただく。分科会では、各地区の実践事例をとりあげ、今後の公民館活動に
活かすべく情報や意見交換を行った。なお分科会は、「活き活きとした地域における文化祭づくりに向けて」「心身の健
康とスポーツで地域づくり・人づくり」「親しんで読んでもらえる、魅力ある広報・館報づくり」「連携して取り組む、子どもの
健全育成」「地域を元気にする活動を考える」の５つのテーマで開催。

テーマ及び講師

49

テーマ：「心豊かで暮らしやすい地域づくりを目指して」
　基調講演　　「感動と感謝が紡ぐ地域・集落の絆」
　講師：豊重哲郎氏　（鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館長）
　パネルディスカッション　「学びと交流から活力ある地域にするには」
　パネラー　　豊重哲郎氏（基調講演講師）
　　　　　　　 　牧野　篤氏（東京大学大学院教授）
　　　　　　　 　長谷部三弘氏（ひさかた風土舎代表）
　コーディネーター　　荻野亮吾氏（東京大学大学院特任助教）

主な内容：　生活に一番身近なコミュニティとして「分館活動や分館が無い地区の分館的な活動」の重要性を再確認す
ることで、公民館の学びと交流から地域の絆を育み、心豊かで暮らしやすい地域づくりの実践に結びつけることを目的に
開催する。基調講演には、全国的に注目される鹿児島県鹿屋市の通称「やねだん」、柳谷自治公民館の館長（町内会
長）である豊重哲郎氏をお招きして、自立した地域づくりの実践と人材育成の哲学に学んだ。パネルディスカッションは、
基調講演への会場からの質問票と事前に設定する意見交換テーマで組み立てた。

テーマ及び講師

50

テーマ：「今、公民館を問い直す　～住民自治を育む公民館の新たな挑戦～」
　実践発表会
　①「東日本大震災復興から学んだもの」
　　　石井山竜平氏（東北大学大学院教育学研究科　准教授)
　②「これからの地域と学校の連携」
　　　長谷部豊子氏（東京都国分寺市立本多公民館運営審議会　元委員長)
　　　中森美都子氏（　　　　　同　　 　　　本多公民館　元館長)
　③魅力ある分館活動の秘訣
　　　三村伊津子氏（松本市町内公民館長会　元会長)
　④公民館学習から始まる住民主体の地域づくり
　　　井原岩江氏（阿智村伍和公民館　館長）

主な内容：　第５０回目の節目の大会で、初めてムトス飯田交流会と併催で開催した。全体会では、これまでの公民館の
歩みを振り返るDVDの上映と、各地の実践者による実践発表を行った。その後行われた分科会では、実践発表の講師
が助言者等として関わり、実践発表の内容を深める組み立てのものも設定した。分科会は「震災復興を通じたまちづくり
と公民館」「地域と学校をつなげる公民館の役割」「魅力ある分館活動」「地域づくりの意識を育む公民館」「公民館活動
に込められた願い」「ムトスで広がる市民活動」の６つのテーマで開催した。

51

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地元学」による持続可能な地域づくり
　　　　　　　　　　　～ないものねだりからあるもの探しへ～』
　講師：吉本哲郎氏（地元学ネットワーク主宰）

主な内容：　第５０回の昨年度に引き続き、ムトス飯田学習会を併催。リニア中央新幹線ルート・駅位置確定や三遠南信
自動車全線開通に向け地域が大きく変貌しようとするなか、持続可能な地域を創るために公民館が果たす役割やこれ
からの地域づくりに重要となる視点を共有することを目的に計画した。基調講演は水俣市在住で地元学ネットワーク主
宰の吉本哲郎氏を招聘し、分科会は「将来を見据えた地域づくり」「人形劇フェスタを通した地域づくり」「地域で育てた
い子どもの姿」「環境を学び、生かす」「次代を担う若者の地域参加」「ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよう！」の６
つのテーマを計画した。

観測史上初となる豪雪により中止
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場

26 2月17日
飯田市公民館

りんご庁舎（分科会）

№ 年　度 月　日 会　場

27 2月21日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

28 2月19日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

29 2月18日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

30 2月17日 飯田市公民館

テーマ及び講師

55

テーマ：「地域づくりを担う人づくりの拠点としての公民館活動のあり方を考える」
　　　　　　　　　　　　～人形劇による地域づくりと人づくり～
　全体会 内容・講師　　実践発表　三穂伊豆木人形クラブ
　              　　　　　　　 実践報告　長谷部三弘氏（元飯田市公民館副館長）
                                            渡邉義昭氏（上郷公民館館長）
　　                   　　　 基調講演　佐藤一子氏（東京大学名誉教授　）

主な内容：　来年度人形劇カーニバルから通算40周年の節目を迎えるにあたり、飯田市の公民館のしくみと私たちの主
体的な活動が支えてきた人形劇によるまちづくりについて、地域づくり・人づくりの視点から振返り、これまでの成果とこ
れからの可能性について考えるとともに、そのことを通して心豊かな暮らしの実現をめざした地域づくりに重要となる視点
を共有した。分科会は、「もっと楽しもう人形劇フェスタ」「地域の子ども達について語ろう」「ふるさと学習」「公民館を見つ
め直す」「地域課題に迫る館報・広報」「ムトスの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ及び講師

54

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『地元を創り直す　～田園回帰の時代～』
　講師：藤山浩氏(島根県中山間地域研究センター研究統括監）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、自分たちの暮らしや生き方を見つめる機会として、また現代社会を取り巻く
課題の整理とこれからの公民館のあり方を考える機会として開催。今年度は、人口減少、リニア時代を迎え、大きな社会
変貌が予想される中においても、心豊かな暮らしを実現できる持続可能な地域をめざすために、今公民館が果たす役
割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有した。分科会は、「未来へのバトンパス」「育もう！いきいきとした子ど
も」「次世代に想いをつなぐ地域文化」「高齢期を支え合いと生きがいを持って」「私と地域にとっての公民館」「ムトスの心
で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ及び講師

テーマ及び講師

56

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地域みがき」のすすめ
　　　　　　　　　　　～これからの地域づくりを考える～』
　講師：小田切徳美氏（明治大学農学部　教授）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認し、公民館を取り巻く課題の整理とこれからの公民館のあり方を考える機会とし
て開催。今年度は、リニア中央新幹線・三遠南信自動車道の全線開通を見据えた地域の将来像を考える上で、持続可
能な地域をめざすために公民館が果たす役割やこれからの地域づくりに重要となる視点を共有した。分科会は、「若い
みなさん！私たちと一緒にやろうよ！」「想いをつなぐ地域文化」「支え合う、心豊かな暮らしのススメ」「誰もがお互いを大
切にし合う地域に！」「身近な自然に目を向けよう」「ムトスの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

テーマ：「“関わり　つながり　学び合う”　心豊かな暮らし・地域をめざして」
　　　　　　　　　　　　～これからの社会に求められる公民館とは～
　
　基調講演　『“関わり　つながり　学び合う”　心豊かな暮らし・地域をめざして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～地域づくりというけれど～』
　講師：白戸洋氏(松本大学総合経営学部　観光ホスピタリティ学科教授）

主な内容：　１年間の活動の成果を確認するともに、私たちのくらしや生き方を見つめ直し、互いの考えを深め合う場とし
て、また地域を取り巻く課題を共有し、公民館が担う役割や今後の活動の方向性について考える機会として開催。今年
度は、この地域においてより良い暮らしや豊かな人生を実現するために求められるものは何かを考え、地域での日々の
活動を改めて捉え直すための視点を共有した。分科会は、「人形劇フェスタの可能性」「成人式のあり方について考えて
みよう」「スポーツが地域にもたらす力」「あなたにとって分館とは。」「いってみよう・やってみよう　そこからつながる」「ムト
スの心で地域に活動の輪を広げよう！」の６テーマで開催した。

52

テーマ：「持続可能な地域をめざし、これからの公民館と地域づくりを考える」
　基調講演　『「地元学」による持続可能な地域づくり
　　　　　　　　　　　～ないものねだりからあるもの探しへ～』
　講師：吉本哲郎氏（地元学ネットワーク主宰）

主な内容：　飯田市の公民館の１年間の活動成果を確認するとともに、公民館を取り巻く課題を整理しこれからの公民館
のあり方を考える機会として開催。リニア中央新幹線ルート・駅位置決定や三遠南信自動車道全線開通に向け地域が
大きく変貌しようとするなか、持続可能な地域を確立する上で公民館が果たす役割や、これからの地域づくりに重要とな
る視点を共有した。基調講演は地元学を提唱した吉本哲郎氏を招聘し、分科会は「“人”が支える地域づくり」「次世代に
つなげる地域文化」「子どもを育む地域の力」「環境を学び、守り、生かす」「明日の地域に若者の視点を！」「ムトス飯田
３０周年記念パネルディスカッション」の６つのテーマで開催した。

テーマ及び講師

53
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飯田市公民館大会の経過
№ 年　度 月　日 会　場

令和元 2月16日 飯田市公民館

№ 年　度 月　日 会　場

2 2月21日
飯田市公民館

鼎公民館
上郷公民館
飯田市役所

テーマ及び講師

テーマ及び講師

58

テーマ：　「公民館の今とこれからを考える」
　　　　　　　～コロナ禍の経験から見えてきた「つながり」について語り合おう
基調講演　「未来に託せる地域を目指す公民館」
講師：石井山竜平氏（東北大学大学院教育学研究科）

主な内容：新型コロナウイルス感染症の発生により、「集い」や「学び合い」の機会が制限され、公民館がこれまで培って
きた「住民自治」意識の希薄化が懸念される状況が続いている。
公民館活動による「つながり」が地域づくりや人材育成にどのような効果や影響を与えていたのか、各公民館が悩みなが
ら取り組んだ今年１年の活動や課題を基に、ウィズコロナ・アフターコロナ時代の公民館活動をどのように考え繋げていく
のかを考え合う機会として計画した。
分科会は、「文化」「体育」「広報」「育成」「分館」の５つをテーマに、コロナ禍における専門委員会や分館の活動を考える
機会として計画した。

57

テーマ：　「”関わり つながり 学びあう”心豊かな暮らし・地域をめざして」
　　　　　　　　　～今、改めて自治を考える～
基調講演　「地域の未来を担う人づくり　～子どもと大人の学びを考える～」
講師：岩本悠氏（地域・教育魅力化プラットフォーム 共同代表）

主な内容：令和の幕開けとなる本大会では、大きく変貌しようとしている当地域において、私たちがより良い暮らしや豊か
な人生を実現し未来を切り拓くための学びについて考えるとともに、この地域が大事にしてきた自治の精神について、今
一度考え合うことを目的とした。基調講演では、高校と地域をつなぎ、互いの学び合いから次世代を担う人材を育む島
根県の取組みから、地域の子どもに関わる大人の姿勢について考えた。　分科会は、「子どもに関わる私たちについて
語ろう」「高校生や若者に対して、私たち大人はどうありたいか」「あなたにとっての人形劇フェスタって何ですか？」「思
いやりにあふれた社会を目指して」「地域住民が楽しく集う公民館（分館）活動」「ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよ
う！」の６テーマで開催した。

新型コロナウイルスの影響により中止
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